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第 26 回 日 本 寄生 虫 学会 絵 会 概況 
総会 に お ける 決議 事項 
日 本 寄生 虫 学会 規約 ooocoeeceeceeeooeeeeeeecweeeeeeceeeoeooeeeoeeceeceee る eo@ee 3 
創立 以来 の 物 政 評議 員 
昭和 32 年 度 名 誉 会 員 及び 役員 
第 1 回 総会 以来 の 開催 地 及 び 会 長 
総会 演題 目録 
総会 演題 要 宮 
特 別 講 
演 説 要 
示 説 要 
尿 尿 処 理 に 関す る シン ボ ジ ウ ュ ム 
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会 記 …ーーーーーーーーー ト < トド < ド ドド トト トッ トト トト で ッ ・ ャ トド ドド ドド ッッ ッッ ャ ッッ ドド ドド 167 








[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 3・4 号 




























第 26 回 日 本 和 礎 生 下 学会 総会 


期 日 昭和 32 年 4 月 8, 9 日 
会 場 神奈 川 県 立 箱根 観光 会 館 
会 長 松崎 義 周 
第 1 日 4 月 8 日 (午前 9 時 開会 ) 
演 説 1 ^15 (午前 ), 16<37 (午後 ) 
示 説 1 <40 (午前 ), 41<82 (午後 ) 
評議 員 会 正午 より 
絵 会 午後 1 時 
第 8 回 桂 田 賞 抽 賞 式 (財団 法人 寄生 虫 病 学 奨励 全 
受賞 者 宮 崎 一 郎 (九州 大 学 医学 部 教授 ) 
「 吾 口 虫 に 関す る 研究 」 
第 4 回 小泉 賞 授賞 式 (財団 法 人 東京 寄生 昌 予 防 協 会 ) 
受賞 者 森 下 哲 夫 (岐阜 県 立 医 科大 学 教授 ) 
「T. M. 法 に よる 寄生 蜂 虫 症 の 診断 に 関す る 研究 」 
第 2 日 4 月 9 日 (午前 8 時 開会 ) 
演 説 38<59( 午 前 ) 
示 説 。83^122 (午前 ) 
特別 講演 柳沢 利 喜雄 (千葉 大 学 医学 部 教授 ) 
「 公 抄 衛 生 よ り 見 た る 多 虫 問題 」 
尿 尿 処理 に 関す る シン ポジ ウム 
座長 長 野 定 治 


イ , 都市 に 於 ける 殿 尿 処理 の 現況 洞 沢 勇 (公衆 衛生 院 ) 
g, 温 執 処理 三 浦 運 一 ( 京 大 衛生 ) 
ハ , 殺 卵 剤 小宮 義孝 ( 予 研 寄 生 東 ) 


=, 殿 尿 分 離 式 便 所 並 に 高速 堆肥 化 処理 児 玉 威 (神奈 川 衛 研 ) 
ホ , 改良 便所 松 崎 義 周 (横浜 市 大 寄生 東 ) 





ee Ip 


総会 に 及 け る 決議 事項 


1. 次 期 寄 生 虫 学会 総会 会 長 と し て 岐阜 県 立 医 科大 学 森下 哲夫 教授 を 決定 

・ 新 評議 員 と し て 次 の 2 氏 を 追加 委嘱 す 石崎 達 ( 予 研 寄生 虫 ) 渡辺 昇 蔵 ( 家 赤 衛 試 ) 
3. 規約 変更 の 件 

第 13 条 は 「 本 会 の 会 細 は 1 ヵ年 1000 円 と する 」 に 訂正 

附則 2 の 衛生 尼 是 学会 は 衛生 動物 学会 に 訂正 

附則 3 は 削除 

寄生 虫 学 雑誌 隔月 刊行 の 件 


に 














昭和 32 年 8 月 (1957)〕 


第 6 巻 より 年 6 回 発行 を 決定 
5. 特別 掲載 取扱 い の 件 


掲載 料 を 全額 著者 負担 と し て 可 及 的 早く 掲載 する 
6. 第 28 回 寄生 虫 学会 総会 の 件 
第 15 回 日 本 医学 会 分 科 会 と し て 医学 会 絵 会 の 前 後に 東京 で 開催 する 


7. 会 計 報 告 


第 1 条 
第 2 条 


第 3 条 


第 4 条 
第 5 条 


第 6 条 


第 7 条 
第 8 条 
第 9 条 
第 10 条 


第 11 条 
第 12 条 


第 13 条 
第 14 条 
第 15 条 
第 16 条 
第 17 条 
第 18 条 
附 旭 








2. 本 会 は 衛生 動物 学会 と 緊密 な 連繋 を 保つ て 運営 する こと ょ する 。 


日 本 寄生 中 学会 規約 


本 会 は 日 本 寄生 上 虫 学会 と 了 す る 。 

本 会 は 寄生 虫 及 び 寄 生 虫 病 に 関す る 学術 の 研究 進歩 を 図る を 目的 と する 。 

本 会 は 前 項 の 目的 を 達する 為 に 次 の 事業 を 行 5 。 

学術 総会 及び 支部 大 会 を 開催 する 。 

機関 雑誌 を 発行 する 。 

会 員 た らん と する も の は 現 会 員 の 紹介 に より 幹事 会 の 承諾 を 経て 入会 する る の と する 。 
本 会 に 次 の 役員 を お く 。 

会 長 1 名 評議 員 若 生 名 幹事 6 名 総会 幹事 1 名 

会 長 は 本 会 の 事務 を 絵理 する 。 幹事 は 会 長 を 補佐 し て 本 会 の 事務 を 処理 する 。 

評議 員 は 本 会 重要 の 件 を 審議 する 。 総会 幹事 は 絵 会 の 事務 に あたる 。 

会 長 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 絵 会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 

評議 員 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 

幹事 は 評議 員 の 互選 に よ ょ つて 定め る 。 総会 幹事 は 会 長 が 委嘱 する 。 

会 長 及 び 総 会 幹事 の 任期 は 1 ヵ年 と する 。 幹事 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 但し 重任 は 妨げ な 
い 。 

本 会 に は 名 誉 会 員 を 置く こと が 出来 る 。 名 誉 会員 は 評議 員 会 の 議 を 経て 総会 に 於 て 推挙 す 


る 。 
本 会 は 総会 の 決議 を 経て 地方 支部 を 設け る 事 が 出来 る 。 
人 計 


本 会 の 会 費 は 1 ヵ年 金 1000 円 と する 。 

地方 部 会 は 部 会 費 を 別に 徴 眉 する こと が 出来 る 。 そ の 額 は 各部 会 に 於 て 定め る 。 
会 員 若 し 引続き 会 費 を 納入 し な い 時 に は 会 員 の 資格 を 失う 。 

名 誉 会 員 は 会 費 を 免除 せら れる 。 

会 計 年 度 は 1 月 1 日 より 12 月 31 日 迄 と する 。 

本 規約 は 総会 の 決議 を 経 ざ れ ば 変更 する こと を 得 な い 。 

1. 本 会 の 事務 所 は 東京 都 品 川 区 上 大 崎 予 防衛 生研 究 所 内 に お く 。 




































創立 以来 の 物故 


評 議員 
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藤 浪 鑑 一 島 清太郎 林 直 助 稲 田 竜 吉 
石 橋 松 蔵 神保 才 太 郎 葛西 勝負 桂 田 富士 郎 
た 滞 川 村 麟 也 小泉 齋 宮島 幹 之 助 
長 与 又 郎 内 藤 和 行 尾 形 藤 治 鈴 木 稔 
田 宮 上 頁 仁 山田 信一郎 筑 川 定 
昭和 32 年 度 名 誉 会 員 及 び 役 員 (ABc 記 
名 誉 会 員 安 藤 完 小林 晴 治 郎 宮 川 米 次 武藤 旧知 
長 野 定 治 中 有川 幸 庵 に 平 得 三 田 部 潜 
吉 田 頁 雄 
会 長 松崎 義 周 
幹 事 小宮 義孝 松 林 久 吉 宮 崎 一 郎 森 下 昔 
佐 を 学 山 下 次 郎 
評議 員 赤木 勝雄 阿部 康 男 浅 田 順 一 江 ロロ 寿雄 
種田 坪 太郎 細 有川 修 治 福 左 玉 夫 半 本 生 、 三 
石原 国 右 井 信太 郎 石 井 進 ーー 色 訳 慕 四郎 
石崎 六 板 垣 四 郎 伊藤 二 郎 震 田 正俊 
岩田 繁 雄 加 納 六 郎 小 林 芳 人 小 宮 義孝 
久 米 清治 本 替 示 松 林 久 吉 松 村 竜 雄 
松 崎 義 周 宮 崎 一 郎 森 下 莉 森下 寺 夫 
長 花 操 新 美 大 四郎 大 越 伸 岡 部 沙 洋 
岡 村 一 郎 大 森 南 三郎 尾 崎 佳 正 大 稚 正 満 
沢田 藤 一 郎 沢 田 利 上 頁 杉 浦 三郎 佐 々 学 
清 水量 矢 田 中 英 雄 谷 川 久 治 渡 辺 昇 蔵 
山口 左 仲 柳沢 利 喜 雄 山 下 次 郎 横 川 宗 雄 
日 本 医学 会 評議 員 小宮 義孝 
ク 連絡 員 石 崎 達 
学術 用 語 審議 会 委員 小豆 義孝 
府 務 委員 本 部 : 安 苺 岡 一 男 (会 計 ) 鈴木 了 局 , 柳沢 十 四 男 (編集 )( 予 研 寄生 虫 ), 
北 支 部 : 大 林 正 士 ( 北 大 獣医 ) 
。 東 支部 : 本 部 兼 任 
西 支 剖 : 伏 見 純 一 ( 阪 大 後 研 ) 





南 支 部 : 





川島 健治 郎 ( 九 大 寄生 虫 ) 
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第 5 回 
第 6 回 
第 Y 回 
第 8 回 
第 9 
第 10 回 
第 11 回 
第 12 回 


第 18 回 


開催 地 
東京 市 
大 阪 市 
京都 市 
名 古屋 市 
福岡 市 
東京 市 
大 阪 市 
東京 市 
京都 市 
岡山 市 
千葉 市 
大 阪 市 


開催 年 度 
呆 和 4 年 
昭和 5 年 
昭和 6 年 
昭和 7 年 
昭和 8 年 
昭和 9 年 
昭和 10 年 
昭和 11 年 
昭和 12 年 
昭和 13 年 
昭和 14 年 
昭和 15 年 
昭和 16 年 


会 長 
五島 清太郎 
桂 田 富 士郎 


藤浪 第 


林 直 助 
大 平 得 三 
宮島 幹 之 助 
吉田 貞雄 
小泉 月 
宮川 米 次 
山口 左 促 
鈴木 稔 
石橋 松 蔵 
吉田 貞雄 


第 14 回 
第 15 回 
第 16 回 
第 17 回 
第 18 回 
第 19 回 
第 20 回 
第 21 回 
第 22 回 
第 28 回 
第 24 回 
第 25 回 
第 26 回 


第 1 回 総会 以来 の 開催 地 及び 会 長 


開 備 地 
東京 市 
東京 市 
高槻 市 
京都 市 
東 京都 
東京 都 


京都 市 


福岡 市 
東京 都 
京都 市 
東京 都 
箱 根 
湯本 町 


開 備 年 度 
昭和 17 年 
昭和 18 年 
昭和 22 年 
昭和 28 年 

四 和 24 年 
昭和 25 年 
昭和 26 年 
昭和 27 年 
昭和 28 年 
昭和 29 年 
昭和 30 年 
昭和 31 年 
昭和 32 年 


会 長 
緒方 知 三朗 
横川 定 
江口 秀雄 
赤木 勝雄 
森下 意 
長野 寛治 
小宮 義孝 
小林 央 治 郎 
宮崎 一 郎 
松林 久吉 
小林 晴 治郎 
宮川 米 次 
松崎 義 周 







帝 題 目 録 
特 別 講演 


公衆 衛生 よ り 見 た る 銘 忠 問題 POCKETER EEE ささ ささ 柳沢 利 喜 を 誕 ( 千 大 ・ 公 秒 衛 生 )・・・ 


演 説 
4 月 8 日 (月 ) 
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1. 万 . 婦 sfo が cg の 呼吸 に 及ぼ す 諸 薬剤 の 影響 に 就 い て ・ バ 上 索 摩 一 郎 (長大 ・ 風 研 ) ・…・33 
2. 培養 赤痢 アメ ー バ に 対し て 有効 に 作用 する 一 新 抗生 物質 に つい て ・…・………… 平林 明 ( 北 研 ) ……34 
3. ラン ブル 鞭毛 虫 の 培養 並び に 感染 に 関す る 研究 (第 1 報 )…………・…… 荒木 信治 ( 阪 医大 ・ 内 科 ) ……・34 
4. 色素 Trypaflavine (こよ る 7. ggzzezse の A 式 型 誘発 機 序 に 関す る 遺伝 学 的 考察 ・・‥・・・…… 

本:@: の 925 9 < 6:@:@:6: る 056 6:9 る も 猪木 正三 , 中 西 健一 , 片岡 猛 ( 阪 大 ・ 微 研 ) ・・・35 
5. 鳥類 に 於 ける Toxoplasma 感染 試験 (2) 十 姉妹 に 対す る Toxoplasma 及び Encephalitozoon 

の 変 叉 感染 試験 トト トー 上 Ciu に トド トッ トト トッ トト ト し し し し て し て ト て で … 辻 昭二 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) ‥・36 
6. 宮入 員 の 呼吸 系 に 及ぼ す 殺 上 員 剤 の 効果 に つい て トッ トム ーー ドド ドー 2!4:4He:t0e る 2 な 

人 2920 な な な 2 る:v WAS 阿部 チョ ノ , 小林 廊 佳 ( 群 大 ・ 伏 衛 ) 佐藤 重 房 (山梨 ・ 医 研 ) 37 
Y. 日 本 住 血 吸 卵生 死 盤 別 に つい て …・…・……… OCTE 吉住 好夫 , 織田 卓 五 郎 ( 久 大 ・ 内 科 ) ……・37 
8. Bladder worms の 娘 胞 形成 に つい て …・…… 山下 次 郎 , 大 林 正士 , 近野 誠二 (北大 ・ 家 畜 寄 生 虫 ) ……38 
9. 微量 比 色 定 量 法 に よる サン トニ ン の 生体 内 推移 の 研究 ・………・ 中 村 二 郎 , 木谷 威 男 ( 阪 大 ・ 内 科 ) ……・38 
10. 時 昌 卵 の 卵 朋 構造 に つい て t… の の ーnuuv ド ドド ドド ドド ピピ し 稲 臣 成一 ( 岡 大 ・ 寄 生 虫 ) 39 
11. 上 少 上 昌 の 分泌 , 排 浴 系 続 の 発生 学 的 研究 …・… ぐ の em 坂井 田 久 善 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) ・…40 
12. 締 状 虫 仔 虫 の 定期 出現 任 と 成虫 と の 関係 に つい て …………・ 大 石 勇 , 久米 清治 (東京 農工 ・ 獣 医 ) 40 
13. 温度 差 に よる 多 仔 虫 の 組織 侵入 性 に つい て ドー ドー ドド ドド ーー 西村 猛 ( 阪 大 ・ 微 研 ) ・‥・41 
14. 釣 虫 の 実験 的 腸管 外 寄生 及び 其 の 方 法 に より 得 られ た 不 受精 卵 に 就 い て ババ バト ドド 

30 の eg くま 56106 06982 を 9E か の 楠 正 知 ( 阪 市 大 ・ 内 科 ) ・・・・41 
15. タン ニン 酸 処理 赤血球 凝集 反応 を 用 いた 画 昌 アレ ルギー の 研究 ・・・ ト (ツジ ヨーヨー ヨコ u め ぐ ト トド ドド ドゥ し 

Sa 人 9.9GW 涯 Da 松村 竜 雄 , 由 上 修三 , 黒 梅 菩 芳 ( 群 大 ・ 児 科 ) ‥・・42 
16. アイ ソト ー プ P2 及び IT を 負荷 し た 犬 銘 昌 仔 虫 の 追跡 実験 ・・ バ バト oo ドー 

2 よう 2 ん 原田 義道 , 三 上 義昭 , 伊藤 敬吾 , 小谷 覚 , 松島 正 東 , 宮武 明 一 ( 鳥 大 ・ 内 科 ) ・…43 
17. 鹿児島 県 に 於 ける 釣 虫 感染 仔 昌 の 越 科 態 に つい て ・…・…・…… 阿部 康男 , 新 門 宰 ( 鹿 大 ・ 寄 生 虫 ) ・…44 
18. ツ ビ ニ 釣 虫 , アメ リカ 釣 虫 , 東洋 毛 様 線 虫 , 糞 線 上 の フイ ラリ ア 型 仔 虫 の 温度 変化 に 対す る 運動 性 

の 比較 衝 つ いて トト トト トト ここ こ ここ こく 白坂 竜 骸 。 佐々 学 , 田中 寛 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ) ・‥…44 
19. 日 本 久 口 虫 の 分 泌 。 排 浴 系 統 の 発生 学 的 研究 ・・…・…・…・…・…・ 小林 瑞穂 ・ 馬 消 茂 樹 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) ・…・45 
20. 有 間 顕 中 第 T 期 幼 の 組織 化学 的 研究 ……………………・ 羽 田野 邦 和 , 西 辻 一 重 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 ) 45 
21. 寄生 東 卵 検査 に 関す る 研究 トト トー トー トー ロー ドド に に に に ドー 岡 幹 健 ( 阪 市 大 ・ 医 動物 ) ・・・・46 
22. SypA2czZ ooe/g7g 及び 4spczzzs eg が 7e7g 感染 マウ ス に よる 質 丹 虫 剤 の 駆虫 効果 試験 に 関す 

る 研究 トニ 立 ーーー ドド ドド トト トト ドド トト トッ レト トッ トト トッ ドー て 福田 正道 , 福島 淳 仔 , 磯 川南 和 ( 阪 市 大 ・ 医 動物 ) ・…・47 
28. 半 城 水産 貝類 を 第 二 中 間 宿 主 と す る Microphallus 展 吸 遇 の 研究 ・…………… 梶 房子 (日 本 寄 研 ) ・…47 
24. 静岡 県 の 野犬 に 於 ける 寄生 貞 虫 浸 淫 状況 ・ バ バド ・ー ド ーー… 86: 人 Ske6 の ac おお 江 0 お 

2 ペン 伊藤 二郎 , 渡辺 強 三 ( 静 大 ・ 保 健 ) 野口 牙 望月 久 ( 静 岡 ・ 衛 研 ) ・・・48 
25. 広島 県 芦田 川 産 鮎 より 集団 発生 を 見 た る 横川 吸 眼 に つい て ・・ バ トト スス ぐん 、 務 ト ト トト ドド トト トッ ッッッ ・ で て 
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PO ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ さま まき まま ます 浅田 順一 , 


ア zzzgo22 が 26S 0 を Zsgeeze2S7S Chen (小型 大 平 肺 吸虫 ) の 近畿 地方 産 イ タチ に 於 ける 一 自然 感染 例 ・・ 


OOCKIEEEYIEKYSNEERREEEREERRRRRRRRKKREO 一 色 於 薫 四郎 , 富村 保 , 弟 川 良平 ( 阪 府 大 ・ 獣医 ) ・・ 


肺 吸虫 の 生理 (2) 組織 化 学 的 に た 肺 吸虫 卵 卵殻 と その 形成 機転 に 関す る 考察 ……………… 


eS を 2 横川 宗雄 , 吉村 裕之 C 干 大 ・ 寄 生 虫 ) ‥… 


中 国 無 負 産 Ozcozzezzzz /z の exszS に 寄居 する 線 眼 に つい て … バ ーー…ー…ー… 楊 存 性 , 陳 広 庭 , 


孫 慶 席 ( 江 能 省 血 吸 虫 病 研 ) 岡部 浩 洋 ( 久 大 ・ 寄 生 虫 ) 小宮 義孝 , 安 羅 岡 一 男 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) ・… 


山形 県 下 , 長期 積雪 一 山間 部 落 の 冬期 間 釣 昌 駆 除 満 4 年 間 の 実績 バト ・ バ ーーー… 


入浴 岸田 隆 , 藤波 浩 ( 日 本 医大 ・ 内 科 ) ‥… 


農村 に 訟 ける 釣 虫 , 画 昌 の 集団 駆虫 の 効果 に 関す る 研究 ルルー トー ルール ルル ん ルレ り uu ト レノ ソ ド ドド に に に に 


EL 中 西 靖 郎 , 吉田 幸雄 , 青野 宏 , 三谷 和合 , 篠田 裕 , 大 震 昭 男 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) …… 


釣 虫 感染 径 路 の 疫学 的 研究 (熊本 県 策 池川 流域 の 釣 虫 , 顕 虫 , 鞭 虫 及び 横川 吸虫 の 感染 状態 )・…… 


お 信二 ませ 人 卒 田口 利幸 (三池 鉱山 ・ 保 健 ) ・…・ 


日 本 に 於 ける 頭 口 昌 の 分 布 (2 トピ バ 本 トピ 亮 ーー ドド に に 
義人 の ハー 宮崎 一 郎 , 大 鈴 正 満 , 北村 包 彦 , 小宮 義孝 。 森下 哲夫 長 花 操 , 山口 富雄 


森下 薫 , 塚本 趙 , 岡部 浩 洋 , 岡村 一 郎 , 北村 精 一 , 片 峰 大 助 ( 文 部 省 科 学研 究 費 宮 口 虫 班 ) ・…・ 


九州 北海道 等 の 炭鉱 労務 者 約 3 万 人 の 沙 抹 , 浮 済 , 培養 検便 法 億 用 に よる 寄生 幅 虫 相 の 比較 研究 
すす すす で すす すす ミミ ミミ ドド ミ ミミ ミミ サミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ まさ ます ーー 佐 ス 学 , 林 慈 生 , 田 中 寛 , 


佐藤 孝 慈 , 三浦 昭子 , 若林 幹太 郎 , 白坂 竜 内 , 高田 吉 徳 , 菩 徴 華 , 黄 雲 閑 ( 伝 研 ・ 寄 生 昌 ) …・ 
草子 油 処理 に よる 顕 虫 卵 の 酸素 消費 量 の 変化 ・……・………・………・ 国井 喜 章 , 池内 まき 子 ( 農 技 研 ) ・…・ 
ー 流 化 炭素 と 農 用 ロ ー ト 油 合 剤 に ょ る 糞 池内 回 息 卵 の 撲滅 に つい て バー ル ドド ドド ーー 

が の で の eS の ぶな お りか 70: 定休 中 牙 一 , 藤田 敏子 (日 本 医大 ・ 内 科 ) 


いわ ゆる 殺 卵 剤 , 特に 二 硫 化 炭素 及び 揮発 性 草子 油 の 顕 虫 卵 殺 小 効 果 の 不安 定性 に 関す る 研究 …・…・ 
の て かも 小宮 義孝 , 小林 昭夫 , 久 津 見 晴 彦 ( 巴 研 ・ 寄 生息 ) 


児玉 威 , 原田 文雄 , 武藤 得 夫 (神奈 川 ・ 衛 研 ) 柳沢 利 喜雄 , 矢島 ふき , 内 田 昭夫 ( 千 大 ・ 会 衛 ) 


4 月 9 日 ( 火 ) 
日 本 の 鶏 に み られ る 7 ア zzcocyozooz cgz 放 の 様 原虫 病 に 関す る 研究 ・・ ト トト ーー ドー ドー 


cvseswewee eeeeeeieoee る る ゃ る eeree eeseee 2e9 る る な 秋葉 和 温 , 川島 秀雄 , 乾 純夫 石井 進 ( 家 衛 試 ) PD 


精神 薄弱 児 及 び 視 力 障 害 者 に 於 ける Toxoplasraa 調査 成績 上 ババ ババ | ババ ーー ルー オー ヒデ リナ ワリ ポ リポ ナ ナ そ ナ チ ーーー ドー 


と で ュー プ トト ピー 平岡 輝明 , 山本 上 厳 雄 ( 九 大 ・ 寄 生息 ) ・… 


Toxoplasma 慢性 感染 症 の 研究 (1) モル モッ ト 及 び マ ウス を 用 いた 実験 トト いい ーー 


coeoeoooeeeeeeeeeoeeeeeeeooeoeeeepeeeeeeoeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 瀬 長 良三 郎 ( 鹿 大 ・ 児 科 ) ee 
日 本 住 血 吸虫 感染 兎 の 血清 蛋 白 濾紙 電気 泳動 像 と 肝 機 能 に つい て ・・・・ 古沢 元 之 助 ( 九 大 ・ 寄 生 昌 ) …・ 
肝 吸 虫 症 の クロ ロキ ン ・ ア ンチ モン 剤 併用 療法 に つい て ・・ 宮 川 三男 , 津田 洋 , 中 瀬 勝 ( 徳 大 ・ 内 科 ) ・・ 
D.D.D.S 及び Actamer に よる 橿原 条 和 虫 駆虫 試験 トバ ーーー 沢田 勇 (奈良 大 ・ 生 物 ) 
幼虫 虫 の 腸 壁 迷 入 に よる 局所 性 腸炎 ・・…・・ 大 稚 正 満 , 石 附 福 衛 , 初 鹿野 高 好 ( 新 大 ・ 医 動物 ) ・…・ 
画 虫 寄生 宿主 の 胃腸 状態 に つい て トバ ・ ト トー トト (いらい や いで ドド ドド トト トト トト トト ッッ トー 榎 殿 順 (広島 市 ) …・ 
咽 ア レル ギー に 於 ける 赤血球 凝集 反応 及び 血清 pH ' に こつ いて て チョー ヨ ー ニ ドド に に に 

ML は 2 誰 本 晋三 , 半沢 久 次 郎 , 石田 敏和 , 大 沢 隆 , 佐藤 必 美 , 宮川 忠夫 ( 聞 大 ・ 内 科 ) 
咽 虫 症 及 び 条 虫 症 の 小腸 レン トゲ ン 像 に つい て …・… 日 野 和徳 , 斎藤 泰弘 , 茂木 安平 (東大 ・ 物 療 ) ‥… 


若菜 病 の 発症 機 序 と 治療 に 関す る 研究 (人 体 実 験 に よる 考察 ) ・‥… バ 上 トト スス た ツ た uo トド 


も 導 、) 


, 大 田 垣 博雅 , 梶 敏明 (日 本 寄 研 ) ‥・・ 
徳島 県下 の 評 法 限 ドー セタ < 山口 富雄 , 村上 邦 平 , 西本 真 士 夫 ( 徳 大 ・ 病 理 ) ・… 
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まっ し て 吉田 幸雄 , 三谷 
釣 虫 症 串 者 の 胃液 及び 犬 釣 下 感染 日 数 並び に 感染 犬 腸 内 pH と 釣 虫 腸 内 分 布 状 態 に つい て ………・ 


PEPPYEEKTEEDKYKEEOERRERSRREORRORKKSRREKKRERRRRAKRA 中 村人 逸郎 , 三浦 本 楼 ( 阪 医大 ・ 内 科 ) …・・ 


釣 虫 Carrier の 臨床 的 研究 (4) 出血 傾向 , 肝 機 能 , 尿 内 鉄 量 に つい て ・・・ 石 崎 達 , 久 津 見 晴 彦 , 


安田 一 郎 , 荻 野 小 郎 ,。 小宮 義孝 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) 小野 田 茅 義 , 向井 増 男 (東京 ・ 町 田 保健 所 ) …… 
釣 虫 症 の 臨床 的 観察 , 特需 診 (入院 ) を 促す 諸 要 因 に つい て ………・…・ 藤沢 俊雄 ( 国 病 ・ 横 浜 ) …… 
東洋 毛 様 線 虫 に よる 十二指腸 炎 の 実験 的 研究 ・… バ ババ トト ーー ドー 菊池 寛 ( 弘 大 ・ 外 科 ) …… 
義 線 虫 研 完 … ト バド バド トド く いく な 田中 寛 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ) ・… 
Wa ミク ロ ・ フ イラ リア の 分 布 様式 に 関す る 考察 …………・・ 大 森 南 三郎 (長大 ・ 風 研 ) …… 
フイ ラリ ア 症 に 於 ける リン バ 系 の 臨床 並 に 病理 組織 学 的 研究 ……・……・…・ 指宿 英 造 ( 鹿 大 ・ 内 科 ) ・… 
や aiko 的 研究 ・… 松下 文雄 , ーー 娠 田 俊夫 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 ) ・… 
Piperazine 誘導 体 の 研究 (1) 環 虫 に 対す る 作用 と その 作用 機 計 に つい て 板東 未 夫 ( 順 大 ・ 薬 理 ) ‥ 
パラ スル フ ア ミ ン の 殺 邊 , 殺菌 , 駆虫 作用 ・・…・………・… 星 直利 , 小 SN (東京 ・ 寄 生 虫 診 ) ・ 
Experimental pathology of SCSZoso72Z 7 の の 722C2672.・・・ バ ババ バー S.S. Lin (406, M.G.L.) ・…・ 


示 説 


4 月 8 日 (月 ) 


辻 光 法 に よる zz が Zzz co が の 生体 観 窒 ・m ッ トト トー トー スト ルト し (ーー ドー ドー 鈴 人 林木 肌 ( 慈 大 ・ 衛 生 ) ・…・ 
油 マ ラリ ア ア Mgsogiez が ezge: の 電子 顕微 鏡 に よる 観 祭 ……・…・・…・ 中 松 正 松 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) ・ 
zzs/zzg27 の g の 形態 に 及ぼす 家 兎 血液 成分 の 影響 ・… 沢田 利 頁 , 小 槍 廊 佳 ( 群 大 ・ 会 衛 ) ・…・ 





Rosaniline (こよ る 7 の の gz の s の 72Z g2 が 2 の 7 が S6 の akinetoplastic 型 誘発 機 序 に 関す る 遺伝 学 的 考察 
ee 猪木 正三 , 片岡 猛 , 中 西 健一 ( 阪 大 ・ *・ 微 研 ) ・ 


ezsyzZzZ の の zo2 の 7 の 電子 顕微 鏡 的 形態 (4)……・……・・ 中 西 鍵 一 , 西 義 美 ( 阪 大 ・ 微 研 ) ・ 


二 株 (AK,K) の の gzospZ gg72 の exse (に 対す る 駐 線 照射 実験 ・ ト ーー ルズ ーー ツー 


を だ すま かす 9 や の ザ の 攻 る が か 猪木 正三 ( 阪 大 ・ 微 研 ), 高 田 務 久 ( 阪 市 大 ・ 医 動物 ) …… 


日 本 の 鶴 に み ら れ た Plasmaodium に 関す る 研究 。 (1) 血液 接種 に ょ る 鶏 の 感染 試験 ・…・・・…… 


cooeeeeeeoooooeoeoooeeoe の 6 る の る る さる も る の で な aoo6 の eo の る で の oo oo 秋 場 和 温 。 石井 進 , 川島 秀雄 ( 家 衛 試 ) <・ 


トリ コモ ナス の 免疫 学 的 研究 ( 2 ) 加熱 殺 滅 虫 体 接種 マウ ス に お ける 発症 の 防 挫 に つい て ・…‥…・……・ 


WP すじ や すす を 馬場 弘志 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) …・ 


消 株 及 雀 株 Encephalitozoon の 一 般 形態 学 的 比較 並び に 交叉 感染 実験 成績 に 就 い て ・・…・ 


00 な 42 あな AA 各党 飯野 沈 衣 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) …・ 
7zcoyzgzS 2gg7 が Ss の 物質 代謝 に つい て (1 トド ドド 中 林 敏 夫 ( 阪 大 ・ 微 研 ) …… 
赤痢 アメ ー バ 原虫 の 運動 生態 に 関す る 研究 ……・…………・ 三浦 洋 , 林 正志 (湯川 胃腸 病院 ) ……・ 
Ez の zoeDg gg2 の 5 の 培養 に 於 ける 馬 血 清 の 効果 ・……… バ ・・…・……… 印 木 啓 之 ( 慶 大 ・ 寄 生 昌 ) …… 
Encephalitozoon の 細胞 化学 的 検討 トト (ーー ドド ドド ーー 京 吉 美 ( 塵 大 ・ 寄 生 到 ) …… 


Sabin-Feldmaan dye test の 特異 性 に 関す る 研究 (2) Trypanosoma の 実験 的 感染 動物 血清 に 就 て 


いく os くい で な ao な れる が な な ももか を すか も e 定 を 阿部 道夫 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) ‥ 
ィ oxo み ZZ go の 毒 力 に 及ぼ す 信 種 動物 血清 の 影響 ・……………… 新井 博 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) …… 


肺 吸虫 卵 の 形態 学 的 研究 (4) 出所 を 異 に する PzzggoxzzeS の gz (大 平 吸 虫 ) 卵 の 比較 …・…・…… 


が 2 る 人 本 一 色 於 欧 四 郎 ( 阪 府 大 ・ 環 医 ) …… 
横川 吸虫 症 の 〒〒.M. 反応 の 実験 的 研究 …・・・……… 森下 哲夫 , 可児 昭二 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) ・… 
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合 , 中 西 靖 郎 て 京 府 大 ・ 医 動物 ) … 
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大 平 肺 吸虫 被 栓 幼虫 の 感染 移行 に 関す る 検討 肝 脈 管 系 の 形態 学 的 変化 を 中 心 ヒ に て 


村人 細川 修治 , 高橋 一 郎 て 山口 大 ・ 病 理 ) ‥… 
鮨 の 生食 に 起因 せる 異形 吸虫 症 と その 治療 湊 ・・ バ ・ い ーー 財津 吉 憲 (門司 市 ) ・… 


脳 肺 吸虫 症 の 病理 組織 学 的 研究 (②) 本 二 い の 電 攻 寺 更生: 全く. 人 "SN の 本 訂 夫人 守 2 
PRE 細川 修治 , 森田 健 規 知 (山口 大 ・ 病 理 ) 下 司 孝 磨 , 森 


慢性 日 本 住 血 吸虫 症 に 於 ける 血清 中 の ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 抑 制 物質 に つい て ーー ルト (Guーー ド ーー 


た を へ 本 加茂 正和 ( 久 大 ・ 寄 生 昌 ) …・ 


ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 幼虫 に 関す る 生理 学 的 研究 (1) 各種 等 浴 透 圧 緩衝 液 中 に が ける 脱 経 過 ・… 


CEPPETPITEEYEGEYSREREEEEYREREESRSERRERREKRR 高野 美彦 , 大 島 呑 夫 , 木 畑 美 知 江 (会 衛 院 ロ 寄生 委 ) PE 


ウエ ステ ルマン 肺 吸 息 被 要 幼 虫 の 生理 学 的 研究 (2) モク ズ ガ ニ = 体液 中 で は 何故 脱 衰 し な いか …・…… 


ecc 大 島 智 夫 , 高野 美彦 ( 信 衛 院 ・ 寄 生 虫 ) …… 
温 ( 九 大 ・ 寄 生 虫 ) …… 


大 平 肺 吸虫 の 第 一 中 間 宿主 0 カワ ザン ショ ウ ガ イ ) 内 に 於 ける 発育 …・・ 池田 
ア 7gzzzg の 6S OZ2zgf Miyazaki (大 平 肺 表 虫 ) の 実験 的 感染 犬 並 びに 猫 の EE. P.G. 検査 に よる 初期 


排 農 導 当 で に いい くく いく くく こ oe oee ee 富村 保 , 小野 忠相 , 荒川 幅 ( 阪 府 大 ・ 獣 医 ) …・ 
各種 吸虫 間 の 交叉 補 体 結合 反応 … ぐ ore 国枝 坪 朗 , 中 松 正雄 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) ・…・ 
和牛 セタ リア の 拡散 因子 に つい て ・・・・ で oe 尾辻 義人 ( 鹿 大 ・ 内 科 ) ・・ 
小型 大 平 肺 吸 下 脱 王 幼虫 の 白 洗 へ の 感染 試験 ・…・ 富 村 保 , 荒川 崎 , 小野 忠相 , ( 阪 府 大 ・ 獣 医 ) 


利 起 川下 流 地方 に お ける 吸虫 類 に つい て (9 ぅ ) 肝 蜂 中 間 宿 主 に つい て パー トド ーーー… 


9 和夫 中 野 敏 。 多田 員 介 , 宮野 厳 子 (千葉 ・ 佐 原 保健 所 ) …・ 
千葉 県 茂原 地方 の 大 平 肺 表 虫 …・・…… 横川 宗雄 , 吉村 裕之 , 佐野 基 人 , 木村 寛容 ( 千 大 ・ 寄 生 虫 ) …・ 


南 伊 豆 地方 の 大 平 吸虫 3) 自然 終 宿 主 に つい て 本 上 ト バー の つっ ら (9ー ト トド ドド ドド トト トド トト トッ レッド トト ドット ドッ トー 


関東 地方 を 中 心 と し た 野性 鳥獣 類 の 寄生 虫 検索 で 1 ・ ト トー トム ーー ル トー ドド ドド ドド トド ーー 


た 導き 亀谷 了 , 野々 部 春 登 。 鈴木 俊 邦 (目黒 寄生 虫 館 ) …… 
条 虫 類 の 組織 化学 的 研究 (フォ オス フ ア タ ー ゼ の 分布 ) 松下 文雄 , 有 岡 寿 , 松 岡 弘 ( 熊 大 ・ 寄 生 昌 ) ・・ 


マン ソン 肌 頭 条 虫 に 関す る 研究 (2) 終 宿 主 に 於 ける 発育 及び 発育 途上 の 正体 の 第 二 中 間 宿主 へ の 


挿 入 実験 eo oooooeeeeoeeeeeeeeeeeoeeoeeeeeeeeeeee@e ゃ ee る る る 高橋 大 男 , 於 田 和 交 (昭和 医大 e 生物 ) see 
条 虫 免 療 の 研究 29・t・・ ト トート トト ドド トト トト トト トト トト ッッ トト トー ッッ ・ー 山田 俊太郎 (岐大 ・ 寄 生 昌 ) ・・ 
「 い たち 」 よ ょ より 得 た る 銘 頭 昌 に 就 い て ーーーーーーーー 神 田 紅 栄 ( 鹿 大 ・ 衛 生 ) 
2 の 76S eg7 (TADANO) の 排 港 分 泌 系 続 の 発生 学 的 研究 小林 瑞穂, 岩田 第 夫 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) ・・ 
名 虫 体腔 液 に よる Arthus 現象 の 未 槽 白血球 像 に 就 て トバ …・…・……… 山本 好 明 (上 阪 大 ・ 微 研 ) ・… 
虫 体腔 液 の 息 白 成分 に 関す る 研究 (1) 濾 紙 電気 泳動 像 に つい て ・・ 板 東 丈 夫 , 下 康郎 ( 順 大 ・ 薬 理 ) … 


虫 の 飼養 液 , 体腔 液 中 に お ける 脂 酸 ア ン モ ニア 及び アミ ノ 酸 の 定性 及び 定量 的 研究 …・・・…・…・ 


が で る 人 な 上 野 芳 夫 (東大 ・ 薬 理 ) 板東 款 夫 ( 順 大 ・ 薬 理 ) ・・ 
顕 昌 殺 卵 剤 に 関す る 研究 1) ババ トー ドド ドド < ト < トト トッ ッッ ッッ ッッ ッッ ーー 松森 清蔵, 倉本 正行 ・ 
豚 虫 卵 午 折 膜 に 対す る 胆汁 及び 細菌 の 影響 に つい て ………………・… 中 山 ク = 子 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) ・ 
顕 下 卵 の 発生 に 伴う 酸素 消費 に つい て 上 トド ee 柳沢 十 四 男 ( 予 研 ・ 寄 生 和 昌 ) ・ 
鍋 由 の 鍛 代 導い で いい っ く too ecceie 藤木 滋 , 内 田 健一 , 羽田 野 邦 和 ( 熊 大 ・ 寄 生息 ) 


(9) 


渉 (高知 ・ 町 田 病 院 ) ・ 
吸虫 類 の 瓦 新 代謝 に 及ぼ す 薬 剤 の 影響 に つい て (2D…tree 下村 実 ( 久 大 ・ 寄 生 邊 ) …… 
及 吸 虫 症 の レン トゲ ン 学 的 所 見 ・…… バ トス スス いっ トド トト トト トー 伊東 仁 孝 ( 久 大 ・ 寄 生 昌 ) …・ 


ぅ 鈴木 重 一 ( 千 大 ・ 寄 生 由 ) … 
Pysg sp. の 生物 学 的 観察 (8 上 ーー 全 宝 ドド ドド ドー 杉原 道 人 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) ・・・ 
四 吸 具 類 の 卵子 の 構造 並び に 脆 発育 に 関す る 研究 …・ パ トド 森山 貞 信 (神戸 ・ 披 済 会 ) ……・ 
野洲 に 於 ける 多 房 性 包 虫 定 に つい て ‥…・…… 山下 次 郎 , 林 正士 , 近野 誠二 (北大 ・ 家 畜 寄 生 虫 ) …… 
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数 種 農 薬 の 顕 中 卵 発育 に 及ぼ ば す 影 響 トト トード ドド ーーー 藤田 憲三 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) 
有機 ロダ ン 化合 物 に ょ る 鉢 虫 卵 試験 ・ ト トート ドド ドド ーー 加納 家 一 郎 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) 


各 年 令 層 に 於 ける 犬 遇 虫 感染 幼虫 を 中 心 と し た 肝 , 肺 の 病理 的 所 見 ・‥・…・ 鐘 田 義男 (日 医大 ・ 内 科 ) 
虫 集団 駆虫 効果 の 判定 と T.M. 法 ・・ バ ババ トー バ パード ーー 酒井 久 彰 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) ‥ 
時 汗 並び に イン ジ ゴ ガ ルミ ン の 鯛 虫 腹腔 内 注入 試験 ・・… バ バー 石川 道雄 (名 大 ・ 解 前) ‥ 


デリ サン に よ ょ よる 斑 下 卵 殺 滅 試験 に つい て (3) 野外 実験 成績 上 バー トーン バ めし 』(iー( つ "… に に 


ンチ ャ タン ポテ 木村 静子 (大 津 市 ・ 衛 生 ), 木村 真 次 ( 京 府 大 ・ 病 理 ) 小 財 陳 (伊吹 生化 ) ・ 
虫 卵 の 電子 顕微 鏡 的 研究 (3) の ドド ee 分 山 志 郎 , 羽田 野 邦 和 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 ) ・ 


実験 的 名 虫 症 の 病理 , 特に 肝臓 及び 雌性 々 器 の 病理 組織 学 的 研究 ・ ト ・・・・ ト トー トート ルー ん ト Uu い ロロ い に mo つつ ーー 


サタ と を で も ちゃ ぴい ae を で な 岡村 一 郎 , 谷田 未 高 , 寺尾 知道 ( 態 大 ・ 寄 生 虫 ) 
Joe 和 lovoin の 駆 下 作用 に 関す る 研究 … 竹 本 常松 , 醒 本 崎 二 , 擬 達 英 ( 阪 大 ・ 薬 学 ) 
乳幼児 に 誰 け る 顕 忠成 染 実験 3) 重 感染 ……………………ー 紅子 田 第 雄 , 赤松 高 之 ( 慶 大 ・ 児 科 ) 


繰 返 5 ント ニン ,。 カイ ニン 酸 合 剤 を 投与 し た 場合 に お ける 顕 取 卵 除 転 率 に つい て バー 
人 ーー ペー 小宮 義孝 。 小島 邦子 , 熊田 三 由 ( 了 巴 研 ・ 寄 生 虫 ) 
Co-60 照射 の 顕 昌 卵 発育 に 及ぼ ば す 影 響 (329… バ ーーー 門 多 般 ( 阪 大 ・ 微 研 ) 


釣 虫 卵 般 化 に 関す る 研究 < トト トト トト ーー ドー ドド < ドド ドド トト トト トッ トット ドッ こ トー 須永 徹 ( 阪 医大 ・ 内 科 ) … 
京都 府 弓 削 村 筒 江 に 於 ける 冬期 駆虫 に よる 釣 虫 防 遇 に つい て ………… 三谷 和合 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) ・ 


釣 虫 仔 虫 培養 法 に よる 両 種 釣 虫 分 布 調査 に 関す る 検討 …・………・… "佐藤 淳 夫 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) 
釣 虫 感染 を 要因 の 研究 ・・ ト トーー レ ピ レ り U デュ ーー トト ドド ドレッド ドッ ツー 石崎 達 , 久 津 見 晴彦 。 安田 澄子 , 


安田 一 郎 , 萩野 泊 郎 , 小宮 義孝 ( 予 古 ・ 寄 生 虫 ) 小野 田 孝義 , 向井 増 男 (東京 ・ 町 田 保 健 所 ) …‥ 


結核 症 と 釣 虫 書 に 関す る 実験 的 研究 (3) 骨髄 及び リン ペ 腺 の 変化 に つい て ・・ の ーー ドド 


ペー ツイ 林田 正典 , 林 息 行 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 ) 


人 工 胃 液 の 東洋 毛 様 線 虫 及び 犬 釣 昌 の 感染 仔 取 に 対す る 影響 の 比較 … バ ババ ドー ドー バー ツー 


皮下 組織 球 性 細胞 の 食 喰 作用 に 及ば す 釣 恵 乳剤 の 影響 ……… 鶴田 貢 , 松下 文雄 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 ) ・ 
自然 界 に 於 ける 釣 虫 寄生 数 及び 体長 の 季 飾 的 変動 に つい て ……・・……… 堂本 一 郎 ( 阪 市 大 ・ 内 科 ) …・ 
釣 虫 不 受精 卵 に つい て 上 太 ネー ネス テ ビ テ キテ バ ャ ュ ェ ェ ォ ュ ロ ョ ピ q ュ ー ド に ドド に トピ に トー 今井 田 二 三 子 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) 


体外 に 於 ける 釣 虫 の 発育 に 関す る 研究 バー…・…・… 野田 蝶 , 今 子 邦男 (上 阪 市 大 ・ 内 科 ) 


東洋 毛 欄 線 昌 症 の 疫学 的 研究 保 昌 宿 主 及 び 感染 主 道 に つい て の 考察 トバ バー バーツ 


キン 0 2 譲 ( 新 大 ・ 医 動物 ) ・… 


東洋 毛 様 線 虫 の 感染 仔 虫 に み ら れ た サー レス 現象 , 特に 凝 塊 反 応 に こつ いて トト ーー ドー ドー 


RCCOCPPCYYEEEPYEYEEEEPEEYEYEEEEREEKEEKEEKEKKEKSSE ……・ 稲 泉 武 男 。 伊藤 淳一 ( 新 大 ・ 医 動物 ) … 
PRSP (2 トー トー トド トト トー トー トト トー ドド ーーー 柳井 富夫 ( 阪 大 ・ 微 研 ) ee 
糸状 虫 症 に 於 ける 象 皮 病 の 成因 に 関す る 研究 *・・ バ ーー… 片 峰 大 助 , 山崎 豊彦 (長大 ・ 風 研 ) ・ 


馬 の 円 虫 類 に 関 3 ee (1 ) 駆 昌 に よ つ て トカ ラ 馬 か ら 得 た 種類 に つい て ・・・ バ パパ パー 
AT 野田 亮二 ( 阪 府 大 ・ 獣 医 ) 


野外 実験 に 





顕 虫 の 生物 学 的 研究 (2) 脱 殻 問 虫 幼 東 の 無菌 的 飼育 実験 並 に 幼虫 の 臓器 内 移行 に 就 いて …・……・・… 
本 を お な きき はなさ の る な が さる 邊 補 を さる ささ すす 問 川 通 典 ( 慶 大 ・ 寄 生 下 ) 


よる デリ サン の 殺 卵 作用 に 関す る 研究 加藤 宗 明 , 山本 正弘 , 宗 川 耳 (滋賀 ・ 八 幡 保健 所 ) …‥ 
新 集 峡 に つい て て 3 トー ドー トー・< cs > 分 島 整 , 保阪 幸男 , 小津 茂 弘 (埼玉 ・ 衛 研 ) 
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…111 
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・112 
113 
土壌 中 の 多 虫 仔 虫 分 離 法 の 検討 (T) Beaver 法 の 検討 ・・ 安 田 一 郎 , 斎藤 敏昭 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) ……… 
由 虫 の 般 光 顕微 鏡 学 的 所 見 ‥…・ ト トト ーー トー ルド 上 iO 和 ドド ドド ドド トト ッッ ーッ ーーー 竹下 貞子 (山口 大 ・ 病 理 ) ・・ 
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4 月 9 日 


所 主 問 虫 考 に 関す る アレ ルギー の 立場 か ら の 再 検討 (4) 血液 像 を 示 標 と し て ……… バ ドー 


OCSYYYEYEIEYEEEESRERERRRKRRRRRRRRRRRRKEEKERRJ 松村 竜 雄 , 由 上 修三 , 鈴木 俊男 ( 群 大 ・ 児 科 ) ・・ 


所 詩 虫 姓 に 関す る アレ ルギー の 立場 か ら の 再 検討 5) 胃 , 十二指腸 の 運動 並び に 粘膜 の 秋 症 性 変 


化 紀 つい で で < たく いて と て 9 が さか で ee すま な な as 松村 竜 雄 。 由 上 修三 , 田所 春 梅 ( 群 大 ・ 児 科 ) 


駆虫 剤 に 関す る 研究 (1) カイ ニン 酸 の ピ ペ リ ヂ ン 及び ピ ペ ラ ジン 塩 の 毒性 判定 (2) カイ ニン 酸 の 
ピ ペ リ ヂ ン 及び ピ ペ ラ ジン 塩 に よる 皮 虫 駆除 試験 トヨ 李 ニ 直 に に に に 


くく こる 2 竹下 貞子 , 古谷 多喜 子 , 関谷 透 , 森田 健 規 知 , 細川 修治 (山口 大 ・ 病 理 , 国 病 ・ 下 関 ) ‥ 
台 虫 の 感染 度 と 環境 調査 (2 ) 名 古屋 市 に 於 ける 殿 尿 処理 ・……・・……・…・…… 森山 和典 (森山 寄 研 ) 


部 ア レル ギー に 及ぼ ば す サ ント ニン の 影響 ・・ ト トト トムス 施 バ ピ 』u 証 Mk に トト ドド レト レト レト ッッ トト ドッ 
人 で 人 松本 晋三 , 井 廻 邦男 。 大 沢 隆 , 半沢 久 次 郎 , 石田 敏和 , 佐藤 選 美 ( 韻 大 ・ 内 科 ) 
虫 駆除 に 関す る 臨床 的 研究 (第 3 報 ) ED 50 に よる 三種 駆虫 剤 の 等 価 量 薬 及 び 駆 虫 効果 の 限界 に 
つい て で 北本 治 , 高原 義 


高山 次 郎 , 阿部 定 生 , 岡田 周子 , 田中 静 司 , 田中 正 ( 伝 研 ・ 臣 研 ) 石崎 達 ( 予 研 ・ 寄 生 和 虫 ) ・ 
暁 虫 の 予防 対策 に つい て ・…・…・…・ 辻 守 康 ( 金 大 ・ 病 理 ), 曽我 恒夫 , 宗 玄 行雄 (金沢 中 央 保健 所 ) …‥ 
縮小 条 虫 の 人 体 寄 生 合 ・…・ パ ee 亀谷 了 , 丹羽 一 成 , 坂部 長 正 (目黒 寄生 虫 館 ) 


釣 虫 名 血 の 本 態 に つい て ドド 板屋 富 一 , 柴田 正行 , 鍋倉 正 義 ( 鹿 大 ・ 内 科 ) 
釣 虫 感染 時 並び に 駆虫 時 の 血清 鉄 量 , 血清 笛 白 分 層 , 血清 Na.K 量 に 関す る 実験 的 研究 ……・…・… 


の が な きす 本 石 震 達 , 好 井 敏昭 。 山中 直之 ( 阪 医 大 ・ 内 科 ) 


四 塩 化 エ チ レン を 下剤 ぬき で 投与 する 釣 虫 駆除 法 の 研究 (4)………・…・ 吉田 幸雄 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) 
自衛 隊 に 於 ける 糸状 遇 症 (3)ー……・…・ AKI 北村 精 一 (長大 ・ 風 研 ) 
人 体 肺 吸 良 症 の 外科 的 切除 例 ・…・・・・・…ー ド ドド ーー 横川 宗雄 , 吉村 裕之 “ 千 大 ・ 寄 


生 虫 ), 大 島 智 雄 , 林 治 ( 公 衛 院 ・ 寄 生 虫 ), 野 村 実 , 岩下 呑 一 , 諏訪 信 ( 村 山 サ ナトリウム ) …・ 


石川 県 柴山 濁 周 辺 地区 に 於 ける 肝 吸 虫 の 分 布 状況 て その 1 バー トー トー (Un デ モワ ニー ドド ドド に に に に に に に 


… 福 田 孝 , 宮下 一 郎 , 北野 久太郎 (石川 ・ 山 代 保健 所 ), 佐藤 淳 夫 , 杉原 弘人 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) ・ 


フライ ラリ ア 仔 虫 の 人 体内 分 布 の 観察 (Turnus 機 序 の 考察 ) バー トル ーー トー ルート ーー ヨー ルレ ルツ ルツ ハツ ル ユ † ゐ ン ツ ヨ 有 ワ ス 有人 j ト て 
も ま めか る すま る 2 が 9 を. の を 28582007 衣 2 朱 屋 富 一 , 川崎 兼 陽 。 浜田 康治 ( 鹿 大 ・ 内 科 ) 
グル コン 酸 ア ンチ モン (V 価 ) ソー ダ の 毒性 と 細山 羊 脳 奏 糸状 昌 病 の 予防 試験 ……・…………… 
KT2OOEAIZYKLJ- 石原 忠雄 , 上 野 計 ( 家 衛 試 本 和夫 , 堀井 源 , 三橋 一 男 (富山 県 庁 ) 
肺 吸 昌 症 の レン トゲ ン 学 的 所 見 ・‥…・…・ 学生 で や シイ APY や す 和 守 イベ サイ トイ ミール 伊東 仁 孝 ( 久 大 ・ 寄 生 昌 ) 


肺 吸 虫 定 の クロ ロキ ン 療 法 に つい て ・ 宮川 三男 , 津田 洋 , 田中 傘 ( 徳 大 ・ 内 科 ) 
人 に 於 ける フイ ラリ ア 感 染 の 家族 集積 性 に つい て ・ 林 滋 生 , 佐藤 孝 韻 , 田中 寛 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ) ‥ 
宮城 県 の 鍵 口上 (1 ドー ドド で つつ 湯田 和郎 (宮城 ・ 衛 研 ) 鈴木 了 司 ( 予 研 ・ 寄 生 東 ),… 
7ozgscg7sS goX2242 感染 ライ オン の 駆虫 試験 ・・…・・・・…・ 野田 亮二 , 小野 忠相 (大 阪 府 大 ・ 獣 医 ) ‥ 


ク ジャ ク の 黒 頭 病 治療 に 関す る 研究 ee の を の の の の の 9 の eeee の W(G@ さ で 6 の we ee eo すず の な な 66: 角田 清 ( 家 衛 試 ) 


集団 駆虫 の 実態 調査 (第 1 報 ) 名 古屋 市 小 中 学 校 使用 駆虫 薬 調査 ・…‥……・・…・ 森山 和典 (森山 寄 研 ) ‥ 


最近 5 ヵ年 間 に 於 ける 基 小 学校 学 土 銘 昌 感染 者 の 推移 と その 治療 …‥ バ バー 


を Se の 人 和 福本 圭 士 , 緒形 一 保 (南大 阪 病 院 ・ 内 科 ) 


埼玉 県 下 一 農村 ( 越 ヶ 谷町 大 字 砂 原 ) に 於 ける 全部 落 民 の 寄生 息 感染 状況 調査 成績 …・……・……・…・ 


ES 


一 展 尿 消化 槽 に 於 ける 寄生 虫 卵 の 死滅 状況 に つい て ・ パ パー 小島 邦子 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) …‥ 
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110。 宮城 県 の 惣 虫 分 布 所 況 に つい て (トト トー 前 川 康治 (宮城 ・ 刈 田 病 院 ) ‥・132 
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特 列 講 帝 


公衆 衛生 より みた る 釣 虫 問題 


柳 沢 利 


喜 雄 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 


内 容 目 爽 


1. 緒 言 
. 釣 虫 卵 検査 決 と 釣 虫 の 淫 浸 状 況 の 検討 
1. 釣 了 卵 検査 方 法 の 吟味 Ca。 釣 虫 卵 保有 者 の スク リー ニン グ と し て の 各種 検査 方 法 , 
卵 陽性 素 の 簡易 推測 法 , c. 尿 内 曳 卵 数 と 寄生 中 体 数 ) 2. 淫 浸 の 実態 , (a. 標高 と の 関係 , b. 


淫 浸 率 と 寄 邊 数 ) 3. 釣 昌 の 澤 浸 に 関係 ある 諸 因子 の 検討, 


宿主 に 対す る 環境 条件 ) 
. 農村 に 於 ける 釣 虫 の 感染 経路 に つい て 


トー 


IV. 釣 虫 寄生 に よる 障害 
・ 久 下 寄生 と 釣 虫 症 , 


+ー 


b. 釣 昌 


(Ca. 釣 虫 に 対す る 環境 条件 。 b. 


・ 年 令 別 感染 曲線 , 2. 取調 査 , 3. 感染 の 場 , 


(Ca. 所 調 釣 虫 Carrier の 定義 , b. 釣 貝 寄生 者 と 釣 虫 有 症 者 数 , c. 全国 


患者 統計 より みた る 釣 虫 症 患 者 数 d、 全国 死因 分 類 よ りみ た る 釣 虫 症 ) 2. 所 詩 釣 虫 Carrier 
の 実態 (a, 釣 虫 寄生 に ょ る 血液 所 見 の 変化 , b. 釣 虫 寄生 に よる 作業 能 の 低下 , c. 寄生 貝 体 数 
と 障害 の 程度 , d, 生活 型 と 釣 虫 寄生 障害 , e. 負荷 試験 に よる 影響 , {. 人 体感 染 実験 に 於 ける 
初期 の 症候 ) 8。 所 調 釣 虫 Carrier の 意義 と 対策 の 必要 性 , 


V. 釣 虫 の 予防 撲滅 対策 


1. 予防 撲滅 対策 の 重要 性 , 2. 釣 了 虫 の 予防 撲滅 の 野外 実験 例 , 
校 に 於 ける 対策 例 ) 3. 集団 駆虫 に 関す る 検討, 
果 , c. 駆 昌 後 の 遠隔 成績 , d. 自然 陰 転 ) 4。 我が国 に 於 ける 予防 撲滅 対策 , 
る 釣 東 駆虫 回 数 , b. 農村 に 於 ける 感染 頻度 , 


Ca 農村 に 於 ける 対策 例 , b 学 
(Ca. 駆虫 方 法 の 検討 b. 軽 感染 者 の 駆虫 効 
(a& 農村 に 於 け 


c. 生活 改善 , 組 織 活動 の 必要 性 , d. 寄生 中 撲 江 


機関 の 活動 , e. 釣 虫 の 予防 撲滅 に 関す る 行政 上 の 問題 点 ) 


VM. むす び 


!. 緒 言 


Dubini が イタ リー で 初め て 釣 虫 を 発見 し て か ら 119 
年 を 経過 し て いる の で , 貧血 を 主訴 と する 釣 息 症 に 関す 
る 臨床 的 , 病理 学 的 , 生物 学 的 研究 に は 沢山 の 業績 が 見 
られ る 。 然し 年 ら 会 衆 衛生 学 的 見 地 か ら ま と め て 行 つ た 
釣 虫 の 研究 は 多く は 見 られ な い 。 

公衆 衛生 と は 疾病 を 予防 し , 生命 の 延長 を 計り , 生活 
能率 を 向上 させ る 為 の 科学 と 技術 で あつ て , その 研究 の 
分 野 に は 理論 と 実践 の 両面 が ある 。 更に 公衆 衛生 の 目標 





RIKiO YANAGISAWA: Hookworm studies in 
views of public health. (Chiba University School 
of Medicine, Department of Public Health, Chiba ) 


( 13 ) 


の 中 に は , 積極 的 体力 向上 の 面 も ふく 計れ る 。 
みか る 公衆 衛生 の 見 地 か ら 人 従来 の 我が国 釣 虫 研究 を 省 


II. 釣 虫 卵 検査 法 と 釣 虫 の 淫 温 稀 況 の 検討 


1. 釣 虫 卵 検査 方 法 の 吟味 
a. 釣 虫 卵 保 有 者 の スク リー ニン グ と し て の 人 竹 種 検査 
方 法 
各 機 関 に 於 ける 釣 虫 間 延 状態 の 成績 に 相当 の 差異 が み 
られ て いる が , と れ は 検査 濯 が まち まち だ か ら で あ る 。 
そ と で 会 衆 衛生 の 見 地 か ら 各 種 検査 決 を 吟味 する 必要 が 
お と つて 来る 。47 頭 の 犬 を 用 いて 沙 抹 法 , 硫 苦 加 食塩 水 
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策 1 表 Stoll 法 及び その 種々 の 変 法 に つい て 





便 量 。 液 硬 栓 鐘 Moto 人 oc 10 回 EPG. 不 人 
ーー 








介 寺 1 45 cc 10 mg 8 36 444 基 - コ 109.8.14 現 12 2 11.6 1160 7.60 

に 人 22.5cc 20 mg 38 34 22 14 16 19 24 15 2 下 18.5 925 12.28 

3 g 90 cc 5 mg 人 6.3 1260 1.78 

な g- 人 5 oe 5 mg 者 8 に 7 io 瘍 0 議 人 っ の 半 内 6.1 1220 4.10 
1 


0.3g 45 cc 1 mg 本 朱 : あ 電導 「、 間 と 0 


0 2 1.0 1000 1.33 





第 2 表 人 氷 抹 法 陽性 例 ed (産卵 2 : 1, 障害 比 5 : 1 と し て AA.d 換算 ) 


、 排 束 数 (A | 
は 数 )0 一 4 5 一 9 10 一 19 20 一 29 30 一 39 40 一 49 50 一 59 60 























産 排 忠 者 数 30 28 24 11 11 7 6 
守 、 全 折 際 算数 14 19、 18 9、| mn 7 SG 
を 率 46.6 67.8 75.0 81.8 | 100.0 100.0 100.0 
A 65 | 100 
障 排 東 者 数 ” 24 15 28 17 | ? 4 4 14 
時 乏 昌 條 数 1 8. 20 14 | 6 3 4 -14 
控 率 45.8 53.3 71.4 82.8 | 85.7 75.0 100.0100.0 
お の 63 | 93 を 
排 下 数 D 30 60 90 120 150 9) 200 
まつ" 半 ・ ッ こ て 
] 
B 本 全 yyy mer rm 間 
ーー りな 声 
1 
浮 流 法 , Stoll 法 , 培養 法 を 行う と 陽性 率 は 藩 抹 1 枚 値 で 的 に は 必ず し ゃ 適当 で は な い 。 特に 冬期 便 が 寒 谷 に さら “ 
最低 ご あり , 菩 養 1 枚 値 で 最高 と な る 。 各 検査 法 と ぁ 検 され る と アメ リカ 銘 卵 は 死滅 し 易く 般 化 率 は 低下 す の 
査 も れ と な つた 例 は 雌 虫 1 て 5 隻 の 少数 寄生 例 の 場合 だ る 。 双 秘 結 便 中 の 虫 卵 の 舟 化 率 も 低下 する 。 6 
け で ある 。 以 上 は 動物 実験 例 で ある が 人 間 に 就 いて の 部 犬 の 実験 で 交 抹 法 は 寄生 忠 体 数 が 或 る 程度 以上 居る と ン 
落 の 調査 例 で は 塗 抹 法 は 造 か に 検出 率 が お ちる 。 掌 漠 法 検出 可能 で ある 。 雄 上 昌 1 5 隻 で は 56 多 検出 出来 た が , 諸 
て メ クリ ー ニ ング し た 陣 性 便 を 用 いて 北 抹 8 枚 の 検査 を 。 6 偽 以 上 だ と 100 多 検出 可能 て あっ た 。 人 て 北 抹 8 枚 了 . 5 
行う と 。 その 全 例 の 5~6 割 が 陽性 と な つた だ け で ある 性 率 と 駆虫 後 24 時 間 の 排 虫 数 と 対比 し た 。 排 虫 雌 数 を ツ 貧 
双 陽 性 率 122% の 比較 的 軽 感染 地域 で は 浮 漠 陽性 例 を 100 ビニ と アメ リカ 釣 虫 の 産卵 比 3 : 1 と レツ ビ = 換 算 し た 
錠 検 出す る に は 塗 抹 法 で は 26 回 試み る 必要 が あつ た 。 成績 が 第 2 表 の A で あり , 排 虫 数 を 障害 比 5 : 1 と し て , 卵 
虫 卵 数 を 定量 する 方 法 と し て Stoll 法 を 吟味 し て みた ツ ビ = 換算 し た も の が 第 2 表 の B で ある 。A で は 380 隻 を け ! 
が , 第 1 表 の 如く 3 g90cc。 及び 1.5g45cc が 原 法 の 3 限界 と し て 沙 抹 の 陽性 率 が 100 と な り , B で は 380 隻 を 2 
g45cc と 同等 以上 の 値 を 示し た 。 限界 と し て 98%% hb 即ち 塗 抹 法 で スク リー 2 
培養 法 は 虫 種 の 鑑別 上 重要 な 方 法 で ある が , 直接 検 卵 ニン グ す る 時 に は ツ ビ = 換算 80 隻 以上 の 濃厚 感染 群 一 障 の 
と ち が つ て 複雑 な 要因 が 加わ る か ら ス クリ ー ニ ング の 目 Net $S の 一 が ふる い 分 けら れる 。 従 つ ア : 
( 14 ) 















































渡 基 | 
法 法 検 By 
6 3 に 替 
1 よ 前 
2 $ 検 
回 
未 
硬 昧 | (一 ) の 
19.1% 450% 
4Z6 タ る 9 例 
20 例 | を 
| ( 十 ) \ 
| 808%| ヽ 
2 ` LO% あ 2 例 | 8 1 
574 1 ? の み * 1 
初 | * の ョ に 1 
67 補 い |35%7 便 sz 
H 〒 2Z 
1 3 
1 $ 3 
9 3 
$8+\ | は 81 そ 1 ネ 
雪 10% ? 例 | 8 1 * 2* 
第 1 図 検 卵 陰性 群 の 検討 
犬 47 頭 *……・? 体 内 に 分 裂 卵 確認 


iD P 席 葉 を 行 5 に は 沙 抹 法 使用 で 初期 の 目的 


訟 


が が 


現在 , 我 


ょ は 委 体 寄 生 の 存在 を 便 中 の 虫 卵 証明 と 球 う 
間 拓 方 法 に 拠 つ て いる 。47 頭 の 犬 を 用 いて , 浮 江 法 6 枚 
培養 法 3 枚 を 実施 し 虫 卵 除 性 で あつ た 20 頭 を 宮 検 したら 
11 頭 に 釣 虫 寄生 が 見 られ た 。 第 1 図 が それ で ある 。 そ の 
うち 雌雄 両性 寄生 は 2 頭 あ つた 。 発見 され た 雌 釣 虫 の う 
ち 3 隻 の 体内 に は ae られ た 。 


6 異 に し た 28 例 の 実験 群 で は 虫 卵 陰性 犬 が 5 頭 
あり ら の 4 頭 に - 虫 体 の 寄生 を みた 。 2 頭 に は 
雌 共 に 寄生 し て いた が と の 場合 は 分 裂 卵 は 見 られ な い 。 


この 欄 に 犬 の 陰性 群 に 息 体 寄生 例 の 多い 事 は 注目 に 


と の 様 な 雌 単独 寄生 例 を 検 鏡 し , 子宮 膝 内 に 非 分 人 下 
卵 を 認め て も 不 受精 卵 と 考え られ る 卵子 は 便 中 に は 見 つ 
けら れ な か つた 。 

人 称 不 受精 を 検索 する 目的 で 浮 渡 法 3 回 , 培養 法 
2 回 行 つ て 東 卵 除 性 で あつ た 41 名 を 駆虫 し た ら 24 時 間 後 
の 排便 中 に 虫 体 を 4 人 に 見 出し た 。 検索 する と , 4 例 共 
アメ リカ 銘 虫 単独 寄生 で あり , うち 2 例 は 雌 単 独 寄生 で 
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第 3 表 釣 東 卵 陰性 者 に 対す る 駆虫 成績 


1. 実施 地区 : 千葉 市 郊外 某 農 村 地 区 
(検便 者 数 : 287 名 , 釣 昌 卵 瞬 性 率 : 23.5 多 ) 


対象 : し か シー 陰性 者 
培養 法 2 枚 値 ) 41 名 


人 た: 

3. 豚 虫 薬 : 四 塩化 < エチ レン 15 球 後 下剤 硫 若 25g 
4. 採 虫 : 有 泌 虫 後 24 時 間 便 の 濾過 採 虫 

5 









































胡 | 排 排 出 コ 体 
昌 | 東 釣 
人 | 者 較 体長 抹 子宮 有 内 科 
数 種 に mara 内 
具 | 数 RE 
| | 。 Na. ? 14.5 非 分 多 玉 先 責 像 を 
単 3 
独 Na. 9 14.0 十 非 分 用 を っ 
例 ? 14.0 十 非 分 裂 卵 甘 再 像 を 
N.a. @ 9.0 
N.a. る ゐ 10.0 
^ N.&.。 る 9.5 
。 Na. 9 13.0 十 分 委 罰 装 信 を 
/ 2 細胞 / 2 細胞 
2 1 を | (人 寺 
2 棚 胸 | 816 
| 様 タ ケ / | 細胞 3 
41 | 4 い 
ヵ ト 期 
0 2 ケ 
| N.a。 ゐる 9.5 
| N.a. 8 10.0 
| 。 Na. 8 9.5 
N.a. @ 10.0 
N.a. $@ 10.0 
暫 Ra. ? 13.5 十 分 避 卵 鞭 吾 像 を 
細胞 | / 8 一 16 
12 タ (&e り 
2 細胞 
様 5 を 
共に 不 受精 卵 を 認め 得 た (第 3 表 )。 


誤 つ て 釣 虫 卵 と 判定 され る 危険 に 不 
明 線 虫 卵 が ある 。 と れ は 東毛 より や や 細長 く , 両端 が 鈍 
円 で 時 に パナ ナ 形 に 一 方 わずか に 比 曲 し て いる 。 色 は 無 
色 又 は 淡 黄 色 で ある 。 と の 様 な 像 は 同一 人 の 便 を 再 検便 
レ し て も 見 出さ れ な い の で 恐らく 食物 の 一 部 に 附 着 し て と 
り 入れ られ た 根 光線 虫 卵 の 一 種 と 考え られ る 。 

検査 誤差 の 生ずる 要因 に 検査 者 の 検査 に 対す る 熱 練 度 
が 考え られ る 。 集団 検便 の 例 と し て , 千葉 県 基 高 校生 
384 名 の 同一 便 に 就き 我 と 保健 所 で 共に 浮 渡 法 1 本 値 


釣 虫 卵 検索 の 際 , 









































































馬 丁 約 過 8B 泊 陣 性 征 
に コ 殺 正 際 由 季 
Ap 構 成 jp。 訂 正 人 
釣 " 人 
1 30 中 20 上 
を !9 シ 10『 
しり リ 
2 年 26 年 25 年 26 年 


第 2 図 鈴虫 卵 陽 性 率 の 簡易 推測 法 (協和 村 ) 





































た 。 和 
b 釣 虫 卵 陽性 率 の 簡 史 


で 比較 し た 。 我 は 40 6waraet9N 
"SM と 。 双 長野 県 下 

ーー ee 
寄生 虫 予防 会 の 陽性 率 は 我々 


易 推 油 


PS 


の 成績 の 半分 に すぎ な か つ 


第 3 図 釣 虫 の 年 齢 別 感染 曲線 (A.q. 地 区 ) 


1% い 
1.6 
ルル は 
72 テ FE 
7.0 
O5 『 
O6 CR 20 多 筆 責 村 
ーー- 〇 ーーー 23.5 め 素 阜 村 
て 38 め 協和 村 
oz ー- メ ーー- 20 多 広野 村 
ー 一 急 一 一 56 富永 村 
民 cc 35 ぢ 松江 市 
02 上 /2z ・ 〇 つ ・ 16 め 森 賀 村 
』 ー ヘ ーー 51 財田 村 
00 ビ ーー ーーーーーーーーーーーーー 
の 9 29 29 240 29 の 入 


6 が 


尼 農 村 で 寄生 虫 巴 


っ す で ! 
せ て いる 。 


農村 に 於 ける 和久 陽 必 率 率 は , 部 落 に よ つ て か な り の 
差 が ある 。 全 村 の 釣 虫 卵 陽性 率 を 知る に は , 全 村 検便 を 行 


う 必要 が ある が , 公衆 衛生 の 対策 を 実施 する 為 に 釣 虫 卵 


( 16 ) 


陽性 率 を 簡易 に 推測 す 
か か る 場合 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・* 第 3・4 号 





小学 校 6 年 生 を 含め て 。 そ の 全 家 族 を 検便 す 





スム ふさ 
品 が ある 。 


る 必要 に せま られ る 


る と , その 陽性 率 は 全 村 検便 の 場合 の 陽性 率 と 近似 し て 


くる 。 遇 6 mh 


9 年 生 , 


アタ ) ま エ 上 1 
れ ば よい 。 
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い 々 


少 の 偏り が ある 時 に は 6 年 生 , 


生 の 家族 を 検便 する 等 , 種々 の 組合 せ を 作 


は 群馬 県 宮城 村 , 三波 川村 , 長野 県 協和 村 


で 種々 の 組合 せ を 作 つ て 検討 し , 人 口 構成 か ら の 訂正 や 
か ら の 訂正 を 試 < みた 。 て 人 6 年 生 家 族 陽 


部 落 別 陽性 率 


本 が 人 科 机 性 と ょ く 一 致す る 事 を 知 つた (第 2 図 )。 
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第 5 図 市 原 郡 下 に 於 ける 排 虫 数 の 平均 に 
対す る 比率 (N.a. 優 占 地区 ) 


1 の 


2 の 


32O 


4 れ 6 の の 和 
















昭和 32 年 8 月 1957)〕 





釣 虫 の 感染 率 は 年 信 別 に 層 化 し て みる と , 顕 虫 と は 明 
ら か に 異 つて , 幼年 者 に 低 率 で 青 壮年 層 に 高 率 と な る 。 
各 村 の 平均 陽性 率 を 1 と し た 時 の 年 信 階 級別 陽性 率 の 比 
率 を 年 令 別 釣 虫 感染 曲線 と 仮に 名 づけ , 本 邦 農 村 に 於 い 
て , 約 1.000 人 以上 の 集団 を 集 卵 法 で 検便 し , し か も 下 
種別 の 判明 し て いる 18 例 に つい て 検討 し た 。 ツ ビニ = 釣 虫 





140 寄生 マ 族 | に 516-10|I ト 15]16-78 
EIZ0 例 数 |171513|4 
Pi EPEPF li741lle54| 744|449 



































ト 5 9 1H5 20 2H25 % 千 35 3%0 4H45 宙 -O 
寄 ① 数 (但し 体内 に 中 卵 & 認め る も の) 


第 6 図 寄生 * 数 と E.P.G.P.F. の 関係 


優 占 地 区 と アメ リカ 釣 息 優 占 地 区 で ほぼ ば 同様 の 傾向 が 見 

られ た 。 た だ 青年 よ り 壮年 へ の 移行 が アメ リカ 釣 息 優 占 
地区 で は ツ ビ ニ 釣 下 優 占 地区 より や や 急 傾斜 を な す 。 そ 
し て アメ リカ 銘 息 優 占 地 区 で は 1620 歳 の 陽性 率 が よく 
全 村 の 陽性 率 と 第 4 図 の 様 に 一 致し た 。 ツ ビニ 釣 息 優 占 
地区 で も 相当 よく 一 致す る 。 現在 の 我 農 村 に 鈴 いて 未 
だ 集団 駆虫 等 の 釣 虫 対策 を 行わ な い 地域 で は 16<20 歳 の 
釣 虫 感染 率 を も つて その 村 の 平均 釣 虫 感染 率 を 推測 する 
こと が 概括 的 に 可能 で あろ う (第 8, 4 図 )。 

以上 感染 の 広 さ に 於 ける 法則 は 深 さ に 於 ける それ と 和 銘 
接 な 関係 が ある と の 予想 か ら , 全 村 排 虫 平均 数 と 年 令 階 
級別 排 占 数 と の 比 を 算出 し て みる と 第 5 図 の 様 に 年 令 別 
感染 曲線 と 略 同様 な 傾向 曲線 が 得 ら れ た 。 こ と の 点 は 広 さ 
か ら の 考察 に 一 層 の 信頼 性 を あたえ る と 思う 。 

c. 尿 内 虫 卵 数 と 寄生 貝 体 数 

尿 内 虫 卵 数 ょ り 寄 生 貝 体 数 の 推定 を 行う 試み は 古く か 
ら 行わ れ て いる 。 個 の ケー ス に つい て は 信頼 出来 る 推 
定量 と な り 得 な く と や も, 集団 全体 の 寄生 濃度 を 推定 する 
と と は 可能 で ある と 云わ れる 。 と の 基本 と な る 一 雌 当り 
一 日 の 産卵 数 の 算定 を し て みた 。 

犬 を 剤 検 し て 得 ら れ た 犬 釣 虫 の 雌 中 , 鏡 検 で 虫 体内 に 
分 像 卵 を 認め た も の を 産卵 雌 と し た 。 産卵 雌 数 が 増加 し 
て も 1 g 中 貝 卵 数 は 直線 的 に 増加 し な い 。 一 雌 当 り 1g 
中 虫 卵 数 は 産卵 雌 数 の 増加 こ 伴 つて 減少 し て いる 。 調査 
1 で は 平均 値 を 算出 し て みる と 産卵 雌 数 の 増加 こ 伴 つ て 


(た 3 ) 






第 4 表 釣 虫 卵 陽性 率 と 関係 ある 諸 因子 





1 学科 Pet 賠 
『 の 2 昌 宇 as 念 ぁ ) 
店 | イ の | 宙 | 2 析 和 ys 介 使 流 朗 
寺 < 枯 に 度 ( 凍 位 面積 当り の 疾 便 呈 ) 
抵 
抽 | 避 | 温度 ( 生 温 土壌 湯 
3 化学 的 物理 的 生物 的 || 博 | と 土壌 PH 
厚 主 首 式 改良 合 所 3 土質 
放 信条 委 
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急激 に 減少 し , 順に 減少 率 が 緩慢 と な り , 30 隻 以上 に な 

と 略 平衡 状態 に な る 。 両 軸 を 対数 に と り 線 形 6 ce 
相関 係数 を 算出 する と, 逆 相関 が 認め られ る 。 人 に おけ 
る ツ ビ ニ = 釣 虫 で は 駆虫 後 24 時 間 の 排 虫 と 瓦 培養 法 に よる 
1 g 中 発生 仔 虫 数 と の 関係 が 犬 釣 豆 と 同様 の 傾向 で あつ 
た 。 ア メリ カ 釣 虫 に 就 て も 発生 仔 息 数 の 変動 は 大 きい が 
同様 の 傾向 が み られ た 。 要 する に 釣 虫 が 革 盛 な 生活 現象 
を 営み , 多く の 産卵 を 行う 為 に は 腸管 内 の 各種 の 条件 , 
た と えば ぼ 物 理 的 化学 的 欄 境 条件 や 釣 虫 の 年 令 , 雌雄 比 等 
Cr 従 つ て 
寄生 密度 が あま り に 生 密 で ある と , 釣 虫 個体 の 発育 , 生 
: kik 
る 。 我 の 調査 に よれ ば 一 雌 の 産卵 数 は 必ず し ゃ 一 定 で 
な く , 従 つ て 殿 内 虫 卵 数 か ら 寄 生 虫 体 数 の 推定 を 機械 的 
に 行う と と は 多く の 疑義 を 抱か せる (第 6 図 )。 

2. 淫 浸 の 実態 

a. 標高 と の 関係 

我が国 農村 の 釣 到 卵 陽性 率 は 約 80% 前 後 と 推定 され て 
いる が , 殺 息 卵 賜 性 率 と 標高 と の 間 に は 逆 の 相関 関係 が 
認め られ る 。 群馬 県 で バツ ビニ 釣 虫 , アメ リカ 釣 下 共に 標 
高 と の 間 に 逆 の 相関 関係 が ある 。 一般 に 標高 が 高い ほど 
釣 虫 卵 陽性 率 は 低く な る 。 特 に 標高 400m 以 上 で は アメ 
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リカ 釣 虫 保有 率 は 少く な る 。 千葉 県 市 原 郡 で も 同様 の 傾 
向 が あり , 標高 200m 以 上 か ら 50m 間 隔 で 区 許す る と , 
標高 が 増す ほど ツ ビ ニ 釣 虫 保有 素 が 多く な つて いる 。 
b 淫 浸 率 と 寄生 貝 数 

釣 虫 の 駆虫 を 行う 場合 , 釣 虫 の 種類 と 寄生 虫 数 の 関係 
を 考慮 する 必要 が ある 。 と の 為 に は 直接 塗 抹 法 に より , 
母 集団 を 区 別 する 守屋 氏 等 の 方 法 が ある が , 今 迄 に 釣 虫 
の 駆 過 を し た 事 の な い 地 区 で は , 飽和 食塩 水 法 に よる 釣 
虫 卵 陽 性 率 の 高い 地区 程 , 釣 虫 の 寄生 数 が 多い 傾向 が あ 
る 。 勿論 この と と は ツ ビ ニ 釣 虫 優 占 地区 , アメ リカ 釣 虫 
優 占 地 区 に ょ つて 多少 事情 が 違う も の と 思わ れ ツ ビニ = 釣 
昌 と アメ リカ 釣 の 人 へ の 寄生 密度 の 問題 と も 相 侯 つ 
, と の 様 な 傾向 か ある の で は な いか と 思わ れる 。 

3. 釣 虫 の 淫 浸 に 関係 ある 諸 因 子 の 検討 

農村 に 於 ける 釣 到 卵 陽性 率 と 関係 ある 諸 因 子 は 第 4 表 
の 如く な る 。 結局 釣 虫 の 淫 浸 は , 糞便 , 卵 , 仔 虫 及び 宿 
主 の 間 の 種々 な る 因子 の 組合 せ に よる 。 

8a. 釣 虫 に 関す る 環境 条件 

気温 と の 関係 が 先ず 第 一 に 考え られ る 。 例 えば 我が国 
で も を 北海 道 に 釣 虫 淫 浸 が 稀 薄 ご ある の は , 気温 が 原因 し 
て いる と 思わ れる 。 群馬 県 に 於 ける 釣 虫 卵 腸 性 率 と 年 平 
均 気 温 を みる と , 相当 高い 順 相 関 が あ る 。 冬期 平 均 気温 
と の 関係 を みて も , 矢 張り 順 相関 が か あ る 。 冬 期 平 均 気温 
と の 相関 は ツ ビ = 釣 由 より も アメ リカ 釣 虫 の 相関 係数 の 
方 が 大 きい 。 釣 虫 仔 虫 の 低温 に 対す る 抵抗 試験 は , 0C 
で アメ リカ 釣 息 仔 虫 は 短 時 間 で 大 部 分 が 死滅 する が , ツ 
ビニ = 釣 昌 仔 虫 は 前 者 より 抵抗 が 強い 。 土 壌 内 釣 虫 仔 虫 の 
低温 に 対す る 抵抗 を みる た め に , 50g の 粘土 に 90cc の 水 
を 加え た シヤ ー レ 内 に 感染 仔 虫 を 入れ , 低温 に 対す る 抵 
抗 性 を みる と , や は り 前 述 の 結果 と 似 て くる 。 釣 虫 の 発育 
に は 土壌 pH は 関係 し な い 。 土壌 温度 に 関し て は , 釣 貝 
卵 , 釣 虫 仔 虫 共に 可 成り の 影響 を 受け る 。 特 に 夏期 に 於 
いて 相当 数 の 釣 虫 卵 , 仔 虫 が 死滅 する と 報告 まれ て いる 
の で , 恒温 信 湿 槽 で , 両 種 釣 虫 卵 を 307C の 下 に 種々 の 湿 
度 条 件 下 で 実験 し た が , 湿度 95% で は 山 種 釣 虫 卵 と も 殆 
ん ど 影 響 を 受け な い が , 卵 の お か れ た 場所 が 乾い て いて 
槽 内 湿度 902 で は , 両 種 釣 虫 卵 と も 早期 に 死滅 する 。 と 
の 場合 で も ツ ビ ニ 釣 虫 卵 は 幾 分 抵抗 力 が 強い 。 同 様 の 関 
係 は 釣 虫 仔 虫 包 蔵 卵 の 役 化 試験 に つい て も 云い 得る 。 
矢 張り ツ ビ ニ = 釣 虫 仔 虫 包 蔵 卵 の 抵抗 力 が や や 強い 様 で あ 
る 。 

釣 虫 の 陣 境 条件 と し て , 人 の 腸 内 に 於 ける 釣 虫 の 寄生 
密度 の 問題 が なあ る が , 釣 虫 寄生 数 が 寄生 最適 密度 を 越え 
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第 7 図 半 此 半 漁村 kc 共 け る 性別 次 虫 卵 陽性 率 


館山 市 洲 ノ 崎 館山 市 波 左 間 
較 男 ロ 女 


る 場合 に は , 人 の 腸 内 に 於 ける 釣 虫 の 寄生 数 に 多少 の 影 
響き を あたえ る の で は な いか と 思わ れる 。 犬 釣 虫 の 実験 
で , 釣 虫 寄生 数 が 増す に 従 つて , 寄生 雌 の 体長 と 体重 は 
小さ く な る 。 同様 の 事 は 産卵 数 に 就 い て も 認め られ る 。 
寄生 密度 の 低い , 体長 の 長い も の 程 産卵 数 が 多く , 体重 
の 重い も の ほど 産卵 数 は 増す 。 

b. 宿主 に 対す る 環境 条件 

釣 虫 の 淫 浸 に は 宿主 を めぐ る 環境 条件 が 関係 する 。 そ 
の 中 で 職業 差 は 決定 的 要素 で ある 。 千葉 県 君津 郡 小 学校 
6 年 生 児童 1.311 名 に 就 いて 調査 し た と と ろ 農 山村 地区 
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第 8 図 農村 の 耕作 面積 と 鍋 虫 卵 陽性 率 


〇 番 昌 卵 陽性 率 50 め 以上 の 町 村 
の ク 20 一 50 の 町 村 
4 ヶ . 20 多 以下 の 町 村 


で は 最も 陽性 率 の 高い と と が わか つた 。 成 人 に 就 いて は 
茨城 県 勝田 市 の 成績 か ら も , 矢 張り 農業 , 工業 , 商業 の 
関係 で は 農業 が 断然 多い 。 
























昭和 32 年 8 月 (1957)] 








釣 虫 は 鉱山 労働 者 に 多い と 云わ れる が , 日 立 鉱山 , 足 
尾 鉱山 で 調査 する と , 撤 内 労働 者 の 陽性 率 は や や 高い 。 
都市 生活 者 に は 釣 虫 は 少 い と 思わ れる が 実際 東京 都電 電 
会 社 職員 3,422 人 に 就 いて 検査 する と , 陽性 率 は 農村 ょ 
り 造 か に 低く 4.622 で あつ た 。 と の 陽性 者 158 名 に 就 い 
て , 虫 種別 に 土壌 と の 関係 率 を し らち べ る と , ツ ビ = テ 久 下 
ょ り も ,。 アメリカ 釣 虫 に お いて 土壌 関係 率 が 高 か つ た 。 
又 興 味 あ る 事 は 「 肥 ガセ モ 」 の 有無 で あつ た が , アメ リカ 
釣 昌 保有 者 に 「 肥 が ガセ 」 率 は 高く な つて いる 事 で ある 。 
半 農 半 漁 村 で ある 千葉 県 館山 市 の 洲 の 崎 , 波 左 間 両 部 落 
で は 第 7 図 の 如く 共に 畑 で 働く と と の 多い 女子 に 陽性 率 
が 高く , 漁業 に た ず さ わる 男子 に は 少 い と と が わか つ 
た 。 年 令 別 陽性 率 で みる と, 労働 に 従事 する 年 令 の 女子 
陽性 率 が 男子 の それ を 上 廻 つ て いる 。 

釣 虫 の 感染 範囲 を 考え る 為 , 家族 集積 性 を 検討 する 為 
に は , 地区 毎 一 世帯 当り の 便 提出 者 が 100% で ある と と 
を 必要 条件 と する 。 長 野 県 協和 村 は , ツ ビ ニ 釣 虫 の 絶対 
優先 地区 で , 検査 率 は 85.6% で あつ た が , 家族 集積 性 が 
認め られ た 。 更 に と 竹 々 の 部 落 に 就 い て も 一 例 を 除い て 集 
積 性 が 認め られ た 。 群馬 県 中 の 条 町 高津 る 同様 ツ ビ = 澤 
浸 地区 で あり , 陽性 率 0 か 3 世帯 , 家族 全員 感染 世帯 が 
2 世帯 あり , 顕著 に 家族 集積 性 が 認め られ た 。 然るに 千 
葉 県 姉 ヶ 崎 町 片 久 木 , 館山 市 洲 の 崎 は ツジ ビニ, アメ リカ 
両 種 混合 地区 で あつ て ,。 家族 集積 性 は 認め られ な か つ 
た 。 と れ は 両者 と も 各 農 家 が 一 定 地区 に か な り 密 接し て 
片 駐 木 は 陽性 率 が 67.1% の 高 率 地域 で も あつ た と 
と 。 洲 の 崎 は 半 農 半 漁 で 耕地 面積 が 一 世帯 当り 3 反 以 下 
の と と ろ で 生活 の 場 が 狭 少 で あつ た と と に 原因 が ある と 
思わ れる 。 な お 洲 の 崎 部 落 で 農耕 に 従事 する 女子 に 感染 
者 の 集積 性 が 認め らち れる と と は 興味 深い 。 
農村 で は 釣 虫 の 経 友 感染 は , 水田 より も 寧ろ 畑 と され 
て いる が , 我々 は 群馬 県 で 畑 の 面積 の 多少 と 釣 由 卵 陽 性 
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率 と の 関係 を 調べ た 。 即 ち 釣 息 卵 陽性 率 と 各 村 の 畑 率 , 田 
率 , 樹 園地 率 と の 関係 を 第 8 図 の 様 に メー ビ ウ ス 図 表 で 
検討 し た 。 水 田 の 多い 処 が 釣 息 卵 陽 性 率 も 高い 結果 が 見 
られ た が , と の 事 は 水田 の 多い 処 , 即ち 畑 の 少 い 処 と 去 
う 意 味 に 解 し て よい 。 即ち 水田 が 比較 的 多い 町 村 は , 概 
わ 標 高 100m 以 下 で あり , 平地 で ある こと と に 因 る 因子 , 
特に 畑 へ の 人 糞 搬 布 量 の 多 宴 に よる の で は な いか と 推測 
する 。 と の 事 は 千葉 県 市 原 郡 で も 同様 で あり , 耕作 畑 面 
積 の 割合 が 少 い 程 , 釣 東 卵 腸 性 率 は 高く な る 。 

と の 様 に 釣 虫 卵 陽 性 率 と 関係 ある 諸 因子 の 影響 は , 地 
区 に よ ょ つて 可 成 り の 差 が ある も の と 思わ れ , すべ て の 地 
区 に 共通 的 な 因子 と , その 地区 に 特有 な 因子 及び 釣 虫 の 
種 に 就 い て の 特有 な 因子 に 就 い て 考察 を すす め る べき で 
ある 。 

III. 村 に 於 ける 銘 虫 の 感染 経路 に つい て 

ツ ビ ニ = 釣 虫 ・ ア メリ カ 釣 虫 が 。 いか な る 経路 に ょ つ 
て 人 に 感染 する か は 実際 問題 と し て 重要 で ある 。 往々 生 
物 学 的 な 感染 経路 と , 実際 の 場合 の 感染 経路 と を 同 し 
て いる 傾き が ある 。 

1. 年 令 別 感染 曲線 

農村 に 於 ける 釣 虫 の 感染 経路 の 主 道 が 経 記 的 で あれ 
ば , 年 少 者 と 年 長者 の 釣 虫 感染 率 及び 寄生 虫 体 数 に 差 が 
ある べき で あろ う 。 経口 感染 の みみ を な す 僕 の 年 含 別 感 
染 曲線 に 於 いて は その 平均 感染 率 を 1 と し た 場合 , 年 少 
者 層 に 於 いて は 感染 の 比率 が 1 より 高く , 年 長者 層 に 於 
いて は 1 より 低い 傾向 が かみ られ る が , 釣 由 で は ツ ビ = 鈴 
虫 ・ ア メリ カ 釣 虫 共に , 年 少 者 層 は 1 より 低く , 年 長者 
層 で は 1 より 高く な つて いる 。 1 人 当り 釣 虫 寄生 数 に 
於 いて も , ツ ビ ニ = 釣 虫 , アメ リカ 釣 取 共に 年 少 者 層 に は 
少く , 年 長者 層 に 多い 傾向 が 見 ちら れる 。 

2。 肥 ガ セ 調 査 
肥 ガ セー 厳密 に は 釣 虫 性 皮 謀 炎 一 を 指標 と し て 肥 ガ セ 


第 5 表 肥 が か セ 調 査 (千葉 県 陣 佐 郡 地 区 別 ) 
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第 6 表 肥 が モ 調 査 (千葉 県 臣 佐 郡 作業 種類 別 ) 
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ツ ビ ニ = 釣 虫 ・ ア メリ カ 釣 虫 の 感染 期 仔 虫 を 同数 , 人 の 
皮膚 に 感染 させ た 場合 , いずれ の 釣 虫 が 皮膚 炎症 状 を 強 
く お と すか を 人 体 実 験 で 試み た 。 即 ち 集 卵 法 で 釣 息 卵 陰 
性 で あり , 培養 法 で 仔 虫 発生 を 見 な い 者 で , 且 サ ー レ ス 現 
依 , 沈降 反応 陰性 の 人 に , 両 種 感染 期 仔 虫 を 夫々 約 50 隻 感 
染 さ せ た が , その 場合 アメ リカ 釣 虫 感染 期 仔 昌 に よる 誠 
眉 炎 症状 は 。 ツジ ビ = 釣 虫 の それ より や や 閉 明 で あつ た 。 
実際 に 農村 に 於 いて , 釣 虫 に よる と 思わ れる 上 膚 炎 を 調 
査 す る と 。 アメ リカ 釣 虫 に よる 放 上 炎 は ツ ビ ニ 釣 虫 に よ 
る 度 膚 炎 よ り も 多い 。 だ が と れ で アメ リカ 釣 の 方 が 皮 
慎 炎 症状 が 強い と 断定 は 出来 な い 。 な ぜ な ら 感 染 時 の 仔 
虫 数 の 多 宴 の 問題 , 或いは と の 方 面 の 免疫 学 的 現象 が , 
殆 ん ど 解 有明 され て いな たい 今日 に 於 いて は , と の 問題 の 決 
定 は 将来 の 課題 で あろ う 。 

8. 感染 の 場 

「 釣 虫 に よる と 思わ れる 放 膚 災 が あれ ば , 釣 虫 が 感 
染 し な で あろ う 」 と 云う 前 提 の 下 に , 千葉 県 に 於 ける 二 
三 の 地区 で 肥 ガ セ の 調査 を 行 つ た 。 こ とれ ら の 地区 は い ず 
れ も ア メリ カ 釣 虫 優 占 地区 で あつ た 。 調査 方 法 は , 釣 息 
卵 陰性 群 を 追求 し て , 虫 卵 が 陽 転 し た 時 に , 釣 虫 が 感染 
し た で あろ うと 思わ れる 時 期 の 調査 を し た 場合 と , 釣 虫 
卵 陽性 者 に 対し て 既往 調査 を 行 つた 場合 と ある 。 第 5 表 
の 如く 大 部 分 は 畑 で あつ て , その 中 で も 人 が 中 入る 頻度 
が 多く , 且つ 人 糞 を 多く 施す 大 根 , 菜 , ナス , キ ウ リ の 
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作物 大 2 し 
ト ン ! は 
菜 マ ウ 和 イ SA 計 
作業 テ 守 ィ ジーン 
の 種類 根 大 2 の 2 0 に 介 状 2 カ ピ ゼ モモ 定 マ ギ 豆 球 ソン . 導 
章 る 75 
耕 ス トキ 2 1 3 
モ ギ トリ ニニ 
ay 6 4 まあ 人 ! 1 1 25 
見 マ ワ リ 1 2 3 
土 オ コシ ジ 。 
サク リカ へ 3 2 2 は 1 10 
ジ 
間 生 ツ 、- ミ 2 2 
花 ツ ケ ( カ 
ボ ポチ ャ ィ ) ニ 6 6 
ハダシ ジ 
そ の 李 ち お 4 1 2 0 了 1 19 
計 人 
調査 を 試み た 。 に 多く み ら れ , 時 期 は 5 月頃 より 9 月 に か け て 多い 。 


と れ ら の 地区 で は 所 に より 感染 の 場 に か な り の 差異 が 認 
め ら れ た 。 

騙 第 6 表 に 示す 如く 作業 の 種類 は 草取り が 最も 多く 特 
に 地温 が 高く , 且つ 湿潤 の 時 に 感染 する と 思わ れる 。 釣 
虫 感染 の 場 は 地区 に よ ょ つて か な り の 差 が ある か ら , と の 
意味 で は 全国 に 理 る 調査 が 望ま ほしい 。 

IV. 釣 虫 寄 生 に よる 障害 

1. 釣 虫 寄生 と 釣 虫 症 

a. 所 調 釣 虫 Carrier の 定義 

最近 釣 虫 寄生 に ょ る 障害 の 研究 の 観点 が , 臨床 的 に 
釣 息 症 を 研究 する に 止ま ら ず , 釣 虫 寄生 者 全般 に 向け ら 
れ て きた 。 釣 下 症 は 慢性 的 経過 を と る も の で あつ て , 釣 
虫 症 上 患者 は 母体 と な る 集団 か ら 発生 し て くる も の と 考え 
て よい 。 そ の 母体 と は 釣 虫 寄生 群 で ある 。 ケ ー ス ワー ク 
を 主 と す る 臨床 で は と の 母体 に まで 研究 を すす め る 意義 
は 少 い か も 知れ ぬ が , 予防 医学 的 立場 に た つ 公 衆 衛生 で 
は , きわ め て 意味 が 深い 。 一 方 釣 虫 寄生 群 は た と え 釣 息 
症 の 前 段階 で な いと し て も , 多 虫 感染 の 伝搬 源 と し て の 
意義 は 疫学 的 に みて 重要 で ある 。 そ と で 我 べ は 多 虫 寄生 
者 , 釣 息 保有 者 , 釣 虫 卵 陽性 者 と いつ た , 個人 の 銘 虫 寄 
生 を 意味 する 呼 名 と 異 つ た 概念 の 導入 を 必要 と する 。 徒 
来 伝染 病 学 で , 用 いら れ て いる 細菌 の 保菌 伝搬 者 Car- 
rier に な ら つ て , Smillie の 用 いた よう に 釣 虫 Carrier 
な る 名 称 を 用 いた 。 即ち 釣 虫 Carrier と は 外観 は 健康 
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第 7 表 物 虫 寄生 者 の 主訴 及 自 覚 症 状 (保健 所 外来 ) 
































対 銀 五井 保健 所 外来 成年 男子 34 名 
釣 虫 卵 陽 性 率 35/66 53.9 狐 
有 症 者 率 24/35 68.5 狐 
低 血 色素 出現 者 率 80 以 下 25/35 71.4 狐 
2 次 法 下 種 別 
う 
本 ae Ad. A.d. 十 N.a. N.a. 
1 に A4 "NN た 凍 Bee Ad この 
Fw .d. .d. 。 地 .d. .8。 
平 均 排 虫 数 19.0 十 38.2 5.2 十 5.6 10.1 16.3 十 25.4 7.0 
血 色 素 量 67.1 め 75.6 68.7 多 68.4 多 78.7 名 
有 症 者 率 18 人 81.8 を 6 人 50.0 9 人 80.9 多 14 人 23.7 多 1 人 25.0 多 
1 天 | 旨 本 本 1.50 0.75 1.18 1.37 0.75 
革 量 5 2 4 3 
神 た ちく ら み 1 1 
頭 痛 1 1 
経 胸 部 痛 1 1 
腰 痛 1 1 
系 部 靖 1 1 1 』 
不 限 1 1 
才 動 本 3 2 1 
息 切 6 2 4 
環 貧血 顔 有 3 3 
顔 面 浮 礎 1 1 
系 胸部 圧 追 1 1 
癌 示 ^ 意 9 3 6 
内 
下 肢 修 意 1 1 
徴 1 1 1 
身 記 龍 1 2 2 1 
件 6 33 9 13 26 3 





で ある が , 釣 虫 の 寄生 する 対象 で あつ て , 次 の 二 者 を 内 
包 す る 。 即 ち 釣 虫 症 と し て の 発症 に は 至 つ て いな い が ,。 
潜在 性 の 異常 状態 を 有する 寄生 者 と , 一 見 何ら の 異常 を 
も 惹起 し て いな い 健 康 者 で ある 。 一般に 農村 の 集団 検便 
に 際 し て は 釣 虫 症 患 者 が 時 々 見 出さ れる が , 大 部 分 は 日 
常 の 生活 を 営む に 放 障 の な い 程 度 の 訴え を する も の か , 
は と の よう な 訴え すら 欠く 健康 者 で ある 。 後 二 者 を 一 
括 し て 釣 虫 Carrier と 云う 。 か く て 問題 は 二 つ 提 起 さ 
れる 。 一 つ は 釣 虫 症 患 者 と 釣 虫 Carrier と の 間 に 一 線 
を 玉 し 得 ら れる か 。 他 は 厳密 な 意味 に 於 ける 健康 寄生 者 
が 存在 する か , で ある 。 と の 問題 の 解決 は 今後 の 開拓 に 
まつ 領域 で ある 。 

b. 釣 虫 寄生 者 と 釣 虫 有 症 者 数 





千葉 県 五井 保健 所 外来 を 訪れ た 健康 相談 者 66 人 を 抽出 
レ て 検便 し た と と ろ , 第 7 表 の 如く 54% の 釣 虫 陽性 率 を 
得 た 。 釣 虫 陽性 者 の 有 症 者 率 は 68.5 タ で あり , 血色 素 80 
時 以下 の 出現 頻度 は Y1 多 に も 及ぶ 。 と れ を 沙 抹 3 枚 値 に 
よる 陽性 , 陰性 に 分 類する と , 陽性 群 に 有 症 者 が 多く 見 らち 
れ た 。 下 種別 で は ツ ビ = 及び 混合 群 に 有 症 者 が 多い 。 同 
じ 管 内 の 一 農村 で は 農業 に 従事 し て いる 成人 男女 の 釣 
陽性 者 118 名 中 522 の 有 症 者 を 見 た 。 男 女 の 差 は 有 症 者 
率 , 自覚 症状 等 に 差 は 見 られ な い 。 た だ 女子 の 血色 素 量 
が 著しく 低下 し て いた が , と れ は 農村 婦人 の 釣 昌 管 理 の 
重要 性 を 物語 る 。 第 8 表 は 発育 期 学童 の 自覚 症状 を 調べ 
た も の で ある が , 血色 素 量 の 低減 を みな い に も 拘ら ず , 
有 症 者 率 は 非常 に 高 率 で ある 。 勿論 と これ ら の 自覚 症状 を 













第 8 表 釣 虫 寄生 と 自覚 症状 (中 学生 ) 


〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・* 第 3・4 号 

































対 象 : 群馬 県 東横 野中 学生 : 男 ・ 女 
釣 虫 卵 陽性 率 : 64/274 23.4 多 
有 症 者 率 : 54/61 88.5 如 
低 血 色素 出現 者 率 : 4/ 61 6.5 名 
女 
昌 種 も 
A.d. N.a. A.d. 十 N.a. 計 A.d. N.a. A.d. 十 N.a. 計 
さる 員 9 17 9 35 15 6 5 26 
平均 排 東 数 0.57 7.9 3.9 十 11.3 3.13 0.67 11.6+3.0 
御 色 素 量 90.0 88.9 91.1 89.5 88.9 93.0 90.0 90.0 
有 症 者 数 8 17 8 33 12 5 5 21 
1 人 当 件 数 3.11 2.94 1.88 2.71 2.60 1.67 1.80 2.23 
神 。 峰 時 3 2 2 7 3 0 0 3 
5 2 3 0 5 4 0 0 4 
頭 痛 3 12 2 17 7 2 2 11 
系 頭 重 5 6 1 12 5 2 1 8 
循 動 修 0 5 2 7 1 0 0 1 
環 息 切 2 3 0 5 1 1 1 3 
系 貧血 顔貌 2 3 2 7 0 1 2 
人 ム 備 人 台 1 2 0 3 1 0 1 2 
身 上記 双 3 1 0 4 2 0 1 3 
消 腹 痛 5 7 6 18 7 0 1 8 
- 愉 委 提 生 、 1 4 2 7 4 1 0 5 
系 便 秘 1 2 0 3 3 4 1 8 
計 28 50 17 95 39 10 9 58 





SiePsy この みよ る も の と 断定 する 事 は 危険 で あ 
。 駆虫 後 の 身体 症 候 の 好転 状況 を 調べ て みる と , 例 
SPOTeayege * 沙 で 70% の も の が 駆 虫 で 好 
転 し た 。 千葉 県 五井 町 海保 部 落 で は 57% が 好転 し て い 
る 。 何れ も 純 農 村 の 調査 で ある 。 好転 する 症状 は 循 層 系 
の 訴え が な く な る こと と , 全身 の 健康 状態 が 好転 する こと と 
腹痛 か 消失 する と と が 主 な る も の で ある 。 千葉 県 海上 村 
分 目 部 落 で は 90 が 好転 し , 女子 の 血色 素 量 は 10 多 2 増加 
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c. 全国 上 患 者 統計 より みた る 釣 虫 症 患 者 数 

厚生 省 の 患者 統計 を 第 9 表 に 示し た が , 昭和 28 年 7 月 
29 日 の 釣 虫 患者 の 全国 推計 は 入院 が 1,590 人 , 外来 8,943 

。 合計 10.548 人 と な る 。 こ と れ は 病院 , 診療 所 に 於 け 
る 総 患 者 の 0.5 多 に 当る 。 更に 29 年 5 月 12 日 で は 入院 
1,052 人 , 外来 患者 6,318 人 で 合計 7,870 人 と な り , 総 
患者 の 0.42 に 当る 。 釣 虫 入院 患者 の 入院 期間 は 1 週間 
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内 外 で ある が , 氷 い も の は 半年 か ら 1 年 に も 及ぶ 。 入院 
平均 は 18 日 と な る 。 年 令 別 患者 数 を みる と , 青 壮年 期 か 
ら 多く な り , 70 歳 以上 で は 外来 入院 と も に 少く な る 。 

d. 全国 死因 分 類 よ りみ た る 釣 下 症 

人 口 動態 統計 か ら 釣 息 症 死亡 数 を みる と , 昭和 25 年 に 
は 約 1.500 人 の 死亡 者 が あり , 最近 は 池 次 減少 し て い 
る 。29 年 に は 770 人 の 死亡 者 が あつ た が , 10 万 人 に 1 人 
の 割合 に な る 。 死亡 者 を 地方 別に 見 る と 第 9 図 の 様 に 九 

州 地方 。 中 国 地方 に 多く , 北海 道 は 最も 少 い 。 年 令 別 , 
性 別 で 注意 する こと は , 区 児 に 少く 年 信 と 共に 釣 虫 死亡 
者 が 増加 し て お る と と と , 性 別 で は 女子 が 男子 より も 多 
いと と で あり , と と に 成熟 婦人 で は 男子 の 倍 に な つて い 
る 。 第 10 図 は 年 次 別 釣 虫 死亡 率 の 性 比 で ある 。 と の 様 に 
15 て 49 歳 の 女子 に な ぜ 釣 息 死 亡者 が 多い の か 。 恐らく 妊 
娠 や 出産 に よる 貧血 と 共に 釣 下 性質 血 が 増悪 する と と , 

農村 婦人 の 重労働 の こと , 農村 に 於 ける 婦人 の 地位 の 低 
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第 9 表 唱 者 調査 (厚生 省 統計 調査 部 癌 料 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 調 ) 








28 年 (7 月 29 日 ) 


29 年 (5 月 12 日) 


























た 2 0 、 、 , 人 半 
者 数 衝 炉 。 箇 和 者 総数 着 吉 雪 。 交 才 
人 ん 秀 。 数 64.548 254 3.94 1.339 66.491 148 2.23 757 
病 新 入院 1.535・ 24 15.64 127 1.441 7 4.86 36 
院 線 起 入院 63.013 230 3.65 1.213 65.050 141 2.17 721 
和義 数 102.491 44 4.30 2.326 100.493 237 2.36 1.213 
新 来 院 17,738 89 5.01 469 19,001 45 2.37 230 
5 来 詩 来 院 84.718 352 4.15 1.856 81.492 192 2.36 982 
計 167.039 695 4.16 3.665 166.984 385 2.31 1.970 
入 毅 。 数 754 5 6.63 251 981 6 6.42 295 
診 新入 院 52 2 38.46 101 71 0 0.00 0 
院 線 越 入院 702 3 4.27 151 910 6 6.59 295 
療 。 総数 26.952 131 4.86 6.585 27.709 。 104 3.75 5.105 
新 来院 6,150 26 4.23 1.307 6.761 23 3.40 1.291 
所 涼香 来院 20.802 105 5.05 5,278 20.948 81 3.87 3,976 
計 27,706 136 4.91 6.837 28.690 110 3.83 5,400 
3 
昭和 25-29 年 2 平均 & 示 +. 人 100.000 対 寺 
比 
[| | 0.09 以 
| 
0.10-0.99 
用 久 00-1.99 





















第 9 図 地方 別 移 虫 症 死 記 率 





948 4949 950 795】 /952 7953 4954 


第 10 図 年 次 別 鈴虫 症 死 亡 率 の 性 比 ( 男 を 1 と す ) 


いと と な ど に よる も の で あろ う 。 

2 . 所 計 釣 虫 Carrier の 実態 

a. 釣 虫 寄生 に よる 血液 所 見 の 変化 

釣 虫 寄生 者 中 臨床 症状 の 有無 に よ つ て , 釣 虫 Carrier 
と 釣 虫 症 と の 二 群 に 分 け て みる と 第 11 図 の 如く , 釣 由 症 
群 で は 赤血球 。 下 色 素 の 著 明 な 減少 , 好 酸 球 , 細 網 赤 血 
球 の 明らか な 増加 を 見 , 釣 虫 Carrier 群 で は 赤血球 , 血 
色素 に は 差 が 殆ど な く , 好 酸 球 , 細 網 赤血球 に 増加 の 傾 
向 が 認め られ た 。 同 じ 対 象 を 寄生 釣 虫 種別 に 分 け て みる 
と , ツジ ビニ 釣 虫 及 混 合 寄生 者 は 何れ も 対照 群 と 明らか に 
差 が 認め られ , アメ リカ 釣 虫 寄生 者 は 少数 例 で は ある が 


( 23 ) 
























































第 12 図 釣 虫 寄生 と 赤血球 - 細 綱 赤 血球 数 
10>17 歳 男 58 名 
釣 昌 (一 )…… 〇 釣 虫 ( 十 )…… 倫 各 平 値 均 …… メ 
好 酸 球 に 増加 も を み た の み で 他 に は 著 差 は 認め られ な か つ 
た 。 好 酸 球 の 増加 は 釣 虫 種 に 共通 で あり , 又 委 血 の 有無 
た 拘 わ り な く 増 加 す る 。 第 12 図 は 群馬 県 に 於 ける 10>17 
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第 13 図 釣 虫 寄生 と 血清 鉄 
市 原 一 高生 男 29 名 
歳 の 学生 58 名 の 釣 由 Carrier に 就 い て の 赤血球 と 細 網 
赤血球 数 と の 関係 で ある が , 赤血球 数 は や や 低下 し て い 
る 。 細 網 血 赤 球 数 で は Carrier に 明らか な 増加 が 認め 
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昭和 32 年 8 月 





られ た 。 と れ は 五井 保健 所 の Carrier の 成績 と 全く 同 
じ で あつ て , 赤血球 散 が 著 明 に 低下 し て いな い に も 拘ら 
ず , 細 網 赤血球 の 軽度 増加 が 認め られ た の は , 骨 簡 の 再 
Neo 
生体 機能 の 調節 と 考え られ る 。 赤 血球 と 細 網 赤血球 と の 
we 
中 で 赤血球 400 万 以上 の も の を みる と Carrier に 細 網 赤 
血球 の 増加 が 認め られ る 。Carrier で 赤血球 数 , 血色 素 
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中 学生 の 釣 虫 Carrier に つい て 行 つ て みる と , 標準 の 
全国 中 学生 に 比べ て 作業 量 が 非常 に 劣 つ て お り , 陰性 群 
は その 中 間 を 占め て お つた 。 作業 量 の 最も 低い d. が 釣 由 
( 十 ) 虫 ( 十 ) 群 に 多く , a.b の 如く 作業 量 の 高い も の 
は 釣 虫 Carrier に 少 い 傾向 が し られ た 。 作業 の 型 で は , 

異常 型 と 呼ば れる 型 が 釣 虫 ( 十 ) 顕 虫 ( 十 ) 群 に 高く 出現 
し て いる 。 農村 中 学生 に 就 いて 簡単 な 学習 能力 を 検査 し 
た と と ろ 。 釣 虫 陰性 群 に と 比べ て や や 学習 能力 の 低下 が 存 














量 共 に 略 正常 の 29 名 に つい て , 血清 鉄 値 を 計 つ て みる と 在 し た 。 以 上 の 作業 能力 の 低下 は 単に 釣 虫 寄生 の 直接 的 
第 18 図 の 様 に 陰性 群 に 比べ て , 僅か に 低下 し て いる が , 影響 か , 或いは 寄生 に よ つ て ひき 超 さ れる 罰 血 の 間接 的 
両者 に 有意 差 は 認め られ な か つた 。 犬 に 於 ける 血清 鉄 値 影響 か , 或いは 釣 虫 感染 家族 の 素質 , 衛生 的 悪 環 境 , 栄養 
は 人 と 同様 釣 虫 Carrier に 低下 が みとめ られ る が , 変動 摂取 不足 等 に 主因 を 求 せ な べき か 甚だ 解析 は 困難 で ある 。 
が 大 きく , 検定 する と 有意 差 は な い 。 サ けれ 
ど ゃ 血液 中 に 運搬 され る 血清 鉄 は Car- s 時 
rier に 於 いて は や や 減 少 の 傾向 を 示 70 ゆ 
* 二 の 所 詩 前 損 血 状態 を 相 69 La 

る 。 血 色素 量 の 略 正常 な る 中 学生 5 ly | 

陽 陽 ee っ 

に つい て 箇 光 及び 会 血 比 重 を 計っ た と と な 作 : 
の 和光 は は 有意 差 を も つて 増加 し て お り , 析 区 1 送 李 
例 血 比重 は や や 低下 の 傾向 が 認め られ , メ 0 え 2 
血色 素 量 と 血 沈 と の 間 に は 逆 相関 が 。 血 W 
色素 量 と 全 血 比重 と の 間 に は 有 順 相関 が 認 ーー 
め ら れ た 。 一 農村 に 於 ける 釣 虫 Carrier Me ド 
の 総 蛋 白質 量 及び 和 蛋白 分 層 を 駆虫 前 後に 4 


於 いて し らち べた と と ろ 。, 駆虫 に よ つ て 赤 
血球 数 , 血色 素 量 , 共に 正常 値 に 近づき 
細 綱 赤血球 の 減少 に は 有意 差 が 認め られ 


対象 : 東横 野中 学生 274 名 
鈴虫 卵 陽性 率 : 23.4 多 

検便 : 硫 若 加 食塩 水 浮 漠 法 1 一 2 本 
回 価 ベン チ テ チ デ ヂ デ ン ペ ー ズ バー 法 


対象 : 戸田 中 学生 男女 80 名 
殺 虫 卵 陽性 率 : 41.34 

検便 : 硫 菩 加 食塩 水 浮 洪 法 1 本 
潜血 反応 : ペン テ デ ヂ ン 法 (Adlar 

















た 。 釣 虫 症 の 血清 復 白 分 層 は アル プ ミ ン 値 氏 法 ) 1 回 

の 人 を ギャ アロ 9Ke と 2 人 ee 釣 昌 種別 : 瓦 培養 及 排 昌 に よる 鈴虫 種別 : 瓦 培養 及 排 昌 に よる 

は 既に 明らか で ある が , 釣 虫 Carrier の 

泳動 図 を 対照 に 比 し て 検 し た と と ろ ア ル と co 

ブ ミ ン の 減少 。 7 グロ ブリ ン の 増加 が 認 2 す ? rie ン 
で か 2 ex 8 

め ら れ た 。 こ とれ を 駆虫 前 後 の 比較 に お い * 間 8 5 

て 観察 する と , 駆虫 後に は アル プ ミ ン の moL 。 op 疹 ア し っ 、 本 に 培 。 

増加 , 各 グ ロブ リン の 低下 が 閉 明 と 認め し 二 P 。 os 

られ , 従 つ て AG 比 の 上 昇 が 閉 明 で あつ Ne : 

た 。 以 上 の 事実 か ら 釣 虫 寄生 が 血液 成 分 了 : 半 K 。 al 

に 変化 を 生 ぜ し め て いる と と は 明らか で 年 宮 

約 上 素 と 体 用 白 の 代 計 。 束 い は 朱 体 と 。 人 。 。 , . 0 

の 関係 等 に 就 い て の 示唆 に 富ん だ 事実 で 婦 男 婦 


ある 。 
b. 釣 息 寄生 に よる 作業 能 の 低下 
クレ ベリ ン の 精神 作業 能 検査 を 一 農村 








策 15 図 母親 の 釣 虫 寄生 と 新生 児 の 体重 (高津 保健 所 ) 
農業 62 例 


非 農 業 46 例 
人 @ 釣 虫 十 群 〇 釣 虫 一 群 
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c. 寄生 昌 体 数 と 障害 の 程度 

釣 取 寄 生 数 を 排 虫 数 で 推定 し , 障害 比 5:・ 1 と し て ツ 
ビ = 換 算 し 。 血液 所 見 と の 関係 を みる と 比較 的 密接 な 関 
係 が 存在 する 。 特 に 寄生 数 30 集 以上 に な る と 一 層 明 瞭 に 
な る 。 自 覚 症 状 に つい て ゃ 同様 30 隻 を 限界 と し て , 出現 
頻度 が 高く , 大 凡 30 隻 を 障害 発現 限度 と し て よい 。 

d. 生活 型 と 釣 虫 寄生 障害 
、 学 凍 に 於 ける 所 語学 校 加 血 と 釣 虫 寄生 と の 関係 を 欠 察 
する と 。 担任 教師 の 選ん だ 貧血 児童 と 対照 と の 間 に は 僅 
か に 赤血球 数 と 血色 素 量 の 差 が あつ た が 有意 差 は な くむ 
し ろ 両 群 共に 好 酸 球 の 増加 が 釣 由 寄 生 の 影響 と し て 銀 察 
され た に すぎ な い 。 学童 の 潜 出 血 反 応 を 釣 下 寄生 と の 関 
係 で みる と , 第 14 図 の 如く Carrier の 潜 出 血 陽性 率 は 両 
種 と も 略 同値 で , 明らか に 対照 群 と の 間 に 差 か 認め られ 


な 証 Y = 70.61X 二 2281 
= 十 0.535 
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第 16 図 妊婦 (妊娠 未 期 )Hb と 新生 児 体重 と の 関係 


た 。 発育 期 学童 の 健康 管理 の 面 か ら も 釣 虫 が 看過 出来 な 
い 問 題 で ある こと と を 物語 る 。 妊娠 後半 期 に は 生理 的 水 血 
症 が 現れ る が , と の 時 期 の 血色 素 量 を 釣 虫 寄生 と の 関係 
で みる と Carrier 群 は 明らか に 低下 し て いる 。 川崎 市 高 
津 保健 所 管内 の 農村 に 於 ける 未熟 児 と 母親 の 釣 虫 寄生 と 
の 関係 を みる と 第 15 図 の 如く Carrier 群 に 未熟 児 の 出現 
頻度 が 高い 。 同 じ 管内 の 非 農業 の それ に 比べ て も 差 が 見 
られ る 。 農業 女子 の 釣 虫 寄生 濃度 が 高い と と が 未 熱 児 多 
発 を 招く 一 因 で ある か も 知れ ぬ が , 寧ろ 妊娠 中 の 母親 の 
労働 が 農業 婦人 に 強度 で ある と と と 深い 関係 を 有 し , 一 
種 の 持続 的 スト レス と し て 釣 邊 寄生 の 障害 が 拡大 され て 
現れ て いる の で は な いか 。 釣 虫 Carrier と 対照 に 就 い て 
妊娠 末期 の 血色 素 量 と 早産 児 を 含ま な い 新生 児 体重 と の 
相関 関係 を みる と 有 順 相関 を 示す 。 釣 虫 寄生 に よる 母体 血 
色素 量 の 低下 は 出生 児 体重 の 低下 を 来 す の で あろ う 
(第 16 図 )。 


e. 負荷 試験 に よる 影響 
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第 17 図 鉄剤 投与 に よる 細 綱 赤血球 数 の 変化 
上 川淵 中 学 _ 女 9 名 


釣 虫 Carrier に よる 心電図 所 見 を , Master 二階 段 試 
験 前 後に つい て 実験 し た 。 被 検 者 は 工場 従業 員 で Car- 
rier は 対照 に 比べ て 僅か に 好 酸 球 の 増加 が 見 られ , 循 
環 系 の 自覚 症状 が 危険 率 10% 以 下 で Carrier 群 に 多 か つ 
た が , 心 提 数 は 負荷 前 後 と も 両 群 に 差 が な い 。 又 負荷 に 
よる 血圧 及び 脈 圧 の 増加 , 脈 捕 数 の 増加 の 何れ に も 両 群 
の 間 に 差 は 認め られ な い 。 心電図 所 見 は 釣 虫 Carrier に 
特別 の 差 は 認め らち れ な い 。 負荷 後 の 所 見 に も 両 群 の 間 に 
差 は 認め られ な い 。 妹尾 氏 は 釣 虫 症 の 心電図 に 著しい 病 
的 変化 を みて いる が , Carrier で は むし ろ 心 電 図 に 変化 
の な いと と が 当然 で あろ う 。 学童 に Schneider test を 
行 つ て みる と , 何れ も Carrier に 低 点 者 が 多く 。Sign 
test で 有意 の 差 が み ら れ た 。38km マラ ソン を 高校 生 に 
実施 させ た と と ろ , 斑 虫 ( 十 ) 群 は 昭 虫 (一 ) 群 と 殆ど 
所 要 時 間 の 分 布 型 が 類似 し て いた が 釣 虫 ( 十 ) 群 で は 分 
布 型 が 所 要 時 間 の 遅延 を 示し た 。 前述 の 一 中 学生 より 細 
網 赤血球 数 の 略 等 し い Carrier と 対照 群 に 鉄剤 を 21 日 間 
48 g を 投与 し た と と ろ , 第 17 図 の 如く , 赤血球 は 両 群 と 
も 徐々 に 上 昇 し , 色 素 量 は 赤血球 数 上 昇 に 先行 し て 上 
昇 し , Carrier 群 に 著 明 で ご あつ た 。 細 網 赤血球 は , Car<- 
rier 群 に 顕著 な 分 利 的 増 多 が 起 つ た 。 と の 現象 は 前 述 
の 如く 骨髄 の 再生 機能 尋 進 状態 に ある Carrier で は 鉄 投 
与 の 薦 に 血球 生成 機能 が 促進 され た も の で あろ う 。 か か 
る 現象 は 成人 男子 に つい て 行 つ た 鉄 の 負荷 試験 で も 更に 
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第 10 表 人 体感 染 実 験 に 於 ける 初期 の 症候 
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症 頭 石 本 頭 上 肛 豆 和 酸 要 つ 本 頭 
侯 異 胸 切 球 | 暴 切 球 異 胸 球 異 胸 切 F* 
数 常 あら 遇 SM, 修 常 修 常 
品 導 感 痛 痛 れ 多 貴 疲 感 れ 怠 痛 多 旨 導 感 痛 痢 怠 多 唄 交 感 痛 れ 怠 多 束 導 感 
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第 1 日 
2 
3 十 + 二 
4 3 二 + 十 
5 キ 寺 |+ キ 8+ 十 キキ 
6 + キ 二 十 8|+ 二 エ 
7 + 二 二 + キ 二 十 十 十 十 
8 キ 二 二 10 二 十 十 6+ 二 + 
9 十 + 十 十 十 + 二 8 
10 革 十 + 二 二 + 本 十 
11 植 二 8|++ 12|+ 圭二 
12 本 十 二 せ 十 十 HH 十 
13 本 寺 二 十 選 時 。 二 剛士 
14 財 年 二 過 十 拉 財 8 二 
第 3 週 | 村 二 十 14 村 二 十 二 。 二 † 十 6 
4 財 二 二 35 填 十 十 34HH 十 + 十 二 
8 村 せ キ 填 狙 持寺 二 填 人 8HH 十 + 十 キキ 年 19 
9 ++ キ 。 圭 80 村 キ 二 士 29 村 本 慎二 キキ キキ | 
11 + キ  + 。 十 27 時 十 二 士 史 二 15 十 十 直 二 十 37 
12 + 二 寺 二 25 村 二 二 士 84 キ 17 キ 二 キキ 
14 + 二 。 十 。 二 35 寺 士 二 十 人 2 27 キ キキ + 二 2 
た 2 た 。 一 見 異 常 の 認め られ な い , Carrier に 対 その 後 か ら 徐 々 に 軽く な つた 。 併 し 14 週 を 経た 後 で も 夜 


て 負荷 を あたえ る と 明らか に 対照 と の 間 に 差 が 現われ 
て くる ご と は , 潜在 性 で は る が 看過 し 得 な い 影 響 が 釣 
虫 Carrier に 存在 し て いる と と を 示す 。 
f. 人 体感 染 実験 に 於 ける 初期 の 症候 
ツ ビ ニ = 釣 息 感染 仔 限 及び アメ リカ 銘 虫 感染 仔 虫 を , 釣 
虫 陰性 を た し か め 得 た 4 人 の 成人 男子 に 経口 的 に 各々 
100 隻 ずつ 胃 内 に 投入 し た 。 又 1 人 の 成人 男子 に 経 皮 感 
染 を させ た 。 第 10 表 は その 初期 症状 で ある 。 と れ ら の 実 
験 例 に 共通 し て み ら れ た 症候 は , 感染 後 5 日 目 頃 よ り 咽 
頭 異 常 感 を 訴え , 早い 者 で は と の 頃 か ら 咳 路 を 見 た が , 
10 日 前 後 よ り 甚 だ し い 咳 路 を 訴え , 為 に 睡 上 也 が さま た げ 
と の 咳 隊 の 烈 し い 時 期 は 4 >5 日 間 で あつ て , 


られ た 。 


( 27 ) 


間 に は 咳 了 歌 を 訴え る 。 好 酸 球 は 感染 俊 滞 増 , 第 4 週 で 著 
明 な 増加 例 が ある 。 経 皮 感 染 で は 左右 の 手 背 に , 両 種 釣 
虫 を 夫々 約 50 隻 前 後 感染 させ た の で ある が , 感染 後 5 日 
に 軽度 の 咳 路 と 路 療 を 認め た に すぎ ぬ 。 
3. 所 調 釣 Carrier の 意義 と 対策 の 必要 性 

釣 虫 Carrier の 中 に は 釣 虫 症 に 移行 する 可能 性 の あ 
る 者 が 存在 する 。 然 も か か る Carrier は 我が国 の 農村 に 
は 極め て 多い 。 又 Carrier と 釣 虫 症 と は 決し て 蔵 然 と 区 
別 し 得 る る の で は な く , 或 る スト レス が 加わ る 事 に ょ つ 
て 健康 障害 を 起す 危険 を 蔵 し て いる 。 と と に と 農村 婦人 に 
み ら れ る 妊娠 , 出産 に 継 起 し て お こる 各種 の 問題 は , 未 
熟 児 欧 生 の こと と も ゃ 関 暗 し て いる 。 更に Carrier は 後述 
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する 様 に 駆虫 効果 が 最も 顕 著 で ある 点 か ら , 予防 医学 的 
立場 た る 公衆 衛生 か ら 新しい 意味 を も つて くる 。 
V. 釣 虫 の 予防 携 減 対策 

1. 予防 撲滅 対策 の 重要 性 

我が国 農村 の 釣 虫 の 淫 浸 率 は 極め て 高く , 302% は ある 
と 云わ れる 。 そ れ 故 農民 だ け で も 約 1,000 万 人 は 釣 虫 の 
感染 を うけ て いる 。 人 小宮 博士 は 直接 間接 の 釣 虫 に よる 経 
済 的 損失 は , 少く 見 積 つ て も 年 200 億 円 に 達する と 述べ 
て いる 。 厚生 省 の 患 者 調査 に よれ ば , 昭和 28 年 7 月 29 日 
の 釣 由 患者 は 約 1 万 人 , 昭和 29 年 5 月 12 日 の それ は 7,370 
人 で ある 。 我々 が 長野 県 の 数 カ 村 を 2 3 年 に わた つ 
調査 し た 成績 で は 5 月 の 釣 虫 患者 延 日 数 は 195 日 , 1 年 
間 の 延 治療 日 数 は 2,286 日 で 5 月 の 延 日 数 は 年 延 日 数 の 
約 12 盆 の 1 に 該当 し た 。 従 つて 上 掲 の 7,870 人 は 我が国 
の 1 日 当り の 患者 と 見 て さしつかえ な い 。 従 つて 年 間 の 
延 患 者 数 は Y,850 X 365 三 270 万 人 と な る 。 一 診療 日 当 
り 釣 虫 患 者 治療 費 を 入院 患者 600 円 , 外来 患者 300 円 と 
すれ ば その 治療 費 は 93,000 万 円 と な り , 昭和 29 年度 
総 医療 費 2.282 億 円 の 0.452 を 占め る 前 述 の 様 
な 年 間 約 1.000 人 の 銘 虫 症 死 亡者 ああ る の で 釣 下 症 の 重 
大 性 は 理解 出来 る 。 更 ( MRSA Carrier が お 
り , その 為 の 体力 消耗 も 考え ね ば な ら ぬ 。 双 釣 虫 対策 上 
列 の 角度 か ら 重 枯 性 の 大 きい 理由 と し て , 移 下 は 真 僅 に 
対策 を 行え ば, すみ や か に 予防 撲滅 が 可能 で ある 点 で あ 
る 。 と の 場合 注意 すべ き 事 は 農村 の 住民 に , 予め 衛生 教 
育 , 広報 活動 を よく 行い 釣 虫 に 対す る 認識 を 高め 検 
便 未 提出 者 を な くす 事 で ある 。 昨年 11 月 全 村 検便 を 行 つ 
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力 し な か つた 不 応 群 の 釣 息 卵 陽性 率 を 第 一 回 の 便 提出 閉 
の 釣 限 卵 陽性 率 と 比較 する と , 不 応 郡 の 陽性 率 が 約 10% 
も 高い 。 か か る 不 応 群 を 対策 する と と が 予防 撲滅 上 重要 
で ある 。 

2 . 若虫 の 予防 撲滅 の 野外 実験 例 

a. 農村 に 於 ける 対策 例 


農村 に 於 ける 釣 取 の 予防 撲滅 対策 は 集団 駆虫 を 地域 
的 , 定期 的 に 実施 する と と で ある 。 即ち 駆 上 に よ つ て 感 


染 源 で ある 成 豆 を 減ら し , 尿 内 含有 虫 卵 密度 を 稀 薄 に す 
る 。 但し 農村 生活 の 実際 上 か ら は 顕 虫 の 予防 撲滅 を 併せ 
考え る の で , 殿 尿 の 有効 な 処理 が 大 切 と な る 。 我々 は 
野 県 協和 村 で 昭和 25 年 以来 3 年 間 , 全 村 検便 , 冬季 集団 
駆虫 を 行 つ た 。 当初 の 陽性 率 は 87.8, 翌 26 年 に は 23.9 
22, 27 年 に は 19.2 多 と 尊 次 減少 させ 得 た 。30 年 長野 県 寄 
生 昌 予 防 協会 の 全 村 検便 で は 陽性 率 15.5% に な つて いた 
し が 小学 校 6 年 生 家族 497 名 の 抽出 検便 
結果 は 8.7 多 に 下っ て いる 。 年 一 回 の 集団 駆 由 で と 
け の 効 * が あ げ ら れ た 。 集団 有人 攻 馬 虹 電 本 を 伸 
+ 行 つた 例 と ! 群馬 県 中 の 条 町 高津 部 落 が あ 
民 層 処理 と し て は 又 年 と 民 尿 居 の 1.500 な の 3 提 
の 二 硫 化 炭素 を 投入 きせ た 。 釣 息 卵 陽 杜 率 の 推移 は 昭和 
28 年 2 月 24.22% だ つた の が , 1 年 半 で 釣 虫 卵 陽性 者 は 皆 
無 と な つた 。 その後 2 年 間 1 人 の 陽性 者 も 見 られ な 
た が , 昨年 7 月 の 検便 で 1 人 の 小学 生 に 釣 虫 卵 を 見 出し 
人 aa 
三 槽 隔壁 式 の 貯溜 槽 を 千葉 県 庁 の 補助 で 全戸 に 完成 き 
せ て いる 。 釣 息 卵 喝 性 率 は 29 年 8 月 に は 63.7 多 だ つた の 
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た 長野 県 下伊那 郡 素 阜 村 に 於 いて , 第 一 回 検便 の 際 に 協 が , 年 4 回 の 部 落 検便 と 集団 慌 昌 で 2 年 後に は 2.8 劣 と 
eo 検 本 月 1954 1955 1956 
| 8110112131618112131711I2 
『 陽 柏 者 数 113 引 6915812411511216181616 
・ 40L 同上 |637|32 引 274|I3|71157128|38|Z8|28 
oo ! (1 は 駆 昌 & 未 す ) 
Ad.+No. 地 区 
20F 
10F 
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昭和 32 年 8 月 (1957)] 


第 11 表 下剤 使用 別 四 塩 化 = ェ チレ ン の 釣 虫 駆虫 効果 














対 象 : 千葉 県 市 原 郡 戸田 中 学校 
前 検便 成績 : 1956 年 10 月 
硫 苦 加 食塩 水 浮 渡 法 1 一 2 本 値 
田 昌 罰 陽 性 率 : 117 人 /283 人 (41.3%) 
下 剤 使 用 下 剤 ぬ き 
投 業 量 sog_5.4g 2 回 < 分 3.95.4g 1 日 3 回 
服 後 下剤 若 硝 15g 分 服 
検査 人 員 44 人 41 人 
陰 転 人 員 28 人 28 人 
陰 転 率 63.6 70.7 多 
ーー 8/13 61.5 を 1/4 25.0% 
ーー 9710 90.0 16/20 80.0 . 
Ad. 十 N.a.……11/21 52.4 3/6 50.0 
(| 箱 不 豚 …… 8/11 72.7 


(種別 は 駆虫 前 境 養 に よる ) 





下剤 使用 別 四 塩 化 テ エチ レン 副作用 調査 














下剤 使用 下剤 ぬき 
調査 入 仙 46 人 57 人 
症 状 人 数 人 数 多 
頭重 ・ 頭 痛 9 19.6 17 29.8 
め ま い 31 67.4 31 54.4 
酢 い 40 87.0 53 93.0 
悪 必 26 56.5 34 59.6 
腹 痛 6 13.0 16 28.1 
中 吐 3 6.5 0 0.0 
下 交 37 80.4 な 人 
供 介 12 26.1 38 66.7 
食 倫 不振 0 0.0 23 40.4 
脳 貸 血 生 : . 基 きま 
麗 床 生じ. 拭 0 0.0 


。 千葉 県 五井 町 海保 で は 殿 尿 分 離 便所 を も つて い 
5 と みる 釣 虫 卵 陽 性 率 は 60.1 多 か ら 集 団 駆虫 3 回 の 
ea 7.5 タ に な つた 。 集 団 駆 由 の みみ で 殿 尿 処理 を 試み 
いっ た し て 千葉 市 北柏 井 が ある が , 当初 47.0% だ 
Kerra3OHwsHSA 
千葉 県 三 和 町 分 目 部 落 で は 2 回 の 集団 駆 由 だ け で 
Ci 
b. 学校 に 於 ける 対策 例 
千葉 県 館山 市 西 岬 中 学校 に 於 いて は 年 二 回 の 検便 , 集 
団 駆 中 で 昭和 29 年 6 月 20.83% あ つた も の が 洗 次 減少 し て 
31 年 11 月 に は 8.8 多 に な つた 。 千葉 県 市 原 一 高 。 牛久 小 
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学校 で も 年 一 回 の 集団 駆 由 を 行い いずれ も 40 名 代 か ら 
3 年 間 で 約 152 に 低下 し た 。 以 上 の 対策 例 に お ける 検便 
は 浮 済 法 1 2 本 値 で 行 な つ た も の で ある 。 

3. 集団 駆虫 に 関す る 研究 

a. 駆虫 方 法 の 検討 

駆虫 剤 と し て 我 く は 四 塩 化 エ チレ ン と アス カリ ドー ル 
の 合 剤 。 1 プロ ー ム ・ ナ フト ー ル (9②),。 四 塩 化 エ チレ ン 
単独 の 三 者 に 就 い て 実験 し た 。1 ブロー ム ・ ナ フト ー ル 
(2②) は 副作用 が 少 い の で 2 日 連用 させ た 。 排 虫 種別 に 角 
穴 す る と , 何れ も ツ ビ ニ 釣 は アメ リカ 釣 虫 に 比 し て 駆 
限 し 難い 。 副作用 は 1 プロ ー ム ・ ナ フト ー ル (②) は 少 か 
つた が 合 剤 は 多い 。 駆虫 効果 は 1 プロ ー ム ・ ナ フト ー ル 
(2) の 題 粒 か 一 番 よ い 陰 転 率 を 示し た 。 次 に 四 塩 化 エ チ 
レン を 下剤 ぬき で 1 日 $ 回 分 服 の 滞 増 方 式 で 行 つ た 。 陰 
転 率 は 第 11 表 の 如く 下剤 使用 群 68.62, 下剤 ぬき 70.7% 
と な つた 。 下剤 ぬき の 駆虫 効果 は 小宮 , 吉田 両氏 の 云わ 
に 下剤 使用 と 変 ち な い 。 副 作用 も 両者 に 特に 差 


は な いよ ょ よう で ある 
ホ / ュ ヘマ "ホソ に の 人 や っ o 


b. 軽 感染 者 の 駆虫 効果 

公衆 衛生 で 問題 と な る 軽 感染 者 に 就 いて 陰 転 率 を 薬剤 
別 , 釣 虫 種別 , 排 虫 数 別に 比較 し て みる と , 四 塩 化 エ チ 
レン 調査 対象 は 5 部 落 , 4 学校 の も の を 夫々 集計 し た が 
第 12 表 の 如く ツ ビ = 釣 下 単 独 排出 者 に つい て 見 る と , 9 
隻 以下 で は 41.5。10 隻 以上 で は 25.0 と な る 。 ア メリ 
カ 釣 虫 9 隻 以 下 で は 78.8 多 で 10 隻 以上 で は 28.6 多 と な つ 
た 。 と の 関係 は 1 プロ ー ム ・ ナ フト ー ル (②)。 四 塩 化 = 
チレ ン と アス カリ ドー カル 合 剤 で も 同様 で あつ た 。 

c. 駆虫 後 の 遠隔 成 績 

松林 。 財津 氏 等 は 四 塩 化 エ チレ ン を 投与 し た 場合 , 後 
検便 で 陰 転 し な か つた 者 が , その 後 3 カ月, 6 カ月 , 1 
年 後 と 滞 次 陰 転 する と と を 報告 し て いる 。 3 つの 農村 部 
落 , 電 々 公社 職員 に 就 い て それ 等 遠隔 成績 を 観 察し た 。 
第 18 表 の 如く 陰 転 率 の 悪い , 即ち 1 人 当り 寄生 数 の 多い - 
と 考え られ る 分 目 部 落 に 於 いて は , 何れ の 駆虫 薬 で も 後 
陰 転 する 者 が 少 い が , 軽 感染 者 と 考え られ る 電電 公社 職 
員 は 後 陰 転 者 が 非常 に 高く 見 られ た 。 と の 遠隔 成績 の 本 
態 は 今後 の 研究 に まつ 。 

d. 自然 陰 転 

釣 虫 の 宿主 体内 に 於 ける 寿命 は 大 約 5 年 ~ 7 年 位 と い 
われ て いる 。 然し Chandler は 生存 期間 1 ヵ年 以内 の も 
の が 軽 感染 者 に 多い と 云 つ て いる 。 我 ベ が 千葉 刑務 所 の 
囚人 約 1.000 人 に つい て 調べ た 所 , 全員 の 陽性 率 は 12.8 
多 で あつ た が , その 内 訳 を みる と , 在 所 年 数 の 短い も の 
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第 12 表 釣 虫 卵 陰 転 率 と 寄生 種別 濃度 別 と の 関係 
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包 虫 薬 四 塩 化 テ チレ ン (テト レン ) 
































部 落 中 学 校 市 陰 
排 昌 種 列 の 馬 東寺 
に ei 高 (%) 
町 町 目 保 木野 田 只 
A.d. 9 以下 0 1/2 1/4 0/4 1/10 9/15 7?/12 2/3 1/3 22/58 41.5 
A.d.9 以 上 0 0 3 0 、 0 WO を 0 2 
N.a.9 以 下 10/12 2/6 3/5 6/12 16/18 11/13 5/5 5/8 4/5 62/84 73.8 
Ni.a.9 以 上 4/11 0/11 2/4 0/2 0/5 3/4 0/2 1/1 2/2 12/42 28.6 
A.d. 9 以下 , Nr.a.9 以下 1/2 0/1 1/6 5/11 9/17 3/3 8/14 172 1/2 29/58 50.0 
A.d. 9 以下 , N.a. 10 以上 2/4 0/4 2/14 2/6 1/7 0 0O 0 1/1 13/36 36.1 
A.d. 10 以上 , Nra. 9 以下 0 071 3/11 0/1 01 0/1 0 0 0/2 3717 17.6 
A.d. 10 以上 , N.a.10 以 上 0 0/1 3716 0/1 0/4 0/3 0 0 071 3/26 11.5 
第 13 表 鈴虫 駆 下 後 の 未 隔 成績 
陽 陰 転 数 
地 区 名 駆 齋 上 名 陰 転 率 多 。 垂 。 2 以 4 以 6 以 1 内 
導 。 カ 内 カ 内 カ 内 年 計 を 
「 地 半 症 
草本 隊 本 8/28 28.6 
五井 町 海保 オォ ー ミ ン 6=8g 21/61 34.4 40 0. 2 3 0 5/40 12.5 
アス ネ キ スー oc 2708 抽 9 5 3 8 # ま 、 # 8/25 32.0 
テト シン 人 45g 3551 29.4 936 ご 0 1 る 2 る ーー 3796 8 
三 和 町 分 目 オォ ー ミ ン 6=-8g 13/44 29.5 31 0 0. 1 一 1/31 3.2 
アァ スキ スーg 9oc 850.14.8 2 2 1 の 9 一 9 叶 。 和 
テト レン 4.5g "95/185 51.3 90 一 16 一 一 16/10 17.8 
崎 町 電 玉林 キー ュ ョ ンー 琶 NO @81 1 ーー 1 ーー 1 、 
3 | RS も 2 
テト ャ レッ ン 15 球 39/90 63.3 11 ーー 1 5 .1 7711 683.6 
東京 都電 電 公社 オー ミン 6g 14720 70.0 6 一 一 一 4 2476 66.7 
ーー 3 4 二 、 抹 
高く , 長期 間 服役 し て いる 者 程 低 か つた 。 勿 論 所 内 で の 低い と と も 自然 除 転 を 裏書 き を し て いる も の で あろ 
は 新 感染 , 再 感 染 が 絶対 に な いと 云わ れ な い が , 在 所 年 う 。 
数 に よ つ て 陽性 率 に 差 の ある 事 は 自然 陰 転 を 想像 させ 4 。 我が国 に 於 ける 予防 撲滅 対策 
る 。 双 陽性 者 の 種別 を 瓦 培養 で 分 類 し て みる と , ツ ビ = a. 農村 に 於 ける 釣 虫 駆虫 回 数 


釣 委 陽性 者 に 就 い て は 在 所 年 数 が 長く な る と 顕著 に 減少 
する が , アメ リカ 銘 虫 陽性 者 に 就 い て は 左 程 顕 著 に 減少 
し な い 。 と の 陽性 者 を ば 駆虫 せ ず に と 約 1 カ年 間 放 置 し 昨 
年 12 月 と 本 年 月 に 浮 漠 法 2 本 値 と 正 培 養 を 併用 し て 精 
密 に 検査 し た 成績 を 第 19 図 に 示 し た 。 初回 喝 性 者 の 18.4 
究 が と の 1 年 間 に 陰 転 し た と と を 確認 し た 。 前 に 述べ た 
年 令 別 釣 虫 感染 曲線 に お ける 壮年 に 比べ て 老人 の 感染 率 


集団 駆虫 が 釣 虫 予防 撲滅 の 重要 な 手段 で ある 事 は 前 述 
し た が , 然 ら ば 農村 で は 集団 駆虫 を 幾 回 行 つた ら よ い 
み 。 第 20 図 は 地域 毎 に 集団 駆虫 を 繰返し 行 つた 場合 , 昌 
卵 陰 転 まで の 駆虫 回 数 の 朱 積 し た も の で ある 。 4 つの 地 
域 で 多少 は 陰 転 素 に 差 は ある が , 第 1 回 の 集団 弁 中 の み 
で 陰 転 する も の は 50<60 守 , 第 2 回 で は 80 狗 以上, 第 3 
回 で は 90 多 以上 が 陰 転 し た 。 又 排 虫 数 も 駆虫 毎 に 排出 き 
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者 。 秀 江 法 2 本 値 了 培養 法 1 枚 併用 を 夫々 2 回 


検査 期日 : 第 1 回 1951 年 12 月 
第 2 回 1957 年 2 月 


初回 検査 時 A.d. 十 
の 種別 A.q. N.a. N_a. 不明 計 


初回 検査 時 1。 4 11 26 97 








陰 転 者 数 3 4 0 6 13 
レオ 18.8 9.1 0 23.1 33、4 
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第 19 図 移 虫 卵 陽性 者 の 自然 陰 転 (千葉 刑務 所 ) 
れる 虫 体 が 極度 に 減少 する 。 従 つて 農村 に 於 ける 集団 駆 
東 の 回 数 は 2 > 3 回 で よ か ろ う 。 

b. 農村 に 於 ける 感染 頻度 

小宮 氏 は 駆虫 後 検便 に 於 ける 虫 卵 の 見 逃し は 浮 渡 法 1 
本 値 で 軽 感染 者 の 場合 に は 205 と 発表 し て いる 。 そ と で 
新 威 染 , 再 感染 の 頻度 を 知る た め に は 1 人 に つき 少く と 
る 6 回 以上 検便 し , 1 年 以上 の 観察 で きた も の に つい て 
感染 占 度 を 調べ た 。 新 感染 者 と は 始め 2 回 の 検便 時 陰性 
で あつ て , 3 回 以後 の 検便 で 陽 転 し た も の で あり , 再 感染 
者 と は 駆虫 後 の 陰 転 を 浮 渡 法 2 本 値 , 瓦 培養 併用 で 2 回 
に わた つて 確認 し , その 後 陽 転 し た も の で ある 。 新富 染 
は 割合 必 い と と が わか つた 。 最 も 多い 例 が 海保 部 落 の 1 
年 半 の 期間 の 8.6 用 で あつ た 。 再 感染 は 分 目 部 落 の 1 年 
間 で 6.7% が 一 番 多 か つ た 。 農 村 に 於 ける 釣 虫 の 澤 浸 率 
が 今日 の 様 に 高い と と は 従来 何等 対策 が な され な か つた 
た めで あろ う 。 

c. 生活 改善 , 組織 活動 の 必要 性 

釣 下 の 対策 は 地域 の 人 達 の 一 致 協力 に ょ つて 成果 を あ 
げ 得 る 。 だ か ら 公 衆 衛生 の 立場 か ら 我 々 の な すべ き 最 も 
大 切な と と は 衛生 教育 で ある 。 地 域 社会 の 人 達 に 釣 虫 対 
策 の 重要 性 を よく 認識 させ , 彼 等 に 組織 活動 を 通じ , 自 
治 的 に 生活 改善 を 行う 意欲 を も た せる と と で ある 。 群馬 
県 宮城 村 で は 昭和 27 年 我々 の 指導 で 全 村 検便 を 行 つ た と 
と ろ 釣 下 卵 陽性 率 は 24.6 多 , 顕 下 卵 陽性 率 は 42.8 多 あつ 
た 。 そ こと で 村 で は 28 年 か ら 自治 的 に 組織 活動 に よ ょ つて 対 
策 を 推進 し た 。 今 で は 厚生 省 式 改良 便所 が 全 村 の 半数 以 
上 に 自費 で 完成 し て いる 。 
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部 落 名 観察 期間 対象 


中 之 条 1953.2 
0 町 高津 一 1954.7 


. 姉崎 町 1954.8 
" 版 木 1956.12 4 人 68.8 を 人 W… 


率 

積 五井 町 1955.8 
RS 海 保 一 1957.1 
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当初 賜 性 率 
178 人 23.6 ダ 一 一 一 





198 人 60.6 …‥… 〇 ・…・ 


三 和 町 1956.1 15sz 人 28.3 を ー 〇 一 


1957 .2 
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第 20 図 農村 に 於 ける 集団 駅 虫 に よる 累積 陰 転 率 
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第 21 図 農業 生活 政 良 普及 員 4H ク ラプ ブ の 活動 

農家 戸数 : 約 19 万 戸 人 口 : 約 118 万 人 

普及 上 員 :11 地 区 251 人 

4 ク ラブ 数 : 182 約 2.600 人 

寄生 東 対 策 実施 数 : 48 ( 約 700 人 ) 

検便 人 員 : 3.640 人 , 釣 虫 卵 陽性 率 661/8.349 19.7 

劉 ( 山 武 地区 実施 人 員 291 名 を 除く ) 


d. 寄生 虫 撲滅 機関 の 活動 

寄生 由 予 防 撲滅 の 根幹 と な る 法律 は , 寄生 虫 予防 法 で 
あり , それ に も と づく 行政 活動 で ある 。 行政 活動 と し て 
の 保健 所 お よび 衛生 研究 所 の 釣 虫 検査 成績 は 年 間 700 万 














人 以上 に 達し て いる 。 だ が と と に た 注意 する と と は , と の 
対象 が 大 部 分 は 学童 で あつ て , 釣 虫 の 対象 で ある 働く 農 
民 で は な い 。 寄生 虫 予 防 会 の 活動 も 最近 全国 的 に 統一 さ 
れ , 日 本 寄生 虫 予防 会 と し て 年 間 200 万 人 以上 の 検便 が 
行わ れ て いる 。 然し と の 対象 も 殆ど 学童 に 限ら ち れ て い 
る 。 農村 の 生活 改善 を 指導 し て いる 農林 省 振興 局 の 組織 
に 呼び か け , 第 21 図 の 如く 農村 青少年 の クラ ブ 活 動 で あ 
る 4 古 ク ラブ 員 に 対し , 我々 の 指導 で 千葉 県 で 3.640 人 
に 就 いて 検便 を 行 つ た が 比較 的 よい 成績 が あげ られ た 。 
学童 の 健康 管理 の 目的 で 養護 教諭 中心 に 釣 息 撲 滅 の 実 
践 を な さ し め る 事 も よい 。 群馬 県 衛生 民生 部 で 昭和 27 年 
と 81 年 に 浮 漠 法 で 県 下 中学 2 年 生 全員 の 釣 虫 卵 陽性 率 を 
検査 し た 成績 を みる と , 昭和 27 年 12.1% あ つた 陽性 率 が 
31 年 に は 5.9 多 に 減少 し て いる 。 

e. 釣 虫 予防 撲滅 に 関す る 行政 上 の 問題 点 

厚生 省 の 統計 に よれ ば , 釣 虫 卵 陽 性 率 は 全国 平均 4 > 

で ある 。 然し 年 ら と の 数 字 は 低 す ぎる 。 そ の 原因 は 
検査 法 の 不備 に よる 。 い ずれ に せよ ょ 我が国 釣 虫 肖 浸 状態 
に 関す る 実態 調査 を 行う 事 が 急務 で ある 。 騙 予防 撲滅 の 
実践 に は 現行 の 寄生 虫 予防 法 の 改正 も 必要 で あつ て , そ 
の 条文 の 中 に , 釣 虫 の 対策 を 明記 する と と で ある 。 更に 
中 央 行政 官庁 で ある 厚生 , 文部 , 農林 の 各省 間 の よき 協 
力 は と と に あげ る まで も な い 。 赤 それ に 加え て 多 息 予防 
撲滅 対策 実施 の 為 の 経済 的 基盤 で ある 社会 保障 を 目標 と 
し た 国民 健康 保健 給付 の 改善 を し な けれ ば な ら ぬ 。 


VI む す び 


以上 釣 虫 の 問題 を 公衆 衛生 の 立場 か ら 考 察し た が 釣 下 
ー oNPAefeeenr に 2 あれ 
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(寄生 昌 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 3・4 表 


人 

・ 釣 虫 保有 者 は 官庁 の 総計 で は 極め て 少 い と され で 
いる が , 精密 な 検索 を 行え ば , 我が国 農民 の 相当 数 は 殺 
昌 保 有 者 で ある と と 。 

2 . 釣 虫 保有 者 は 必ず し ゃ 釣 虫 症 に 移行 する と は 限ら 
ぬ が , その 中 に は 潜在 性 の 異常 を 呈す る 者 も 多数 ある と 
どら 

8. 釣 虫 は 農民 の 職業 病 と も 考え られ る 人 性質 の も の で 
あり , 農民 の 体力 に 相当 影響 を え て いる と 考え られ る 
が と と に 農村 婦人 に 対す る 体力 障害 は 軽視 出来 ぬ と と 。 

4 . 釣 虫 は 適正 な る 予防 撲滅 対策 を 地域 の 組織 を 通じ 

て 行う と き は , 比較 的 短 日 月 で 容易 に 絶滅 し 得 られ る 導 
患 で ある と と 。 

終り に 一 言 附 記し た い 事 は , 最近 隣国 台 落 に 於 ける 許 
梅川 氏 等 の 調査 で , 台湾 鉱山 労働 者 8.630 名 の 釣 取 検査 
の 結果 , 釣 息 卵 陽 性 者 は 8.075 名 , 実に 84.7% あ つた と 
報告 され た 。 又 1985 年 Rene Sand の 著述 に よれ ば , 印 
度 だ け で も る 全 人 口 35,000 万 人 の 中 で , 15,000 万 人 の 衝 
虫 症 が ある と 報告 され て いる 。 地 理 的 条件 及び 生活 習 尼 
Ma 
通 の 問題 と し て , 全 東 亜 釣 虫 対策 問題 の 研究 に 
寄生 虫 学会 も 当然 関心 を も つべ き PRS 時 
早く 全 亜 細 亜 寄生 虫 学会 の 誕生 を 期待 し て 私 の 講演 を 終 

終り に 本 講演 の 機会 を あたえ て 下さ つた 会 長松 崎 義 
周 博士 に 深く て 感謝 し , 文昭 和 25 年 以来 我々 の 研究 に 終始 
御 指導 下さ つた 予 研 小 宮 義 孝博 士 に 譜 ん で 御礼 を 申 上 
げ ます 。 本 研究 は 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 全員 の 
御 労 昔 に よ つ た も の で ある 事 を 附 記し ます 。 
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本 剤 は 定評 ある 純 ア スカ リド ー ル 製 
剤 で 、 良 好 な 忍 容 性 と 張力 な 駆虫 作 
用 を 有 し 、 特 に 十二指腸 虫 及 び 虫 
の 駆除 に 確実 な 効果 を 発揮 致し ます 。 
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病院 並び に 集団 駆虫 用 包装 500cc 
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演説 


1. 万 272 の epZ 72s7o/ み が cZ の 呼吸 に 
及ぼ す 諸 薬剤 の 影響 に 就 いて 


長崎 大 学 風土 病 研究 所 
詫 卒 一 了 


Studies on influences of sonmae drugs on 
the oxygen uptake of 
万 7Z7206 の 2 57 の 7 の. 
ICHIRO TAKUMA 


阪 大 微生物 病 研究 所 より 分 与 さ れ た . 奴 sZo が cg の 
Y 株 の 随伴 菌 業 を Streptonmycin, Penicillin, Colistin, 
Homosulfarmin を 以 つ て 抑制 レグ ラム 陽性 の 通 性 嫌気 性 
則 菌 一 種 を 残す 単 種 細菌 培養 (所 調 mmonobacterial cul- 
ture) を 得 て , Warburg manomaeter (に こよ つて 酸素 消費 
量 を 測定 し , 諸 薬 剤 の 之 に 及ば す 影 響 を 観察 し た 。 

被 検 ア モ ェ バ は , 田辺 千葉 培地 (5 人 血清 リン ゲル 
液 ) に 87C/48 時 間 培 養 し , Krebs Ringer phosphate 溶 
液 で , 随伴 細菌 を 未 心 洗 敬 し て 洗い 取り ,。 ワー ル ブ ル グ 
フラ スコ 1 閣 50 万 前 後 の 虫 体 を 検査 に こ 供し た 。 

15 分 毎 に 価 を 読み , 60 分 後 の そ れ を 最終 値 と し て 酸素 
の 消費 量 を 表わし た 。 

阻害 度 は 対照 虫 体 の 60 分 間 の 酸素 消費 量 を 1002 と し 
て , 供 試 薬物 を 種々 の 濃度 で 作用 させ た 場合 の 酸素 消費 
量 を 換算 し た 相対 値 で 示し , 阻害 度 を めで あら わし た 。 

pH の 酸素 消費 量 に 及ぼ ば す 影 響 は , pH 6.4 か ら 7.6 ま 
で は 大 し た 相 異 な く , 至 適 pH 域 と 思わ れる 。 

消毒 剤 及 殺 菌 剤 で は 昇 表 " ア クリ フラ ビン , ゲ ンチ アナ 
薬 , マー ゾ = ニ ン の 順 で 阻害 作用 を 示し た 。 酵素 阻害 剤 で 
は シア ン 化 カリ wlMol で 強く 阻害 され , 之 に 反し モ 
ノ ヨ ー ド 酷 酸 で は 比較 的 弱い 阻害 度 を 示し た 。 治療 剤 で 
は カル バル ゾン と ヂ ェ チー ルカ ル バ マ ヂ ン で は 前 者 が や 
や 強く , 塩酸 エメ チン と クロ ロキ ン で は 前 者 が 強い 阻害 
度 を 示し た 。von Brond は Trypanosonaa の 呼吸 に 及 
ば す シ アン 化 カ リ の 作用 に ょ り , 呼吸 が 強く 阻害 され る 
群 と , 若干 弁 活 さ れる 群 と に 二分 し た が , 演者 の 実験 で 
は ち . szocg の 呼吸 が 103Mol の シア ン 化 カリ で 強 
く 阻 害さ れる に 反 し , 10~!Mol の モノ ヨー ド 酢 酸 で 殆 ん 
ど 阻 害さ れ な いと と は チト クロ ー ム 酸化 酵素 の 有無 に 関 
連 し て 興味 ある 事実 を 示唆 し て いる よう に 思わ れる 。 
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von Brand (こよ る 77y カ gzoso2 gg の eSe の 実験 。 鈴 
置 に よる cozzozgs oe7zes の 実験 に よる と , 此 等 原 
取 の 呼吸 が 10"?Mol の シア ン 化 カリ で 阻害 され ず , モノ 
ヨー ド 酢 酸 に 強く 阻害 され る と と , 並び に 7 の の 2 の S の 2 の 
zis7 等 が 之 と 全く 反対 ご ある と と を 照合 する と , 原生 
動物 の 比較 生化 学 の 観点 か ら 万. gs7o が 7zcg は 7. ん 292S% 
等 の 群 に 入る の で は な いか と 考え られ る 。 

( 間 ) (大 阪 市 大 医 動物 ) 高 田 季 久 

1) 培養 に 用 いる rice starch 其 の 他 と アメ ー バ と の 
分 離 に つい て 注意 の 必要 が ある が ? 

2) アメ ー バ 体内 に 取り 入れ られ た (多量 に ある と 遇 
う . 和 蛋白 8 用 あ り ) rice starch の O。 消 費 の 影響 等 に 
つい て も ゃ 一 考 を 要する と 思う が ? 

( 答 ) 

数 回 洗 敬 し て も 多大 の 競 雑 物 が 最後 まで 残る こと は 言 
うま で も な い が , 相対 的 呼吸 阻害 度 を 出し た の だ か ら 。 
毎回 同じ ょ うに 不純 で ある に し て も 結果 の 判定 を 妨げ な 
い 。 

純粋 に アメ ー バ ば か り の 呼吸 値 を 測定 する 実験 で は な 
い 。 

( 問 ) ( 群 大 寄生 東 ) 沢 田 利 貞 

① ア メー バ の 随伴 細 芳 は 何 種 か ? 

② ア メー バ を 取り 出す こと は 困難 で は な いか ? 

⑧ 取 出し た アメ ー バ の 中 に 種々 の contaminats が 入 
つて いる の で は な いか ? 

( 答 ) 

最初 は 6 種 ぐ らい の 随伴 細菌 が 認め られ た 。 数 回 の 洗 
藻 に よ ょ つて 最後 まで 残る 細菌 の 呼吸 値 は 非常 に すく な く 
て , アメ ー バ の それ に 較べ る と , 殆 ん ど 問 題 に な ら な 
い 。 

( 問 ) ( 阪 医大 内 科 ) 岩 田 繁雄 

ワー ル ブ ル グ 法 で 振 つ た 後 の 60 分 , 120 分 に お ける 原 
虫 は 生き て いま すか 。 

( 答 ) 

一 般 に 虫 体 が 破壊 され な い 程 度 の 濃度 の 薬剤 を 用 いて 
あり ます 。 昇 求 で も 0.001% 溶 液 で は 正体 の 破壊 は 認め 
られ ませ ん 。 











2. 培養 赤痢 アメ ー ズ に 対 し て 有効 に 
作用 する 一 新 抗生 物質 に 就 て 


北里 研究 所 寄生 虫 室 
牌 林 明 


On a new antibiotic which is effective 
againSt 万 27472 の 6 の Z 2S7o/y が cg の 
(2 977 の) . 
AKIRA HIRABAYASHI 


北里 研究 所 素 研 究 室 に 保存 し て ある 放線 菌 の 培養 濾液 
に つい て 抗 ア メー バ 作 用 を 検査 し , その 1 株 より 抽出 し 
た 新 抗生 物質 が 培養 赤痢 アメ ー バ に 対 し て 有効 な 成績 を 
得 た 。 

screening test に は Balamuth 培地 に 1 年 以上 継 代 
培養 し た 7gzzoe の gz /sZo の が cg ( 式 株 及び 古株 )。 777- 
co の ZS Zo72222S ( 豚 ) 及び Pe が 2 co が ( 豚 ) に 
対し て Balamuth 培地 を 使用 し て , 放線 菌 培養 濾液 を 
dilute し た 。 dilution と 同時 に 虫 体 を 投入 し て 48 時 間 
培養 後 の 増殖 状 態 を 検査 し た 。 そ の 結果 , 土壌 分 離 番号 
S 170 一 1,M55 及 び S 170- 1, N 170 株 は 赤痢 アメ ー 
バ に 対し て 20 倍 稀釈 で 殺 減 , 40 人 和 委 で 発育 阻止 また 
8 170 一 1, M55 株 は 7 ア . Aozzzs に 対し て 20 倍 稀釈 で 
殺 滅 , 40 倍 稀釈 で 発育 阻止 , 更に V1639 株 は ぢ . co に 
対し て 10 倍 稀 息 で 殺 滅 。 20 倍 稀釈 で 発育 阻止 を 示す 事 を 
認め た 。 

以上 の 濾液 は 放線 菌 を Waksmaan 培地 に 28'C, 72 時 
間 振 導 培 養 し , それ を 濾過 し て 菌 体 成 分 を 除い た も の で 
ある が , 放線 菌 の 培養 条件 を 変化 する 事 に よ ょ つて 一 層 多 
量 の 有効 物質 を 産生 する 事 が 出来 た 。 即 ち S 170 一 1, 

N 170 株 を 改良 培地 に 50 時 間 培 養 し た 濾液 は 赤痢 ア メー 
バ に 対し て 56 倍 稀釈 で それ を 殺 減 し 94 倍 稀 息 で 発育 阻止 
レ た 。 

一 方 8 170 一 1 。 N 170 株 の 培養 濾液 は 赤 疾 アメーバ 
( 表 株 ) に 随伴 する 8 二 agar croSS St- 
reak method を 行 つ た が , 全く 阻止 帯 生 じ な か つた 。 
叉 同 株 培養 濾液 を pH 1.0 よ り pH 8.0 の 間 8 段階 に つい 
て 50' で 80 分 間 及 び pH 7.0 で 100 で C 1 分 間 加 熱し た が , 
力 価 に 大 し た 変動 が な か つた 。 

S 170 一 1, N 170 株 の 培養 濾液 より 抽出 し た 結晶 は 
培養 赤痢 アメ ー バ に 対し て 次 の 様 な 成績 ご ある 。Bala- 
muth 培地 へ 所 定 の 濃度 に 落 解 し 同時 に 虫 体 を 投入 し て 
増殖 状態 を 検査 し た 。 
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24 時 間 培 養 後 濃度 25 7/m/ で 和 殺 小 
濃度 8.27/m7 で 発育 阻止 
48 時 間 培 養 後 濃度 3.27/m/7 で 和 殺 小 
濃度 0.87/m7 で 発育 阻止 
同時 に 次 の 物質 に つい て 比較 試験 を 行 つた 。 
6.67/m/ 殺 滅 3.37/m/ 発育 阻止 
18 7/m/ 殺 減 3.87/m/ 発育 阻止 
2137/m/ 殺 減 537/m/ 発育 阻止 
Erythromaycin : 2187/ma7 以上 で 増殖 
Leucomycin: 2187/m/ 以上 て 増 将 
抽出 抗生 物質 は 培養 赤痢 アメ ー バ ヒ 対 し, Balamuth 
域 地内 で Funmsagillin 及び Puromyein に 劣ら ず Au- 
reomycin 及び Erythromycin より 知 か に 強力 な 物質 


叶 


Funaagillin : 
PuronaYCin : 


Aureommycim : 


ッ ーー 、 ス 
に のめる や es 


3. ラン プル 板 毛 是 の 培養 並び に 
に 関す る 研究 


犬 阪 医科 大 学 岩 田内 科 
荒木 幅 治 


威 森 


A study on the culture and infection 
of CZZ7772 2 の 2. 
TUNEJI ARAKI 


CZZ77Z 7222 の 7 26 に つい て は , 病原 性 が 論 ぜ ら 
れつ ゝ ある 時 , その 結果 も た ら す 影響 は 大 きい 。 偶 ミ 一 
患者 の 胆汁 中 に 本 鞭毛 虫 を 認め て 培養 並び に 感染 実験 を 
試み た 。 

実験 材料 並び ee 

十二指腸 ソン デ に て 得 た 工 原 虫 (Lamblia を 工 と 略 
記 ) を 温 江 商 生 全 水 を 以 つ て 3 回 洗い , その 沈 溶 を 以 つ 
て 実験 に 供し た 。 分離 培 養 の 目的 で 使用 し た 培地 は 浜田 
の V-Bouillon の pH 並び に 肝 エ キス 濃度 を 変え , 葉 -Boui- 
llon と 仮称 し , 5 群 に 分 けた 。 和 尚之 等 の 培地 に 雑菌 及び 
Coli の 発育 抑制 の 為 Penicillin 及び Dihydrostrepto- 
mycin 或 は Colinmycin を 加え た 。 更に Polytamin 液 
を 使用 し た 培地 , 202% ラ ー メ ル 液 を 使用 し た R ER 培地 


両者 の 等 量 混合 液 な る P-R R 培地 , 更に 胆汁 培地 及び 
減 菌 生食 水 を 対照 と し て 用 い , 之 等 に も Penicillin 及び 
Coiimycin を 使用 し た 。 

実験 成績 1) 試験 管内 実験 。 対 照 の 生食 水 , 胆汁 培 
地 , R R 培 地 並 びに E-R R 培 地 は 24 時 間 後 生存 せ ず , P- 
培地 で は 72 時 間 以 上 の 生存 は 認め ず 。 工 。-Bouillon で 11 
日 目 迄 躍動 及び 鞭毛 運動 , 12 日 目 に は 鞭毛 運動 の み で , 其 
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の 2 て 3 日 目 に 著 明 な 分 裂 増殖 像 を 認め た が , 18 日 以降 
は 粒 出現 閉 明 で 生存 せ ず 。 次 いで 上 。 が 長く 8 日 , L: 
が 7 日 , 上 。 が 5 日 , 上 L」 が 4 日 間 確 実 な 生存 即 境 毛 運動 
を 認め た 。 

 ) 角 化 鶏卵 標 尿 腔 内 接種 実験 。 L-Bouillon で 38 日 
塔 養 の 監 - 原 虫 を 骨 化 10 日 鶏卵 の 茜 尿 腔 内 に 接種 し , 3 日 
目 迄 6 ケ 中 8 ヶ ケ の 凶 尿 液 中 に 工 - 原 虫 の 躍動 を 認め た 。 
油 8 ケ の 中 2 ケ の 鶏卵 は 5 日 目 迄 生存 し て いた 。 

M ) マウ ス 感 染 実験 。 3 日 培養 の 工 - 原 虫 を キャ ウス の 
彡 腔 内 に 接種 し , 2 ヶ月 間 観 察し た が , 何れ の 腹腔 内 に 
も 感染 せしめ 得 な か つた 。 

考 披 並 びに 結語 

1) pH の 生存 日 数 に 及ぼ ば す 影 響 。 pH 7.2 と 6.2 の 上 - 
Bouillon で 扱 窒 し た 。 工 - 原 虫 の 運動 は 6.4 の 方 が 9 日 
間 長 く 認 め た 事 ょ り , 精 酸性 の 培地 の 方 が 生存 に 適し て 
と 考え られ る 。 2) L-Bouillon の 肝 エ キス 濃度 の 生 
存 日 数 に 及ぼ す 影 響 。pH 6.4 と し 水 100cc に 対し 豚 
肝臓 15gr の 培地 が 最高 12 日 目 迄 鞭毛 運動 を 認め , 2 > 
4 日 目 に 顕著 な 分 肌 増 殖 像 を 観察 し 得 た 。 夏 * に 他 の 肝 = 
キス の 濃厚 な 培地 より , と の 濃度 の 培地 が 工 - 原 虫 の 生 
仔 , 増殖 に 至 当 と 推 ほ きれ る 。 3) 抗生 剤 SM と CoM 
(Colimyein) の 比較 。 SM 使用 の 培地 より CoM 使用 
の 塔 地 の 方 が 工 - 原 虫 の 生存 に 有利 な 影響 を 与え る と 思 
われ る 。34) ラ ay こ 関 する 観 窒 。 ゾ 
ン デ に て 採取 し た 胆 汗 内 に は 分 裂 像 は 認め ず , 培地 内 授 
種 後 2 >4 日 目 に 著 明 な 縦 分 裂 形式 を 観察 し 得 た 。 ( 
験 管内 培養 に よる 工 - 原 虫 の 分 裂 像 を 供覧 し た 。) 

( 問 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 

略 同様 な 実験 を 教室 の 野崎 が 行 つ て 同様 な 成績 を 得 て 
いる (医療 1956)。 培地 に 予め 細菌 を 増殖 せしめ , それ を 
加熱 死滅 な せしめ た 人 後 Czzzz Zs を 接種 レ し て, 最も 
6 生存 せしめ 得 た 。 分 殖 像 は 見 られ な か つた 。 

・ 培地 内 で 虫 体 数 が 増加 し た 感じ が か あつ た で し ょ 5 


1 ろ 


1 
レン 


プ 


2 . 培地 に 継 代 よう か 。 

) 木 信 治 
1. 私 は 野崎 氏 の 報告 と 異 り 明らか に (スラ イド 写真 
に 示 し た 如く ) 工 - 原 虫 の 分 裂 増殖 を 認め , 培養 試験 管 

内 に 虫 体 の 増加 を 見 た 。 そ の 計算 算定 を 試み た が 併 し 材 

料 採 取 時 の 悪 条 件 の た eo 


レ し た 時 の 所 見 は どう 


3 
晶 


2 . 培地 継 代 に つい て は 試み まし た が , 長期 継 代 保存 
は 出来 な か つた 。 
( 問 ) ( 阪 大 微 研 ) 猪 木 正 三 


( 35 ) 
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原虫 の 楼 。 オル ガ ネ ラ , 細胞 分 裂 の 状態 及び それ 等 の 
関係 に つい て 観 窪 さ れ て いま すか 。 
( 答 ) 荒木 便 治 
スラ イド 写真 に 示し た 様 に 位相 差 頭 微 鏡 で 観察 し まし 
た が , その 詳細 こつ いて は 電子 顕微 鏡 も 併用 し て 更に 観 
察 を 続け た いと 思 つ て お り ま す 。 


4. 色素 Trypaflavine に よ る アア.gg22- 
の ezse AK 型 誘発 機 座 に 関す 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
猪木 正三 ・ 中 西 健 一 ・ 片 岡 猛 


Origin of the akinetoplastic forns of 
アア. gg の ze24Se increaSing in the naice 
after injection with Trypaflavine. 

SHOZO INOKI・KENICHI NAKANISHI 

TAKESHI KATAOKA 


7 の ze7 ae た マウ ス に 特定 の 有機 
色素 を 注射 すれ ば , 自 光 性 有 人 粒 Kinetoplast 
(一 parabasal NR を PO た 変異 型 (AEK 型 ) が 出 
現す る と の 現象 は 1910 年 Werbitzki に よ つ て 初め て 記 
載 さ れ た 。 し か し , その A 反 型 の 発生 機 詩 に 就 い て の 遺 
伝 学 的 な 解析 を 試み た も の は 未だ 見 あたら な い 。 著者 は 
昨年 の 本 会 に 於 いて Pararosaniline を 用 いて 本 問題 の 
解決 を 目的 と し た 実験 を 予報 し た が , 今回 は Trypafla- 
vine を 以 つ て 行 つ た 一 層 厳 密 な 実験 の 成果 を 報告 し た 

ヽ 。 即 ち , Wellcome 株 の 単 個 原 虫 よ り 得 た 純 な 株 を 純 
er ok Trypafavine の 種々 の 量 を 腹 
膝 注射 後 270 に 叶 り 30 人 毎 に 下 液 染色 標 に 作製 し , 
方 生 か 導出 科 の 人 を 観察 し た 。 そ の 結果 , 色 
素 注射 を 行わ な い 感染 マウ ス に 於 ける A 表 型 自然 発生 素 
は 1 多 程 度 で ある 事 を 知 つ た 。 こ と れ は Ephrussi に よる 
酵母 の Small colony の 自然 発生 率 に 似 て 興味 が ある 。 
と れ に 反し Trypaflavine 1mg, 2mg, 3mg, per ksilo 
body weight 注射 例 で は 何れ も 色素 注射 後 90 分 より 急 
激 な A 式 型 の 増加 が 見 られ , 270 分 後に は 略 40 に 達 す 
る 高い 値 を 示し た 。 但し , 少量 の 0.1mg で は か > ゝ る 増 
加 は な く , 0.5mg で は 僅か な 面 か も 一 時 的 な 増加 が 見 ち 
れ た の み で や が て 減少 に 向 つた 。 特 に 多量 の 5 中 で は , 
か えつ て A 夷 型 の 増加 が 起 ら な か つた 事 は 興味 が ある 。 
し か し , と の 奇異 な 現象 は 適量 の 1 忠一 3 中 と 異 り 5 中 
で は 原虫 の 分 裂 が 阻害 され て いる た め だ と 合理 的 に 説明 
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発育 過程 の 原虫 を 4 種 に 分 類 し , 色素 注射 後 の 増減 を 時 
間 的 に 追い , Kinetoplast 桜 (原虫 ) 細胞 の 分 裂 と A 丘 
型 の 出現 と の 関 騨 を 検討 し た 結果 , 本 色素 が Kinetop- 
last の 分 裂 を 阻害 し (必ず し ゃ 完全 に 阻害 し な く て も よ 
いう)), 細胞 分 裂 を 阻害 し な い 場 合 に 限り , A 表 型 が 元 の 原 
虫 か ら そ の 盆 裂 時 に 作り 出さ れる も の と 結論 され た 。 と 
の 過程 は 殆 ん ど 鏡 下 に 追跡 する と と が 出来 た 。 な お , と 
の 誘発 機 序 説 は 色素 注射 後に 現われ る A 表 型 が 殆 ん ど 単 
核 で ある 事実 の 発見 に よ つ て 一 層 強 く 支 持 さ れ た 。 何故 
な ら ば , 色素 注射 前 に 存在 し た 自然 発生 の A 式 型 が 色素 
に よる 海 汰 され 急激 な 増殖 を 始め た と する 所 詩 海 汰 説 は 
上 記 の 事実 か ら 完全 に 否定 され る か ら で あ る 。 そ と で , 
色素 に より か く 誘 発 さ れ た A 苺 型 が 生存 し 得る あか どう か 
また 更に 分 裂 増殖 し 得る か どう か の 問題 を , 遭 伝 学 的 な 
立場 か ら 明 か に し て お く 必 要 が 生じ た 。 と の 疑問 の 解決 
に は 更に 実験 を 繰 返 さ な けれ ば な ら な い が , と の 線 に 沿 
つて 行 つ た 2 3 の 実験 の 結果 は , か ゝ る A 苺 型 は 誘発 
後 或 る 期間 生存 可能 で , 面 か も 稀 に 核 分 像 の 程度 まで 
み 得る が , 細胞 分 裂 が 起 ら ず 恐 らく 死滅 する 運命 に ある 
事 を 示唆 し て いた 。 要 する に , Trypaflavine 注射 後 て 
ウス に 増加 する A 表 型 は 色素 の 直接 な 影響 の 下 に 元 の 原 
虫 か ら 作 り 出 され る も の で あり , 色素 注射 前 に 存在 し た 
自然 発生 の A 玖 型 に 由来 する も る の で は な い 。 と の 色素 に 
ょ り 誘 玩 さ れ た A 型 は 総 て 増殖 不能 に し て 一 定時 生存 
後 死滅 する 運命 を も つて いる 。 従 つて と の 致死 的 な A 岳 
型 を 増殖 可能 に し 得る か どう か が 今後 の 重要 な 課題 と な 
る 。 


( 問 ) ( 静 大 教育 渡辺 強 三 
giant form の 時 の 核 の 大 さ は どう で し ょ うか 。 
( 答 ) 猪木 正三 


大 きく な つて いる か 否 か は 未だ 注意 し て 計測 し て いな 
い が 。, 一 見 し た 所 で は 2 倍 に 大 きく な つて いな いと 思い 
ます 。 る 


5. 鳥 額 に 於 ける Toxoplasma 感 区 
実 上 有 (2) 


十 姉妹 に 対す る Toxoplasma 及び 
Encephalitozoon の 交叉 感染 実験 


慶応 義 地 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
辻 昭 三 





され た 。( 分 裂 型 の 減少 , 巨 大 原虫 の 出現 ) 次 に , 種々 の 
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Experimental toxoplasma-infection in birds. 
(2 ) Experimental cross-infection of 
toxoplasma and encephlitozoon in 
bengalles (zozc/Z s77227Z) . 

SHOJI TSUJI 


だ 類似 し た 二 種 の 寄生 昌 で ある Toxoplasma と 
Encephalitozoon 相互 問 に 何ら か の 共通 し た 免疫 関係 が 
存在 する か 否 か は 未だ 明らか で な い 。 と の 観点 か ら 十 姉 
妹 を 用 いて 両者 の 交叉 感染 実験 を 行い , 夫々 単独 の 感染 
の 場合 に 比 し て 感染 率 , 致命 率 及 び 虫 体 検出 率 に 差異 を 
生ずる か どう か を 角 察 し た 。 接 種 材料 と し て 用 いた To- 
xoplasma は RTH 株 で あり , Encephaiitozoon は 田崎 か 
1953 年 に 雀 か ら 分 離し た 株 で ある 。 

実験 ・ (1) 十 姉妹 15 羽 に 対し ま づ Encephalitozoon 
感染 マウ ス 腹水 0.02cc を 脳 内 に 接種 し , 3 週間 後に 虫 体 
数 約 100 万 の R 廿 株 Toxoplasma を 腹腔 内 に 接種 し た 。 
と の 際 に 対照 群 と し て 15 羽 の 十 姉妹 に 同じ く 約 100 万 の 
Toxoplasma を 腹腔 内 に 接種 し た 。 実験 群 で は 15 例 中 
10 例 ( 約 6722) が 接種 後 6 乃至 18 日 (平均 7.7 日 ) で 死 
亡 し , 対照 群 で は 15 例 中 18 例 ( 約 87) が 接種 後 6 乃至 
11 日 (平均 7.8 日 ) で 死亡 し た 。 か よう に 両 群 の 致命 素 
及び 死亡 例 の 存命 日 数 に は 著 明 な 差 は 認め らち られ な か つ 
た 。 実験 群 で は 死亡 10 例 で は その 全 例 に , 又 生 存 5 例 で 
は その 1 例 に , 即ち 計 6 例 に Toxoplasma 感染 を 証明 
た が , Encephalitozoon は 生存 例 5 例 中 の 1 例 に 検出 
し 得 た に 止 つ た 。 対照 群 で は 死亡 18 例 全部 と 生存 例 の 2 
例 中 1 例 計 14 例 に Toxoplasma 感染 を 証明 し た 。 
(2) 貝 体 数 約 80 万 乃至 100 万 の Toxoplasma を 腹腔 
内 に 接種 し た 後 , 4 週間 異常 た 示さ ず 生 存 し た 6 羽 の 十 
姉妹 に 対し , 二 次 的 に Encephalitozoon 感染 マウ ス 腹 
水 0.02cc を 脳 内 接種 し , 3 週 後に 殺し て 検索 し た 。1 例 
に 慢性 型 と 思わ れる Toxoplasmaa 感染 を 証明 し た が , 
他 の 5 例 は Toxoplasma を 検出 し 得 な か つた 。Ence- 
phalitozoon は 6 例 中 2 例 に 検出 し 得 た に 止 つ た 。 
結論 : 本 実験 の 成績 か ら は Toxoplasma と Encepha- 
itozoon 相互 間 の 明らか な 免疫 関係 の 存在 は 認め る と と 
が 出来 な か つた 。 し か し Encephalitozoon の 検出 素 が 
従来 の 十 姉妹 に 対す る Encephalitozoon 実験 感染 の 報 
告 に 於 ける 殆 ん ど 100 2 の 検出 率 に 比 し て 甚だ 低 率 で 
あつ た 。 と の と と か ら gncephalitozoon 接種 の 前 又は 
後に 接種 され た Toxoplasma が 免疫 学 的 な 意味 で 何ら 
か の 影響 を 与え を て いる の か も 知れ な いと も 考え られ る 。 
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6. 宮入 具 の 呼吸 系 に 及ぼ す 殺 具 剤 の 
効果 に つ 


群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
阿部 ちよ の ・ 小 林 人 佳 
3 山梨 県 立 医 学研 究 所 
佐 藤 重 房 


Inhibitory effect of mmolluscacides upon the 
respiratory metabolisma of Ozcozze/222 の 
2 の SO の の 7Z, Collected in winter. 
CHIYONO ABE, TERUYOSHI KOBAYASHTI, 
SHIGEFUSA SATO 


MAS と 冬季 

山梨 県 の 殺 上 貝 剤 末 搬 布地 域 に 於 いて 採集 し た 宮入 具 に 
つい て その 呼吸 系 に 及ば す 5 種 の 薬剤 胎 ち 硫 安 , 3 種 
(86。80,Y9 め ) の PcP-Na (Sodium pentach- 
1orophenate) 及び DN No 1 (402 JDinitro-o-cychlo 
hexylphenal) の 影響 に つい て 調べ た 結果 5 種 の 薬剤 の 
内 で 宮入 貞 Mt 呼吸 阻害 作用 を 有 し て いる の 
は 86PcP-Na で あつ た 。 多 80 多 , 792 PcP-Na に つい 
て は 呼吸 阻害 の 限界 が 50 万 倍 和 和 液 と と 100 万 倍 稀 釈 液 と 
の 間 に あ る と と が わか つた 。 硫 安 の 場合 に は , 100 倍 稀 
釈 液 の 如き 高 濃度 の 場合 に 阻害 作用 が 著しい が , 濃度 が 
薄く な る に つれ て 阻害 度 は 低下 し , 10 万 倍 稀 釈 液 添加 の 
作 に は, コン トロ ー ル の 酸素 吸収 量 と の 間 に 差 異 を 認め 
。 DN No1 の 場合 に は 5 万 倍 稀釈 液 の 場合 に 
最も 呼吸 阻害 作用 は 顕著 で あり , と の 濃度 を Peak と 

し 5 万 倍 より 濃く し て も 薄く し て も 呼吸 阻害 度 は 僅少 づ 
つ 減少 し て 行く と と が わか つた 。 

( 問 ) ( 岡 大 寄生 昌 ) 山 
1 . PcP-Na の 実用 価値 如何 
2 . Field test の 結果 如何 
8 . PcP-Na の 値段 如何 
( 


倫 ) 


ヵ 
六 か つた 


ロ 左 促 


宮入 上 躍 の 殺 貝 効果 に つい て は 通常 feld test の 場合 か 
な り 長 期間 に わた る 人 察 を 行い その 効果 に つい て みる の 
で あり , 我 く の 実験 の 時 間 ( 2 時 間 ) に お いて は 薬剤 を 
作用 させ た 場合 に は 一 時 的 の 生物 学 的 な 生活 力 を 弱め 得 
る が , 殺 由 効果 と 呼吸 阻害 の 関係 に つい て は か な り の 
指標 に な る と 考え られ る 。 値段 に つい て は 不明 で ある 。 


































7. 日 本 住 血 吸 虫 卵 生死 鑑別 に つい て 


久留 米 大 学 医学 部 第 一 内 科 
吉 佳 好夫 ・ 織 田 卓 五 度 


Study on the viability of Sc/sZoso72 の 
7 の の 072C27272 OVa. 
YosHIo YOSHIZUMI, TAKUcGORO ODA 


私 共 は 日 本 住 血 吸虫 症 の 診断 に 際 し , 肝 バイ オプ シー 
を 行い , 得 た る 肝 小 片 を 直ちに 鏡 検 し , 虫 卵 を 検出 する 
方 法 を 行 つ て いる ヵ かー 
義 を 持 っ と 思わ れる 。 。 然るに 日 本 住 血 吸虫 卵 の 生死 鑑別 
法 は 未だ 確立 され て いな い 。 火 和 細 胞 の 運動 。 組 毛 運動 
等 に よる 和 鑑別 は 未熟 卵 に は 適用 きれ 難い 。 私 共 は 石井 氏 
の 中 性 紅 昔 性 カリ 反応 や , 感光 色素 染色 に よる 和 裳 光 顕 微 
鏡 観 察 等 を 行 つた が , 満足 すべ き 結 果 を 得 な か つた 。 そ 
と で 細胞 呼吸 に 必須 の 役割 を 持つ と され る コハク 酸 脱 水 
系 天 作用 の 名 倍 ど よ ト つ て , 生死 鑑別 を な す と と を 試み 
た 所 ee を し 得る と と を 知 つ た の で , 方 法 と 成績 を 

水素 受容 体 と と し て は , 2, 3。 5-Triphenyltetrazo- 
Hum chloride (TTC) を 用 いた 。 0.05 獲 TOC 0.1 
M pH 7.6 の 焼 酸 緩 衝 液 。0.1MM コ ハク 酸 ツ ー ダ を 用 に 
臨み 等 量 混合 する 。 目 的 の 卵 を 混合 液 に 入れ 87 で , 2 時 
間 作 用 せ し め る 。 コ ハク 酸 脱 水素 酵素 作用 の 存在 は , 卵 

に 赤色 頼 粒 状 の 色素 が 沈着 する と と に ょ つて 表明 され 
る 。 今 確実 生き て いる と 思わ れる 卵 を 得る た め 。 人 工 
的 に 日 本 住 血 吸 虫 セ ルカ リヤ を 感染 せしめ 85 日 を 経た 
兎 の 肝 ょ り 虫 卵 を 集め , 本 反応 を 試み た 所 , 表 の 如き 成 
績 を 得 た 。 商 又 其 の 一 部 を 熱処理 に より 死 卵 た らし め 和 た 

日 本 住 血 吸虫 感染 35 日 目 家 兎 肝 中 虫 卵 の コハク 酸 

脱水 素 酵 素 作用 








卵 ヽ 実験 例 
発育 度 人 TI TI 
染 度 ヽ 
成 濃 上 染 0 0 0 め %% 
中 等 度 3 ヶ 8 ヶ 6 ヶ 
ン 痕跡 的 1 ヶ 2 ヶ 1 ヶ 
界 不 , 駿 0 ヶ 0 ヶ 0 ヶ 





未 温 ・ 染 25 ヶ 10 ヶ 13 ヶ 
中 等 度 66 ヶ 71 ヶ 78 ヶ 
痕跡 的 5 ヶ 6 ヶ 1 ヶ 
因 不 人 業 0 ヶ 3 ヶ 1 ヶ 
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も の と 生 卵 に 上 記 混 合 液 よ ルコ ロバ 導 要 ツ ー ダ を 除き 作用 
せしめ た も の を 対 風 と し て 置い た が , 何れ も 全く 着色 し 
か つた 。 コ ハク 酸 脱水 素 酵素 は , 細胞 要素 と 密 に 結び 
5 不溶 性 で あり , 且つ 細胞 呼吸 に 必須 の も の と され 
いる 。 故に 生き た 卵 は 必ず 本 反応 陽性 で 


き 


' あ る 徐 だ が , 
上 か 体内 等 て 自然 死に お ち 入 る 場合 も 。 死後 本 反応 が 長 
期間 持続 する と は 考え られ な い 。 着色 を 示す 卵 は 生 卵 , 
然 ら ざる も の は 死 卵 と 見 て 良い と 思う 。 叉 感染 後 60 日 の 
家 兎 糞 中 の 虫 卵 は 約 46% に 本 反応 陽性 で あつ た 。 

私 共 は 日 本 住 血 吸虫 卵生 死 鑑 別 の た め , 種々 の 方 法 を 
行 つ た が , TTC を 指示 薬 と し て , 虫 卵 の コハク 酸 脱 水 
素 本 素 作用 を 検 す る 方 法 が , 確実 で 簡単 , 且つ 又 未 熱 卵 
に も 適用 し 得る こと と を 知 つ た 。 必 ず や 薬剤 効果 の 判定 に 
或いは 虫 卵生 存 期間 の 究明 等 に 有用 で ある と 信ずる 。 
了 ( 岡 大 寄生 虫 ) 山 口 左 仲 

。 Neutralrot の Vitale Farbung を 試み られ まし 


みか 。 
2. その 結果 は 如何 


アー 
7ー 


( 答 ) 織田 卓 五 郎 
ミラ チチ ヂ ウ ム の 完成 され た 成熟 卵 に 訟 いて は 或 る 程度 


生 卵 と 死 卵 で は 異 つた 態度 を 示し た が 未 雪上 の 場 合 生 卵 
も 死 卵 も 一 様 に 染色 され 区 別 出来 な か つた 。 


8. Bladder worm の 娘 胞 形成 に つ 
いて 


北海 道 大 学 獣医 学部 家畜 寄生 虫 病 学 教室 
山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 近 野 誠二 
On the formation of daughter cysts in 
bladder wornS. 
JIRO YAMASHITA, MASASHI OHBAYASHLI 
SEIJI KONNO 


条 虫 類 の 幼 で ある Bladder worm に 於 ける 娘 胞 形 
成 に と 就 て は 。 Echinococcus ( 包 虫 ) の 場合 を 除き , 
CoeZ42474S Ce76 の 727S, C. se7277S、 CySZZce7CZS 722677/ げ 0777275, 
C. が sos, C. ezco が Ss に こつ いて 夫々 1 < 2 例 を 記 
し レ し た Neunaan (1907), Roger (1942), Holldober (19 
37), Crusz (1948) の 報告 が ある の み で , 一 般 に は 殆 ん 
ど 知 られ て いな い 。 演者 等 は 潤 く 最近 に 至り , 多数 の 紛 
胞 を 形成 し た Coezzzzes se772 が s の 2 例 に 遭遇 し た 。 妨 
極 く 最近 娘 胞 2 個 を 蔵 し た 同種 1 例 に 遭遇 し た 。 今回 は 
多数 の 妨 胞 を 蔵 し た 2 例 に つい て 報告 する 。 
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第 1 例 は 手稲 村 で 捕獲 され た 野兎 の 右 肩 部 度 下 織 か ら 
得 ら れ , 母 胞 壁 に は 約 250 個 の 頭 節 が 本 種 固有 の 配列 を 
示し た 。 3.5X 5cm の 母 胞 内 に は 26 個 の 娘 胞 ( 2.0~ 
2.8X 1.6~ 2.4mm) が 夫々 漠 離 し て 胞 内 液 中 に 浮 在 
し 8 個 が 母 胞 内 層 に 懸垂 し て いた 。 

So 山麓 で 捕れ た 野兎 の 筋肉 間 か 

表 た 6 個 の 中 の 1 個 で , 6.5X 2.4cm の 母 胞 内 に 42 個 
MA に ある 。 抽 用 の う ち 6 個 (5~ー9※X2 
ー 8 mm) は 夫々 流離 し て 胞 内 液 中 に 浮 在 し た が , 他 の 将 
胞 は 細 短 な 膜 様 の 柄 で 互い に 連結 し , 4 群 に 別れ , 夫々 
の 群 は 罰 太 の 房 状 を 呈し て いた 。 面 も 4 群 中 の 1 群 は 胞 
内 液 中 に 浮 光 し て いた が , 他 の 3 群 は 細い 膜 様 の 柄 で 母 
胞 内 層 に 懸垂 し て いた 。 こ と れ ら の 痕 胞 は 愉 も 
og2$, C. が s が oz2S な どの 外観 を 呈し , 頭 節 は 各 1 個 
で ある が , 頭 館 は 殆 ん どの 個体 に 於 て 雇 出 し 
れ ら の 女 胞 に 就 て 極め て 興味 深い 新知 見 は 胞 裏 砕 の 組織 
構成 が 母 壁 台 と 著しく 異 る と と で ある 。 即ち 母 胞 長 は 均 
抽 な 薄い クチ クラ 層 が 外面 を 囲 続 し , 厚い 実質 層 が 内 面 
を 占め , この 網状 実質 層 中 に 排 湯 管 , 筋 内 が 走 つて いる 
の で ある が , 娘 胞 壁 で は クチ クラ 層 は 内 面 を , 実質 層 は 
外面 を 構成 し , 性 も 母 胞 壁 を 裏返し た 状態 を 呈す る の で 
yh 『 例 で は 良 胞 の 組織 学 的 観 察 が か ない 
の で , と の 点 比 較 し 得 な いこ と は 甚だ 遺 壇 で ある が , 後 
人 衝 adder worm の 多用 全 発見 に め 。 胃 

織 学 的 追 宛 を な す と 共に , 本 例 の 如き 異常 長 を 有する 女 

胞 の 証 後 の 発育 , 感染 能力 の 存否 に 就き 検討 し た いと 考 


ぅ デュ 
ん に の る 。 


や CyS2Ce7C2S 


1 。 ヽ = ー 
て いな た 。 だ 


9. 微量 比 色 定量 法 に よる サン トニ 
の 生体 内 推移 の 研究 


大 阪 大 学 医学 部 木谷 内 科 
中 村 二 了 ・ 木 谷 威 男 
Studies on the change of santonin 
level in living body by the 
naiCrocolorimetric rmethod. 
JIRO NAKAMURA, TAKEO KITANI, 


研究 目的 : 昌 の 駆虫 機 序 に 関し 其 の 主役 を サン 
、 < 0 
る と する 説 と が ある 。 併 し 何れ に せよ 先 づ 「 サ 」 Me 
内 推移 を 検索 する 必要 が ある 。 そ と で , 正常 時 の 
ず 分 泌 夫 進 時 に も 尿 , 胆汁 , 腸 液 に どの 様 に ie 
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浴 さ れる か を 家 兎 を 用 いて 詳し く 量 的 に 追求 し た 。 
方 法 : 家 兎 に 「 サ 」 を 投与 し 又は 投与 後 一 定時 間 に 利 胆 
剤 (コレ レチン ) 或 は 食餌 を 摂取 させ 経時 的 に 尿 , 胆汁 , 腸 
液 (私 共 の 考案 し た 手術 術 式 に より 分 離 腸管 輪 を 設置 し 
特殊 の 固定 台 に 家 兎 を 固定 , 採集 し た ) の 量 的 変動 を み 
る と 共に 私 共 の 考案 し た ナトリウム メチ ラー ト 法 に よる 
体液 肉 「 サ 」 の 微量 比 色 定 量 法 を 用 い 其 含有 「 サ 」 量 を 
測定 し 其 消長 を 見 た 

結果 : A) 正 陸 の 「 ナ 」 排 : 8) 尿 , 胆汁 で は 静 
注 , 経口 投与 共に 投与 後 3 時間 に 最も 多く 排 浴 さ れ , 静 
注 で は 以後 急激 に 減少 , 経口 投与 で は 其 減少 極め て 徐々 
で ある 。 D) 胆 汁 に て 更に 詳細 に 1 時 間 毎 に 採取 検査 する 
と 電信 科す 時 間 二 PE で の 「 テ 大 午 大 紹 の 内 凍 
排 演 され る 。 他 方 , 経口 授与 で は か ゝ る 関係 を 見 な い 。 
6) 腸 : ご は 静 注 後 胆汁 と 同様 に 消長 する が , 経口 
投与 で は 投与 後 3 時 間 量 却 つて 少な く , 以後 増加 且つ 持 
続 的 に 排 演 す 。B) 分 泌 元 進 時 の 「 サ 」 排 浴 : a) 利 腸 剤 
(コレ レチン ) の 影響 : 「 サ | の 胆汁 え の 排 洪 は 胆汁 
泌 の 増量 に つれ 其 の 濃度 低下 , 絶対 量 増 加 す 。D) 摂 食 の 
影響 :「 サ 」 の 腸 液 へ の 排 洪 は 食餌 を 与え 腸 液 の 分 泌 を 
図る も 著しい 影響 を 受け な い 。 

総括 と 考 接 : 8) 静 注 後 3 時 間 の 尿 中 「 サ 」 排 洪 量 は 注射 
全量 の ほ ゞ 半 に 近い 。D) 胆 汁 , 腸 液 内 「 サ 」 排 浴 量 は 展 
中 「 サ 」 排 浴 量 に 比べ て 極め て 微量 で ある 。) 尿 , 胆汁 
小腸 え の 12 時 間 総 排 港 量 の 推定 は 静 往 の 場合 は 尿 え の 排 
浴 量 は 49.7m で 投与 「 サ ]」 量 の 殆 ん ど 半 に 達し , 胆汁 え 
と 排 世 量 は 0.8mg で 投与 「 サ ] の 0.7% に すぎ な い 、。 小 
腸 内 え の 総 排 浴 量 を 知る た め に 十二指腸 , 空腸 , 廻 腸 の 
長 さ を 夫々 55cm,。 185cm。 20cm と し て 計算 する と 総 排 浴 
量 は 0.4m, 0.9mg, 0.08m で 投与 「 サ 」 量 の 0.2。 
0.422, 0.0122 で あり , 胆汁 内 え 排 湯 さ れる 「 サ 」 量 を 
加算 する と 胆汁 の 流入 と 共に 小腸 内 へ の 12 時 間 「 サ 」 総 
排 潤 量 は 通算 し て 投与 量 の 1.83% に すぎ な い 。 経口 投与 
の 場合 は 総 排 港 量 は 胆汁 , 十二指腸 , 空腸 , 廻 腸 で は 
0.7mg, 1.0m, 1.8 中 。 1.2 叩 で 夫々 投与 「 サ 」 量 の 
0.6 多 , 0.2%, 0.05% で あり , 通算 し て 小腸 内 を の 12 
時 間 総 排 浴 量 は 投与 量 の 1.02 に 過ぎ な い 。 

( 問 ) ( 阪 医大 内 科 ) 柳 冶 
採尿 方 法 は カテ ー テ ル 法 で 行う 時 は 円 滑 な 採取 が 出来 
Norak 
の 方 法 に より 時 間 的 に 実に スム ー ES 
- 中 村 二 郎 
家 兎 尿道 の 太い 場合 は カテ ー テ ル で 採用 し た 。 











家 兎 尿道 の 細い 場合 は ビニ ー ル 管 で 推 集 し た 。 
( 問 ) ( 順 天 大 薬理 ) 板 東 丈 夫 
Santonin 比 色 定量 の 際 に 腸 液 よ り 由 来 す る 物質 の 新 
響 は どの 程度 で あつ : 
Santonin の 投与 量 は Prokilo に し て いく ら で あ つた 
か , 動物 は 何で あつ た で し よ ょ 
答 ) 中 村 二 郎 
。 私 共 の 方 法 で 精製 し た 場合 , ナトリウム メチ ラー 
ト を 加え た 時 比 色 を 障害 する 発色 を みとめ な か つた 。 
2 . 体重 2 kg の 家 束 を 用 い , 一 定量 の サン トニ = ニン を 投 
与 し た 。 


か あこ 


C し よ ょ う か 。 


10. 虐 卵 の 卵殻 構造 に つい て 
岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
稲 臣 成一 


On the egg-shell structure of pinworrna 6ggS. 
SEIICHI INAOMI 


暁 虫 卵 の 構造 に 関し て は 光学 顕微 鏡 で 数 多く 観察 , 報 
告 さ れ て いる が , 之 を 電子 顕微 鐘 で 観察 し た 結果 面白 い 
像 を 得 た の で 報告 する 。 

固定 は 中 7.2 の 1 OsO。 液 で 行い 日 本 ミク ロト ー ム スム 
の ロー タリ ー ミ クロ トー ム で 切片 を 製作 し た 。 銀 察 に は 
明石 の TRS-50B を 使用 し た 。 

暁 虫 卵 は 明らか に 内 外 二 層 か ら 構 成 さ れ 外 層 は 約 0.45 
の 厚 さ が あり 内 層 は 2 て 64 の 厚 さ が ある 。 外層 に は 
無数 の 小 孔 が 放射 線 状 に 配列 し て いる 。 と の 直径 は 0.05 
ー 0.1。 程 で ある 。 又 内 外 両 層 共 に 極め て 級 維 な 繊維 が 
網状 に 走行 し て いる 。 と の 繊維 は 何れ も その 太 さ は 約 
0.004z 以下 で ある 。 

商 内 外層 は 元 来 は 密着 し て いる ょ う で ある が 成 謀 す る 
と 剣 離す る よう で ある 。 

又 未 熟 卵 で は 外層 は 始め 非常 に 薄い よう で ある 。 

( 問 ) ( 熊 大 寄生 昌 ) 岡 村 一 償 

暁 虫 卵 の 坦 的 研究 を 行 つて 居る も の と し て 読影 に 苦 
労 し て 居る 。 そ の た め 次 の 点 を お た づ ね する 。 

1) 常 に 同一 の 像 を 期待 し 得る か 。 

2) 外 層 に 線維 を 見 な いか 。 

3 内外 両 層 の 線維 の 間 に 連 絡 が ある か 。 

( 答 ) 稲 臣 成一 

1 . 今 迄 の 所 で は 大 体 常に 一 定 の 像 が 得 ら れ て いま 
す 。 

2. 外層 に る も 繊細 な 繊維 の 走行 が 認め られ ます 。 
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3$. 内 層 と 外層 と の 組 維 の 連絡 は 見 られ ませ ん 。 


11. 水 騒 虫 の 分 泌 排 港 系 統 の 発生 学 的 
研究 


岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 忠 学 教室 
坂井 田 久 著 


Emabriological studies on the secretion and 
excretion system of 4s7cz/277S 7e777767 の . 
HISAYOSHI SAKAIDA 


sc が s 7ez が 7ez6 (こつ いて 仔 虫 を アン チ フ オル ミ 
ン 処置 し て 脱 殻 し た 仔 虫 は 食道 腺 原 基 以 外 は 各 原 基 共 不 
分 有明 で ある 。 

革 日 単 の 小腸 部 , 盲腸 部 , 
虫 を 認め る 。 

二 期 の 仔 虫 は 各 原 基 が 出来 , 感染 直後 と 思わ れる 仔 虫 
に 頭 腺 が 2 対 あ る 。 食道 は 筋 注 部 が 発達 し 咽頭 と 口腔 は 
未 分 化 で ある 。 食道 弁 が 策 形 成 さ れる 。 食道 弁 の 部 を 食 
道 腺 が 取 囲 ん で いる 。 体 の 前 方 リ 。 の 腹面 に 排 浴 裏 原 基 
と すぐ その 上 方 に 預 腺 が ある 。 腸管 は 大 核 を 含む 加 粒 性 
の 細胞 で 腸管 腔 は 形成 され な い 。 体 壁 は 角 皮 下層 , 筋 の 
分 化 な く , 巨大 細胞 が ある 。 更 に 発達 が 進む と , 口腔 , 
咽頭 の 形成 進み , 排 浴 裏 原 基 が アメ ー バ 偽 足 の 如き 状態 
で 体 の 前 後に の こと る 。 と の 時 期 に 排 港口 が 形成 され る 。 
頭 腺 は 神経 輸 後方 迄 側 に 沿 つ て 延び る 1 対 を , 咽頭 両側 
に 止 る 1 対 と に な る 。 

天 腺 は と の 時 期 に 2 分 し , 前 方 は 食道 弁 , 後方 は 腸管 
始 部 に 達する 。 左右 1 対 あり 食道 腔 に 開口 する 。 


に 生殖 基 の 発育 レ な い 仔 


12. 系 状 虫 仔 虫 の 定期 出現 性 ょ 成虫 と 
の 関係 に つい て 


東京 苦 工 大 学 農学 部 獣医 学科 
大 石 尋 ・ 久 米 清治 


On the relationship between the mmicrofilariai 
periodicity and the adult wormm. 
ISAMU OHISHTI, SEIJI KUME 


系 状 虫 仔 虫 の 定期 出現 性 の 由来 に 関し て は 多く の 報告 
を みる が , その 原因 が , 仔 虫 自体 に ある も の か 。 或 は 成 
虫 の 側 に 存する も の か の 根本 問題 に 就 て は , 決定 的 な 証 


( 40 ) 
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明 を 欠い た まっ ゝ 今日 に 至 つ た 。 私 共 は 仔 虫 の 定期 出現 性 
及び スパ トニ ン に よる 仔 虫 誘 出 現象 が , 成虫 と 関係 が あ 
る か 否 か に つい て 知る べく , 犬 糸 状 虫 感染 犬 を 用 いて 実 
験 を 行 つ た 。 

実験 方 法 : 抗 仔 虫 作用 は 認め な い が , 抗 成虫 作用 の 著 
し い 破 素 剤 を 用 い , 成虫 を 確実 に 殺 減 し て , その 前 後に 
於 ける 仔 虫 の 定期 出現 性 と スパ トニ ン に よる 仔 下 誘 出 状 
態 と を 調べ , 成虫 の 存在 が , 之 等 仔 虫 出現 現象 に 影響 を 
与え る か 人 否 か を 検 語 すし た / こ o 即ち 定期 出現 性 の 検索 ミ に は 

2 時 間 < 隔 で 12 回 採血 を 行い 。 スパ トニ ン に よ る 仔 下 
出 実 験 は 定期 出現 の 最低 時 刻 で ある 9"45'AM~ 17507 
PM の 間 に 行う べく , 385mg/kg を 投与 し て , 投与 後 5" 
6 0 人 。 1 3200。 の だ 科 。 の お 。 ま 前 4 
と 採血 し た 。 商 仔 昌 数 の 変動 は 0.01cc の 血液 標本 3 枚 
の 平均 値 に つい て 鍋 察 し た 。 
oo 
と スペ パト ニン に よ ょ る 仔 虫 誘 出 状態 と を 検討 する に , vV 


- れ の 例 で も , 成虫 の 死滅 前 後に 於 て , 人 下 の 出 天 


差異 は 認め られ な か つた 。 

以上 の 如く , 成 昌 の 存否 に 拘り な く , 仔 虫 の 定期 出現 
性 と スパ トニ ン に よる 仔 虫 誘 出 現象 が 認め られ た 事 は , 
未 策 血管 え の 仔 虫 出現 現象 が , 成虫 と 関係 な く 惹 起 さ れ 
る も の で あり , その 根本 原因 は , 仔 虫 自体 に 求め る べき 
で ある と 考え られ る 。 

結論 仔 虫 の 定期 出現 性 と スパ トニ ン に よる 仔 虫 誘 出 
現象 は , 成虫 の 存否 に 関係 な く 起 る と と を 実験 的 に 証明 
レ た 。 

0 ( 鹿 大 第 1 内 科 ) 概 屋 富 一 

・ 成虫 死滅 後 仔 虫 を 証明 する 期間 は 如何 。 

2 . 仔 貝 乃 至 宿主 側 の 役割 に つい て の 御 観察 は な き 
や ゃ 。 

3 余 等 は 静 カ テ , 切除 肺 , 肝 生 検 , その 他 に より , 
肺 小 血管 は 昼間 仔 虫 の 集中 場所 で ある 事 を 証明 し 「 ス 
に よ ょ り 動 脈 系 か ら 静 脈 系 えと 循環 する 途中 皮下 毛細 管 血 
に 停滞 する 事 を 知 つた 。 示説 に 写真 を 供覧 し た 。 

( 答 ) 大 石 男 

1 . 実験 致し て お り ま せん 。 

2. 実験 検討 中 な る も 発表 の 段階 に 至ら ず 。 

3. 定期 出現 性 に よる 仔 虫 増 多 時 と 減少 時 に 於 ける 体 
内 各 臓 器 の 仔 虫 分 布 状 態 と , スパ トニ ン 誘 出 増 多 時 と 対 
照 例 に 於 け 体内 各 臓 器 の 仔 虫 分 布 状 態 と を 観察 し , 定期 
出現 性 に よる 仔 虫 増 多 時 又は スパ トニ ン 誘 出 時 に は 体内 
騰 器 特に 肺 血 に 於 て 仔 虫 分 布 が 低下 する 成績 を 得 , 仔 東 
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の 末 構 血 に 於 ける 増減 は 体内 仔 虫 の 配置 転換 に よる も の 
で ある と と を 実験 的 に 証明 出来 た と 考え , 次 回 の 学会 に 
於 て 報告 する 予定 で お り ま す 。 

( 問 ) ( 亡 大 第 2 内 科 ) 指 宿 英 造 

1 . 成虫 を 死滅 な し め る Mittel と し て は 何 を 使用 し 
た か ? 

2. 体内 組織 内 成虫 の 剤 検 的 検査 は どの 往 囲 に 調べ ら 
れ た か ? 

( 答 ) 大 石 胃 
。JDichlorphenarsine hydrochloride を 使用 し た 。 

2. 犬 糸 状 虫 成虫 は 最終 寄生 場所 と し て 右 心 室 に 寄生 
し て いる が , 稀 に 異 所 寄生 を 認め る の で , 調査 場所 と し 
て 左右 心室 , 心房 , その 他 静 脈 系 , 体腔 等 を 検討 し た 。 


13. 温度 差 に よる 釣 仔 是 の 組織 公 入 性 
1 に つい て 





トー 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
西 村 猛 


On the penetration ratio of Ancylostonaa 
larvae into animal tissue under the 
infiuence of sveral temperatureS. 
TAKESHI NISHIMURA 


釣 仔 の 経 皮 的 侵入 の 機転 に は その 仔 虫 の 外界 に 於 け 
る 運動 能 が 重要 な 要因 と し て は た らく と と は 疑い の な い 
ころ で , 従 つ て 温度 と 仔 虫 の 運動 能 と の 関係 を 追及 す 
こ と は , と れ を 解明 する 上 に 役立つ も の と 考え られ る 。 
私 は 寄生 虫 学 雑誌 5 巻 $ 号 に 於 いて 人 血清 を 入れ た 家 
兎 勝 肝 膜 に 釣 仔 虫 が 侵入 する と と を 述べ た が , と の 事実 
か ら 此 の 方 法 に よ つ て 温度 差 に よる 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 
の 変化 を 観察 する と と と し た 。 

実験 方 法 ・ 実験 は ツ ビ = 釣 虫 (4. dzogexg) 及び 犬 
釣 虫 (4.cgzgzz) の 仔 虫 に つい て 水温 15<42C に 於 いて 
行い , 温度 間隔 を ま 3 C と し て 1 つの 水温 に つい て 10 回 宛 
行 つ た 。 

家 各 勝 腕 膜 は これ を 多数 に 入手 する と と が 困難 な の で 
本 実験 は 家 兎 小腸 を 使用 し た 。 即 ち 小 賜 を 洗浄 し た 後 人 
押 清 1.5cc を 入れ 両側 を 緊 皇 し 腸詰 型 と し た も の を 既報 


ど 
ソン 


用 し た 仔 昌 は 培養 後 6 一 8 日 目 の も の で , 予め 数 を 算定 
し て 水中 に 投入 し た 後 と れ と 2 時 間接 触 せ しめ, 後 と これ 
を 水洗 し て 組織 内 及び 血清 内 に 侵入 し た 仔 虫 の 実数 を 算 
え 夫 々 の 侵入 率 を 求め た 。 





の D の 方 法 に よ ょ つて 仔 虫 と 接触 せしめ た も の で ある 。 使 ・ 
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実験 結果 : 実験 し た 水温 は 両 種 共に 15, 18。 z』, 24, 
27, 30。33, 36, 39. 42*C で , 各 温 度 に 於 ける 侵入 率 の 
平均 は ツジ ビ = 釣 仔 虫 で は 夫々 5.7,。 8.2。11.5 多 , 
30.8。 37.8 多 。 5.42。 14.82。 20.4 狗 。 81.1%。 
9.9 欠 , 犬 釣 仔 由 で は 夫々 0.11%, 0.60 欠 , 2.862%, 
2.25。 0.62%, 0.83。 0.21, 0.62%。 0.27, 
0.19% で あつ た 。 ツジ ビ ニ = 釣 仔 虫 の 最高 侵入 率 は 24 で に 
於 ける 68.0 多 で あつ た の に 反し, 犬 釣 仔 で は 21C の 
8.972% で , これ ら の 結果 か ら 組 織 侵 入 性 に つい て 両 種 問 
に 顕著 な 差 が 認め られ , 犬 釣 仔 虫 で は ツ ビ ニ 釣 仔 虫 に 比 
し て 侵入 率 が 極め て 低い と と が 判 つ た 。 

次 に 之 等 の 成績 か ら 衝 温度 に 於 ける 母 平均 の 信頼 限界 
(信頼 度 9522) を 求め , 各 温 度 間 の 有意 差 の 検定 を 行 つ 
た が , それ に よる と ツ ビ ニ 釣 仔 虫 で は 27C と 89 で C に 於 い 
て 侵入 率 が 高まり , 犬 釣 仔 虫 で は 24C と 36'C に 於 いて 侵 
入 率 が 高まる と と が 判 つ た 。 商 ツ ビ = 魚 仔 虫 の 24C 及 び 
犬 釣 仔 昌 の 21C の 場合 は 此 の 実験 方 法 或 は 例 数 で は 他 の 
温度 と の 比較 は 出来 な か つた が 概 わ 侵入 率 が 高い と 考え 
て 差 支 えな い 様 に 思わ れ た 。 即ち 此 の 結果 か ら こ と れ を 直 
ち に 経 皮 感 染 と 結び つけ て 考え る と と は 出来 な いし , 騙 
両 種類 共に 21C~27C, 36C~ー89C に 於 いて 侵入 率 の 上 
昇 が 認め られ る と と , 及び 両 種 間 に 顕著 な 侵入 率 の 差 が 
ある と と の 解釈 は 極め て 難 か し い が , 温度 変化 に よる 釣 
仔 虫 の 運動 能 の 変化 が 組織 侵入 性 と いう 面 か ら あ る 程度 
知り 得 た の で は な いか と 考え られ る 。 


14. 釣 虫 の 実験 的 腸管 外 寄 生 及 びそ の 
方 法 に 依り 得 ら れ た 不 受精 卵 
に 就 い て 


大 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 科 
頂 正 知 


Studies on 4zcy/s/22Z C2242227772 inmfected 
experirmentally in the abnorrsal OrganS 
of the host, and its unfertilized eggS. 
MASATOMO KUSUNOKI 


前 回 は 固有 宿主 た る 犬 の 腹腔 内 に 注入 せら れ た 犬 釣 虹 
成虫 或 は 幼 若 成虫 は , 犬 腹腔 内 に 於 いて 2 ~ 4 週間 以上 
の 長期 に 渉 り 生存 する の みな ら ず , 幼 若 成虫 は 体制 上 自 
然 感染 成虫 と 大 差 無き 迄 に 発育 し , 注入 後 2 週間 以上 を 
経た 暴 虫 で は 体内 に 釣 虫 卵 を 保有 する に 到 る 事 を 報告 し * 
た 。 
今回 は 更に 犬 釣 虫 成虫 及び 経 皮 感染 後 1112 日 目 の , 
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生 犬 の 胸腔 , 縦 隔 費 等 の 体 
腔 , 有 外 , 肝 , 肺 等 の 実質 臓器 , 筋肉 及び 皮下 組織 内 に 注 


体長 約 4 mm の 幼 若 成 虫 を , 


入 し , 何れ も 2 週間 以上 生存 し , 且つ 幼 若 成 で は 体 
長 , 体 幅 が 増加 し 体制 上 自然 臣下 と 大 差 無き 迄 に 成 
長 し , 雌 虫 は 体内 に 了 虫 卵 を 包 蔵 或 は 産卵 する に 到 る 事 を 
確認 し た 。 
その 寄生 状況 は 胸膜 , 臓器 , 癒着 に 依る 腫 溜 等 の 表面 
に 喧 着 する も の と , 臓器 , 筋肉 , 皮下 或 は 癒着 部 等 の 組 
織 内 に 作 られ た 了 虫 腸 内 壁 に 着 する も る の と が あり , 特に 
大 和 虫 衣 内 に 寄生 する も の に は 活発 に 運動 する も の が 多く 
見 られ た 。 又 虫 体 が 赤色 を 呈し , 明らか に 吸血 を 行 つ て 
いた と 思わ れる 例 も weaesa 注入 カ所 より 他 の 組織 に 
Pe 例 は 見 られ な か つた 
ち 釣 虫 成虫 及び 幼 若 成虫 は 必ず し きゃ eg 

| の 人 PA 筋肉 或 は 皮下 等 の 組織 内 に 
PPAdaed る 事 は 可能 で あり , pro 
し て 必 ず し ゃ 腸管 組織 等 を 必要 と し な い も の と 思わ れ 


た 


7 こ O 


ーー SKY の PAORedpaa 

み を 生 犬 腹腔 内 に 注入 し , 3 週間 後 その 発育 する を 
ーー NO 092c 電 An 
熟 な 雌 虫 の み を 雄 虫 と 全く 隔離 し た 環境 で 発育 させ た も 
の で あり , 注入 前 に 精子 を 認め な か つた 事 よ り 不 受精 卵 
と 断定 し 得る と 考え られ た 。 

息 裏 内 ょ り 得 た 卵 の 大 き さ の 平均 は 72X48。 貝 体 を 
犬 血 清 内 で 約 5 時 間 飼 育 し , 飼育 液 内 に 産出 させ た 卵 の 
大 き さ は 平均 68X444 で あつ た 。 

之 等 不 受精 卵 は 受精 卵 に 比 し 策 々 大 で , 卵 内 容 は 小 題 
炒 の 充満 ナ る も の 多く 卵 衣 と 卵 内 容 と の 間 に 空 際 の 存 
在 す る も の は 少く , 且つ 膨 化し 易く , 水中 に 放置 すれ ば 
24 時 間 以 内 に その 大 半 が 破損 する を 認め た 。 

( 加 ) (岐阜 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 

日 本 顕 口 虫 の 未 受精 卵 中 に 円 形 の も の が 生理 的 食塩 水 
中 に 24 時 間 以 上 置く と 出 て 来る 。 

( 加 ) (寄生 虫 研 ) 浅 田 順 一 

犬 釣 虫 雌 虫 を 腹腔 内 に 培養 する 場合 不 受精 卵 を 排出 す 
る が , 其 の 雌 虫 の 子宮 内 に 蔵 せ られ て 居る 数 が 非常 に 僅 
少 で ある と の 御 話 は , 私 共 が 人 の ツメ ビニ 釣 虫 雌 虫 に 於 て 
認め て 居る 事実 全く 一 致す る 。 

最近 一 女性 に 釣 虫 不 受精 卵 を 認め 駆虫 を 施し アメ リカ 
釣 昌 の 雌 貝 一 条 を 確認 し まし た 。 と の 虫 と 於 て 子宮 内 に 
は 虫 卵 数 が 少 い 事 と 膝 部 に 近く 認め られ る も の は 多少 着 
染 化 し た も の で あつ た 。 以 上 追加 致し ます 。 








[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 3・4 号 


15. タン ニン 酸 処理 赤血球 凝集 反 鷹 を 
用 いた 咽 上 中 アレ ルギー の 研究 


群馬 大 学 医学 部 小児 科 
松村 竜 雄 ・ 由 上 修三 ・ 黒 梅 恭 基 


Studies on ascaris allergy with the tanned 
red cell agglutination test. 
TATSUO MATSUMURA, SHUZO YUGAMI 
YASUYOSHI KUROUME 


Boyden の タン = ニン 酸 処 理 赤血球 凝集 反応 を 応用 し て 
馴 虫 に 対す る 血 中 抗体 を 鋭敏 に 証明 する 方 法 を 考案 し て 
昨年 の 本 会 の 虫 シン ポジ ウム に お いて 報告 し た 。 本 反 
応 は . 私 共 の 寄生 虫 無 感染 飼育 法 に よる 寄生 躍 無 感 染 動 
物 に は 陰性 で あり , 顕 虫 感染 動物 に は 陽性 で あり , その 
抗体 は , 顕 虫 体腔 液 に よ つ て 吸収 せら ち れ て , 特異 的 で あ 


つた 


寄生 虫 無 感染 8 に 抗体 を 証明 し な い が , 顕 
Bowewsemsxe る と, 血 中 抗体 は , 感染 
2 週間 後 か ら 証明 せら れ , 4 週 で 最高 と な り , 6 40 倍 程 
度 を 示し , その 人 後 徐々 に 下降 し て , 20 倍 乃至 40 倍 程度 に 


つか = 
フ / て 。 


さて 。 従来 の 研究 で は , 顕 虫 体腔 液 を 海 狂 に 静 注 する 
と 。 海 爵 が 死亡 し , 体腔 液 を 兎 に 注射 する と, 白血球 や 
好 酸 球 の 増 多 を ji 起 し , 体腔 液 を 海 手 の 腸管 に 作用 する 。 
と , その 収縮 を 起 し , 体腔 液 を 海 爵 に 飲ま せる と , 胃 粘 
膜 の 充血 , 浮腫 , 魔 炉 等 を 起す と 報告 され て いる 。 然し 
私 共 の 寄生 虫 無 感染 動物 に , 体腔 液 を 作用 させ て も , と 
れ ら の 現象 は , 全く 認め られ ず , 顕 虫 成熟 卵 を 飲ま せ て 
咽 虫 感染 を 起 さ せ た 動 物 を 用 いて , これ に 体腔 液 を 作用 
させ る と , と れ ら の 現象 が 明か に 現われ る 。 従 つて , 少 
な く と も ゃ も , と れ ら の 現象 に 関す る 限り , 体腔 液 の 生体 に 
及ぼ ば す 影 響 は , その 毒 作用 に ょ る の で な く , アレ ルギー 
反応 に よる と , 解釈 せ ざ る を 得 な い 。 

か ゝ る 成績 を 得 た 理由 と し て , 従来 の 研究 者 の 用 いた 
動物 の 多く が , 了 予め, 人, 豚 , 牛 等 の 非 固 有 の 顕 虫 の 感 
染 を 受け て いた と , 想像 され る 。 

今回 , 動物 屋 か ら 購入 し た ば か り で , も ちろ ん 顕 虫 感 
染 処 置 は 全く 行わ な い 無 処置 の 海 用 及 び 兎 に つい て , 
本 反応 を 行 つ た と と ろ , 抗体 を 有 せ ぬ ぬ も の も あつ た が , 
その 大 部 分 は 抗体 を 20 倍 乃至 40 倍 程度 に 有 し , 中 に は , 
80 倍 , 160 倍 と 高く 証明 し た も の も あつ た 。 即ち , 顕 広 
の 墓 延 せ る 我国 で は , 寄生 貝 無 感染 飼育 法 に よら ぬか ぎ 
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り , ふつ うに 飼育 し た 動物 は , 非 固 有 の 顕 虫 感染 を 受け 
る と と が 多い と と を 立証 する と と が 出来 た 。 

この 際 , 感 作 の 程度 が 0 か ら 160 倍 迄 と いう ょ うに と , 
区 々 で ある と と に 注目 し た い 。 か ゝ る 感 作 の 程度 の 区 々 
な 動物 に , 体腔 液 を 作用 させ た 場合 に 起 る アレ ルギー 反 
応 が , 全く 無 反応 の も の か ら 著 明 な 反応 を 呈す る も の ま 
で , 個体 差 が 著しい と 想像 され る 。 か つて , 所 講 顕 虫 寺 
の 研究 に お いて , 実験 動物 の 個体 差 が 甚 し いと と が 強調 


され た と に epA と 想い \ あ > わせ て 興味 が あ ある 。 


( ( 阪 医大 内 科 ) 岩 田 繁雄 

臨床 え の 応 用 は ? 

( 答 ) 松 村 竜 雄 

タン ニン 処理 赤血球 凝 集 反応 は 臨 条 に 応用 出来 ます 。 
感染 し た 場合 は 高く な り ま す 。 


( 間 ) (岐阜 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 
台 虫 間 に は 犬 , 人 の 間 に 共 通 抗原 性 が ある か ? 

( 答 ) 

た や 猫 の 顕 虫 に 対す る 抗体 も 調べ た いと 思 つ て お り ま 


(長崎 大 北 村 精 一 
今 の 御 演説 中 に 家 兎 や 海 爵 が 感 作 さ れ て いる と 云わ 

和 和 cekRao か の の 
られ る か 。 又は 胃腸 通 


体 中 に 侵入 し て 感 作 され る と 考え : 
過 の 際 に 抗原 と し て 吸収 され て 動物 が 感 作 され る の か , 


アレ ルギー 立場 か ら 御 伺 いし ます 。 

( 答 ) 松 村 竜 雄 
映 虫 感 作 は , 体 循環 の 際 及 び 腸 管内 寄生 の 際 の 両者 に 
お いて 行わ れる と 思い ます 。 

( 加 ) ( 阪 大 微 研 ) 森下 薫 
実験 動物 に 虫 の 自然 感染 が か あつ て 感 作 され て いる も 
の が 多い と 云う こと は , 日 本 の 如く 顕 虫 卵 が 至る 所 に 散 
布 さ れ て いる 所 で の 動物 実験 は 今後 大 い に 人 慎重 に や る ベ 
きも の で ある と 云う と と へ の 一 大 警鐘 で あり ます 。 


16. アイ ッ ト ー プ PW 及び TI を 負荷 
し た 犬 釣 虫 仔 虫 の 追跡 実験 
鳥取 大 学 医学 部 石原 内 科 
原田 義道 ・ 三 上 義昭 ・ 伊 藤 敬 吾 
小谷 覚 ・ 松 島 正 東 ・ 宮 武 明 一 





On Pand 19! as tracers of 


4zcy/Os7 の 22 C の 722224772 


YOSHIO HARADA, YOSHIAKI MIKAMI 
KEIGO ITO, SATORU KOTANI 
MASAHARU MATSUSHIMA 
MEIICHI MIYATAKE 


先 に 岐阜 医大 森下 教授 等 は 。 P*? を トレ サー と し て , 
之 を マウ ス に 経口 感染 し , 興味 ある 所 見 を 得 た の で , 吾 
々 も, 之 が 追試 に 従事 し た 。P*?* 50gc を 20cc の 水中 


に 投入 し , 犬 釣 和 仔 虫 5 万 匹 を 飼育 し , 毎日 仔 虫 の 摂取 
状態 の 変動 を みる と , 第 1 第 3 日 の 間 に , 第 1 の ピー 
ク が あり , 吾 ベ は と の 時 期 の 仔 虫 を 使用 し た 。 又 上 清 
KS >: な くす る の に ガラ ス フ イ ルター No. 4 を 
使用 する く 、. 生 沈 2 AE 仔 虫 全体 
に 。 拓 取 し て て いる の を 認め た 。 犬 を 使用 し て の , P*? に 
陳 wme 才 た 
Ii を 使用 し て 。 シン チレ ーション ウェ エル タ イプ に て 。, 
追跡 を 試み た 。 即ち , 1 100wc を 10cc に 


う 
デ 


投入 し , 犬 鈴 
虫 仔 虫 5 万 匹 を 飼育 し た 処 , P%? の 如く , 第 1 の ピー ク 
が 第 1 日 目 あ た り に あり , 隊 和 ee 使用 し た 。 
10cc 水中 1 100gc で は , に 何等 障害 を 認め な か 
つろ ラガ ネネ アウ 0 で , 全体 に 捕え られ て いる 
の を 見 た 。 

第 1 の ビー ク に 達し た 仔 虫 の , 水 へ の 排 港 状態 を みた 
が 著 明 で な く , 双 8 日 間 位 は 仔 昌 の の 体内 の アイ ソト ー プ 
の 保持 量 は あま り 変 ちな か つた 。 次 いで マウ ス を 使い 追 
跡 実験 を 試み 。 良 成績 を 得 た の で 犬 に 使用 し た 。 即 ち 
TI を 負荷 し た 仔 虫 1 万 匹 を 径 口 的 に 感染 させ , 時 間 的 
経過 を みる に , 始め 胃腸 内 容 に 多く, 次 いで , 胃腸 管 
且 , 肝臓 ( 増加 。 肺 は ペー ルマン 氏 法 に よる 仔 中 雪 と 平 
行 し て 12 時 間 頃 より 増加 する の を 見 た 。 色 排 浴 き され た 
Tt は 。 甲状腺 に 集 る の が 見 られ た 。 

結論 

Ii は 7 線 を シン チレ ーション ウェ ル タ イ プ に て 測 
定 可能 で ある か ちら, P% の 様 に , 臓器 を 灰 化 の 必要 な く 
と の ま ヽ 計測 出来 る の て 。 操作 が 簡便 て あり p ス が 少く 
且 少 量 で も 鋭敏 に 計測 出来 る 。 1 は 仔 虫 が 之 き 排 港 レ 
て も 甲状腺 に 集 り , 追跡 を 妨げ な い 。 以上 の 点 よ り TI 
は 。P*2 より は , 重 室 な トレ ー サ ー で ある と と を 報告 レ 
た 。 

( 加 ) (岐阜 医大 ) 森 下 哲 夫 
咽 虫 を P 液 中 で 飼育 する と 又は 顕 虫 に 注入 する と 
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管 に 多く P'* が 見 られ る 。 T! で も や つて 見 る と , 面白 
い 比 較 が 出来 る と 存じ ます 


17. 鹿 見 島 騒 に 於 ける 釣 皿 感染 仔 虫 の 
越冬 態 に つい て 


もら ゃ 






































鹿児島 大 学 医学 部 寄生 躍 学 教室 
阿部 康男 ・ 新 門 肉 


On the overwintering of the infective larvae 
of hookworns in Kagoshinama Prefecture. 
YASUO ABE, OSAMU SHINKADO 


鹿児島 県 下 に 於 ける 釣 昌 卵 並び に 釣 虫 感染 仔 虫 の 冬期 

だ 於 ける 態度 に 就 いて 野外 観察 並び に 実験 室内 観察 を 施 
行 し た 。 

(1107C, 12~-18'C, 14 で の 低温 に 於 ける 糞便 内 貝 卵 
( 両 種 混合 寄生 便 ) の 発育 状況 の 観察 結果 , 14.07C に 於 
て 一 都 朋 化 仔 虫 を 認め る が , 一 方 培養 eee た 従 
い 発 育 不良 卵 , 変性 異常 卵 の 増加 が 認め らち れる 。 自 然 界 
PR で 毅 化 が 行 
われ 翌年 1 月 。 2 月 を 除き 再び 3 月 中 旬 に な る と 骨 化 を 
開始 する 。 

(2) 自 然 界 に 於 ける 釣 虫 仔 虫 感 人 keep 
況 を 月 別に 検討 する と 冬期 に な る 程 低下 し 1 月 に ゃ 両 種 
釣 東 感染 仔 虫 の 検出 が 可能 で あつ た が ,2 月 に は 生存 仔 虫 
は 検出 不可 能 で あつ た 。 又 冬期 の 地表 下垂 直 的 分 布 の 実 
験 結果 は その 92.87%% が 地表 下 5cm ま で ゞ あり , 残り は 
10cm 迄 の 間 に 認め られ それ 以下 に は 認め られ な か つた 。 

(③ 駆 出 死 減 下 体 ( ツ ビ = 種 ,。 アメ リカ 種 ) か ら 得 た 
東 卵 の 14.0'C, 16.0 で の 低温 下 発育 状況 は , 便 内 下 卵 
の 発育 と 相 師 し 大 体 一 様 の 発育 を 示し 糞便 内 躍 駐 ツ ピ 
ニ 種 は アメ リカ 種 よ り 僅か に 発育 が 速い 結果 を 得 た 。 双 
月 数 を 経る に 従い 発育 不良 卵 変性 異常 卵 の 増加 が 著 明 で 
あり 由 卵 発育 の 不 均 性 が みみ られ る 。 

(4) 実 験 的 に ツ 『= 種 感染 仔 虫 の 低温 抵抗 試験 の 負 察 
結果 は , 3.0 6.0"C ee 週間 50 こ 70%24 日 で 
20-30 多 , 以後 室温 に て 4 カ ヵ月 経過 し て も 尚 少 数 
の 生存 を 認め , 一 1.0ー 一 8. WDM 48 時 
上 て し た が ピッ ク 氏 130 人 て 8 

前 後 の 生 存 が 四 め られ , - 5.0- 6.0'C で は 一 昼 
tRNA られ な か つた 。 双 12 月 より 8 8 月 
の 感染 仔 虫 の 一 定期 間 生存 状態 を 約 9000 隻 に 就 て 観察 し 
た 。 室 内 で は 38~63 日 経過 し て 尚 Y 26 の 生存 仔 虫 が 
認め られ , その ま ゝ 越 委 する に 対し 室外 で は 実験 期間 中 
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の 温度 に より 成績 が 悪く な り 零 度 以下 に 下降 する と 検出 
し 難く な り 全 く 生 存 仔 虫 を 認め な いと と も あつ た 。 
釣 虫 卵 の 発育 は 相当 不 均 性 を 来 し 感染 仔 昌 の 生産 は 排 
洪 さ れ た 了 虫 卵 数 より も 極度 に 減少 し て お り 。 実際 に 土壌 
内 感染 仔 は その た め に 少 い 。 条 期 死 浅 0 す る も の か は 発 
育 の 不 均一 性 に 基づく も の で あろ う 。 


18. ゲ ビ = 釣 是 , アメ リカ 釣 是 , 東洋 
毛 様 線 虫 , 共 線 の フィ ラリ ア 型 
仔 虫 の 温度 変化 に 対す る 運動 
性 の 比較 に つい て 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 部 
白坂 竜 叶 ・ 佐 々 学 ・ 田 中 寛 
Comparative studies on the relationship 
between temperature and motilities 
of the filariform larvae of the human 
paraSitic nematodes, 42cy/Os7 の 9222 の 206722e 、 
ecg7 の 7 の 722677C72224S, 7 77C770S77 の 72ZV/4S 
07762777S and .S77 の ZZy/O2 の es S7e7C の /277S. 


RYUHKO SHIRASAKA, MANABU SASA 
HIROSHI TANAKA 


培養 に より 検出 され る 線 虫 類 , ツ ビ ニ 釣 虫 (A.s) アメ 
リカ 釣 虫 (N.a) 東洋 毛 様 線 虫 (T.o) 糞 線 虫 (Sc) の 
四 種 フイ ラリ ヤ 型 仔 虫 の 間 に は 温度 変化 に 対す る 運動 性 
の 間 に か な り の 差異 ある 事 が 認め られ, と れ に 対す る 研 
究 を 行い まし た 。 実験 は と し て 温度 変動 に 対す る 仔 下 
の 動静 の 観察 と , ② 頭 部 1 分 間 律動 数 に よ つ て 表わし た 
仔 虫 の 運動 量 の 差異 の 観察 に 分 け て 行 つ た 。 

① は 各 仔 虫 を 27Cー 0C っ 25C と 温度 を 下げ 上 げ し そ 
の 間 1 で 爺 に 活動 仔 虫 数 の 百分率 を 比較 し た 。 こ と の 場合 
T.o が 最も 低温 まで 運動 を つ ゞ さけ , 又 温 度 上 昇 時 も T.o 
が 一 番 早く 動き 出し て いた 。 次 いで A.d, S.s, N.a の 順 
で し た 。 刀 S.s, Na, は 特に 下 温 時 と 上 温 時 の 同 温度 で 
の 活動 等 に か な り 差 が あり 低温 部 の 温度 変動 に 対し て の 
影響 か か な り 大 きい 事 を 認め まし た 。 

② 衝 仔 虫 の 運動 量 の 比較 に つい て は 一 応 仔 虫 の 全部 
が 停止 する 温度 まで 下げ , 今度 は これ を 上 昇 , と の 間 , 
25C 宛 1 分 間 の 頭 部 律動 数 を 計り 比較 し た 。 と の 結果 最 
低 2 つの 事 が 判明 し た 。 そ の 第 1 は 正常 運動 を 行う 温度 
に 差 が ある 事 で ある 。T.o は 10~80'C, A.d は 15~30'C 
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S.s 15~ こ 35C の 範囲 で N.a は 最も せま く 15~25'C の 動 
囲 で ある 。 そ の 第 2 は 頭 部 の 律動 数 か ら 見 た 各種 類 の 運 
動 性 も 温度 に よ つ て 順位 に 差 が あり , 低温 部 で は 〒.o, 
15C で は S.s, 25O で は A.c, が 最も 早い 運動 を な し て 
いた 。 

( 間 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 安 羅 岡 一 男 

仔 虫 を ある 温度 に お き , 時 間 が 経つ と , 温度 に 対す る 
適応 が あら われ る 。 双 仔 虫 は メデ イ ウ ム の 振動 に 対し て 
鋭敏 で 動 性 が た か まる 。 と れ ら の 点 に 関し て どの よう な 
考慮 を は ら わ れ ま し た か 。 

( 答 白坂 竜 央 

1. 同一 温度 で 長く 観察 を し て 居り ます と 確か に 適応 
が 見 られ ます の で な る べく 短 時 間 で その 温度 の 角 察 を 終 
る 様 1 回 の 実験 の 仔 虫 数 を 少く し まし た 。 

2. と の 点 は 仔 虫 を 直接 入れ た 容器 は な る べく 振動 が 
な い 様 な 状態 で 観察 致し た 次 第 で 他 の 配慮 は 致し ませ ん 
で し た 。 安定 し た 場所 で 仔 虫 の 角 察 は グリ ノー 又は 顕微 
鏡 の レン ズ の 方 の 移動 が 殆 ん ど で 器 具 の 装置 の 様 な 仕方 

( 問 ) (埼玉 箱 研 ) 分 島 整 

1. 実験 に 用 いた 仔 虫 に 対し , 実験 開始 まで に 加え た 
温度 の 限界 に 就 て 。 

2. 仔 虫 を 集め る の に 温度 的 な 操作 は 行わ な か つた 


( 答 ) 白坂 竜 王 

1. 25 度 培養 の ツ ビ = ニ , アメ リカ , 東毛 , 20 度 3 日 間 
培養 の 仔 虫 を 鋼 卵 器 よ り 出し た も の を すぐ ピペット で ホ 
ー ル オ べ リト 入れ 全部 の 仔 虫 が 100% 静 止 の 温度 まで 
それ ぞ れ に つい て 下 温 , それ より 温度 を 上 げ 角 察 し まし 
た 。 その他 の 温度 操作 は な し 。 


19. 日 本 顎 口 是 の 分 泌 排 港 系 統 の 発生 
学 的 研究 
岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
小林 瑞穂 ・ 馬 淵 茂 樹 
Enabriological studies on the secretion 
and excretion systemm of 


Cz277 の 5/ の 222 7 の の 27C24772. 
MIZUHO KOBAYASHTI, SHIGEKI MABUCHI 


ケン ミ ヂ ンコ に 侵入 し た 顕 口 虫 幼虫 は 48 時 間 後 か ら 被 
坦 形 成 が 始ま る 。 但し と の 時 期 の 頭 部 膨 隆 部 は や が て 内 
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部 細胞 が 崩 解 し て 第 2 回 目 の 脱皮 と 供 に 脱落 する 。 球 誤 
形成 は 頭 端 より 後方 で 云わ ば 部 と も 呼ぶ べき 所 に 形成 
され る 。 双 脱落 部 の 食道 附近 は 将来 唇 形成 に 関係 する 。 
5 日 後に 頭 半 , 皮 球 が 見 られ , 脱皮 は 6 日 後に 行わ れ , 
と の 時 以後 有 邑 ち 第 3 期 幼 昌 は 球 裏 形成 著しく な り 頭 寺 は 
始め 3 環 列 が 判然 と し 9 日 後に は 更に 前 方 に 1 欄 列 増し 
て 4 環 列 に な る も の が ある 。 

(詳細 は 岐阜 医 紀 4 巻 を 参照 ) 

( 問 ) ( 九 大 寄生 昌 ) 宮 崎 一 郎 
写真 に 駆除 釣 4 列 も つた の が あり まし た が , 最も 多い 
の は 3 列 で は な いで すか ? 


( 答 小 林 瑞 穂 
3 列 が 多い 。 2 列 半 の も の も ある 。 
( 加 ) (岐阜 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 


日 本 顕 口 足 の ミ ヂ ンコ 中 の 効 虫 に 4 環 列 の 頭 団 を 有 す 
る と と を 確認 し た 。 と れ は 発育 の 進ん だ も の と 認め られ 


( 問 ) ( 岡 大 寄生 束 ) 山 口 左 . 仲 
頭 球 中 の 胞 状 構造 を な す も の の 作用 は 何で すか 。 
( 答 ) 小 林 瑞 穂 


頭 球 衣 の 事 と 思わ れ ま す が , こと れ は 頭 裏 と 連絡 し まし 
て 一 種 の 運動 器 管 と 思わ れ ま す 。 

( 加 ) ( 九 大 寄生 ) 宮 崎 一 郎 

球 論 預 奏 は 運動 器官 と 考え て いま す 。 


20. 有 疲 顎 口 虫 第 革 期 幼虫 の 組織 化学 
的 研究 
熊本 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
改 田 野 邦 和 ・ 西 辻 一 重 
Histochemical studies on the 2nd Larvae 


Of 7 の S/O72 S の 727ge776777. 
KUNIKAZU HADANO, KAZUSIGE NISITUJI 


顕 口 虫 の 病因 性 追 宛 の 為 の 一 連 の 研究 の うち , 今回 は 
有 球 顕 口 虫 第 I 期 幼 虫 の 組織 化学 的 検索 成績 を 報告 す 
る 。 

実験 材料 : 実験 鍵 口 虫 症 猫 及 び 犬 の 大 便 よ ょ り 水 洗 法 で 
集め た 加 口 虫 受精 卵 を 27C で 瓦 培 養 し , 約 10 日 後 よ り 鮮 
化 灘 出す る 第 1 期 幼 由 を ミジンコ ( ル 4esocycp の s ん ze&Z7 が 7, 
xcyc/o の s se の 7zs 等 ) に 捕食 させ , 約 3 週間 後に 成 
熟し た 第 期 幼 虫 (体長 0.5mm 前 後 ) を 得 , 之 を 直接 
載 物 硝子 上 に と り , Acetone, 無水 Alcohol, 10 中 性 
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Formalin, Carnoy 氏 液 等 で 固定 し , その 標本 に 就 い て 
下記 の 如き 各種 の 染色 を 行 つ た 。 

無機 物質 : Mg, Ca, Al, Fe, Co, Zn, Hg, Cu, は 何 
れ も る 検出 し 得 な か つた 。 多 精 類 : ヒア ル ロ ン 酸 の 為 の 大 
野 氏 法 に 於 て pH 4.1, 7。 0 預 坦 , 角 皮 下層 
に metachromasia を 認め る が , 之 は HHyaluronidase 
消化 試験 後 は 陰 転 する 。PAS 反 応 (Hillie 氏 変 法 ), 
Bauer 反応 は 球 要 , 頭 腺 , yo 側線 に ( 世 ) 腸 , 体 
台 筋 層 に ( 士 ), 食 道 ( 十 ) で , 之 等 は 礎 液 又は Prota- 
mailase 消化 試験 後 は 陰性 と な る 。 脂肪 : Lison の Su- 
dan black B 法 て 食道 , 腸 , 角 皮 下層 , 体 壁 筋 層 に 陽 
性 粒 を 認め 。 Nile blue sulfate 法 に よ つ て も ゃ 同 部 位 
は 青色 に 染まる が , 赤 色 上 粒 は 認め えな い 。 桜 酸 : Feul- 
gen 反応 は 委 衰 , 神経 輸 部 。 側線 に ( 世 ), 食 道 , 腸 , 角 
皮下 層 に ( 十 ) で , Methylgreen は 神経 輸 部 , 肛門 部 
側線 に ( 世 ) で ある 。 Pyronin 可 染 物質 は 球 坦 , 食道 に 
世 ), 腸 , 角 皮 下層 に ( 十 ) 柴 谷 氏 の Metachromasia 
反応 で も 神経 輪 部, 食道 , 肛門 部 に ( 世 ), 腸 , 角 皮 下層 
に ( 十 ) に 見 ちら れ る 。 そ の 中 で 特に 注目 され る の は 神経 
輸 部 より 口 礎 一 頭 球 境界 部 に 到 る 線 状 の Feulgen 反応 
9220 
tase, Lipase 共に 武内 氏 等 の 方 法 を 用 い , 酸 一 
ya ed 側線 に ( 十 ), 角 友 下 層 に ( 十 ) ・ 
。 腸 に ( 廿 ) で あつ た が , Lipase は 検出 し 得 





フ は 食 


4 雷魚 寄生 第 I 期 幼虫 の 所 見 と 異 る 点 
は , 株 失 物 中 只 1 つ 証 明 さ れ た 腸 の Dithizone 陽性 
頼 粒 (岡本 氏 等 の Co, Zn, Hg, 証明 法 ) も 第 本 期 幼 了 
で は 全く AD・ Lipase も 前 者 に ( 十 ), 後者 に 
(一 ) で あつ た が , Phosphatase は 前 者 で は 食道 に 

で あつ た の に 反 し て , 後者 で は その 全長 に 理 り ( 持 ) に 
認め SGD ある 。 し 以上 の 組織 化学 的 所 見 よ ょ り 
見 て 食道 ! 第 期 皮 に 誠 け る と 同じ く ,。 第 本 期 幼虫 に 
さて る , 形態 学 的 ピ も 又 生物 学 的 作用 の 面 か ら も 重要 な 


や 
テー デー な ィ プ 
器官 で ある と 考え られ る 。 
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21. 答 生 虫 卵 概 査 に 関す る 研究 
犬 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
* 岡 幹 健 
A study on the examination maethod 


of helnainth eggs. 
MASATAKE OKA 





-HF の 添 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 征 3・4 号 





現在 寄生 虫 卵 検査 は 虫 卵 の 検出 を 目標 に し て 行わ れ て 
お り , と の 為 に 沙 抹 法 と 集 卵 活 と が ある 。 従 つて と れ ら 
MA 事 は 公衆 衛生 上 非常 に 重要 な 問題 
ある 。 球 法 の 信 依 性 に 既に 若干 の 報告 が あ 
, 集 卵 法 の 信 依 性 に 関し て は , と れ を 定量 的 に 取扱 
Berxyree ヽ 。 私 は と の 問題 を 推計 学 の 方 法 き 
用 いて 追求 する と 共に ょ より すぐ れ た 集 卵 法 の 発見 を 上 標 
に 研究 を し て 次 の 様 な 成績 を 得 た 。Stoll 法 に よる e.p.g. 
を 100 と し て , 現行 各種 集 卵 法 の 集 卵 指数 を 比較 し た 結 


レ て は 既 
レ し て は 


果 , 釣 息 卵 , 鞭 虫 卵 で は Formalin-Ether 法 が 最も 優秀 で 
あつ た 。 し か し 本 法 に よ つ て ぁゃ ぁ , その 集 卵 指数 は 6 ~20 
に すぎ な い 、。 又 遇 虫 氏 で は , 加 ホ ル マ リ ン 法 が 最も 良い 


か と の 場合 も 大 体 上 記 と 同じ 集 卵 指数 が 得 ら れ た に 過ぎ 
な い 。 従 つ て 現行 法 に よ つ て 釣 虫 , 鞭 虫 卵 を 集 卵 する 場 
合 に は , その 操作 過 香 ご 。 東 卵 の 少な く と も 80~952 が 
失わ れる わけ で ある 。 即ち 現行 法 は 更 と 改良 の 余地 が あ 
る 。 と の 改良 の 為 に 界面 活性 剤 特に Kathion 系 界面 活 
性 剤 の 利用 が 極 % Mo Po 現行 法 に ょ 
る 集 卵 の 操作 過程 に 於 て 例え ば 10 Tetradecyl1 dirme- 
thy1 benzy1 ammonium chloride (以下 TDB と 呼ぶ 
液 1 2 滴 を 添加 する 事 に よ ょ つて 銘 息 卵 並び 6 9 の 
集 卵 率 が 最高 3 割 余 増加 する 事 を 認め た 。 顕 虫 卵 の 場合 
は TD B 添 加 に よる 好 結 果 は 得 ち られ な か つた が , これ は 
句 由 卵 の 特異 に よる 事 を 
結局 釣 和 虫 卵 , 鞭 虫 卵 を 対照 と し 
Bt 法 に TD を し た 私 の 法 で 。 明 の 人 
が 得 ら れる 事 を 確認 し た 。 次 に Formalin-Ether 法 と 
Kation 系 の 各種 界面 活性 剤 と の 組合 せ に より , その 集 
卵 指数 を 比較 検討 し た 結果 , 釣 虫 卵 で は , Tetradecy1 
dimethy1 benzy1 ammonium chloride (TDB), Hexa~ 
decyl1 dimethy1 benzy1 arnmonium chloride (HDB) , 


認め た こ o 


た 場合 。 Formalin- 


Hexadecy1 trimethyl ammonium chloride (HT) の 添 
加 が 優秀 で あつ た 。 鞭 息 卵 で も 同様 上 記 TD B, 了 HDB 
, 良好 で あつ た 。 次 に Formalin-Ether 法 
cTD B 又 は DB き を 添加 する 方 法 の 信 依 性 を , 杉山 , 
守屋 の 数 学 模型 を 使用 し 9 撤 虹 便 早 が 
0.1 巨 以上 あれ ば , 少な く と る, 釣 虫 , 鞭 虫 , ON 


有無 が や で \ に 関し て 略 々 正確 な 診 ヵ * 得 られ る 事 を 認め 内 才 。 
諾 し て 美しい 打ち れる 補い : 避 光 泊 人 


菌 作 用 , 清浄 作用 が ある 為 , 使用 ガラ ス 器 具 の 後 始末 が 
容易 で ある 事 等 も 本 法 の 特色 で ある 。 


















胡 和 32 年 8 月 (1957)〕 








22. Sy ヵ 2czZ ooe/272 及び 4s7zcz- 
72Z7S 7e7777eZ の 威 要 マ ウス に よる 
抗 暑 虫 剤 の 駆虫 効果 試験 
に 関す る 研究 
大 阪 市 立 医科 大 学 医 動 物 学 教室 
編 田 正道 ・ 訪 島 淳 他 ・ 磯 川 貞 和 
Stadies on the anthelmintic activity of 
Several drugs by using of Sy の czZ の の 2e/Z72 
and 4s カ cz/277S 7e777 の ey Which was 
infected in mice. 


MASAMICHI FUKUDA, ZUNJI FUKUSIMA 
SADAKAZU ISOKAWA 


る 人 素 生理 の 抽 の 和 二 を 旨 当 娘 2 の 特に 動物 
実験 と よる 検定 法 が 無 か つ た た め , 主 と Se 2 927 の 
test 及び 臨床 実験 を 用 いて 行わ れ て いる が , 臨床 実験 
を 行う 場合 , 実験 を 反復 する 事 は 困難 な 問題 で も つて 
早急 に 適当 な 動物 試験 法 の 考案 が 切望 きれ て いた 。 近 
に な つて , マウ ス に 寄生 する S ぐ ypZgczz o の eg7z 及び 
4sZzcz27ZS 7e が の の eZ が 人 間 の 顕 虫 及び 暁 虫 と ほ ゞ 同 
様 に 各種 の 駆虫 剤 に 反応 する 事 が 知ら れる 様 に な つて 来 
た 。 演者 等 は すでに 数 年 前 より この 点 に 着目 し 各種 の 薬 
剤 を 用 いて 実験 を 進め て いる が , 今回 は 特に 臨床 試験 と 
比較 検討 し 。 更に A.t, S.o の 2 種 の 検定 上 の 差異 に つ 

て 述べ る 。 

A) マウ ス に 於 ける 自然 感染 

cellulose tape 法 に 従 つ て の 卵 検出 マウ ス を 直 
後 と 4 日 後に 解剖 し 夫々 次 の 結果 を 得 た 。 

平均 虫 体 数 S.o ( 9.4, 6.6), A.t (41.8, 58.8) 
不明 (10.4, 12.0) で あり 全 マ ウス に ヒ S.o, A.t が 感 
染 し 虫 体 平均 数 は A.t が S.o より 大 で 自然 感染 の 
Sy.o. と A.t. と を 区 別 する 事 は 無駄 で と の 場合 は A.t 
が : 最 大 の 目標 こ な る の で S,o ょ より A.t を 実験 動物 と 
する 方 が 当 を 得 て い る 。 

B) 薬剤 screening の 実際 

1) マウ ス の A.t, S.o に 対す る 婦 go の 駆虫 実 
験 を 行 つ た 結果 , Piperazine malate, Pipeprazine 
hydrate が 顕著 で , Kainic acid, Terramycin, Gen- 
tian violet, Carbon tetrachloride, Butoran, Santonin 
が と れ に 次 ぎ 策 効 果 あ り , 既知 既 虫 駆除 剤 は po 
で も ゃ 駆虫 性 が ある 。 
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2) 人 体 通 虫 駆虫 効果 に 於 て の 成績 は po の 成 
績 と ょ く 一 致し た 。 

3) 人 体 馴 虫 駆虫 効果 に 於 て も 成績 の 結果 より 大 体 巡 
29o の 実験 で 見 当 が つけ られ る 様 に 思う 。 

$) 新しい 駆虫 剤 を 発見 目標 こし て Piperazine 及び 
その 類似 化合 物 (Ethylene diamine base, Ethylen 
diamin di-cetylsulfate, Piperazine hydrate, PiDera- 
Zine laurate, Piperazine laurylsulfate, PiperaZine 
d-nayristate, Piperazine stearate, Piperdidine 1au- 
rylsulfate, Piperdidin base, Piperdidine laurate, 
Morphorine base, Morphorine laurate) の screening 
を 行 つ た が Piperazine hydrate 以上 の も の は な か つ 


アー 


/ こ の 


23. 生 戯 水産 上 類 を 第 二 中 間 宿 主 と す 
る Microphallus 属 吸 虫 の 研究 


日 本 寄生 虫 病 研究 所 
梶 房 子 


Studies on the Microphallus of which second 
intermediate host iS brackish 
water mollusc. 
FUSAKO KAJI 


1952 年 , 私 共 は 人 体 腸 寄生 吸虫 の 一 新種 44czo ヵ ん g7zs 
76S Ochi 1928 年 に 就き, 其 の 発育 史 を 攻 究 し , 本 吸 
虫 の 第 一 中 間 宿 主 は , 半 上 水 産 巻 貞 の 一 種 , 即ち , カワ 
グチ ツボ で ある 事 を 明か に し , 更に 第 二 中 間 宿 主 は , 手 
mgcaico ドキ が 重要 な 感染 媒介 を 演ずる 
事 を , 実験 的 に 有人 し た が 之 が 動機 と な り , 多く の 
MR る 中 に , ル Zczo の Zs 72226S 
の 中 間 宿 主 の 棲息 する 。 同 一 水域 の 半 上 水 産 魚 具 類 , 就 
中 。 カワグチ ツボ ,。 カ ハサン セ ウ メガ ヒ 。 の 二 種 の 巻 
は 之 を 第 二 中 間 宿 主 と す る ー 新 描 上 を 所 め に 。 所 
長 暖 に も 同 ] 種 彼 要 幼 下 の 寄 』 生 せ る を 認め た が , 形態 的 に 
は 種 属 を 判定 する 事 は 不可 能 で あつ た 。 依 つて 人 体 , 呈 
乳 動物 , 水 類 に よる 実験 を 重ね た 結果 ,。 そ の 小腸 に 極 
め て 艇 小 な る 吸虫 に 発育 する 事 を 証明 し , 更に 分 類 学 的 
に 其 の 体制 を 詳細 に 考察 し , Microphallus 属 吸虫 の 一 
新種 な る 事 を 確認 ! レ た 。 

即ち 本 吸虫 は Mczo ヵ ZZ7zs zzs に 最も 近似 し , 両 
者 の 間 に は 被 宴 幼 虫 に 於 て は , 第 二 中 間 宿 主 が 手長 肖 , 
ス ヂ エビ モドキ で あつ た が , 本 種 は カワ グチ ツボ 。 カ ハ 
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サン セ ウ ガ ヒ , の 二 種 の 巻貝 及び 手長 明 で , その 第 要 
の 大 き さ は AczopZgzs zes の 1/2 以下 に 小型 で 
各 臓 器 も 又 , 相対 的 に 小型 で あり , 排 洪 衰 は 不 判明 に し 
て 風 丸 の 後 下部 に は 左右 六 葉 の 分 体 せ る , 卵黄 巣 が 認 2 

られ , 成虫 に 於 て は 本 吸虫 卵子 は czo の ZS 722246S 
の 卵子 より 小型 に し て , 詳 丸 は 横 棒 円 形 を 呈す る 等 , 諸 
種 の 相違 点 よ り , 本 種 を Microphallus 属 吸 虫 の 一 新種 


と 認め , 之 を Az の Zs 26S 2 た. の 5 の 7 と 命名 
す 。 
( 問 ) ( 阪 医大 病理 ) 市 岡 四 象 
カワ グチ ツボ は 河口 か ら 上 流 , どの 位 の 距離 に 分 布 し 
て いま すか 。 
( 答 ) 梶 房 子 
海域 より 1 3km 離れ た よう な 地区 に も 棲息 し て 居 
り 広い 地区 で 各所 より 之 を 採集 致し まし た 。 


24. 静岡 区 の 野 大 に な ける 寄生 暑中 浸 
浮 状 況 
静岡 県 衛生 研究 所 
野口 政 輝 ・ 望 月 久 









[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 3・4 呈 








Prelimminary Survey of the helmainth parasites 
of dogs in Shizuoka Prefecture, with 
report of new endenaic areaS of 

ア Z7Zg074727826S 2 の 6S76 の 77 


MASATERU NOGUCHI, HISASHI MOCHIZUKI 
JIRO TITO, KYOoZO WATANABE 


筆者 等 は 静岡 県 下 の 犬 に お ける 寄生 峰 下 特に 肺 吸虫 
用 吸 昌 日 本 住 血 吸虫 の 浸 澤 状 況 を 調査 する 目的 を 以 て 
定期 的 に 捕 導 さ れる 野犬 保健 所 毎 に 任意 に 約 10 頭 ず 


= ニャ ニー コ 


つ 選 定 し て て 剤 検 し た 。 その 結 果 。 肝 吸 虫 , 日 本 住 血 吸 息 
の 尼 患 大 は 発 Year な か つた が , 肺 吸 虫 は 藤枝 , 掛川, 
森 , 骨 田 田 等 の 県 本 に 可 成 り 広 汎 に 分 布 す る 事 が 判明 し 


RCIRRSREENRR2 
川 を 中 心 と する 沼津 , 吉原 地方 , 及び 最近 横川 博士 に ょ 
り 知ら れ た 伊豆 南端 に 限 ち られ て いた が , 今回 県 西部 に も 
広く 分 布 す る 事 が 判明 し た 。 

其 の 他 の 寄生 時 上 虫 は 線 虫 5 種 , 吸虫 3 種 , 条 虫 8 種 合 
計 11 種 に 及び , 犬 釣 虫 の 91%% が 最も 濃厚 感染 を 示し , 次 
いで 爪 実 条 虫 の 472, 犬 鞭 虫 の 86, 犬 糸 状 虫 の 342%, 
横川 吸虫 の 20 等 で あつ た 。 そ の 寄生 率 , 分 布 等 は 表 に 











静岡 大 学 教育 学部 保健 学 教室 示し た 如く で ある 。 
伊藤 二 邸 ・ 渡 辺 強 三 ( 問 ) (鎌倉 保健 所 ) 宮 手 多 助 
森 保健 所 管内 で 10 頭 中 8 頭 に 肺 チ スト マ が 見 られ た と 
いう が , その 3 頭 の 犬 の 種類 は 何 種 ざ し た か 。 
( 答 ) 伊藤 二郎 
雑 犬 で す 。 
第 1 表 静岡 県 下 の 保健 所 別 の 野犬 寄生 虫 浸 淫 状況 
保 健 所 名 人 泊 津 吉原 錠 士 消 水 欧 岡 藤 徹 掛川 森 胡 田 渓 松 。 合計 
検 査 豆 数 10 10 9 9 9 03 衝 - 生 に 0 9 1315 112 
検 査 月 Sept. Aug. Aug. Sept. July Dec. Oct. Nov. Dec. Nov. Oct. 

ア ooo の 7 人 7 C の 722S 2 2 一 一 一 1 ーー 一 さす 一 。 一 6( 5.4 め ) 
月 zcy/ps7o22 CZ77777 9 9 9 5 340 40 3 的 $ 8 8 15 102(91.1 め ) 
zzc/oce の Zs 2 の ZS ー 8 OK 5 13 40(35.7 め ) 
の 2 の 742772 22277S 人 38 (33.9) 
ぐ の 27 の CC の S&P262720/77 の ー 一 一 一 一 一 一 一 1 一 一 1( 0.9 め め ) 
アア Z725 の 22222226S 20 の S/679747727 ーー 一 すさ ーー デー 3 3 1 1 0 8( 7.2 め ) 
ルル 7Zgo2227224S S の . 2 一 一 一 2 2 3 2 2 5 5 23 (20.6 め ) 
ア sezz2o/e7ezo の yes CO2277724 の 272 の 70 ゲ ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1( 0.9 多 ) 
7 272 7624026 げ 072727S ー 1 一 一 一 ーー ーー ーー ー 一 1( 0.9) 
の / め y/2422 CZ727742672 7 4 3 5 3 3 9 3 10 53 (47.4 必 ) 
の めん y/ の 77242 72772S の 2 5( 4.5 必 ) 


























(1957) ] 





昭和 32 年 8 月 


( 加 ) ( 九 大 寄生 虫 ) 宮 崎 一 郎 

イヌ か ら え られ た 肺 吸 虫 は 御 説 の 様 に ウェ ステ ルマン 
肪 吸虫 と 思い ます が , 卵巣 は 御覧 に な り ま せん で し た 
か ? あるいは ケリ コッ ト 肺 吸虫 か も 知れ ませ ん か ら 。 御 
覧 下さ る よう お ね が いい た し ます 。 

( 加 ) ( 千 大 寄生 東 ) 横 川 宗 雄 

静岡 県 下田 地方 に お ける 野獣 の 調査 ご で は タヌキ , イタ 
チ ,。 ネ ズミ 等 に 見 られ た の は すべ て 大 平 肺 吸 虫 で あり ま 
し た が , 犬 の 例 の み は す べ て 刀 . zesZezz2z2 で あり ま 
し た 。 刀 伊藤 氏 , 野口 氏 よ り 銀 与 さ れ た 正体 を 拝見 致し 
まし た が 度 寺 卵巣 共に アア . zeesZezzaz22 型 ど あつ た と 思 


いま す 。 


25, 広島 県 芦田 川 閉 鯛 より 集 園 発生 を 
見 た る 横川 吸虫 に 就 て 
日 本 寄生 虫 病 研究 所 
浅田 順一 ・ 提 房子 ・ 越 智香 一 
越知 千枝 ・ 村 上 弧 邸 ・ 梶 敏明 


On the prevalent occurrence of 
MetagonimaiasiS caused by the ア /ecog7sszeS 
ze/S of the Ashida (river) 
JUNICHI ASADA, FUSAKO KATJI 
GoiCHI OCHI, KAZUE OCHI 
GAKURO MURAKAMTI, TOSHIAKI KATI 


私 共 は 広島 県 府中 市 に 所 在 す る 基 営 業 所 職員 及び 家族 
が 芦田 川 産 の 鮎 よ り 横川 吸虫 の 集団 発生 を 惹起 せる 異例 
の 事実 を 確認 し た 。 即 ち 同 営業 所 の 検査 人 員 281 名 中 有 
害 異 形 吸 虫 11 名 4.8%, 横川 吸虫 81 名 85.1, 高橋 吸 息 
11 名 4.8 多 。 ステ ラン トカ スム ス 。 ファル カー ツ ス 2 名 
0.9 狗 , 肝臓 チ ス トマ 2 名 0.9, ピ ビ ギ ヂ オ プシ ス , ス 
ム ム ス 1 名 0.4 多 で あつ た 。 横川 吸 昌 保有 者 81 名 中 入院 
駆 点 を 実施 し た も の 59 名 で あつ た 。 其 の 駆虫 成績 は 100 
条 ま で の も の 388 名 , 101 条 より 1000 条 まで の も の 13 名 , 
1000 条 以上 の も の 8 名 で あつ た 。 

成人 男子 に し て 最も 多数 の 横川 吸虫 を 認め た 例 は 第 51 
例 (31 歳 ) に 7681 条 女子 に 於 て は 第 58 例 (20 歳 ) に 2909 
条 を 証明 し た 。 女 児 第 55 例 ( 満 3 歳 ) に は 2687 条 を 認め 
た 。 

人 体 に 於 ける 腸 寄生 吸虫 の 駆虫 は カマ ラジ 駆虫 法 最も 適 
確 に し て 良好 な る 駆虫 成績 を 得 た 。 

横川 吸虫 は 鮎 を 特に 噌 好 す る 都会 人 及び 産地 に 於 て 之 
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を 賞味 する 機会 の 多き 環境 に ある 比較 的 上 中 流 の 家庭 人 
に 多い 。 

高橋 吸虫 は 河川 , 池 , 沼 湖 等 の 水域 に 近い 地方 人 に 於 
て 多く 見 出さ る ゝ 傾向 が ある 。 

近 時 広く 各 河 川 に 鮎 の 稚魚 が 放流 せら れ , その 増収 が 
挙げ られ る 事 は 望ま し い 事 で ある が , その 半面 に は 鮎 を 
介し て 横川 吸虫 の 墓 延 が 愛 瞳 せ らち る 。 従 つて 之 が 調理 に 
は 生食 を 避け 充分 に 加熱 すべ き で ある 。 

( 問 ) (岐阜 医大 寄生 昌 ) 森 下 哲 夫 

昌 卵 の 大 き 丈 で 横川 吸虫 と 高橋 吸虫 を 分 ける の で す 


ブ : 
か 


( 符 ) 浅 田 順 一 
御 尊 著 は よく 拝読 致し て お り ま す 。 鮎 横川 吸 眼 の 被 
愛 幼 東 以 外 に 高橋 吸虫 の 被 糧 幼虫 も 認め ら る ゝ や 否や の 
疑問 が 抱か れ ま す の で 今後 充分 調査 を 試み た いと 考え て 
居り ます 。 両者 は 明 に 区 別 せ ちら る べき も の で ある と 考え 
ます 。 

( 加 ) ( 岡 大 寄生 虫 ) 山 口 左 仲 

横川 吸虫 と 高橋 吸虫 の 成虫 で の 区 別に 卵 の 大 さ の 券 異 
に 重き を お く と と は 何人 も 異論 な いと ころ の ょ よう で す 
が , その 他 に 成虫 の 全 形 に 判然 と し た 差異 が 認め られ ま 
す (〈 自 分 の 動物 実験 の 成績 か ら )。 即ち 横川 吸虫 は 本 円 形 
で ある に 反し 横川 吸虫 で は 卵 形 で す 。 

( 加 ) (寄生 昌 研 ) 浅 田 順 一 

横川 吸虫 と 高橋 吸虫 の 分 類 学 上 の 御 高見 は 有力 な る 件 
覧 察 と 存じ ます 。 両 種 は 当然 区 別して 取扱 うべ き 御 指示 
に は 敬意 を 表し ます 。 全体 の 外形 の 差異 に 就 て は 今後 ょ 
く 調べ て みる 事 に 致し ます 。 


( 問 ) ( 京 府 大 医 動物 ) 吉 田 幸雄 
横川 吸虫 多数 寄生 者 の 症状 如何 。 
( 答 ) 浅 田 順 一 
消化 器 障害 が 認め られ ます 。 特 に 腸 カ タル 症状 が 起り 
軟便 を 普通 と 致し ます 。 
( 問 ) ( 予 研 寄生 東 ) 鈴 木 了 司 
1 。 検査 方 法 


2. 附近 の 一 般 住民 の 感染 率 に つい て は 如何 で し ょ う 
か 。 

( 答 ) 北 田 順 一 
検査 法 は 塗 抹 法 で 調べ ま し た 。 


























26. 徳島 県 下 の 肝 吸 昌 


徳島 大 学 医学 部 病理 学 教室 
山口 富雄 ・ 村 上 邦 福 ・ 西 村 眞 士 夫 
Studiese on CZS SZ24624S7S in 
Tokushima Prefecture 
TOMIO YAMAGUCHTI, KUNIHIRA MURAKAMI 
MAsgrO NISHIMOTO 

1955 年 以降 , 1957 年 3 月 まで に 行 つ た 調査 成績 を 報告 
する 。 

1) 第 1 中 間 宿 主 : マメ タニ シ の 徳島 県 下 に お ける 分 
布 は , 吉野 川下 流 地 帯 で と の 北岸 。 と くに 鳴門 市 大 津 町 
に 濃厚 で ある 。 その 他 に は , 再三 の 検索 に も か ゝ わら 
ず , 徳島 県 中 部 の 那賀 川南 岸 で , 富岡 町 見 能 林地 区 か ら 
見 出さ きれ た だ け で ある 。 

鳴門 市 大 津 町 に お ける 検査 成績 は , 1956 年 6 月 か ら 
1957 年 3 月 の 間 に 8,228 個 の マメ タニ シ を し ら べ 。 そ の 
中 60 個 ( 0.7) と に 肝 吸 虫 セル カリ ア ま た は レジ ア を 証明 
し た 。 各 月 に お ける 肝 吸 虫 感染 状況 は ,10 月 2.5% で 最 
も 高く , 次 いで 9 月 1.82, 7 月 0.8, 8 月 0.6%% の 
順 で , 11, 12。 1, 2, 3 の 各 月 は , 0 0.2 多 で あ 
る 。 

2) 第 2 中 間 宿 主 : 最も 有力 な 中 間 宿 主として , 鯉 科 
の 淡水 魚 「 モ ツ ゴ ア sezozgspozg の 6| に 重点 を お い 
て 検索 し た 。 県 下 の 44 地 区 で と れ た , 総数 9.409 の モツ 
ゴ を し ら べ , 1,278 尾 (52.8%) に 肝 吸 虫 メタ セル カリ 
ア を 証明 し た 。 最も 濃厚 な の は , 吉野 川下 流 の 鳴門 市 大 
津 町 で , 全域 に わた つて , 常に 90% 以 上 の 濃厚 な 感染 を 
示し て いる 。 そ の 他 で は , 徳島 県 の 中 部 に ある 那賀 川下 
流 地帯 で 。 と くに , その 南岸 で は , 約 80% の 高 率 で あ 
る 。 

3) 畑 便 検査 成績 : 8 地区, 18 集団, 総数 4,.540 名 を 
検査 し て , 175 名 【 3.8 光 ) と 肝 吸 虫 の 虫 卵 を 証明 , 最 


も 高 率 で あつ た の は , 鳴門 市 大 津 町 吉永 地区 で , 少数 で 
は ある が 41.2 久 に お よん だ 。 

徳島 県 下 の 主要 河川 下流 地帯 の 検索 成績 か ら , 本 県 に 
は か な り 濃 厚 な 肝 吸 虫 の 浸 淫 地 帯 の 存在 が 判明 し た 。 す 
な わ ち , 県 北部 の 吉野 川下 流 地帯 と , 中 部 の 那賀 川下 流 
地帯 で 。 と く 過 , 最 北部 に ある 旧 吉 野川 に 沿 つた 地区 は 
わが 国有 数 の 渡 厚 浸 淫 地帯 っ 考 えら れる 。 
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27 . アア 272g の 2477272S 7/ の ん ZSZ67672S7S 
Chen (小型 大 座 肺 吸 是 ) の 近 
毅 地 方 義 イ タチ に 於 ける 一 
自然 感 上 要 例 


大 阪 府立 大 学 農学 部 獣医 学科 
ー 色 於 葛 四 了 ・ 富 村 保 ・ 鵜 川 長 下 
A case of spontaneus infection with 
ア Z72gO2772224S 276/Szee62S7S in JapDaneSe 
mink from Kinki district 
OTOSHIRO ISSHIKI, TAMOTSU TOMIMURA 
RYOHEI UGAWA 


小型 大 平 肺 吸虫 の 我国 に 於 ける 自然 的 終 宿主 は , 一 色 
(53) が 矢田 氏 に ょ り 大 阪 の 犬 か ら 得 ら れ た 肺 吸虫 を 再 検 
討 し て 本 種 と 認め た の が 最初 で ある 。 今回 は 往年 吉田 ・ 
岩田 ・ 豊 田 博士 方 が 近畿 地方 産 の イタ チ か ら 採 集 さ きれ た 
肺 吸虫 を , 森下 薫 教 授 の 御 許 し を 得 て 再 検討 きせ て 頂い 
た 結果 , その 小型 大 平 で や る と と が 分 つた 。 と ゝ に 本 邦 
に 於 ける 本 虫 の 第 2 の 自然 例 ,。 イ タチ に 於 ける 最初 の 自 
然 例 と し て 報告 する 。 

材料 と 方 法 : 生殖 器 は 染色 全体 標本 , 皮 到 は フ オ ル マ 
リン 水 固定 標本 か ら 角 皮 を 名 ぎ と り , 卵 は 同 標本 の 子宮 
内 卵 を 検 し た 。 対照 と し て mc か ら 出 発し た 小型 大 平 
(P.) と 大 平 (Po.) 外 に 宮崎 県 産 の 豚 か ら 得 た ア .o. 
を 用 いた 。 組織 学 的 所 見 の 負 察 に 際 し て は , 脱 灰 を Ri- 
chman の 電解 法 に より , 染色 は アザ ン の 染色 , 銀 染 色 
その 他 の 方 法 を 施し た 。 

成績 寄生 虫 学 的 事項 : 1) 皮 は 雛形 で 群生 し , 
ozg7-2 を 7sSzeee22525 型 で ある 。 2) 用 吸盤 の 位置 は 「 体 
長 / 前 敵 腹 吸 毅 韻 距 離 ]」 の 値 が 2.4( 中 央 より や ゝ 前 方 ) 
で あり , 対照 の ア . に 一 致し ,。 ア o. の 2.7 ( 約 前 1/8) 
と 違 つ て いる 。 93) 卵巣 は 一 見 ggzgz 型 に 似 て いる が 
分 岐 枝 の 再 分 岐 が 概して 簡単 で 定型 的 0&Zsxexezszs 型 
で ある 。 3④) 康 丸 の 大 き さ は 卵巣 の 約 $ 倍 あり , 対照 の 
ア . の 約 2 倍 と 同様 の 傾向 を 示し , ア .g. が 約 1.5 倍 で 
ある の と 違 つ て いる 。 5) 子宮 内 卵 は 形 が 亜 紡 雛形 の も 
の Y12, 最大 幅 部 が 中 央 の も の 79 多 で 対照 の P.. 卵 に 
一 致し 卵 形 80 多 , 最 大幅 部 無蓋 端 側 70% の ぢ . o. 卵 と 違 
つて いる 。 6) 卵 の 「 長 径 / 幅 径 」 の 値 の 度数 曲線 は 山 
頂 が 1.65 倍 で 対照 の と も o. と も 一 致し な い 。 
「 幅 径 / 蓋 の 幅 径 」 で は 山頂 が 2.25 倍 で 対照 の 7. に 一 
致し , 2.55 倍 の P. と 違 つ て いる 。 
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病理 学 的 事項 : 1) 虫 衰 は エン ドウ 大 , 甚だ 硬 画 で あ 
り 。 切 割 に 際 し 石灰 性 の 抵抗 を 感じ た 。 2) 1 衰 内 の 躍 
数 は 2 虫 が 普通 で ある 。 3) 骨 様 組織 は 島 弁 状 の 骨 染 を 
形成 し , その 周辺 に は Sharpy の 線維 様 線維 を 伴 つ た 幼 
弱 造 骨組 織 の 新生 が あり , 造 軟 骨 細 胞 様 細 胸 の 浸潤 が 束 
し い 。 破 骨 細胞 の 発現 ああ る 。 

結論 1) 本 例 は 成 昌 の 形態 と 卵 の 性 質 と か ら 小型 大 
平 及 吸 虫 と 同定 し 得 ら れる 。 92) 小型 大 平 肺 吸虫 の 自然 
的 終 宿主 と し て イタ チ を 追加 する 。 3) 虫 裏 台 に 認め ら 
れる 骨 様 組織 の 形成 に は , その 周辺 の 幼 弱 造 骨組 織 に 1 
要 な 意義 が 認め られ る 。 

( 問 ) ( 九 大 寄生 昌 ) 宮 崎 一 郎 

イタ チ の と れ た 県 名 を お た ず わ ね し ます 。 

( 答 ) ー 色 於 四 郎 
1. 産地 は 近畿 地方 産 と だ け で , 明 有 で あり ませ ん 
( が , 毛皮 商 に つい て 調べ て 見 ます と , 大 阪 で は 新 淀川 沿 


- 岸 産 の も の と 河内 平野 で と れる も の が , 沢山 集 つ て くる 

い 由 に て 宿主 は 多分 新 淀川 と 関係 が ある の で は な いか と 推 

P 定 さ れ ま す 。 

| 2 . 小型 大 平 及 吸 虫 の 御 命名 者 宮崎 教授 の 御 意 見 は 如 
何で し ょ うか 。 

陳 氏 は 「 情 楽 村 肺 吸虫 ] と 呼ん で いま す 。 

1 ( 加 ) ( 九 大 寄生 昌 ) 宮 崎 一 郎 


和 名 は 日 本 人 に な る べく わか りや すい も の が よい と 軸 
いま す 。 し た が つて 情 楽 村 肺 吸 上 と いう より も 。 小型 大 
平 肺 吸虫 で よい と 思い ます 。 

( 加 ) (公衆 衛生 院 ) 大 島 守男 

ア gzggo22726S 79 ん ZSee6S7S の 和 名 と し て ウェ ステ ル 
マン 肺 吸 虫 と 云う よ うに 原 名 を つけ られ た ら 如 何で す 
か 。 





28. 肺 骸 是 の 生理 ( 2 ) 組織 化学 的 に 

1 みた 肺 吸 了 卵 卵 角 と その 形成 機 韓 

に 関す る 考 府 

千葉 大 学 医学 部 寄生 躍 学 教室 
横川 宗雄 ・ 吉 村 裕 之 


Studies on Iung funke physiology ( 2 )On the 
chemical nature of egg-shell and its 
formmatiom im カ の 725 の 77224S の 2727 2S 

demonstrated by the histo 
chemical techniques 


MIUNEO YOKOKAWA, HIROYUKI YOSHIMURA 
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最近 V.R.G6nnert は マン ソン 住 血 吸 虫 に つい て ,。 
J, D. Smyth 等 は 条 虫 及び 吸虫 天 の 数 種 に つい て 之 等 
の 卵 設 形成 機転 に は 卵黄 腺 (Viteline gland) が 関与 す 
る と と を 細胞 形態 学 的 並 と 組織 化学 的 検索 か ら 推論 し 卵 
殻 の 化学 的 成分 は 蛋白 質 か ら な り 卵 黄 腺 細胞 内 に 証明 さ 
れる 和 蛋白 質 粒 に その 起 原 を 求め ん と し て いる 。 演者 等 


は 肺 吸 虫 に 関す る 研究 の 一 環 と し て , 大 平 肺 吸 虫 を 材料 

と し て 本 題 を と りあ ぱげ , 従来 より 更 ら に 広範囲 な 組織 化 
学 的 反応 を 適用 し 肺 吸虫 に お いて も 沈 卵 黄 腺 が 卵殻 の 形 
成 に 重要 な 役割 を 演じ て いる 事 を 知る と 共に , 本 腺 細胞 
頼 粒 の 本 態 に つい て は , こと れ ま で の 諸家 の 説 と は 多少 異 
な る 成績 を 得 た 。 即 ち 卵 黄 腺 細胞 内 に は RNNA が 極め て 
豊富 に 証明 され る と 共に , Tyrosin 反応 , Xanthpro- 
tein 反応 , Ninhydrin 反応 , 特に 塩基 性 蛋白 反応 が 特 暴 
的 に 強 陽性 に 出現 する と共に, グリ コゲ ー ン を 含め た 多 
糖 質 を , 更 ら に ズ ダ ン 是 及び ズ ダ ン 黒 に よる 脂質 を も 証 
明 さ れ た 。 猫 赤 腺 細 胞 に は アル カ り 性 並 に 酸性 の Pho- 
sphomonoesterase 及び RNA-Phosphatase を 強 陽性 
に 認め た と と は 重要 な 所 見 で ある 。 

一 方 卵 親 に 於 て は 上 述 の 諸 反 応 中 た ゞ 蛋白質 反 応 の みみ 
が 何れ も 強 陽性 に 出現 し た と と と 関連 し て , 卵 親 の 化学 
的 組成 は 主として 重合 され た 蛋白 体 ど あろ うと 推定 され 
た 。 曽 も その 由来 に 関し て は 卵黄 腺 細胞 内 の RNNA を 始 
め と する 蛋 白質 , 多糖 類 , 及び 脂質 が 関与 し , 同時 に 存 
在 する Phosphatase の 介在 に よる 織 酸 代謝 より 和 蛋白 合 
成 え の 複雑 な 生化 学 的 過程 が 演 ぜ ら れる と の 推論 を 得 
た 。 最近 細胞 体内 串 粒 の 本 態 特 に Mitochondria の 細 
胞 化学 並 に 組織 化学 的 研究 か ら RNA-Mitochondria- 酵 
素 率 に 関す る 問題 及び これ が 形態 学 的 研究 に ズ ダン 黒 が 
注目 され て いる 点 を 指摘 し , と の 点 か ら も 角 察 を 行い 腺 
細胞 内 題 粒 の 本 態 に も 言及 し た 。 更 ら に 卵殻 形成 過程 を 
組織 化学 的 反応 と 細胞 学 的 観察 か ら 卵 黄 腺 細胞 が 卵黄 管 
を 降る 経過 中 に 類 粒 を 放出 し (放出 期 ), 導 管 膨大 部 より 
卵 形成 腔 に 至る 過程 に 題 粒 の 集合 (集合 期 ) を 見 , 子宮 
起 始 部 に 於 いて 重合 され つ ゝ 完成 する 状態 (重合 期 一 完 
成 期 ) が 明確 に 観察 され た 。 


















29, 中 國 無 鈴 産 Ozcozze/272 Zzz カ @22- 
SS に 寄居 する 線 に つい て 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 東部 
安 放 岡 一 男 ・ 小 宮 義 孝 
久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
岡 部 浩 洋 
中 国 江藤 省 血 吸虫 病 防 治 研究 所 
楊 存 性 ・ 陳 云 庭 ・ 衝 塵 誤 
ZZ2 の 7 が S cyZ227%cZ found in OzcoZ2672222Z 
7 の 62257S 


氏 AZUO YASURAOKA, YOSgITAKA KOMIYA 
KOYO OKABE 


中 国 江藤 省 無 鈴 附 近 産 日 本 住 血 吸虫 中 間 宿 主 フ ウ ベ エ 
ミゾ ヒダ ニナ の . ezsrs の 中 腸 部 附近 に は , 一 種 の 線 
虫 の 寄居 し て いる の が し ば し ば 見 出さ れ , と れ が 上 只 の 生 
存 に 大 き な 影 響 を 及ば し て いる と いわ れる 。 し か し と の 
線 虫 の 形態 , 種 名 等 は 未だ 明らか で な い 。 双 殺 上 貝 に 関し 
て 天敵 を 利用 し ょ うと する 試み は 比較 的 古く か ら 行 われ 
て いる が , ある い は と の 種 線 昌 を 上 貝 の 天敵 と し て 利用 し 
得る か も 知れ な い 。 筆者 ら は と の 種 線 虫 の 形態 を 調べ 種 
名 を 明らか に する と 共に , 天敵 と し て 利用 する 場合 の 第 
一 段階 ヒ し て , その 実験 室内 培養 に つい て 本 実験 を 行 
い , 若干 の 知見 を 得 た の で と と を 報告 する 。 

江藤 省 無 鈴 附 近 産 の , 線 虫 が 多数 寄居 する 上 躍 を ペトリ 
シヤ ー レ に と り , 水 を 加え て 自然 に 水中 に 進出 し た 個体 
を 実験 観察 に 用 いた 。 

雄 成虫 は 体長 650~ 700 み , 体 巾 2585 雌 成虫 は 
体長 950~1,.000 み , 体 巾 85ー454 を 示す 。 線 虫 の 種族 
の 同定 に お いて 重要 な も の は ,。 食道 の 形態 と bursa に 
見 られ る papillae の 数 及び その 排列 状態 で ある が , 食 
道 に median bulb* を 有 し 。 明らか に Rhabditis 属 で 
bursa の papillae の 配列 は 8, 8, 1, 2 で あり , て 
の 種 線 虫 を gpgs ocg Cobb, 1898 と 同定 す 
る 。 

と の 種 線 虫 の 実験 室内 培養 に は 1 多 寒 天 十 2 欠 桑 粉末 
を 培地 と し て 用 いる の が 好適 で ある 。 

(詳細 は 臨床 消化 器 病 学 5 (2)83<84, 1957 に あり ) 
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30. 山形 双 下 長期 積雪 一 山間 部 落 の 科 
期間 多 珠 除 満 四 年 間 の 実績 


日 本 医科 大 学内 科 酒田 病院 
岩田 隆 ・ 藤 波 浩 


Reports on the hookworma treatmaent carried 
in 2 vilage (a heavy-Snowy district) 
of Yamagata Prefecture 


TAKASHI KISHIDA. HIROSHI FUJINAMI 


第 24 回 本 学会 に 於 て 2 年 間 の 成績 を 発表 し , 其 の 際 冬 
期間 完全 駆 上 に より 2 ヶ年 間 は 釣 虫 の 再 感染 及 新 感染 の 
無き 事 を 証明 し , 此 に 反し 遇 虫 は 再 感染 が 頻繁 と 線 返さ 
れる 事 を の べた 。 昭和 27 年 10 月 当初 8 戸 60 名 中 。 釣 束 卵 
保有 者 81 名 51.6 多 の 濃厚 感染 あり , 顕 虫 卵 は 50 名 83.8 多 
で あつ た 。 昭和 28 年 1 一 3 月 初旬 に か け て 3 回 に 理 り 集 
団 駆虫 を 完全 に 実施 し た 。 1 人 の み 脳 溢 血 の た め 翌 年 Y 
月 に 実施 し た 。 2 年 後 の 昭和 30 年 1 月 に は 釣 虫 卵 保有 者 
は 無く , 顕 虫 卵 は 87 名 68.7 の 高 率 の 保有 者 率 で あつ 
た 。30 年 10 月 に 至り 8 戸 57 名 中 2 年 前 釣 虫 卵 保 有 者 で あ 
つた 1 人 の 農 婦 に 釣 息 卵 及 東毛 卵 を 浮 流 法 に て 証明 し 
た 。 但 し 今 迄 当 部 沙 に 東毛 卵 保 有 者 を 1 人 も 見 出し 得 な 
か つた に も 拘わら ず 同 時 に 東毛 卵 を 見 出し た 事 は 他 部 落 
に 於 ける 感染 と 考え られ な い 事 は な い 。 遇 虫 卵 は 36 名 
68.12 タ で あつ た 。 此 の 1 人 は 釣 虫 駆除 を 行 つ た 。 更 に 31 
年 9 月 及 11 月 の 2 回 検便 を 実施 し 陰性 者 は 培養 ま 実施 し 
た の で ある が , 8 戸 58 名 中 , 釣 幼虫 を 8 一 1 隻 証 明 し た 
者 3 人 で あり , 頭 虫 卵 は 41 名 70.62% で あつ た 。 鋼 幼虫 を 
証明 し た 3 人 の 中 1 人 は 脳溢血 後 の 半 身 不随 者 で あり , 
他 の 2 人 は 過去 に 感染 な き 6 才 。 8 才 の 女児 で ある 。 此 
の 2 人 は 母親 の 出産 の た め 昨 年 (31 年 ) 母 の 実家 ( 釣 息 
感染 家族 ) に 連れ られ て 潮 在 し て いた 間 に 感 染 と し か 考 
えら れ な い 。 

半身 不随 者 の 1 人 は 現在 歩行 出来 る が 農事 に は 従事 せ 
ず 果 し て 他 部 落 に 於 ける 感染 か , 或いは 検査 不 完全 で あ 
つた 為 の 見 落し か 残存 保有 者 で あり な が ら 今 回 培養 に て 
見 出さ れ た の か 判明 し な い の で ある が , 此 の 3 人 は 1 月 
駆虫 し た 俊 , 現在 は 釣 息 卵 保 有 者 は 1 人 る 無い 。 魚 中 卵 
は 常に 高 率 を 示す に 反 し , 仮 合 30 年 に , 1 人 の 農 婦 と 更に 
別 家族 の 半身 不随 者 の 老人 1 人 計 2 人 を 不 完全 駆虫 に よ 
る 見 落 し 残存 釣 虫 保有 者 で あつ た と 仮定 し て も , 家族 感 
染 を 惹き 起す だ け の 感染 量 に は 達し な か つた 微量 排卵 者 



















昭和 32 年 8 月 (1957)〕 


で あつ た と 見 ちら れる の で ある 。 当初 農事 に 従事 する 事 の 
出来 た 者 は 100% の 釣 虫 感染 率 で あつ た 事 よ りみ て も 。, 
満 4 年 間 に 当 部 落 内 に 於 け る 再 感染 及 新 感染 は 絶 無 と 
言い 切れ る の で は な いか と 考え る 。 少く る 今回 残存 保有 
者 か 不明 で ある 1 人 と , 子供 2 人 の 微量 感染 者 を 駆虫 し 
得 た の で 現在 当 部 落 に は 釣 虫 感染 者 は 無い 事 を 保証 する 
事 が 出来 た 。 釣 虫 感染 無き 部 落 を 作る 事 は 容易 で は な い 
が , 少く も 新 か る 長期 積雪 地域 に 於 て は , 冬期 間 に 釣 由 
を 完全 に 駆虫 すれ ば 再 , 新 感染 を 予防 出来 る が , 他 部 落 
と の 往来 等 の 事 を 念頭 に 置か な いと 再び 釣 虫 を 導入 する 
結果 と な り , 全面 的 に 同時 に 冬期 間 集団 駆虫 を 実施 する 
必要 の ある 事 を 痛感 する 次 第 で ある 。 

( 問 ) (宮崎 保健 所 ) 小 牧 訪 夫 

1 釣 虫 の 種類 如何 。 

2. 駆虫 に よる 排 虫 数 如何 。 

( 答 ) 岸 田 隆 
釣 虫 種別 は A 及 び N 相 半ば し , 10 人 の 検査 で は 15 隻 
15 隻 で あつ た 。 

( 加 ) (大 阪 医 大 内 科 ) 岩 田 第 雄 

1. 銘 虫 感染 者 の 集団 駆虫 の 熱心 な 励行 に より 銘 息 感 
染 者 を 激 工 させ る と 云う 成績 に は , 教室 の 緒形 (示説 
106) の 成績 と 同様 で , 私 も 全面 的 に 同感 で あり ます 。 
2. 銘 虫 と 映 虫 の 疫学 的 状況 に (増減) 不一致 が 見 出 
され る 事 は , その 主因 が 感染 様式 の 差 こ よる も の と 考え 
られ る が , 予防 撲滅 の 面 か ら ゃ 注目 す ベ きも の と 考え ま 


PR 
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農村 に 於 ける 釣 虫 , 虫 の 集 園 肛 
是 の 効果 に 関す る 研究 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
中 西 央 好 ・ 吉 田 幸雄 ・ 三 谷 和 合 
青野 宏 ・ 藤 田 裕 ・ 大 場 昭男 


Results of masstreatment against hookwormn 
and ascariS in farm villages 


YOSHIRO NAKANISHI, YUKIO YOSHIDA 
WAcGO MITANI, HIROSHI AONO 
HIROSHI FUJITA, AKIO OTSUKA 


本 邦 の 農村 に お ける 釣 虫 濃度 は 最近 各 方 面 の 調査 に よ 
り 予 想 外 に 濃厚 で ある 事 が 判明 し , これ の 対策 が 論 ぜ ら られ そう で す 。 
れ て いる 。 著者 等 も 実験 室内 に が ける 釣 了 駆虫 法 の 研究 初島 が 無 感染 状態 に な つて か ら 既 に 満 三 ヶ 年 を 経過 し 
と 並行 し て 実施 農村 に お いて , 果して 集団 駆虫 の み で ど  。 て お り ま す 。 同 様 の 所 見 で ある の で 追加 し て お きま す 。 
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の 程度 銘 息 撲滅 の 効果 を あげ うる か に つい て ,。 昭和 27 年 
以来 , 顕 虫 に 於 ける それ と 比較 し つ ゝ > 負 祭 を つ さ け 若 干 
の 知見 を 得 た の で と > に 報告 する 。 

1) 香川 県 財田 村 に お ける 欠 察 ・・・ 人 口 8.000 を 対象 
と し 昭和 27 年 Y 月 か ら 29 年 5 月 衝 の 間 に 6 回 の 検便 と 3 
回 の 集団 駆虫 を 実施 し た 。 当 地区 は 平地 , 純 農村 で 釣 虫 
は 濃厚 で 当初 成人 は 58.9%, 中 学生 41.02%, 小学 生 21。8 
% の 高 率 を 示 し 釣 息 種 は 約 8 割 が ツ ビ = 釣 虫 で あつ 

。 集団 駆虫 は 昭和 27 年 8 月 及び 10 月 に 四 塩 化 エ チレ ン 

yrwhs の 4 下剤 併用 ) , 28 年 8 月 に アス カ 
リド ー ル (成人 0.6 g, 32 日 連 , 下剤 併用 ) で 行い 寄生 
虫 を 大 体 20% 前 後に 迄 低下 せしめ た 。 

2) 兵庫 県 川西 市 に 於 ける 鍋 宗 ・・・ 対 象 人 口 8.000, 
半 農 半 勤 で ある 。 釣 虫 寄生 率 は 成人 26.9, 中 学生 14.8 
2, 小学 生 9.4 多 で 種 は ツ ビ = 釣 虫 が 優 占 し て いる 。 昭 
和 31 年 夏 か ら 冬 に か け 3 回 か な り 徹 底 し た 集団 駆虫 〈 薬 
剤 は 四 塩 化 テ チレン, 下剤 併用 及び 下剤 ぬき 投与 , 及び 
O-R30) に ょ り 各 層 7.1 2, 4。1 多 , 0.9 多 に 迄 低下 せ 
し め た 。 

3) 京都 市 花 育 に 於 ける 負 宗 ・・・450 名 を 対象 と し 昭 
和 29 年 以来 3 ヶ年 に 互 り 欠 宗 し て を り , 当初 10.4~>11.5 
多 の 寄生 率 を 現在 0<1.2 狐 程度 に 低下 せしめ て いる 。 
当地 は 昭 虫 に 対し て も 毎月 投手 し て いる が 上 商 30 て 50% の 
寄生 幸 を 示し 上 虫 は 集団 駆虫 の み で は 仲 々 撲滅 し 難い 事 
を 暗示 し て いる 。 

4) 京都 府 弓 前 村 に 於 ける 側 察 ・・・ 釣 虫 保有 9 家庭 を 
対象 と し 昭和 830 年 か ら 鈴 宗 し て いる が 冬期 前 3 回 の 集団 
駆 躍 に ょ り , 寄生 虫 566.72% か ら 直 在 02 に 低下 し て い 
や っ o 

以上 要約 すれ ば 遇 虫 は その 卵 の 抵抗 性 強く 農村 に 於 て 
は 再 感染 が 展 々 起り 集 団 駆 由 の み で は 仲 々 撲滅 が 挙 り 難 
い 。 特に 山地 域 に 於 て その 感 が 深い 。 一 方 釣 過 は その 生 
物 学 的 性 質 か ら 集 団 駆 中 の み で 比較 的 短期 間 に 相当 の 撲 
減 効 果 を あげ 得る る の で ある 。 特 に 冬期 に 一 地域 の 住民 
が 挙 つ て 駆虫 に 協力 する な ら ば 翌年 か ら の 再 感 染 は 激減 
する も の と 考え る 。 

( 加 ) ( 素 大 ) 長 野 寛治 

冬期 完全 駆 旧 と 其 の 後 の 寄生 昌 検 疫 の 制度 を 励行 す 
れ ば 釣 虫 は 根絶 し 得る と と を 初島 に 於 て 実証 し て お り ま 
す 。 目下 実施 中 の 陸地 つ ゞ き の 農 村 部 落 に 於 て も 実証 せ 
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33, 多 下 威 柴 経 路 の 疫学 的 研究 
瞬 本 県 菊池 川 流域 の 釣 虫 , 虫 お よび 功 虫 の 感 梁 状 能 


三井 病院 保健 課 
着 田 口 利 幸 
Studies on the mmode of hook-worm infection 
The infected condition of hook-worm, 
round-worm and whip-worna in the 氏 所 uchi 


river basin of Kumanaoto Prefecture 
TOSHIYUKI MUTAGUCHI 


昭和 31 年 7 一 10 月 の 期間 , ツ ビ = 釣 虫 が 優 占 的 に 分 布 
する , 熊本 県 北部 菊池 川 流域 に 位置 する 玉名 市 の 4 地域 
住民 (884 名 ) を 対象 と し て Stoll 法 の 検便 集団 駆虫 
共 養 な ど を 施行 し , 次 の 如き 成績 を 得 た 。 

1. 都 市 釣 虫 保有 者 の 糞便 を 培養 し A.d8 名 A.q 十 N.a 
2 名 農村 釣 虫 保有 者 に つい て は 集団 駆虫 を 実施 し A.q 
22 名 A.q 十 N.a15 名 N.a1 名 排 浴 虫 体 数 651 匹 CA. 
d487 , N.a 214,) を 得 た 。 

2. 経 口 感染 の 融 虫 , 鞭 昌 は , 調査 地 に よ つ て 著しい 濃 
淡 が み ら れ た が , 必ず し ゃ 農村 に 高度 で は な い , し か し 
釣 虫 は 感染 率 , 度 共に 町 より 農村 に 大 で あり , 耕作 面積 
の 広く な る に し た が つて 増大 し た 。 

3. 何 れ の 調査 地 に お いて も , 顕 虫 は 小児 に 高 率 を 示し 
釣 虫 は 成人 に 大 で あつ た 。 

4. 釣 虫 の 感染 量 度数 分 布 型 は , 都市 は poisson 型 に 
近似 , 農村 は 著しく 相違 し た が 顕 虫 は 両 地域 で 共に 同型 
と 相違 し た 。 

5. 釣 虫 は 農業 労働 者 が 他 職 業 労働 者 に 比 し て 感染 事 , 
度 共に 大 きい が , 顕 虫 , 鞭 虫 は 両者 の 間 に 殆ど 差違 が み 
られ な い 。 

6. 釣 虫 の 家族 集積 性 は み ら れ な い が , 遇 虫 の 家族 集積 
性 は 確認 され た 。 
以上 の 成績 か ら , 本 地方 に お いて は 経口 感染 の 虫 , 
鞭 虫 と 釣 虫 と の 感染 態度 は 著しく 相違 し て いる こと と を 認 
め た 。 し た が つて と の 地域 で は, ツ ビ ニ 釣 虫 感染 経路 の 
主 道 は 経 友 と 一 応 推定 し て みた 。 

( 問 ) ( 千 大 寄生 中 ) 柳沢 利 喜 雄 
60 才 以上 の 老人 に か えつ て 感染 率 が 高い 理由 を お 知ら 
せ 下 さい 。 テ 

( 答 ) 牟田 口 利 幸 
本 部 落 は 零細 農家 で ある 。 し た が つて 壮年 者 は 一 応 他 
職業 に 従事 し て いる 関係 か ら 60 才 以上 の 老人 も 農耕 作業 


( 54 ) 


に 従事 し て いる 。 
( 問 ) ( 伝 研 寄生 虫 ) 林 滋 生 
家族 集積 性 を 検討 され た 例 は いく つの 地域 の を 合併 き 
れ た も の で すか 。 湿 淫 度 の ち が つ た 地域 の を 合算 する と 
見 掛け 上 家族 集積 積 性 が ある よう に で る と と が ある の で 
注意 を 要する と 思い ます 。 


( 答 ) 牟田 口 利 幸 
玉名 と 排 田 の 2 部 落 を 合併 計算 致し まし た 。 
( 間 ) (新潟 大 医 動物 ) 伊 藤 淳一 


経口 的 に の み 感 染 す る 顕 虫 が 家族 集積 性 を 示す と と が 
多い と と は 私 も 経験 し て いる 。 レ し か し な が ら , 家族 集積 
の 有無 を 検討 する と と に よ つ て 逆 に 感染 主 道 を 推定 する 
こと は 必 ら ず し ゃ 芝 当 と は 思わ れ な い 。 

( 答 ) 牟田 口 利 幸 

二 項 分 布 の 定理 を 用 いて 家族 集積 性 を 観察 する と と は 
疫学 で 盛 に 行なわ れ て いる それ を 導入 し た の で あり , 受 


当 性 が ある と 思 つ て いる 。 


33. 日 本 に むけ る 顎 口 虫 の 分 布 (2) 


(文部 省 科 学研 究 費 鍵 口 虫 研究 斑 ) 
宮崎 一 務 ・ 大 鶴 正 滴 ・ 北 村 包 産 ・ 小 宮 義 考 
森下 新 夫 ・ 森 下 甘 ・ 長 花 操 ・ 山 口 富雄 

志 本 赴 夫 ・ 岡 部 浩 洋 ・ 岡 村 一 度 
北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 


Geographical distribution of Gnathostoma ir 
Japan (2) (Research group on CZ の 7 の So274 の 。 
Co-operative Research, Ministry of Education) 


ICHIRO MIYAZAKI, MASAMITSU OTSURU 
KANEHIKO KITAMURA, YOSHITAKA KOMIYA 
TETSUO MORISHITA, KAORU MORISHITA 
MrsAO NAGAHANA, TOMIO YAMAGUCHI 
TAKEO TSUKAMOTO, Koyo OKABE 
ICHIRO OKAMURA, SErIICHI KITAMURA 
DAISUKE KATAMINE 


91 年 度 (31 年 4 月 か ら 32 年 3 月 まで ) の 成績 は つぎ の 
通り で ある 。 

.1) 有 有 球 顎 口 虫 : 新しく 国内 感染 者 を みつ けた の は 静岡 
県 で ある が , 旅行 の 多い 人 で ある た め に , 同 県 内 で 感染 
し た と いう 確証 は な い 。 人 か ら 虫 を と り 出 し た の は , 福 
岡 , 大 阪 , 岐阜 , 愛知 で 1 例 ず つ 。 すべ て 成虫 , その 中 
福岡 と 岐阜 の は 雌 で あつ た 。 日 本 で 雌 成虫 が 人 か ら と り 
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出さ れ た の は , 岐阜 の 例 が 最初 で ある 。 愛知 県 に 患者 が 
発生 する と と は , 昨年 か ら わ か つて いた が , 次 第 に 増加 
し て , 本 年 度 に 確認 ミ れ た の は 16 例 。 こ と の 他 に 集団 発生 
も 起 つて , 同 県 は 注目 すべ き 場 所 と な つて きた 。 新しく 
震 魚 に 幼 昌 を みつ けた 府県 は な か つた が , 愛知 県 海部 郡 
産 の る の に は , 48 中 11 尾 (26%) に 1 ~17 匹 の 幼虫 を み 
と め , と の 点 も 次 第 に 濃厚 に な りつ つ あ る 。 雷魚 を し ら 
べた が 本 年 度 も 幼虫 の みつ か ら な か つた の は , 山形 (57) 
福島 (19) , 新潟 (297 ) , 群馬 (28) , 富山 (65) , 

石川 (6Y) , 福井 (40) , 長野 (5) , 千葉 (51) , 茨 
城 (50) , 山梨 (5) , 静岡 (5) , 知 歌 山 (46) , 京 
都 て 12) , 鳥取 (7) , 岡山 38) , 広島 (3) , 鹿 児 
島 (50) の 諸 県 で ある (カッ コ 内 は 調査 数 ) 。 ゴ イサ ギ 
に , は じ め て 幼虫 を みつ けた の は 佐渡 島 (新潟 県 ) で , 

10 中 6 羽 に 1 >10 匹 を みとめ た 。 同 県 で は 昨年 度 も , 

越後 出 の ゴイ サギ か ら 発 見 され て いる の で , 興味 深い 事 
実 と いつ て よい 、。 一 方 , 宮城 県 で は ネコ 731 頭 を し らち ペ 


て , 黒川 郡 産 の 1 頭 の 大 便 に , 「 有 球 」 の 卵 と 同定 すべ 
きも の を みつ けた と と は , 興味 ある 新知 見 で あつ て , 今 
後 の く わし い 研 究 が 期待 され る 。 〈 卵 発見 2 ヶ月 後に , 


v や 
の ネ ュ を 剤 検 し た が , 虫 体 は みつ か ら な か つた 。 ) 

2) ドロ レス 頭 口 虫 : 主 と し て イノ シシ を し ら べ た が 
本 年 度 に な つて は じ め て 証明 し た の は 広島 で あつ て , 2 
中 1 頭 に みとめ られ た 。 (岡山 県 産 は 6 頭 し ら べ て 陰 
性 。) 

3) 日 本 顎 口 虫 : 本 年 度 に お いて , 新しく 証明 され た 
の は , 岩手 , 宮城 の 両 県 で あつ て , 前 者 で は 39 中 1 頭 , 
後者 で は 18 中 4 頭 の イタ チ に , それ ぞ れ 成虫 が 発見 され 
た 。 そ の 他 , 青森 (15) , 秋田 (4) , 福島 (22) , 山 
形 (27) , 新潟 て 58) , 長野 (88) , 石川 (5) , 福井 
(20) , 栃木 (84) の イタ チ も 調査 され た が , すべ て 陰 
性 ぐ で あつ た 。 (カッ コ 内 は 調査 数 ) 

( 加 ) ( 熊 大 寄生 虫 ) 岡 村 一 郎 
熊本 地方 で 魚 の み の 生食 て 皮 フ 名 口 虫 症 を 起 し て 居る 
者 が 次 第 に 増加 し て 居る が 未だ 鯛 に 同 仔 虫 の 自然 感染 を 
見 な い の で 半信半疑 で あつ た が , 小生 自身 淡水 魚 と し て 
は 魚 の み の 生食 で 確実 に 本 症 に 権 患 し た 。 


「 バ 





34. 九 洲 , 北海 道 等 の 志 鉱 労務 者 約 3 
万 人 の 氷 抹 , 浮 流 , 培養 概 便 法 併用 
に よる 寄生 暑 虫 相 の 比較 研究 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 息 部 
佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 ・ 佐 藤 幸 基 
三浦 昭子 ・ 若 杉 幹 太 邸 ・ 白 坂 意 時 
高田 敷 徳 ・ 花 懲 華 ・ 黄 雲 著 


MANABU SASA, SHIGEO HAYASHI 
HIROSHI TANAKA, KOJI SATO 
AKIKO MIURA, MIKITARO WAKASUGI 
TATSUHIRO SHIRASAKA, ATSUNORI TAKATA 
C. CHUANG, Y. HUANG 


Comparative studies on the helminth fauna 
of -the coal-mine laborours in Kyushu and 
Hokkaido by sirmultaneouS appiication of 

the direct-smear, floatation and 
caltivation naethods 


我 く < は 三菱 鉱業 所 属 の 九州 (筑豊 及び 長崎 県 離島 ) , 
北海 道 等 に 分 散 す る 15 ヶ 所 の 炭鉱 従業 員 約 3 万 人 の 寄生 
虫 を 直接 塗 抹 法 (2 枚 分 ) , 飽和 食塩 水 浮 済 法 , 濾紙 培 
養 法 の 3 法 を 同一 材料 に つき 併用 し て 実施 し た 。 材料 は 
15g 入 り の 金属 カン に と り , 急行 鉄道 便 で 毎日 500 人族 
づつ を 東京 に 送り , 1956 年 10 月 12 日 より 翌年 1 月 12 日 ま 
で の 間 に 全 検査 終了 し た 。 そ の 結果 , 釣 虫 は 筑豊 地区 
32.4%, 離島 地区 21.7 狐 , 北 海道 8.8 で , いづ れ も 閣 
養 検査 に よる 判定 で は ツ ビ ニ = 釣 が アメ リカ 釣 昌 より 多 
く , 前 者 は 筑豊 で 96.622, 島 で 90.6%, 北海 道 で 82.6 名 
を 占め た 。 毛 様 線 良 は 筑豊 2.1 %, 島 0.9 % に 比 し 北海 
道 14.1%, 東北 75.72% と は る か に 北方 炭鉱 に 高く , 顕 下 
は 筑豊 12.2, 島 183.5% に 比 し 北海 道 は 28.4 多 , 鞭 も 
筑豊 6.7 22, 島 9.7 欠 対 し 北海 道 183.52 で , 共に 北海 道 
の 方 が 2 倍 位 高 系 で あつ た 。 そ の ほか の 寄生 孔 の うち , 
糞 線 虫 が 培養 法 で 北海 道 に 3 例 , 筑豊 に 3 例 検出 され 
た 。 全 検 出 数 に 対す る 各種 検査 法 別 の 検出 率 は 釣 虫 に お 
いて は 塗 抹 28.622, 浮 渡 68.52%, 培養 86.0 多 , 毛 様 線 到 は 
塗 抹 21.722, 浮 済 57.822, 培養 67.9, 遇 虫 は 沙 抹 91.6 
, 浮 江 61.8%, 鞭 虫 は 塗 抹 54.8, 浮 漠 68.5% を 示し 
た 。 鉱 員 と 職員 で は 釣 虫 は 全体 で 19.8% : 11.8 め %, 毛 様 
線 虫 7.3 2 : 5.1 22, 顕 明 19.922 : 12.0%%, 鞭 虫 10.6 狐 
・ 5.8 % で いづ れ も 鉱 員 の 方 が 検出 素 が 高く , 塊 内 夫 と 
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玉 外 夫 で は 多良 21.82 : 16.422, 毛 様 線 虫 7.5 2 : 6.8 
%, 顕 虫 19.922 : 20.022, 鞭 虫 10.4 多 
の み に 閉 明 な 差 が 認め られ た 。 

( 問 ) (宮崎 保健 所 ) 小 牧 衛 夫 
撤 内 夫 と 境 外 夫 と は 前 者 の 釣 虫 寄生 虫 素 が 高い 様 に 承 


り ま し た が , 塊 内 に お ける 糞便 の 始末 は どう し て いる の 
で すか ? 
答 ) 佐 々 学 
最近 の 塊 内 は 便所 の 施設 も ある 所 が 多い が , 必ず し ゃ 


全員 が と れ を 利用 し て いる わけ で る な く , 葵 便 の 始 林 が 
理想 的 に 行わ れ て いる と は 限ら な いと 思う 。 な お , 志 内 
は 湿度 , 温度 と も 釣 虫 の 発育 に は 好適 な 所 が 多い 。 
( 間 ) (三井 鉱山 ) 御田 口 利 4 
wanihe 科 レ て ae 久 ら れる が 


spa 

( 答 ) 佐 々 学 

検査 は 1956 年 末 で , 三菱 炭鉱 の 各 事 業 所 と も 坊 内 の 方 
が 検出 系 が 高く み ら れ た 。 

( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 小 宮 義 却 

1。 各 種 検査 法 を 同一 材料 に つき 全員 に 併用 し た 成績 
か ? 

2。 検査 の 時 間 は 年 間 を 通じ て か 限定 され た 一 
か 。 

( 答 ) 佐 々 学 
1。 各 便 は 15g 入 り の カン に と り , 3 法 を すべ て 併用 
し まし た 。 

2。 時 期 は 九州 は 10 月 , 北海 道 は 11 月 で 便 の 保存 に 好 
適 な 条件 の 時 期 を えら ん だ 積 り で お り ま す 。 


定時 間 


( 問 ) (新潟 大 医 動物 ) 伊藤 淳一 

東洋 毛 様 線 虫 の 感染 率 が 境 外 夫 ょ り も 内 夫 に 少し 高 
いよ う で ある が , 推計 学 的 に 差 が みみ られ ます か 。 あ る と 
レ ま す と その 差 は 如何 な る 要因 に よる も の と お 考え で し 
よう か 。 

管 ) 8 能 - A , . 学 


北海 道 地区 で , 毛 様 線上 は 塊 内 夫 は 5,905 名 中 887 例 
(15.0 多 ) , 坊 外 夫 は 3,613 名 中 487 例 て 18.4 め ) が 陽 
性 で 。 そ の 陽性 率 の 差 は 有意 ご し た 。 


35. 草子 油 処 理 に よ る 銅 虫 卵 の 酸素 消 
費 量 の 変化 


農業 技術 研究 所 
国井 室 章 ・ 池 内 まき 子 


0 ど 銘 虫 
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On the oxygen uptake of ascariS egg 
treated with mustard oil. 


YOSHIAKI KUNII, MAKIKO IKEUCHI 


プルー ル よ 
ロー パス 


共 子 油 乳 剤 が 顕 虫 卵 に 対し て , 直接 接触 の 
て 3 万 倍 濃度 以上 の 強い 殺 卵 作用 を も つて いる と と は , 

すでに 報告 し た 通り で ある 。 そ と で ぐ 今 回 は , 草子 油 乳剤 
の 部 虫 卵 に 対す る 殺 卵 機 作 解明 の 手段 と し て , 草子 油 処 
理 に よ つ て 顕 虫 卵 の 酸素 消費 量 が どの よう に 変化 する か 
を 検討 し た 。 

実験 材料 画 虫 卵 は 豚 顕 虫 子宮 下部 虫 卵 を 使用 し た 。 
草子 油 は フェ ニー ル 草 子 油 を Tween 80 番 で 乳剤 と し た 
や の で ある 。 

実験 方 泊 あら か じ め 顕 虫 卵 を 草子 油 乳剤 で 処理 し , 
の 本 提 半 季 た で か の 5 交 
た 。 処理 方 法 は , 3 寸 の 腰 高 シャ ー レ ー に 草子 油 乳 剤 の 

万 倍 濃度 の も る の を 100 cc 取り , 顕 虫 卵 に 直接 接触 させ 
た 。 処理 温度 は 28' で , 処理 日 数 は 7 日, 38 日, 1 日 と し 
た 。 処理 後 直ちに 蒸溜 水 で 草子 油 乳 剤 を 充分 に 洗 藻 し て 


取り 去り , これ を 湿ら ちせ た スヤ キ 巨 上 に の せ た 。 一 定 湿 
度 と な つた と の 顕 虫 卵 よ り , 0.5g を 呼吸 測定 容器 と 衝 


量 管 に 夫々 科 取 し , 前 者 に は リン ゲル 氏 液 , 書 酸 緩衝 液 
を 加え て 酸素 消費 量 を 測定 し た 。 測定 は 10 分 間隔 で 60 分 
継続 し , この 場合 の 信 温 槽 温度 は 80C で ある 。 後者 は 
105 C の 人 昼 温 器 で 乾燥 し, 乾燥 重量 を 求め た 。 更に 下 卵 
の 一 者 も 3 を な アナン: 9 の 元吉 人 tA。 


月 後に 生死 の 判別 を 行 つ た 。 な お 対象 と し て は , 8 寸 腰 
高 シ - ャ ー レ ー( - 蒸 溢 水 100 CC < を と り , と れ に に 顕 虫 卵 を = 人 


て 温度 28'C で 草子 油 処理 の 場合 と 同日 数 培養 し て , 前 
eo より 酸素 消費 量 の 測定 を 行 つ た 。 


実験 結果 1 万 倍 濃度 の 草子 油 で 処理 し た 項 上 卵 は 。 
処理 を 行 は な い 対 照 の 銀 卵 と 比較 し て , その 酸素 消費 
量 が 低下 する 。 そ し て 処理 日 数 が 長い 場合 程 , その 低下 


が 著しい よう で ある 。 ま た , 1 ヶ月 培養 修 の 観 祭 結果 は 
対内 の 顕 虫 卵 は 100 多 仔 虫 形成 卵 と な つた が , 1 万 倍 弁 
子 油 乳 剤 の 7 日 , 3 日 処理 の 鯛 虫 卵 は , 単細胞 の ま > ゝ 発 
育 せ ず , その 多く に は 転位 像 が 認め られ た 。 1 日 処理 の 
名 虫 卵 に は 80 の 仔 虫 形成 卵 が あつ た 。 

考 祭 以上 の よう な 点 か ら , 草子 油 乳 剤 の 虫 卵 殺 卵 
作用 は , 酸素 消費 量 の 測定 を 行 つ た 結果 , 顕 昌 卵 の 呼吸 
を 著しく 阻害 し て いる こと と が 認め られ た 。 そし て 更に 
顕 虫 卵 に 対す る 殺 卵 剤 の 効果 判定 に 於 いて , 従来 一 般 に 
行 は れ て いる 1 2 ヶ月 間 の 長期 培養 法 に , と の 酸素 消 
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費 量 の 変化 を 測定 する 方 法 を 合 は せ て 行 つ た な ら 。 より 
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確実 な 判定 が 短 時 日 の うち に 出来 る の で は な いか と 考え 


ン 


36. 二 硫 化 朋 素 と 農 用 ロー ト 油 合 剤 に 
よる 袋 池内 遇 虫 卵 の 撲滅 に つい て 


日 本 医科 大 学 第 一 医院 内 科 
中 路 一 ・ 藤 田 敏 子 


On the extermination of aScariS eggs in 
feces and urine by use of the rmixture 
of CS。 and “Agricultural Roto-Oii"" 


HAJIME NAKAJI, TOSHIKO FUJITA 


野菜 に 附 着 し た 句 虫 卵 の 撲滅 に 対す る CS。 の 効果 に つ 
いて は 第 19 回 本 学 総合 に 於 いて 発表 し た が , 其 の 後 肥料 
と し て 使用 する RowOtofspat と 対す る CS。 の 効果 に 
つい て も 種々 実験 を 行い , の 拡散 剤 と し て 「 農 用 ロ 
(ツー 了 味 AA を 用 
CS。 と 農 用 ロ ー ト 油 (RT. と 呼称 ) ・ 1 の 割合 に 
混 じ た CS・ Mae 得 た の で 

告 する 。 

実験 糞 池 に は 当 病 院 構内 の 戸外 土 中 に 石油 向 を 埋め , 
内 に 人 軌 虫 卵 を 含む 人 糞尿 を 入れ た 「 特 設 開 池 ] と , 都 

下 恵 泉 女 子 短期 大 学園 芸 科 の 農園 内 , 野外 糞 池 と を 使用 
も 光 。 

実験 成績 は , 夏季 , 特設 芝 池 で は 外気 温 (20.0C< 
94.5C) , CS。・RT 合 剤 0.1 2 (CS。 の 濃度 ) で は Y 
日 後に 上 下層 共 完 全 死滅 を 見 る 。0.05% で は 上 下層 共 完 
全 死 滅 に は 18 日 を 要 す 。 

冬季 特設 糞 池 で は 外気 温 (-4.5 で て 19.0'C) で 0。.32 
2 で 10 日 後に 上 下層 と も 完全 に 死滅 し , 0. 1 で は 完 
死滅 に 40 日 を 要する 

夏 野外 美 池 で は 外気 (19.5 で て 35.0' や ) で 0.1 
で 5 日 後に 上 下層 と ゃ 完全 に 死滅 し 0.05% で は 完全 死 小 
に は 10 日 を 要する 

人 人 で は 外気 (ー ー11.0'C て 18.0'C) で 0.2 

で 日 後に 上 下層 と も 完全 に 死滅 し 。0.1 多 で は 完全 
本 を 要する 。 

商 CS。・RT 合 剤 の 農作物 に 対す る 薬害 に つい て は 前 
記 大 学 農園 に 依頼 し 種々 試験 を し て も ら つ た が 薬害 は 認 
め ら れ な か つた 。 

以上 CS,・RT 合 剤 は 夏季 冬季 を 通じ て 比較 的 低 濃 度 , 
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短期 間 に 糞 池内 の 顕 東 卵 を 撲滅 出来 , 即ち 施肥 を 急ぐ 場 
0 
錠 , 冬 は 0.1 多 で 目的 が 達せ られ る と 思う 。 商 0.1 多 
と すれ ば 糞 尿 一 石 当り 約 40 円 程度 で 比較 的 安価 て あり 。 
操作 に 簡単 な 点 等 実際 に 利用 価値 の ある も の と 考え られ 

( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 小 宮 義孝 
CS。 に ロー ト 油 を 加え た 合 剤 は CS。 だ け に 比 し て そ 
の 引火 性 に 変化 が ある か 。 

答 ) 中 牙 ーー 
正式 に は 実験 し て お り ま せん が , 変化 な い 様 に 思わ れ 
ます 。 


37、 い わ め ゆる 殺 卵 剤 , 特に 二 硫 化 渓 素 
及び 揮発 性 草子 油 の 器 虫 卵 殺 滅 効 
果 の 不安 定性 に 関す る 研究 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
小宮 姜 孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 久 津 見 晴彦 
神奈 川 県 衛生 研究 所 
児玉 威 ・ 原 田 文雄 ・ 武 藤 幅 夫 
千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
柳沢 利 喜 雄 ・ 矢 島 ふ き ・ 内 田 昭夫 


Studies on the instability in ovocidal effects 
of carbon disulfide and maustard 


oil on aSCariS OV& 


YosHITAKA KOMIYA, AKIo KOBAYASHI 
ARUHIKO KUTSUMI 
TAKESHI KODAMA, FUMIO HARADA 
NOBUO MMUTO, RIKIO YANAGISAWA 
FUKI YAJIMA, AKIO UCHIDA 


1. 尿 尿 混合 メチ ウム 中 に お ける 二 硫 化 談 素 お よび 草子 
油 の 咽 虫 卵 殺 減 効 果 は , 虫 卵 を 薬剤 に 直接 浸漬 し た 場合 
に 比 し て , その 郊 果 が 低下 し か つ そ の 結果 が 不安 定 で あ 
る 。 そ の 原因 を 追求 する た め に , メ ヂ ウム を 辰 単 独 , 殿 
尿 む よび 殿 水 混合 物 の 場合 の 3 者 と な し , 作用 条件 を 一 
定 と し て , 一 定 温度 (28?<30?C) , pH4, 8, 減 菌 操 
作 を 加え た る も の , 然 ら ざる も の と し , その 各種 組み 合 
せ の 下 に お いて 上 記 2 種 薬 剤 の 顕 虫 卵 殺 減 試 験 を 3 機関 
と る ゃ 同一 条件 下 に お いて 実施 し た 。 

2. そ の 結果 判明 し た と と は , pH 酸性 調整 。 減 菌 操作 
施行 メデ ウム に お いて は , いづ れ の 場合 に あつ て も 概ね 
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_ その 殺 卵 効果 高く か つ そ の 作用 の 安定 し て いる 事実 が 認 
め ら れ , と れ に 対し て pH アル カリ 性 調整 , 不滅 菌 メ ヂ 
ウム に お いて は , と くに 殿 尿 の 混在 せる 場合 。 殺 卵 効果 
は 著しく 減殺 され , か つ そ の 郊 果 は 不安 性 を 示 し た 。 

の PPPYPRSS 合 に あつ て は と 

re で Cf ゼ 産 生 菌 を も 含む 
FreePe 才 人 。 尿 中 の 尿素 の アン 
Fw の 人 や キ eidp 
カリ 化し, た め に 上 記 2 種 薬 剤 の 一 定 部 分 は 容易 に 生成 
アン モニ ア と 結合 し, それだけ 和 殺 卵 効果 が 減殺 され る に 
いた る 結果 で ある と 推定 され た 。 

4. 一 方 pH を 酸性 に 調整 し , か つ 減 菌 操作 を 施行 し た 
メ ヂ ウム の 場合 に は , 以上 の 機 誠 に も ちと づく アン モニ ア 
の 生成 が 抑制 され , か つか ゝ る 酸性 メデ ウム に お いて は 
楽 剤 と アン モニ ア と の 反応 が 起り 難い た め , その 殺 卵 効 
果 の 低下 が さほど 認め られ ず , また その 効果 の 安定 性 が 
保持 され る も の と 思考 され る 


38. 日 本 の 鈴 に み られ る ル ん ezzcocy7 の 2z0072 
cg77ezyz 様 原虫 病 に 関す る 研究 


音 衛 生 試 験 場 
秋葉 和 温 ・ 川 島 秀雄 ・ 乾 純夫 ・ 石 井 進 


A blood disease of chickens in japan by 
ecocY7 の る の 22 CZy7 like protozoa. 


KAZUYOSHI AKIBA, HiDEO KAWASHIMA 
SUEO INUI, SUSUMU ISHII 


1。 兵庫 , 島根 , 長野 , 徳島 , 鳥取 , 高知 , 香川 , 東 
京 等 の 各 府 県 か ら の 病 性 鑑定 鶏 中 に Leucocytozoon 
caulleryi に 似 に 原虫 と 原虫 病 の 存在 を 確認 し た 。 一 般 に 
夏 に 多発 し た 。 

2. 本 原虫 寄生 に より 雛 は 口 か ら 血 液 を 排出 し て 急 に 
名 死 し た 。 中 短 成 商 で は 大 部 分 の も の が 一 時 貧血 下痢 を 
示 し た が 潤 次 回 復 し た 。 


8. 解剖 所 見 は 雛 で は 全身 各所 に 起 る 出血 に 要約 され 


た 。 中 鍼 成 竣 で は 小数 に 出血 を みた が 大 部 分 の も の は 混 
合 感染 の 所 見 が クロ ー ズ アッ プ さ れ て いた 。 

4。 と れ ら の 自然 感染 夷 に つい て 種々 検索 し た と と ろ 
症状 検査 時 期 に より 極め て 特徴 的 な 形態 上 の 変化 を 示し 
て いた 。 

schizogony : ( イ ) 体内 各所 の 毛細 血管 内 に 1 ~ 数 個 
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集 ま つた schizont (85 一 210 メ 28 一 175 。 の 円 乃至 棒 
円 体 で 包 殻 を も ち 徴 小 体 を 内 蔵 し て いる ) が 多数 あみ られ 
た 。 ( ロ ) schizont の 破裂 と 1.7X1.0 。 の merozoit 
の 流血 中 放出 , (へ) schizont の 発育 , 変性 過程 が 種 
々 み ら れ た 。 

gametogony :( イ ) 流 血 中 に 放出 され た merozoit が 
赤血球 赤 芽 球 に 寄生 し 滞 次 大 きく な り 二 種 の gameto- 
cyte と な る 。 (n) 最後 に host cell か ら 遊 離し た 円 
Ma 円 形 の gametocyte (17.4 一 12X16.2 一 12.7 ム ) 

な り ⑦) 急 に 体内 か ら 消失 し た 。 (=) 商 極 め て 小 
is 細胞 様 の も の へ の 寄生 も 認め た 。 

5. 感染 試験 は 何れ も 失敗 し た 。 と の と と は 6 本 原虫 の 
育 発 環 に は 或 種 の 媒介 体 を 必要 と する と と を 示し て い 
る 。 

6. Mathis 多 Leger (1909, 1912) は , Tonkin の 
鶏 か ら 私 達 の 末期 の gametocyte に 似 て いる 原虫 を 
, cgzpzyy7 と し て 報告 し て いる が , 臨床 所 見 , 解剖 所 見 , 
schizogony, gametogony の 記述 は み ら れ ず , game- 
tocyte の host cell (少数 みた) は , No mon0- 
nuclairyyi と し て いる 。 それ 故 現 段階 に 於 て は 一 応 ア . 
PR 生生 arereete 
は 後日 行い た いと 考 へ て いる 。 

6. 本 原虫 病 の 病 性 は 原 上 そ の も の の 毒性 は 不明 で あ 
る が 毛細 血管 内 に 多数 形成 され る schizont に よる 栓 塞 
と 赤血球 赤 芽 球 等 の 寄生 に ょ る 赤 陣 球 破壊 等 に 起因 する 
機械 的 , 機能 的 影響 に ょ り 惹起 され る も の と 思考 され 
た 。 


39. 精 和 旭 藻 画 見 及び 視力 障 万 者 に 於 け 
る Toxoplasma 調査 成績 


九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
下 岡 輝明 ・ 山 本 肛 雄 


The serological test for ozo カ /ZszzZ antiboody 
in the patients of oligophrenia and 


disturbance of vision. 


TERUAKI HIRAOKA, ITSUO YAMAMOTO 


7oxo カ /zsg gozd2 が 中 枢 神経 や 視神経 を 好 ん で 侵し 
種々 の 障 得 を 起す 事 は 既に 周知 の 事 で ある が , 私 達 が 今 
迄 に 虫 体 を 分 離 し た 患者 6 例 の 中 , 精神 薄弱 と 診断 され 
て いた 者 が 3 例 を 占め て お る 事 か ら , 今回 , 精神 薄弱 児 
及び 視力 障 旭 者 に つい て 血清 学 的 検査 並 に 虫 体 の 検索 を 
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試み た の で その 結果 を 報告 する 。 

検査 対 像 と し て 福岡 県 立 若 久 緑園 (精神 薄弱 児 収容 施 
設 ) 園児 185 名 と 福岡 市 草 ケ 江 小 学校 特殊 学級 児童 18 名 
合計 148 名 , 並 に 福岡 盲 学校 生徒 196 名 を 選ん だ 。 こ と れ 
を 年 齢 別に 見 る と 精神 薄弱 児 で は , 5 才 未 満 1 例 , 6 > 
10 才 48 例 , 11 て 15 才 68 例 , 16-20 才 29 例 , 21 才 以上 2 
例 。 視力 障 旭 者 で は 5 才 未 満 よ く , 6 ~10 才 27 例 , 11 
15 才 47 例 , 16 っ 20 才 80 例 , 21 以 上 42 例 で あつ た 。 

検査 方 法 は Sabin-Feldman の dye-test を 用 い titer 

1 : 4 以上 の 者 に つい て は , 脳 硝 髄 液 を 採取 し, 各 5 頭 
の マウ ス の 腹腔 内 に 0.5~1.0 cc, 宛 を 接種 し , と れ 
を 5 代 に わた つて 継 代 し , 一 方 で は 脳 硝 髄 液 の 直接 次 布 
染色 標本 に よ つ て 下 体 検索 を 試み た 。 又 , と れ 等 陽性 者 
の 母親 に つい て も 同様 dye-test を 行 つ た 。 

以上 の 結果 , 精神 薄弱 児 148 例 中 tter 1 : 4 以上 11 
例 で ? 強 で あつ た 。 即ち titer 1 : 4 の も の 5 例 , 1 
:16 が 5 例 , 1 : 64 が 1 例 で あつ た 。 と の 中 titer 1 : 16 
を 示し た 13 才 の 男子 と 12 才 の 女子 の 2 例 か ら 由 体 を 証明 
し た 。 視力 障 各 者 で は 196 例 中 titer 1 : 4 が 4 例 で 2 
久 強 で あつ た 。 以 上 の 母親 に つい て 実施 し た qye-test の 
結果 , 精神 薄弱 児 の 母親 7 還 の 中 tter 1 :16 が 2 例 , 
1 : 4 が 1 例 , 陰性 4 例 。 視 力 障 宮 者 の 母親 で は 2 例 中 
1 例 が titer 1 : 4 で あつ た 。 他 の 母親 は 死亡 し て いた 
為 検査 出来 な か つた 。 

虫 体 を 証明 し た 18 才 の 男子 は , 福岡 市 内 で 生れ , 両親 
健在 で 同 胸 7 人 の 末子 で ある 。 母親 は dye-test の 結果 
titer 1 : 4 で , 患児 出産 前 約 1 年 半 に 一 度 流産 を 経験 レ 
た と と が ある 。 

12 才 の 女児 は 福岡 県 田川 市 に 生れ , 同胞 2 人 の 第 2 子 
で 9 ヶ月 の 早産 児 で ある 。 有 母親 の dye-test の 結果 は 陰 
性 で あつ た 。 

以上 の 様 に , 私 達 は 精神 薄弱 児 138 名 と , 視力 障 各 者 
196 名 , 合計 844 名 に つい て 血清 色素 試験 を 実施 し , 15 
名 の 陽性 者 の 中 , 2 例 に 虫 体 を 証明 し た の で 簡単 に 報告 

向 , その 人 後 , 九州 大 学 医学 部 小児 科 , 及び 精神 科 の 外 
来 を 受診 し , 夫々 精神 薄弱 と 診断 され た 2 例 に つい て , 
科 液 直接 塗布 染色 標本 , 及び 鱗 液 を 接種 し た 初代 の マウ 
ス 腹腔 液 か ら 虫 体 を 証明 し た と と を , 併せ て 報告 する 。 

( 加 ) ( 慶 大 寄生 東 ) 松 林 久 吉 

東京 地方 で も 精神 薄弱 者 に つい て dye-tst を 行 つ て 
いる が 陽性 者 は 殆 ん ど 見 あたら な い 。 双 虫 体 分 離 も 試み 
て いる が 成功 し な い 。7oxoosyag の 感染 が 地域 的 に 濃 
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厚 な た 所 と そう で な い 所 が あつ て 九州 地方 で は 特に 感染 が 
濃厚 で ある よう に 見 えて 興味 深い 。 


40. ト キッ デラ スマ 慢性 感 柴 症 の 研究 
(1) モル モッ ト 及 び マ ウス に 用 いた 実験 


慶応 義 茸 大 学 医学 部 小児 科 
瀬 長 長 三 防 


The study on the chronic infection of 
ozo ヵ Zsz2Z. (1 ) The experimentS 
with guinea DigSs and rmice. 
RYOSABURO SENAGA 


Toxoplasma 潜 在 性 慢性 感染 症 と 結核 症 と の 関係 に つ 
いて 動物 実験 的 根拠 を 得 ん た め に , 今回 私 は Toxop- 
lasma に 対し て 感受 性 を 有 し 耐 も て それ に 対 し て 明 謀 な 病 
変 を 呈す る モル モッ ト 及 び マ ウス を 用 いて Toxoplasma 
慢性 感染 症 を 起す 試み を 行 つ た 。 先ず モル モッ ト で Wa- 
rrenS ら の 報告 に 基 い て , 皮肉 ワク チン を 投与 し 其 後 4 
週 目 に 生息 体 接種 を 行 つ た みた が 役 検 動物 は すべ て 対象 
動物 と 同じ く 急 性 感染 で 死亡 し た 。 即ち parasitemie 
の 末 , 全身 的 急性 Toxoplasma 症 で 死亡 し た と 考え ら 
れ た 。 そ と で 私 は 感染 虫 体 数 と parasitemie と の 起り 
方 の 関係 を 実験 的 に 検査 し て みた 所 , 感染 虫 体 数 の 多い 
程 parasitemie は 早期 且つ 著 明 に 起 る こと が 分 つた 。 
次 いで 慢性 感染 を 起す 試み と し て , 皮下 ワク チン の 時 と 
同様 に マウ ス 継 代 中 の RH strain を 用 い , 先ず 之 を 洗 
藻 レ 一 昼夜 氷室 に 保存 , 次 の 日 之 を 60*C80 分 加熱 後 腹腔 
内 に 投与 し た 。 実験 は マウ ス 及 び モ ル モ ッ ト に 於 て 1 回 
の み の 投 与 及び 5 日 間隔 3 回 投 与 と し た 。 マ ウス で は 後 
者 の 投与 に 於 て , 後に 行 つ た (最終 ワク チン 投与 より 4 
週 目 ) 虫 体 数 20 万 の 生 忠 体 接種 に 対 し て 平均 生存 日 数 が 
6.4 日 で , 対 照 群 4.6 日 に 比 し や ゝ その 生存 日 数 を 延長 
し た か に 思え た 。 モ ル モ ッ ト で は 生 虫 体 接 種 40 万 で , 3 
回 投与 群 か ら 2 匹 , 1 回 の み の 投 与 群 か ら 1 匹 と や は り 
4 週 目 の 生 虫 体 接種 か ら 生 き 延 び , 面 る も る これら 3 匹 か ら 
は , 生息 体 接種 後 3 日 目 の 血 液 か ら $ 代 の マウ ス 通 過 に 
剤 て 始め て 虫 体 を 証明 出来 た 。 と の と と は 免疫 が 成立 し 
て , と の と と が 感染 一 増殖 parasitemie の 何れ か の 機 
構 に 対し て 影響 し た の で あろ うし, Weinman ら は 由 体 
の 拡散 は 流血 中 抗体 の 存在 に 於 て 抑制 され る と 述べ て い 
る 点 か らし て 興味 深い 。 何れ に し ろ , と れ ら の モル モッ 
ト は 生 残 し 且つ その 血 中 に 虫 体 を 証明 し た の で 本 当 の 意 
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味 の 慢 性 感染 動物 と 言い うる で あろ う 。 次 に と れ が 結核 
症 に 対し て 有する 実験 結果 に つい て は 次 の 機会 に 報告 す 
る と と に する 。 
( 加 ) ( 阪 医 大 病理 ) 田 部 漂 

ラッ テ の Toxoplasma 感染 症 の 場合 は 母 虫 の 感染 に 
より 仔 虫 が 現在 の と と ろ 2 世代 に わた り 潜 在 性 感染 を 続 
サ け , その ある も の に と 障 旭 が 現われ , 特に 脳 下垂 体 性 休 偽 
を 起す も の が 少く な いと と を 知 つ た 。 


41. 日 本 住 血 吸 息 威 染 兎 の 血清 重 白 渡 
紙 電気 泳動 像 ょ 肝 機 能 に つい て 
九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
古沢 元 之 助 
Paper electrophoretic serum protein fractionS 


and liver functions in rabbits of experirmental 


Schistosommi4SiS 14DOniCa 
MOTONOSUKE FURUSAWA 


実験 的 に , 兎 に 日 本 住 血 吸虫 症 を 起 さ せ て , 濾紙 電気 
泳動 に よる 血清 午 白 分 財 像 と 一 般 肝 機 能 と を 検査 し , 興 
味 あ る 知見 を 得 た の で ,。 と と に 報告 する 。 

実験 材料 : 2 3kg の 健常 白色 雄性 成熟 家 兎 7 匹 を 
一 定量 の オカ ラ と 新鮮 野菜 で , 同一 環境 下 に 飼育 し , 久 
留 米 産 の 宮入 具 か ら 得 た セル カリ ア を 兎 背部 皮下 に 注射 
感染 させ た 。 兎 1 匹 当 り の 注入 セル カリ ア 数 は , 500, 
550, 850 で ある 。 

実験 方 法 : 兎 血 清 は 早朝 空腹 時 に 大 腺 静脈 か ら 採 血 
血清 総 属 白 量 は 日 立 和 蛋白 計 で 求め た 。 濾紙 電気 泳動 は 
Grassmann “一 香 月 式 装置 , Veronal 緩衝 液 , 東洋 濾紙 
"No. 52 で , 血清 0.01 て 0.02cc を 直流 2 mA. 約 20V. 15 
ー17 時 間 泳 動 し , 蛋白 質 は 1 2BPB 昇 永 飽和 アル コー 
ル で 確認 , 色素 溶出 法 で 定量 し た 。 肝 機 能 は B 8P, 血 
清 ヒ ョ リン エス テラ テー ゼ 活 性 度 (以下 CH-E と 略記 ), 
尿 シ ウロ ビリ ノー ゲン , 尿 ミ ロン 反応 , 高田 氏 反 応 ,。 ル ゴ 
ー ル 反応 を 行 つ た 。 検査 な 感染 前 お よび 感染 後 70 日 迄 10 
日 置き に , 其 の 人 後 は 1 ヶ月 毎 に 行 つ た 。 

成績 : 血清 総 息 白 量 は 感染 後 40 日 目 迄 著 変 な く , 50 日 
目 か ら 全 例 に 於 て 著 明 に 増加 し , 70 日 4 ヶ月 目 に 最高 
と 成り , 其 の 後 徐々 に 減少 する 傾向 が 認め らち れ た 。 重 篤 
な 症状 を 呈し た 2 例 で は , 増加 の 程度 が 軽度 で あつ た 。 
アル ブ ミ ン は 感染 後 10 日 目 に や ゝ 減少 し , 20 て 80 日 目 に 
は 却 つ て 増加 , 40 日 目 か ら 著 明 に 減少 し た 。 グ ロブ リン 
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(以下 グ と 略記 ) は 感染 後 10 日 目 こ や ゝ 増加 する が , 30 
日 目 迄 著 変 な く , 40 日 目 か らち 〆 グ と @ グ が 著 明 増加 
し , y グ は や ゝ 遅れ て 50 日 目 か ら 著 明 に 増加 し た 。AG 
比 は 感染 後 40 日 目 か ら 低下 , Y A 比 は 50 日 目 か ら 増 大 し 

機能 に 就 い て は 先 に 報告 し た の で , 詳細 は 省略 する 
が , 尿 ウ ロビ リノ ゲー ン と B 8 P は 血清 蛋 白 分 肩 が 変化 
する 頃 一 時 悪化 し , や が て 好転 し た 。 CH-E は 此 の 時 
期 , 或いは と れ よ りや ゝ 遅れ て 低下 する が , 軽度 に 止 つ 
た 。 尿 ミロ ン 反 応 は 著 変 た く , 高田 , ル ゴ ー ル 同 反 応 は 
7y A 比 が 増大 する 時 期 と 全く 一 致し て 陽性 と 成り 。 以後 
強度 の 陽性 を 続け た 。 

むす び : 血清 蛋白 は 感染 後 10 日 目 頃 , 即ち 本 虫 が 肝 に 
到達 する 紀 , 一 度 軽度 の 変化 を 示す が , 其 の 後 30 日 目 迄 
著 変 た く , 40 日 目 , 即ち 虫 が 産卵 し , 虫 卵 が 肝 内 門 脈 技 
に 栓 塞 し 肝 に 障害 を 与え る 頃 か ら 著 明 な 変化 を 示 し た 。 
一 般 肝 機 能 は 一 時 増悪 する が , や が て 好転 。 或いは 軽度 
(に 止ま る に 反し , 血清 蛋白 の 変化 , 高田 , ル ゴ ー ル 両 反 
応 が 強度 の 変化 を 持続 する と と は 興味 ある 所 見 で ある 。 

( 問 ) (東大 獣医 ) 大 越 伸 
我 < は 人 工 感染 家 兎 及び 犬 を 併用 し て 本 発表 と 同様 の 
実験 を 行い , 感染 後 8834 日 目 の 血 清 に 就 て アル プ ミ ン 
減少 。 グロ ブリ ン 増 加 及 び グ ロス 反応 , カド ミウ ム 反 
応 , コバ ルト 反応 に 依る 肝臓 障害 を 認め て 居り , 更に ア 
ンチ モン 注射 に 剤 る 虫 体 殺 滅 後 に 於 ける 血清 蛋白 変動 , 
肝 肛 障 害 の 避 復 状態 を 目下 試験 し て 居る 。 

その 参考 に 供 し た い の で アン チ モ ン 溢 療 注射 に 依る 幅 
虫 後 の 変化 を も 実験 され た か , その 成績 を お 尋ね する 。 

( 答 ) 古沢 元 之 助 
アン チ モ ン 治療 注射 に 依る 駆虫 は 未だ 実験 致し て お り 
ませ ん 。 


42. 肝 吸 虫 症 の クロ ロキ ン * ア ンチ モ 
ン 剤 傍 用 療法 に つい て 


徳島 大 学 医学 部 第 二 内 科 
宮川 三男 ・ 津 田 洋 ・ 中 瀬 勝 
On the treatrmaent of clonorchiasis by chloroquine 


diphosphate and antimon-preDarate 


MITsUO MIYAKAWA, HIRosHI TSUDA 
MIASARU NAKASE 


私 共 は 先 に 科 酸 クロ ロキ ン は 肝 吸 虫 の 少数 感染 例 で は 
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有効 だ が 多数 感染 例 で は 全治 し 得 ぬ こと を 知 つ た 。 そ と 
で 肝 吸 昌 症 に 対 し て クロ ロキ ン 以 外 の 有効 な 治療 法 を 確 
立 する 為 に 肝 吸 虫 感染 家 兎 に クロ ロキ ン (以下 ク ク .) 療 
法 , ファ ヂ ン ( フ . ) 療法 , ク . フ 併 用 療法 の 反復 治療 
を 検討 し た 。 

実験 方 法 : ク . の 量 は 0.015 gr/kg, フ . 量 は 0.0017 
gkg1 日 量 と し 併用 の 場合 は 同日 に 授与 し た 。1 クー ル 
は 始め 5 日 間 は 毎日 , 以後 隔 日 に 10 日 間 合 計 10 本 と し 
た 。 ク ー ル 間隔 は 15 日 と し た 。 効果 判定 は 治療 中 の Stol 
東 卵 算定 法 に よる EE. P. G. と 剖検 結果 の 虫 体 数 と に 
つた 。 

治療 成績 :.A. ク . 単独 療法 No.1 (推定 感染 虫 体 数 
650 隻 以上 ) E.P.G. は 治療 前 4.2X10*. 1 クー ル 実 施 
後 8.8 X10* と 減少 し 剤 検 時 虫 体 数 は i160 隻 , NO. 2 
(上 に 同じ ) E.P.G. は 治療 前 1.7 X10。 2 クー メル 実 
施 化 1.3 X10* と 減少 し 剤 検 時 貝 体 数 366 隻 , B. フ . 
単独 療法 No. 5 (推定 感染 下 体 数 '400 隻 以上 ) ER .P. 
G は 治療 前 3.7 X104 1 クール 実 施 後 0.8 X10* と 減少 
Nd NO. 6 (No. 5 に 同じ ) 也 .P. 

・ は 治療 前 3.9 X10。 1 クー 実施 後 3.1 X10* と 減 
im 時 息 体 数 41 隻 。 CO. ク . フ 併 用 療法 No.3 (No. 

5 に 同じ ) 也 .〒. G. は 治療 前 2.2 X<10。 1 クー ル 
実施 後 0.38 X10* と 減少 し 剤 検 時 上 体 数 189 隻 。 No. 4 
(No.5 に 同じ ) 也 . E. G. 治療 前 2.0 X10。 1 クー 
ル 実 施 後 0.23 X10* と 減少 , 沖 検 時 81 隻 . No. 7 (No.5 
に 同じ ) 包 . P・ G. 治療 前 3.9 X10。 8 クー ル 半 実施 
後 0.4 X10* と 減少 , 剤 検 時 4 隻 . No. 8 (No. 5 に 同じ ) 
E.P.G. 治療 前 7.4 X10。 3 クー メル 実 施 後 0.1 x10* 
と 減少 , 章 検 時 虫 体 数 24 隻 。 No. 9 (No. 5 に 同じ ) 到 . 
P.G. 治 療 前 4.4 X10*。 8 クー メル 実施 後 0。.1 X10* と 減 
少 。 判 検 時 10 隻 。D. No. 10 (No. 5 に 同じ ) Y. 単独 
療法 1 クー ル 実 施 後 。 フ . 単独 療法 2 クー ル を 行 つ た 。 
E. P.G. は 治療 前 15.8X10*? 治療 終了 時 0.4 X10* と 
激 少 宮 検 時 虫 体 数 1 隻 。 

以上 の 結果 に より ク . 単独 療法 より フ . 単独 療法 が 有 
効 で ある と と を 知 つ た 。 双 ク . ン 俳 用 療法 も 有効 で あつ 
た 。 今後 ク み . フ 併用 療法 と フ . 単独 療法 の 治療 効果 を 検 
討 し , 赤 こ とこ れ ら 薬剤 の 使用 量 に つい て 検討 する 。 


43. D.D.D.S. 及び Actamer に よる 橿 
原 條 虫 駆虫 試験 


奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 
沢 田 勇 
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On the experinaent for the removal of the 
chicken tapeworna, 7 如 2 太 eZ ん ZSz2 の 7 を 22S7S 
by D.D.D.S. and Actarmer. 


JISAMU SAWADA 


昨年 度 の 本 総会 に 於 て 橿原 条 虫 の 駆 旧 に Actamaer が : 

有効 で も る と と を 報告 し た が , 未だ 完全 駆 則 で は な か つ 
た 。 今回 は 完全 駆虫 を 目標 に Actamer の 投与 回 数 を 3 
回 に 増加 し て その 効力 を 検討 する と 同時 に Actamer と 
化学 構造 が 類似 し て いる D. D. D. 8. (2. 2"-dihy- 
droxy-5, 5-dichlorodiphenylsulfide) の 駆虫 効力 を 比較 
検討 し た 。 

D. D. D. 8. に よる 駆 到 試験 

材料 及び 方 法 . (1 ) 鋼 化 後 65 日 の 白色 レグ ホン 5 羽 
に 20 一 80 個 体 ず つの 橿原 条 了 虫 擬 裏 尾 虫 を 与え , 離脱 語 節 
か ら 条 虫 に 感染 され て いる と と を 確 め た 上 , 体重 1 kg に 
つい て 約 200 ま の D。 。 愉 。 8。 を 挫 手 し た 。 それ 
より 7 日 後に 小腸 を 切開 し , 寄生 条 虫 の 有無 を 調査 ! 


あこ 
7/ こ o 


( 2 ) 届 化 後 46 日 の 白色 レグ ホン 5 羽 に 擬 要 尾 虫 10 個 
体 ず つ を 与え , 前 者 と 同 量 の D. D. D. 8. を 7 日 と 
10 日 の 間隔 を 置い て 3 回 連続 投与 し た 。 10 日 後に 寄生 条 
虫 の 調査 を 行 つ た 。 

駆虫 結果 (1) 全 寄 生 条 虫 の 67% に あたる 45 条 の 条 
虫 が 老 熱 片 館 を 離脱 し つつ ある 成熟 条 虫 で あり 5 り の 
38 に あたる 22 条 が D. D. D. 8. の 影響 を て 一 
度 妥 部 か ら 切 断 さ れ , 残 つ た 頭 人 節 か ら 再 生 ンー 
で あつ た 。 面 し て No.4, No.5 の 2 羽 の 鶏 に 寄生 し て 
いた 15 条 。, Be すべ て D. D. D. 8. の 影 
響 を 受け た と は 考え られ な い 成 条 昌 の み で あつ た 。 

は 5 羽 の うち No. 4 に の み D. D. D. 8. の 影 

受け た と 考え られ な い 5 条 の 成熟 条 虫 が 寄生 し て い 

Actamer に よる 駆虫 試験 

材料 及び 方 法 出 化 後 46 日 の 白色 レグ ホン 5 羽 に 10 個 
体 ず つの 擬 要 尾 虫 を 与え , 19 日 後に 第 1 回 と し て 200mmg- 
の Actamer を , それ より 7 日, 更に 10 日 の 間隔 を お い 
て 連続 3 回 投 飼 し た 。 そ し て 第 3 回 投与 日 より 10 日 後に 
鶏 を 居 殺 し て 小腸 内 を 調査 し た 。 

駆虫 結果 5 羽 共 寄生 条 虫 は 発見 出来 な か つた 。 

以上 の 駆 下 結果 を 比較 する と た だ 1 回 の み の D. D. 
D. 8. 投与 の 際 の 駆虫 効力 は 前 総合 で 報告 し た Acta-- 
mer 1 回 投与 の 際 の 駆虫 効力 より は る か に 劣る 。 
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D. D. D. 8. 及び Actamer 3 回 連続 投与 の 駆虫 
効力 る 橿原 条 虫 駆虫 に 対し て 後者 が 前 者 より 強力 で , 鶏 
の 体重 1 kg あたり 約 200 mg ずつ の Actamer を 3 回 連 
続投 与 すれ ば 完全 駆虫 が 可能 で ある 。 



































44. 幼 若 遇 虫 の 腸 壁 迷 入 に ょ る 
局所 性 勝 炎 
新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
大 鶴 正 満 ・ 石 附 語 衛 ・ 科 鹿 野 高 好 


Two cases of regional enteritis due to young 


Ascaris rmigrat into the intestinal wall. 


MIASAMITSU OTSURU, FUKUE ISHIZUKI 
TAKAYOSHI 耳 ATSUKANO 


幼 若 昌 が 腸 壁 | co て 局所 性 腸炎 を 惹起 し た と 考 


えら れる 2 症例 に つい て 臨床 な ら び に 病理 学 的 所 見 を 述 
べ , 併せ prod や 若干 の 知見 の 補遺 
を 試 みた 。 


第 1 例 男 40 才 。 急激 な 腹痛 と 悪心 を 訴え , 急性 躍 
垂 炎 の 疑 で 開腹 。 Meme り 約 150 cm 下方 に 
幅 約 Ycm の 帯状 白色 肥厚 を 認め , その 部 を 約 5 cm 切除 。 
組織 標本 で 粘膜 下 組織 に 横断 面 の 径 約 0.6 mmm の 線 虫 1 
隻 を 検出 。 

第 2 例 男 28 才 。 腹 部 の 激痛 , 肝 下 右側 に 鳩 卵 大 の 
腫 問 を 触れ , 了 虫 垂 炎 ま た は 腸 oroRedaonoeMyeea 
り 約 50cm 上 部 に 帯状 紫 赤 色 の 肥厚 を 認め , その 部 を 約 
NR か 人 
する 線 虫 (横断 面 の 径 約 0.5 cm) を 検出 。 

両 例 共 に 粘膜 下 組織 か ら 獲 膜 に か け て 好 酸 球 を 主 と す 
る 円 形 細胞 浸潤 , 線維 素 の 析出 を 認め , 特に 虫 体 周 囲 に 
人 keSwsoSR 語 RE 
Mk 出血 , 壊死 巣 も 認め られ , 第 2 例 で 

ria 

検出 され た 線 虫 は , 何れ も 頭 部 三 辱 状 , 側翼 な し , 幼 
若 病 虫 の 組織 学 が まだ 明確 で な い の で , 人 お よび 豚 幼 若 
上 虫 凡そ 20 隻 と 組織 学 的 に 比較 検討 し て , 洒 く 確定 的 所 
見 を 得 , 第 1 例 は 長き 約 80mm の $ 幼 若 題 昌 , 第 2 例 は 
長き 約 25mm の 幼 若 虫 と 判断 し た 。 

し He 
め 。 多 く の 報 告 が ある が , その 原因 に つい て は 諸説 が あ 
り , 定説 に 吾 ち な い 。 その 一 因 と し て 腸管 内 寄生 の 顕 虫 
を 挙げ る 本 邦 学者 も ある が , 本 2 例 の 如く 効 若 虫 が 直 
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接 腸 壁 に 迷 入 し て 局所 性 腸炎 を ひき お と し た と 考え られ 
る 症例 は 開か な い 。 病理 組織 学 的 に 腸 壁 に お ける 限局 性 
の 好 酸 球 浸潤 政 は 了 虫 膜 瘍 と 診 定 され る 例 は , それ ほど 笑 
な も の で は な い の で , 今後 その 原因 と し て 本 例 の 如き 幼 
若 岬 虫 の 迷 入 に よる 局所 性 腸炎 の 存在 も 考慮 し て お く 必 
要 が ある と 思う 。 
最近 Beaver ら は 人 間 が 他 の 動物 の 名 虫 卵 を 摂取 す 
る と , その 幼虫 が 長期 に わた つて 体内 を 移行 迷 入 (いわ 
ゆる visceral Iarva migrans) する と 唱え , 腸管 に 到 
達し て も 更に 移行 を つ さ ける と と が ある と し , それ ら の 
興味 ある 症例 を 紹介 し て いる 。 か > ゝ る 見 地 に 立つ て , 本 
幼 若 題 虫 が 人 間 以 外 の Ascaris 属 で ある と いう 推定 も 成 
立つ わけ で ある が , も と より 憶測 の 域 を 出 な い 。 
( 加 ) eeer 和 の - 覆 : 表 
各種 線 虫 を 通じ て 発生 学 的 に 見 て 食道 は 幼虫 時 に は 体 
の 低 部 位 に 対す る 比率 が 大 で あ es る 。 
( 問 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 
消化 管 の 直径 が 体 の 直径 に 比 し て 大 きい 様 に 思わ れ ま 
す が 如 何で せ う か 。 
答 ) 大 鈴 正 満 
幼 若 虫 で は , 中 腸 は 体 の 直径 に 比べ て か な り 大 きい 
や の で す 。 
( 問 ) ( 阪 医大 内 科 ) 娠 田 繁雄 
非常 に 興味 の ある 例 で す が , 
1。 血 液 の エ オ ジノ フィ リー は 如何 で し よう か 。 
2。 上 幼 虫 は 両 例 と も 1 隻 で すか 。 
Crohn 氏 病 の 一 因 と し て 考 え ね ば な ら ぬ 重要 な 症例 
と 考え ます 。 
( 答 ) 大 鈴 正 満 
1. 両 例 共に 開業 医 か ら の 症例 で , 当時 の 血液 所 見 は 残 
つて いま せん 。 
2. 両 例 共に 1 隻 の 迷 入 で あり ます 。 


45. 顕 了 寄 生 宿 主 の 胃腸 和 態 に つい て 


広島 物 療 専 門 学校 臨床 医学 放射 線 学研 究 所 
机 殿 順 
Obsevvation on gaStro-interstine 
in ascariasis by 双 -ray 
JUN MIAKIDONO 
昭和 380, 81 年 の 2 年 間 に 行 つた 8878 例 中 , 顕 虫 症 は 
448 例 で 胃潰瘍 , 十二指腸 潰 に つぎ 第 8 位 (5.8 %) 
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で あり , と の 症例 に 於 て 遇 虫 寄生 と レ 線 像 と の 関係 , 即 
も 貞 貝 発見 に 何等 か の ヒン ト を 与え , 治療 上 の 参考 に な 
1 ば 了 臨床 的 に 大 き な 意 義 が ある と 考え て 種々 追求 し て み 


ド 
7 こ O 


448 名 中 男子 226 , 女子 222 で 異 所 的 寄生 10 ( 骨 4, 
胃 十 二 指 腸 3, 十二指腸 8 ) 他 は 空腹 と 廻 腸 寄生 で あつ 
た 。 と の 448 名 の 胃 を 機能 的 に みる と , 機能 爺 進 型 ( 胃 
潰瘍 妃 至 神経 症 ) と 機能 低下 型 (アト ニー, 胃下垂 ) に 
分 けら れ , 胃 機 能 正常 は 見 られ な い 。 過敏 型 は 男子 195 
女子 98 で 低下 型 は 夫々 21.79 で 男子 に 曲 進 型 が 圧倒 的 に 
多く , 女子 で は 両 型 が 略 々 等しい 。 

主訴 を 分 類する と , 疹 痛 は 448 中 188 (41.5%) の 高 
で ある が どの 内 に 反 半 な お の の 凍 陸 た 党 析 
当 な 「 ひ らき 」 が あり , 183 中 162 は 胃 機 能 爺 進 型 で あ 
つた 。 下垂 型 の 方 は 鈍痛 が ほ 多 い が , 低下 型 で で も 2 錠 の 超 
無 級 の も の が み ら れ た 。 之 は 私 の 例 で は 全 例 多数 寄生 例 
(10~20 忠 寄 生 ) で , 他 の 多く は 食 仙 不 所 悪心 等 の 雑 
多 な 訴え で 他 の 例 同様 特有 な も る の は な い 。 

超 無 級 の 次 痛 を 頻 回 訴え る 症例 を 発作 時 に 胃腸 レ 線 検 
査 を 行 つ た と と ろ , 騙 虫 体 の み ら れ る 所 で は 狭 守 の 如く 
内 容 の 進行 が 停止 し , その 前 腸管 節 は 狭 管 前 部 拡 長 の 像 

時 に は 逆 路 動 を 示し , 全く 機 質 的 変化 が ある 様 な 像 
を 与え た 。 併 し , 3 時 間 の 後 , 交 痛 緩解 後 の レ 線 像 を み 

, 粘膜 に 異常 は な く 狭 鶴 の 如く みえ た の は 高度 の 評 
軸 と 認め られ た 。 発作 的 容 疹 の 本 能 が 号 体 運動 に よる 
刺 温 即ち 間 災 と 判明 し た が , 之 も 宿主 の 感受 性 に ょ り 相 
当 な 差 が あり , 子供 と 大 人 , 顕 虫 の 寄生 部 位 に よる 差 も 
当然 考え られ る 。 従 つて 膨満 充 急 で 検査 を し な いと 色々 

な 複雑 な 像 を 与え る 。 一 回 投与 で 時 間 的 追肥 を する と 
eo * 散 見 され , と れ に 適度 の 圧迫 を 加 
と バリ ウ ュ 塊 中 に 容易 に 顕 虫 を 発見 出来 た 。 と の 場 
普通 鈍痛 や 小 織 の 程度 で ある 。 

双 胃 腸 に 機 質 的 変化 な く , し か も 幽門 間 災 が 強く , 

腸 の 運動 ( 駐 yy 
の 追肥 を 行う べき で ある 。 又 胃 に ゃ 腸 に も 大 し た 所 見 が 
な く て , 「 痛 い , 痛い 」 と いう の に も し 線 所 見 で 説明 不 
能 の 者 が 11% あ つた 。 と の 内 8 例 は 胆 襲 迷 入 で ある 事 を 
手術 的 に 確認 し , 残り 約 50 例 は 認 む べき 所 見 は な い が 
「 レ スタ ミン 」 で 著 効 が か あり ,。 ア レル ギー 性 の も の を 考 
刻 す る 必要 が ある と 考え られ る 。 

アレ ルギー の 問題 と な る と 抗原 抗体 反応 に よる 抗体 素 
因 の 上 に 立つ 異常 反応 と 解す れ ば 機能 異常 は 勿論 炎症 の 
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招来 , 更に 機 質 的 変化 の 招来 も 考え られ , 益々 レ 線 胃腸 
検査 の 重要 性 が 痛感 され る 。 

と の 問題 解決 の た め 虫 寄生 部 並 に その 他 の 腸管 粘膜 
検査 を 綿密 に 行 つ た が 腸管 の 緊張 , 牙 動 , 分 泌 等 を 主 と 
し て 機能 的 変化 は 殆 ん ど 全 例 に 於 いて 認め られ る が 機 質 
的 変化 は 未だ 認め て いな い の で 検査 方 法 に 考慮 を 要する 
事 も 考え られ る 。 

診断 に 於 て は 特に 膨満 充 盆 で dosierte Komap- 
ression を も つて 行う の が 基本 で あり , 且 短 時 間 に 有 瞬間 
撮影 を も つて 追跡 せ ね ば な ら な い の で 手技 の 訓練 も 必 
要 で ある 。 

医 上 の アレ ルギー の 問題 に 於 て も アレ ルギー 人 性 の 胃腸 
状態 を 人 体 に 於 て うま く 診 断 上 に 適用 出来 る 様 に 進め た 
いと 考え て いる が , 臨床 症状 と レ 線 像 が 充分 納得 の ゆく 
よう 腸管 を 円 念 に 追肥 する 事 が 虫 の みな ら ず 他 の 疾患 
も 見 輝 さ 唯 の 方 法 と 考え る 。 

( 問 ) (東大 物 療 ) 日 野 和 人 徳 

虫 症 の 症状 発現 は 機能 異常 だ け で 説明 し 得る で あろ 
うか 。 

小腸 の 炎症 乃至 アレ ルギー 性 変化 に よる 器質 的 な 暴 党 
が 根底 に ある も の と 考え る が 。 

( 答 ) 丁 殿 順 

アレ ルギー の 問題 を 考 へ ます と 抗原 抗体 反応 の 抗原 素 
因 の 上 に 立つ 異常 反応 で あり ます か ら 単 に 機能 的 の 問題 
に と ゞ まち ら ず 機 質 的 に も 変化 は お と り 想 像 以上 の も の が 
あり 得る と 存じ ます 。 


46. 遇 昌 ア レシ ギー に 於 ける 赤 血 球 凝 
集 反 鷹 及び 血清 pH に 就 て 


東京 豆 恵 会 医科 大 学 林内 科 
松本 普 三 ・ 竿 沢 久 次 了 ・ 石 田 敏和 
佐藤 辰 美 ・ 大 沢 隆 ・ 宮 川 忠夫 


Serum pH and red-cell-aggultination on 
the allergy of ascariS. 


SHINZO MATSUMOTO, KYOUJIRO HANZAWA 
TOSHIKAZU ISHIDA, TATSUMI SATO 
TAKASHI OSAWA, TADAO MIYAKAWA 


遇 虫 体腔 液 , 飼育 液 を 用 い 動物 を 感 作 し た 場合 如何 な 
る 時 期 に 最も 凝集 価 が 高く な つて いる か , 又 夫 々 の 感 作 
動物 に アナ フィ ラキ シー ショ ッ ク を 超 し た 場合 凝集 反応 
は 如何 に 変動 する か を 見 , 同時 に 血清 pH を 測定 し て 感 



















観 窒 し た 。 健常 家系 を 4 群 に 分 け , 
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作 及 び ア ナ フ ィ ラキ シー ショ ッ ク に 依り 如何 に pH が 変 
化す る か を 追求 し , 血清 pH と 赤血球 凝集 反応 の 関係 を 
第 1 群 は 体腔 液 を 
0.5 cc 克 隔 日 8 回 静 注 し , 第 2 群 に は 飼育 液 2cc 宛 
隔 日 8 回 静 注 し , 感 作 前 感 作 終了 直後 より 6 週 後 迄 毎週 
Middle-brook & Dubos の 変 法 に 依り 赤血球 凝集 反応 を 
施行 し た が , 第 1 群 は 2 ~4 週 後に 最も 凝集 価 が 高く , 
第 2 群 は 殆ど 上 昇 し な か つた が , 策 第 1 群 と 同様 の 傾向 
を 示し た 。 第 3 群 , 第 4 群 は 第 1 群 , 第 2 群 と 同様 に 体 
膝 液 , 飼育 液 感 作 を 行い 3 週 後に 第 3 群 に は 体腔 液 を , 
第 4 群 に は 飼育 液 を ま 用 いて アナ フィ ラキ シー ショ ッ ク を 
起 し 30 分 俊 , 2 時 間 後 , 5 時 間 後 , 24 時 間 後 に 凝集 反応 を 
施行 し , 同時 に 血清 pH を 測定 し た が 第 3 群 は 30 分 後 か 
ら 5 時間 後 迄 凝集 価 は 減少 し 24 時 間 後に 稿 々 回 復 の 傾向 
を 示し 第 4 群 は 凝集 反応 の 変動 は 0 られ ず 。 血清 pH 
は 第 3 群 と 第 4 群 と 態度 に 殆ど 差 が か なく, 感 作 に 依 つ て 
は ま 化 せ ず 。 ショ ッ ク 佑 り 酸 性 と 傾き , 2 時 間 後 で 


最低 , 5 時 間 後 で 一 時 稽 上 昇 し , 24 時 間 後 に て 旧 に 復 し 
た 。 従 つて 凝集 価 の 上 昇 程度 と 2 時 間 後 迄 平行 関係 を 認 
め る が 以後 は 一 致し な い 。 散 ほ 対馬 ほ と し て 無 感 作家 兎 に 


体 膝 液 を 注射 し た が 凝集 反応 及び 血清 pH に 変化 は 認め 
られ な か つた 。 結 議 と し て , 

1。 体腔 液 の 場合 も , 飼育 液 の 場合 も , 結 楼 アレ ル ギ 
ー に ヒ 於 ける 如く 高い 凝集 価 を 示す 事 は な い が 感 作 終了 2 
So 

2。 アナ ラフィ ラキ シー シ ッ ク 後 凝集 価 は 低下 (24 時 
間 後 に 策 回 復 す る を 本 め た 。 

3。 血清 pH の 変動 は エレ クト ロ シ ョ ッ ク 時 の 血清 pH 
の 変動 と 類似 の 傾向 を 示し た 。 

4。 赤血球 凝集 反応 と 血清 pH の 関係 は 2 時 間 後 迄 
行 関係 を 認め る が 以後 は 一 致し な い 。 


47. 映 虫 症 及 び 條 忠 症 の 小腸 レン トゲ 
ン 像 に つい て 
東京 大 学 医学 部 物 療 内 
日 野 和 徳 ・ 斎 藤 秦 弘 ・ 茂木 安 邊 


Roentgenologic changes in the small intestine 
naScariaSiS and cestodiasiS. 


氏 KAZUNORI HINO, YASUHIRO SATTO 
YASUHEI MOTEKI 


症 44 例 及び 条 虫 症 1 例 に バリ ウム 背 を 飲用 させ , 
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直後 より 1 時 間 迄 15 分 間隔 , 以後 は 30 分 間隔 に , 6 x6 
版 間接 撮影 行い, 透視 及び 直接 撮影 を 併用 し て , 小腸 

レ 線 像 に つき 検査 し た 。 

虫 症 の 小腸 レ 線 所 見 は , ① 運 動機 能 の 異常 , @ 緊 張 
の 異常 ,⑧ 粘 膜 像 の 変化 , に , 正体 像 を 混 じ た も の で あ 
る 。 一 般 に 小腸 の 運動 は , 虫 の 寄生 部 位 に の み で な く 全 
体 に 元 進 す る た め , 係 踏 は 運動 元 進 性 分 節 像 を 示し て 腹 
膝 内 に 広く 分 布 し , 局所 的 な 群 形 成 の 傾向 が 少 い 。 腸管 
の 緊張 は , その 太 進 も 見 られ る が , 空腸 に 於 ける る 局 在 性 
の 緊張 低下 性 拡張 像 が 特徴 的 で , その た め 不 規則 な バリ 
ウム 分 散 像 を 星 す る 。 虫 の 寄生 部 位 で は , 特に 緊張 異 党 
が 著しい 。 粘膜 像 で は , 粘膜 の 浮腫 , 分 泌 増 加 等 の 変化 
を 見 る 場合 が あり , 空腸 で 44 例 中 21 例 , 回 腸 で は 18 例 の 
異常 像 を 認め た 。 

か > ゝ る 所 見 , 特に 異常 な 運動 元 進 及び 局 在 性 拡張 像 は 
本 症 に 特異 で , レ 線 所 見 より 虫 体 の 存在 を 推定 し 得る 場 
合 が 少く な い 。 

運動 乾 進 の た め , 顕 虫 症 に 於 ける 小腸 通過 時 間 は , 正 
常に 比 し 短縮 され て いる 。 

駆虫 例 3 例 に つき , 3 週間 後に 行 つ た 検査 で は , 比較 
的 減退 は し た が , 商 末 だ 運動 元 進 , 局 在 性 緊張 低下 を 認 

条 虫 症 で は 虫 体 の 発見 は や ゝ 困難 で ある 。 小腸 で は 運 
動 進 及び 緊 湖 進 鍼 が 著 て 。 特 ! と 回 腸 の 運動 元 進 父 
が 著しく , 小腸 通過 時 間 も 短 縮 さ れ て いる 。 駆虫 後 6 ケ 
月 に 行 つた 検査 で は , 小腸 像 は 正常 で あつ た 。 

( 問 ) (広島 市 ) 榎 殿 順 

1) 腸管 の 拡張 と 申 さ れ ま し た が その mechanismus 
は 如何 に お 考え で し よう か 。 

2) 粘膜 の 変化 と 中 され まし た が , それ は funktio- 
nelle の も ゃ の か organisch の ゃ のか, お そら く ROntgen 
の 御 感じ で は な いで し ょ よう か 。 

3) 胃腸 全体 の 機能 的 変化 の 御 考慮 に つい て 如何 。 

( 答 ) 日 野 和 徳 
1。 異常 拡張 は 特に 虫 体 寄生 部 位 に 認め られ る 事 が 多 
い 事 実 か ら , われ われ は 虫 体 の 毒素 に よる も の か 或いは 
腸管 の 特殊 な 反応 (アレ ルギー 等 ) を 考え た い 。 一 般 食 
餌 性 アレ ルギー の 際 に も か > ゝ る 変化 を 認め る と と が 多 

い 。 

2。 粘膜 異常 父 は 主として 炎症 性 変化 乃至 アレ ルギー 
性 変化 を 考え た い 。 

83。 寄生 部 位 の みな ら ず 全般 的 な 異常 を 認め 得る 。 小 
腸 通過 時 間 , 胃 排 出 時 間 等 の 測定 を 行 つ て いる 。 
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48. 若 楽 病 の 発症 機 誠 と その 治療 に 関 
する 研究 (人 体 実験 に よる 質 祭 ) 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
吉田 幸雄 ・ 三 谷 和 合 ・ 中 西 玉 


Experirmmental studies on the mechaniSsm and 
the trearnaent of Wakana-disease 
YUKIO YOSHIDA, WAcGO MTITANI 
YASURO NAKANISHI 


釣 由 感染 に よ つ て 発症 する 若葉 病 に つい て は 従来 多く 
の 報告 が ある が 商 そ の 発症 機 詩 に は 不明 の 点 が 多く , 更 
に 治療 に 関し て は 全く 未開 拓 に 属す る 。 我々 は と れ ら の 
ー 端 を 明か に する 為 9 名 の 有志 者 を 用 いて ツ ビ = 釣 虫 の 
感染 実験 を 行 つ た 。 

即ち 5 例 に は 経口 的 に 与え , ( 初 感染 仔 虫 数 , 1) 12, 
2) 57, 3) 78, 4) 80, 5) 152 隻 ) , その 内 8 例 は 再 感 
染 を 行 つ た 。 ( 再 感染 仔 虫 数 1) 15, 3) 23, 4) 20 隻 ) 
又 他 の 4 例 に は 経 皮 的 に 与え 全 例 再 感染 を 行 つ た 。 ( 初 
感染 仔 虫 数 1) 29, 2) 92, 3) 107, 4) 126 隻 , 再 感染 
他 束 数 1) 21, 2), 106 , 3) 96, 4) 78 隻 ) 

以上 の 結果 の み を 述べ 考察 を 加え る と , 

1). 経 皮 感染 に 於 て は カブ レ は 生ずる が 若菜 病 を 起す 
事 は 少く , 好 酸 球 も 増加 せ ず 且 成 虫 と 迄 発育 し 難い 。 

2). 経口 感染 に 於 て は 若菜 病 を 起す 。 初 感染 で 起す 事 
も ある が 軽症 で あり , 再 感染 の 場合 に は 全 例 発症 し 旦 重 
症 で ある 。 と の 成績 か ら は 再 感染 アレ ルギー 説 を 支持 す 
る か の 如く 考え られ る が , それ な ら ぼ 経 皮 感 染 に 於 て 再 
感染 時 に 発症 する は ず で あろ う 。 と れ ら の 点 商 不 明 の 点 
が 残る 。 併 し 経口 的 再 感染 の 時 発症 し や すい 事 は 事実 で 
あろ う 。 

$3). 従来 発症 の 原因 と し て 大 量感 染 説 が あつ た が 本 実 
験 の 結果 , 虫 体 数 は 第 一 義 的 な 因子 で な いと 考 えら れ 


ン 


4). 血液 像 に つき 白血球 , 赤血球 , 耳 b, 及び 血清 復 
白 分 詳 等 の 所 見 は 特記 すべ き 変 化 は 認め られ ず , 好 酸 球 
の み が 大 体 症状 に 一 致し て 増加 する 様 で ある 。 

5). 経 皮 感 染 の 場合 4 例 中 全 例 共 虫 卵 陽 転 し な か つた 
が , 経口 感染 の 場合 も 5 例 中 2 例 が 中 卵 陽性 に な つた の 
みみ で ある 。 

6). 治療 に つい て , 本 実験 の 一 つの 目的 は 若菜 病 治療 
剤 の 追及 に あつ た 。 我々 は Trichinosis に 於 ける Cor- 
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tison, eosinophilic lanng に 於 ける サル バル サン 剤 より 
考え , 之 を 試み た 所 , 両 剤 共 優 れ た 効果 を 示し , と ゝ に 
本 病 治療 剤 と し て 紹介 する 。 商 目下 試験 管内 実験 , 及び 
動物 実験 に より 両 薬剤 の 効果 を 検討 中 で ある 。 

?). 以上 の 感染 実験 及び 化学 療法 剤 の 効果 等 より 考え 
る と 生体 の reaction に より 虫 体 が 組織 内 に 長く 止め ら 
れ , その 機械 的 刺 温 にょ り 症 状 が 起 る と いう 考え 方 が 成 
立 し そう で ある が 今後 の 検討 に 伺 ち た い 。 

( 問 ) (宮崎 保健 所 ) 小 牧 衛 夫 

1 感染 せしめ た 釣 虫 仔 昌 は 如何 に し て 得 た も の か 。 

2 経 友 感染 の 部 位 及 その 方 法 如何 。 


( 答 ) 吉 田 幸雄 
1 ツ ビ ニ 釣 息 保 有 者 の 糞便 を 濾紙 培養 し て 得 た も の で 


2 前 障 内 面 に 仔 虫 含有 水 を 広く 落 布 し , 約 1 時 間 を 要 
し て 乾燥 せしめ, 後 更に 水 を 置い て 同 部 を 丁寧 に そり , 
末 侵 入 仔 虫 を 数 えて , 総数 か ら 減じ た 。 


( 問 ) 岸 田 隆 
経口 感染 の 場合 路 療 中 に は 幼虫 は 見 られ な か つた か 。 
( 答 ) 吉 田 幸雄 


今回 は 他 の 目的 に 重点 を お いた 為 路 療 の 検査 を 実施 し 

( 問 ) (岐阜 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 
大 変 面白 い 実 験 と 存じ ます 。 犬 釣 虫 で も 経口 の 方 が 経 
劇 よ り 成 虫 に 至る 虫 の 数 は 多い の で すか 。 と の 人 体 ツ ビ 
= 実験 で 経 上 感染 の 時 成虫 で ある と と が 経 劇 感染 不利 と 
言う に は 経口 感染 の 成績 も 5 中 2 氷 成虫 に な つた と と か 
ら 仔 虫 に vitaiity の 少 い と と る 想像 され る の で は な いで 
レ ょ よう か 。 

( 答 ) 吉 田 幸雄 
私 共 も 多数 の 仔 虫 を 経 皮 的 及び 経口 的 に 与え た に も 拘 
ら ず 成虫 に 迄 発育 する 数 の 少 い の に 驚き まし た 。 実際 の 
場 で も 釣 虫 の 感染 は 唯 1 回 の 接触 の み で 感染 する 事 は 少 
く ,。 何 日 も る 何 回 も 接触 し て いる 内 に その 一 部 が 成虫 に な 
る の で は な いで し ょ うか 。 本 実験 は 経口 経 皮 両 投与 は 常 
に 同一 条件 の 仔 虫 を 用 いた 事 を 申し そえ ます 。 


( 問 ) ( 千 大 公衆 衛生 ) 水 野 哲 夫 
経口 感染 の 方 法 は , 水 と 共に 飲ま せ た の か 。 

( 答 ) 吉田 幸雄 
で う で ザ 。 








49. 多 虫 症 患 者 の 胃液 及び 犬 釣 下 感 朱 
日 数 並 に 感 菜 犬 腸 内 pH と 釣 忠 
腸 内 分 布 狼 態 に つい て 


大 阪 医科 大 学 岩田 内 科 
中 村 避 棒 ・ 三 浦 柄 棲 


On the gastric juice of hookwornn disease and the 
relation between the days after ancylostomma 
infection of the dogs, pH of intestine 

contents and prasitic condition of 
242cy/os7o7 の C の 72222272 im the 
intestine tubeS. 
ITSURO NAKAMURA, GORO MIURA 


釣 虫 の 治療 に 於 て は , 薬剤 の 状態 並 と 釣 虫 の 腸 内 
の 生活 状態 を 良く 知る を が 治療 上 量 要 ちる 。 私 は 先 に 
犬 釣 虫 の 腸 内 の 生活 状 M KS 
ろ 観 察 を 行 つ た 。 今回 は 犬 釣 虫 の 感染 と 
生 部 位 と の 関係 , pe が 流 腸管 各部 の pH と 釣 
虫 寄生 部 位 と の 関係 , 及び 釣 虫 症 患 者 の 胃液 を 一 般 患 者 
胃液 の 比較 並び に 胃液 と 駆虫 薬 と の 関係 に 就 て 報告 す 
る 。 

実験 方 法 . 開腹 2 ヵ月 2 
し め , 一 定時 日 経過 後 , 層 殺 直 に 開腹 し て , 了 内 人 部 位 
並 に 胃液 , 腸管 各部 位 の pH を 測定 し 
た 。 患者 胃液 採集 は 早期 空腹 時 朋 ソ プン デ に 依り 採集 , 
Katsch-Kalk 法 に 従 つ た 。 駆虫 薬 は すべ て オー ミン を 
使用 し た 。 

1) 半 才 硬 数 と 寄生 部 位 と の 関係 に 就 て 

感染 日 数 12 日 で は , 腸管 下部 に 最も 多く 寄生 を 認め る 
が , 16 日 , 21 日 , 2 日, 2 カ月 。 8 カ月 と 日 数 を 経る に 
従い , 釣 虫 は 腸管 下部 より 徐々 に 腸 上 部 に 寄生 部 位 が 移 
動 し , 3 ヵ月 後 で は 大 多数 空 れる 。 即ち 妥 


| 


の 幼 犬 に 釣 虫 仔 虫 を を 経口 感染 せ 








M ー ヨ 刃 > 
腸 部 ( ー 尼 選 らら れ 





和 W 相 時 拓 入部 科 感染 日 数 の 間 に は 密接 な 関係 カ 
らち れる 。 

2) 釣 虫 寄生 部 位 と 胃液 , 腸管 各部 の pH と の 関係 
た 就 い て 。 


腸管 各部 の pH は 酸性 より は アル カリ 性 に 傾く 部 位 に 
僅か に 釣 虫 が 多く 寄生 する 傾向 が か あり, と れ は 釣 虫 寄生 
部 位 が アル カリ 性 に 傾く の か , 上 


と の 送 に 稿 え メア ルカ 


リ 性 の 部 位 に 釣 虫 が 集 つ た の か 或 は その 他 の 原因 に 依る 
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も の か 明か で な い 。 又 冒 液 の 酸度 と 釣 虫 寄生 部 位 と の 関 
係 に 就 て も る 同様 で ある 。 
3) 釣 下 症 患者 胃液 と 一 般 患 者 胃液 に 就 いて 
釣 息 症 患 者 28 例 , 一 般 胃 疾 患 患 者 34 例 に 就 いて は , 釣 
取 症 上 者 空腹 時 に 於 て は , 無 酸 , 低 酸 例 7822 で 多い が , 
か る 思 者 も 最高 時 に は 65% 以 上 正 酸 , 過 酸 と な つて , 
2 分 泌 機能 は 比較 的 良好 な 事 が 多い 。 
4) 胃液 内 胆 計 逆 流 度合 に 就 い て 
釣 東 ! Yew す " 一 般 胃 人 の 疾患 患者 41 人 に 就 いて 検 
結果 夫 722 : 39.12 で 釣 虫 症 患 者 は 胆汁 の 胃 
導 流 が MMP め ら れる 。 
5) 無 酸 , 低 酸 時 と , 正 酸 , 過 酸 時 に 於 ける 釣 虫 症 加 
者 の オー ミン 使用 量 に 就 い て は , 空腹 時 低 酸 , 無 酸 を 旦 
$ ゃ の は 僅か に 使用 量 が 少 い 傾向 が 認め られ る 。 








50. 多 是 Carrier の 了 臨床 前 研究 ( 4 ) 
出血 傾向 , 肝 機 能 , 礎 内 鉄 量 に つい て 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 安 田 一 度 


荻野 渋 了 ・ 小 宮 姜 孝 
東京 都 町 田 保健 所 


小野 田 孝 義 ・ 向 井 増 男 


Cjiinical studies on hookworm carriers (4)。 
On the inclination of hemorrhage, the test 
of jiver function and the determination 


of ferrous iron im feces 


TATSUSHI ISHIZAKI, HARUHIKO KUTSUMI 
ICHIRO YASUDA, YOSHIO OGINO 
YOSHITAKA KOMIYA 
TAKAYOSHI ONODA, MASUO MUKAI 


昭和 31 年 4 月 東京 都 南 多摩 郡 忠 生 村 に 於 て 20 才 以 
成年 男女 合計 97 名 に つき 集団 検診 を 行い , TP と 
非 寄 生 者 に 分 類 し , 両者 を 比較 す より 釣 委 
Carrier の 臨床 像 を 研究 し た 。 

1。 検便 (直接 塗 抹 法 , 浮 痢 法 ) 2 血色 
素 量 ( 耳 条 採血 塩酸 Hematin 法 , 光電 比 色 計 定量 g/q1) 
3. 網状 赤血球 数 % (Brillant Kresilblau 染色 ) 4. 好 
9 5. 検尿 ( 看 白 , Urobiinogen) ) 以上 全員 

6。 出 RS (出血 時 間 , 凝固 開始 時 間 , 凝固 完了 時 間 , 





検査 事項 : 


AL 


紫斑 計 こ ょ る 毛細 管 抵抗 ) Y。 肝 機能 検査 C(B. 8. 
検査 , 高 ! HK 応 , Thymol 潤 濁 反応 , 血清 7-Globlin 
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ggq, 血清 彼 白 量 ) 一 以上 は 20 一 40 才 男 子 50 名 に つき 実 
施 。8. 尿 内 鉄 量 (鳥居 法 久 津 見 変 法 一 未 先 表 ) 9 自覚 
症状 , 打 聴 診 所 見 , 面 圧 測定 一 以上 全員 。10. 駆 昌 : 
Tetren 15 球 及 び 硫 マ 20g 頓 用 法 を 1 一 2 回 施行 。24 時 
前後 採 便 。 潤 便 法 に より 貝 体 採取 。 虫 種 判 定 。 3 週間 後 
検便 。 

検査 成績 : 検便 の 結果 釣 虫 寄生 者 は 48 名 (44 多 ) 。 駆 
昌 成 績 に よる と 寄 も の 952 Necator 種 で あ 
つて 純 Necator 感染 地帯 と る と と が 出来 る 。 症状 

抱 本 で 4 fe (CA) , 100 匹 

9 (B) , 100 一 600 匹 (C) の 8 階級 , 血色 素 量 分 
本 gdl 以上 (a)。 18g/q1 以下 (b), 12g/q 以下 
(c) の 8 階級 に 分 けた 。 

自覚 症状 : 非 寄 生 者 で 委 血 の な いや ゃ の (血色 素 量 
18g/dl 以上 ) を 対象 と する と 躍 数 分 類 で (CA) は 差 が な 
く (B) 刀 至 (C) で 差 が 出 て 来 た 。 そ の 症状 を の べ る 
と 供 師 感 , 周二 頭痛 又は 頭重 , 自律 神 経過 MM 
痛 , 時 只 近 動 違 息切れ , 冷え 性 , 肝 腫 等 で や る 。 こ れ 
みる と 自覚 症状 の 発症 に 限界 が ある と と が わか る 。 に 
色 5 素 最 2 か 類 で は 寄生 者 。 非 寄生 者 を 比較 し て みる と 症 
状 に 差 が 出 て 来る の は 血色 素 量 12g/d1 (c) 以下 で あつ て 
(@). (b) 群 で は 非 寄生 者 の 同 程度 の る の に 比 し て 差 が 
な い 。 つ まり 魚 貝 妥 血 の 自覚 症状 は 12g/qI 以下 の 人 達 で 
極め て 明 上 膝 に な つて 来る 。 血 色素 量 分 類 で 差異 ある 症状 
0 用 時 , 頭痛 2 は 本 自律 神経 過敏, 耳鳴 , 

, 動 企 息 切れ , 冷え 性 で ある 。 

Pi 分 類 法 で 差異 の あ ゃ も の は 狗 』 
有 者 の みみ で 血液 族 固 終了 時 間 と 2 
と 
血 或 は 束 数 が 逆 相 関 の 傾向 を みとめ た 。 
る 正常 値 範囲 内 に あつ て 差異 が な か -~ 





いり 


肝 機 能 は いずれ 

尿 内 鉄 量 は 貝 数 分 類 で 100 匹 以 下 で は 正常 範囲 ( 久 津 
見 未 発表 ) Pteevkowwesoa は 虫 数 の 対数 は 正 比例 
し て 増加 する 。 

以上 の 請 所 見 は 釣 虫 症状 発症 限界 の 存在 を 了 虫 数 及び 和 貧 
頂 の 両方 面 か ら 立証 する も の で ある 。 

( 問 ) ( 鹿 大 第 1 内 科 ) 枝 屋 富 一 
尿 内 鉄 量 は 未 吸収 鉄 も 出る か ら 出 血 量 の 測定 に は 
な ら な い 。 Fliuk-Watsan の Hb 及び 干 連 へ ム 色 素 呈 色 


ーー】 


法 , えび Oe: 休 潤 注 吉 流 そい 
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2. 女子 に 高 素 且 高 度 で ある 事 は , 体内 鉄 量 が 男子 に 
比 し 甚だ 少 い 事 と 一 致す る 。 

( 答 ) 石 崎 達 

1. 直接 の 出血 量 の 定量 法 に 失敗 し た の で 間接 的 鉄 を 
定量 し た 。 勿論 と の 場合 出血 鉄 以外 の 鉄 が ある 。 し か し 

その 鉄 を 何等 か の 方 法 で 処理 すれ ば 残り は 出血 量 を あら 
わす と 考え た 。 そ と で 非 寄生 者 で 尿 内 鉄 の 分 布 を し ら 
べ て み の み る と 一 つの 最 頻 値 が 考え られ 収 堪 する 変量 で 
ある と と が わか つた 。 そ と で と れ か ら 正 常 値 を 設定 し て 
Deta を 整理 し て みる と 演説 の よう に な り ま し た 。 御 説 
の よう に や る の が 本 すじ で あり ます か ら 私 も う や り た い 
と 思い ます 。 

2. 私 は Carrier の 発症 限界 に つい て し ら べ て いる 
の で 条件 を 一 定 に する た め に 主として 男子 の 有 み で や り ま 
し た 。 今 ま で の 経験 か ら 考 えま し て 御 説 の 通り と 存じ ま 
す 。 私 も 追試 きせ て いた だ きま す 。 

( 問 ) (日 本 医大 第 1 内 科 ) 玉 井 太 郎 

1) 釣 虫 症 の 症状 に つい て の 調査 は 夏 か 冬 か ? 

2) 夏 は 症状 が 多く は な いか ? 

( 答 ) 石 崎 達 

1) 私 共 の 調査 は 科 季 を 主 と し 12 月 4 月 で あり ます 
夏 は や つて お り ま せん 。 

2) 入院 患者 が 夏 が 多い と い う 報告 が あり ます 。 銘 形 
症 の 症状 は 感じ で 申 上 げ ま す と どう る ゃ 自律 神経 失調 及び 
過敏 に よる も の が 多い よう に 思わ れ ま す 。 夏 は 一 般 的 に 
血圧 の 低下 等 の た め に その 傾向 が つよ く な る た めで は な 
いか と 考え て お り ま す 。 


51. 物 下 症 の 了 臨床 的 観 侍 , 特 に 需 診 ( 入 
院 ) を 促す 諸 要 因 に つい て 


国立 横浜 病院 内 科 
藤 沢 俊 雄 
Clinical studies on hookworm disease, 


especially on its comaplaint 
TOSHIO FUJISAWA 


本 学会 寺 4 5 大 会 で , 特に 重症 釣 虫 症 々 
状 を 論じ , 人 体 の 堪え 得る 限界 感染 濃度 と し て ツ ビ = 釣 
中 の 場合 は 500 隻 , メサ 半 当 の 和 絆 が 
1000 妃 至 2000 隻 を 推定 し , 且つ 濃厚 感染 例 が 自覚 症 発現 
受 お くれ て 受診 する 傾向 の ある と と を 指摘 し た 。 今回 は 
過去 10 年 間 に 私 共 の 病院 に 収容 加療 し た 多 貝 主導 の 者 
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224 例 (392, ?,182 ) 中 , 合併 定 な く 自 覚 症 に 関す る 
人 っ いて 全 夫 の 6 
別に Hb 量 , 好 酸 球 数 , 自覚 症 出 現 率 を 検討 し た 。 好 酸 
球 実数 は 委 血 の 有無 に 拘わら ず 自 覚 症 発 現 後 1 ヵ月 乃至 
3 カ月 に 1200 一 1800 の レヴ ェ ル 迄 上 昇 し , 委 二 の な い 和 群 
で は 1 年 すぎ 迄 1000ー1500 の 間 を 上 下す る が , 委 血 ある 
で は 1 年 を すぎ る と 1000 以 下 に 減少 し て 来る 。 人 体感 
染 実験 (大 場 選 之 充 , 染 宰 , 富士 田 猛 等 ) の 際 に 見 られ 
た 好 酸 球 数 の 消長 と 比較 し た 結果 , 患者 の 述べ る 主観 的 
な 自覚 症 発現 は 感染 時 期 を 推定 する ひと つの 目印 と な り 
呈 る も の と 考え られ た 。 自覚 症 と し て は 発病 の 当初 か ら 
委 血 の 有無 に 関係 な く 供 怠 , 微 部 , めまい , 頭重 , 頭痛 , 


動 企 其 の 他 各 種 消化 器 症状 が 出現 し , 現実 に 損 血 が 加わ 
る に 及 ん で 息切れ , 浮腫 が 加わ り , 動 翌 も 増強 する も の 


と 考え られ る 。 
SR 
ほほ で ある が , 重 感染 を 推定 する と 説明 容易 で , 加 血 を 

含む 釣 虫 定 < 状 に 鈍感 な 症例 や , 多少 の 之 等 症状 を 意 に 

介し な い 様 な 症例 が 重 感染 に よ つ SN 

臨床 的 に 我々 が 負 察 する 濃厚 重症 感染 例 と な る 様 で を 

( 加 ) ( 鹿 大 内 ) 材 屋 富 一 
貧血 発現 前 の 各種 症状 が 中 毒 と し て 解釈 され て いる が 

此 期 に 既に 血清 鉄 及び 組織 鉄 は 減少 し , 所 調 Eisen- 

mangeladynaraie と し て 労働 力 が 低下 し て いる 。 鉄 は 

Hb の みな ら ず 各種 ヘム 酵素 の 素材 で ある 事 に と 注目 する 

者 が ある 。 

鉄 静 注 に より 唯 1 回 の 労働 可能 と な 


て いる 。 


な る 例 を 展 々 経験 ! 


52. 東洋 毛 様 線 点 に よる 十二指腸 炎 の 
実 湊 的 研究 
弘前 大 学 医学 部 外科 学 教室 
菊 池 寛 


Experirmental studies on the developrment of 
DuodenitiS by Zzzc7os77o24gy/S 72624777S 
HIROSHI KIKUCHI 


目的 : 東 万 下 の 濃厚 染 に よら 十二指腸 炎 の 発 =。 茨 
症 範囲 並び に 虫 体 の 粘 腕 内 宰 入 可否 等 を 検索 する の が 目 
的 で ある 。 

材料 と 方 法 


・ 東 毛虫 の 単独 且つ 濃厚 感染 せる 芝 便 を 使 
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用 し , 水洗 沈 汰 法 に より 集 卵 し た 。 次 いで 27 で 信 温 装置 
に 8 日 間 瓦 培養 を 行い , 感染 仔 虫 約 8000 隻 を 21 匹 の 幼 若 
家 兎 に 各 経 口 的 に 投与 し た 。 そ の 後 経 時 的 に 開腹 し て 土 
二 指 腸 粘 膜 の 炎症 変化 を 肉眼 的 並び に 組織 学 的 に 検索 し 


の = 
この 


人 eroPcuofa 

1) 実験 1 週 乃至 2 週 で は , 十二指腸 粘膜 の 発赤 及び 
ed 
膜 の 発赤 , 魔 炉 及 び 点 状 出血 等 を 軽度 に 認め る が , これ 
等 の 変化 は 胃 了 幽門 部 より 約 10cm こ 至る 箇 囲 で は 散在 性 に 
炎症 変化 が 見 られ た 。 

2) 実験 2 日 以後 では, その すべ て に 胃 了 幽門 部 より 約 
15cm に 至る 範囲 内 で , 十二指腸 粘膜 上 に 親 虫 が 発見 さ 


1 た 
5。 


3) 親 虫 の 発見 され た 9 例 中 4 例 で は , 十二指腸 粘膜 
内 に 鈍 円 形 の 頭 部 を 宰 入 し , 体 部 尾部 を 動か し て 活 深 な 
蛇行 様 運 動 を な し て いる の を 認め た 。 

4) 実験 29 日 以後 で は , 胃 了 幽門 部 より 約 15cmm に 至る 
範囲 内 で 十二指腸 粘膜 上 に 東毛 虫 卵 が 見 られ た 。 

Il 〕 組織 学 的 所 見 

実験 1 週 乃至 2 週 で は 軽度 な 炎症 像 が 見 られ る が , 実 
験 8 週 以後 で は 慢性 炎症 像 が 著 明 に 認め られ る 。 即ち 和 
膜 は 一 般 に 中 等 度 の 浮腫 を 示し , 粘膜 の 脱落 及び 腐 煽 形 
成 を 見 る が , 虫 体 宰 入 部 の 粘膜 上 層 は 鞭 紙 を 来 し , 好 酸 
球 , 好 中 及び 円 形 細 胞 等 の 細胞 浸潤 が 比較 的 強く , 異物 
巨 細 胞 の 出現 は 明瞭 で ある 。 更 に 粘膜 に 壊死 , 出血 の 拡 
張 , 十二指腸 腺 の 鞭 縮 及び 細胞 浸潤 等 を 認め る が , 特に 
了 虫 体 の 容 入 部 周辺 に は これ 等 の 変化 が 強く , 軽度 の 潰瘍 
形成 も 見 られ る 。 粘膜 下層 で は や ゝ 疎開 され た 結合 織 緑 
維 の 増殖 が 見 られ , 浮腫 及び 前 述 し た 細胞 浸潤 が 中 等 度 


に 認め られ る 。 
( 問 ) (大 阪 医大 ) 三 浦 格 楼 
1. 犬 で は 実験 され た 事 は ど ざ いま せん か 。 
2. も し 十二指腸 以下 の 腸 の 部 分 に 所 見 が あり まし た 
ら 御 教示 下さ い 。 


菊 池 寛 

時 NocH42ehr よ ょ つて 実験 に は 不適 。 
その 部 は 殆 ん ど 所 見 を 認め ず 。 

20 (新潟 大 学 医 動物 ) 浅 利 誠 


1) 虫 卵 算定 法 中 ガ フ キー 氏 表 を 用 いる と き の 倍率 姫 
何 。 

2) 十二指腸 ソン デ 法 の 様式 は 

3) 実験 家 の 中 発見 部 位 は ニ 指 腸 部 の み で あつ 
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昭和 32 年 8 月 


た か 。 
答 ) 

1) 150 倍 て 300 倍 。 

2) 経口 的 に ゾン デ を 飲ま せ A-galle 採取 後 2522Ma- 
gnesium sulfite 40cc を 投与 , その 後 B-galle, C-galle 
と 採取 し た 。 

3) 然 り , その 他 の 騰 器 に 対 し て は 検索 せ ず 。 

( 加 ) ( 新 大 医 動物 ) 大 稚 正 満 

イヌ に は , 東毛 虫 は 感染 し な いよ う で す 。 ウ サギ , め 
ん 山羊 な ど と 実験 的 に 感染 し ます 。 新潟 県 で は , 家 兎 の 
東毛 虫 の 自然 感染 が 証明 され て いま す 。 


53. 状 線 虫 の 研究 


東京 医科 歯科 大 学 公衆 衛生 学 教室 
田 中 遇 


Studis on 7 の gy/O22es s7e の 727S 
HIROSHI TANAKA 


糞 線 虫 の 検出 は 従来 塗 抹 法 が 用 いら れ て いた が , 他 の 
方 法 を 比較 し た 。 8 回 の 繰返し で 塗 抹 法 で は 平均 1.2 , 
2.5 , 2.5 遠心 集 虫 法 で は 1.4 , 5。2 , 8.4 , 釣 虫 の 検 
出 と 同様 な 濾 線 培養 法 で は 368.8, 96.0, 217.5 温水 誘 
致 法 で は 303.4, 200.4, 84.4 の 幼虫 が 検出 され , 後 の 
二 法 が 検出 成績 が よ か つ た 。 数 日 濾紙 培養 し た 濾紙 を 温 
水 に つけ る と , 成東 が 漠 出 し , 10 本 の 濾紙 か ら 雌 108, 
雄 8 が 得 ら れ た 。 各 期 虫 体 の 主要 構造 の 位置 を 計測 し , 
頭 端 か ら の 距離 と ,。 その 全長 に 対す る 百分率 で 表し た 。 
と れ に より 下 体 の 各部 分 の 発育 を 比較 し た 。 

奄美 大 島 南 部 に 於 て 10 部 落 Y21 名 の 住民 の 検便 結果 53 
名 7.4 22 か ら 糞 線 虫 が 検出 され , 年 齢 , 性 に より 寄生 素 
の 差 は 著しく な く , 釣 虫 と は 疫学 的 様相 を 異 に し て い 
/ て 。 

糞 線 虫 の 感染 性 , 病原 性 を 知る 為 に 経 友 的 に 人 体感 染 
実験 を 行 つ た 。 感染 幼 虫 800 匹 を 皮膚 に 2 時 間接 触 させ 
た 。 6 日 目 より 8 日 間 咳 呈 が 現れ , 17 日 目 よ り 腹痛 , 下 
痢 , 食 谷 不 振 が 起り , 26 日 目 よ り 再 び 咳 了 が 起り , 27 日 
目 に 便 か ら 糞 線 虫 が 検出 され , 症状 は 次 第 に 重く な り , 
30 日 以後 は 右 下 腹部 に 仙 痛 発作 を 起 し 粘 血 便 が 現れ た 。 
39 日 目 よ り Diethyl carbamrzin 剤 (スペ トニ ン ) で 
治療 し , 0.7 g を 服用 し た 4 日 後に は 咳 了 歌 を 除い て 全く 
治 つ た 。 1 年 後 で は 殆 ん ど 無 症状 で ある 。 
奄美 大 鳥 の 集団 検便 で 見 出さ れ た 糞 線 昌 保 有 者 の 中 37 
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名 に 付 て 症状 を 調べ た 結果 , 死亡 例 0, 中 等 定 16, 軽症 
15, 無 症 6 で 一 般 に は 慢性 に 軽 定 に 過 し , 時 々 急性 症状 
を 起す 様 で あり , 死亡 すろ 様 な 重 篤 な 例 は むし ろ 稀 で あ 
つた 。 急性 期 に 現れ る 症状 は 37 名 中 腹痛 17 名 に , 軌 便 14 
粘 血 便 Y, 食 谷 不 振 9, 腹 鳴 6, 便秘 4, 中 吐 2, 胸痛 
4 , 咳 歌 8, 痩 削 8, 浮腫 8, 貴 液 分 泌 元 進 2 に 見 られ 
た 。 発症 者 6 名 に diethylcarbamazin を 投薬 し た 所 消 
化 器 系 症状 を 呈し て いた 5 名 に は 効果 が あつ た 。 一 方 8 
名 に 体重 1 kg 当り 1 日 5$~10mg 2 週間 投薬 し た が , 務 
虫 効果 は 著 明 と は 思わ れ な か つた 。 (詳細 は 順天堂 医学 
雑誌 3 号 1, 2, 3 号 に 掲載 )。 


54. 人 末 椅 血 流 中 の ミク ロフ イラ リア 
の 分 布 様式 に 関す る 考 倫 


長崎 大 学 風土 病 研究 所 衛生 動物 学研 究 室 
大 森 南 三陸 


Considerations on the pattern of distributior 
of microfilaria of zzcZeze77Z の が 277 の 7 が in 
the peripheral bloodl streamn of na2n. 
NANZABURO OMORI 


仔 虫 保有 者 の 末 槽 血 の 無 作為 な 一 定 容積 中 の 仔 虫 数 
を , 同一 患者 か ら 同時 刻 に 吸血 させ た 満腹 表 (最も 感受 
性 の 大 で ある アカ イエ カ , Cx が iexs gexs を 用 い 
た ) 個体 群 が 摂取 し た 仔 虫 数 で 代表 せしめ 得る る の と し 
て , 後者 の 標本 分 布 を 吟味 し て みる と , 仔 虫 数 の 極め て 
少な い 愚 者 肥 ち 20cmm の 末 醒 血 中 に 僅か に 1 一 2 隻 を 
保有 する 人 か ら 吸 血 し た 場合 の 山 個 群体 内 の 仔 虫 数 の 分 
布 は Poison 型 と な る が , それ より 保有 仔 虫 数 の 多い 愚 
者 か ら 吸血 し た 場合 に は P6iya Eggenberger 型 の 伝 
播 分 布 を 示す こと と が 証明 され る 。 即ち 20cmm 中 の 仔 由 
数 が 極め て 少な い 場 合 に は , 人 末 槽 血 流 中 に 仔 虫 が 個々 
独立 的 に 分 散 し て いる が , 20cmam 中 の 仔 虫 数 が 数 隻 以 
上 の 場合 に は , 仔 虫 は 何 隻 か ずつ 集団 を な し , 集団 は 更 
に 隻数 を 増す 傾向 に ある と 考え られ る 。 

と の 様 に 仔 虫 の 分 布 が Polya Eggenberger 型 で ある 
と 考え れ ば , 同一 患者 か ら 同一 時 刻 に 吸血 し た 満腹 敷 個 
体 群 の 摂取 する 仔 虫 数 に 大 き な 開き の ある と と が よく 理 
解 で きる 。 

















リア 症 に 於 ける リン 系 の 
臨床 並 に 病理 組織 学 的 研究 


95。 テオ ラ 


鹿児島 大 学 医学 部 第 二 内 科 
指 宿 英 三 


Ciinical and histopathological observations 
on the Lynaphoia-organ in filariaSiS 
EIZO IBUSUKI 


臨床 方 面 302 名 , 病理 組織 方 面 多 出 例 66 名 (92 例 ) を 
対象 に し て , リン 系 の 変化 を 追 宛 し て , 得 た る 知見 を 

告 し て と れ だ 甘 つ き 主として 。 「 フ ィ ラ リア ]」 赴 の 発 
現 推移 並び に 成立 機転 に 関し て の 考察 を 試み た 。 

1)「 フ ィ ラ リア 」 症 の リン パ 系 の 病変 部 位 を , 症状 別 
年 合 別に みる と , 了 乳 ビ 尿 , 陰 ke 精 系 リン バ 管 災 等 
の 愚 者 で は 40 才 代 が 低 率 で , 祭 皮 病 患 者 で は 逆 の 現象 を 
示し た 。 然し 。 リン パ 腺 患者 て 上 部 股 部 に 現われ 
た も の は 20 才 未 満 と 50 才 代 に 強度 に 現われ て いて 注目 す 
べき で ある 。 次 に , と れ を 相対 的 に みる と , 乳 ピ 尿 軸 者 
の 場合 は 片側 性 が 強く 然 も 左側 に 著 明 で あり , 象 皮 病 加 
者 の 場合 は 逆 に 右側 に 多い 傾向 を 示し た 。 と の 事 か ら , 
「 フ ィ ラ リア ] 各 症 に お ける 解剖 学 的 定 E 状 発現 機 板 は , 
乳 ビ 尿 と 陰 間 水性 及び 精 系 リ ン バ 管 炎 と は 稽 々 類似 し , 
祭 友 病 Eu と は 対照 的 で あり , リン スパ 腺腫 は 独特 で 
あ る , 1 ず - 2o 

2)「 フ ィ ラ リア 」 リン パ バ 系 の 組織 変化 を 一 括 す る と, 
細菌 の 影響 は 殆ど 見 られ ず , 個々 の リン 系 組織 の 変化 
は , その 中 の 母 虫 存在 の 有無 は 殆ど 問題 で な く , リン パ 
腺 と リン パ 管 と は 稿 々 異な り , リン パ 腺 で は 腺 炎 と 腺腫 
と で 差異 が 認め られ , 双 再 感染 , 重 復 感 染 な ど に 依 つ て 差 
異 を 起す 傾向 が か ある が , 一 般 に は , 浸潤 性 変化 , 増殖 性 
変化 か ら 肉 芽 化 が お ことり, 結合 織 化 , 痕 化 に 至る ー 連 
の 変化 像 を 示す 。 又 , 病変 の 程度 は , 必ず し ゃ 感染 後 の 
経過 年 数 や 熱発 作 そ - の 他 の 症状 発現 頻度 と は 一 致 し な 
い 。 

3). 「 フ ィ ラ リア ] リン 系 の 組織 内 母 虫 の 生死 と 草 
ぶる い 及 び 末 構 血 「 フ ィ ラ リア 」 仔 虫 と の 関係 は , 組織 
内 に 生母 虫 を 見 る 時 期 に お いて は , 末 策 血 仔 昌 の 検出 
章 ぶ る い を 起 一 例 は 稀 で ある が , 組織 内 に 死 母 虫 を 発見 
する 時 期 に は , 本 ぶる い を 超す 
例 も る 将 え て くる 。 以上 の 事 か ら , 草 ぶ る い の 原 因 の 一 つ 

し て 組織 内 母 忠 の 死 と 云う 問題 も 考え られ る 。 穴 , リ 
ン パ 腺 の 変化 の 強弱 も , 母 虫 の 位置 的 関係 だ け で な く , 
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母 虫 の 生死 も 重要 な 関係 を 有 し , 更に , 生母 虫 の 排 浴 圭 
より 死 母 虫 の 解体 書 の 方 が より 強く 作用 する も の と 推 潮 
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ポ 主 

従来 「 フ ィ ラ リア 」 症 と いわ れ て きた 病変 は , 感染 と 
殆ど 同時 に り ン バ 系 内 に 高度 の 組 織 変化 を 伴い な が ら 進 


行状 態 に 入り , RIDRRSRn か 母 虫 の 位置 
又は 休 あ す 密接 な 関係 を 有 し , 更に , 症状 発現 因子 
が 加わ る と と に より 決定 的 段階 に 入る も の と 思わ れる 。 
( 問 ) (長崎 大 ) 北 村 精 一 
1 演者 は 「 く さ ふ る い 」 le 死亡 と 直接 関係 が ある 
ふる い 」 が 何故 に 発作 性 に くる 
か , それ て 直接 関係 が 考え ら る ゝ か ? 
2 長崎 大 の 方 で 局 処 性 「 く さ ふ る い 」 の 際 , その 局 処 
か ら 時 に M. EF を 証明 する と と が ある と 発表 し て いる 。 
答 ) 指 宿 英 造 
1. 何故 発作 性 に くる か と 云う 事 に つい て は 未だ 検討 
キレ て いな い の で 御 答え が で き な い が 。 私 の 場合 及び 
MY 統計 的 結果 か ら 組 織 内 に 生母 虫 の み を 発見 
る 時 期 に お いて は , 草 ぶ る い を お と す 例 は 少く , 死 母 
上 の 革 見 さら 】 れる 時 期 に お いて , 草 ぶ る い 現 象 の みみ られ 


と 去 わ る > ょ が, | 


さい 
に デア Y に 
に 9 い 


る 例 が 多い と 云う 事 か ら , 以上 の よう な 考察 と な つた 説 

で す 。 
( 問 ) ( 鹿 大 内 科 ) 佐 藤 八郎 

1. 北村 教授 へ の 応答 

フィ ラ は 成虫 の 生死 と 直接 関係 は な い 
it う が , 我々 < の リ ン ボ 系 組織 の 検索 Moe とろ 先 馬 
の みみ る 時 期 に 熱発 作 が 起り 易い と 云う 結果 を 統計 的 
Ri レ た 。 

2 私 は か か つて フィ ラリ ア 性 依 皮 病 で 下肢 麻痺 の 患者 


こ 細 網 肉 種 を みた 事 が あり ます が , その 後 
区 具 】 CS ン パ 腺 の 組織 学 的 検索 に 於 て 20 例 中 
8 0 を 呈し て いる の を 触 察 し まし た 。 


フィ ラリ ア 症 と 細 綱 肉 系 の 増殖 更に 肉腫 形成 と の 関連 性 
が め る きま ゃ も の と 思い ま = 古 
() (長崎 大 ) 北 村 精 一 


3、 只今 の 佐藤 教授 の フィ ラリ プ 系 症 と 細 綱 肉腫 その 
他 の 発生 と 密接 な 関 1 は 甚だ 興味 深く N* 長崎 大 で て も 一 > 


二 か ゝ る 症例 を 報告 レン て いる 。 
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56. 実験 的 顎 口 忠 症 の 病理 組織 学 的 研 


完 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
松下 廊 雄 ・ 棚 瀬 幸 正 ・ 岩 田 俊夫 


Histopathological studies on experimental 
gnathostonaiasiS 

FUMIO MATUSITA, YUKIMASA TANASE 
TQSIO IWATA 


吾 々 は 額 口 虫 第 3 期 幼 虫 及 び 宿 主 雪 魚 筋肉 の 乳剤 を 用 
\ て モル モッ ト の 腹腔 に 感 作 し , 再 感 作 を 門 脈 に 行い , 
Mae 特に 組織 アレ ルギー の 見 地 か ら 


肝 
考察 を 加 2 ん / で て o 


第 1 群 は 幼虫 乳剤 を 以 て 感 作 し , 再 感 作 も 同 乳剤 を 用 


いた 。 と の 群 に は 限局 性 の 境界 李 め て 鮮明 な 肝 細 胞 の 凝 

固 壌 死 発現 を 特長 と し , 血管 承 で は グリ ソン 氏 輔 の 肝 動 
脈 及 び 門 脈 枝 , 中 心 静 脈 は 強く 拡張 充 豚 する 。 双 グリ ソ 
ン 氏 輔 血管 周囲 の 汐 巴 腔 も va 拡張 する 。 

第 2 群 は 幼虫 寄生 を 認め た 雷魚 筋肉 乳剤 を 以 て 感 作 し 
幼 東 乳剤 を 再 感 作 に 用 いた も の で , 門 脈 系 の 血管 有 は 
Angionekrose の 所 見 と 必 発 し 。 動脈 上 壁 に ゃ 硝子 様 変 状 
を 認め , と れ ら 支配 され る 部 位 に は 散在 性 に 肝 細 胞 の 
小 限局 性 壊死 巣 を 認め る 。 

第 3 群 は 感 作 , 再 感 作 と も 幼 了 虫 寄 生 を 認め た 雷魚 筋肉 
た 例 で , 脈 管 系 の Osyoof 化 を 主 と し , 

な 肝 細 胞 の 壊死 巣 の 出現 を 認め る 。 

第 4 群 は 幼虫 寄生 を 認 2 りな い 憲 放 の 筋肉 乳剤 大 レ 
再 感 作 に 幼虫 乳剤 を 用 いた 。 と の 群 で は 細 小 動脈 の 2 , 
8 に Fibrinoid 膨 化 , MSesy グリ ソン 氏 珍 血管 周 
囲 光 巴 腔 の 著 明 な 拡張 が 認め られ , 肝 細 胞 の 壊死 像 は 認 


人 On 
な いい o 


第 5 群 は 感 作 , 再 感 作 と も 幼虫 を 認め な い 雷 魚 筋 肉 乳 
剤 < 06 ` た 例 で , 全般 的 に 肝 細 胞 の 混濁 腫 肛 を 認め る の 


ァ ッ ンプ 坪 
AX に の つや 。 


以上 の 実験 成績 と ,。 アレ ルギー 性 変化 の 病理 組織 学 的 
表現 と し て 了解 され て いる 像 に 合致 を し め て 考え る に , 
第 1 群 に 於 て その 変化 最も 強く , 次 いで 第 2 群 , 第 3 群 
に アレ ルギー 性 組織 変化 を 認め , 第 4 群 で は その 変化 極 
ら て 肝 く , 第 5 群 で は 殆 ん ど そ の 変化 を 認め な い 。 

( 問 ) (長崎 大 ) 北 村 精 一 

1) 虫 体 ( 十 ) 筋肉 液 注 射 後 , 虫 体 (一 ) 筋肉 液 を 注射 
させ た 実験 が か な か つた 様 で す が , その 結果 如何 な る 変化 





(1 ) 


295 








が 起 る か を 私 共 は 興味 を 以 て 拝見 し た いと 思い ます 。 

2) 昌 体 (一 ) 筋肉 液 注射 後 , 虫 体 (一 ) 筋肉 液 を 注射 
し た Wa 今 少し 
組織 変化 が 起 つ て も と 考え ます 。 出 来れ ば 再 注 射 後 
商 少 し 日 数 を 延ばし 打 病理 人 を 見 られ た ら ょ よい の 
で は な いか 。 

( 答 ) 松 下 廊 雄 

1) 今後 商 検 索 致 す つ も り で す 。 

2) 各 群 と も モル モッ ト 、 8 豆 宛 便 用 し ま し た が (一 ) 
筋肉 乳剤 士 (一) 筋肉 乳剤 (第 5 群 ) で は 全 例 と も アレ 
ルギー 人 性 病理 組織 学 的 変化 は 認め ませ ん 。 

同一 方 法 で 行い 注射 物質 の 相違 に ょ り 組 織 の 変化 に 非 
常 な 差異 を 認め ます 。 

商 軽 度 の アレ ルギー 性 変化 は 可逆 性 で は 時 を 経過 すれ 
ば 娠 痕 を 残さ ず 治 療 し ます の で 再 注射 か ら 撲殺 迄 の 時 間 
は 48 時 間 と し まし た 。 


57. Piperazine 誘導 体 の 研究 (第 1 報 ) 
鍋 上 に 対す る 作用 と その 作用 機 序 
に 就 い て 


順天堂 大 学 薬理 学 教室 
板 東寺 夫 


Studies on the Piperazine derivatives (1) 
Anthelmintic effects on 4scgZs s262 
and its mmechaniSma 
TAKEO BANDO 


Piperazine hydrate, malate お よび citrate は 豚 環 
虫 に 対し in vitro ャ 0 い が , Pipera- 
zine dialky1 sulfate の ある 種類 の る の は と れ ら と 作用 
の 趣 を 異 に し , 筋 層 の 著 明 な 収縮 CM 
り の 剥離 を 生じ た 。 Me 鍋 虫 体 の 前 端 お よび 後 端 よ 
始ま り , 剥離 し た 部 分 の 角 皮 上 層 は 液状 物 を 充 し メ Ma 
呈し た の 高度 に 達する と 筋 層 が 破裂 し 生 交 
器官 2 : 角 庶 下 に 透 見 と られ た 。 と の 作用 は Piperazine 
dialkyl sulfate の alkyl 基 が octyl (POS), decy1 
(PDS) , lauryl (PLS) , myristy1 (PMP) , cety1 (PCS) 
お よび stearyI(PSS) に 相当 する 6 種 の も の の うち , PLS 
に 最も 強く , RMS・PDS が と れ に 次 ぎ 他 の 3 種 の も 
の に は 見 られ な か つた 。 PL 8 で は 作用 は 1 時 間 30 分 後 
ょ り 始 まり 20 時 間 後に は 甚だ 高度 と な り 筋 層 の 破裂 が 見 
られ た 。 筋 層 剥 離 は 4 時 間 後 に は PL 8 で は 1 :10,000 























296 


・1.000 まで の 届 
10,000 ま 


PMS で は 1 : 5,000 , PD S で は 1 
度 に 認め られ , 20 時 間 後 に は PMS で は 1: 
で に だ 起 つ た 。 

咽 虫 の 部 分 標本 を 用 いる Baldwin の 方 法 に よ つ て 比 
曲 運動 に 及ぼ す 上 記 薬 物 の 影響 た みみ る と , PLS は 1: 
1.000 に お いて 急激 な 運動 の 停止 と 共に 高度 な 標本 の 収 

を 示し , 1 : 5,.000 に お いて も る 著 明 で あつ た 。 下端 前 
端 部 と 中 央 部 と に お いて その 作用 に 著しい 差 が 見 られ な 
か つた 。 

Fornsaline 固定 , Paraffine は Celloidine 包 埋 の 
後 , 諸 染 色 法 に より 検索 し た と と ろ , 剥離 は 角 皮 下層 と 
筋肉 層 と の 境界 に お いて 起 つ て いる と と が 確 め られ た 。 
その 他 , 角 皮 最 外層 に Eosin に 染 る 粗大 上 粒 が 認め ら 
れ , と れ は 生体 の まま Methylene blue に よ つ て 美 レ 
く 染 つた 。 

類似 化合 物 の うち Piperidine お よび Ethylene dia- 
naine の laurylsulfate に は 以上 の 作用 な く Morpho- 
rine Jauryjsulfae に お いて は PL S より 知 か に 弱 か つ 
た 。 ま た Piperazine の 脂肪 酸 塩 の うち octylate, decy- 
』ate, laurate お よび myristate は 無効 で , Piperazine 
dialky1 sulfonate の 各種 の も の に お いて も 無効 で あつ 
た 。 

以上 の 作用 の 機 序 を 解明 する た め に , 界面 活性 の 関連 
性 を 考え , 82C で Ring 法 に より 界面 活性 を 測定 し た が 
決定 的 な 結果 が 得 られ な か つた 。 ま た 角 皮 上 層 の 透過 性 も 
関連 が 認め られ な か つた の で , その 機 序 は 何等 か の 他 の 
sulfone 基 に 原因 する も の に ある か と 考え られ る 。 

( 問 ) (大 阪 医 大 内 科 ) 阿 部 秀 夫 

ビ ペ ラジ ン ハ イド レー ト 100 倍 溶液 中 に 於 て は 頭 部 の 
運動 は 直線 様 の 運動 を 呈す る も の が 多く 模索 運動 が 障 得 
され て 居る 様 に 思わ れる が 如何 で し ょ うか 。 

( 答 ) 板 東 丈 夫 
100 倍 溶液 中 に お いて は 前 進 運動 の 停止 が 見 られ ます 
が , この 濃度 て 見 ち れる 作用 は 実際 的 に は 相当 肝 い る の 

と 考え ます 。 


ン の 殺 是 , 殺 菌 , 
駆虫 作 用 
都 衛生 局 ・ 寄 生 眼 病 診 震 所 
星 直利 ・ 小 川 正之 


58。 っ ラテ メル フ ア ミ 


[寄生 虫 学 雑 g 寺 ・ 第 6 巻 ・ 第 3・4 号 
Studies on the new anthelmintic medicines 
(5) The insectocidal, steriizic,。 and anthel- 
raincti effects of “Para-sulfammin "" 
NAOTOSHI HOSHI, MASAYUKI OGAWA 


本 化合 物 は サッ カリ ン の 誘導 体 で あり , パラ ・ ス ルフ 
ァ ミ ン と は パラ トル エン , オル ソ ・ ス ルフ オ ・ ベ ン ゾ イ 
ツク アン ド ・ ス ルフ ァ ミ ン を 略し て いう 。 その 構造 式 
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性 状 は 微 臭 の 白色 又は 微 褐色 の 結晶 又は 粉末 で , 水 に 
溶解 し 難く , アル コー ル , エー テル 落 け , 融点 は 76~ 
80'C で , 味 が 良く , 随 つ て 服用 し 易い 化合 物 で , し か も 
人 体 に は 全く 毒性 が な い 。 

C1) 殺 息 試 験 

A. ガマ 線 虫 の 実験 (第 一 図 参 照 ) 本 剤 の 100 倍 液 で 
実験 し , 対照 薬品 と し て 四 塩 化 テ チレン, ヘ ノ ポチ ヂ 油 , 
クロ ル ・ カ ル バ ク ロー ル 100 倍 液 を 使用 し た 。 そ の 結果 
本 剤 は 1 分 以内 に 死滅 し, 四 塩 化 エ チレ ン , クロ ル ・ カ 
ル バ ク ロー ル は 8 分 以内 , ヘ ノ ボ ヂ 油 は 5 分 以内 に 死 江 


SN 
7 こ O 


B. ミミ ズ の 実験 (第 二 図 参照 ) 本 剤 は 5 分 以内 , へ 
ノ ポチ ヂ 油 は 10 分 以内 , 四 塩 化 エ チレ ン , クロ ル ・ カ ル パ 
クロ ー ル で は 20 分 以内 で 死滅 し た 。 

C. 豚 占 虫 の 実験 (第 三 図 参 照 ) 本 剤 は その 100 倍 液 
中 で 1 時 間 で 半 死 , 2 時 間 で 死滅 し た が , 対照 の 四 奄 化 
エチ レン , へ ノボ ポチ ヂ 油 で は 2 時 間 で 半 死 , 3 時 間 で 死亡 
クロ ル ・ カ ル バ ク ロー ル で は 8 時間 で 半 死 , 4 時 間 で 死 
記 じ た 。 

(2 ) 殺菌 試験 

A. 大 腸 菌 の 実験 (第 4 図 参 照 ) (Oi。) 本 剤 の 50 倍 液 
で 5 分 間 , 100 倍 液 で 15 分 以内 , 500 倍 液 で 30 分 ,1,000 

閣 液 で 1 時間, 5,000 倍 液 で 6 時間 で , 菌 が 全く 死滅 し 
た 。 

B. 赤痢 菌 の 実験 (駒込 B 』 菌 ) (第 5 図 参照 ) 本 剤 
の 50 倍 液 中 で 5 分 間 , 100 倍 液 で 15 分 以内 , 500 倍 液 で 
30 分 , 1,000 倍 液 中 で 3 時 間 以 内 , 5,000 液 中 で 24 時 間 
で 死 減 し た 。 

C. チ フ ス 菌 の 実験 (第 6 図 参照 ) 本 剤 の 50 倍 , 100 
閣 液 中 で は 5 分 以内 , 500 倍 , 1000 倍 液 中 で は 15 分 , 
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5。000 倍 液 中 で 30 分 , 10,000 倍 液 中 で は 6 時 間 で , 全 
< 変 の 死滅 する ほど , 可 な り 強 い 殺 菌 力 を 持つ て いる 。 

( 3 ) 回 中 に つい て の 駆虫 効果 (第 Y 図 ) 学童 80 名 , 
大 人 15 名 に つい て , 本 剤 を 小児 1.0 g 大 人 に は 1.5 2.0 
g を 空腹 時 服用 し た ら , 学童 で は 50.0%, 大 人 で は 46.7 
2 の 完全 駆虫 率 を 示し , 副作用 は 全く 認め な か つた 。 

対照 の 薬品 と は 大 差 が な か つた 。 

(4 ) 十二指腸 虫 の 駆虫 効果 (第 8 図 参 照 ) 本 剤 を 15 
例 に つい て 駆虫 実験 の 結果 , 内 8 名 , 即ち 58.5% の 治療 
率 を 示し , その 一作 用 は 全く 認め な か つた 。 

対照 の 四 塩 化 テ エチ レン は 46.8 名 , 加 作 用 2.4 22, ヘ ノ 
ポチ 油 で は 56.9 多 , 副作用 は 17.622 で あつ た 。 

( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 安 弘 岡 一 男 

(1) パラ ・ ス ルフ ァ ミ ン , 四 塩 化 エ チレ ン , ヘ ノ ポ 
ヂ 油 等 は 水 に す と ぶる 難 容 で ある が , その 溶解 方 法 は 如 
何 。 

( 2 ) お 答え で , 100 倍 液 に する と き , 100 cc の 水 に 
1 cc を 入れ れ ば 徐々 に と ける と いわ れ た が , そん な 筐 は 
な い 。 効果 の 比較 に は 溶解 法 等 作用 の させ 方 が きわ め て 
重要 と 考え る 。 


59. Experimental pathology of 
Sc/2.S7 の Ss の 2 7 の の 0722CZ2272 


S. S. Lin 
Departnaent of Medical Zoology 406th 
Medical General Laboratory 

Experirnaents were carried out to deterrnine 
whether the cercariae Of .Sczs/ の SO の 2 の 70 カ 0247C722 
reach their definitive site of portal vessels throu- 
gh the circulatory system or through the tiSSue. 

Adult and suckling mice were used as the 
expeaimental aniraals. Fifty to three hundred 
cercariae were used per anirmal in different ex- 
periraents. The mmice were Sacrificed at intervalS 
oO 24 hours. The thoracic and peritonal cavities of 
adult mice were opened separately and exarained 
for schistosomulae, after which the lungs, heart, 
diaphragm and liver were remmoved and sectioned. 
The head and appendages of suckling mice were 
remnoved, the body was fixed 2% 7o7 の , serially se- 
ctioned and stained with henmsatoxyjin and eosin. 
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Cesze7s の / 2/ec72 の 24S 7 の 7 406. ADDrOXi- 
mately 15,.000 serial section from 13 mice were 
studied. In one mouse, killed after 24 hours, 2 
schistosonaulae were found in the alveolar WallS. 
The nunsber increased progressively during the 
second, third day following infection。and decre- 
sed abruptly on the fifth day. In general, the 
worms were about equally divided between the 
alveoli and alvelar walls. 

Very few achistosomulae were found in the 
jivers of the nmice sacrificed during the first three 
days following infection. On the fourth day they 
were present in relatively 1arge nunmbers, the 
maajority of thermm being found in the central ve- 
ins. SnaaIl numbers were observed in the portal 
vein and a few in the parenchyrna2 inamediately 
beneath the anterior suface of the Hiver. The 
schistosomulae appeared to rmigrate frorn the cent- 
ral veins to the portal vein between 96 and 120 
hours following infection. In only one instance 
wW2S 34 Young wornma obcerved in the diaphragrn 
(96 hours). 

esz/ZS の 7 ec72 の 7 724 SC を ZZ 77226. After 24 
hours all the schistosomulae were found in the 
Skin, except for one in the pleural and one in the 
peritoneal cavities. After 48 hours naost of the 
schistosommulae had left the skin and nmigrated to 
the lungs, where for the rmost part, they could 
be found in the alveolar walls. After 72 hours a 
few schistosomulae were still present in the skin, 
but naost were in the alveolar walls of the 1ungs. 
At this time some schistosomaulae also appeared 
in the liver where they were aimost equally 
divided between the parenchyma at the anterior 
face of the liver and the portal vein. One was 
found in the heart muscle, one in the naedia- 
Stinurm and two in the pleural cavity. After 96 
hours all the schistosomulae were in the liver, 
except for one which was found in the pleural 
cavity. At this tirme nearly equ41 nurabers were 
found in the parenchyma, capillaries and in the 
portal veins. A similar sitnation existed at 120 
hours. In one mouse killed at 144 hours all the 
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Schistosommulae recovered were in the liver, the 
distribution being: parenchyrmaa, 31 per cent: 
capillaries, 31 per cent: and portal vein, 38 per 
cent. 

The observations made thus far offer little 
or no evidence to support the hypothesis presented 
by other investigators (Narbayashi, 1915, 1916 : 
Sueyasu, 1920) that any appreciable number of 
Sc/ZS7 の SO の 7 の 22C2422 Te4Ch their defimitive site 
in naice by migration through the tissues. It was 
Shown that the young parsites reach the Hiver 
very rapidly, ordinarily within three to four daySs. 
Migration through tissue would be expected to 
take a nsuch longer time (Faust, Meleney, 1924). 
Furthermaore, after the third or fourth day the 
cervical glands of the schistosomulae aDDarently 


become non-functional and the parasite joses its 


ability to penetrate tiSsue (Faust and Meleney, 
1924 |). 
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If migration through tissue had occurred to 
any great extent, more schistosomaulae should have 
been observed in the pleural and peritoneal Cavi- 
ties : instead, only rminimnal numabers were found. 
Even assuming that they had been overlooked in 
the course of our observations, evidence of mecha- 
nical dansage Should have been observed in the 
diaphragm, and in the Hiver where relatively lar- 
ge numnbers of parasites were found. However, 
no SignS of such danmaage were observed. 

Although in general our results agree with 
those reported by Faust and Meleney (1924) they 
differ in some respects. The above authors reDor- 
ted that schistosonaulae in the liver occurred only 
in the afferent blood vessels. In our observations 
schistosomulae were found outside the circulatory 
SsyStem in the parenchyma and an appreciable 
nunmaber of those in blood vessels were found in 


efferent vessels. 
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沙 光 法 に よ る ZZ が 222 co72 の 
生体 観 祭 


東京 恵 会 医科 大 学術 生 学 教室 
鈴木 未 書 


Fluorescence maicroScopic Studies on 
772724272 CO な 
INEO SUZUKI 


さき (に Acridinorange 徐 光 処理 法 を 万 z72zzoe の 2 /S- 
7o//7cZ, 77cZ の 2407S の 2527S, 7. eg7 の 4 
し , 原虫 の 生存 体 観 察 に 優れ た 価値 の ある こと を 報告 
て きた 。 今 回 は 当 教 室 で 豚 か ら 分 離し た Zzz7Z242c0Z 
に つい て 徐 光 法 に よる 観察 を 行 つ た 。 

光 顕微 鏡 装 置 : 光源 , Osram 製 超 高 圧 水銀 灯 HBO 
74 : 光源 フィ ルター, Schott 多 Gen 製 BG, BG 迎 
及び 2.5 2 CuSO。 液 本 : 頭 微 鏡 , Zeiss 大 型 ず 包 双 : 
接眼 フィ ルター, イワ キ E エ LY4。 

頑 光 色素 は Acridinorange (Grdbler) を 新鮮 染色 に 

は 5 種 pH の 緩衝 沙 媒 で 10,000 倍 に 溶解 し , 使用 時 ほ 

ぶ 同 量 の 被 検 材料 と スラ イド 硝子 上 で 混合 し た 。 培養 は 
Balamuth の egg york infusion medium (pH7.5 ) 
を 使用 し た 。 側 察 は 何れ も 室温 20'C 前 後 の 薄 暗い 室内 で 
行 つた 。 

Balantidium coli は 内 肉 に 弱い 緑黄色 の 自家 堆 光 が あ 
り , yioetpau 核 。 収縮 胞 等 の 部 分 は な し ろ 欠 損し て 

5 種 pH の Acridinorange 溶液 で 新鮮 裳 光 処理 す る 

夫々 の pH に 従 つ て 多彩 な 生体 交 光 像 を 得る と と 

i 来 た 。 就 中 pH 7 で 最も 多彩 且つ 長 時 間 観 察する こ 

と が で き ※ 9 万. co が は 時 体 毛 共 明瞭 に 和光 光 処 
た 。 部 位 的 に みて 外 内 

mitochondria が 扶 生 か と 洒 導 飲 ま 基 Pellicle の 下 
に 整列 する の が 認め られ た 。 Pellicle は 淡 緑色 に 染色 さ 
>。 運動 活 湊 な 虫 体 の 核 は 常に 強 黄 緑 色 に Acridino- 
range 裳 光 処理 され , 周囲 の 原形 質 を 照 し て お り , 小 核 
は 不明 で あつ た 。 原形 質 (内 肉 ) は 殆 ん ど 染 色 さ れ な い 
大 小 の 油 滴 状 粒 に 充ち ,。 その 間 に 微 細 な 染色 され る 玉 
の あり , MA は と の 後者 の 般 光 や 核 の 盤 光 で 贈 
し て 見 えた 。 染色 され る 玉 粒 は 比較 的 収縮 胸 の 近く に 


説 


多い が 内 肉 内 全般 に 散布 し , と の 多い 方 が 運動 活 湊 で あ 
る 。 ぢ . 刀 s7. に 見 られ る 様 な 赤 染 題 粒 と は 異な り , 生 一 
死 移行 の 明らか な indicator と は な ら な い 。 

Acridinorange 500.000 , 1,000,000 倍加 Balamuth 
培地 で 緑色 に 裳 光 処理 され た 位 継 代 培養 可能 で あつ た 。 
又 生 cyste の 被膜 及 原 形質 に ぁ 有 弱 緑 黄色 の 自家 辻 光 が 
あり , 核 は 自家 般 光 が 認め られ な か つた 。 

引 光 顔料 を 培地 に 入れ ろ と Balantidum が 喰 し ,, と の 
際 喰 胸 は 認め られ チ 移行 し て 収縮 胸 cytopyge か ら 排 
浴 さ れる の が 認め られ た 。 


2. mh ラ リア ア /2s22 の 2422 の eZge2 
電子 題 微 鍵 に よる 観 祭 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄 生 虫 学 教室 
中 松 正 雄 


Electro-microscopic Observation of 


ア /272022472 の eZg76e2 
MASAO NAKAMATSU 


近年 電子 顕微 鏡 に ょ る 原虫 類 の 観察 が 多く 見 られ る 。 
1948 年 Vinkel 及び Lips に よ つ て 発見 され た ネズ ミ マ 
ラリ ヤ ア Pszzogzzzz eef を 使用 し 喘 乳 類 の マラ リヤ 
原 を 電子 顕微 鏡 を も つて 鉛 察 し た 。 方 法 は 東 氏 に よ 
細菌 を 切る 方 法 に 準じ た が , 固定 は 約 1 時 間 前 後 で ょ し 
と 思わ れる 。 得 ら れ た 写真 は 多く アメ ー バ ー 型 の も ぁ の と 
思わ れる が , ギ ム ザ 染色 の も の に 見 られ る ご ど と く , 被害 

生 赤 血球 の 膨 化 , 細胞 質 の 粗 化 の 像 が 見 られ , 原虫 内 と 
外 と の 区 別 が 著しい 。 更に 虫 体 に 於 ける 細か い 黒 色 頼 粒 
は 虫 体外 の も の ょ りや > 大 で ある が , Eo 
われ る 。 虫 体 寄生 の 程度 が 進む な に つれ て 和束 体内 と 外 と の 
差 が 閉 明 で ある 。 撮影 の 倍率 は 4 人 8 千 倍 で あ 


フ 
る 。 


3. ルル es の の の 7 の 2 の 27 の 形態 に 
及ぼ す 家 兎 血液 成分 の 影 故 
群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
沢田 利 頁 ・ 小 林 陣 佳 
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Effects ofrabbit's bloody conaponentS upon 
the fornm of ezS/227407 の の 0 の 77 
ToOSHISADA SAWADA 
TERUYOSHI KOBAYASHI 


ezszZ の oo の の (以下 , 此 . d) の 培養 の 党 
送 い られ る 脱線 維 家 系 血液 の 代用 と し て , 二井 家 
兎 血 球 , 及び 家 兎 の 血球 に 等 量 の Ringer 氏 液 を 加え て 

音波 に より 血球 を 破壊 し た 液 の 3 者 を 用 いて 培養 を 行 

た 所 , いずれ の 基質 に 於 いて も 躍 体 は 増殖 し 同時 に 継 
代 可能 て ある と と が * わ か つた 。 増殖 虫 体 数 は 血清 使用 培 
地 に お いて 最も 著 明 に 認め られ 以下 , 血球 使用 培地 , 血 
球 破壊 液 使用 培地 の 順 で あつ た 。 ま た Giemsa 's Stain, 
Leishman's Stain, 及び Heidenhain's Iron Hema- 
toxyliin Stain の 3 種 の 染色 法 に より 15 日 間 培 養 し た 下 
体 の 観察 を 行 つ た 結果 , 田辺 培地 , 3 N 培 地 に 生ずる 虫 
体 に 比較 し 若干 変化 が 認め られ , 血清 使用 培地 に お いて 
は long flagellate form が 上 記 2 種 の 培地 に 較べ て や や 
多く , 血球 使用 培地 で は さら に 著 明 に 認め られ 殆 ん ど 
ividing fagellate form を 認め ず , 血球 破壊 液 使用 培 
地 に お いて は 増殖 虫 体 数 は 少く , 著 明 な 息 体 の 変化 は 認 
: め られ な か つた 。 


フ 


4. Rosaniline に よ る 7 ァ y カ 7 の SO の 2 の 
gg2 の ze72Se の akinetoplaslic 型 
誘発 機 庁 に 関す る 遺 信 学 的 考 祭 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
猪木 正三 ・ 片 岡 猛 ・ 中 西 健一 
Origin of the akinetoplastic fornm of 7. ggzz/2ese 
increaSing in the naice after injection 
with Rosaniline 


SHOZO INOKI, TAKESHI KATAOKA 
KENICIHI NAKANISHI 


昨年 第 25 回 日 本 寄生 躍 学会 総合 並び に 西日本 支 部 大 会 
お いて 。 著者 等 は EK gg72 の ze24se 感染 マ 
ウス に Rosaniline を 注射 する と Kinetoplast を 欠い た 
skinetoplastic form の 原虫 が 増加 する の を 語 め , と の 
現象 は 本 色素 剤 の 直接 作用 に よ つ て 誘発 され た も の で 
本 来 自 然 に 存在 する A 表 型 の 陶 汰 の 結果 果て は な いと いう 
推論 と 達し た が , 本 実験 に お いて は この 結論 を さら に 明 
確 に する た め 実 験 を 重ね 若干 の 成果 を 得 た 。 
実験 方 注 は 前 回 同様 7. gz が zzse の Wellcome 株 


(76 ) 
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を 用 い 純 な 1 匹 の 原虫 を 純系 D・ D マ ウス に 感染 させ , 
Rosaniline を 注射 後 80 分 毎 に 採血 ギー ム ザ 染色 を 行い 
270 分 間 観 察し た 。 さ き と 本 方 法 に よる と A 苺 型 は 最終 
観察 時 に は , 3 , 5, 10 mg, 注射 の 場合 約 302% に 増加 する 
事 を 報告 し , 本 来 自 然 に 出現 する A 到 型 は 大 部 分 0 て 1 
2 の 間 で あり , 色素 剤 注射 後 270 分 間 に し て か か る 急激 
な A 藤 型 の 増加 する の は , 色素 剤 の 直接 作用 に よる も の 
で ある と し た が , 今回 は と れ ら 急激 な 増加 を 辿り 出現 し 
た A 兵 型 は , 元 か ら 自 然 に 出現 する A 了 型 が 分 裂 増殖 し 
た も の で は な く , 色素 剤 が Kinetoplast 分 裂 阻害 する 
た めで ある 事 を 観察 し た 。 す な わ ち Rosaniine 注射 後 
A 双 型 の 最も 高 率 に 出現 し た 3, 5, 10mg 注射 の 場合 
80 分 毎 に と つた 標本 上 の A 藤 型 原虫 100 ご 中 分 裂 型 原 東 
は 殆ど みみ られ な か つた 。 次 に 同様 に し て 分 裂 型 50 ご に つ 
き そ の Kinetoplast の 距離 を 測定 し た が , 色素 注射 後 
滞 次 2 コ の Kinetoplast の 距離 が 短小 する 傾向 が 現れ , 
A 式 型 が 急増 する 注射 後 の 90 分 より や や お くれ 150 分 か 
ら 急 激 に Kinetoplast が 1 コ 或 は 2 コ 認 め ら れ て も その 
間 が 殆ど 接合 し た 状態 の 分 裂 型 が 増加 し , Kinetoplast 
の 分 裂 阻 害 の 様相 が 明確 に うか が われ た 。 以上 の 如く A 
反 型 の 分 殖 像 は 認め られ す , Kinetoplast の 分 裂 も 観 ら 
れ な く な る 事実 より, Rosaniline 注射 後に 観 ら れる AK 
型 の 急増 現象 は , 本 来 自 然 に 存在 する A 表 型 が 色素 剤 に 
より 陶 汰 され た 結果 で は な く , 本 色素 剤 に ょ る 直接 作用 
の 結果 で ある 事 を 一 層 明 に し 得 だ 。 

な お と れ ら 急増 し た A 基 型 は Trypaflavine の 場合 と 
同様 発育 増殖 は 不可 能 と 考え られ る 。 
の 電子 上 


5. ル た Zs/227742 の の 0 の 720 の 722 
微 鍵 的 形態 (4) 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
中 西 健 一 

犬 阪 大 学 微生物 病 研究 所 電子 顕微 鏡 室 
西 義 美 


On the fime structures of eS の 
gozo2 の 7 32S Shown by electron 
microSscOoDe. ( 4 ) 

KENICHI NAKANISHI, YOSHIMI NISHI 


私 は 既に 電子 顕微 鐵 に, よ る zzsz2z7Z の の 0 の 972 の 條 
表 及 び 内 部 構造 , 更 に 圭 毛 構造 に つい て 報告 し た が , 今回 
は 超 薄 切片 方 法 に ょ り 得 られ た 本 原虫 の mitochondria 




























の 微細 構造 に [ 
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週 し 報告 する 。 

観察 の 結果 , 本 原虫 の 細胞 質 内 に 杜 状 , ある い は 本 円 
形 , 円 形 , 三日月 形 を し た 大 小 様々 な 小 体 を 検出 し 得 
た 。 と の 小 体 は 周辺 に 明らか に 区 別 さ も る ほぼ 一 様 の 厚 
さ を も つた 限界 膜 を 有 し , 内 部 に いわ ゆる Palade の 
“cristae mitochondriales "を 有 し レ し ミ トコ ンド リア の 
形態 学 的 な 特徴 を 具備 し て いた 。 

と の mitochondria の 内 部 は 原虫 の 細胞 質 よ り も や や 
電子 変 度 の 高い , 大 体 均等 な 組織 で 満 さ れ , cristae 
形 , 大 いさ , 存在 場所 , 走向 等 種々 で ある が 比較 的 明る 
い 内 部 と , と れ を 取り まく 密 な 層 よ り で き て いる 

現在 廷 に 得 た 上 記 mitochondria の 大 いさ は , 長径 
220 ~850 ma, 平均 454 mm で 短 径 は 約 116 て 300 mw 
平均 220 ma で あつ た 。 限界 膜 の 厚 さ は 約 8.8~20m 
で 平均 12.7mz, cristae の 数 は 円 形 以 下 の る の を 除外 し 
て 1 個 の mitochondria 中 に 見 られ る 数 は 1 ~ 4 個 で 平 
均 2.1 個 , 各 cristae の 幅 径 及び 長径 は 約 8 ~33m 平 
均 14.6 m, 838 て 250 mm 平均 96.9m で あつ た 。 

mitochondria の 電子 顕微 鏡 に よる 微細 構造 に つい て 
は 既に 多く の 報告 が ある が , 本 原虫 ezs/gzZ77Z の 7 の - 
225 (に 於 て も 一 般 に 見 られ て いる 限界 膜 と Palade の 
いわ ゆる "cristae mitochondriales"'" を 認め る と と が で 
きた 。 観察 し た mitochondria の 形 が 種々 な 状態 を 示す 
が 本 円 形 の も の が 比較 的 多く 見 られ 易い の は , 本 原虫 の 
mitochondria も や は り 立体 的 に は 杜 状 に 近い も の と 想 
像 され る 。mitochondria の 内 部 で いわ ゆる cristae の 形 
が 椿 円 な いし 小 な る 円 形 に 見 られ る と と は , 勿論 切断 角 
度 に よる も の で , 特に 極め て 小 な る 円 形 像 は cristae の 

ー 端 が 切 所 さ れ た 所 と 考え られ る 。 し か し cristae 配列 
状態 は SjOstrand と Rhodin が 猿 の 腎 に 於 て 認め た よ 
うな 規則 的 な 膜 様 構造 を 呈 さ ぬ 場 合 の 方 が 多い よう で あ 
る 。 と の 点 に 関し て は 最近 Powers, Ehret 及び Roth 
が ア Pzzwyzeczg の 6Z に つい て 観察 し た 場合 に な し ろ 
似 て いる と 云え る が , その 数 は 本 原虫 の 場合 の 方 が 少な 
いよ ょ よう で ある 。 と れ は 本 原虫 と ア gezefag と の 呼吸 の 
相違 に 関係 し て いる の で は な いか と 思わ れる 。 


6. 二 株 の 7 ァ ルカ 2 の sg の 72 の 2 の 672S@ 
に 対す る X 線 照射 実験 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原 学 部 
猪木 正三 
大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 教室 
高 田 季 久 








Effect of 双 -ray on the two strains of 


プア ァ の 7 の S の 2 の 2 の 2723 ど 
SHOZO INOKI, SUEHISA TAKADA 


の . ggzz が ezse の 変異 型 に つい て は 古く か ら 抗 体 に よ - 
る 抗原 型 の 変異 並び に , 色素 剤 に よる KKineto plast の 
消失 等 に 関し て 鈴 宗 され て いる 。 

我々 は すでに 上 述 の 現象 に つい て 多く の 実験 報告 を 
つて いる が , 今回 は 文 線 照 射 に よる 変異 誘発 試験 及び , 
駐 線 に 対す る T.g の 態度 に つい て 報告 する 。 

使用 に 供し た 7. ggiexse は Kinetoplast を も つて 
いる Wellcome 株 (K 株 ) と KKinetoplast を も た ぬ 
呈 . R. T エ 株 (AK 株 ) の 2 株 で あつ て , と れ 等 に 駐 線 - 
を 各々 13507 より 67507 を 照射 し , その 形態 , 抗原 型 及 
び マ ウス え の 感 染 力 に つい て 側 察 し た 。 

な お 条件 を 変え る た め , 直接 原虫 に 照 射す る 場合 以外 
に , 更に 照射 後 N. N. NN 培地 に 32'C24 時 間 保 存 し た 場 
合 及び , 原虫 感染 マウ ス に 直接 駐 線 を 照射 し , と の 面 中 
原虫 の 変化 を も 合わ せ て 検査 し た 。 

使用 し た 2 株 の F.g の 駐 線 に 対す る 感受 性 は 殆 ん ど 
差異 が 無く , 共に 20257 以上 の 照射 で , や ゝ 効果 が あら 
NN が yy 。 40507 附近 

は 被 照射 原虫 の マウ ス へ の 感染 力 は 非常 に 悪く な り , 
eee ウス の 流血 中 に 原虫 が 発見 され る まで に は , 1 週 
間近 く 要 し , 且 抗 原型 の 変異 し た 場合 が 多 か つ た 。 い ず 
れ の 場合 も 67507 以上 で は , マウ ス へ の 感染 力 は 消失 し 
原虫 は その 虫 体内 に ボル チン 様 の 粒 が 多量 に 出現 す 

原虫 の 感染 し た マウ ス に , 67507 以上 照射 する 場合 , 
中 等 度 の 感染 を 治療 せ し め る 作用 が あり , 40507 附近 で - 
は 治癒 効果 は な い が し か し , その 血 中 原 昌 は 健常 マウ ス 
へ の 感染 力 を 失う 。 た だ し 67507 で 治癒 し た マウ ス も , 
文 線 の 作用 に よ つ て 平均 3 日 目 に は 死亡 し た 。 

いずれ の 場合 も , 駐 線 に よる Kinetoplast の 消失 現 焦 : 
は 見 られ な か つた 。 


7. 日 本 の 鶏 に み ら れ た Plasmodium 
に 関す る 研究 
(1) 血液 接種 に よる 鶏 の 威 落 試 駿 
農林 省 家 畜 衛 生 試験 場 
秋葉 和 温 ・ 石 井 進 ・ 川 島 秀雄 
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Studies on plasmodium found in chickes in 
Japan. (1) The infection test on 
chicken by blood inoculation. 
KAZUYOSHI AKIBA., SUSUSMU IS 是 II 
HIDEO KAWASHIMA 


1。 兵庫 県 , 東京 都 か ら の 病 性 鑑定 鵜 中 に 発見 し た が 
事 ら く は 日 本 に 広く 才 て いる も の と 思わ れる 。 

2. 多数 の 寄生 ゃ の は 一 般 に 鶏 太 短 縮 し , 貧 
上 を 大 し 上 は 人 を 名 も 部 め た が し か し 
"er と 思わ れる も の とも ゃ 少数 寄生 を 認め た 。 

9。 形態 : 一 般 に 正常 赤血球 に 寄生 する 。 赤 血 
球 内 schizont は 長 さ 1 前 後 の 程 状 の も の , 稽 々 え ふ くら 
みみ を 示す も の 等 が みみ ら れ , 赤 血 来 の 核 に 密着 し て いた 。 
2 一 6 コ の MMerozoit が み ら れ 江 。 Gametocyte は 円 
形 , 長 形 の も る の が ある が 一 般 に 赤血球 の 核 に 附 着 し 赤 血 
球 の 核 を 策 々 偏在 し て いる も の も あつ た 。 Gametocyte 
は 黄 褐色 に 染まる 天 粒 を 持つ て いる 。 

3.。 自然 感染 鵜 に 於 ける 原虫 寄生 状況 を 赤血球 1 万 個 
に 於 ける 原虫 寄生 赤血球 雪 で その 消長 を 観察 し た と と ろ 


F 認 め た 


500 個 以下 の 少数 寄生 で (その 間 寄 生 の 全然 見 られ な い 
時 期 も あつ た が ) 長期 間 (200 和 の の 寄生 を 示す も の 


0 め た よう な る の も あつ 
た 。 私 達 は と の 2 つの 病 鶏 の チト テー ト 加 血液 を 健康 鶏 

こ 静 脈 内 , 筋肉 内 接種 よ br の 9 

4。 接種 凌 に みみ ら れ た 所 見 : 以上 2 つの 病 鶏 の 血液 接 
種 は 殆 ん ど 同 状態 の 感 多 と 示し 2 一 1 日 後に 原虫 の 赤 
血球 内 寄生 が 認め られ 瀬 次 増加 し , 1 ~4 週間 位 で 最高 
の 寄生 を 示し , その 後 , 急 に 或いは 河 次 減少 し た が 長期 間 
100 個 前 後 の 寄 生 を 認め た 。 一般 に 初生 雛 で は 高く , 中 
雛 成 鶏 の 順に 低く な つて いた 。 と の 間 赤 血球 数 , 血色 素 
数 ぁ 原 虫 寄生 数 に 比例 し て 減少 し , 赤血球 数 107 万 個 , 
碧 色素 数 80 多 を 示し た 例 も あつ た が 滞 次 正常 値 に 復帰 し 
た 。 体温 は 48 C を 越し た も の ミ た 見 られ た 。 商 , 接種 
鶏 の 体重 は 接種 後 約 1.5 ヵ月 の 間 , 対照 に 比べ 増加 曲線 
が 落ち も て いた 。 

以上 の 如く 本 原虫 の 病原 性 は そん な に 強い も の で は な 
い が 極 め て 慢性 な 経過 を 示し , 我国 の 有 次 に 案外 広重 に こ 分 


指 み % 育 、 


布 し て いる も の と 推定 され る の で 葵 意 す る 必要 が ある 
の と 思考 する 。* 
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8. トリ ュ モ ナス の 免疫 学 的 研究 (2 ) 
加熱 殺 滅 虫 体 接種 マウ ス に お ける トリ コモ 
ナス 発症 の 防 手 に つい て 


慶応 義 琴 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
馬 場 弘志 


Immunological studies on trichomonads (2 ) 
On the protection of maice fronn trichommonas 
infection by the imnaunization with 
heat-killen trichomonadSs. 

HIROSHI BABA 


ア zcozzo24ZS げ oe が es ( 下 .f) 或いは 7. 2ggzz2 が 5 (T. 
を 免 原 と する 実験 染 動 で は , 能動 免疫 が 出 
発症 を 或 る 程度 eyerdpig る と と が 知ら れ て いる が , Z. 
g2 廊 227 (本 . g) に お ける , 之 ら の 研究 は まだ 充分 で は な 
いじ 2 導 Kg: ま 人 
膜 瘍 を 形成 する と と が 認め られ て いる の で , 演者 は , 予 
め , 加熱 殺 滅 豆 体 で 処置 し た マウ ス に , 生活 由 体 を 接種 
し て , 騰 癒 発生 率 を 観察 し て 若干 の 知見 を 得 た 。 

材 料 

用 いた Trichomonas は T.f ( 乾 株 ) 及び T.g(H 株 ) 
で , それ ぞ れ ブイ ヨン 寒天 血清 培地 (pH. 7.0) て 無菌 
培養 し た も の で ある 。 

動物 は , 体重 15g 前 後 の 健 康 マ ウス を 用 いた が , 雌雄 
の 別に つい て は 考慮 し な か つた 。 

P 凍 8 ー 

1) 48 時 間 培 養 し た 虫 体 の 食塩 水 浮 渡 液 の 筋肉 内 接種 
に よる 有 瘍 形成 は , 虫 体 数 30 万 接種 で は T.E で も T.g 
で る 共に, 1 通 和 -100 に 騰 瘍 形成 を みた 。 そ れ 以 下 
の 虫 体 数 で は 臓 瘍 の 形成 され な い 場 合 も ある 。 

2) 48 時 間 培 養 虫 体 の 遼 沈 洗 削 を 3 回 行い , 所 要 量 に 
虫 体 を 浮 泥 させ た 食塩 水 浮 渡 液 を 60 で , ee 温 (と 

を 72 時 間 培 養 し た が 生活 貝 体 を 認 % e ) 後 , 
7 人生 PS 0.5 ml ずつ 。 マ 

注射 し た 。 

4 日 間隔 で 3 回 行い , 1 回目 : 300 万 , 回 
: 600 万 個 を 含む 虫 体 処 理 液 を 用 い 
最終 注射 後 6 日 目 に , 48 時 間 培 養和 体 の 生食 沙 浮 潮 液 
0.8 mi (生活 虫 体 30 万 を 含む ) を 後肢 内 側 筋 に 接種 し 
て , その 日 後に 章 検 し , 臓 間 内 の 虫 体 の 有無 を 直接 鐘 
検 (時 に , 培養 る 併用 ) し た 。 商 , 千 .v (1 株 ) を も 用 
いて , 攻撃 原 と し た 


ホモ ゲ ナ イザ 
の 腹腔 内 に 
5 ま 、 
目 : 500 万 , 前回 目 
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結 果 
f で 免 商 し た マウ ス に T.# を 接種 し た 場合 に は 
2 3 匹 (20%) に 臓 瘍 が 形成 され た だ 5 
ww 接種 で は 15 匹 中 6 匹 (40 2) 〒.v 接種 で は 5 匹 中 
匹 (402) に 臓 瘍 形成 が み ら れ た 。 祥 , 〒.g で 免 商 
し た マウ ス に と 〒.g を 接種 し た 場合 に は 16 匹 中 8 匹 (18 
%) に 膜 共 が 形成 され た が , 〒.f 接種 で は 19 匹 中 8 匹 
(18 Fo , T:v 接種 で は 5 匹 中 2 匹 (402) に 膜 瘍 が 
見 られ た 。 対照 動物 で は 100 多 に 膜 瘍 が 形成 され た 。 
結 論 
マウ ス で , 殺 減 下 体 (FT.f 及び 〒.g) 注射 に よ つ て も 
能動 免疫 が 成立 し , 生活 虫 体 接種 に よる 発症 を 防 抽 し た 
が , その 防 傘 は , 相対 応 す る 虫 体 に 対 し て 最も 顕著 で あ 


た 


つた 。 


9. 肖 株 及び 和 雀 株 Encephalitozoon の 
一 般 形 明 学 的 比較 並び に 変 駐 感 
菜 実 験 成績 に 就 いて 
慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
伯 野 沈 央 
Morphological stulies on Encephalitozoon 
obtained from rats and SparroWwS and 


experiments on their cross infection 
HIROAKI IINO 


最近 Toxoplasmaa に 就 い て の 研究 が 相 継 いで 報告 さ 
れ て いる が , 此 れ に 最も 近似 的 な も る の と し て Encephaji- 
tozoon が 注目 され て 来 た 。 私 は 当 教 室 保有 する 此 れ 
の 2 種類 の 株 に 就 いて 検討 し た 。 

に 及 方 法 : 湯 及 び 和 雀 よ り 分 離し た 両 株 は 夫々 マウ ス 

員 腔 内 に 渦 株 は 約 15 代 雀 株 は 約 60 代 継 代 し た も の を 用 い 

一 般 形態 の 比較 は 虫 体 接種 マウ ス の 腹水 , 腹膜 , 腹 
部 臓器 割 面 , we 〈 の ギ ム ザ 染色 及 鉄 へ マト キシ 





リン 染色 を 用 い , 更に 腹水 懸 滴 標 本 に て 生存 虫 体 を 観 宗 
レ し た 実 5 で で は , 濃 と し て は 白 濃 , 雀 と し て は 
同じ 燕 雀 目 に 属す る 十 姉 妹 を 用 い , 共に 両 株 の 感染 マ 


肝 必 ore 腹腔 内 に 接種 し , 3 週 毎 に 継 代 , Se 

は 腹水 中 の 虫 体 を 直接 採取 し, 十 姉妹 は その 肝 乳 剤 を マ 
に 接種 し て 感染 の 有無 を 検 し た 。 

成績 : 一 般 形態 は ギ ム ザ 染色 , 鉄 ヘ マト キシ リン 染色 

に 於 て , 椿 円 形 , 長 円 形 の 定形 的 の も の が 多く 時 に 半月 

形 , 柱状 等 を 認め た 。 核 は 1 < 2 回 で 小 点 状 , 裂 庁 状 欠 








Ringer-P. buffer (pH6.0 4 
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は 醒 状 で 比較 的 濃 染 性 で あつ た 。 虫 体 原形 質 は ギ ム ザ 液 
に 特に 淡 染 性 で あり , 通常 大 喰 細胞 内 に 数 コ 妃 至 数 十 コ 
が 集団 と な り 宿 主 胞 細 の 楼 を 圧 排 し て いる 。 稀 に 細胞 外 

に 個 立 す る 躍 体 も る 認め た 。 俳 し 以上 の 所 見 は 両 株 に 共通 
で 差 を 認め な か つた 。 生 存 標本 で は 細 | 箇 内 の 中 全集 団 の 
中 で 自体 が も み 合う 如き 運動 を 行い 互 に 移動 する の を 認 

め た 。 之 も 両 株 に 同様 に 認め られ る 。 ae に 対 
する 変 叉 感染 実験 で は 白 肖 5 匹 に 渦 株 を , 10 匹 と 雀 株 を 
接種 し 淫 株 は 初代 に て 3 匹 に 虫 体 を 証明 , 2 代目 に 1 匹 
8 代目 に 1 匹 に 昌 体 認め た 。 和 雀 株 は 初代 , 6 匹 , 2 代 
目 , 8 匹 に 虫 体 を 認め 1 匹 は 初代 が 死亡 し 確認 出来 な か 
つた 。 十 姉妹 は 5 系 統 肖 株 , 5 系 統 洲 株 を 接種 し 1 代 継 
代 後 マウ ス に 継 代 確 認 し た 。 上 没 株 接種 群 は マウ ス 継 代 初 
代 で 32 系 統 8 代 で 1 系 統 4 代 で 2 系 続か ら 正体 を 証明 し 
hwct 放 3 統 , 2 代目 2 系 続 。 3 代目 
1 系 統 よ り 認 め 1 系 統 は 初代 が 死亡 し た 。 

結論 

1。 形態 学 的 に は 上 没 株 , 和 雀 株 の 間 に 差 異 を 認め られ な 
か つた 。 

2。 変 叉 感染 に よる 両 株 の 感染 態度 は 同様 で あり , 叉 
両 株 と る Encephalitozoon に よる 動物 の 異常 , 病変 
死亡 は 確認 され な か つた 。 

8. Encephalitozoon の 生存 標本 で 運動 性 の ある 事 を 


ヨ 巡 め ) ちょ 
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10. 7 ヶ zcZozzo22S 2 の g272277S の 物質 代 
謝 に つい て (1) 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
中 林 敏夫 


On the naetabolism of cz の 24ZS 22g772777S ( 1 ) 
TOSHIO NAKABAYASHI 


\ て 糖 代謝 径 路 を K し た 。 
量 で は 呈 〒.Y 0 
に 対し 基質 , 20 多 O 耳 , 
10%H.SO,, 阻害 剤 等 を 夫々 時 に 応じ 添加 し , 液 量 は 
2.2 て 3.2 cc, 気 相 は 2 ロダ と し た 。 媒 気 的 で は 〒.v 浮 


7. sggzzg が s 4 株 を 用! 
Warburg 検 圧 計 条件 は, 


済 液 , Ringer (pH 6.5) , Ringer-P. buffer (pH6.0 ) 


又は Krebs Ringer Bicarbonate (pH 6.5 ) に 対し 基 
質 , KO 耳 等 を 有 又 は 無 と し 液 量 2.2 8.2 cc 気 相 は 95 


錠 N。, 5 5 22CO。 又 【 は 100 22N。 と ーー レ だ 。 振 汽 ( 3100 回 
/ 分 , 37C と し た 。 グルコース (0.02M) に 対す る 0O。 消 
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費 は 強く Qozair 三 230-300 10 り 0 一 60 分 , RQ (直接 
法 ) は 基質 有無 両 時 共 ほ ゞ 1.0 を 示し た 。 乳酸 , ピル ビ 
ン 酸 に 対す る O, 消費 は グル コー ス の 半量 以下 に 止ま り 
コハク 酸 , リン ゴ 酸 , クエ ェ ン 酸 等 の 有機 酸 駐 若干 の アミ 
ノ 酸 に 対す る O。 消費 は 認め な か つた 。 阻害 剤 (基質 , 
グル コー ス ) で は ヨー ド 諸 酸 ,H,O。 阻 害 か 著しく 表 CN. 
マロ ン 酸 , NaN。 等 の それ は 寺 い か 無 で あつ た 。 "Toum- 
berg 法 に よる 生 原 虫 の 脱水 素 酵素 活性 の 測定 (メチ レ 
ン ブ ル ウ 添加 ) は 判定 が 困難 ( 無 基 質 で 活性 を 認 む ) で 
粗 抽出 液 と し て 行 つ た 結果 で は リン ご 酸 に 対す る 活性 が 
弱く , 対 乳 酸 , コハク 酸 活 性 は 極め て 弱い 。 同 事実 は 
Coleman spectrophotometer (600 mg) で も 確か め 得 
た 。 又 粗 抽出 液 (メチ レン ブル ウ 加 ) は 検 圧 法 に より リ 
ン ご 酸 に 対し て の み 0O。 消費 を 示し た 。 こ と の 結果 に ょ より 
metabolic malate に 対す る 本 素 活性 を 認め 得る が , コ 
ハク 酸 脱 水素 活性 を 認め 得 ず , ピル ビン 酸 , リン ご 酸 , 
オキ ザワ ロ 酷 酸 間 の 代謝 径 略 を 予測 する 事 が で きた 。 吸収 
スペ クト ル に よる チト クロ ー ム 系 の 存在 を 認め 得 な か つ 
た 。 嫌気 的 呼吸 で は Ringer-P. buffer, KOH 有 又 は 無 
100 N。 系 に よ つ て 非 CO。 ガス 産生 を 測定 し , CO。/ 非 
CO。 三 1.5 を 算出 し た 。 又 乳 酸 形成 は 酸 総 量 の 80ー502% 
(に な り (Barker and Summerson 法 ) 嫌気 的 精 分 解 の 
主 最終 産物 の 1 つと 考え られ た 。 


11. 赤痢 アメ テー 原虫 の 運動 生態 に 関 
する 研究 (2 ) 運動 型 態 に つい て 


湯川 胃腸 病院 
三浦 洋 ・ 林 正 也 


On the loconaotive patterns of 
万 e7Z220e の の 7S7 の の が の 
HIROSHI MIURA, JMASAYA HAYASHI 


さき に 電流 の 強 さ , 培養 時 間 , 温度 及び 浮 渡 層 の pH 
が 赤痢 アメ ー バ 原虫 の 走 電 性 に 及ぼ す 影 響 を しらべ, 電 
流 の 強 さ は 3 mA, 培養 時 間 は 24 時 間 , 保温 箱 の 温度 は 
87 で, 浮 潮 層 の pH は 7.2 が 夫々 最も 強い 走 電 性 を 示す 
と と を 報告 し た 。 

今回 は 87 で 保温 箱 内 に 於 て 8 mA を 通電 し た 際 の 赤痢 
アメ ー バ 原虫 の 運動 状態 を 観察 し た 。 そ の 結果 赤 狗 アメ 
ー パ 原 昌 は 次 の 6 種 の 運動 を 営み 生 ら 陰極 に 向 つて 進む 
と と を 認め た 。 と れ を 1 A, T B, IA,。 HB, , 
に 分 けた 。 1 1 型 の 運動 の 一 週 期 は 原型 期 , 偽 足 活動 


( 80 ) 
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の 初期 , 移動 期 , 尾部 収縮 期 の 4 つの 時 期 に 分 けち れ , 
T 型 と 型 は 尾部 の 長 さ に 依り 区 別 し , 更に T. 本 型 を 
A. B に 分 けた 。 即ち 1. 』 型 は 略 々 円 形 又 は 椿 円 形 の 
細胞 体 か ら 舌 状 の 偽 足 を 出し 陰極 に 向 つ て 速 か に 進み 進 
行方 向 と 反対 側 ヒ 明か な 尾部 を 認め , 尾部 及び 偽 足 が 収 
縮 し て 再び 円 形 又は 椿 円 形 に か える 運動 を 繰り 返す も の 
で , 尾部 の 長 さ が 細胞 体 の 9。 又は それ 以下 の も の を 1 
型 。 以上 を 還 型 と し た 。 そ れ 等 の うち 偽 足 活動 の 初期 
に 偽 足 が 二 又 に 岐 れ , 次 いで その 中 の 一 側 の 活動 が 衰え 
他方 に 合流 し て 再び ー つ の 偽 足 と な り 移 動 期 に 移る も の 
を B 型 と し た 。 還 型 は 円 形 は 椿 円 形 の 細胞 体 か ら 式 状 
の 偽 足 を 出し , と の 偽 足 の 内 は T . 』 型 の それ より も を 狭 
く 双 活動 性 は 鈍く 刺激 源 に 向 つ て 偽 足 を 出し , 運動 方 向 
は T . H 型 程 に 一 定 せ ず 尾 部 を 形成 する と と は な い 。IV 
型 は 運動 機能 の 衰退 し た も の で 極め て 薄い 偽 足 を 細胞 体 
の 周囲 に 出没 させ る だ け で 刺 戦 源 に 対し 無 反応 で ある 。 

と れ 等 各種 の 運動 型 は 一 定 の 周期 を 以 て 繰り 返さ れ 
る 。 各 運 動 型 の 一 週 期 に 要する 時 間 は T A は 著 明 に 短く 
平均 9.7 秒 で あり , 次 いで T B, HA, HB, 時 型 の 順 
で , 同型 で は 平均 22 秒 を 要する 。 又 IV 型 で は 週 期 性 を 認 
め な い 。 と れ 等 運動 型 の 恒常 性 は 標本 作成 後 一 定期 間 
め ら れる 。 

答 運 動 型 と 走 電 性 と の 関係 は 1 A 型 は 運動 速度 , 接近 
速度 , 走 電 指 数 共に 最も 大 で , 即ち 走 電 性 が 最も 大 で , 
次 いで T B, HA, HB, 明 , IV 型 の 遥 に 低下 する 。 

走 電 性 の 最も 大 で ある 24 時 間 培 養 , 走 電 性 が 可 成り 大 
な 48 時 間 培 養 及び 走 電 性 を 示さ な い 12, 72 時 間 培 養 に つ 
き 之 等 の 運動 型 の 百分率 を 求め る と , 走 電 性 が 減弱 する 
に 従い 1 型 は 著 明 に 減少 し , IV 型 は 著 明 に 増加 する 


12. 万 72220e2Z g72g2 の 72S の 培養 に 
於 ける 馬 血 清 の 効果 
慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
鈴木 啓之 


Effects of horse-seruns on the cultivation of 
万 72206 の の gz22g7 の 7S 
KEISHI SUZUKI 


歯 能 アメ ー バ の 分 離 , 継 代 培養 に 際 し , 血清 が 不可 欠 
な も の で ある か 否 か を 録 察し た 実験 で ある 。 

実験 に 使用 し た 培地 は , 血清 加 培 地 と し て Dobel- 
Laiqlow 培地 , 102% 馬 血清 加 Balamauth 培地 で , 血清 無 
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培地 と し て は Balamuth 培地 , Pepton を 含ん で いな 
い Balanauth 培地 ( 継 代 培 養 の み 使用 ) で あり , 分 離 
培養 の 時 に は アメ ー バ の 分 離 を 容易 に する 為 に 培地 液体 
部 1cc 中 2mg の streptonsycin を 混入 し た 。 

次 に 継 代 培養 の 実験 の 時 と 使用 し た 歯 也 アメ ー バ は 2 
株 で , 長期 安定 し た 継 代 増殖 を 示し て いる 8 株 と , 分 離 
し て 未だ 日 数 の た つて いな い 〒 株 と で ある 。 

実験 成績 と し て は , アメ ー バ の 分 離 培養 に 成功 し た 11 
例 (アメ ー バ の み の 培 養 4 例 , アメ ー バ ・ ト リコ モナ ス 
と の 混合 培養 7 例 ) に 於 いて 馬 血 清 加 培 地 で は 大 体 に 全 
例 に 於 て アメ ー バ の 分 離 培養 に 成功 し た が , 馬 血 清 無 培 
地 で は 総 て 分 離 培養 に は 成功 し な か つた 。 但し トリ コモ 
ナス と の 混合 培養 の 際 に は 血清 無 培 地 に は アメ ー バ の 増 
将 は 認め ら # KG トリ コモ ナス は 良く 増殖 し 継 
代 も 可能 で ぁ 

Mr 時 
て 日 の 浅い 株 の アメ ー バ の 場合 に は , 血清 の 有無 に 拘 
ら ず デー 応 継 代 培養 に は 成功 し た が , 血清 加 培 地 で は 比較 
的 安定 し た 増殖 継 代 を 示し , 血清 無 培地 培地 で は な お 
Esc 
に 就 い て は 馬 血 清 の 有無 に か > ゝ わら ず 安 定 し た 良い 増殖 
を 示 し: た 。 

タ 各種 培 地 一 本 中 に 於 ける 歯 上 ア メー バ 8 株 の 生存 状 
況 を 観 窪 す る と , 血清 加 培 地 よ りや ゃ 血清 無 培地 の 方 が ア 
メー バ の 生存 日 数 の 延長 を 認め た 。 又 Pepton, 馬 血 清 
無 Balamuth 培地 で は 323 日 毎 の 移 殖 で は 継 代 が 不 
可能 で あつ た が 日 毎 の 移 殖 で は 不安 定 な か ら 継 代 に 成 
功 し た 。 


13. Encephalitozoon の 細胞 
化学 的 概 索 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
京 吉 美 


Cytochenaical investigation on Encephalitozoon 
YosHrMr KYO 


最近 , 本 邦 に お いて も , 人 或いは 諸 種 動物 より 7oxo- 

が ZszZ go を 分 離 確認 し た 二 , 三 の 報告 を 見 る が , 
その 際 , 鑑別 すべ きも の の 一 つと し て Encephaiitozoon 
は 比較 的 重要 な 位置 占め る も る の と 思わ れる 。 此 の 原 下 
に つい て は 既に Perrin (1948) が , 虫 体 を マウ ス に 感 
せ て 種々 観察 し , 又 Toxoplasma と 比較 し た 報告 
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記載 し て 居り , 之 れ が Toxoplasma と 異 る も る の で あ 
と と は 一 般 に 認め られ て いる 所 で ある 。 教室 の 田崎 
(1955) は , 先 に 和 雀 ょ より 分 離し た Encephaiitozoon に 
つい て , Toxoplasma P. 陸 . 株 感染 マウ ス の 腹腔 内 の 
昌 体 と の 諸 性 状 の 比較 を 発表 し , 次 で 此 の 両者 が 免疫 学 
的 に も 異 つた 性 質 の 寄生 体 で ある と と を 区 別 し た が , 著 

は 更に , Toxoplasmma と の 第 別 を 一 層 明 瞭 な らし むる 
目的 で Encphaitozoon の 形態 学 的 , 並 に 細胞 化学 的 検 
索 を 行 つ た 。 先ず ギ ム ザ 染色 及 Heidenhain の 鉄 へ マ 
トキ シリ ン 染 色 に て その 一 般 形 態 を 観察 し 次 で 細胞 化学 
的 検索 を 行 つた 。 

DNA. は Feulgen 反応 , RNA は pyronin methy1 
green 染色 , 多糖 類 は Hotchkiss mcmanus 法 . ホス 


を 
る 


ファ ター ゼ は 酸性 , アル カリ 性 共 前 の 変 法 。 鍼 銀 
染色 は Romanes の 変 法 , 蛋白 反応 と し て Hg-BPB 法 
を 行 つ 

結 果 


Encephalitozoon の 染色 で は , Heiderhain の 鉄 へ マ 
トキ シリ ン 染 色 , 又は ギ ム ザ 染色 が 夫々 特徴 の ある 像 を 
示し , DNA, 多糖 類 の 反応 も 明瞭 に 陽性 で ある 。 鍼 銀 
ot 邊 白 反応 も 特有 で あつ た 。 RNA, ホス ファ ター 

反応 も 不明 瞭 な が ら 認 め ら れ た 。 Toxoplasma En- 
MR 人 の 区 別に は 前 者 が , し 、 
性 の 強い こと, 特有 の で 大 き さ を 有する 
grana 染色 陰性 , 等 が 挙げ られ て いる が , RM 

m が 特に 鉄 へ マト キシ リ ン 色 で 特有 の 米粒 形 と 大 
き さ を 明確 に 示し, 又 ギ スム が 染色 , 多糖 類 反応 , DA 
染色 等 で も 異 つ た 特徴 を 有する と と は , Toxoplasrmaa と 
の 鑑別 を 一 層 明 瞭 に 出 も の と 思わ れる 。 


14. Sabin -Feldman dye test の 特異 性 
に 関す る 研究 
(2) Trypanosoma の 実験 的 感染 動物 
血清 に 就 て の 検討 
慶応 義 鞭 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
阿 部 道夫 


On the specificity of Sabin-Feldman dye test 
(2) Dye test with sera of experimaentally 
infected naice with の カ 274 の S の 22 の 6 の の 2237 
MiICHIO ABE 


先 に 私 は 第 25 回 寄生 虫 学会 総合 に 於 て , 数 種 の トリ コ 
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モナ ス に 就き , Sabin-Feldman dye test の 特異 性 を 検 
討 , 報告 し た が , 今回 は 更に トリ ペ ノ ソ マ ャ に 就 て 実験 を 
行い , 之 と トキ ソプラ ズ マ と の 免疫 学 的 な 関係 を 検 し 


アー 
7 こ o 


トキ ソプラ ズ マ は マウ ス に より 継 代 され て いる R 古 
株 。 ト リ ペ ノ ソ マ は に は 群 大 沢田 教授 より 誠 渡 され た 7 の go- 
0S の の 6 の 7257 で あり , 誠 度 後 は マウ ス に 3 日 目 毎 に 継 
代 し て いる も の で ある 。 

68 人 人 
テ を その 免 間 に は -Laveran ge7 mansil (1902) 。 
猪木 Ne8N 等 の 方 法 RM し た 。 韻 Sabin-Feldman 
dye test(S.F.D.T. と 略す ) は Sabin-Feldman (1948 ) 
の 術 式 に 準じ て 施行 し た 。 

実験 (1) 15g 前 後 の 純 系 マウ ス の 腹腔 内 に , トリ 
パラ ソ マ の 下 体 約 8 X10* を 接種 感染 させ, 3 日 目 尾 血 

より 血液 1 滴 を 採取 検査 し , 血液 中 に 充分 虫 体 が 増殖 
(0 確認 後 , 人 血清 0.4 cc ずつ を 夫々 の マウ ス 


腹腔 内 に 注射 し 治療 し た 。 14 匹 中 4 匹 は 不幸 死亡 し た が 
残り 10 匹 は KS 翌日 その 大 多数 に 於 て , 下 体 は 


血液 中 か ら 既 に 消 裾 し 去り , 証明 し 得 な たく な つた 。 治 
療 後 5 日 目 6 匹 , 7 日 目 4 匹 の マウ ス よ り 採 血 し , 8. 
事 。D. T. を 行 つ た が 総 て 陰性 で あつ た 。 と の 血清 は 
猪木 (1953) の 凝 塊 試 験 に よれ ば , 5 日 目 の も の で は 
180 ~192 倍 , 7 日 目 の も の で は 48~<70 倍 の 凝 塊 値 を も 
つ 可 き も の で ある 。 

実験 3) 160 g 前 後 の ラ ッ テ の 腹腔 内 に , 約 80X 
10* の 虫 体 を 接種 し , 3 日 目 血 液 中 に 分 虫 人 * 増 殖 レ 
て いる 事 を 確認 し て か ら , 人 血清 3.0 cc ずつ を 夫々 の ラ 
ッ テ 腹 膝 内 に 注射 し て 治療 し た 。 5 匹 中 1 匹 は 死亡 し た 
*。 治療 後 5 日 目 , 4 匹 に 誤 て 行 つた 免疫 吉 験 で は 。 2 
匹 が 128 倍 の 比 塊 価 を 示し た の に 対し , S. T. D: T. 
で は dye antibody は 零 で あつ た 。 

以上 , 7 の gzosoZ e2 の 57 ( 就 て 実験 を 行 つ た が , 
トキ ソン プラズマ どの 間 に は 共通 部 分 抗原 は 認め られ な か 
つた 。Westphal (1954) は アア. czx22 
の Leishmania form に 帰着 せしめ よう と する 見 解 を 持 

て お り , Awad (1954) は 7. zz: | の 
に 於 て 8. PF. D. T. が 陽性 を 示し た と 報告 し て いる 
が , と の 点 は , 現在 , 免疫 学 的 に その ま ゝ 養 意 を 表し 難 
い 様 に 思わ れる 。 し か し な が ら , 互 に 共 


よ ト キソ プラ ズ マ を 


通 部 分 抗原 を 有 


敵 再 検 計 の 余地 が $ あ 


る 。(7. czzzz は アカ Zzoso22Z CZZ22 の 略 ) 


する と は 云え , 7. gezz に 就き , 
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15. 7ozoZ/2s22Z go の 2 の 毒 力 に 及 
ぎす 各種 動物 血清 の 影響 


慶応 義 藝 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
新 井 博 
Infunences of sera of various animaals upon the 
infectivity of 7oo カ Zs の g の 477 im naiCe 
HIROSHI ARAI 


ooZ/2s2Z go の 7 は , 他 の 原虫 と 異 つ て 宿主 特異 性 
の 無い 唯一 の 原 昌 で ある と 称せ られ る 如く , 人 類 を 含む 
各種 動物 に 広く 見 出さ れ , 温 血 動物 で ある 限り 本 原点 の 
実験 感染 が 全く 不 成 功 に 終 つ た と 云う 報告 は な い が , そ 
れ 等 動物 が 宿主 と し て の 感受 性 の 程度 , 又は 抗体 保有 素 
に は 動物 の 種類 に よ ょ つて 可 成り の 差異 が ある 。 そ と で , 
その 点 に 於 ける 血清 の 役割 を 追 末 す べく , 各種 動物 質 清 
中 に 貝 体 を 浮 洛 し め , 血清 が 虫 体 の 毒 力 に 及ぼ ば す 影 響 
を 負 察 し た 。 

前 以 て , Dye-test 陰性 を 確か め た 動物 血清 と , RH 株 
虫 体 稀釈 液 生理 的 食塩 水 で , 50% 血 清 食塩 水 抄 濁 液 を 作 
成 し , 同数 の 虫 体 を 含む ef 

了 め 。 対照 液 を 37 で に 保存 し , 種々 の 時 間 後 マウ ス 腹 
0 た 折 和 SEDA り , 虫 体 が マウ ス を 発症 
せしめ 得る 保存 時 間 を 観察 し , その 最高 が 略 24 時 間 で あ 

と を 確 め た 。 次 いで 502 血 清 食塩 水 懸 濁 液 を 24, 48 
時 間 後 に 。 対 了 液 を F24 時 間 後 に マウ ス 腹 腔 に 接種 し て , 
マウ ス の 生存 日 数 を と 観察 し た 。 基 の の 結果 は , 動物 の 種 
が その 血清 中 に 浮 済 せしめ られ た 虫 体 の 生存 
時 間 が 異な る と 云う こと は 認め られ な か つた 。 若 し , 動 
物 血 清 中 に 虫 体 の 毒 力 区 を 抑制 する と 思わ れる 較 

が 存在 し, その 因子 の 表 笠 が 中 に 対す る 動物 の 感受 
性 の 差 を わ す と 仮定 すれ ば , 上 記 の 試験 に よる 接種 マ 
ウス の 生存 日 数 に は , 多少 な り と も 変動 が 表 わ れ る べき 
と 推 祭 され る が , 本 実験 で は その 様 な 所 見 は 得 ら れ な 


ンー 才 


フ / こ 。 
結 論 
(1) 87 保存 で , 生理 的 食塩 水中 の 7oxo ヵ szZ 
go の 7 は 比較 的 長 時 間 マ ウス を 発症 せ し な る 能力 を 保有 
レ , 24 時 間 後 に 於 いて も , 商 て ウス を 死に 至ら し め 得 
た 。 血清 中 で は それ 以上 に 生存 し た 。 

C2) 動物 血清 中 に は , 7oxo ヵ szzZ go の 生存 
を 特に 抑制 する 如き 因子 の 存在 は 認め られ な い 様 に 思わ 
る れ 。Toxoplasma に 汐 する 感受 性 の 異な る 数 種 の 動物 
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( 人, マウ ス , プッ デ , 馬 , 牛 。 犬 ) の 血清 中 に 東 体 を 
浮 済 せ +【 レ め て 5 て や も, その 生存 時 間 に - 差 ( は 見 られ な か つ 


か > 


16. 肺 吸 下 卵 の 形態 学 的 研究 (4) 
出所 を 異 に す る ア ZzZgo22227227S 
の 7zZ の 7 (大 下 肺 骸 虫 ) 卵 の 比較 


大 阪 府 立 大 学 農 学部 獣医 学科 
ー 色 於 葛 四 訪 


Morphological studies on the egg of lung-fuke 
(4) Conmaparisons of the eggs of 
ア Z7Zg072777276S の 7Z7 の 7 frOnmn Several SOurceS 
OTOSHIRO ISSHIKI 


実験 的 に ア . oz に 感染 きせ た 患 犬 を 作り , その 稲 
死後 に 得 た 出所 を 異 に する 卵 の 形質 の 種々 相 を 吟味 比較 

し た 結果 を 報告 する 。 
材料 と 方 法 : 1956 年 月 9 日 兵庫 県 円 山川 産 ク ロ ベ ン 
kyoFSAo 
させ た 。 該 犬 は 6 月 14 日 (86 日 ) に 排卵 を 開始 し , 其 後 
Py 7 月 14 日 0 電 目 ) に 負 死 し た 。 
の 結果 肺 に 50 コ の 下 裏 形成 を 認め , 虫 数 計 96 コ を 数 


1 虫 坦 か ら 得 た 1 虫 (大 き さ 6.0 X4.5 X3。.0 正 ) の 
子宮 内 卵 (符号 U), 同 虫 衣 内 卵 (W) , 気管 支 より 得 


た 中 療 内 卵 (8), 肺 の 虫 裏 周囲 の 虫 卵 病 巣 か ら 分 離し 
た 卵 ( 葉 ), 縦 隔 膜 点 卵 病巣 か ら 分 離し た 卵 (M) を 側 
祭 の 対象 と し た 。 新鮮 卵 を 用 い , 計測 観察 に 際 し て は 蓋 
ガラ ス を 軽く 覆い , 周囲 を ワ ゼ リン で 封じ た 。 各 出所 か 
ら は 50 コ 宛 の 卵 を 任意 抽出 し た 。 14 の 標 微 に つき 計測 刀 
到 観 鍋 を 行 つ て 大 体 次 の ょ うな 結果 が 得 ら れ た 。 
・ 1) 大 き さ は 竹 グ ルー プ 間 に 著 差 が な く , 変異 係 
W が 比較 的 小さ く , 8, 上 , M が 比較 的 大 きい 
人 向 を 示し た 。 点 人 布 較 に ょ る 大 き さ の 分 散 度 は U, W 
に 於 て 小さく, 8, 華 , MM に 於 て 大 きい 傾向 が 見 られ 
に 間 幅 僅 の 比 の 値 は , 度数 曲線 に 於 て U, W が 
E 対 称 分 布 型 で ある 傾向 カ が 見 ち れ た 。 U, エ L,S で は 山頂 
作れ ある ある が , W で は 1.65, ML で は 1.55 を 示 レ 
cx 幅 径 と 蓋 の 幅 の 比 の 値 は 度数 曲線 に 於 て 各 グ ル 
ゃ 非対称 分 布 型 を 示し た が , 山頂 は 2.55 に 一 致 レ 
了 4) 小 様 で は U. W に 有 茎 状 の 幼 弱 型 が 80ー9222 に 
見 られ る の に 対し , 8 で は 602, 上 , M で は 62<72% に 








対 し て は 2200 倍 で あー 
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小 球状 の 退 縮 型 が 見 られ た 。 5) 蓋 と 卵 体 の 接合 部 の 性 
質 に 於 て 8, 葉 , M に 6<24% 接 合 部 の 平 油 な も る の が 見 
られ た が , と れ は 組織 圧 な どの 感 作 を 受け た 非 正常 卵 と 
認め る べき で あろ う 。 6) 肺 吸虫 卵 の 第 別に 重視 され る ・ 
So 
70 て 7822 を 占め 著しい 差 が 見 られ な い 。 7) 卵 体 の 対称 
柱 : 溢 き 蓋 の 傾斜 , 卵殻 の 厚 さ の 一 様 性 , 卵 
殻 の 後 端 の 肥厚 , 卵黄 細胞 数 及び 卵細胞 の 位置 な ど , 衝 
グル ー プ 間 に 著 差 が 認め られ な い 。 8) 以上 の 所 見 か ら 
何れ の 出所 か ら の 卵 も アア ozgz と 判定 し 得 ら れる 。 レ 
か し U り , W で は 比較 的 正常 の も の が 多く 見 られ 8, エ 。 

M で は 変異 変形 し た 非 正常 な も の ゝ 混在 が 多い 傾向 が あ 
る 。 卵 の 形質 を 吟味 する と と に より 肺 病変 の 一 適 が 究 い 


旨 と と れろ 上 る 困 われ ググ 
侍 ら れる へ ) に 思わ れる 。 


17. 横川 吸 是 症 の T. M. 反 鷹 の 
実験 的 研究 


岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 中 学 教室 
森下 哲夫 ・ 可 児 昭二 


Experinaental studies on the T. M. Reaction 


Of ル e/Zgo22277274S OOg の 2 の 2 


TETSUO MORISHITA, SHoJI KANI 


横川 吸 由 の メタ セル カリ ア 5000 隻 を 犬 に 感染 し て , 肝 
明 及 び 双 口 吸 虫 免疫 血清 と の 間 の T. M. 反応 の の 陽 転 は 
肝 蜂 で は ( 土 ) に 2 日 か ら , 十 は 15 日 目 か らち で あ る 。 肥 
口 吸虫 ご で は と れ よ り 僅 か に 早く ( 土 ) は 10 日 目 。 ( 填 ) 
は 138 日 目 か ら で あ る 。 商 糞 便 中 の 卵 陽 転 は 14 日 か ら で あ 


『 コ 


横川 吸虫 の 虫 体 抗原 及 to ee 
旬 疫 血清 - 対 する 沈 降 反 応 は いずれ る ぁ 10000 倍 血 清 に 対 
し 肝 双 免 疫 血 清 に 対し se 双 上 外 血 消 と 
。 飼育 液 は 原液 で の み 陽 性 で あ 


に 


ァ - 


下 体 抗原 反応 の 場 は いずれ る 血清 稀釈 64 倍 まで 認め ら 
れ 根 本 的 な 差異 が な い 様 で ある 。 


18. 大 下 肺 吸 下 被 論 幼 虫 の 感染 移行 に 
関す る 概 討 , 肝 須 管 系 の 形態 
学 前 変化 を 中 心 に 


山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 z 
細川 修治 ・ 高 橋 一 


























JDiscussion on infectiouS raigration of 
TaetacerCaria Of ZZ の 277226S 
Ozg7. Morphological change of hepatic 
Vasculatory Systera 
SHUJI HOSOKAWA, ICHIRO TAKAHASHI 


犬 肺 吸虫 症 の 肝 脈 管 系 の 形態 学 的 研究 に 当り , 肺 吸虫 
の 感染 時 , 幼虫 の 門 脈 系 に よる 肝 へ の 到達 の 方 法 ある 事 
を 推論 し , 此 の 確認 を 試み た 成績 は 昨年 の 学会 で 報告 し 
た が , 此 の 度 は 大 平 肪 吸虫 被 功 虫 を ラッ テ に 感染 せ し 
め , その 肝 脈 管 糸 を 組織 学 的 に 検査 し , 幼 チ スト マ の し 門 
脈 系 に 依る 体内 移行 を 検査 し た の で 報告 する 。 

実験 方 法 並び に 実験 材料 

「 く ろ べ ん けい 』」 よ り 採 集 し た 大 平 肺 吸虫 被 概 幼虫 を 
体重 100 て 150 瓦 の 健康 な る ラッ テ に 10 箇 ず ー 経 口 的 に 
投与 し , 経 日 的 に 層 殺 し , 胸腔 , 腹腔 を 検査 し , 適当 量 
の ベル リン ・ ブ ラウ を 混 じ た 10% ゲ ラチ ン 溶 液 を 門 脈 内 
に 速やか に 注入 し , 型 の 如く 1022 ホ ホルマリン で 固定 後 , 
連続 切片 と な し , 了 廿 . E 重 染色 . アザ ンマ ロ リー 染色 , 
ワン ギー ソン 染色 を 行い , 検 鏡 し た 。 特に 門 脈 血 管 の 破 
綻 , 幼虫 の 血管 か ら の 脱出 に 留意 し た 。 

検査 成績 

肉眼 的 に は 肝 の 重量 , 形 , 色調 , 硬度 , 小葉 の 像 に は 
二 半 放 姜 の な か つた お 時 敵 の 半 かる 緑 和 出 上 内 導 
は 感染 5 日 より 小数 認め られ , 此 の 変化 は 長期 感染 例 に 
特に 増加 する 様 な 傾向 は 認め た か つた と 。 肺 に 於 いて は 感 
染 14 日 例 よ り 少 数 の 白斑 を 認め , 感染 85 日 例 に は 幼 チ ス 
トマ を 認め た 。 

組織 学 的 に は 感染 7 日 で は 一 部 の 門 脈 周囲 は 軽度 の 細 
胞 浸潤 が 認め られ , 血管 破綻 は 認め な か つた が 感染 10 日 
で は 門 脈 枝 近 くに 虫 道 が 認め られ , 幼 チ スト マ を 役 膜 下 
に 認め た 。 感染 14 日 で は 虫 体 , bn Q め 
られ , ーー 1 血 あ り , ベル リン ブ 
ラウ ・ ww 流出 5 血管 了 壁 結 締 織 
も 懇 粗 化 , 血管 より 中 体 が 脱出 し た と 考え られ る 像 を 認 
ーー YWP 
細胞 浸潤 も 著 明 で な か つた 。 門 脈 血管 , 虫 道 , 虫 体 周囲 
の 状態 は 何れ も 大 肪 中 症 の 肝 に 信 ける 所 見 と は 大 差 
認め な か つた 。 

結 論 

1) 大 平 肺 吸虫 幼 チ スト マ の 終 宿主 体内 移行 に 関し て 
経 門 脈 感染 は 考え られ る 
2) 体内 徐行 経 中 の 途中 , 肝 内 で 門 也 よ り 脱出 する の 
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は 感染 約 8 週間 以内 に 行わ れる 。 

3) 幼 チ スト マ の 肝 実 質 内 移行 は 血管 脱出 後 , 肝 被 膜 
下 に 至り , 被膜 と 平行 に 遇 行 し 肝 外 に 出る も の , 血管 脱 
出 後 , 被膜 下 に 至り , 再び 内 部 に 侵入 し 肝 外 に 脱出 する 
も ゃ の, 血管 脱出 後 , 直ちに 肝 外 に 脱出 する も の 等 , 種 


ッ ンプ 才 、 フ 
文 て め る 。 


鱗 の 生食 に 起因 せる 異形 吸虫 
症 と その 治療 法 


門 語 市 
財 津 吉 憲 


Studies on Heterophyidae disease caused 
by eating gray naullet raw and its treatmen 
YOSHINORI ZAITSU 


昭和 99 30 年 度 に 於 ける 門司 市 及び その 周辺 地区 に 放 

る 私 の 経験 で は 異形 吸虫 属 の 単独 寄生 は 共生 せる も の 

で 多 : る 40.7022 を 占 む 。 年 信 別 に 見 る と 2 才 
か ら ?0 才 迄 に 発生 し , 成人 (1696 人 中 6.182) に は 小児 
(919 人 中 2.18 %) の 約 多発 し て いる 。 成人 で は 
50 妃 至 54 才 の も の に 最も 多く 寄生 率 9.55 2 で あつ た 。 
成人 で は 男 (7.09 2) は 内 (3.78 2) の 約 2 倍 多 発し 
て いる 。 患者 の 発生 は 9 月 ( 秋 ) に 最 も 多発 し て い 

る 。 九州 で は 瀬戸 内 海 沿岸 は 勿論 その 他 の 地区 に も ゃ 2 宮 
で は ある が 本 症 患 者 の 発生 を みた 。 本 症 は 臨床 的 に 少し 


注意 し て みて いる と , 先 人 の 報告 と は 違 つ て 小数 寄生 
の 場合 で も 多少 と も 何等 か の 症状 を 示す も の が 多い 様 で 


ある 。 主訴 , 自覚 症状 , 他 覚 的 所 見 の 明確 な る の で , 駆 
虫 に より 諸 症 状 消 入 し , 全治 し た 症 飲 , 成人 98 例 , 幼小 
児 18 男 に つい て の 成績 は 次 の 通り で ある 。 主訴 は 成人 で 
は 腹痛 ( 26.58%) が 最も 多く , 次 いで 人 金 身 借 意 , 悪心 
下痢 軟便 , 胃 部 停滞 感 , 食 思 不振 , 息切れ , 肘 時 等 , 

また 小児 で は 腹痛 ( 83.38%) が 最も 多く , 次 いで 自家 
中 寺 開 状 。 食 思 不 振 , 吸 吐 , 不 痢 等 で ある 。 自覚 症状 は 
成人 で は 腹痛 , ( 37.76) が 最も 多く , 次 いで 食 思 不 
振 , 全身 催 食 。 下心 。 中 中 部 信 江 用 革 , や ミ 
る , 疲れ 易い , PA 
怠 等 が ある 。 腹痛 の うち で は 上 腹痛 が 45.41% を 占め て 
最も 多く :。 本 3 例 あ る と と も 注目 
に 値 す 。 幼小 児 で は 腹痛 ( 55.56%) が 最も 多く , 次 い 

で 下痢 , 悪心 , 自家 中 毒 症状 , 蒼白 , や せる , 人選 不 
。 他 覚 的 所 見 は 成人 で は 腹部 圧痛 ( 82.95 め ) 


= 等 で ある 
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認め られ , 時 に 卵 の 存する と と が ある 


% 田 日 厨 バ 記 > 3 
細胞 が 認め られ る 。 


グ リ ア 紅 





昭和 32 年 8 月 (1957)〕 





が 圧倒 的 に 多く , 他 に 発熱 , 肝 腫 が 認め られ た 。 と の 腹 
9 正 靖 の うち 最 る 信夫 の 高い 点 は 靖 答 の を 方 ユー 2 ca 
の 点 ( 44.9022) , 次 いで Kimamel 氏 点 ( 34. ea 
簡 密 の 左下 方 1 > 2 cm の 点 ( 25.51 名 ) 等 で ある 。 治療 
て は 私 の 経験 で は 4 塩化 エチ レン 1 回 法 に よる 卵 
括 素 は 16 例 中 94.44 で 優秀 で は ある が , 少数 寄生 例 
が 多 含ま れ て いる 。 ホ モト ニン で は 2 例 中 1 例 が 卵 陰 
転 【 て いる 。 オー ミン (1 日 1 回 3 所 頓 用 ) 3 回 法 で は 
少数 寄生 で あつ た が 8 例 が 8 例 と も 卵 陰 転 し た 。 カ マラ 
1 回 法 で は 85 例 中 77.14%% が 卵 陰 転 し , 20.00% が 卵 減 
少 , 2.86 多 が 無効 で あつ た 。 因 に 私 は 前 処置 と し て 前 夜 
就寝 前 に 硫 苦 10 志 を の み 翌 早 空腹 寺 に カマ ラ 10 瓦 を 舐 剤 
と し て 頓 用 させ た 






20. 脳 肺 吸 虫 症 の 病理 組織 学 前 研究 
(2 ) 


山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 
細川 修治 ・ 森 田 健 規 知 
高知 市 町 田 病院 

下 司 孝 磨 ・ 森 渉 
Path-histological study on the cerebral 

DaragoniraiaSiS (2) 

SHUJI HOSOKAWA, KENKICHI MORITA 

下 AKAMARO GESHI, SUSUMU MORI 


昨 学会 に 於 て 脳 肺 吸虫 症例 9 例 年 更に 2 
例 を 追加 する 。 10. 駒 〇 巣 〇 , $。 15 高 県 左 豆 
頂 葉 肺 チ スト マ に よる 須 瘍 , 44.4 g, 病巣 内 に は 1cm 
大 の 不 規則 空洞 が か ある 外 に 小 乾 酷 巣 が 散在 し て 肉芽 組 織 

・ 和 吉 の 和久 


た が 


赤色 の 着色 も ある 。 11. 那 の 忠 〇 。 $, 29 才 , 高知 県 , 
人 頭 葉 肺 チ ス トマ に よる 肛 瘍 , 88.8 g, 索 状 の 病巣 内 
- 豆 た の 結 館 が あり 乾 酷 物質 を 容れ る 。 其他 に 談 自 黄色 
の 結節 形成 が あつ て 脳 を 圧迫 す 。 病巣 の 位置 は 従来 の 報 


告 例 と 略 々 同様 ご ある 


病巣 中 


組織 像 1. 卵 の 存在 する 軟 化 巣 . 
- 軟 化し ,。 均 等 性 で コレ ステ リン 結晶 が 
る 。 周 辺 に は 卵 が 翼状 
ド 様 に 配列 し , その 部 に は 組織 球 及 び 異 物 巨 
更に 外周 に は 結合 織 性 被膜 形成 が あ 
ちあ る 。 そ の 外周 に は プラ スマ 細胞 及び 
が ある 。 浸潤 細胞 に は 好 酸 球 は な く , 

結晶 も な い 敵 可 残 り 古い 病巣 と 考え 


i 日 日 で 


と パリ ケー 


肝 々 硝子 様 化 が : 
胞 の 増生 


シヤ ルコ ライ デン 


衝 液 0.5 cc を いれ た 。 
maethoxy-6-chlor-9- (2- (2 : 3-dihydroxy propylanaino) 


( 85 ) 
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る 。 其他 に 病巣 壁 に は 石灰 沈着 が 多い 。 本 病巣 は 所 調 増 
生 型 の 病巣 で ある 。 2 . 卵 の な い 小 病巣 . 小さ な 軟化 病 
巣 で 乾 酷 物質 が 充満 し 卵 は 全然 な い 。 辺 緑 に は 細胞 反応 
は 全然 な く グ リア の 増生 が 認め られ る 。 新 る 病巣 が 腰 原 
繊維 に 変 つ た 様 な 病巣 或 は 周囲 に 多数 の 細 血 管 が 増生 し 
て 肉芽 形成 の 始 り の 様 な 所 見 も ある 。 と れ は 前 述 病巣 と 
異な り 血 管 変 化 に 繋が る 変化 と 考え られ る 。 3. 血管 の 
変化 . 病巣 周 囲 の 血管 は 壁 肥厚 し 特に 中 膜 , 外 膜 の 部 が 
肥厚 し 石灰 沈着 が 著 明 と な る 。 こ とれ は 中 , 外 膜 に 初発 す 
る 。 間 膜 も 滞 次 肥厚 する 。 新 る 血管 で は 内 腔 の 狭小 を 来 
し て 脳 実質 の 乏 血 性 変化 を 惹起 し 得る 。 新 る 相 管 近 孝 に 
は 無 卵 小 軟化 巣 或 は 天 痕 様 病巣 が ある と と ろか ら 小 軟化 
ONE 神経 細 


・ 病巣 周囲 の 細胞 は 変性 に 陥り 類 円 形 化し て 細胞 は 好 
の 4 り 更 に 頼 粒 状 と な る 。 一 見 Russl body の 如 


ヽ 、 見 える o 


其他 に 神経 細胞 に 石灰 沈着 を 来 し た も の が 多い 。 と れ 


は 変化 し た 細胞 に 石灰 沈着 し た も の で ある 。 新 る 細胞 の 
変化 は 大 軟化 巣 の 圧迫 , 浮腫 等 に よる も の も あろ うろ が 主 
と し て 血管 変化 こよ り 惹 起 し た 変性 と 思考 され る 。 5. 

Med が へ モジ デリ ン き を 廊 食 し た グリ ア 細 胞 は 処 
人 に 散在 する 。 新 し い 出 血 巣 は な い が 出 血 の あ つた 証左 


吸虫 類 の 現 弟 代謝 に 及ぼ す 薬 剤 の 
影響 に つい て (2) 


久留 米 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 
0 実 


The effect of sonse drugs on the gaseouSs 
exchanges of trematodes (2) 
MINORU SHIMOMURA 


Warburg 検 圧計 を 用 い , 日 本 住 血 吸虫 に 於 て は War- 
burg 検 圧 計 の 主 室 に は 0.5 少 加 糖 リ ン ガ ー 氏 液 ( 信 敬 
糖 0.5 g, NaC1l 0.85 g, KC1 0.02 g, CaCl。 0.02g。 
を 蒸溜 水 100 Cc に 湾 解 すし め た る も ゃ の ) に 日 本 住 吸虫 30 
隻 て 40 隻 を 加え た き 2.8 cc と pH7.4 の M/15 和 酸 緩 
側室 に は .9 % の メロ ジン [2<- 


-ethylamaino) -1 : 10-diazanthracene dihydrochloride] 


双 副 室 に は 呼吸 に よ つ て 生ずる CO 吸 


を 0。2 cc いれ た 。 


収 の た め 202% の 表 O 理 溶 液 を 0.8 cc いれ た 。 容器 を 37。5 
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O の 恒温 槽 に いれ ~ 4 分 間 の 務 代 擬人 の 草 
を 主 室 に 注入 し て 中 体 に 接触 せしめ , 振 湯 回 数 を 1 分 間 
72 回 に し て 10 分 毎 に 60 分 まで 測定 し , 測定 後 24 時 間 De 
下 体 乾 吉 太 と し て 1mg あ 
て 0 
ゃ 同様 に 主 室 に は 和牛 の 胆汁 に 肝 軽 1 隻 を 加 えた も の を 


2.3 cc と pH6.6 の M/15 焼 酸 緩衝 液 0.5cc を いれ た 。 
薬剤 は 0.3 名 の Hexachioroethane〔[C,Cl。] を 0.2 cc 用 


い , 婦 副 室 に 容器 


(に こ て 競 を - さ 、 の) オ 


siccator に て 乾燥 し 
た り の 日 本 信 血 吸 昌 C Oz 消費 量 を 観察 し た 。 


/ こ 『* 


も 202% の 素 O 理 藩 液 を 0.8 cc いれ た 。 容器 
を 837.5C の 恒温 槽 に いれ て 約 15 分 間 の の 側室 
の 薬剤 を 主 室 に 注入 し て 了 虫 体 に 接触 せしめ , 振 省 回 数 を 

1 分 間 Y2 回 に し て , 10 分 毎 に 60 分 まで 測定 し , 測定 後 24 
時 間 Desiccator に て 乾燥 し た も の を 躍 体 乾燥 量 と し て 
1mg あたり の 肝 蜂 Oz 消費 上 < 抽 レ た 。 

( 1 ) 日 本 住 血 吸 虫 の O。 消費 量 は 1 時 間 に 虫 体 乾燥 
量 1mg に つき 9.59u』 で ある が , 0.3 2 の メロ ジン を 
0.2 cc 添加 し た も の で は 4.3941 で あつ た 。 

( 2 ) 肝 時 の O。 消費 量 は 1 時間 に 虫 体 乾燥 量 1 mg 
に つき 1.53ul で ある が , 0.8 22 の Hexachloroethane 
を 0.2 cc 添加 し た も の で は 1.16Al で あつ た 。 

( $ ) 日 本 住 血 吸虫 の O。 消費 に 対す る 0.8 22 の メロ 
ジン の 阻害 作用 は 前 回 実験 し た 0.8 22 の Stibnal や Sti- 
mon より 策 々 強い 。 

(4) 肝 軽 の Oz 消費 に 
roetane の 阻害 作用 は 前 回 実験 し 


デュ 


や Stimmon より 稽 え お と つて いる 。 


対す る 0.8 2 の Hexacolo- 
た 0.8 2 の Stibnal 


22. 肺 吸 是 症 の レン トゲ ン 学 的 所 見 


久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
伊  : 義 


On the roentogenological findings of 
DaragonirmniaSiS 
MASATAKA ITO 


肺 吸虫 症 64 例 に つい て ,。 胸部 レン トゲ ン 写 真 所 見 を 谷 


1 = 
に まごう ・| 


症例 は 大 分 県 大 分 川 流域 演 び に 一 部 全 県 下 か ら 得 た 。 
何れ も 「 ウ 」 肺 吸虫 卵 を 証明 し , 結核 菌 検索 は 陰性 の も 
の で ある 。 


本 論文 の 統計 的 角 窪 に 当 つ て , 病 型 分 類 は 便宜 上 次 の 


六 型 と し た 。 即ち , 胞 朗 形 成 , 沙 出 型 , 増殖 型 , 助 膜 癒 
准 肥 び 肥 厚 , 石灰 沈着 , 助 膜 蓄 水 で ある 。 


〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 3・4 呈 





64 例 の 病巣 数 別 の 分 類 は , 無 所 見 例 7 (10.9%) , 1 
個 の も の 27 例 (42.2%) , 2~6 個 は 32 例 C56.2) で 
他 の 1 例 (1.6 め ) は 84 個 の 病巣 が 見 られ た 。 

病巣 総数 は 全 症 例 に 148 個 で , 胞 斉 形成 5 個 C50.7 
22) , 浴 出 型 38 個 (25.72) , 増殖 型 15 個 (10.4 狐 ) 
助 膜 癒着 . 肥厚 16 個 (11.5%) 石灰 沈着 及び 助 膜 鞭 水 は 
答 2 個 (1.4 狐 

病巣 の 存在 部 位 は 


ア の 方 、 
この フジ oo 


『 中 野 が 多 で ) 右 下 野 , 左下 野 , 左 


上 野 , 左 中 野 , 右上 野 , 右 及 < 0owRSDeeSAeo 
正常 所 見 例え 含 を 64 例 の 病 型 別 の 分 類 は 沙 出 型 80 合 
(46.92) , 胞 裏 形 成 23 例 (85.9) , 防 記 了 厚 14 


例 (21.922) , Ad (17.222) , 石灰 沈着 及び 肪 
膜 鞭 水 は 各 2 例 (8.1 ) で ある 。 

64 例 の 病巣 部 位 に よる 符 中 野 の 症例 か 多く, 右 
下野 , 右上 野 , 左上 野 , 左 中 野 左下 野 , 右 及び 左 肺 門 
部 の 順に 多い 。 

年 今 階級 別に 見 た 病 型 の 保有 率 に は 特徴 は 見 られ な か 


ンー メー 


胞 裏 形成 は 28 例 に 見 られ , 総数 75 個 で ある が , その 内 
16 個 は 本 症 に 特有 で ある 。 

定形 的 な 胞 井 は , Pi で , 椿 円 形 を 呈し , 
長 軸 が 気管 支 の 走行 に 一 致し , 薄い 結合 織 性 の 層 で 囲ま 
れ , 内 容 物 は 見 られ な い 。 双 結核 性 の 如き 洞門 結合 も 見 
られ な い 。 


病巣 の 発展 は 浴 出 型 , 増殖 型 , 胸 斉 形成, 助 膜 装 水 


癒着 , 肥厚 , 石灰 沈着 の 順に 進行 する と と が 多い 。 
が すす び 
1) 肺 吸虫 症 64 例 に つい て , 胸部 レン トゲ ン 所 見 を 争 


祭 レ し た 。 

2) 無 所 見 例 は 10.9 に 存在 し , 次 で 1 2 個 の 病 菓 
を 有する も の が 多く , 他 は と れ に つぐ 。 

3) 病巣 は 浴 出 型 の も の が 多く , 右上 野 が 好 発 部 位 と 
認め られ る 。 

4) 胞 杜 形成 Week こ 特有 と 思わ れる も の が 85.9% に 
見 られ , 定形 的 な き は 特徴 か ある る 。 


23. 慢性 日 本 住 血 吸虫 症 に 於 ける 血清 
中 の ヒア ル ロ ー ニ ダー ゼ 抑 貞 
物質 に つい て 
久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
加 基 正 和 
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Studies on the hyaluronidase inhibitor in 
sera of SchistosonmiasiS japonica chronica 
MASAKAZU KAMO 


ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 抑 制 物質 は 正常 人 血清 中 に 含ま 
が , その 活性 度 は 各個 人 に 於 て 差異 が ある 。 に の 攻 約 の 
変動 の 機転 及び 本 熊 は 未だ 明か で は な い 。 

この 抑制 物質 は 或 種 の 疾患 , 例え ば 細菌 , ヴイ ルス の 
感染 , 腎 , 肝 疾 患 の 急性 期 , 部 疾患 等 に 増量 する こと と が 

持 され て いる 。 

私 は バイ オプ シー に より 日 本 住 血 吸虫 症 と 診 由 され た 
侵 性 症 患 者 に つい て 混濁 法 に より 血清 中 の ヒア ル ロ ニ ダ 
ー ゼ 抑制 物質 を 測定 し , と れ ら の 患者 の 副 臣 皮質 機能 検 
査 , 肝臓 機能 検査 を 行 つ た 。 

方 法 : 血清 中 の ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 抑 制 物質 の 測定 , へ 
イロ ー ゼ ぞ 5000 単 位 を 100 cc の 右 酸 塩 緩衝 液 て pH 7.4 ) 
に 溶解 し , その 0.3 cc と 0.15 モ ル 食 塩水 で 倍 量 に 稀釈 レ 
た 被 検 血清 0.3 cc を 混 じ , 24'C の 明 卵 器 中 で 10 分 間 温 め 
ヒア ル ロ ン 酸 (pH 5.5 焼 酸 塩 緩 衝 液 に 0.3 2 溶解 ) 
0.6 cc を 加え 38C の 明 卵 器 中 に 45 分 間 温 め , 酸化 アル ブ 
ミン (大 清 アル プ ミ ン 0.5 g を pH4.6 酷 酸 塩 緩衝 液 500 

PR , 4 規定 塩酸 で pH 3.8 に 補正 ) 6 cc を 加え 

分 後 光電 比 色 計 で 透過 素 を 読み , 同様 の 方 法 で 血清 の 
SSMrFNKEOSovoo 
水 の 透 過 素 か ら 血 清 の 左 過 事 を 引き . 血清 中 の ヒア ル ロ 
= ダー ゼ 抑 制 物質 値 と し た 

避 菅 皮質 機能 検査 は Thorn 試験 を 行 つ た 。 

肝臓 機能 検査 は 高田 血清 反応 を 行 つ た 。 

結論 : 慢性 日 本 住 血 吸 虫 症 患 者 8 例 に つい て 血清 中 の 
ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 抑 制 物質 を 測定 し , 平均 値 9.6, 健康 
者 及 他 疾患 者 12 例 に つき 同様 の 測定 を 行 つ た 。 平均 値 
12.8 で あつ た 。 慢性 日 本 住 血 吸虫 症 患 者 の 血清 中 の ヒア 
ル ロ ニ ダー ギ ゼ 抑 制 物質 は , 健康 者 の 抑制 物質 に 比 し 増量 

て いな い 。 刀 副 菅 皮質 機能 障 得 が 5 例 , 肝臓 機能 障 得 
1 例 を 認め た 。 血清 中 の ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 抑 制 物質 値 と 

副 管 機 能 障 得 , 肝臓 障 旭 と の 平行 的 な 関係 は 認め な か 


24. ウエ ステ ルマン 肺 吸 息 被 論 幼虫 の 
各種 等 姿 穫 圧 緩衝 液 中 に 
於 ける 有 糧 経過 


国立 公衆 衛生 院 
高野 美彦 ・ 大 島 智 夫 ・ 木 畑 美 知 江 





The excystation of maetacercariae 
(272g の 774S 2 の の SZ767722) in Several 
isotonic buffer media 
YosHIHIKkO TAKANO, ToMoo OSHIMA 

MICHIE KIHATA 


肖 し えら , 区 了 か ら 福 た て 完全 - 成 導 し し た 

タモ ギル カリ ア を 用 い , 本 実験 を 行 つ た 。 実験 ( 用 い : 各 
種 緩衝 液 は , 成 書 に 示さ れ た 処方 に 依り 作成 し た が , pH 
値 の 温度 動 所 か 大 きい の で , それ ぞ れ の 溶液 を 実験 温度 
407C の も と で , Beckmann pH meter を 用 いて 調製 し 
(pH 8.0 ), 誤差 入 囲 を 0.1 以内 に と ゞ さめ る 様 に し た 。 

0 Beckmann 寒暖 計 を 用 い 永 点 降下 -0.56'C 

こ な る 如く 。 食塩 で 調製 し 同じ く 誤差 は 0.01 以内 に と 
ど め た 。 

用 いた 緩衝 液 は 1) HCl-Veronal-Na, CH.COONa 
2) HCI-Veronal Na 3) KHzPO,-Borax, 4) HCL 
Borax 5) Borate-NazCO。 6) Borate-Borax ?) 
Borate-NaOH で 対照 と し て Tyrode 氏 液 を 用 いた 。 上 
述 8 種 の 溶液 の pH を 夫々 8 と し て と れ ら の 溶液 を 用 い 
各種 20 筒 ずつ の metacercaria を 入れ 恒温 槽 温度 40'C の 
温 槽 中 に 浸漬 し , 1 時 間 間 隔 で 試験 管 底 面 よ り 虫 体 の 脱 
雲 状況 , その 後 の 幼 虫 の 運動 , 生死 等 を 倒 位 顕 微 鏡 下 で 
観察 し た 。 実験 の 結果 は , 脱 宜 速度 に つい て は 最も 早く 
脱 要 し た の は HCI-Borax Buffer を 用 いた も の で ,。 と 
れ に 次 ぎ , Borate-NaOH 及び Borate-NazCO。 Buffer 
を 用 いた も の で , KH。PO,-Borax-Buffer を 用 いた も の 
は 最も 遅く 対照 の Tyrode 氏 溶 液 と ほぼ 同様 の 脱 雪 速度 
を 示し た 。 脱 坦 後 の 幼 由 の 生存 に つい て は HCLI-Veronal- 
Na Buffer が も つと も よく 脱 要 後 24 時 間 で も 約 り , は 
存 し , 対照 の Tyrode 液 に つぎ よい 成績 を 示し た 。 一 
般 た 脱 要 速度 の 極め て 早い 群 で は 急激 に 幼虫 は 死亡 し て 
いる 。 

と れ 等 の 実験 の 結果 各種 の 塩酸 イオ ン が 脱 妻 及び 幼 由 
生存 に 差異 を えて いる と と は 明らか で , 今後 究明 し ょ 
うと 短 え て いる 。 


25. ウエ ステ ルマン 肺 吸 邊 被 論 幼虫 の 
生理 学 的 研究 
( 2 ) モク ズ ガ = 体液 中 で は な ぜ 脱 桂 し な いか 
国立 公衆 衛生 院 
大 島 告 夫 ・ 高 野 美彦 ・ 木 環 美 知 江 
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Physiological studies of metacercariae Of 
( 2) Inhibitory 


effect of the serun3 of 万 7 の ce 7 の 0227C2S HDOn 


7 の 7277274S 706S/ の 7974477 


the excystation of the maetacercariae of 
アア ZZPO74727226S 2 の の S7 の 72727477 
TOMOO OSHIMA, YoOSHIHIKO TAKANO 
MICHIE KIHATA 


生き た モク ズ ガ = 中 に ある ウ 肺 吸虫 被 裏 幼虫 は 勿論 脱 
枝 し な い 。 そ れ は モク ズ ガ ニ = の 棲息 環境 た る 自然 界 で 脱 
栓 至 適温 度 た る 89C 以 上 に な る 事 は 全く な く , 又 モ クズ 
ガニ = 血清 の pH は 7.2 て 7.4 で これ も 脱 妥 到 適 pH(8.0 
<8.5 ) より 造 か に 低い 事 か ら ぁ ゃ 説明 出来 る 。 し か し 採 
取 し の と アル カリ 側 に pH が 上 昇 し 7.9 

8.0 位 に な る か し を 40 で 迄 加熱 し て 見 た ら ど う で 
あろ うか 。 結果 は 同 じ 温度 同じ pH の ベロ ナー ル 終 衝 
食塩 水 が 5 時 間 で 80 多 以上 の 脱 要 率 を 示し た の に 比 し , 
僅か に 15 多 に 過ぎ ず 温 度 pH 以外 に 何 か 強 い 脱 要 阻止 作 
用 が モク ズ ガ ニ = 血清 に 存在 する よう に 思 は れ た 。 先ず モ 
クズ ガニ 血清 の 氷点 降下 を 測定 し た と と ろ , 河口 近く の 
殆ど 海水 中 に 棲 島 し て い る も の は ニー1.40'①, 河 の 

上 流 で 採取 し た も の は 4 ニー1.20'C で 必 し ゃ 一 定 で は 
な い が 終 宿主 の 体液 の それ の 2 内 至 2.5 倍 の 甚だ 高い 値 
を 得 た 。 こ と れ は 海水 と 淡水 の ほぼ 中 間 で , 海水 か ら 淡水 
え 往復 する 特殊 な 甲殻 類 の 浴 透 圧 で 他 の 肺 吸虫 中 間 宿 主 


た る ベン ケイ ガニ = ニ , アシ ワラ ガ = 等 も る ほぼ と れ 圧 近く, 
ザリガニ , サワ ガニ は これ よ り 多少 低 い 程度 2 ッ ジ ンー そ 
こ で ベロ ナー ル 緩 衝 液 を 脱 裏 至 適 pH 温度 に 保ち 食塩 濃 


度 を 4 ニー2.30'C (海水 の 浴 透 圧 ) より 階段 的 に 低下 せ 
し め て 脱 裏 程度 を 観察 し た 。 ニー1.00 以 下 で は 全く 脱 
概 が 見 られ ず (勿論 モク ズ ガ ニ 体 液 浴 等 圧 に 相当 する 所 
で や ゃ 脱 要 し な い ), 終 宿主 の 体液 浸透 圧 以下 (ニー 
0.60'C 以 下 ) と な る と 急激 os 促進 され た 。 つ まり 
モク ズ ガ ニ 血 清 が 脱 壮 を 抑制 し て いる の ! Fe 
に その 高い 湊 透 圧 が 重要 な 要因 ご ある 事 が 判明 し た 
逆 に 終 宿 主 に 摂取 され て 脱衣 す る 一 つの 要因 は 浴 活 
低下 に よる 内 圧 の 上 昇 , 膨 圧 が 作用 する 事 が 温度 
pH の 他 に 新 な 条件 と し て 検討 に 値する も の と な つた 
久 高 浴 透 圧 環 境 に 被 要 効 昌 を 呼吸 と 代謝 を 最 底 ( 提 制 
て 長期 に 生存 きせ る と 考え られ る の で カ ェ = の 体液 に 似 た 
次 の 塩類 浴 液 が 被 斉 幼虫 の 体外 保存 に 適当 で ある 。 
NaCl. 1.2g, KC1 0.04g, CaCl, 0.15g, NaHCO。 0.02 
g. HO 100g. 


S 


し 
及び 


腸 53 て 150 X80 て 105 (平均 86.8X65.2) 4 germball の 
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26. 大 座 肺 吸 虫 の 第 一 中 間 宿 主 (カッ 
ザン ショ ウデ ガオ ィ ) 内 に むけ る 発育 


九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
池 田 温 
The experiraental study on the larvai 
development of ZZ2go2422724S の 77727 IMiyazaki, 
1939 in the first internadiate host, 
4 Ss7227746Z 7 の 77C の 
ATSUSHI IKEDA 


実験 は 1953・54・56 各 年 に 行わ れ , シャ ー レ 内 で 骨 化 
させ た miracidium を キ を カワ ザン ショ ウ ガ イ に 感染 させ , 
非 分 布地 で ある 福岡 市 室 見 川 河口 に 附設 し た 金 綱 依 内 で 
飼育 し た 

1) sporocyst: 1 匹 の 貝 に 1<10 (平均 3 ) 個 寄生 
する の が , 27 日 (1958) , 28 日 (1954) 或 は 39 日 (1956) 
0 まで 観察 さ れ た 。 寄生 部 位 は , 主 に 消化 管 周囲 の 光 巴 
膝 , 粗 結合 織 内 で ある 。 幼 若 な も る の は , 梨 状 一 長 椿 円 形 
成 吉 し た も の は 紡 鍵 長 椿 円 形 で , 体腔 内 に 6 ~18 ( 平 
均 11.2) 個 の germball を も ち , 2228 日 目 の も の に は 
1 >4 (平均 2.6 ) 個 の 成夫 redia が 認め られ た 

2) 第 1 代 redia: 22 日 目 頃 か ら 者 た もの か ら 
れ , 89 日 目 頃 以後 は 成 部 し た も の が 認め られ て , sporo- 
cyst が 認め られ な く な り , 61 日 頃 ま で 続く 。 幼 若 な も 
の は 細長 い 円 筒 形 で , 大 き 120 一 210 X60~85 (平均 
154.4 X69.9) ム , 咽頭 の 大 さ 80 て 530X80 一 60 (平均 41.1 
<42.8) み , 成 部 し た も の は 編 鍵 形 で , 役 端 円 く , 腸 に は 
コハク 色 の 粒 あり , 体 の 大 さ 520 て 1000X115 260 
(平均 Y25 て 191)4。 咽頭 45 て 70X45 て 73.8 (平均 57X 
60.9), 腸 65184 X85 て 150 (平均 108 X70.3) み で 
germball の 数 は 5-80 (平均 18.4) で ある 。 
cell formula は 第 1 代 ・ 第 2 代 と も (2 十 2 十 2 十 2) 

ー16 で ある 。 

3) 第 2 代 redia : 389 日 101 日 の 間 に 認 め ら れ , 幼 
若 な る の は 紡 鍵 形 で ,」。 カラ ー な く , 大 さ 144 < て 280 X74 
<140 (平均 189.8X92.8) ム , 咽頭 28.8 て 55X28.855 
(平均 37.8X389.6) ム 。 成幸 し た も の は 細長 い 円 筒 形 で 
germsball の 数 が 増し , 体 に 比べ 咽頭 , 腸 の 発育 遅く て 
小さ い 。 体 の 大 き さ 625~1080X130 264 (平均 828.8 
メ 174.5 ) ム , 咽頭 42 て 65X85 て 57 (平均 49.5X51.1) み 


flame 






















1 、 














(1957) 〕 





昭和 32 年 8 月 





数 は 4 27 (平均 14) で , 含ま れる 成熟 cercaria は 1 
と ン 4 で あつ た 。 

れん 提 
は 第 2 代 redia か ら 既 に 肝臓 に 達し て いる 。 大 さき 100 一 
360 X40 て 100 X67 て 104 口角 平 均 56X48X42 ム , 
腹 吸盤 80ー50X33ー50X20 て 30g, 尾 は 18 て 80X12 て 23 
ヵ 咽頭 18 て 20X154 で あつ た 。 

以上 に より , カワ ザン ショ ウ ガ イ が 常に 確実 に 実験 的 
第 1 中 間 宿 款 と な る と と が わか り , ウェ ステ ルマン 肺 吸 
了 昌 と は , 第 2 代 redia の 腸 が 短い 事 , cercaria の 体 表 
毛 が 人 後半 に 密生 する 事 な ど の 点 差 ま ある と と を 知 つ 
た 。 其他 第 1 代 redia の 咽頭 の 大 き , 第 2 代 redia の 
germball の 数 が 各種 肺 吸虫 に より 多少 差 が ある と と を 


丸 >、 テー 
好い 


27. ア gzggo2222224S の 7Z27 (大 在 肺 吸 
量 ) の 実験 的 威 染 大 並び に 猫 
の E.P.G. 概 査 に よる 
初期 排卵 状況 、 


大 阪 府 立 大 学 農学 部 獣医 学 教室 
富村 保 ・ 小 野 忠相 ・ 荒 川 暗 


The egg production of 272gO2272224S 7772 
in the early stages of the experimaental 
infections in the dog and the cat 
TAMOTSU TOMIMURA, TADASUKE ONO 
AKIRA ARAKAWA 


ee され た 肺 吸 虫 卵 が 糞便 内 に 現われ る 迄 に は 1 

2 っ 0 け 衣 便 検査 に よる 母 虫 排卵 数 の 推定 値 は 
々 な ri され る で あろ う 。 し か し 感染 動物 の 糞 便 
に つき 互 . P.G 検 査 を 行う 事 に ょ より, 産卵 開始 の 時 期 , 初 

期 の 排卵 状況 。 排卵 の 週 期 性 な ど を 知り 得 人 放 ら ば 診 
> 治療 に 有力 な 手がかり と な る も の と 思わ れる 。 そ と で 
犬 及 び 猫 に - た 職能 寺 さ せ て 竹生 つか > 
実験 は 兵庫 県 円 山川 産 の カニ に 寄生 する mc を 犬 No. 1 
大 No. 2 に 各 100 コ 宛 , 又 猫 No.1 に 125 コ を それ ぞ れ 
試 信 せ し め , 長野 大 虫 卵 集 卵 法 に よ つ て 排卵 開始 日 を 

調べ , 糞便 内 に 卵 を 認め た 後 は stoll の 変 法 に より 也 . 

P. G 及 び E. P. D を 検査 し た 。 成績 。 1) 排 卵 開始 は 
K No. 1 で は 86 日 目 , 犬 No. 2 で は 85 日 目 , 猫 No.1 
で は 41 日 目 で あつ た 。92) 犬 No. 1 の 也 . P. G は 排卵 開 
始 俊 5 日 目 よ り 漂 次 上 昇 し , 10 日 目 か ら は 上 昇 及び 下降 


( 89 ) 


313 














が 上 志 ち 。 8 呈 月 か ら 対 時 に 募 し て ホン: 提 訂 新 寺 

に 20 日 目 迄 の 期間 中 に 於 ける 最高 値 の 2 倍 以上 と な り , 
Me ヽ で 著しく 下降 し , 以後 も EE. P. G の 値 は 高い 山 と 

深い 谷 を 描く 曲線 を 示し て 消長 し た 。 目 立つ た 上 昇 及び 
下降 を 示し 始め た 10 日 目 か ら の 曲線 の 山 と 谷 の 間隔 は 
し 18 でも 犬 No. 2 及び 猫 No. 1 で は 犬 No. 1 
と 異な り 共 に 17 日 目 頃 迄 は 也 . P. G1,000 以下 を 示す 
比較 的 な だ ら か な 曲線 を 描い た が 18 日 目 か ら は 目立つ た 
上 昇 及 び 下 降 を 示し て 消長 し た 。21 日 目 に は それ 迄 の 期 
避 中 に 於 ける 也 . P. 本 本 の No 2 で は 4 倍 , 猫 
No. 1 で は 3 倍 , を 示す よう に な つた 。18 日 目 か ら の 山 と 
谷 の 間隔 は 1, 2 日 で あつ た 。 3) 割 検 の 結果 , 肺 に 於 
ける 感染 率 は 犬 No. 1 で は 92%, に No. 2 は 56 少 , 猫 
No.1 は 32 タ で あつ た 。3$) 肺 の 虫 斉 の 分 布 は 犬 No. 1 
は 右 肺 86 コ を 数 えた 。( そ の うち 中 間 葉 6 ), 左 肺 12 コ で 
計 48 コ で あり , 虫 体 数 は 92, 気管 支 交 通 性 虫 粗 は 20, 含 
#* 虫 数 は 86, 犬 No. 2 は 右 肺 85 (中 間 葉 9 ) , 左 肺 5, 
計 40 コ , 1 Akioin っ 息 数 は 21, 
猫 No. 1 は 右 肺 12, (中 間 葉 1 ), 左 肺 8, 計 20 コ 虫 数 は 
89, 気管 支 交 通 性 の 虫 衰 は 8, が の > た 。- 謗 北 。 

管 支 交 通 性 虫 論 は 約 402, 虫 数 は 80 て 4022 で ある 。 

人 通 性 虫 衣 多 の 貝 体 1 コ の 也 . P. D の 約 1 カ ヵ月 間 
の 平均 値 は 犬 No. 1 で は 12.,443, 犬 No. 2 は 4,018, 猫 
No. 1 は 4,622 で あつ た 。 但し 犬 No. 2 は 検査 期間 中 
便 の 笠 量 の 不正 確 た 日 が あつ て 包 . P. D の 信頼 性 は 少 
い 。 犬 No. 2 と 猫 No. 1 の 値 は 似 こ いる が 犬 No. 1 と は 
何故 に 差 が ある の か 不明 で ある が , 巨 .P.G が 目立つ て 
上 昇 し 始め た 犬 No. 1 の 10 日 目 , 猫 No. 1 の 18 日 目 か ら 
の 各々 11 日 間 の 虫 体 1 コ 当 り の 巨 .P.D は 前 者 が 8.905 
後者 が 8,805 で 近似 値 を 示し , 初期 の 排 転 の 一 革 を 
究 わ し め る よう に 思わ れる 。 


28. 各種 吸 虫 問 の 交叉 補 体 結合 反 鷹 


岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
国枝 生 了 ・ 中 松 正雄 


Studies on the compleraent fixationS anaOng 
the various fhke-antigens 
TOKURO KUNIEDA, MASAO NAKAMATSU 


肺 吸 虫 症 , 肝 吸 虫 症 等 の 皮膚 反応 , 沈 隆 反 応 等 に ょ 
Pt 吸虫 間 に 共 通 抗原 性 の ある と と を 認め た の 
, 肺 吸 虫 を 中 心 に 肝 軽 , 双 口 吸虫 等 の 間 の 共通 抗原 性 

に つい て 村人 合 反 応 を 用 いて 追 宛 した 。 
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抗原 と し て 各 吸 虫 成虫 を 冷凍 乾燥 し , 20 倍 量 の 生理 的 
食塩 水 で 87 で, 4 時 間 抽出 し た も の を 使用 , 抗 血清 は 前 
述 抗原 に て 正常 家 各 を 免 商 し た る の を 用 いた 。 補 体 結合 
反応 術 式 は 5 単位 の 溶血 素 に て 威 作 し た 2 多 細 羊 赤血球 
消 沸 液 を 溶血 系 と し , 2 単位 の 補 体 血清 塗 液 を 用 い , 抗 
原 減量 法 , 抗体 小 量 法 を 行い , 又 補 体 増 量 法 も あわ せ 行 
つた 。 な お 稀釈 その 他 に は Mg イオ ン を 含ん だ 生理 的 食 
塩水 を 用 いた 。 

結果 は 同一 反応 系 即ち 主 反 応 系 (例え ば 肺 吸虫 抗 血清 
と 肺 吸虫 抗原 ) ミ Np 即ち 副 反 応 系 (例え ば 肺 吸虫 
抗 上 清 perae も 共に 反応 の 強 さ に 差 は ある が , あ 
きら か に 類 属 反 応 が 認め られ た 。 双 補 体 増量 法 に て も 同 
っ fo= えた 。 次 に 上 韻 和 抗 原 の 吸収 試験 を 行 

> 次 の 事 が わか つた 。 即ち 主 反 応 系 抗原 で 吸収 後 補 体 
0 と 。 反応 系 。 避 反 応 系 も 共に 消失 す 
る 。 女 副 反 応 系 抗原 で 吸収 し た も の は 副 反 応 系 は 消失 す 
る が , 吸収 に 用 いた 以外 の 副 反 応 系 抗原 の 反応 も 消失 し 
全く 類 属 反応 を 星 さ な く な り , 主 反 応 系 は 反応 の 強 さ は 
弱く な る が 陽性 反応 を 呈す る 。 

炊 FCI 熱処理 , 三 塩化 酷 酸 法 処理 , 硫酸 
安 門 法 処理 に より 特異 性 を 追 宛 し た 。 即ち 熱処理 後 及 び 
三 塩化 酷 酸 法 除 午 白 部 分 に 特異 性 が 強く , 蛋 白 部 分 に 類 
属 反 応 が 強 か つ た 。 RES 
飽和 部 分 も 100 多 飽 和 部 分 る 類 属 反 応 を 呈し , 特に 認 む 
べき 差異 が な か つた 。 






































29. 征 セ タリ ア の 拡散 因子 に つい て 


鹿児島 大 学 医学 部 佐藤 内 科 
尾 辻 義 人 
A study on spreading factor in Se/27 の gg7727 の 
YOSHIHITO OTSUJI 


拡散 因子 が フィ タリ ア 性 熱発 作 特に 丹 書 様 炎 症 発現 に 
重要 な 役割 を 演ずる の で は な いか と の 考え は 古く より あ 

な だが” それ も の の 抽 散 因 子 の 本 態 又 は セタ リア 抽出 液 注 
ME 有 み られ る 浮腫 に 関し て は 余り 追求 され て いな い 様 
で ある 。 

私 は Segzg gg7g7g に つい て 下記 の 如き 実験 を 行 ! 
2, 8 の 知見 を 得 た の で 報告 する 。 

1) セタ リア 抽出 液 の 色素 拡散 性 に 及ぼ す 温 度 の 影響 
で ある が , 60'C*30*, 100'C 5 *。100'C 30* の 加熱 で 色素 
拡散 性 は 低下 する が , 対象 に 比 し 尚 , 拡散 性 は 元 進 し て 


( 90 ) 
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いる 。 

2) Aylward, Cland, Duran-Reynals 等 の 方 法 に 準 
じ て , セタ リア 忠 体 より ヒ アル ロニ ダー ゼ 様 の も の ( 白 
色 粉 末 で , ズル フォ サリ チル 酸 反応 及び ビ ウ レッ ト 反 応 
共に 陽性 で ある ) を 抽出 , 色素 拡散 性 及び 温度 に 対す る 
影響 た みた が , 色素 拡散 性 は 対象 に 比 し 著 明 に 元 進 し て 
いる 。 然し な が ら 60C30' 加熱 する と 殆 ん ど 完 全 に 色素 
拡散 性 を 失う 。 と の 事 は 和牛 麟 丸 より 抽出 し た ヒア ル ロ ニ = 
ダー ゼ で も 同様 で ある 。 

即ち セタ リア 虫 体 中 に は 熱 に 細い 拡散 因子 と や ゝ 熱 に 
抵抗 性 の ある 拡散 因子 を 含む を の で は な いか と 考え られ 

浮 星 に 関し て は , モタ リア 抽出 液 で は 著 明 な 浮腫 を 生 
じ た が , セタ リア 虫 体 よ り 抽出 し た ヒア ル ロ ニダ ー ゼ 様 
の も の で は 浮腫 は 全く 生じ な か つた 。 

3) 次 に と れ ら の 拡散 因子 は 細胞 内 の 如何 な る 部 分 に 
存在 し て いる か に つい て , セタ リア 了 虫 体 を 超 遠 心 分 太 に 
より 調べ た と ところ, 核 分 謀 , ミト コンド リア , ミク ロ ゾ 
ー ム , 可溶性 蛋白 部 の いづ れ に も 色素 拡散 因子 を 含ん で 
いる と と を 知 つ た が , 特に 核 及 び 可 溶性 蛋白 部 分 に 多く 


ンプ アー 
ーー / こ O 


ダ 浮腫 因子 に つい て は , ミク ロ ゾ ー ム 及び 可溶性 蛋白 
部 を 注射 し た 時 に の み 浮 腫 が か み ら れ , 核 分 玉 及び ミト ュ 
ンド リア で は 注射 局所 に 浮 購 を 認め な か つた 。 
即ち , 浮腫 因子 は 可溶性 息 白 部 に 大 部 分 が 含ま れ , 一 
部 ミク ロ ゾ ー ム に ゃ 含ま れ て いる も の と 思わ れる 


/ レ 


小型 大 企 肺 吸 息 股間 幼 中 
の 白 渦 へ の 感 落 試 駿 


大 阪 府立 大 学 農学 部 舞 医 学 教室 
富村 保 ・ 荒 川 暗 ・ 小 野 忠 相 


Experimental infection of rats with excysted 
maetaCercariae Of ZZ の 27226S 27 の ん /S24624624S2S 
(Chen, 1940) isolated frona Ses27242 の 627 

TAMOTSU TOMIMURA, AKIRA ARAKAWA 

TADASUKE ONO 


米良 (1951) は 小型 大 平 肺 吸虫, zzwgoyz77224S 2770 を - 
が eeS7S (以下 7. と 略記 ) の 脱 要 幼虫 excyted 
naetacercaria (以下 exmc と 略記 ) を 用 い 白 滑 え の 感 
染 試 験 を 行い , 脱 斉 直後 の exmc の 感染 力 は 高い が , 
食塩 水 (0.5 ~ て 1.0 %) 中 に 放置 (20? て 28?C, 24 時 間 ) 
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レ し た も の は , た と え ぇ 運動 が 活 湊 で あつ て も , その Pews 実 
は 著 し 低下 する と 述べ た 。 従来 , 7. の 被 栓 は 他 

か 
ころ か ら , と れ を 完全 に 分 離す る と と は 至難 
で ある と され , 従 つて 一 定数 の 幼虫 を 実験 動物 に 投与 し 
試食 幼虫 数 に 対す る 寄生 虫 体 数 , 即ち , 感染 率 な ど に つ 
き 詳 細 に 調査 し た 報告 は 区 ん を ん ど な い 。 ょ っ て 報告 者 等 
ve ア .z. 症 届 患 白 湖 作成 の た め の 基礎 的 実験 と し て 
述 米 良 の 記載 の 追試 を 企 て , 先ず , 脱 雲 直後 の exmc 
PE 

(1 ) 30 頭 の 白 少 に exmac 2 て 81 コ (平均 13.5 コ ) 

を 投与 し , 10 頭 (38.8%) に 感染 させ る と と が で きた 。 
( 2 ) 陽性 者 10 頭 に お ける 試食 幼虫 数 に 対す る 寄生 息 


遇 


ペラ ェ 1 
の が な い < 


09 全 


体 数 , 即ち , 感 染 率 は 最高 88.822, 最低 3.2 2 め (平均 8 
3 多 ) で あつ た 。 
(3 ) 陽性 者 10 頭 中 , 8 頭 は 単数 寄生 で あり , 一 定 の 


, 
日 数 を 経過 し た も の で も る 肺 臓 に お ける 定型 的 虫 衰 腫 の 形 


成 は 認め られ な か つん 


31. 利根 川下 流 地方 に な ける 吸 串 
上 類 に つい て (2 ) 
肝 蜂 中 間 宿 主 に つい て 
千葉 県 佐原 保健 所 
多 田 昌 介 


小型 大 平 肺 表 虫 腕 計 幼 虫 (excysted 
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Studies on 7zezz27oZ in the lower district 
of the River TONE. (2) On the 
intermediate host of Zsczo/7 ge の 2 が 2c の 
SHOSUKE TADA 


調査 地区 は 千葉 県 香取 郡中 利根 沿岸 に し て , 役 ・ 乳 牛 
に お ける 肝 蜂 寄生 率 は 平均 662 で ある 。 よ つて 今回 該 地 
eo 「 ひ めも の あら か い 」 (以下 貝 と 衝 す ) の 予 
1 その 基礎 的 調査 を 行 つ た 。 

1. 貞 の 棲息 条件 

員 の 多 棲 息 地 (A 地 区 ) ats (B 地 区 ) , 無 
棲息 地 (C 地 区 ) を 住 意 抽出 し , KGhn 法 に ょ り 海 汰 分 
析 の 結果 , 本 含有 度 は A 地 区 25.630.0 多 ( 壌 土 , 植 
AN , B 地 区 14.019.02% ( 砂 壊 土 ) C 地 区 6.7 ~15 

多 ( 砂 土砂 壌 土 ) に し て 明らか な 組成 差 を 示し た 。 
SBM 20 g, 地区 0。 
89 g, C 地 区 .034g を 示し 有意 差 を 認め た 。 中 は 水温 8 
10'C に て 泥 上 に 出現 , 20 こ 257C に て 策 々 活 深 な 運動 を 
呈し , 32~<85C に て 水中 より 出 て 泥 上 水草 茎葉 に ある 。 
水流 弱く 水深 0 こ 15cm に その 棲息 を 認め , 流水 pH5.6 


6.2 で あつ た 。 


2。 人 
昭和 29 年 4 て 10 月 に 理 り 豊里 村 東 笹本 ( 現 銚子 市 内 ) 
利根 川沿 岸 水田 PP と し て 定期 的 に 採取 , 貞 体 部 を 

摘出 鏡 検 し た 。 即 ち 次 表 の 通り で ある 。 
ミラ キジ ウム の 脱 数 は 13ー16*C に て 行わ れ , 員 体 内 侵 


metacercaria) の 白 原 へ の 感染 試験 成績 











番 感 過 試 寄 感 昌 体 の 介在 部 中 体 の 所 見 (mm) 組 の 昌 
染 食 染 位 ね ょ び 数 BN 織 奏 

性 後日 幼 生 率 腹 肝 胸 肺 其 計 東 体 時 用 唄 経 子 中 内 有用 
二 本 の 測 盤 産 の 
号 経 数 数 数 ご 膝 臓 膝 臓 他 数 (長径 メ 短 径 ) (長径 ) (長径 メ 短 径 ) 内 誠 卵 無 数 
人 3.2 2 1 1.35x1.00 0.14 0.15X0.14 一 ー 0 
16 8 る 。 20 1 は 9.1 人 1 2.80xX1.43 0.33 0.42x0.30 一 ー・ 0 
20. 6、 近 篤 3 5.9 0 自作 1 まま 人 杜 1 4.10x2.15 0.42 0.51x0.45 一 0 
2 0 きる 6.9 人 1 4.70x2.30 0.48 0.53x0.47 一 ー 0 
1 8 、2 六 全 、 ま 2 る し 1 4.95x2.30 0.45 0.53x0.48 十 ー 0 
3 王后 a 8 症 あ 交 還 3 1 5.75>2.60 0.48 0.64x0.57 填 填 0 
人 まし Ke 5.0 牧人 ます ま 。 人馬 : 疹 1 6.20X2.80 0.51 0.65x0.57 圭 填 0 
人 る 本 3 3 揚 5 邊 : 夫 - 本 年 > 倫 1 6.60x3.25 0.54 0.72x0.65 持 填 0 
り 、 1 7.90x4.15 0.62 0.87x0.75 械 填 0 
30 る 195 20 3 15.0 0 人 邊 記 補 人馬 1 8.40x4.50 0.66 0.89x0.78 盾 填 0 




























上 体内 後 妥 発 育 状況 検査 成績 











検 月 水 検 後 寄 最 低 一 最高 数 万 平 
査 日 温 才 レ ヂ ア ケル カリ ア 長 つ 

Tn1m1 
6.1 14 100 一 ーー ーー 8.2 
6.15.16 100 一 ーー 一 10.1 
Se 表 り n 電 才 短 2 香 Pe 放 ーー 11.0 
7.15 18 5 。 2 は sv390 0 一 9 12.6 
8、1 24 107 5.8 6@6 こ ZZ 7-88 14.3 





8.15 27 100 20.0 25 一 606 270 一 1996 15.1 

9.1 23 102 16.7 0<9 51>572 15.2 

9.15 24 95 5.3 0-3 0 一 25 15.0 

まあ 39 200 一 ーー ーー 15.0 

30.35-34 190 一 5 ーー 14.9 
入 後 25'C の 水温 に お いて 2832 日 後 ケ ルカ リア と し て 流 
ーー PR 

ょ り 川 水 増 量 の た め , 水田 冠水 に 際 し 始め て その 流 出 
が 多 POR 即ち 実験 の 結果 , 増水 を 持つ て 一 齋 洗 
出す る を 認め た 。 


尾部 は その 接着 極め て 抵抗 弱く , 僅か な 水流 落差 に よ 
り 尾 部 を 失い 活動 不能 と な る を の の 如 く で ある 。 

3。 肝 財 メ タケ ルカ リア の 分 布 

稲葉 , 水草 茎葉 に 降雨 化 附 着せ る を 認め られ 最も 多数 
寄生 し た の は 六 で 葉 1 枚 に お いて 106 個 て あぁ り , 稲 茎 部 
は 0 て 41 ケ 見 出さ れ た 。 


32. 千葉 騒 茂 原 地方 の 大 下 肺 吸 昌 


千葉 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 
横川 宗雄 ・ 吉 村 裕 之 ・ 佐 野 基 人 ・ 大 村 寛 俊 


Studies on ア ZzZgo2222S 72777 in Mobara 
district, Chiba Prefecture () 
MONEO YOKOGAWA, HIROYUKI YOSIMURA 
MOTOHITO SANO, HIROTOSHI OMURA 


ッ 0" Pie cs 者 殺 
豚 の 肝臓 より , rs レ じ と れ を 大 MM 市 吸虫 と ee 
し た 。 然し 年 ら 同 県 か ら は 同種 技 3 幼虫 は 末 だ 証明 され 
て いな い 、。 成東 の み で は 大 平 肺 吸虫 と 小形 大 平 肺 吸虫 と 
の 和 鑑別 は 殆 ん * 不 可能 て で ある の で , 氏 等 の 見 出し た 肺 吸 
虫 は 果して 大 平 肺 吸虫 で あつ た か どう か は 確実 で ( 
つた 。 然るに 今回 著者 等 は , 抹 県 茂原 地方 産 の イタ チ 
か ら 明 か に 大 平 肺 吸虫 と 思わ れる も の を 証明 する と 同時 
に 同 地 方 を 貫流 する 一 の 宮川 口 の アン ハラ ガニ = か ら 大 平 


は な か 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 3・4 号 


ONERKtsRS も 証明 し 得 た の で 先 の イ 
は 大 平 肺 吸 虫 で も る と と を 確定 する と と が 出来 た 。 

茂原 地方 産 イ タチ 169 頭 中 ah : 

計 17 匹 の 成虫 を 得 た 。 Mrs 
現象 は 極め て 著 る し く 総 計 8 ケ の 了 虫 井 は すべ て 完全 に 骨 
組織 で 被 わ れ て いた 。 銚子 産 の イ NPD 
た 。 向 と れ ら イタ チ の 食道 及び 骨 に つい て も 吾 口 虫 寄生 
の 有無 を 調べ た が , すべ て 陰性 で あつ た 。 然 る に 総計 177 

頭 の イタ チ に お いて , その 44 頭 に 肺 虫 (Metastrongylus 
Sp.) の 寄生 を 見 た 。 本 肺 虫 が 豚 の それ と 同一 種 ご ある か 
どう か に つい て は 尚 検 討 中 で ある 。 


. 南 伊豆 地方 の 大 下 肺 吸虫 ( 3 ) 
自然 終 宿主 に つい て 


千葉 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 
横川 宗雄 ・ 吉 村 裕 之 ・ 鈴 木 重 一 


Studies on ア 2zZgo24222S in South 1zu 
district, Shizuoka Prefecture. (3) Supplement of 
the definitive hosts of ZZ2gOZ2727224S の 07772 
MOUNEO YOKOGAWA, HIROYUKI YOSHIMURA 
MoOTOHITO SANO, ZYUICHI SUZUKI 


演者 等 は 先 の 本 学会 eo 
マン 肺 吸虫 の 疫学 的 研究 成績 と 共に と の 地方 に 大 平 肺 吸 
虫 の 存在 する と と を 見 出し , その 自然 終 宿主 と し て 狩 の 
一 例 を 得 , 更に 同 地方 の ベン ケイ ガニ = の 本 貝 Metacer 
caria 検出 に 関す る 諸 成 績 を 報告 し て お いた 。 今回 は 更 
に 野獣 の 調査 を 続行 し た 所 , いた ち 36 匹 中 7 匹 , た ぬき 
28 頭 中 5 頭 , あな ぐま 34 匹 中 1 匹 , は た ね ずみ 24 忠 中 2 
Pe 虫 結節 を H i し 面 も 結節 は 1 匹 当 り 多き は 
5 結節 に 及ぶ も の を 認め た 。 こ と れ ら の 各 結 節 に つい て , 
精細 1 行い , それ ら の 内 部 か ら 成 熟 虫 体 或 は 変性 
過程 に ある と 思わ れる 下 体 或いは 壊死 組織 と 虫 卵 の み を 
見 出し た 。 そ と で と れ ら の 病理 組織 学 的 検索 を 行い , そ 
の 宿主 別に よる 04 の 比較 を 行 つ た 結果 , か 


な り 興 味 あ 
る 所 見 が 得 ら れ た の で 報告 する 。 

骨 そ と の 他 猪 5 頭 ね と 3 頭 豚 6 頭 あ か ね ずみ 12 匹 に つい 
て も 調査 し た が 今回 は 陰性 の 成績 を 得 た 。 と > に 大 平 肺 
吸虫 の 自然 終 宿 主として , 
た に 追加 する 。 


っ の * ルキ 3* フ 寺 と 
ES ま ぁ は た ね 3 み 和 を 新 ら 
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昭和 32 年 8 月 


34. Pysg Sp. の 生物 学 的 観察 ( 3 ) 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
杉原 道 人 


Biological observations on ア ZysZ SD. 
MiTIHITO SUGIHARA 


回 は 7ysg sp. の 趙 光 性 , 赴 地 性 , 光 分 差 反応 に 
いて 観 祭 を 試み た 。 

光 性 
72 個 中 , 1 時 間 後 6622, 6 時間 後 88.82 が 光 に 向 
ps Ba み 超 光 性 陽性 を 示し た 。 

』 超 地 性 

水中 及び 空中 に お ける 越 地 性 を 硝子 管 円 筒 を も ちい て 


に 


1 


硝子 管 円 筒 に 水 を 満 し た 場合 , 貝 60 個 中 , 1 時 間 後 
59.822, 6 時間 人 後 88.832 が が 陰性 赴 地 性 を 示し , 水 を 満 

な い 場 合 に は , 人 1 時 間 後 82.4。 6 時 間 
後 52.9% が 陰性 超 地 性 を 

clsid 

貝 62 個 中 , 1 時間 後 Y122, 6 時 間 後 872 が 陰性 超 地 性 
を 示し , 光 分 差 反応 に ょ り 著 し い 影 響 は 認め られ な か つ 


W 光 分 差 反応 
室内 普通 光線 下 に 於 て , 総数 105 個 中 6 時 間 後 陽性 

51.422 陰 性 48.52 で 明る い 方 に や ゝ 多く 集 つ た 。 此 の 実 
験 に は 硝子 管 円 筒 を 以 て 行 つ た が , 陰性 陽性 の 差 が 少な 
い の で , 陰性 趙 地 性 を 要素 を 加え て 光 分 差 反 応 を 著 明 に 
表わす 様 に DU 字 管 に て 室外 直射 日 光 下 及び 微 光 の 下 で の 
角 察 を 行 つ た 。 

と の 結果 は 直射 日 光 の 下 で は 上 貝 は 直 05 和 eex し 70 個 中 
30 分 化 6822, 6 時間 後 Y5 直 射 日 光 を さけ て 暗部 に 移行 

, 光 分 差 反 応 陰性 を 示し た 。 

地下 室 の 新聞 の 字 の 読み に くい 程度 の 微 光 の 下 で は 
72 個 中 , 30 分 後 6922, 6 時間 後 912% が 明る い 方 に 集 り , 
光 分 差 反 応 陽 性 を 示し た 。 


35. 四 吸 具 類 の 卵子 の 構造 普 び に 
豚 発 育 に 関す る 研究 


神戸 披 済 会 病院 
森 山 真 信 
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Studies on the structure and development 


of ov2. 
SADANOBU MORIYAMA 
示 説 中 下 


36. 野洲 に 於 ける 多 房 性 包 下 症 に つい 
ンコ 


北海 道 大 学 獣医 学部 家畜 寄生 虫 病 学 教室 
山下 次 了 ・ 大 林 正 士 ・ 近 野 誠二 


万 co の coccS 722477 の Ocz/277S in voles 
JIRO YAMASHITA, MASASHI OHBAYASHTI 
SEIJI KONNO 


最近 アラ スカ の Rausch ベー リン グ 海 モ ント ロー 
レン ス 島 材料 に 関す る 研究 に 基き , 万 czococces 7 の - 
oszS と は 別に 万 . scezss が あり , 本 種 は 野 肖 を 
中 間 宿 主として 多 房 性 包 貝 症 を 起 し , 従来 各 ら れ て いる 
人 体 多 房 性 包 貝 症例 も 本 種 が 原因 で あろ うと 強調 し て い 

。 一 方 , 山下 等 は 礼文 島 人 体 例 ( と 時 する 調査 の 結 

同島 の 多 房 性 包 貝 症 ヵ し し て コマ ンド ル 群 島 ・ 
千島 を 経て 移入 され た と と を 明らか に し て いる 。 演者 は 
今回 Rausch 博士 を 通じ , 万 . szzzcezzszs 実験 感染 野 渦 
を 入手 し , 諸 実験 を 開始 し た 。 と > で は 本 例 と , 教室 保 
存 の 千島 産 野 肖 症 例 と を 比較 し た 。 

第 1 例 : 一 実験 例 , 種類 は CZozozzys 7 が xs, 万 . 
szzoeS7S 虫 卵 経口 投与 後 約 4 ヶ月, 札幌 迄 空輸 。 

宿主 は 著 明 な 腹部 膨満 を 示し , 腹腔 内 に 腫瘍 状 に 包 息 
発育 が 認め られ た 。 肝 は , 肝 門 部 と 左 葉 の 一 部 を 除き 全 
く 包 虫 に 占 居 され , 表面 灰 白 粗大 頸 粒 状 を 呈し , 右 葉 病 
巣 は 中 心 部 軟化 に 陥 つ て いた 。 包 虫 は 更に 大 網 , 腸 間 膜 
に ゃ 発育 し , 腹壁 内 面 に も 見 られ , atsdstdf 
た が , 胸腔 で は 右 胸壁 内 面 に 粟 粒 病巣 1 個 を 発見 し た た 
け に 過ぎ な い 。 生 材料 鏡 検 に より , の 人 本 
す 頭 節 が 証明 され た が , 組織 学 的 検査 て よ つ て , 多 房 性 
包 虫 に 属し , クチ クラ 層 発 達 わる く , PS 
も の で あり , 宿主 側 の 結合 織 反 応 は 弱い と と が 明か に さ 
れ た 。 

第 2 例 : 一 自然 例 , 南 千 島 シ ン シ ル 島 産 ウ チ ダ ハタ ネ . 
ズミ Aczo7zs gecoz の 5, ホル マリ ン 固 定 材料 。 

病変 は 第 1 例 に 酷似 , 肝 及 び 腸 間 腹 に 発育 し , 肝 に 殆 
ん ど 健 常 部 な く , 灰白色 腫瘍 塊状 を 呈し て いた 。 組織 公 
は や は り 第 1 例 と 変る と と ろ な く , 無数 の 頭 餅 あ り , グ 


( 93 ) 
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チク ラ 層 発達 は 頭 閉 ご で ない 。 

之 等 2 例 が 全く 同性 質 の 病変 を 示し て いる と と を 知 つ 
た が , と の 事 は 礼文 島 え の 千島 経由 移入 説 に 対す る 好 個 
の 資料 で ある と と は 疑 な い 。 た ゞ , 礼 婦 島 で は , 人 以外 の 
動物 包 虫 症例 が 未 発見 で あり , 人 体 病変 に 於 て 包 虫 は ク 
チク ラ 層 が 厚く 頭 館 が 稀 , 面 も 組織 結合 織 反 応 が 異常 な 
程 強 い 。 人 体 の 中 間 宿 主として の 好 不 適 も 関係 
が ある か も し る が , 今後 の 研究 に よ つ て 凍 
明 さ れる で あろ う 。 と も か く 人 体 多 房 性 包 了 虫 と 上 述 野 渦 


例 と は , 員 な 関係 に あ ある と と は 云う まで も な い 。 


まあ つと や ゃ 
ら 6 ププ ご と ー そ や 


プ テ 1 ハー 考 
れ な い の で き 4 


37. 関東 地方 を 中 心 と し た 野生 鳥獣 類 
の 寄生 吾 概 索 (1) 


目黒 寄生 虫 館 
亀谷 了 ・ 野 々 部 春 登 ・ 鈴 木 俊 邦 


On the parasites of wild animals and 
birds in Kanto area 
SATORU KAMEGAT, HARUTO NONOBE 
TOSHIKUNI SUZUKI 


当館 に 於 て は , 標本 集 収 の 1 手段 と し て , 冬期 野生 島 
獣 類 の 解剖 を 行 つ て いる が , 昭和 380 年末 よ り 31 年 春 迄 の 
介 に 実施 し た 49 例 に つい て 以下 の 如き 寄生 虫 を 発見 し 

マヤ セミ : 2 例 , その 1 例 に 条 和 虫 1 条 , オ ホ コ ノ ハ ジ 

: 3 例 そ の 1 例 に 万 Z の 6 の ZZ2S $ の .? 1 条 。 Ce2477o77- 
_y22cS の oxgg7zsS。 Yamaguti, 1985,。 6 隻 , 他 の 1 例 に , 
Pzzzcdo72e72 5 の. 10 数 条 。 費 虫 2 隻 。 

トラ フ ズ ク : 1 例 。 寄生 虫 な し 。 

コミ ミズ ク : 2 例 , 寄生 虫 な し 。 

フク ロウ : 2 例 , Cez7zo 太 2C4S 6074g724S, Yarma- 
guti, 1935, 多数 。 

ハヤ プ ブサ : 1 倒 , 寄生 虫 な し 。 

チョ ー ゲ ン ボ ー : 2 例 , 寄生 虫 な し 。 

スリ : 1 例 , 寄生 虫 な し 。 

ォ オウ タカ 1 例 , 寄生 虫 な し 。 

コサギ : 3 例 , 寄生 虫 な し 。 

ゴイ サギ : 2 例 , 1 例 (に Ce の oy22c26S 6 の 024g724S Ya- 
maguti, 1935, 多数 1 例 に 

(von Linstow, 1899 ) 15 隻 , Cezz77o77y22cZ を S 6 の 4g776S 
マ Yamaguti, 1935, 多数 , 及び Cez7zozyzczs Sp. 多数 。 
ウミ アイ サナ : 1 例 , 寄生 虫 な し 。 


2 の Cc の 6C2422 7 を 72C2/2/24772 
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ウミ ウ : 1 例 , CozZzZcZcz422 SZZCZ6ge7%22 (Rud. 1809) 
Railliet et Henry, 1912, 10 隻 , 7zczzzS s の . 1 隻 。 

ヤマ バト : 4 例 , 全 例 に gz7zg sp. 多数 , その 1 
例 に 線 虫 5 隻 。 

キジ バト : 1 例 , 寄生 虫 な し 

セグ ロカ モメ : 1 例 , 条 虫 , 数 条 。 

カモ メ : 1 例 , eo77S 27, Yamaguti , 
1935。 

ニコ ジュ ケ イ : 18 例 , 
(Gmeiin, 1790). 

ムササビ : 4 例 , 全 例 に S2zzxzg sp. 多数 , その 中 
の 1 例 に 条 虫 2, 3 例 に SyZgczg sp. 極め て 多数 , 他 
の 1 例 に は 7Zczzzs sp. 及び ア sez4d9/7 の 22 の S 7224S の S77 
Yamaguti, 1941, 1 隻 , (腹部 皮下 ) 。 

キツ ネ : 1 例 , 7ozocgzZ cg77 (Schrank, 1788) Bru- 
mpt, 1927,。 1 和 隻 , 条 虫 2 条 。 

ドブ ネズ ミ : 2 例 , 寄生 虫 な し 。 

以上 の 如く で あつ た 。 と の 中 に は 材料 が 
定 不能 の も の も ある 

種 同定 は 館 門 北大 教授 山下 次 郎 博士 に より 行わ れ 


その 2 例 に 太 /e72zs gg 放 2e 


な つて 同 


38. 條 虫 占 の 組織 化学 的 研究 (フォ ス 
ファ ター ぞ の 分 布 ) 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
松下 文雄 ・ 有 岡 杜 ・ 松 岡 弘 
Histochemical studies on the cestodes 
(Distribution of Phosphatase) 
FUMIO MATUSITA, HISASI ARIOKA, 
HIROSI MATUOKA 
無 釣 条 貝 , 葉状 条 貝 , 選 平 条 良 の 3 種 に つい て 「 ア , 
フ 」 は 武内 , 字 都 宮寺 の , Mo フ 」 は 武内 , 田上 の 方 
法 を 用 いて その 分 布 を 検索 し た 
か (が は 無 釣 条 へ て は 角度 層 に 於 ける 反応 強く 
角 は 下層 で は 軽度 , 体 筋肉 系 で 可 成 り 強く 。 提 管 素 は 
末 模 の 毛細 管 か ら 集合 管 に 至る ま ご 中 等 度 の 陽性 反応 を を 
示す 。 葉 状 条 虫 で は 角 皮 上 層 で は 反応 弱く , 基底 膜 及び 角 
皮下 層 に 強い 陽性 反応 存在 し , 体 肉 組織 に は 中 等 度 , 排 
洪 管 了 で は 総 て 強い 陽性 反応 を 示す 。 扇 平 条 虫 に 於 ける 
所 見 は 葉状 条 虫 に 於 ける 分 布 と 略 々 一 致す る 。 
「 酸 , フ 」 の 分 布 は 無 釣 条 虫 で は 角 皮 上 層 に 極め て 強く 
角 皮 下層 で は 極 く 軽く , 排 港 管 系 で は 集合 管 と 淡い 陽性 
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反応 を みる 。 葉状 条 了 虫 で も 角 皮 上 層 , 基底 膜 に 弱い 反応 を れ , 172 時 間 後 ? 1 虫 卵 が 検出 され た 。 一 方 
認め , 排 洪 管 に 中 等 度 の 陽性 反応 を みる 。 選 平和 休 虫 で は Pe ら 摘 出し た 幼虫 体 を マウ ス 腹部 皮下 に 挿 
角 皮 層 の 反応 強く , ダ 基底 膜 及び 角 皮 下層 こも 可 成り 強 た 実験 で は 次 の 結果 を 得 た 。 但し 120 時 間 以後 の 虫 
い 反 応 存在 する 。 排 管 未 で は 集合 和 こと 弱い 陽性 反応 を Ne ょ 為 頭 部 か ら 約 1 cm で 切断 その 切断 片 を 挿 


) か あ = 


認め る 。 レ た 。 
以上 の 如く 条 虫 類 に 於 て は 全般 的 に 。 「 ア , フ ] 分 布 > 
は 広 乱 な 部 位 に 証 る に 反し , 「 酸 , フ 」 の 分 布 は 極め て に よ で 0 Plerocer の まい 
和 局 され て いる 。 之 を 先 に 報告 し た 銅 由 の phosphatase 間 日 数 生 
分 布 ^ と 比較 すれ 両 phosphatase は 両者 で 正反対 の 
か 布 相 を 示し , 肝 双 は 両者 の 中 間 に 位 す る か の 如く 考え 
られ る 。 然し 生 ら 吸収 作用 は 3 者 と も 「 酸 。 フ 」 を 主 と 
し 「 ア , フ 」 を 副 と し て 行わ れ , 排 洪 作 用 に 虹 で は 
の o 才 re 
「 酸 , フ 」 も 関 全 し て いる と 考え られ る 。 
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33. マン ッ ン 裂 頭 條 是 に 関す る 研究 (2) (3) 10 
絡 宿 主 に 於 ける 発育 及び 発育 途上 の 13 (2) 10 


虫 体 の 第 二 中 間 宿 主 え の 挿入 実験 14-15 (4) 10 
16>18 (4) 14 





SQ は の ぐ 6 の の CO ロビ 


ョ ー 
トー】 





昭和 医科 大 学生 物 学 教室 
高橋 剛 男 ・ 於 田 和 光 


19 王 20 (4) 10 
21…22 (4) 13 





Studies on の めん y0 の og が 2 ZS の 77. ( 2 ) 24 (4) 13 


Development in final hosts and insertion 25-26 (3) 13 





test of developing worms into mice 
TAKEO TAKAHASHI, WAKO ODA 


| らら らら の 6 らら どの の い 5 C5 ト 5 〇 の ゆい 


144 27-29 (3) 11 





192 30<31 (3) 11 0 


実験 的 に マウ ス に 寄生 せしめ た の . zzzsozz の Ple- 
rocercoid を 犬 に 経口 投与 し , 一 定時 間 毎 に 章 検 し 虫 体 ーー て 体 数 * 頭 部 か ら 約 1cm の 幼 
1 


の 発育 を 追跡 する と 共 邊 , 出し た 上 枯 を 再び マウ ス 皮 
下 に 挿入 し その 変化 を 観 窪 し た 。 犬 に 経口 投 手 され た 即ち 終 宿主 消化 管内 で の 経過 時 間 ( 終 宿主 滞在 時 間 ) 
Plerocercoid は 30 分 乃至 1 時 間 で 胃 か ら 十二指腸 へ 移行 が 0.5 -48 時 間 で ご は, その 一 部 が Plerocercoid に 復元 
し , と の 間 Plerocercoid は 体 の 前 間 で 離 断 , 変形 し , し, 他 の 一 部 は 挿入 時 の 幼虫 体 の 形態 の ま ゝ 生存 は 月 
0.5 mm 内 外 の 幼虫 体 (仮称) と な つた 。 と の 幼虫 体 は 壊 表 収 さ れ た 。 前 者 と 後者 の 同定 は 頭 部 吸 溝 の 有 無 及 石 
Plerocercoid の 年 令 , 大 き さ に は 関係 な く 同形 同 大 で あ 灰 小 体 の 分 布 に より 行 な つ た 。 と の 結果 は 次 の 8 つ に 分 
り , また 残さ れ た 体 の 後半 は 崩壊 消失 し た 。 十二指腸 類 さ れる 。 (1 ) Plerocercoid に 復元 する 。 (2 ) 挿入 
毛 中 に 潜入 し た 幼虫 体 は 時 間 の 経過 に 従い 消化 管 を 下降 時 の 形態 の ま ゝ 生存 する 。 (3) 崩壊 吸収 さき れる 。 と れ 
レ 下 表 (指標 は 体長 ) の 如き 急速 な 発育 を た 示し た 。 ら を 決定 する 要因 の 1 つと し て 終 宿主 消化 管内 消 在 時 間 
著 明 な 形態 変化 と し て は 投与 24 時 間 後 に 頭 部 の 吸 溝 , が 関係 する も の と 思わ れる 。 
96 時 間 後 に 体 節 構造 , 144 時 間 後 に 子宮 の 分 化 が 認め ら 











時 間 (時 ) 24 48 72 96 20 128 144 172 1 弱 各 





標 本 平 均 (Gmm) 1.4 1.7 5.8 11.9 48.5 46.0 223.5 105.0 203.3 288.8 
不 偏 分 散 人 、 和 6.4 28.1 495.3 538.1 589.7 190.0 353.4 759.9 
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40. 條 虫 免疫 の 研究 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄 生 虫 学 教室 
山田 俊 大 郭 


Studies on the tapeworm's irmmunity 
SHUNROKURO YAMADA 


A ) 各種 条 虫 (の 0o7ZZZz 22 の so27, の めん 77 
cg222222。 万 ye の 6 の 7S 2) (に つい て 忠 体 成分 及び 飼 
育 液 の 交叉 免疫 を 行い 次 の 成績 を 得 た 。 

1) 各種 条 虫 体 成分 間 に 共 通 抗原 が 存在 する 。 

2) 各種 条 虫 飼育 液 間 に は 共通 抗原 と 特異 な た 成分 と が 
含ま れ て いる 。 

3) 各種 条 虫 体 成分 免疫 血清 に 対す る 各種 条 虫 飼育 液 
の 沈降 反応 の 結果 は 相当 する 条 虫 及び 飼育 液 間 に 強く 反 
応 し , 異種 の それ 等 の 反応 は や ゝ 紛 い 。 

4) 各種 条 虫 飼育 液 免 疫 血 清 に 対す る 各種 条 虫 体 成分 
の 沈降 反応 の 結果 は 同種 , 異種 と を 問わ ず ー 様 な 反応 を 
示す 。 

B) マン ソン 贅 頭 条 虫 と 艇 少 条 虫 に つい て 反応 の 場 
と 吸収 試験 を 行い 次 の 様 な 結果 を 得 た 。 

1) 両 種 条 虫 抗原 と 和 蛋白 分 軍 は 東 体 抗原 免疫 血清 の 4 
倍 稀釈 以上 の 所 に 抗原 過剰 と 思わ れる 抑制 作用 が 現れ 反 
応 の 場 は 短 形 で は な い 。 

2) 虫 体 抗原 免疫 血清 に 虫 体 抗原 の トリ プシ ン 消 化 友 
び 熱 処理 し た も の は 飼育 液 と 共に 逢 形 の 反応 の 場 を 示 
す 。 

3) 虫 体 免疫 血清 を 虫 体 抗原 で 吸収 する と 飼育 液 と 反 
応 し な い が , 飼育 液 で 吸収 し た も の に は 下 体 抗原 と 同様 
な 反応 の 場 が 見 られ る 。 

* 詳 細 は 岐阜 医 紀 , 4 巻 。 を 御 参照 下さ い 。 


\ 


41.[ い た ち | よ 5 得 た る 多 頭 虫 に 就 
いて 
鹿児島 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
神 田 紀 栄 


On czz7oce カ 22 found in fiSher 
。 YAEI KANDA 


昭和 82 年 1 月 まで に 鹿児島 県 産 い た ち 59 頭 を 章 検 其 の 
消化 管内 肥 腹 腔 大 網膜 より 成虫 及 被 杏 幼虫 を 得 特に 大 網 
中 で は 一 定 の 発育 経過 が 見 られ た 。 調査 成績 , 調査 頭数 
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59 頭 中 寄生 せる も の 27 頭 47.7 多 寄生 部 位 腸管 内 9, 大 
網膜 197, 1 頭 当り 寄生 数 は 最小 3 最大 67 で あつ た 。 腸 
内 の も の は 何れ も 成 部 中 で 大 網膜 中 の も の は 被 要 幼虫 及 
成虫 で 中 1 匹 の 成虫 は 腹腔 側 よ り 腸 壁 内 に 虫 体 を 宰 入 き 
せ て 居 た 。 卵 は 腸 内 容 ょ り 精 査 する も 検出 し 得 ず 。 大 綱 
に 於 ける 包 裏 幼虫 の 発育 状態 は 其 の 大 き さ 及 形態 に ょ り 
異 り 叱 れ を 次 の 如き 2 分 し た 。 1 は 外 型 椿 円 形 を し て 未 
だ 井 中 の 虫 体 別 然 と せ ず 史 の 頭 部 及 預 部 が 了 虫 体 の 大 部 分 
を 占め , 史 妥 部 は 細長 い 釣 を 有 し 頭 部 は 球状 で 太い 釣 を 
有 レ コル ベン 状 に て 虫 体内 に 評 入 する 。 2 は 包 斉 中 より 
移 預 部 突出 , 部 中 に 商 頭 部 が 評 入 する も 内 部 構造 も 発 
達し 雌雄 も 判別 し 得る 。 更に 部 より 了 頭 部 突出 し 包 
の ま ゝ 完全 成 上 化す る 。 次 いで 包 斉 脱皮 し 完全 成虫 化す 
る 。 成虫 化 せ る る の は 1 匹 に 見 られ た る 如き 腹腔 側 よ り 
腸 壁 を 宰 入 し 腸 内 に 入る も の と 思わ れる 。 
腸 内 成虫 雄 は 長 6.2 て 18mm, 巾 0.98 て 1.8 で は 
球状 。 釣 数 は 40ー44 列 。 1 列 10ー12 ケ で 部 は 短く 44 列 
1 列 2 ヶ ケ で 頸 部 を 区 別 し 得 な い も の も 有る 。 史 輔 は 長 
0.9 ~0.94mm, 巾 0.27~ て 0.5 mm。 垂 根 は 屈曲 蛇行 し 
長 2 と 4mm, 巾 0.6 て 0.8 mm で 内丸 を 越え る 。 セ メ 
ント 腺 は 4 本 で 根 棒状 後 麟 丸 に 達する 。 案 丸 は 円 形 は 
棒 円 形 で 長 0.82 て 0.95 mm, 巾 0.19 て 0.61 mm。 雌 は 長 
2.5 , 市 1.1 ー1.5 mm で 史 は 頭 部 と 用 部 と に 区 別 さ れ 
る 。 釣 数 は 頭 部 26ー30 列 , 1 列 18 て 15。 部 は 28~82 
列 , 1 列 8~10, 除 輔 は 長 1.8 , 巾 0.43mm で 垂 根 は 蛇 
行 。 長 2 > 4 mm。 卵巣 は 浮 洪 卵 巣 で ある 。 卵 は 68.4 
72.7z 仔 昌 は 88.5 て 12.8X17.14 で ある 。 

他 虫 と の 比較 に 於 いて 雌雄 史 型 釣 数 が 異 る と と 及び 大 
網 中 に 於 いて 被 要 幼虫 の 発育 が 行なわ れる 事 と 就 いて 差 
異 が ある 。 


42. og の 277s 7 を e の 27(TADANO) の 
排 港 分 泌 系 統 の 発生 学 的 研究 
岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
小林 瑞穂 ・ 岩 田 繁 夫 
Embriological studies on the secretion and 


excretionsystem of gz の 772S 7&e22 
MIzUHO KOBAYASHI. SHIGEO IWATA 


22 が 2s egg7 和 を 区 20 培 地 で 培養 し その 排 浴 , 分 泌 
系 統 を 発生 学 的 に 観察 し 次 の 様 な 結果 を 得 た 。 
1) 頭 腺 は 初期 幼虫 時 に 単 胞 状 腺 で ある が 次 第 に 変化 
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し て 2 対 の 頭 腺 を 形成 し , 開口 部 は 口唇 乳頭 の 附近 で あ 





2) 天 腺 の 原 基 は 神経 輸 後方 の 腹 位 に あつ て , 後 体 の 
後方 に の び 腸 始 部 まで 達する 。 開口 部 は 食道 腔 に 通 ず 


る や o 


3) 食道 腺 は 各 8 ケ の 原 基 か ら 形 成 さ れ , 食道 弁 を 包 
む 様 な 形態 に な り , 食道 球 を 形成 する 。 双 特 別 な 開口 部 
は も た な い 。 

4) 排 洪 系 は 2 原 基 性 で Carring cell layer の 原 基 
は 神経 輸 人 後方 の 角 皮 下層 に 接する 巨大 細胞 で ある 。. 叱 の 
細胞 が 分 裂 増殖 し て , 排 浴 管 , 排 港 裏 及び 側 管 と その 周 
囲 組織 を 形成 する 。 更 に と の 側 管 と その 周囲 組織 は 角度 
下層 起 原 の Suspensory cell layer と 組織 的 に 結合 し 
て , 所 主 古 系 の 排 浴 系 を 形成 する 。 


43. 銅 是 体腔 液 に よる Arthus 現象 の 
末 本 白血球 像 に 就 て 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
山 本 好 明 


On the infuence of the Arthus phe- 
nomenon due to body fid of 
scgzs upon the blood picture 

YOSHIAKI YAMAMOTO 


遇 昌 体腔 液 0.1 cc を 10 日 乃至 3 週間 の 間隔 を 以 て 家 兎 
に 反復 皮 内 注射 を 実施 すれ ば , 初回 注射 に よ つ て は 局所 
反応 を 示さ な い が 第 2 回 或 は 第 8 回 以後 の 注射 に より 局 
所 に 毎 常 顕著 な 出血 斑 が 認め ら れ Arthus 現象 が 惹起 
され る 。 と の Arthus 現象 に 於 ける 白血球 像 の 変動 を 師 
求 し た 結果 は 次 の 通り で ある 。 検査 は 注射 直前 , 1 時 則 
後 , 8 時間 後 及び 24 時 間 後 に 行 つた 。 

1 ) 白血球 数 は 増加 する 。 

1 時 間 後 最高 を 示す 場合 及び 尊 次 増加 する 場合 が 多い 
が , 1 時 間 後 一 旦 減少 し て 第 増加 する 場合 も ある 。 稀 に 
注射 後 不変 又は 軽微 の 減少 を 示す 場合 が ある 。 

1 ) 好 酸 球 は 減少 する 。 

1 時 間 後 一 且 増 加 し 其 後 減少 乃至 消失 する か 或 は 1 時 
間 後 より 減少 乃至 消失 し, 24 時 間 後 に は 殆 ん ど 常 に 注射 
前 に 比べ て 減少 し て いる 。 

) リン バ 球 は 減少 する 。 

滞 浅 する 場合 が 多く , 1 時 間 後 増加 し 後 減少 する 場 
合 , 1 時 間 後 減少 し て 後 増加 する 場合 及び 不変 の 場合 も 
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みち られ る 。 

WV) 好 中 球 は 増加 する 。 

滞 次 増加 する 場合 及び 1 時 間 後 最大 値 を 示し 後 汰 減 す 
る 場合 が ある 。 

以上 の 変化 は Arthus 現象 の 強弱 と 関係 し な いよ うに 
思わ れる 。 双 初 回 体腔 液 注 射 に ょ る 白血球 像 も ほ ゞ 同様 
の 変化 を 示す 傾向 が ある 。 


44. 駐 昌 体 腔 液 の 蛋 自 成分 に 関す る 研 
究 (1 ) 濾紙 電気 泳動 像 に つい て 


順天堂 大 学 薬理 学 教室 
板東 丈夫 ・ 下 康 度 


Studies on the protein in the perienteral 
fuid of 4scgzs szZ (1) The 
proteinogram by paper electrophousiS 
TAkEO BANDO, YAsuo SHIMO 


咽 虫 代謝 の 生理 的 意義 に お いて も , また 駆 眼 薬 の 作用 
の 現われ る 場 と し て の 意義 に お いて も を 体腔 液 は 一 つの 興 
味 あ る 対象 で ある 。 演者 等 は , この 体腔 液 中 の 和 蛋白 成分 
の 研究 を 行う に 当り 濾紙 電気 泳動 法 を 用 い , 若干 の 興味 
ある 成績 を 得 た の で 疲 に 報告 する 。 

虫 は 豚 上 虫 を 用 い , 届 場 より 持 帰 つ た 当日 の も の の 
み を 実験 に 供し た 。 雌 の 体長 約 30 cm の も の を えら び , 
先 づ Locke 液 で 十分 に 洗 敬 し た 役 更 に 蒸溜 水 で よく 洗 
い , 濾紙 を も つて 体 表 面 の 水分 を 除去 し た 。 次 に 体腔 液 
の 採取 の た め に 尾 端 に 近く 生殖 器 の 存在 し な い 部 分 に お 
いて , 側線 に 沿い 約 1 cm の 縦 の 切開 を 行い , 流出 する 
体腔 液 を 試験 管内 に 採取 し た 。 体腔 液 は 淡 殴 色 乃 至 淡紅 
色 透 明 で あつ て , 混濁 の 生じ た も の は 用 いな か つた 。 

電気 泳動 は 小林 式 濾紙 電気 泳動 装置 を 用 い , 7 mA. 
200 Volt の 定 電流 を も つて 行 つ た 。 緩衝 液 は Veronal 
Verona1 Na 液 (pH 8.6, Ion 強度 0.005 ) と 鐵 酸 緩 
衝 液 (pH 8.0 Ion 強度 0.106 ) の 2 種 を 試み た 。 浜 動 
時 間 は 前 者 を 用 いた 場合 は 2 時 間 と し , 後者 を 用 いた 
合 は Y 時間 と し た 。 濾紙 は 東洋 濾紙 No. 51, Schleicher 
& Schll No. 2043b, Whatman No. 1 の 3 種 を 使用 し 
染色 液 に は 蛋白質 検出 に Amidoschwad 10B, 多糖 類 
(に Schi 試薬 , 脂質 に Sudan Black B を 夫々 用 い 

以上 の 濾紙 と 緩衝 液 と の 種々 の 組合 わせ に よ つ て 得 た 
成績 は 略 近 似 し 稿 々 満足 すべ き 結 果 を 得る 事 が 出来 た 。 
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酸 緩衝 液 の 場合 は Veronal 緩衝 液 の 場合 に 比 し 各 分 
入 の 分 離 が 十分 で な か つた が , 東洋 濾紙 No. 51 を 用 い 
た 誤 動 像 に お いて は 陽極 側 か ら 数 えて T, , 胃 の 8 個 
の 著 明 な 峰 が 認め られ , 更に 1 の 陽極 側 に 1 個 と 一 四 
の 間 に 1 < 2 個 の 小峰 が 認め られ た 。 

Veronai 緩 衛 液 の 場合 は 分 離 が 良好 で 東洋 濾紙 で 8 個 
Whatman 又は Schleicher & SchGll の 濾紙 で 4 個 の 
医 を 認め た 。 

各 分 社 の 量 的 比較 を 行う た め に 鐘 酸 緩衝 液 と 東洋 濾紙 
を 用 いた 場合 の 定量 曲線 か ら 3 個 の 著 明 な 峰 を 中 心 と す 
る 偽 玉 に つき 面積 比 を 計算 する と , 1 女 太 三 62.64 土 
3.41 (%) 分 玉 王 18.04 土 0.73 (2) 中 分 宮 王 19.82 
士 1.96 (%) で あつ た 。 こ と れ ら の 衝 分 謀 の 本 体 は 直ちに 
知る べく も な い が , 1』/I 士 IIT の 面積 比 は 1.7 で あつ て 
と れ を Cavier に よる Albumin/Globulin 比 の 1.8 と 比 
較 し 稽 ぇ 近似 し た 値 を 得 た 。 こ と れ ら 作 分 社 の 化学 的 性 状 
に つい て は 種々 の 方 法 に よ つ て 目下 検討 中 で ある 


45. 虫 の 飼養 液 , 体腔 液 中 に な ける 
脂 酸 ア ン ビン モ ニア 及び アミ ノ 酸 の 
定性 並 に 定量 的 研究 


東京 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
上 野 芳 夫 

順天堂 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
板 東 丈 夫 


Quantitative determination of fatty acids, 
armmonia, and amino acids in the culture 
medium and the perienteric Huid 
of 4scZzs sz 
YOSHIO UENO, TAKEO BANDO 


功 に お ける 物質 代謝 を 検討 する 目的 で , その 代謝 産 
物 と し て , 脂 酸 , anmonia, 及び amino 酸 を えら び 
飼養 液 及び 体腔 液 こ つい て それ ら を 定量 的 に 検討 し た 。 

飼養 液 は 微生物 の 影響 を 除く た め に Locke 改変 液 に 
Peniciliin 10 V/cc, Streptomycin 507/cc, 及び Dehy- 
droacetic acid 207/cc を 添加 し た 。 顕 虫 10 匹 を 1 群 と 
し 1 距 づつ 200gc の 82 で 飼養 液 中 に 入れ 24 時 間 毎 に 飼 
養 液 を 更新 し た 。 

飼養 液 よ りこ れ ら 代謝 産物 を 分 離す る に 当り ion exc- 
hange resin を 用 いた 。 即ち Amberiite TR120 (H 
型 ) 吸着 部 より amino 一 酸 及び Ammonia を えた 。 他 
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方 その 流出 部 を 同じ く エ 民 -400 (O 吾 型 ) に 通じ て そ 

の 吸着 部 より 脂 酸 を えた 。 

揮発 性 脂 酸 の 定性 に は と れ を Hydroxamic acid と し 
て Paper Partion chromatography に より 分 離し 
(Amylalcohol : Formic acid : HO 三 1 : 1 :1), 1 

2 Fecl,。 に より 旦 色 せしめ た と ころ 素数 0 より C。 
迄 の 各 脂 酸 が 検出 され た 。 次 に と れ ら を 濾紙 より 沙 出 し 
lodine に て 酸化 し eee acid を diazo 化し g- 
Naphtylamine と 結合 せしめ て 5320 mz に て 比 色 定 量 

し た 。 和尚 発 色 は 室温 に て ieuia 激 に まし , 1 時 間 以 
上 安定 性 き Mk pH 8 に お いて 最高 の 吸光 を 示し た 。 
と の 方 法 に より 脂 酸 0.5 て 5.0 7 に お いて 充分 定量 可能 

で あつ た 。 

句 虫 の 飼 we こ お け る 各 揮 発 性 脂 酸 の 定量 結果 C, 
17。12,C。 16,C。 4.2 , C。 5、2 多 , Cs 40.0%, C。 
16. AN Buednig の えた 結果 に 比 し C, の 量 が 
多い の を み と め た 。 

Ammonia の 定量 に は Nessler 法 及び 赤松 法 を 併用 
し た が , 100 g 当 り Ammonia-N 量 と し て 1.5 て 2。2 mg 

Amino- 酸 に つい て は 2 次 元 PPC に より Aspartic acid, 
Glutamic acid, Asparagine, Alanine, Cystine, GIY- 
cine, Phenylalanine, Serine, Threonin, Vaine の 10 
種 を えた の で とれ を D NP 化 し 同様 に 2 次 元 PPO (nr- 
Butanol-NHOH : 1.5M Phosphate BufferpH6) に 
て 分 離し 860 mz に て 比 色 する と Aspartic acid, Pheny- 
lalanin, Threonin が 多く 見 出さ れ た 

次 に 体 膝 液 中 ci C」 て Cs の 全 近 人 性 脂 酸 を え 
た が その 量 的 割合 は ト り 変化 の 多い も の で あつ た 
0 こつ いて column ed 
を 用 い succinic acid の 存在 を た し か め た が , Keto- 酸 
(に つい て も 2, 8 の も の を えた 。 

体 膝 液 中 の Amino- 酸 の 種類 に つい て は 飼養 液 と 比較 
し て Asparagine を 欠き , Leucine, Tyrosine が 新た 
に 認め られ た 。 商 Ammonia-N 量 は 180 <220 7/cc で 
あつ た 。 

以上 普 虫 の 飼養 液体 膝 液 こ つい て 定量 的 研究 を 行 つ た 
が 飼養 日 数 の 経過 に 伴う 量 的 変動 に つい て 両者 を 比較 す 
る と Ammonia に つい て は 並行 的 関係 を えた が 他 の 2 
者 に つい て は 必ず し ゃ 一 数 し な か つた 。 


46. 示 読 中 止 
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47. 豚 遇 下 卵 痢 白 膜 に 対す る 胆汁 及び 
細菌 の 影響 に つい て 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
中 山 夕 = 子 


Effezts of bile and enteric bacteria on the 
protein coat of 4scgzs sz72 ova 
KUNIKO NAKAYAMA 


豚 虫 子宮 下部 2 cm の 部 位 ょ り 普 通 の 操作 で 取出 し た 
更 卵 を , 濃度 7522 以 上 の 豚 胆 汁 に 浸漬 (30'C に 保存 ) す 
る と , 24-48 時 間 で 蛋白 膜 は 融解 除去 され 始め , 72>96 
時 間 で すべ て の 下 卵 の 属 自 膜 が 完全 に 除 夫 され て し まう 
と いう 現象 を みた の で , その 機 序 を 追求 し た と と ろ ,。 種 
興味 ある 事実 を 得 た の で , と ゝ に その 概略 を 報告 し 


か > 


1) 豚 遇 虫 卵 を 子宮 ょ り 無 菌 的 操作 を 行う こと な し に 
取出 し て , これ を 高圧 滅菌 し た 豚 胆汁 に 浸 潰す る と , 胆 


填 中 に 細菌 が 繁殖 し , それ と 平行 し て 蛋白 膜 は 融解 除去 

され る 。 と の 虫 卵 浸漬 液 中 ょ り 毎 回 微生物 の 分 離 培養 を 
行い その 性 状 を 調べ た が , 貝 卵 の 取出 し 操作 及び と の 菌 
の 性 状 か ら み みて, 豚 の 腸 内 より 由来 し た も の と 考え られ 
る 。 

2) 豚 馴 虫 の 虫 体 を 水道 水 で よく 洗い , 次 いで 3 万 倍 
マー ゾ ニ ン 激 菌 燕 溜 水 で 2 回 , 減 菌 食塩 水 で 2 回 洗い , 
この も の か ら 無 菌 的 に 取出 し た 豚 虫 卵 を , 高圧 滅菌 豚 
胆汁 2 cc に 浸 潰し 更に , 前 記 の 分 離 培 養 菌 1 白金 耳 を 加 
えて 30'O に 保存 する と , 48~72 時 間 で 完全 に 蛋白 膜 は 
槍 夫 され る 。 (使用 し た 銅 虫 は 生き た も の で , 体 腔 液 の 
記 潟 は み ら れ ず 腸 管 を 損傷 する と と も な か つた 。 ) 

3) 2) と 同様 に 無菌 的 に 取出 し た 虫 卵 を 高圧 滅菌 豚 腸 
祉 に 浸漬 し , と れ に 菌 を 加え 入場 合 は , 4 週 を 経過 し て 
る ゃ 衝 白 膜 は 除 到 され な か つた 。 と の と き 上 下 卵 の 内 容 は す 
べ て 仔 虫 を 形成 し て いた 。 

4) 2) と 同様 に 無菌 的 に 取出 し た 東 卵 を ブイ ョ ヨン 培地 
に 浸漬 し , 分 離 菌 を 1 白金 耳 加 えた が , 30 で で 2 週間 を 
経過 し て る 衝 白 膜 は 除去 され な か つた 。 

5) 2) の 場合 , 濃度 100 %ー75 多 の 豚 胆汁 を 使用 す 
る と 4872 時 間 で すべ て の 虫 卵 の 蛋白 膜 が 完全 に 除去 さ 
れ , 濃度 502% で は 4 週 経過 し て は じ め て 除去 され , 濃度 
25 多 以下 で は 4 週 以上 経過 し て も 除去 る されない 。 こ と れ か 
ら み て 豚 咽 取 卵 重 白 膜 の 融解 除 去 に は 一 定 濃度 の 豚 胆汁 
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と 上 記 分 離 菌 が 必要 で ある と 考え られ る 。 

6) 衝 分 離 菌 の 性 状 は グラ テム 陰 性 の 本 菌 で , その 人 性状 
か ら み て , 夫々 腸 内 細菌 に 属す る も の で あり , その 由来 
は 虫 の 虫 体 に 附 着 し た 豚 の 腸 内 細菌 が , 子宮 より 取 卵 
を 取り 出す と き 忠 卵 に 附 着 し た も の と 推定 され る 。 とれ 
等 各 分 離 菌 に よる 和 蛋白 膜 除去 時 間 は 48<72 時 間 で ある 。 


48. 遇 是 卵 の 発生 に 任 ぅ 酸素 
清 費 に つい て 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
柳沢 十 四 男 
Oxygen uptake of Ascaris ova at various 


stages of their development 
TOSHIO YANAGISAWA 


近 時 殺 卵 剤 の 研究 が 盛 に 行わ れ , 寄生 和 虫 卵 の 生理 的 知 

が 強く 要望 され て 来 た 。 筆 者 は 顕 虫 卵 の 呼吸 代謝 の 基 
磯 的 研究 と し て 単細胞 期 及 び 発生 各 期 に 於 ける 酸素 の 消 
費 量 を 測定 し た 。 

豚 釧 虫 子宮 未 部 の 受精 卵 を 採集 , 之 を 瓦 培養 法 に より 
80'C, 水 に て 培養 , 一 定時 間 培 養 後 虫 卵 を 30 antifor- 
min に て 除 和 蛋白 膜 し , 水洗 後 Warburg 検 圧計 に て Os 
消費 を 測定 し た 。 容器 容量 は 18ー20ml 測定 容器 に は 由 
卵 浮 済 液 2.0 ml, 緩衝 液 1.0 ml を 主宰 に , 15% 表 O 耳 
液 を 中 心 井 に 加 え , 貝 卵 除外 液 の thermo-barometer を 
用 いた 。 測定 条件 は 振 毎 分 100 回 , 30 で , 38O ( 仔 
期 の み ) に お いて 8060 分 間 測 定 し た 。 

実験 に 供 す 可 き 到 卵 数 は 100 万 個 以下 で は O。 消費 の 
少な い 時 期 単細胞 期 仔 虫 期 800C) で は 測定 不能 の 為 
100 万 て 1000 万 個 の 虫 卵 を 含む 2.0 ml の 浮 渡 液 を 用 い 
た 。 緩衝 液 は McIlvaine の 液 で pH=4.0 , 5.0 , 6.0 , 
7.0 の 夫々 に 訟 て O。 消費 を 比較 する も 差 が 認め らち れず 
CO 排出 測定 を 考慮 し て pH 三 5.0 を 用 いた 。 

虫 卵 数 は 測定 後 比重 約 1.100 の 藤 糖 液 に 浮 灘 させ 注射 
器 に て 吸 ひ 上 げ 1 滴 (41 滴 一 0.5 mj) 中 に 含ま れる 帳 
卵 数 より 換算 々 出し た 。 下 卵 乾 燥 量 は 重量 既知 の ガ テ ス 
filter (mesh 30z 以下 ) に 東 卵 を か け 120 '"C, 1 時 間 乾 
燥 後 笠 量 み ょ り grass 名 ter の 重量 を 引い て 算出 し た 。 

子宮 内 ょ り 採 集 し た 直後 の 息 卵 の O。 消費 量 (4』/100 
万 個 /hr.) は 12.5Al, 以後 培養 時 間 の 経過 と . 共 に 滞 滅 レ 
40 時 間 後 に は 約 5.0 A』 を 示 し た 。 取 卵 々 細胞 の 分 裂 と 共 
に Oz 消費 は 潤 次 増加 し 8 ~14 日 培養 昌 卵 で は 発生 中 の 
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に 伴い 再び 潤 減 し 培養 25 日 虫 卵 で は 約 2.0 刀 の 0 消費 
を 示す に 過ぎ な い 。 以後 培養 79 日 迄 殆ど 変化 な く , 1.5 
ー2.0 Al の 低い 消費 で あつ た 。 

塔 養 15 日 及び それ 以後 の 培養 虫 卵 を 37C に て 測定 する 
と 80'C ょ り 高 い 消費 量 を 示し 15 日 で 約 24Al 以後 潤 次 増加 
25 日 虫 卵 で は 最高 値 8841 を 示し た 。 以後 再び 洒 減 し 45 
日 培養 点 卵 で は 18A』 で あつ た 。 必 後 O。 消費 は 殆ど 変化 
を 見 せ ず 79 日 塔 養 束 卵 で も 約 12gl の O。 消費 が 認め ら 
れ た 。 

引続き 単細胞 虫 卵 の 培養 に 伴う O。 消費 の 減少 , 仔 虫 
期 虫 卵 の 37 で , 30'C と の 呼吸 系 の 比較 等 検討 中 で あ 
る 。 


49. 環 下 の 和 代 謝 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
藤本 滋 ・ 内 田 健一 ・ 必 田 野 邦 和 


Studies on phosphorus metabolism of Ascaris 
SIGERU FUJIMOTO, KENICHI UCHIDA 
KUNIKAZU HADANO 


. 我々 は 先 に 放射 性 同位 元素 P* の 顕 虫 体内 分 布 を Au- 
toradiography に 依り 検討 し た 。 今回 は 虫 の 焼 代 謝 に 
就 い て 検索 し た その 成績 を 報告 する 。 

実験 材料 : 豚 題 虫 雌 を 用 い , 1 隻 当 り 20cc の 0.9 多 食 
塩水 を 以 て 飼養 し 3Y で に 保温 , 飼養 液 は 毎日 交換 し た 。 
実験 方 法 : 採取 直後 及び 飼育 1 日 目 よ り 6 日 後 迄 毎日 一 
定時 間 に 1 群 の 上 虫 (10 隻 宛 ) を 0 'C で homogenize し 
homogenate の 総 燃 及び Schneider 法 に よる 盆 罰 即ち 
酸 溶性 焼 。 リポ イト 灯 , 残余 燃 (核酸 燃 及 び 和 蛋白 灯 ) を 
得 , 湿性 灰 化 し , 次 で Allen の 法 に 依り 光電 管 比 色 計 
を 用 い 燃 量 を 求め た 。 P*? は 0.9 多 食 塩水 で 1ac/0.1ml 
に 稀釈 し 前 報 の 如く 鯛 虫 体腔 液 中 に 注入 , 1, 6, 12, 
24, 48 時 間 後 に 1 群 10 隻 宛 の homogenate を 湿性 灰 化 
後 。 マグネ シブ 混 液 法 に より 試料 を 作製 , Tracerlab 製 
Geiger-MGller Counter で 線量 を 測定 し た 。 実験 成 
績 : 豚 題 虫 の 燃 量 は 151 7/100mg で 飼養 6 日 後に は 94 
77100mg と 凡 て 直線 的 に 減少 する 。 酸 溶性 燃 は 837ー66 
7 有 H00mg と 極め て 緩徐 な 減少 を 示す 。 一 方 残余 燃 は 30 
7/100mg の も の が 3 日後 は 207/100mg, 3 日 後に は 16 
7100mg と 半減 し , リポ イド 焼 も 387/100mg より 4 日 
後に は 半減 し て 197/100mg と な り , 何れ も 減少 速度 





最高 値 約 18 こ 20Al を 測定 し 得 た 。 以後 培養 日 数 の 延長 
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は 酸 溶性 炎 に 比 し て 大 きい 。 各 分 太 の 経時 的 消長 に 偏差 
が ある 点 は 鐵 酸 代謝 殊 に 之 に 随伴 する 体内 代謝 の 特異 性 
を 示唆 する も の で , 本 実験 の 如き 無機 質 以 外 の 栄養 素 の 
充足 を 行わ な い 場 合 に 於 て も 主として 力 源 代謝 の 動向 を 
示す と 見 られ る 酸 溶 性 燃 は 疾 実験 当初 の 準 位 より 急落 せ 
ず 。 即 ち 本 代謝 が 他 の 二 者 に 比 し て turn over rate の 
大 きい 事 を 思わ せる 。 更 に 核酸 及び リポ イド 焼 で の 経時 
的 急落 は 力 源 代謝 と 随伴 する 合成 反応 の 特異 性 を 示す も 
の と 見 られ る 。 飼養 液 中 の 焼 量 (溶性 ) は 1 日 に 12 ン 
167/ml で 怠 虫 1 隻 当 り 6 日 間 の 総量 は 17007 と な り , 1 
隻 当 り の 減少 焼 量 の 7822 に 相当 する 。 次 に P* 注入 群 の 
和 量 は 無 処置 群 と 殆 ん ど 差 を 認め ず , 夫々 1 時 間 目 と 48 
時 間 目 に 貢 て 総 焼 154 一 1297/100mg 酸 溶性 焼 91 一 86 
7/100mg, リ ボイド 和 35 一 287/100mg, 残余 燃 28 ン 177/100 
mg で あり , P93 沈着 率 は 夫々 16.1>12.8 名 , 14.2 一 
10.1 め , 0.6 一 0.7 旬 , 1.3 一 2.0 多 で あつ た 。 比 放 射 
は 同じ く 夫 々 11.9 一 11.2, 17.8 一 13.3, 1.9 一 2.8 , 
5.1 ~18.1 で , と の 際 後 二 者 の 比 放射 能 上 昇 は 前 記 成 績 
と 併せ 合成 反応 の 低落 と 共に 代謝 灯 化 合 物 の 部 分 的 湊 深 
に 起因 する も の と 思わ れる 。 実 験 開始 , 24 時 間 後 の 飼 
養 液 の P** 量 は 0.7 ~1.1 多 /ml で , 排 港 也 の 存する 頭 
部 の み を 浸漬 し た 場合 が 体 部 及び 尾部 の み 浸 潰し た 場合 
ト り 高 値 を 示し た 。 


50. 銅 虫 の 生物 学 的 研究 (2 ) 
脱 殻 虫 幼 東 の 無菌 的 飼育 実験 並 に 幼 昌 の 
臓器 内 移行 に 就 いて 
鹿 応 義塾 大 学 医学 部 寄生 躍 学 教室 
問 川 建 典 


Biological studies on 4scgzzs 2 の 77co2 の es : (2) 
Experiments on the survival of excysted 
ascaris larvae in the sterilized 
condition and the larvae migration into 
the organs added in the medium 
MICHISUKE TOIKAWA 


映 虫 幼虫 を 卵殻 か ら 脱出 せしめ て 飼育 する の に 比較 的 
良好 な 液 を 得 た と と を 第 1 報 に 述べ た 。 今回 は と の 液 に 
更に マウ ス の 各種 臓器 の 小片 を 投入 し 。 その 中 に 脱 殻 せ 
し め た 上 顕 効 虫 を 無菌 的 に 入れ , 顕 幼 昌 が どの 程度 生存 し 
発育 し 得る か , 又 授 入 し た 臓器 内 に 侵入 、 .。 ぅ も の か 否 


か を 検討 し た 。 
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実験 材料 及び 方 法 虫 卵 は 無菌 的 操作 の も と に 豚 昭 虫 
の 子宮 有 部 1 1.5 cm より 受精 卵 で ある と と を 確認 し 
て 取り 出し , 28?C の 明 卵 器 内 で 試験 管内 滅菌 水中 培養 を 
行 つ た 。 脱 殻 方 法 は 大 型 の 試験 管 に 直径 5 mm 内 外 の 硝 
子 玉 を 15 て 20 ケ 入れ て 綿 栓 を 施し , 小 菌 水中 で 培養 後 80 
て 50 日 経過 し た 仔 虫 包 臓 卵 を 入れ て 硝子 玉 の 動く 程度 
に 5 7 分 間 振 混 し た 。 硝子 玉 の 摩擦 に より 卵 尊 に 機 
械 的 損傷 が 与え られ る の で 仔 虫 は 70 一 80 多 位 脱 殻 朋 化 し 
た 。 と の 明 化 幼 由 の 懸 濁 液 1 cc を 予め 飼育 液 3 cc 宛 分 注 
せる 試験 管内 に 注ぎ 87C の 明 卵 器 内 に 静 置 し た 。 飼育 容 
器 は 無菌 的 操作 及び 観察 に 便 な る た め に 直径 2 cm, 長き 
約 18cm の 試験 管 を た 用 いた 。 飼育 温度 は すべ て 87 で で 行 
い 操 作 は 厳重 な 無菌 的 の も と に 行 つ た が , 念 の た め に < 
= シリ ン 10.000/cc, , スト レプ トマ イシ ン 10mg/cc を 
添加 し た 。 商 , 実験 中 の 無菌 試験 は Thioglycollate 培 
地 に より 行 つ た 。 使用 し た 飼育 液 は 第 .1 報 で 述べ た 人 工 
合成 飼育 液 R 液 で 組成 は yeast extract 0.8 g, ペ プ ト 
ン 0.875 gg ブドウ 精 0.875 g, 人 血清 25cc, Ringer 液 
75cc, (NaCl 0.5 g,, KC1 0.02g, CaCl。 0.02g, Na- 
HCO。 0.01g) で ある 。 と れ に マウ ス の 名 臓器 (心臓 , 
肌 臓 , 肺 臓 , 肝臓 ) を 無菌 的 に 摘出 し て 別々 に 添加 し 
た 。 魚 幼虫 の 生死 判別 は 専ら 運動 の 有無 に よ つ た 。 魚 幼 
虫 の 発育 の 有無 を 検査 する た め 下 体 の 体長 を 2Zeichena- 
pparat で , 体 幅 を 接眼 測 微 計 で 計測 し た 。 

成績 (1) マウ ス の 名 臓器 を 添加 し た 人 工 合成 飼育 
液 R 液 肉 に 於 ける 幼虫 の 生存 日 数 は 心臓 で 38 日 , 有 歪 臓 で 
38 日 , 肺 職 で 34 日 , 肝臓 で 81 日 で あり , と の 間 幼 昌 は あ 
る 程度 発育 増大 し た 。 

(2 ) 幼 東 の 臓器 片 内 侵入 の 有無 に つい て は 臓器 の 圧 
平 標本 の 検査 で は 心臓 , 肺 臓 , 腫 臓 か ら は 幼虫 が 検出 き 
れ た が , 肝臓 か ら は 見 出さ れ な か つた 。 

(8) 上 記 各 職 器 の 切片 標本 (へ マト キシ リン ・ エ オ 
ジン 染色 ) を 検 し た が , 幼虫 の 侵入 の 見 出さ れ た も の は 
心臓 だ け で あつ た 。 


31. 数 種 農 薬 の 銅 昌 卵 発育 に 及ぼ す 影 
等 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
藤 田 窟 三 
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Infiuences of several agricultural insecticides 
on the embryonal development in 
aSCariS GggS 
KENZO FUJITA 

農薬 を 中 心 と せる 薬品 23 種 類 に 就 い て 上 虫 卵 発育 に 及 
ぼ ば す 影 響 を 検査 し , その 一 部 は 先 に 発表 し た が 今回 は そ 
の 内 殺 卵 作用 の 比較 的 強い も の 11 種 類 に 就 い て 再 検査 を 
行 つた 。 

試供 薬品 

1) DDVE 50% 乳 剤 

2) ネオ ヂ ク ロン (市 販 の も の ) 

3) 日 曹 オ ルツ (市販 の も の ) 

4) アカ ー ル 338 22 多 乳剤 

5) サッ ピラ ン COCS 型 25 乳 剤 

6) コロ マイ ト DN 乳 剤 12.5 多 乳剤 

7) クレ ゾー ルル 石 鹸 液 

8) DDT 

9) ECOP pentachlorphenol の Na 塩 

10) フロ ー ル チオ ォ オン 

11) スミ サイ ド 

以上 の 薬品 を 夫々 原液 に 換算 し て 1.000X,2.000 メ 。 
4.000 ※ に し て 使用 し た 。 

試験 方 法 上 記 稀 秋 薬 剤 及び 対 と し て 水道 水 約 3 ec 
を 試験 管 に と り 之 に 朋 顕 虫 受精 卵 を 浸 潰 し 28'C の 負 卵 器 
内 に 7 て 17 日 培養 し た 。 之 を 所 定 日 数 後 取り 出し 洗 洛 後 
試験 管内 約 3 cc の 水中 に 移し 再び 28'C の 明 卵 器 内 に 7 > 
55 日 培養 し た 。 

効果 判定 の 方 法 各 時 期 に 於 て 培養 虫 卵 100 個 に 就 い 
て その 発育 状況 を 調べ た 。 鈴 察 の 結果 は 単細胞 期 。 初期 
分 裂 期 桑 実 期 , 睦 射 期 , 仔 貝 期 並 びに 変性 卵 に 分 類 し 
た 。 変性 卵 と は 油 滴 状 物 に 満た され た も の の みみ を 指し 少 
数 の 油 滴 状 物 が ある の みか , 又は 黒 変 せ る も の で 上 記 各 
期 を 明 に 区 別 し 得る る の は 夫々 の 動 障 に 入れ た 。 耐 し て 
約 50 日 培養 後 商 未 発育 の 位 黒 変 せ 1 る も の は 変性 卵 の 範 某 
に 加え 死滅 な せる も の と し た 。 

試験 成績 一 般 に 薬品 濃度 の 沿い 程 又 作用 日 数 の 多い 
程 殺 卵 作 用 が 強い 。 又 作用 日 数 14 日 17 日 の 群 は 7 日 の 群 
に 比 し て 殺 卵 作用 に 格段 の 相違 が ある 。 

45 て 55 日 の 長期 培養 の 最終 結果 に よれ ば 最も 殺 卵 作用 
の 強い も の は PCP で 作用 日 数 14 日 以上 で 4.000 メ 稀 
和 に 於 て 商 92 以上 次 いで コロ マイ ト , クレ ゾー ル 石 
談 液 。 フ ロー ル チ オ ン , ス ミサ イド の 順 で 之 等 は 2.000X 
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稀釈 に 於 て 約 80 て 90% 以 上 , サ ツ ピ テン , DDT は 1.000 
X80<90%% の 殺 卵 効力 が か ある 。 DDVP, ネ オ ヂ クロ ン , 
月 紅 オ ルソン, アカ ー ル は 既に 1.000X 稀 釈 液 こ 於 て 約 80 
多 以 上 が 仔 包 蔵 卵 と な り そ の 殺 卵 効果 は 殆 ん ど 実 用 的 
で な い 。 


52. 有機 ロダ ン 化 合 物 に 依る 
殺 加 虫 卵 試験 


岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
加納 宏一 度 


Studies on the ovocidal effects of organic 
rhodanide on the 4scgZ7s 2 の co の es Ova 
KOITHIRO KANO 


ロ ダン 化合 物 の 殺 卵 能 に し て は , 既に 国井 , 吉田 等 の 
研究 が ある 。 私 は Phenylisothiocyanate, p-Amino- 
phenyithiocyanate, 及び 其 の 塩酸 塩 ,。 Benzylthiocya- 
nate (Coroliin-Z), Allyjisothiocyanate の 殺 卵 能 を 人 
映 虫 卵 を 用 い , 1 : 4 の 殿 尿 中 に 於 て 試験 し た 。 顕 虫 卵 
は 常 と 同一 人 の 新鮮 排便 中 に 含ま れる も の を 用 い , 殺 卵 
剤 は , 予め Emalgen-408, Carbowax-4000 等 を 用 いて 

/ 1 多 乳 剤 を 作製 , 尿 尿 中 に 0.1%, 0.05%, 0.0252% に 
な る 様 に 加え た 。 作 用 温度 は , 大 部 分 は 18 て 20'O, 作用 
日 数 は , 1 日 , 3 日, 7 日 で ある 。 

殺 卵 能 は , 規定 日 数 浸漬 後 , 水洗 し , 28 一 29'C の 昧 卵 
器 中 , シャーレ を 用 いて 濾紙 培養 法 に 依り 3 一 4 週 培養 
後 , 久 津 見 〔 寄 生 虫 学 雑 誌 , 4 (1), 5 一 11〕 の 仮定 殺 
卵 率 で 示 し た 。 

名 薬物 の 0.1 多 , 18 一 20"O 7 日 浸漬 の 仮定 殺 卵 率 は , 

Phenylisothiocyanate 9 一 14 用 。p-Aminopheny1thioc- 
yanate 40 一 50%, 其 の 塩酸 塩 は , 塩酸 で pH を 4.0 一 
4.2 に 調整 する と , 87 一 892, 殿 尿 の 自然 の pH ( 叱 の 
場合 は 東洋 紙 試験 紙 で 8.2 一 8.4 ) で は 17, Benz- 
ylthiocyanate 97 一 98, Alljylisothiocyanate 35 一 89 
外 , 赤 Benzylthiocyanate の 0 一 3 "CO に 於 ける それ は 
約 78 ダ で あつ た 。 

以上 の 成績 ぐも わか る 様 に , 一 般 に 展 尿 中 に 於 ける 
Isothiocyanate の 殺 卵 能 の 減弱 の 度合 は Thiocyanate 
の それ に 比 し 大 きい 。 此 の 原因 は , 主として , 官能 基 と 
思 は れる jisothiocyan- 基 が 必 尿 中 に 於 て アン モニ ア , 牙 
は 他 の アミ ン 類 と 反応 の 結果 , 不 活性 化す る の に 起因 す 
る も の と 考え られ る 。 
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53. 各 年 齢 暦 の 大 に 於 ける 大 遇 虫 威 抄 
幼 是 を 中 心 と し た 肝 , 肺 の 病理 的 所 見 


日 本 医科 大 学 第 一 医院 内 科 
鐘 田 義 男 
Pathological findings on the change in the 
jiver and the lung of dogs in different 
ageS mainly caused by the infective 
larvae of roundworm 
YOSHIO YARITA 


犬 顕 虫 は 幼 犬 に 寄生 する が 成 犬 に は 寄生 し 難い 事 は 既 
に 知ら れ て お り , 免疫 学 的 研究 も 種々 試み られ て いる が 
私 は 幼虫 の 移行 径 路 た る 肝 , 肺 の 幼虫 に 対す る 反応 の 
年 齢 的 差異 を 病理 組織 学 的 に 検索 し た 。 又 先 に 教室 の 井 
戸 は 成 犬 の 門 脈 と 下 空 静 脈 を 史 合 し て 幼虫 を 直接 肺 に 移 
行き させ て 遇 虫 を 寄生 し 得 た が , その 肺 の 所 見 を 検査 し て 
肝 , 肺 の 顕 幼 虫 に 対す る 作用 を 研究 し た 。 

生後 Y, 10 日 。 1, 2, 3,。 6 ヶ月 及び 1 年 以上 の 犬 
に 犬 顕 虫 卵 を プロ キロ 約 1 万 個 ソ ン デ を 用 いて 胃 内 に 注 
入 し , 了 虫 卵 試食 後 5, 10, 15, 20, 30 日 に 解剖 又は 手術 
的 に 部 分 切除 し て 得 た 肝 , 肺 を ホル マリ ン 固 定 し , へ マ 
トキ シリ ン エ オジ ン 染 色 を 施し て 検査 し た 。 

生後 Y, 15 日 犬 で も 幼虫 通過 に 際 し て 肝 は 下 体 周辺 普 
びに グリ ン ソン 氏 輔 血管 周囲 に 痛 性 に 好 酸 球 , 好 中 球 を 
主 と し た 細胞 浸 湯 を 認め , 肺 で も 軽度 好 酸 球 浸潤 を 伴 つ 
た 瀬 墓 性 の 胞 隔 災 を 認め る が , 虫 卵 試 人 後 10 日 に は 肝 で 
は 幼 由 は 検出 し 難く 病変 は 略 修復 され , 肺 で は 幼 了 虫 が 相 
当 数 検出 され る が 殆ど 気管 枝 腔 及び 肺 胞 腔 に 認め られ 
た 。 1 乃至 8 ヶ月 犬 で は 幼虫 の 移行 速度 が 遅く な り 10 日 
後 も 尚 肝 , 肺 に 多数 検出 され る が , 反応 は 肝 , 肺 共 世 限 
局 性 で 強い 好 中 球 , 好 酸 球 浸潤 を 認め 和 虫 卵 試食 後 30 日 で 
完全 な 結節 を 形成 する 。 6 ヶ月 以上 の 犬 で は 肝 で 比較 的 
早く より 線維 細胞 , 細 網 細胞 の 増生 を 認め 好 中 球 , 好 酸 
球 浸潤 は 軽度 で ある が , 肺 は 卵 試食 後 5 日 で は 幼虫 が 
極め て 少数 し か 検出 され ず 軽 度 の 胞 隔 災 と 好 酸 球 浸 潤 を 
認め る の み で 著 変 た く , 10 日 後に は 幼虫 は 比較 的 多く 検 
出さ れる が 反応 は 増殖 性 で 時 に 息 体 が 巨 細 胞 に より 捕 促 
され た 像 を 認め 取 卵 試食 後 20 日 に し て 完全 な 結節 を 形成 
する が , 之 は 犬 の 肝 , 肺 が 年 齢 と 共に 顕 幼 昌 に 対す る 組 
織 防 携 力 の 増 力 する 事 を 示す も の で ある 。 

双 門 脈 と 下 空 静脈 を 史 合 せる 成 犬 の 肺 で は , 虫 卵 試 食 
後 5 日 目 で 多数 の 幼 下 を 検出 する に 拘ら ちず, 帳 体 は 肺 乃 
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腔 又は 気管 校 腔 に 出 て 好 酸 球 反 応 な く , 10 日 後に も 幼 取 
は か な り 検 出さ れる が 取 体 周辺 に は 類 上 皮 細 胞 線 礁 細胞 
の 増生 と 共に 比較 的 多数 の 好 中 球 , 好 酸 球 浸潤 を 認め 35 
日 後に 始め て 完全 な 結節 形成 を みる の で , 成 犬 に 顕 虫 が 
寄生 し 難い の は 単に 肺 の 防 鈴 力 の み で は 不 十分 で 肝 , 肺 
特に 肝 が 幼虫 に 対 し て 強い 防 舞 力 を 有する 為 で ある 。 


54. 虫 集 圏 太 下 効果 の 刊 定 と 
T. M. 法 


岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 下 学 教室 
酒 井 久 昌 


Mass-treatment of ascariasis and 
T. M. Method 
HISAAKI SAKAI 


虫 駆虫 効果 の 判定 と し て TIM 法 は 雄 及び 幼虫 寄生 を 
診断 出来 る 点 で 有利 で ある 。 駆 虫薬 を 雄 分 に 与え て も 雄 
了 邊 の 遅れ て 排出 され る 事 が あり 得る の で 集団 駆 由 と し て 
充分 な 量 の 薬剤 が 与え られ な い 時 に は 雄 氷 残る こと と が 充 
分 あり 得る 。 と の と と を 岐阜 県 養老 郡 多 良 婦 人 会 で ピ ペ 
ラジ ン , ハイ ドレ ー ト 及び サン トニ ン に よる 集団 駆虫 で 
実証 し た 。 即 ち 投薬 三 週 後 で 虫 卵 完 全 に 陰 転 し た 85 人 中 
9 人 に FM 反 応 陽 性 で あり , 即ち 雄 虫 の 存在 を 疑 え る 。 
ピ ペ ラ テラ ジン, ハイ ドレ ー ト を 充分 に 近く 与え 90 多 程度 の 
卵 陰 転 率 を 示す 時 は こと の 和 様 に 卵 陰 転 TM 反 応 陽 性 の も の 
は 少く , ピ ペ ラ テラ ジン, ハイ ドレ ー ト 当 産 60mg 程 度 の 投与 
時 に は 9 11 人 に 1 人 の 割 で 雄 虫 の み の 残る 確率 が ある 
様 で ある 。 養老 郡 牧 田 小 , 中 学校 , 上 岐 阜 市 日 野 小学 校 , 
岐阜 市 鏡 島 中 学校 に つい て も 略 々 同様 の 結果 を 得 た 。 


55. 黒 汁 並 び が に イン ジ ゴ カ ルミ ン の 
名 虫 腹腔 内 注入 試 駿 


名 古屋 大 学 医学 部 解 前 学 教室 
右 川 道雄 


The fate of indian-ink and Indigo-carmin 
injected into the body cavity of ascaris 
MICHIO ISHIKAWA 


私 は 昨年 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 12 回 大 会 に お い 
て , 最 汁 を 急 虫 腹腔 内 に 注入 し た 場合 , 側 管 の 周辺 と , 
側 菅 の 内 腔 中 に 墨汁 が 出現 する の を 報告 し た 。 今回 は 更 
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に 時 汁 は 腸 上 皮 細 胞 を 通 つて , 腸管 内 腔 に 排出 され る の 
を みた 。 

イン ジ ゴ カ ルミ ン を 顕 虫 腹腔 内 に 注入 する と , 初め は 
側 管 に 僅か に , 後 腸管 に 著 明 に , 色素 は 着色 する 。 組織 


色素 は 腸 上 皮 細 胞 を 通 つ て 腸管 内 腔 に 排出 す 


学 的 に , 
る 。 


56. デリ サン に よる 名 忠 卵 殺 滅 試験 に 
つい て (3) 野外 実験 成績 


大 津 市 衛生 課 
木 村 静子 
京都 府立 医科 大 学 病理 学 教室 
木 村 幼 炊 
伊吹 正 化学 工業 株 式 会 社 
小 財 動 


Ovocidal effects of Derisan on the aScariS 
egg. (3) Field studies 
SHIZUKO KIMURA 
SHINJI KIMURA, ISAO KOSAI 


第 一 報 (25 回 総会 ) 「 高 温 時 作用 試験 」 第 二 報 (12 回 
西日本 支部 ) 「 低 温 時 作用 試験 ] に 引続き , 「 野 外 実 験 
成績 | を 報告 する 。 粉末 デ リサ ン を 使用 し , 必 尿 一 石 に 
つき 一 ヶ月 に 25gr と し , 別表 の 如く 投入 し た 。 $ ヶ 月 
を 1 クー ル と し, 初め と 使用 量 の 。 (1Ygr) を , 其 後 
15 日 目 に 残り リ 。(8gr) を 投入 し 之 を 繰返し た 。 之 は 
一 時 に 全量 を 投入 する と 瀬 次 落下 する 新しい 殿 尿 に 対し 
て 作用 し 難い 恐れ が ある と 考え た か ら で あ る 。 

各 実 験 地区 の 対照 地区 と し て は , 実験 地区 と 同じ 場所 
で 略 同 様 の 眼 卵 感染 率 を 有する 所 を 選ん だ 。 実験 地区 
並 対照 地区 に 於 ける 実験 開始 前 の 検便 成績 , 薬剤 投入 の 
間隔 と 回 数 , 量 , 駆虫 薬 服用 , 服薬 後 の 検便 成績 , クー 
ル 完 了 後 15 日 目 の 検 便 成績 は 表 の 如く で ある 。 

即 , 実験 地区 A 及 B で は 魚 虫 感染 率 は 薬剤 処理 後 低下 
し た が , 対照 地区 で は 駆虫 薬 服用 に 依り いつ た ん 低下 レ 
た に ゃ 拘ら ちず (B 対 照 地 区 で は 殆ど 低下 し て いな い が ) 
最後 の 検査 ご は 再び 増加 し て いる 。 実験 地区 C で は 薬剤 
処理 地区 は A 並 B と 異 り , 駆虫 薬 服用 を させ て いな い 
が , クー ル 完 了 後 は 感染 率 の 低下 を 認め , 之 に 引換 え O 
対照 地区 は 駆虫 薬 服用 に も 拘ら ず B 対 照 地区 と 同様 に 感 
染 率 は 上 昇 し た 。 

商 本 成績 を 案 ず る 時 に 各 実 験 地区 の 全て に 於 て , 薬剤 
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実 験 地 区 A 実 験 地 区 B 実 験 地 区 C 
処理 地区 | 対 了 地 区 | 処理 地区 | 対照 地区 | 処理 地区 | 対 尿 地区 
























































デ 間 幸 科 の 検 各 年 月 8 | る 16| sr sn6 31.7.11| an.5.s0| s.7. 6| s.7.1s 
功 感染 率 69.49 を | 75.00 多 | 46.15 多 | 32.04 53.06 を | 31.87 多 
回目 ( 量 ) | 31.2.22 | 31. 7. 11 31. 7. 12 
2 ヶ ( 訪 の) 3. 14 | 7.26| . 2 
デ ャ タッ の | ヶ (の の ) 4. 2 _8. 13 8. 10 
投入 年 月 日 4 ヶ (の ヶ ) | 4. 17 8. 30 8. 31 
5 ヶ ( ク ) | 人 潮 | 9 17 | 9.10 
16 ヶ ⑰ の | sl1e 0 の 1 | - 9.26 

















訳 虫薬 服用 年 月 日 | 31.2.21 | 31.2.21|| 31.7.20| 31.6. 9 31. 9. 24 

「 培 に 79 
下 楽 服 用 後 の 検便 年 月 日 3. 19 | 3. 19 8. 8 6. 30 計 了 6 
問 虫 感染 率 61. 02 を | 66.67 を | 30.77 を | sn.O7% 





31。 6. 1 31. 6. 1 | 31. 10. 15 | 31. 10. 25 | 31。10. 11 | 31. 10。 16 








年 月 日 と 虫 感 栄 率 

















ター ル 完 了 後 半 ヵ 月 後 の 検便 
| 
| 





49.15 70.00 多 28.21 多 36.89 多 36.05 狐 35.16 





ど と 。 動 内 に 径 1 3.5 み , 大 小 種々 (2 重 リ ング や 中 に 細 加 粒 


投入 後 も 便 池 の 使用 は 自由 に し て お いた と いう 
を 考え 併せ ね を 容れ る も の 等 ), 円 形 ~ 類 円 形 の 頸 粒 が 出現 し , 該 題 


常に 「 新 し い 顕 虫 卵 の 混入 が あつ た 」 こ と 


fY 


ば な ら ぬ 。 粒 は Weigert の Resorcin-Fuchsin に 濃 染 , Azan 染 
の 色 で は 赤 ~ 青 の 色 を と り , 卵細胞 の 発育 に つれ て 大 き 及 
57. 銅 虫 卵 の 電子 是 微 負 的 研究 (4 ) び 炒 を 増す 粒 と 同一 物 と 思わ れる 。 第 1 部 位 末端 の 成 
熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 熟 卵細胞 は 長径 30ー40。 短 径 20 一 804 で , 厚 さ 0.1< 
分 山 志 ・ 移 田野 邦 和 0.2 4 ム の 1 層 の 固有 卵 膜 に 包ま れる 。 先 の 此 粒 は 径 1.2 | 
Electron microscopic studies on て 5.5 みて 原形 質 内 に 広く 搬 布 する 。 第 10 部 位 で は 無数 
9 の 精 虫 が 卵細胞 を 取り 囲ん で いる が 受精 が 成立 する と , 
COA 固有 卵 膜 と 原形 質 と の 間 に 空隙 を 生ずる と 共に 先 の 炒 [ 


SHIRO WAKEYAMA, KUNIKAZU HADANO ひさ に 
は 原形 質 の 周辺 部 に 移動 し て 整然 と 配列 する 。 次 で 固有 


今回 は 主として 所 計 卵 殻 形成 天 粒 と 卵殻 , 重 白 膜 の 形 卵 膜 の 内 側 に 約 0.1z の 膜 様 層 を 認め , こと の 層 は その 空 


成 過程 に 就 いて の 電 太 的 所 見 を 報告 する 。 隙 を 満 す 如く 池 次 厚く な り 13z 達し 第 9 部 位 で 略 1 
切片 製作 法 は 前 法 と 同様 , 電 顕 は 明石 製 TRS-50B 々 完成 する 。 更 に その 内 側 に 0.25 1.7 の 層 の 形成 が 、 

型 と 日 本 電 研 製 了 選 M- 5 C 型 を 使用 し た 。 見 られ , と の 層 は 第 4 5 部位 で 完成 され る が , その 厚 2 
映 虫 雌性 生殖 器 の 子宮 ( 膝 , 受精 要 を 含め て 10 分 ). 輸 さき は 著 減 し て 0.1z 前 後 と な る 。 先 の 頼 粒 は か ゝ る 錯 帝 

卵 管 。 卵巣 (3 分 ) を 14 部 位 に 分 つた 。 商 生殖 器 壁 の 組 の 形成 に つれ て 潤 次 その 数 を 減じ , 第 4 て 5 部位 で は 最 

機 学 的 構造 は 電 頭 的 に も 内 側 より Syncytium 層 , 固有 早 全く 認め られ な く な る 。 即ち 該 題 粒 は 所 主 卵 殻 形成 束 1 

膜 , 外 筋 層 (卵巣 に は 欠 除 ) の 3 層 よ り 成 る 。 第 14 部 位 粒 一 山口 1952), 柳沢 , 石井 の cortical granule, Ro- 


(原始 卵巣 部 ), 卵細胞 は 1 層 の 卵 膜 ( 約 150A) に 包ま dney の dark granules と 思わ れる 。 
れ 略 々 類 円 形 , 径 7 9 ム , 核 は 円 形 , 径 5 て 6z で 1 層 看 折 膜 : 第 11~10 部 位 で は 卵細胞 の 周囲 に 径 50 人 
の 核 膜 ( 約 150A) を 有する 。 第 13 部 位 に な る と 卵細胞 200 A の 小 炎 粒 状 の 般 密 な 物質 が 充満 し て いる が , 該 物 
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質 は 第 9 部 位 よ り 潤 次 卵 の 周囲 に 附 着 し , 次 で 卵 の 全 周 
に 及び 且 そ の 厚 さ を 増し て 乳 敵 状 又は 波状 と な り , 略 々 
第 4 部 位 で 完成 され 厚 き 2 て 94 と な る 。 か くし て 受精 
成熟 卵 は 蛋白 膜 と 3 層 の 卵殻 (第 1 層 0.33ー0.4 ム の 分 
離 層 , 第 2 層 3 一 5。 の キチ ン 人 性 卵 朋 , 第 3 層 0.1。 の 
卵黄 膜 ? ) に よ つ て 包 まれ る 。 末 受 精 卵 の 卵殻 は 1 層 
( 0.3 て 1z) の も の と 内 外 2 層 ( 各 0.1 め の 間 に 0.2x 
の 空 隊 を 有する も の が 見 られ , 蛋白 膜 は 厚 き 1 ~104 で 
凹凸 甚だ し く 受 精 卵 の それ と 著しく 相違 する 。 


58. 実 駿 的 遇 虫 症 の 病理 , 特に 肝臓 太 
び 典 性 性 疾 の 病理 組織 学 的 研究 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
岡村 一 訪 ・ 谷 田 末 高 ・ 寺 尾 知道 


Pathological studies on experimental 
ascariasis. (Patho-histological studies about 
the liver and female reproductive organS.) 
ICHIRO OKAMURA, SUETAKA TANIDA 
TOMOMITI TERAO 


映 昌 体 構成 々 分 の 如何 な る も の が 宿主 生体 の 病 的 反応 
を 招来 せ し な る や の 問題 に 関し 先 人 の 実験 を 追試 し , 特 
に 組織 ア レル ギー の 立場 より 検討 を 加え よう と 本 実験 を 
施行 し た 。 

句 虫 は 豚 虫 の 新鮮 な る も の を 撰 び , 昨年 本 学会 に 於 
て 発表 し た 如き 方 法 に ょ り , 蛋白 体 分 社 2 , 多糖 体 分 禄 2 
を 作 つ た 。 そ の 各々 に 和 蛋白 第 一 , 同 第 二 , 多糖 体 第 一, 
同 第 二 な る 名 称 を 与え た 。 そ の 各々 の 化学 性 , 毒性 , 或 
は それ 等 に よ つ て 惹起 し 得る 皮 内 反応 の 成績 は 前 回 の 本 
会 ダ は 昨年 度 の 本 会 南 日 本 支部 会 の 席 上 で 発表 し た 。 今 
回 は 肝 及 び 雌 性 々 器 に 惹起 せら ち れ る 組織 ア レル ギー と 就 
て 述べ る 。 

実験 方 法 , 家 兎 を 用 い , 各 分 割 及 び 対 照 と し て 生理 的 
食塩 水 を 以 て 腹腔 内 に 隔 日 一 定 回 数 注入 する と と を も つ 
て 感 作 と な し , 最終 注射 後 一 定期 間 を 置き 夫々 同一 物質 
を 門 脈 内 , 又は 大 動脈 内 に 注入 し て 再 感 作 と し , 48 時 間 
後に 於 ける 組織 学 的 表現 を 検討 し た 。 

各 分 調 の 初 感 作 に は 家 兎 体重 1 kg 毎 に 10mg, 再 感 作 
量 は 同じ く 1mg で あり 初 感 作 注射 回 数 は 7, 14, 21 回 
と し た 。 

実験 成績 , 脈 管 系 の 拡張 充 礁 , 血行 停止 , 出血 水腫 
等 を 初発 症候 と し , 細胞 浸潤 , Fibrinoiq 膨 化 , 壊死, 
血栓 形成 等 の 器質 的 変化 を 含み , 所 主 組 織 ア レル ギー の 
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表現 と し て 解釈 され て 居る 組織 病変 の 発現 の 有無 , 程度 
を 比較 し た 。 

肝 に は 門 脈 系 , 或 は 動脈 系 に 血管 系 の Fibrinoid 膨 
化 , 硝子 様 化 , 脈 管内 の Fibrin 血栓 の 形成 が 多発 し , 
それ に 由来 する 肝 組 織 の 限局 性 壊死 が 発生 する 。 和 者 白 分 
玉 に は 殆ど 必 発 を 期し 得る 。 糖 分社 に て は 肝 細 胞 の 変性 
は 高度 に 招き 得る が 脈 管 系 の 諸 変化 は 殆ど 認め られ な 
い 。 組織 ア レル ギー の 所 見 か ら す れ ば 向 白 分 罰 に 抗原 性 
を 期待 する 。 雌性 々 器 に 於 ける 組織 病変 の 発現 は 肝 に 比 
すれ ば 極め て 軽度 で あり , 子宮 卵 管 の 粘膜 下層 血管 周囲 
の 水腫 , 血管 充 夏 , 出血 及び 毛細 血管 の Fibrinoid 膨 化 
等 で 表現 され る に 止 り 。 と と に 於 いて る 和 蛋白 分 社 に 抗原 
性 を 期待 する 。 

59. カイ ニン 酸 並 びに 関連 化合 物 の 駆 

是 作 用 に 関す る 研究 (9) 


Pijperidine kainate 及び Piperazine kainate 
に 依る 顕 虫 駆除 成績 


大 阪 大 学 薬学 部 
竹本 常松 ・ 醍 醐 里 二 ・ 冒 達 英 


Studies on the anthelmintic action of Kainic 
acid and related compounds (9 )。, 
Treatment of ascariasiS with Piperidine 
kainate and PiperaZine kainates 
TSUNEMATSU TAKEMOTO, KOJI DAIGO 
TATSUEI SAI 


Table 1 に 掲げ る 如き 薬品 を 用 いて 斑 虫 駆除 実験 を 行 
つた 。 実験 対象 は 大 阪 市 所 在 の 〇 〇 福祉 施設 収容 児童 。 
所 定量 の 薬品 を 清水 で 服用 させ , 約 30 分 後 , 平常 通り 夕 
食 を と ら せ た 。 そ の 人 後 5 日 間 排 下 鈴 察 ,15 日 後 再 検便 。 そ 
の 成績 を まとめ る と Table II の 如く な る 。 例 数 が すく 
な い の て 決定 的 な と と は 云え を な い が カ イニ ン 酸 塩 は カイ 
= ニン 酸 よ り 効 果 的 で ある と は 考え られ な い 。 ま た Pipe 
razine adipate は 服用 量 の 多い 割 に は 効果 的 で は な か 
つた 。 


Table I 供 試薬 品 


a) Piperidine kainate mp 220“, 無色 針 状 結晶 


の 
*・ HHN 2H,.O 
グ 









































Piperazine mono kainate mp 118 一 115", 無色 
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を 行い , 初 感染 の 成績 を 第 4 回 東日本 小児 科学 会 に 於 て , 



































針 状 結晶 第 二 報 と し て 再 感染 に 於 ける 成績 を 24 回 寄生 虫 学会 に 於 
HCS て 報告 し た 。 よ つて と と に 重 感染 に 於 ける 成績 を 発表 す 
プーーーー…CHxCOOH レーー に 
で C が ・HN NH・3HiO 0 
NRN ブ 3 で 実験 方 法 及 び 対 象 
呈 虫 子宮 内 より 得 た る 受精 卵 を 瓦 培養 し , マウ ス に 投 
c) Piperazine dikainate mp 73 一 79?, 無色 針 状 結晶 与 し , 肝臓 内 に 仔 虫 を 認め , 確実 に 感染 能力 あり と 認め 
mW、 の 0 CH。・COOH た 虫 卵 20 ケ を 前 回 初 感染 に 成功 し た 2 例 , 初 感染 及び 再 
PA Se 6 NE 2 
二 C 前 二 ・EHN NEH・ 感染 に 成功 し た 2 例 , 計 4 例 に 末 だ 前 回 に 感染 させ た 
NR/ あー 体 が 体内 に 生存 し て 排卵 を 継続 し て いる 期間 中 に 重ね て 
2 実験 感染 を 行 つ た 。 実験 例 の 初 感染 時 , 再 感染 時 , 重 感 
HOocrCH+ー |-o く 1 染 時 に 於 ける 年 齢 は 次 の 通り で ある 。 
CH。 介 9 HO ッ ル 本 Pa 
HOOC 一 ヽ NN ン ノ 初 感染 再 感染 重 感染 
H 近 〇 3$ ヶ 月 6 ヶ月 
d Kainic acid mp 251?, 無色 針 状 結晶 鈴 〇 2 ヶ月 4 ケ月 
e) Piperazine adipate 市 販 錠 剤 井 O 2 ヶ月 1 年 6 ヶ月 1 年 7 ヶ月 
Table TI 朋 虫 成 病 
投与 業 品 | | 排 了 者 排 ・ 昌 匹 数 卵 陰 転 者 
| 服薬 者 数 | 
名 量 (mg) | | 数 レス $ @ 計 数 ま 多 
cs 20 3 1 33.3 0 1 1 0 0 
50 5 3 60.0 2 1 3 1 20.0 
は 20 4 1 25.0 1 1 2 1 25.0 
」 50 5 1 20.0 0 1 1 0 0 
9 20 4 3 75.0 6 24 30 1 25.0 
区 50 5 2 40.0 1 1 2 2 40.0 
が 15 5 2 40.0 0 3 3 4 ま 、 沿 M 
30 2 1 50.0 0 2 2 2 衣 100.0 
e) 1460 一 2400 6 2 33.3 0 3 3 0 0 


























60. 乳 幼 見 に 於 ける 上 虫 万 菜 実 双 
(3) 重 感 柴 
慶応 義塾 大 学 医学 部 小児 科 
欠 子 田 繁雄 ・ 赤 松 高 之 


On the succesive experirmental infection 
with ascarisS in babies and infants 
SHIGEO FUSHITA, TAKAYUKI AKAMATSU 


顕 虫 感染 に 関す る 研究 は 多い が , 乳幼児 に 誰 け る 顕 虫 
感染 に 関す る 報告 は な い 。 我 ベ は 乳幼児 に 虫 感染 実験 
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佐 O 2 ヶ月 1 年 4 ヶ月 1 年 10 ヶ 月 

結論 

我々 は 2 ヶ月 及び 3 ヶ月 児 4 例 に , 感染 可能 な 名 虫 卵 
20 ケ を 以 つ て 初 感染 を 行い 。 その 中 2 例 に 重 感染 を , 他 
の 2 例 に 再 感染 の 後に 重 感染 を 行 つ た 。 そ の 結果 

1。 初 感染 に 対す る 重 感染 と , 再 感染 に 対す る 重 感染 
の 間 に 了 臨床 上 著 し い 差 は 認め な い 様 で あつ た 。 

2. 体温 上 昇 は 1 例 に 投与 9 日 目 に , 不機嫌 は 1 例 に 
投与 翌日 に , 下痢 は 1 例 に 投与 6 日 より 9 日 に 見 られ 
た 。 そ の 他 の 全身 症状 は 認め られ な か つた 。 
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3. 肝 腫 大 は 3 例 に 於 て , 投与 翌日 より , 6 日 目 迄 の 
間 に み られ た 。 

4. 咳 了 歌 は 8 例 に 第 4 日 目 よ り 第 16 日 迄 に み ら れ , 持 
続 は 4 万 至 11 日 で あつ た 。 

5. 胸部 理学 的 所 見 は 3 例 に 第 8 日 目 より 第 10 日 迄 軽 
度 の 気管 校 炎 の 所 見 が み ら れ た 。 持続 は 3 日 乃至 4 日 で 
あつ た 。 

6. 赤血球 , ザー リー 価 に つい て は 殆 ん ど 著 明 な 変化 
を 認め な か つた 。 

7. 血 中 エ オ ジン 嗜好 細胞 は 投与 1 週 以内 に 於 て 既に 
上 昇 の 傾向 を 示し , 第 2, 第 3, 第 4 週 に 著しく , 概ね 
9 万 至 10 週 で 前 に 復 し た 。 耐 し て その 増加 の 程度 は 再 感 
染 の 時 に 比 し , 程度 は や ゝ 低く , 持続 期間 の や ゝ 長い 傾 


向 が あつ た 。 
61. 繰返し ナン トニ ュ ン シン ・ カ ヵ カイ ニン 酸 
合 剤 を 投 答 し た 場合 に な ける 
虫 卵 陰 博 系 に つい て 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 東部 
小宮 義孝 ・ 小 島 邦子 ・ 煎 田 三 由 


The rate of the negative for ascariS ova 
among those positive for ova after the 
SucceSive administrations of 
santonin-kainic acid preparations 
YOSHITAKA KOMTYA, KUNIKO KOJIMA 
MITSUYOSHI KUMADA 


か つて 著者 ら が 報告 し た よう に 普 虫 卵 保有 者 に サシ ト 
= ン を 連続 使用 する 時 は 被服 用 者 群 中 の 顕 取 卵 非 陰 転 者 
の 陰 転 率 が 次 第 に 低下 する 現象 が 見 られ る が ,。 ヘ ノボ ポジ 
油 製剤 を 連用 し た 場合 に は か ゝ る と と は 認め ち れ な か つ 

し か る に 最 迫 虫 駆虫 剤 と し て カイ ニン 酸 が 登場 する 
に 至 つて と れ と サン トニ ン と の 合 剤 が 駆虫 効果 高き も の 
と し て 数 社 よ り 製 造 著 売 き され て いる が , か よ ょ うな 合 剤 を 
連続 投与 し た 場合 遇 昌 卵 非 除 転 者 の 陰 転 率 が 低下 する か 


連続 投与 に よる 顕 虫 卵 陰 転 率 の 低下 








回 数 検査 人 員 陰 転 人 員 陰 転 率 
多 
第 一 回 136 109 80.1 
第 二 回 27 17 62.9 
第 三 回 10 5 50.0 
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どう か に つい て は いま だ 報告 が な い 。 そ と で 著者 らち は か 
ゝ る 合 剤 の 代表 と し て マク ニン 8 を 用 い , と れ を 顕 帳 卵 
保有 者 (女子 高校 生 ) に 連続 投与 し て 息 卵 非 陰 転 者 に お 
ける その 陰 転 率 の 消長 を みた 。 そ の 結果 は 次 表 の 如く で 
ある 。 

サン トニ = ニン , カイ ニン 酸 合 剤 た る マク ニン 8S は その 投 
与 時 に お ける 駆虫 効果 が か な り 大 きい の で サン トニ = ン 単 
独 投与 の 場合 に お ける よう に 数 回 の 連続 投与 を 虫 卵 非 陰 
転 者 群 に 行う 2 こと は で き な か つた 。 し か し 以上 の 成績 か 
ら み る と サン トニ ン 単 独 投 与 の 場合 と 同じ よう に その 連 
続投 与 に より 貝 卵 非 陰 転 者 群 の 陰 転 率 は 次 第 に 低下 する 
も の の 如く で ある 。 た ゞ し その 低下 の 度合 は サン ト = ン 
単独 投与 時 に 比 し て 著しく は な いよ う で ある 。 


62. Co-60 照射 の 久 虫 卵 発育 に 及 
ぼ ばす 影響 (2) 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
門 多 邊 
Infiuence of Co-60 irradiation on the 


development of ascaris eggs( 2 ) 
KAI KADOTA 


前 報 に 於 て は Co-60 を 無 大 蔽 で 豚 虫 卵 に 照射 し その 
発育 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た が , 今回 は アル ミニ ウム 
(Al1) の 藻 笛 に よる 舌 蔽 を 行 つて 照射 し た 成績 を 報告 す 
る 。 

昌 卵 材料 は 生鮮 豚 題 虫 の 子宮 末端 より 採取 し た 受精 卵 
を 毎回 4 一 6 隻 分 宛 充分 混和 し 子 め 4 ダ ア ンチ フォ ルミ 
ン 液 に て 除算 白 膜 後 2.5% フ ォ ル マリ ン 液 を 加え て 虫 卵 
液 を 調製 する 。 試験 区 分 は 摘出 直後 , 培養 8, 5, 8。 
10, 15 日 目 の 6 区 と し 各区 の 虫 卵 液 は プラ スチ ッ ク 製 小 
由 (一 部 は 注射 用 小 ア テンプル) 中 に と り , 夫々 その 上 薄 
液 を 良く 除去 し 均質 な 懸 濁 液 と し た も の を 照射 材料 と レ 
た 。 双 稀 蔽 の Al 逢 は 45。 及び 90z の 厚み の 二 種 を 用 い 
夫々 容器 の 外面 を 完全 に 蔽 う 様 に し た 。 

Co-60 の 照射 は 5.000 r, 2,700 r, 1,350 r の 各線 量 
を 選び 照射 距離 及び 時 間 は 5,000 r の 場合 6 cm。 10 分 , 
後 二 者 の 場合 は 20cm に 於 て 夫々 60 分 及び 80 分 で ある 。 
照射 後 の 昌 卵 は 小型 シャ ー レ に と り 2.5 多 フォ ル マ リ ン 
液 を 加え た 後 28ー80'C 負 卵 器 内 に て 培養 し , 培 状 開始 後 
3, 6, 8, 10, 15, 30 日 目 の 6 回 の 発育 状態 を 観察 レ 
た が , 取 卵 障害 の 判定 は 培養 90 日 目 に 於 ける 仔 取 形成 阻 
止 率 (培養 15 日 目 虫 卵 の 場合 は 細胞 変性 像 の 百分率 ) に 
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まつ た 。 。 
実験 の 結果 昌 卵 の 障害 は 子宮 より 摘出 直後 の 単 細 
組 期 , 昭 時 期 及 仔 虫 期 (培養 10 日 目 ), 仔 虫 期 (培養 15 日 目 ) 
で は 何れ の 場合 も 認め られ な か つた が , 単細胞 期 及 2 細 
. 胞 期 (培養 3 日 目 ) で は 5,000 r の 場合 , A1 箱 45 及 
び 90z 傍 蔽 で は 夫々 17 多 , 18 狐 , 早期 桑 実 期 (培養 5 日 
目 ) で は 前 記 線 量 の 場合 夫々 22, 28, 2,700 r の 場 
合 夫々 12 多 18 多 に 達する 。 併 し 以後 は 減少 し 後期 桑 実 
期 及 昭 詩 期 (培養 8 日 目 ) で は 5,000 r の 場合 , 夫々 17 
多 , 16 多 を 示し た 。 以上 の 成績 を 前 報 の Co-60 照 射 時 に 
比較 する と, 今回 は 相当 低 線 量 で 障害 を 認め た 。 か か る 
- 現 象 は Co-607 線 の 物質 に 入射 する 際 線 量 の 最高 の 位置 
- が 表面 より 内 部 に 移行 する 線 質 の 特性 に 主として 基 因 す 
- る も の と 推測 され る 。 


63. 釣 了 卵 朋 化 に 関す る 研究 
大 阪 医科 大 学 岩田 内 科 
須 永 徹 


On the hatching of hookworm eggSs. 
On unembryonated eggs 
eSpecially on degenerated eggS 
TETU SUNAGA 


釣 虫 卵 の 解 化 観 察 実験 に 於 て , 卵 の 全て が 脱 殻 を 行わ 
ず , ある 卵 は 排便 時 既に , 或いは その 後発 育 途上 に 於 て 
発育 を 停止 し , と れ ら が 釣 虫 卵 の 鋼 化 率 を 左右 する 主要 
怖 子 で あり 人 為 的 に 培養 条件 の 変化 で 容易 に 発生 せしめ 
得る 事 は 既に 述べ た 。 

と れ ら の 卵 を 余 は その 発育 並び に 卵 像 より 分 類 せ ん と 
し 次 の 如く 考え た 。 

所 詩 正常 の 発育 過程 で 鋼 化 する 正常 発育 卵 に 対し , 上 
述 の 如く 発育 に 異常 示す 卵 を 発育 不能 卵 と 称し , 更に 
後者 を , 未 受精 卵 , 発育 不良 卵 , 変性 卵 及 び 死 卵 に 分 類 
レ た 。 る 

扱 て 余 は 化学 楽 品 に 依り 卵 に 種々 の 変性 を 起 さ せしめ 
その 由 像 に つき 吟味 し 次 の 如き 結果 を 得 た の で 報告 す 
る 。 

観察 法 と し て 前 報 同 様 ホ ー ル グラ テス 銀 察 法 を 用 い , 温 
度 を 一 定 の 恒温 30 で とし, 卵 種 に 新鮮 有形 仔犬 便 中 の 犬 
釣 虫 卵 を 使用 。 

化学 薬品 と し , 食塩 , 音 性 加里 、 昔 性 曹達 , 硫酸 水 , 
塩酸 水 , 消 寺 剤 と し て 石炭 酸 水 , クレ ゾー ル 液 , ミ ケ ゾ 
ー ル 液 , 逆 性 石鹸 氷 , その 他 の 薬剤 と し , エン ドリ ン 液 








( 108 ) 
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クロ ロ ベ ペン チレ ー ト 液 ,。 ヂ ニトロ フェ ノー メル 液 , ネオ サ 
ッ ピ ラン 液 , を 各種 段階 の 藩 度 に 稀 息 し て メ ヂ ウム と し 
て 用 い , 24 時 間 後 判定 し た 。 

観 察 結果 

(1 ) 変性 を 起す 卵 の 時 期 よ り 変 性 卵 を 先ず 単 核 球 期 
変性 卵 , 分 裂 期 変 性 卵 , 桑 実 期 変性 卵 , 昭 射 期 変性 卵 , 
有 虫 期 変性 卵 。 に 分 け 

( 2 ) 各 期 の うち その 変性 像 より 次 の 如く , 即ち , 凌 
縮 , 転位 , 粒 化 , 透明 化 , 胞 形成 , 不透明 化 , 崩壊 , 
無 構造 化 に 分 け 

(3 ) 卵殻 の 異常 より , 変形 , 非 薄 化 , 破裂 , に 区 分 
レ た 。 (2 ) 及び (83) は それ ぞ れ 上 単独 に 又は 組合 さ つ 
て 観察 され る も の で あり , 更に 上 記 薬 剤 の 実験 より 次 の 
事項 が 判明 し た 。 

イ ) 同一 薬品 で は 高 濃度 程 変 性 卵 の 発生 頻度 が 大 て , 
発生 時 期 が 早期 か つ 変性 の 度合 が 強度 で ある 。 

( ロ ) 変性 度 の 強弱 は 主として 薬品 の 濃度 に 影響 を 受 
け , 8) 軽度 の も の は 殆 ん ど 原 型 を 留め わずか に 壮 縮 , 
転位 を 。 

b) 中 等 度 で は 卵細胞 の 不透明 化 , 鞭 縮 , 転位 の 他 に 
卵細胞 の 上 灯 化 , 一 部 諾 明 化 , 胞 形 成 を 

c) 強度 で は 上 記 卵 像 が 著 明 と な り そ の 他 卵 細胞 の 央 
壊 , 無 構造 化 , 及び 卵殻 の 異常 を 招く 。 

(^) 薬品 種 と 変性 像 の 関係 は , 同一 種類 の 薬品 で は 
略 似 し た 変性 像 を 生じ 易い 。 

(=) 強度 の 差 に 依る 卵 像 は ある 程度 薬品 の 種類 に 関 
係 な く 該当 する 。 


64. 京都 府 弓 制 村 筒 江 部 落 に 於 ける 冬 
期 駆 虫 に よる 多 東 防 過 に つい て 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
三谷 和合 
Control of hookworm by meanS of maSS 


treatment in winter 
WAcO MITANI 


対象 に を えら ん だ 地域 は 京都 府下 北桑田 郡 , 弓削 村 筒 江 
部 落 で ある 。 部 落 は 海抜 800 米 , 戸数 9 戸 , 人 口 約 360 
人 , 四 周 山 で 囲ま れ て いる た め , 耕地 は 渓 間 に あり , 日 
照 時 間 少 く , 2 毛 作 は 不可 能 で 米 を 主 と す る が 汰 自家 
用 を 満た す 程 度 で ある 。 野 乾 は な く , 畠 は 自宅 周囲 の ど 
く 小 部 用 に 作ら れ て いる に すぎ な い 。 対象 は 部 落 民 全般 
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に つい て 調査 を 行 つ た 。 

調査 は 毎日 濃厚 塗 抹 法 , 飽和 食塩 水 浮遊 法 。 及び 瓦 培 
養 を 併用 し て 検便 を 行い 釣 虫 卵 陽性 者 に 対し て は 四 塩 化 
ェ チ レン 4.5gr 一 5.0 gr 帆 用 投与 に よる 集団 駆虫 を 1955 
年 11 月 より 毎月 3 月 まで 行 つ た 。 な お 私 は 釣 息 感染 は 魚 
昌 感 染 に 比 し て 家族 的 に 起り 易い の で は な いか , と の 推 
定 を た て 釣 息 卵 陽性 者 を 含む 家族 . 9 家族 , 58 人 の み 特 
に 毎月 検便 を 行い , 他 の 部 落 民 全 般 に 対し て は 9 月 , 4 
月 , 8 月 , 11 月 , 3 月 の 計 5 回 の み 検 査 し た 。 

全部 落 民 の 検便 成績 は 虫 59.4, 鞭 虫 46.0 多 , に 比 
し 釣 昌 は 18.1% で ある 。 な 毎月 定期 的 に 糞便 検査 を 行 
つた 9 家族 58 人 に つい て は 以下 の 如き 推移 を た どる 。 即 
ちと の 対称 に 於 て 釣 虫 感染 率 は 9 月 : 583.2 多 , 11 月 : 
56.9 多 が 12 月 21.8 多 , 1 月 : 11.6 2 月 ,。16.8 多 , 3 
月 : 5.0 多 と な り , 5 月 及び 6 月 に は 完全 に 陰性 と な り 
1957 年 3 月 現在 まで 陰性 の ま ゝ つぶ ゞ さい て いる 。 即ち 冬期 
の 完全 駆 上 に よ つ て 殆 ん ど 完 全 に 陰性 化し 得 た 。 双 釣 下 
の 再 感染 は 9 月 か ら 11 月 に か け て 2 名 陽 転 し た の み で ,。 
以後 6 月 まで 認め らち れず, と の 地方 で は 冬期 に 釣 虫 感染 
の 起 ら ぬ 事 を 示 し て いる 。 又 と の 対象 以外 の 他 の 部 落 民 
の 9 月 , 4 月 , 8 月, 11 月 及び 3 月 に 行 つ た 検便 成績 に 
ょ つて も や も, 一 名 の 釣 虫 陽 転 者 も 認め られ な い 。 即ち 私 の 
推定 の 如く , 家族 内 に 釣 虫 陽性 者 の な き 場 合 は , 釣 虫 感 
染 は 昭 下 感染 に 比 し , 特に 可能 性 の 少な い 事 を 示し て い 
る 6o 

炊 に 9 家族 の 畑 土 より 毎月 約 15 ケ 所 , 夫々 約 3 合 の 土 
| 壊 を 採取 し , ( 深 さ は 表面 より 約 10cm 位 まで ) ペール マ 





数 , 検出 隻数 , 共に 11 月 に は 減少 し , 1955 年 12 月 より 1957 
年 3 月 まで すべ て 陰性 で ある 。 


65. 釣 束 仔 虫 培養 法 に よる 両 種 多 昌 分 
布 に 関す る 検討 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
佐 藤 淳 夫 


On the distribution of two species of 
hookworm by means of culture-method 
ATSUO SATO 
両 種 釣 虫 の (4zcyjps7oyxZ の のみ zogexge, /Wecg7o ア の 6- 
2c%S) 分 布 状 況 を 考察 する た め に 永吉 氏 の 「 優 先 度 」 
の 表示 を 更に 了 虫 卵 培 養 法 に 拡張 する 方 法 を 提案 し た 。 永 
吉 氏 の 優先 度 は 





ン 氏 分 離 装置 で 釣 虫 仔 虫 を 分 離し た 場合 , 釣 束 陽 性 地 。 


333- 


/ 庄 - H。: N.。. 明寺 委 経 拓 H 
民 Xs mi Ne 束 体 数 
H。: A.a. を 文 j。j A.a. を 
を 以 て 表示 され る 。 培養 法 に 適用 する に は 生じ た 仔 虫 数 - 
(CN.a. の 場合 は 仔 虫 数 を 2 何 す る ) を 4 階級 に (1 一 
10。 11-100 , 101-1,.000 , 1,001 以上 ) 分 け 各 級 に 
1, 10, 100. 1.000 な る 係数 を 定め て , 各 人 毎 の 係数 
の 総和 を 駐 j』』, 駐 j。 と し て 計算 する 。 

成績 の 判定 は 0.8~1.0 ~1.2 の 範囲 を 勢力 伯 促す る . 
地 。 0.8 以 下 は A.q. が , 1.2 以 上 は N.a. が 優先 する 
地 と する 。 

(1 ) 駆虫 ・ 培 養 両 法 に よる 優先 度 算定 比較 

富山 県 高岡 市 二 塚 地区 に 於 て 検便 時 に 瓦 培養 法 を 行 
い 。 同一 地 を 駆虫 し て 排出 虫 体 を 回 収 し て 両者 の 成 漬 を 
比較 し た 。 駆虫 ・ 培 養 両者 の 結果 を 得 た 116 例 に つい て 
見 る に 20 名 以下 の 場合 に は 両者 の 成績 が 不安 定 で あり 地 
域 的 に 整理 し て 20 名 以上 と し た 場合 両者 の 計算 値 は 略 々 
一 致す る 。 

( 2 ) 上 記 の 116 例 に つい て 両 種 釣 虫 の 検出 状況 を 見 
る に その 検出 が 不 成 功 信 終る 例 数 は 略 々 平均 し て 表 は れ 
る 。 

(3 ) 培養 法 の 検討 

(イィ ) 瓦 培養 法 及 濾紙 培養 法 を 釣 息 卵 陽性 便 172 例 に 
つい て 同時 に 行 つ た 結果 。 仔 虫 陰性 例 は 瓦 培養 法 (18 例 ) 
ょ りゃ 濾紙 培養 法 (46 例 ) に 多く , 両 種 釣 昌 の 検出 状況 
の 相違 と し て は 江 紙 培養 法 に 特に N.a. の 検出 が 低下 し 
て いる 。 

( ロ ) 採 便 よ り 菩 養 開 始ま で の 経過 日 数 の 影響 , 瓦 培 
養 法 に より 13/XII よ り 3 日 間隔 で 同一 糞便 ( 釣 虫 卵 陽性 
便 184 例 ) に つい て 培養 を 行 つ た 。 此 の 間 便 は 室温 
(max 12"C min 2 C) に 放置 し た 。A.q. の 保有 者 は 10 
例 に 過ぎ ず N.a. に つい て の み 考 察 出来 た 。 検 出 例 数 は 
120。 96, 84, 84, 60 で 検出 虫 体 総数 は 2412, 1882, 
2042, 594, Y98, 516 で 日 数 の 経過 と 共に 検出 率 及 数 
の 低下 が 認め られ る 。 

以上 の 成績 より 培養 時 の 諸 問題 及び , 糞便 性 状 に よる 

含 卵 数 の 変動 等 の 難点 が 考え られ る が 駆虫 体 を 回収 す 
る 方 法 に よる より も , 培養 法 に より 生ずる 仔 由 数 を 用 い 
る 方 が 簡易 で あり 広範 囲 に 適用 し 得 られ る も の ょ 考え 
る 。 









































66. 釣 虫 感 要 要 因 の 研究 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 中 部 
石崎 達 ・ 久 津 見 晴 靖 ・ 安 田 澄 子 
安田 一 了 ・ 荻 野 渋 度 ・ 小 宮 義 考 
東京 都 町 田 保健 所 
小野 田 孝義 ・ 向 井 増 男 


Some factors infuencing hookworm infection. 
Especially on the correlation between the 
ratio of infection and the worker's 
bare foot custom on farming 
ATSUSHI JISHIZAKI, HARUHIKO KUTSUMI 
SUMIKO YASUDA, ICHIRO YASUDA 
YOSHIO OGINO. YOSHITAKA KOMIYA 
TAKAYOSHI ONODA, MASUO MUKAI 


昭和 30 年 8 月 山形 県 酒田 市 北平 田 , 昭和 31 年 4 月 東京 
都 南 多摩 郡 忠 生 村 の 20 歳 以 上 の 男子 合計 425 名 を 検便 
(直接 塗 抹 , 浮 流 法 , 濾紙 培養 法 ) し て 北平 田 100 名 (30 
め ) 忠生 村 42 名 て 502) の 感染 率 を 得 た 。 虫 種 は 殆ど 
全部 Necator で ある 。 双 忠生 村 で は 四 塩 化 エ = チレ ン 4.5 
g 及 び 硫 て 20g 額 用 に よる 駆虫 を 2 回 施行 し て 濾 便 し 虫 
体 を 採集 し た 。 

と の 人 達 を 対象 に し て , 終戦 時 以降 の 裸足 で 農耕 の 習 
慣 の 有無 , 尿 尿 施肥 状況 , 野菜 の 生食 又は 漬物 好き の 有 
無 , 生活 環境 (農耕 面積 , 家族 数 その 他 か ら 判定 し て 上 
中 下 に 分 類 一 労 研 楠 氏 に よ ょ る), 就農 年 限 , 住居 部 落 別 分 

に つい て 問診 し 記録 し た 。 

その 成績 を 弧 合 する と 釣 貝 感染 者 群 に は 裸足 に な る 人 
が 多い 。 と れ を 年 齢 別に みる と 若い 人 で は と の 傾向 か と 
く 明 瞭 で ある 。 

施肥 状況 は 殆ど 全部 が 野 溜 を 有 せ ず 虫 卵 は 生き た まま 
撤 布 され て いる と 想像 出来 た 。 

経口 感染 を 考慮 し た 野菜 の 生食 に 就 て みる と , 裸足 に 
な ら な い 人 達 に 於 て 明らか に 生食 好き の 人 達 に 釣 虫 感染 
率 が 高 か つ た 。 

生活 環境 で は 上 中 下 共に 釣 虫 感染 者 群 に 裸 呈 に な る 人 
が 多い 。 そ し て 裸足 に な る 人 の 比率 は 生活 環境 の 悪い 人 
達 の 群 が 多 く な つて いる 。 感 染 者 に お ける 裸足 に な る 人 
の 比率 と 非 感染 者 に お ける 同上 の 比率 の 差 は 生活 環境 の 
悪い 人 達 の 群 程 大 きく な つて いる 。 

地域 別 の 感染 率 の 差 と 地域 別 の 裸足 率 の 差 を 比較 する 
と 平行 的 に 増減 し て いる 。 
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就農 年 限 と 釣 虫 感染 率 で は 10 年 区 分 で みて 20 年 以上 の 
群 で 感染 率 が 高く な る 。 騙 完 全 駆 虫 者 で 感染 濃度 と 就農 
年 限 と の 関係 を みる と 10 年 区 分 で みて 10 年 以下 の 人 達 は 
軽 感染 者 が 多い 傾向 で あつ た 。 

以上 の 所 見 か ら 経 皮 感 染 の 場 と し て 裸足 の 習慣 の 重要 
性 を 再 確認 し, 併せ て 経口 感染 の 事実 る も の べた 。 就農 年 
限 と 感染 の 問題 は 次 の 研究 え の 出 発 点 で ある 。 


67. 結核 症 と 釣 虫 毒 に 関す る 実験 的 研 
究 
(2) 骨 蘭 及び リン バ 腺 の 変化 に つい て 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
林田 正典 ・ 林 知行 


Experimental studies on tuberclosis and 
hookworm toxine, (2) On the change in 
bonemarrow and lymph gland 
MASANORI HAYASHIDA, NORIYUKI HAYASHI 


釣 虫 土 を 海 用 に 隔 日 5 て 8 週間 皮下 注射 し , 注射 開始 
後 1 て 3 週 目 に 結核 菌 を 大 服 皮 下 に 接種 し て 結核 症 を 超 
させ , 血液 像 及び 主要 臓器 の 変化 を 観察 し た が , 今回 は 
骨 詳 及び リンパ 腺 の 変化 に つい て 報告 する 。 釣 虫 毒 と し 
て は 1) 犬 釣 虫 虫 体 乳 剤 2) 釣 虫 妥 血 犬 の 生 血清 , 3) 同 
じ く 真空 乾燥 し た 血清 を 用 いた 。 対照 と し て 4) 委 血 の 
な い 犬 の 生 血 清 及 び 乾 燥 血清 に つい て 同様 の 実験 を 行い 
双 5) 結核 菌 の み の 群 を 設け て 病変 の 差異 を 比較 し た 。 

+ 骨 和 詳 の 変化 

肉眼 的 に は 胸骨 並 に 大 尿 並 に 大 有 尿 骨 剛 共 に 赤色 を 呈し 
た 。 組織 観察 に は 大 乳 骨 髄 を 用 いた 。 

1) 対照 結核 散 の み の 群 は 脂肪 組織 は 消失 し 造血 細胞 
は 著 明 に 増加 し て いる が 。, 血管 系 の 拡張 充 政 は 軽度 で , 浮 
腫 或 は 限局 的 病変 は 認め られ な い 。 好 酸 球 増 加 は 殆ど な 
い が , 赤 芽 球 は 著 明 に 増加 し て いる 。2) 乳剤 群 で は 脂 
肪 織 及 び 造 血 細胞 は 大 体 前 と 同様 で ある が , 血管 系 は や 
や 著 明 に 充 肪 し, 浮腫 , 結合 織 の 膨 化 等 が 起 つ て いる 。 
3) 貧血 血清 群 で は 脂肪 織 は 軽度 減少 し , 造血 細胞 は 軽 
度 又 は 中 等 度 に 増加 し て いる 。 そ の 程度 は 生 血 清 群 が 乾 
燥 血清 群 よ り 強 い 。 血 管 系 の 充 吾 は 一 般 的 に は 少 い 。 好 
酸 球 は いずれ も 増加 し , 赤 芽 球 の 増加 は 生 血 清 群 に や や 
著 明 で ある 。4) 正常 血清 群 の 変化 は 委 血 血清 群 の それ 
と 大 体 同様 で ある 。 

HI リン ズ 腺 の 変化 
肉眼 的 に は 結核 菌 接種 局所 の リ ン パ 腺 は 出血 性 で 腫 大 
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し , 特に 対照 群 , 乳剤 群 に その 傾向 が 強い が 。 他 の 各部 
とも 記 < 同じ 変化 が 見 られ る 。 組織 学 的 に は 殆ど 全部 の 
リン パ 腺 に 病変 が 起 つ て いる 。1) 対照 結核 菌 の み の 群 
で は 出血 の 傾向 が 強く , 組織 学 的 に は 血 リ ン バ 腺 の 状 を 
星 す る も の 及び 出血 し て いる も の が 多く , 騙 湊 出 性 の 結 
核 病変 が 見 られ , 二 次 濾胞 は 小さ く , 或 は 消失 乃至 壊死 
に 陥 つ て いる 。 2) 乳剤 群 の 変化 は 対照 群 に 似 て いる 
が , その 程度 は や や 軽く , 一 方 増殖 性 の 傾向 も 散見 され 
る 。3) 貧血 血清 群 で は 出血 は 少く , 二 次 濾胞 も 明か に 
認め られ , 結核 性 病変 は 増殖 性 の も の が 多い 。4) 正常 
血清 群 の 変化 は , 貧血 血清 群 の それ と 大 体 同 様 で ある 。 


68. 人 工 胃液 の 東洋 毛 様 線 虫 及 び 大 多 下 
の 感 菜 仔 是 に 対す る 影響 力 の 比較 


慶応 義 藝 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
帖 佐 博 


On the infiuence of artificial gastric juice 
upon infective larvae of 
7cZos77 の 44S OZ2627277S and 
cy/DsS7 の 2 の 772724272 
HIROSHI CHOSA 


東洋 毛 様 線 虫 (以下 東毛 ) 感染 仔 昌 の 抵抗 力 に 関し て 
は 既に 長谷 川 氏 の すぐ れ た 業績 が あり , その 中 で 人 工 骨 
液 に 対す る 東毛 及び 人 釣 虫 仔 虫 の 抵抗 に 関す る 記載 が 見 
られ る 。 犬 釣 息 仔 虫 の 犬 骨 液 及 び 犬 胆汁 に 対す る 影響 に 
関し て も 戸 張 氏 の 詳細 な 報告 が か ある 。 私 は 東毛 と 釣 下 の 
経口 感染 の 状態 を 比較 研 討 する 意味 で 同じ 条件 で 人 工 胃 
流 に 夫々 東毛 及び 犬 釣 虫 の 感染 仔 昌 を 加え て , その 生存 
状態 を 20 日 に わた つて 比較 観察 し た 。 

材料 は 東毛 に 感染 し て いる 人 の 糞便 及び 釣 虫 に 感染 し 
て いる 犬 の 糞便 か ら 採 り , 28"C の 名 卵 器 で 瓦 培養 し て Y 
10 日 目 の 成熟 仔 虫 を 用 いた 。 人 工 骨 液 ( 稀 塩酸 5.0 
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cc。 ペプシ ン 0.5g, 水 を 加え て 100 と す ) に 仔 虫 を 入 
れ 28 で 鋼 卵 器 に 置き 1, 3, 5, 10, 20 日 目 毎 に 夫々 の 
仔 虫 を , 生存 せる も の と 死亡 し て いる も の と を 区 別して 
算 え た 。 仔 虫 の 生死 の 判別 に は ガス 火 始 上 に か ざし て 加 
温 し , これ に 反応 し て 運動 する も の を 生 と し , 動か な い 
も の 及び 真直 に 伸び て いる も の を 死 と し た 。 冬 期 で あつ 
た 為 室 温 が 低く その 判定 は し ば し ば 困難 な 事 が あつ た 。 
異 つ た 時 期 に 採取 し て , 培養 し た 材料 に つい て 同様 の 実 
験 を 5 回 繰返し た 。 そ の 総計 の 成績 で は 犬 釣 虫 は 5 一 10 
日 の 間 に そ の 約 半 数 が 死滅 し 20 日 目 に は 大 部 分 が 死滅 し 
た 。 東毛 で は その 半数 が 死滅 する の に 3 一 5 日 で 20 日 目 
に は 大 部 分 が 死 減 し た 。 従 つ て 人 工 胃 液 に 対 し て は 犬 釣 
限 仔 虫 の 方 が 強い 抵抗 力 を 持つ て いる 事 が 云え よう 。 然 
し 20 日 目 に 於 ける 成績 で は 5 回 の 実験 中 犬 釣 虫 の 方 で 例 
外 的 に 多数 生き 残 つた 例 が あり 総計 で は 犬 釣 虫 の 方 が 生 
存 率 が よく な つて いる が , 5 回 中 3 回 迄 は 東毛 の 方 が 生 
存 率 は よ か つ た 。 つ まり 極め て 少数 で は ある が 東毛 仔 由 
の 中 に は 犬 釣 虫 仔 朗 より も 強い 抵抗 力 の ある も の が 存在 
する 事 が 想像 され る 。 


69. 皮下 組織 球 性 細胞 の 食 喰 作用 に 及 
ぼ す 多 虫 乳剤 の 影 故 


熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
鶴田 貢 ・ 松 下 文雄 


InfHuences of hookworm emnulsion on 
function of subskin phagocyte 
MrITUGU TURUTA, FUMIO MIATUSITA 


吾 々 は 生理 的 食塩 水 1 cc 中 に 犬 釣 虫 10 隻 の 割合 に 含 な 
乳剤 を 作り , 白 渦 皮 下 に 一 定量 一 定期 間 注 射 し , 最終 注 
射 か ら 1 時 間 の ち 家 鶏 赤 血球 を 乳剤 注射 部 位 に 注射 し 
2 時 間 後 居 殺 し て , 該 部 の 皮膚 を 切開 し 周囲 の 組織 液 を 
載 物 硝子 に 塗 球 し, ギ ム ザ 染色 を 行 つ て 油 浸 鏡 検 し た 。 

















導 較 対 東 思 対 必 
2 
1 490 63 553 84.9 517 21 538 97.2 418 。 237 655 63.8 507 6 513 98.8 
3 480 174 604 71.2 495 44 539 91.8 370 232 602 61.5 539 13 552 97.6 
5 404 265 669 60.4 517 48 560 92.3 210 335 545 38.5 486 7 493 98.6 
10 212 307 519 40.8 486 37 523 92.9 105 465 570 18.4 513 11 524 97.9 
20 45 514 559 8.1 522 "36 558 95.3 3 427 430 0.7 500 40 540 92.6 





5 回 分 の 総計 を 示す 
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貧 喰 性 細胞 200 個 を 算 え , 信 喰 を 行 つ て いる 細胞 数 及び 
信 喰 され て いる 家 黄 赤 血 数 を 計算 し た 。 対 妥 と し て 生理 
的 食塩 水 2.5cc を 1 日 1 回 連続 4 回 注射 し て 前 同様 の 実 
験 を 行 つ た 。 

1) 雌 釣 虫 乳 剤 注射 量 と 信 喰 作用 

乳剤 を 夫々 0.5, 1.0, 1.5, 2.0, 2.5,3.0, 3.5, 
4.0cc 宛 1 日 1 回 連続 皮下 注射 し た 場合 に 於 て は , 2.5 
CC 注射 群 で 最も 強い 信 喰 作用 を 示し , 以下 2.0, 3.0, 
0.5, 4.0,。 1.5, 1.0。 8.5cc の 順 で 。 い づれ も 対照 
より 高い 値 を 示 し た 。 

2) 雌 釣 虫 乳剤 注射 回 数 と 貧 喰 作用 

乳剤 量 を 2.5cc と し , 回 数 を 1 回 より 6 回 まで 変え て 
検索 し た 。 4 回 注射 に 於 て 最も 強い 信 喰 作用 を 認め , 以 
下 3,。 2, 5,。 6, 1 回 の 順 で ある 。 

3) 雄 釣 虫 乳剤 注射 量 と 食 喰 作用 

注射 量 は 1) の 実験 と 同様 に 行 つ た 。 2.5cc で 人 喰 作 
用 最も 強く , 以下 1.5, 2.0, 3.0, 3.5, 4.0, 1.0 
0.5cc の 順 で ある 。 

4) 雄 釣 虫 乳剤 注射 回 数 と 信 喰 作用 

雄 釣 虫 を 用 いて 2) と 同様 の 実験 を 行い , 4 回 注射 で 
最高 値 を 示し た 。 以下 2 , 5, 3, 1 回 の 順 と な る 。 
以上 の 如く 犬 釣 東 乳剤 注射 に より , 全般 的 に 皮下 組織 
球 性 細胞 の 家 葛 赤血球 に 対す る 條 喰 作用 は 増進 し , 特に 
乳剤 量 2.5cc, 回 数 4 回 に 於 て 最も 高い 値 を 示 し た 。 


70. 自然 界 に 於 ける 物 虫 短 生 数 及び 
体長 の 季節 的 変動 に 就 て 
大 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 科 
堂本 一 切 
Seasonal variation of number and body 


jength of 4zzcy/psZozzZ CZ727226222 im Stray dogs 
ICHIRO DOMOTO 


前 回 当 教室 に 於 いて 自然 界 に 於 ける 犬 釣 下 寄生 数 が 季 
節 的 に 著 明 な 変動 を 示す 事 を 報告 し た が , 今回 著者 は 更 
に 精 し く 追 末 レ 夫々 の 宿主 に 於 ける 犬 釣 崎 生 数 及び 体 
長 を 計測 し 知見 を 得 た の で 報告 する 。 

実施 方 法 : 昭和 31 年 9 月 以降 大 阪 府下 の 捕獲 犬 ょ り 
週 1, 2 回, < 存 回 8 頭 宛 を 無 作 為 に 抽出 し , その 腸管 ょ 
り 犬 釣 虫 を 採集 し た 。 採集 部 位 は 十二指腸 空腸 組曲 部 よ 
り 麺 志 部 迄 で , 限 体 は 可視 簡 囲 の も の を 取 つ た 。 採集 し 
た 虫 体 は 10 用 フォル マリ ン で 固定 し 夫々 に 就 て 体長 を 計 
測 し た 。 
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成績 : 調査 大 総数 は 288 頭 で 採集 釣 虫 数 は 5404 隻 で 
あつ た 。 そ の 中 雄 虫 は 2144 隻 で 雌 虫 は 3260 隻 で あつ た 。 
最大 及び 最小 体長 は 雌 虫 に 於 て は 21mm 及 び 8 mm で , 
雄 昌 に 於 て は 18mm 及 び 3 mm で あつ た 。 

平均 寄生 数 は 高温 期 に は 著 明 に 増加 し , 寒冷 期 に は 滅 
少 を 示す 。 

体長 別に 寄生 総数 を 季節 別に 表示 し た 場合 雌 虫 に 於 て 
は 3, 4, 5, 6, 7, 8mm は 11 月 , 12 月 の 寒冷 期 に 
は 殆 ん ど 消 失 し た 外 夫 々 略 平均 し た 寄生 曲線 を 示 し た 。 
9 , 10, 11, 12, 18。14mm は 夫々 著 明 に 変動 し 高温 期 
に は 高値 を 示し 寒冷 に 向う に 従い 階段 的 に 低下 し た 。15 
mm 以上 に て は 夫々 略 安定 し た 曲線 を 示 し た 。20mm 以 
上 の 自体 は 寄生 数 の 少く な つた 11 月 頃 よ り 出 現し た 。 雄 
虫 に 於 て は 3 mm より 6mm 迄 は 夫々 略 平行 し Y mm よ 
り 11mm 迄 は 夫々 著 明 な 変動 を 示し 雌 虫 と 同じ く 低 温 に 
な る に つれ 下降 , 12mm よ り 15mm 迄 に 夫々 安定 し た 曲 
線 を 示 し た 。16mm 以 上 の も の は 寒冷 期 の 2 月 に 認め ら 
れ た 。 


71. 釣 虫 不 受精 卵 に 就 て 


岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
今井 田 二 三 子 
On the unfertilized eggs of 


月 cy/SZ の 2 C72227772 
FUMIKO IMAIDA 


犬 釣 虫 雌 成 昌 を 宿主 体外 で 飼育 し た 場合 , 時 間 の 経過 
に つれ て 卵 外層 が 極め て 非 薄 で 時 間 が 経過 し て や も 細胞 分 
裂 像 を 示さ な い 卵 が 産 下さ れ 始 め る 。 と の 卵 の 卵細胞 外 
周 は 一 層 の 薄い 層 を 識別 レ 通 常 糞便 中 に 見 られ る 釣 息 卵 
に 見 られ る 如き ガラ ス 様 透明 層 が 認め られ な い 。 と の 備 
は 釣 雌 成虫 連続 切片 標本 に 於 ける 輸 卵 管 下部 又は 受精 要 
内 に 於 ける 卵 と 類似 の 形態 を 示し 受精 前 段階 に 於 ける も 
の で は な いか と 考え られ る 。 

通常 卵殻 と 認め らち れ る ガラ ス 様 透明 層 は 受精 衰 に 続く 
部 に エ オ ジン 好 染 性 の 物質 を 管 腔 に 充満 し て 居る 部 分 が 
あり , と の 部 通過 後 の 卵 に 於 て 認め らち れる 。 と の 層 は 抵 
抗 が 強く 変性 卵 に 於 て も と の 層 は 最後 迄 残存 する 。 従 つ 
て と の 層 を 有 しない 卵 で は 容易 に 外 的 影響 を 受 ひ 変 性 に 
陥 入 る も の と 見 られ る 。 
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72. 体外 に 於 ける 多 是 の 発育 
に 関す る 研究 
大 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 科 
野田 昇 ・ 今 子 邦男 


Studies on the growth of 4zcyosZozzZ 
C の 274722272 722 の 77 の 
NOBORU NODA, KUNIO IMAKO 


体外 に 於 て 釣 虫 の 所 調 』 期 以上 の 仔 虫 を 発育 成長 させ 
た と の 報告 は 見 な い 。 教 室 の 鳥居 が 犬 釣 息 成虫 飼育 血清 
中 に 犬 釣 虫 卵 を 投入 すれ ば 角 化 が 抑制 され る が , 酸素 を 
加え る と と に より 負 化 が 促進 きれ る と と , 及び 楠 の 所 調 
V 期 幼 若 成虫 は 固有 宿主 の 生体 組織 内 に 於 て , 長期 間 生 
存する の みな ら ず 発育 する と の 前 回 の 実験 報告 に 基 い 
て , 今回 所 詩 犬 釣 虫 W 期 仔 了 を 体外 に 於 て 血清 を 用 い , 
酸素 , 空気 注入 等 の 諸 条 件 を 加え 飼育 実験 を 行い YV 期 
に まで 発育 させ , 体長 , 体 巾 等 を 増加 せ し め る と と に を 成 
功 し た 。 

即ち 瓦 培養 5 日 目 の 犬 釣 虫 の 完 熱 彼 裏 仔 虫 を 成 犬 に 皮 
注 感染 させ , 第 8 日 目 に その 小腸 より 得 た 幼 若 虫 を 厳密 
に 鏡 検 下 に W 期 仔 虫 の み を 選出 し , 滅菌 小 ビ ー カ ー 内 に 
て , ペニシリン , スト レプ トマ イシ ン 及 び マ ー ゾ ニン 液 
の 少量 を 加え た 犬 融 解 赤血球 合 有 血清 を 飼育 液 と し て 飼 
育 を 行 つ た 。 飼育 液 は 24 時 間 毎 に 交換 し 酸素 及び 空気 は 
少量 宛 送 入 し た 。 由 体 は 適時 スポ イド に て 採集 し 10 ホ 
ル マ リ ン 固 定 後 写真 撮影 又は 計測 を 行 つ た 。 

飼育 液 に 酸素 を 加え た も の に 於 て は 各 例 共 約 21 時 間 以 
俊 ょ り 体 と 脱皮 殻 の 間 に 離 開 を 生じ た も の 双 は 完全 に 脱 
皮 し た も の を 認め た 。 そ と で 酸素 を 注入 する と と に ょ り 
層 広 する も の や 大 や を みる 隊 区 は 気 注入 及び 飼 
0 こつ き 比 較 し た 。 する と 飼育 液 の み の 

合 が 最も 良く 脱皮 し , 空気 注入 例 が それ に 次 ぎ , 酸素 
vo コー の と と は 機械 的 刺 戦 
は 酸素 の み の 注 入 が 却 つ て 発育 成長 を 抑制 する の で は 
な か ら う か と 考え られ た 。 血清 の み の 飼育 に て 常 と 同率 
に 脱皮 する か どう か を 検索 し た 結果 , 48 時 間 飼 育 に て 殆 
ん ど 全 令 脱 上 度 する 場合 と , 殆 ん ど 所 謝 W 期 の 位 の 場合 等 
あり , 各 例 に て 脱皮 の 率 が 著しく 異な り , その 差異 の 要 
因 に 就 い て は 目下 検討 中 で ある 。 

成長 の 程度 を 調べ る 為 , 体長 , 体 巾 , 口 経 を 計測 し た が 
飼育 前 の 所 調 上 期 仔 昌 の 計測 値 と 比較 する と , 各部 位 共 
著 明 な 増加 を 示し 明らか に 成長 し て いる と と を 認め た 。 
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脱皮 途上 の 夫々 の 仔 虫 の 状態 より 考え て 。 脱皮 は 先ず 
口 端 及 び 尾 端 に 於 て 体 と 脱皮 般 と の 間 に 間 隙 を 生じ , 次 
いで 原 基 口 井 が 附 着 し た 人 筐 前 方 に 向い 脱 度 する よう で あ 


= 
ンク 


73. 土壌 中 釣 虫 仔 束 分 離 法 の 研究 
(1) Beaver 法 の 検討 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 昌 部 
小宮 義孝 ・ 安 田 一 馳 ・ 斉 藤 敏昭 


Studies on the methods for the isolation of 
hookworm larvae from the soil. 
(1) On Beaver's method. 
YOSHITAKA KOMIYA, ICHIRO YASUDA, 
ToOSHIAKI SAITO 


Beaver は , 土壌 中 の 釣 虫 仔 虫 分 離 法 と し て , Baer- 
mann 法 に 代 る 新しい 方 法 を 提唱 し て いる (Beaver 
1953) 。 そ と で , われ われ は と の 方 法 を 検討 する た め 本 実 
験 を 行 つ た 。 すなわち, ペトリ ー 中 型 シ ャ ー レ に 砂 , あ 

る い は 土 (本 研究 所 構内 の 土 で , 砂 質 土 ) を 入れ , それ 
に イヌ 釣 昌 仔 取 , ある い は アメ リカ 釣 東 仔 虫 を 100 匹 前 
後 搬 布 ,。 で ご きる だ け 均 等 に 携 振 し て か ら , 40'C の 温湯 
(ある い は 10'C の 冷水 ) で ぬら し た , 木綿 。 ガ ー ゼ , タタ 
オル の pad( 上 記 布 を 直径 9 cm の 円 に 切 に 抜き , そ の 四 枚 
を , 周囲 と 中 心 で 粗く 縫い 合せ た も の ) を 密着 きせ , 88 
28 で 解 卵 器 に シャー レ の 攻 を し て お さめ た 。 一 定時 
間 経 過 後 , pad を と り , 土壌 附 着 面 を 上 に し て , その 四 
隅 を 洗濯 だ ささみ で 検尿 ニッ プ に と め た 。 と の さい , pad 
が , 検尿 コッ プ 底 面 と 平行 に な る よう に と し た 。 次 いで 
40' や 温湯 を , 側 方 か ら pad に すれ すれ に な る よう 人 入 
れ , 一 定時 間 放 置 後 , 上 澄 を サイ フ オ ン で あけ 。 沈 溶 中 
に 含ま れ て いる 漠 出 仔 虫 数 を 解剖 顕微 鏡 で 数 えた 。 その 
結果 , 次 の と と が わか つた 。 1 。 土壌 の 目 方 は 50g ( 厚 
さ に し て 0.5cm) 以下 で な けれ ば な ら な い 。 2 。 pad は 
タオ ル の と き , いち ば ん 仔 帳 回収 率 が 高い 。 3 . pad に 
ひ た す 水 の 温度 は , 40'C で も , 10C で も 仔 虫 回 収 率 に 
相違 が な い 。 4 . pad は , 水 を し ば る より , 飽和 の 方 が 
よい 。 5 . pad は 土 の 下 より , 土 の 上 に 時 vn 
6 . 28C 負 卵 器 に シャ ー レ を 収め る より , 38 で C 設 卵 
収め る 方 が 仔 由 回 収 率 が 高い 。 7 . pad の 接触 時 間 は 830 
分 が よい 。 8 . pad を 検 尿 コッ プ に つる す 時 間 は 24 時 間 
が よ ょ よい 。 9 . 土壌 含水 量 に こよ つて 仔 回 収 率 は 左右 され 
な い 。10. イヌ 釣 虫 仔 昌 で も , アメ リカ 釣 虫 仔 昌 で も , 





















回 収 率 に 相違 は な い 。 以上 の 諸 原 則 に 従う とき, イヌ 釣 
取 仔 の と き , 回 収 率 は 50.7 宛 , アメ リカ 釣 虫 仔 虫 の と 
き は , 49.6 多 で ある 。 従 つ て 本 実験 の 結果 か ら す る と , 
本 法 は Baermann 法 に 代 る 優秀 な 方 法 と 考え られ る ( 詳 
細 , 日 本 公衆 衛生 学 雑誌 に 発表 予定 ) 。 


74. 時 虫 の 藻 光 題 微 録 学 的 所 見 


山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 国立 下関 病院 
竹 下 真 


Fluorecent nsaicroscopical findings on 
万 77 の の ZzzS 2679722CZ4/277S. 
SADAKO TAKESHITA 


私 は 先 に , 暁 虫 の 組織 化学 的 検索 を 発表 し た が , 今回 
は 。 時 虫 に 関し て の 営 光 像 を 追求 し た 。 

方 法 ・ 

採取 され た 虫 体 は 。 カル ノア 氏 液 , 若しくは 102% ホ ル 
マリ ン 液 で 固定 。 素早 く 包 理 , パラ フィ ン ン 切片 と し た 。 
併 し 年 ら 戴 物 硝子 貼 布 に 際 し て は , 卵白 グリ セリ ン が 紫 


外線 に 対 し て 党 光 を 発 する 故 , 単に 蒸留 水 の み で 行 つ 
た 。 

充分 脱 パ テ の 後 , 水洗 を 少な く と も 30 分 以上 行い 検索 
し た 。 


固有 箸 光 検索 に は , 水洗 化 , 蒸留 水 肥 は 良質 グリ セリ 
ン で 以 つ て 覆い , 周囲 を 軽く 封入 し て 鏡 検 し た 。 

二 次 的 航 光 像 は , Thioflabin S 5000X 溶 液 , VasoHa- 
bin 5000※ 溶 液 。 Acridin orenge 5000X 溶 液 で 染色 鏡 
検 す る も , ThioHabinS が 最も 良好 で ある の で 以来 と の 
色素 に つい て の み 行 つた 。 

結果 : 

固有 邊 光 は , 従来 の HH. Mochman は , 卵 を 主体 と し 
て 述べ , 角 皮 に も 認め て いる が , 私 の 場合 は , 成 熱 卵 に 
は 可 成 り 強く 認め 生 ち 幼 若 細胞 は それ 程 強く な い 。 腸 
管 及 び 角 皮下 組織 卵巣 , 筋肉 等 に も か な り 認 め ら れ 
た 。 

二 次 艇 光 で は , 固有 邊 光 より 発光 度 が 強い 。 即ち, 可 
成り の 固有 徴 光 に 附 加 的 に 溜 光 を な えら れる 故 その 輝度 
は 強く 可 成り 微細 な 点 ま で 明瞭 に 知り 得る 。 その 中 で 特 
に 認め られ る 組織 は , 腸管 , 成熟 過程 に ある 卵巣 内 の 卵 
細胞 , 輸 卵 管 , 受精 宴 , 排卵 管 , 腔 等 の 内 に 於 ける 卵 細 
胞 で あつ た 。 こ と れ ら は 耳 一 互 染色 の 構造 と は 略 大 差 な い 
が , 組織 息 白 の 含有 濃度 に 応じ て , 輝度 の 強弱 を 生じ , 
その 微細 点 ま で も 欠 察 し 得 た 。 こ と れ ら と 組織 化学 的 問題 
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は 考慮 され る 点 が 残 つ て いる が 今 迄 の 成績 で は 主として 
RNA と の 関係 は ある よう に 思わ れる 。 半 。 グ リコ ー ゲ 
MM か yp D4 


て は 人 全 の 研究 に よっ て 朋 か に し た い 。 廊下 の 近 柳 


像 と の 関連 所 見 か ら , 卵 の 発育 過程 に お いて , 支柱 組織 , 


の 立体 的 な 伸長 に よ つ て 卵 帝 形 成 さ れる も の と 考え られ 
る の で , と れ ら を Trabecle elongation hypothesis と 
し レ て 併せ て 報告 する 。 


75. 東洋 毛 様 線 是 症 の 疫学 的 研究 
保 虫 宿主 な よび 威 楽 主 道 に 
つい て の 考察 


新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
伊藤 淳一 ・ 浅 利 譲 
Epidemiological study on trichostrongylosiS 
with special reference to reservor hosts 
and the main infective mode of 
7 カ c/os77ogy/S 07627275. 
JUNICHI TITO, YUZURU ASARI 


昭和 30 年 9 月 以降 , 新 当 県 方 面 に お いて 人 畜 そ の 他 に 
寄生 する 毛 様 線 虫 類 を 調査 し , 特に 東洋 毛 様 線 虫 に つい 
て は 疫学 的 に 本 種 が 経口 , 経度 の いずれ を 感染 主 道 と す 
る か を 追求 し, また 人 体 実験 を 行い つつ ある の で , それ 
ら の 成績 を 次 に 要約 する 。 

1) 人 49 人 , 家 兎 150 匹 , 野兎 106 匹 , 山羊 14 匹 , め 
ん 羊 4 匹 ,。 リス 2 匹 , イタ チ 10 匹 , ク マネ ズミ 4 匹 , ト 
ブ ネ ズミ 3 匹 , ハ タネ ズミ 8 匹 , タ ヌキ 5 匹 お よび 猿 1 
g に つい て 腸管 内 の 毛 様 線 虫 類 を 調査 し た 。 人 19 人 (88 
・8) か ら 得 ら ち れ た 毛 様 線 虫 類 は す べ て 7zxc ヵ gs7zgz- 
gys oe の 7 が S で あ つた 。 宮城 県 産め ん 羊 1 匹 , 新潟 
県 産 家 兎 2 匹 か ら も 同種 を 検出 し た が , 人 の 感染 状況 と 
あわ せ 考 える と 保 虫 宿主 と し て の 商学 的 意義 は 少 い ょ 5 
で ある 。 家 兎 Y 匹 ( 4.7 多 ), 山羊 11 匹 (78.6 用 ) お よび 
めん 汗 3 匹 (75.0%) か ら 7. co が 775 山羊 4 匹 
(28.6) お よび めん 壮 1 匹 (25.0%) か ら は 7. gzgf 
を 得 た (と れ ら の 両 種 は 。 ジヤバ その 他 の 地方 で 人 体 寄 
生 の 報告 あり )。 な お 野兎 , 84 匹 (79.2%) か らち 検出 し た 
毛 様 線 昌 の 一 種 は 新種 と 考え 7. oszzxg と し て 既に 
告 し た 。 


2) 東洋 毛 様 線 昌 の 人 体 経 皮 感 染 実験 を 行 つた 2 例 は 
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33 歳 と 26 歳 の 男子 で , 左 掌 側 前 腕 部 の 無傷 皮膚 面 に それ 
ぞ れ 約 3000 隻 お よび 6000 隻 を 含む 仔 虫 水 を 滴下 し た と と 

, 24 日 目 お よび 340 日 目 こ それ ぞ れ 殿 便 内 か ら 卵 が 証明 
され 凝 塊 反 応 (既報 ) な どの 免疫 反応 も 陽 転 する よう に 
な つた 。 と れ ら の 成績 は 本 種 が 人 体 に 対し 経 皮 的 に も 感 
染 可能 で ある と と を 示す も の と 考え る 。 

3) 東洋 毛 様 線 虫 の 疫学 的 感染 主 道 を 知る た め に , そ 
の 感染 率 の 高い 新潟 県 岩船 郡 栗 島 村 (日 本 海 の 離 島 ). 北 
蒲原 郡 黒 川村 (山間 部 ) お よび 三条 市 井 栗 (平野 部 ) の 
8 地区 の 住民 を 対象 と し て 飽和 食塩 水 浮 洛 法 と 3 枚 沙 抹 
に よる 検便 を 行い それ ら の 成績 を 年 齢 , 性 , 職業 別 お 
ょ び 家 族 集積 性 な どの 見 地 か ら 吟 味 し て 経口 感染 が 主 道 
で ある と と を 推定 し た 。 

4) 実験 的 に 感染 させ た 家 兎 か ら 得 た 東洋 毛 様 線 息 雌 
昌 の 子宮 内 に 不 受精 卵 と 思わ れる 変性 卵 を 認め た 。 


76. 東洋 毛 様 線 点 の 感 仔 昌 に み ら 5 れ 
た サー レス 現 象 , 特に 疑 塊 
反 鷹 に つい て 


新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
稲 泉 武 男 ・ 伊 藤 淳一 
The circumlarval precipitation (Sarle's 
phenomenon) with the agglomeration 
Of cos77 の gy/S の 762727S 
TAKEO INAIZAMI, JUNICHI TTO 


東洋 毛 様 線 虫 の 感染 仔 虫 に みち られ る サー レス 現象 と 共 
に , 2 隻 以上 の 仔 虫 が 互 に 韻 着 し , 集 塊 状 を 呈す る 凝 塊 
ト 反応 を 観察 し , それ ら の 特 暴 性 に つい て 若干 の 追求 を 行 
つた 。 実験 方 法 と し て は 血清 5 滴 と 仔 了 水 1 滴 C10~20 
ee 僚 ) と を 時 計 皿 に と り 室 温 て 10 こ 30C) に お いて 24 時 間 
と 48 時 間 後 , 顕微 負 下 で サー レス 現象 と 凝 塊 反 応 の 出現 
の 有無 を 観察 し た 。 得 られ た 結果 を 要約 する と , 

1) 東洋 毛 様 線上 昌 の 感染 仔 虫 に み ら れ た 凝 塊 反 応 に つ 
て , さき に 伊藤 , 稲 泉 〔1956〕 が 報告 し た 。 

即ち 血清 に お いて 被 輌 を 有する 感染 仔 虫 の 口 部 , 排 浴 
部 及び 被 輸 尾部 に 出現 し た 沈降 物 は 粘着 性 を 有 し , 互 
に 癒着 し , 集 塊 を 形成 する 。 

閉 者 ら は と れ を 東洋 毛 様 線 取 の 仔 昌 に みち れ る 所 塊 友 
応 と 呼ん で いる 。 

2) 新潟 大 学 医学 部 附属 病院 内 科 外 来 患 者 200 名 の 血 
清 に つい て 東洋 毛 様 線 昌 の 仔 昌 に 対す る 上 記 の 背 塊 反応 
、 を 観察 し た と と ろ , 顕 虫 卵 陽性 者 (検便 は MG 世 法 ) 血 
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清 52 例 中 に 本 反応 が 証明 され , 他 の 寄生 取 卵 陽性 者 及び 
陰性 者 に は 出現 し な か つた 。 と れ は 一 応 本 由 保 有 者 血清 
に 特異 的 な 反応 と 考え られ た 。 な お サー レス 現象 は 本 到 
卵 陽性 者 血清 52 例 中 32 例 (60.1%) に 証明 され , 最も 出 
現 事 が 高 か つ た が , 他 の 寄生 虫 卵 陽 性 者 及び 陰性 者 に も 
低 率 な が ら 出 現し た 。 

3) ズ ビ ニ = 釣 虫 仔 虫 に 対す る サー レス 現象 及び 凝 塊 反 
応 に つい て 上 記 内 科 外 来 患 者 96 名 の 血清 を 検討 し た と と 
ろ , 釣 息 卵 陽性 者 血清 11 例 中 4 例 (36.4 め ) に 本 現象 陽 
性 を 示し た が , 他 の 寄生 息 卵 陽性 者 及び 陰性 者 に は 出現 
し レ し な か つた 。 凝 塊 反応 は いづ れ も ゃ 陰性 で あつ た 。 

4) 2 例 の 人 体 経 皮 感 染 実験 に お いて , 1 例 は 感染 後 
7 日 か ら 88 日 ま で , 他 の 1 例 は 感染 後 81 日 か ら 75 日 ま 
で , それ ぞ れ サー レス 現象 を 証明 し た 。 後者 で は 同時 に 
感染 後 87 日 か ら 凝 塊 反 応 を 確認 し た 。 

5) 本 虫 の 経口 感染 実験 を 行 つた 山羊 2 匹 及 び 家 兎 1 
羽 と , 腹部 皮下 に 注入 し た 家 東 1 羽 の 血清 に は いずれ も 
サー レス 現象 及び 凝 塊 反応 は みち ら れ な か つた 。 


77. 非 経口 的 に 投 奥 し た 由 東 
卵 の 運命 に つい て (2) 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
柳 井 富 夫 


On the fates of the helminth eggs in the 
mice bodies given not by か ez の S. (2 ) 
TOMIO YANAI 


さき に 第 25 回 日 本 寄生 虫 学 会 に 報告 し た 様 に , 各種 映 
由 卵 を 脳 え 注入 し た 場合 に は , 先 づ 喉頭 及び 気管 周囲 の 
筋肉 に 主として 移行 し て 行く 事 を 知 つ た が 。 と の 移行 経 
路 を 明らか に する た め に 各種 の 実験 を 試み た の で , その 
結果 に つい て 報告 する 。 

私 は と の 実験 に は 生 卵 と 死 卵 と の 間 に 差 が 認め られ な 
い 事 か ら , 鑑別 が し すい 様 に , 豚 及 犬 題 虫 の 黒 染 銀 染色 
卵 を マウ ス の 脳 に 注入 し て , 時 間 的 に その 走路 を 観察 レ 
た が , た また ま 炭 粉 で も 同様 に 移行 する 事 を 知り , 先ず 
炭 粉 を 用 いて その 詳細 に つい て 観察 し 。 と れ に 銀 染色 卵 
の 実験 を 併行 し , 双 組 織 連 続 切 片 標本 に つい て も 。 取 卵 
の 移行 路 及 び 組 織 反 応 の 状態 に つい て , 併せ て 欠 察 を 行 
つた 。 

1, 炭 粉 注入 実験 

注入 後 15 て 20 分 に し て 多数 の 炭 粉 が 脳 底 醒 に 出現 す 
る 。 第 四 脳 室 側 口 附近 , 小脳 天 輩 , 脳 染 周囲 の 下 回 槽 に 
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も 認め らち れる 。30 分 する と 内 雪 動 脈 及 天 静 脈 の 頭蓋 底 口 
た 著 明 に 集 つ て いる の が 毎 常 認め られ , これ が 40 一 50 分 
に し て 頭蓋 底 骨 内 を 内 笑 動脈 に 沿 つ て 下降 する の が 認め 
られ た 。 

I, 銀 染色 卵 注 入 実験 

1.5 多 硝 酸 銀 液 に 入れ , 日 光 了 曲射 に よ つ て 得 た 黒 染 豚 
及 犬 虫 卵 を 脳 内 に 注入 し た と と ろ , 15~20 分 に し て 避 
様 脳 底 槽 に 出現 し , 830 分 に し て 内 笑 動 脈 及 び 頸 部 脈 口 に 
血管 に 沿 つて 閉 明 に 集 つ て いる の が 認め られ た が , 頭蓋 
底 骨 内 を 血管 に 沿 つ て 移行 する の は 1 時 間 半 後 頃 か ら で 
あつ た 。 

委 , 組織 学 的 所 見 

24 時 間 目 の も の は 出血 が 強く , 既に 虫 卵 は 脳 局所 の み 
な ら ず , 脳 室 及 び 種 々 の 部 位 の 綱 膜 下層 に も 認め られ 
る 。 虫 卵 周 囲 の 細胞 浸潤 は 一 般 に 強く な い が , 中 に 多核 
白血球 。 好 酸 球 光 巴 球 , 組織 球 等 に より 著 明 に 囲ま れ 
て いる 正 卵 が ある 。48 時 間 , 72 時 間 と 時 間 の 経過 と 共に 
細胞 浸潤 は 著 明 と な り 被 包 化 され る 傾向 を 示す 。 と れ が 
5 日 に な る と 虫 卵 及 び 血 管 周囲 に 著 明 に 浸潤 し , 限局 さ 
れ た 細胞 が , 虫 卵 を 脳 実質 か ら 脳 室 中 や 名 網 膜 下 腔 に 宰 
孔 排 浴 され て いる 像 が 所 < に 示さ れ た 。 9 日 目 に 至る と 
浸潤 細胞 の 数 は 減少 する が , いわ め ゆる 編 鍵 状 の 小 及 大 喰 
細胞 が 多く な り 所 < に 多核 異物 細胞 の 出現 を 見 る 。345 日 
目 の 所 見 で は 政 卵 は 死滅 し , 細胞 浸潤 は 少 い 。 


78. 系 状 虫 症 に 於 ひける 象 皮 病 の 成 
因 に 関す る 研究 (2 ) 


長崎 大 学 風土 病 研究 所 臨床 部 
片 峰 大 助 ・ 山 崎 豊彦 


Experimental studies on the elephantisis 
due to 著 zzcZez を 7%Z ZZ の 7 が .( 2 ) 
DAISUKE KATAMTINE, TOYOHIKO YAMASAKI 


象 皮 病 に 先駆 する 丹毒 様 熱 発作 は 系 状 虫 と 連 球 菌 の 協 
同 作 用 に よる も の と 考え られ て いる 。 著者 は 第 一 報 に 於 
て 犬 過 強 系 状 虫 抽出 液 CD.F. 又 ) 及 び 仔 虫 陽性 患者 尿 は 
色素 と 共に 家 兎 皮 内 に 注射 され る と 強い 色素 の 拡散 を お 
と し , 双 連 球菌 と 混合 し て 皮 内 注射 する と 強い 蜂 穴 織 炎 
様 炎 衝 反 応 が 若 起 され る と と を 認め た 。D. F. 駐 患者 尿 
の 示す 色素 拡散 と 催 炎 現象 を ヒア ル ロ ニ ダー ゼ と 比較 し 
て みる と , 前 者 は 色素 拡散 が 遅 発 性 で 必ず 浮腫 を と も な 
い 色 素 は 浮腫 に の つて 拡大 する 。 騙 後 者 は 連 球 菌 と 協同 
し て の 催 炎 性 が 強く な い 。 こ の よう に ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 


( 116 ) 
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と は その 作用 が 根本 的 に 異 つ て いる 。 家 各 皮 内 に D. F。 
双 , 患者 尿 . ヒア ル ロ ニ ダー ゼ , その 他 の 対照 液 て 生理 
食塩 水 , 健康 者 尿 卵白 液 ) を 注射 し , 直ちに エバ ンス 
青 又 は 連 球 菌 浮 涯 液 を 静 注 し て , 皮 内 注射 部 位 の 変化 を 
観察 し た 。 そ の 結果 D. EE. 駐 , 患者 尿 皮 内 注射 部 位 の み 
に 明確 な エバ ンス 青 の 着色 を 認め ,。 アル ロニ ダー ゼ そ の 
他 の 対照 部 位 に は 全く 着色 が 起 ら な い 。 連 球菌 浮 流 液 静 
注射 群 で は D.F. 双 , 患者 尿 皮 内 注 部 に 著 し い 秋 衝 激 化 
が 見 られ る 。 特 に 陰 裏 を た 用 いた 実験 で は 陰 裏 全体 が 蜂 窟 
織 炎 様 に 球状 に 発赤 膝 且 し あと に 硬 結 や 壊死 を 起す も の 
が ある 。 組織 学 的 に も 充血 , 浮 豚 , 細胞 浸潤 な どの 量 的 
の 増加 は 勿論 , 液化 壌 死 や 特異 な 血管 災 の 発生 な ど 質 的 
に ゃ 対照 部 位 や 対照 群 (生理 食塩 水 静 注 群 ) の 同 部 位 に 位 
に 比べ て 強い 炎 衝 発生 の 像 が か み ら れ る 。 と れ に ひき か を 
て ヒア ル ロ ニ ダー ゼ 皮 内 注射 部 位 に は 導 像 は 全く み ら 
れ な い 。 以上 の よう に D.F. 文 や 系 状 虫 昌 体 物質 を ふく 
と 思わ れる 愚者 尿 で 前 処置 され た 部 位 の み が 静 注 さ れ 
た ェ エバ ンス 青 に て 着色 し 又 そ の 部 が , 静脈 より 運ば れ た 
連 球菌 に よ つ て 秋 衝 反応 が 惹起 され る 事実 は 丹毒 様 熱発 
作 の 発生 を 説明 する 上 に 重要 を 示唆 な 与え る も の と 考え 
る 。 エ バン ス 青 に よる 着色 は ヒア ル ロ ニ ダー ゼ に よる 拡 
散 現 象 で は 説明 する と と は で き な い 。 恐らく は 息 体 中 に 
ふく まれ る 蛋白 溶解 酵素 に よる 組織 化学 的 変化 を 示す も 
の で と の 部 位 が 連 球 菌 に よる 感染 , 秋 衝 発生 に 一 種 の 
jocus minoris を 形 造 ちあ る の で あら う 。 系 状 息 感染 生体 
に 於 て も 糸状 虫 成虫 の 寄生 部 位 に は 既に 同様 の 組織 化学 
的 変化 が 存在 し , と と に 血 流 , 光 巴 流 に よ ょ つて 連 球 菌 が 

運ば れ 有 丹毒 様 炎 衝 反 応 が お と る も の と 想像 され る 。 


79. 馬 の 円 遇 類 に 関す る 研究 
T. 駆虫 に よ つ て トカ ラ 馬 か ら 得 た 種類 に つい て 
大 阪 府立 大 学 農 学部 獣医 学科 
野 田 畜 三 
Studies on horse strongyles 
(1 Species obtained from the Tokara 


pony by treatrment. 
RYOJI NODA 
Piperazine phosphate に よる 還 の 消化 管内 寄生 息 駆 
除 試験 を 行 つた 。 
E. P.G 及 び 虫 卵 培養 に よる 成熟 仔 虫 の 百分率 の 算 
に ょ つ て, 本 剤 は , 小型 円 虫 類 に は 極め て 有効 で あ 
り , 又 大 型 円 貝類 の 中 SZzoxgyZs 69247cS 及び S. 6 を - 
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7gfs に は 無効 で あつ た が , S. ggg7s に は 可 な り 有 効 
で あつ た 。 主 と し て 正体 の 麻痺 に よ つ て 駆虫 効果 を 表 わ 
す と いわ れる ピ ペ ラ ジン 剤 は , 寄生 虫 の 寄生 態度 の 差 に 
ょ つて , その 効果 に 差 の 生ずる と と が 認め られ て いる 。 
従 つ て S. egzzzs 及び S. eggzz27es と S. 94gg7 が S と 
の 間 に は 寄生 態度 に 差 の ある と と が 示唆 され る 。 

駆 旧 され た 虫 体 は 略 々 完全 で あり , 次 の 様 な 種類 と 同 


定 さ れ た 。 
SZ7 の 74 の VS の 2 の 7g277S 
77o の の 27 の の 7 の 774S S@777724S 
ク の 722C7Z 
ヶ 7 の の 0742CZS 


Cy/cos7e の 27424S 7047 の 247S724S 


ヶ 222227724S 
CyZcosZ の 22472 SZ の co の 7 の 774272 
Cy/Coce2C2S g0/77 
ヶ 7 の ZS Var. の seZ0c7224724S 
ヶ 277776S 
ヶ 7224 の 726S VaT. /7 の 77262 を の 
Cy/cocyc/s 272S774@ 
ケ 727SS724S VaT. カ の 7 の 6S 


Cy/codo27 の の 0726S の CO の 7 の 4726S 

と これら の 中 , C. cgzg7zzs var. seze7oc724772S (は,。 
C. cgZzg72eS var. 7Zo722766 と は 若干 形態 を 異 に する 様 
に 思わ れ , 若 し 然 り と すれ ば , 本 邦 に 未 報告 の 種 で あ 
る 。 祥 C. ヵ Z7ez724s, C. cg77272zS VaT. 7 の 74724767, C. 
2252976, C. の SS が 6S カ の 27726S, 及び .C. cozoz24S は 本 
邦 に お いて 形態 の 記載 が か ない 。 よ つて と れ ら に つい て 形 
態 学 的 側 察 を 行 つ た 。 

子宮 内 昌 卵 の 計測 を 行 つ た 結果 , C. cozoxgxs の 卵 
は 180~144 X58 一 684 で , 他 種 の それ (71118 X41 
て 60) に 比 し て 可 な り 大 型 な の で , 少く も 上 記 の 種類 
間 で の 糞便 内 昌 卵 の 判別 に 吹 す る と と が 出来 る と 思わ 
れる 。 


80. 野外 実験 に よる デリ サン の 殺 卵 作 
用 に 関す る 研究 


滋賀 県 入 幡 保健 所 
加藤 泉 明 ・ 山 本 正弘 ・ 窪 川 写 
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Experimental stndies on the ovocidal action 
of Derisan in the field. 
MOUNEAKI KATO, MASAHIRO YAMAMOTO 
WATARU KUBOKAWA 


我々 は 地理 的 条件 , 生活 様式 を 同じ くす る 純 農 村 二 部 
落 (K, G 地 区 ) を 選定 し, デリ サン の 殺 卵 効果 を 実験 
レ し た 。 デ リサ ン は ヂ オ キシ アス トラ ジー ル 21.6 時 。 沈降 
硫黄 及び その 他 78.4% か ら 成 り , 黄色 で 僅か に 脂肪 臭 を 
有する 粉末 で 2000 倍 以上 の 水 に 溶解 する 。 

実験 期間 は 1956 年 1 月 下旬 以降 10 ヶ 月間 と し た 。 先ず 
各戸 の 便 槽 内 の 殿 尿 量 を 測定 する と 同時 に 全員 の 検便 
(第 1 期 ) を 行い , その 虫 卵 保有 率 を 調べ た 。 そ の 後 直 
ち に 駆 昌 薬 を 恵 用 せ し め た 。 実験 地区 に 対 し て は 駆虫 後 
直ちに 薬剤 撤 布 を 始め , 対照 地区 は 駆 上 の み 1 回 施行 し 
て その 後 は 放置 し た 。 その 後 の 検便 は 駆虫 後 1 ヶ月 後 
(第 2 期 ), 更 に 3, 6, 10 ヵ 月 後 (第 8, 4, 5 期 ) に 
実施 し た 。 検 便 は 飽和 会 塩水 浮 灘 法 を 用 いた 。 薬剤 投入 
要領 は 選 尿 1 石 に 対 レデ リサ ン 25.0g を 投入 する の で あ 
る が , 一 時 に 標準 量 を 投入 する と 漂 次 落下 する 新しい 殿 
尿 に 作用 し 難い 恐れ も ある と 考え , 2 回 に 分 け , 15 日間 
隔 で 初回 を ?,, 次 回 を リ 。 と 交互 に 投入 し た 。 但し 表地 
区 の み は 6 ヶ月 以降 は デリ サン の 投入 を 行わ な か つた 。 

成績 は , 第 4 期 ま で は 顕 , 鞭 虫 卵 共 に 保有 素 は 表 , G 
地区 共 次 第 に 減少 し て お り , 対照 地区 で は 駆虫 後 6 ヶ月 
に し て 既に 駆虫 前 の 保有 素 を 上 廻る 高値 を 示し て いる 。 
と れ ら の 農村 で は 自家 裁 培 に ょ る 野菜 を 生 又 は 生 に 近い 
状態 で 食用 に 供する が 故に , か ゝ る 減少 傾向 は 貝 卵 再 感 
染 の 抑制 と 生涯 を 終え て 死滅 し た 寄生 虫 の 自然 排出 に よ 
る も の と 考え られ る 。 

と れ に 反 し て 第 5 期 で は 反 , G 地 区 共 虫 卵 保有 素 は 著 
明 に 増加 し て お り , 殊 に 表地 区 で は 甚だ し い 。 と れ は , 
と の 時 期 の 感染 経路 に つい て 野菜 以外 の も の , 例え ば 風 
塵 の 如き が 大 き な 役 割 を 演じ た も の と 推 祭 する 。 

要する に デリ サン は 野外 実験 に 於 て も 有効 で あり , 更 
に 広範 錯 な 一 斎 搬 布 と 徹底 的 な 駆虫 を 励行 する 必要 の あ 
る と と を 痛感 する も る の で ある 。 


81. 新 集 卵 泊 に つい て (3) 


埼玉 県 衛生 研究 所 
分 島 整 ・ 保 阪 幸男 ・ 小 津 蔵 弘 


























On a new technic for the concentration 
of helminth eggs in faeces. (3) 
TADASU WAKESHIMA, YOKiO HOSAKA 
SHIcGEHIRO OHZU 


第 25 回 日 本 寄生 虫 学会 で 発表 し た 私 達 の 新 集 卵 法 に つ 
き 同 会 発表 の 方 法 に より (寄生 貝 学 雑誌 第 5 巻 第 2 号 2 
18<219 ) 引続き 例 数 を 重ね て MTTFOC 法 , 飽和 食塩 水 
浮 流 法 。 AMS 四 法 , 塗 抹 3 枚 法 と 比較 検討 し た の で 報 
告 す る 。 

各 方 法 で 発見 され た 虫 卵 数 の 全 例 の 合計 虫 卵 数 を 示 
す 。 

(1) 釣 虫 卵 : 各 30 例 合計 虫 卵 数 は 新法 で は 7562 
卵 , MTTFC 法 5918 卵 , 食塩 浮 渡 法 3508 卵 , 塗 抹 3 枚 
法 141 卵 で あつ た 。 

( 2 ) 顕 虫 受精 卵 : 各 30 例 合計 息 卵 数 は 新法 35651 
卵 , MTTC 法 42571 卵 , 食塩 浮 涯 法 18262 卵 , 沙 抹 3 
枚 2655 卵 で あつ た 。 

( 8 ) 顕 虫 未 受精 卵 : 各 12 例 の 合計 昌 卵 数 は 新法 2 
11 卵 , MTTFC 法 1168 卵 , 食塩 浮 波 法 142 卵 , 塗 抹 3 枚 
法 375 卵 で あつ た 。 

(4) 鞭 虫 卵 : 各 30 例 の 合計 東 卵 数 は 新法 で 7538 
卵 , MTTFOC 法 4694 卵 , 食塩 浮 渡 法 1205 卵 , 落 抹 3 枚 法 
77 卵 で あつ た 。 

(5 ) 肝 吸 虫 卵 : 各 30 例 の 合計 虫 卵 数 は 新法 4961 
卵 , MTFC 法 4019 卵 , AMS 胃 法 5798 卵 , 塗 抹 3 枚 法 
65 卵 で あつ た 。 

(6 ) 日 本 住 血 吸 虫 卵 : 各 80 例 の 合計 虫 卵 数 は 新法 
128 卵 , MTTFC 法 202 卵 , AMS, 中 法 161 卵 , 塗 抹 
3 枚 法 5 卵 で あつ た 。 

(7 ) ナナ 条 虫 卵 : 各 10 例 の 合計 虫 卵 数 は 新法 5664 
卵 , MTFOC 法 5160 卵 , 食塩 浮 流 法 1127 卵 , 塗 抹 3 法 
266 卵 で あつ た 。 

商 205 例 の 芝 便 に つい て 各 例 を 前 記 の 方 法 に より 陽性 
者 数 の 比較 を 行 つ た , その 成績 は 次 の 様 で ある 。 

(1 ) 顕 虫 卵 陽性 の も の 新法 90 例 , MTFO 法 98 例 , 
食塩 浮 渡 法 83 例 , 塗 抹 3 枚 法 95 例 で あり , (2 ) 釣 虫 
陽性 の も の は 新法 142 例 , MTEOC 法 141 例 , 食塩 浮 流 
法 184 例 , 卒 抹 3 枚 法 83 例 で ご あり, (3 ) 寺 虫 卵 陽性 の 
も の は 新法 49 例 , MTTFC 法 37 例 , 食塩 浮 漠 法 18 例 塗 抹 
8 枚 法 8 例 で あつ た 。 (4 ) 東洋 毛 様 線 了 陽 性 の も の は 
新法 42 例 , MTTOC 法 34 例 , 食塩 浮 漠 法 36 例 , 沙 抹 3 枚 
法 12 卵 で や つた 。 (5 ) 肝 吸 虫 卵 陽性 の も の は 新法 , M 
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TFC 法 で 各 2 例 づ つ で あり 他 の 方 法 で は 検出 され な か 
つた 。 (6) 明 虫 卵 は 新法 で 1 例 食 塩 浮 灘 法 で 2 例 検出 
出来 た の み で あつ た 。 


82. 一 殿 尿 消化 槽 に 及 け る 寄生 息 卵 の 
死滅 状況 に つい て 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
小 島 邦子 


The present status of the ovocidal effect 
of a nightsoil digestion tank on 
parasites eggs contained in the latter. 
KONIKo KOJIMA 


埼玉 県 行田 市 に 新設 の 訂 尿 消化 槽 に つい て 上 虫 卵 を 
主として その 各部 位 に お ける 死滅 状況 の 観察 を 行 つた 。 
観察 の 時 期 は 取 卵 死滅 率 の 最も 減少 する 11 月 か ら 3 月 ま 
で を えら び , その 間 毎 月 1 回 投入 槽 , 第 一 及び 第 二 消 化 
槽 , 脱 離 液 , 消化 汚泥 , 放 流水, 乾燥 汚泥 各部 の 虫 卵 
つい て 検査 を 行 つ た 。 虫 卵 の 生死 の 判定 は 上 記 各 部 位 必 
尿 の 沈 溶 中 の 虫 卵 を 27 で C 瓦 培養 2 て 3 ヶ月 後に お いて と 
れ を 検 鏡 し , その 仔 虫 形成 及び 変性 状況 に ょ よ つて と れ を 
判定 し た 。 

各部 位 に お ける 必 尿 中 に 見 出さ れ た 了 虫 卵 の 種類 は 鯛 虫 
卵 , 釣 虫 卵 , 東洋 毛 様 線 虫 卵 , 鞭 虫 卵 で ,。 その 他 少 数 な 
が か ら 肝 吸虫 卵 , 挨 小 条 虫 卵 , 暁 虫 卵 が 認め られ , 又 人 可 
虫 も 検出 され た 。 

各部 位 に 於 ける 平均 虫 卵 数 は 投入 槽 を 100 と すれ ば 。 
第 一 消化 槽 22.5, 第 二 消化 槽 18.0, 脱 離 液 7.1。 放 流水 
8.8, 消化 汚泥 18.1 の 割合 で あつ た 。 又 卵 種 に つい て み 
れ ば 顕 虫 卵 が 最も 多く , 放流 水 の そ れ を の ぞい て は 概ね 
釣 虫 卵 等 の 数 倍 乃 至 数 十 何 と な つて いる 。 双 脱 離 液 。 放 
流水 等 の 液 層 中 に は 釣 虫 卵 。 東洋 毛 様 線 虫 卵 等 が 比較 的 
多く , 消化 汚泥 , 乾燥 汚泥 中 に は 久 虫 卵 の 比率 が 多く な 
つて そめ だ 。 

虫 卵 の 仔 虫 形成 率 は 平均 し て 投入 槽 1.8%, 第 一 消 
化 槽 1.0%, 第 二 消化 槽 41.6 多 , 脱 離 液 47.2 多 。 消 化 活 
泥 41.0, 放流 水 89.2%, 乾燥 汚泥 21.4% と な つて お 
り , 殿 尿 処理 が 進行 する に つれ て その 仔 虫 形成 率 は 減少 
する も の の , な ほか つ , 乾燥 汚泥 中 に 約 2 割 の それ を 見 
る と と は 注目 に 価 する 。 

な ほ と の 間 の 消化 槽 内 温度 は 22.5'Cー32.1*C で あり 。 
一 般 に 標準 より や ょ 低 目 で あつ た 。 検査 の 時 期 と 仔 虫 形 
成 率 と の 関係 を 見 る に 概して 各部 位 と も 1 月 2 日 即ち 処 
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理 槽 内 温度 の 低い 時 期 に お いて 高い 傾向 が 見 うけ られ 
た 。 換 云 す れ ば 概して 仔 虫 形成 率 の 高い の は 消化 槽 内 温 
度 の 上 昇 が 充分 で な い 点 に ある と 思 は れる 。 


83. 所 調 遇 忠 毒 に 関す る アレ ルギー の 
立場 か ら の 再 概 対 
(4) 血液 像 を 示 標 と し て 


群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 
松村 竜 雄 ・ 由 上 修三 ・ 鈴 木 俊男 


Critical examination of so-called ascaris 
toxinfrom the view point of allergy 
(4) Studies with criterion of 
blood picture. 

FATSUO MATSUMURA, YUZO YUGAMI 
TOSHIO SUZUKI 


鯛 虫 体腔 液 を 静脈 内 注射 , 皮下 注射 , 或 は 経口 投与 し 

た 場合 , 又 , 虫 感染 を 起 さ せ た 場 合 に 血液 像 に 変化 の 
起 る 事 は 古く か ら 認 め ら れ て お る 。 従来 の 報告 は 。 と れ 
ら の 作用 を 顕 虫 物質 の 毒 作 用 と し て お る が , 他方 毒 作用 
を 殆ど 認め な い 報 告 も あつ て 一 定 し て いな い 。 我 は 。 
虫 奏 の 作用 と 認め らち れ て いる 現象 が , 毒 作用 で ある 
か , アレ ルギー 反応 で ある か を 明か に する た め , 寄生 由 
無 感染 飼育 法 に よる 無 感染 海 狂 と , この 無 感染 海 爵 に 魚 
虫 感染 を 起 さ し め 感染 海 狂 を 用 い 実 験 し た 。 

突 験 方 法 昌 体 腔 液 の 静脈 内 注射 , 皮下 注射 , 皮 内 
注射 , 経口 投与 , 虫 仔 虫 包 蔵 卵 経口 投与 に よる 顕 虫 感 
染 。 

実験 成績 以上 の 実験 方 法 何れ に よる も , 無 感染 海 手 
に 於 て は 血 液 像 に 殆ど 変化 が 認め られ な か つた が , 感染 
海 爵 に 於 て は , 白血球 増 多 , 好 中 球 増 多 , 汐 巴 球 減少 , 
好 酸 球 増 多 と 血小板 減少 , 沼 血 等 の 変化 が 認め られ た 。 

論 上 虫 体腔 液 を 静脈 内 注射 , 皮下 注射 , 皮 内 注 
射 , 経口 投与 し た 際 , 及び 鯛 虫 感染 の 際 に 血液 像 に 於 
て , 無 感染 海 で は 殆ど 変化 が 認め られ な か つた が , 感 
染 海 狂 で は 著 明 な 変化 が 認め られ た 。 

以上 の 事実 か ら , 顕 虫 体腔 液 の 注射 。 経口 投与 , 顕 限 
感染 の 際 の 血液 像 の 変化 は , 顕 虫 土 の 作用 で は な く て , 
アレ ルギー 反応 で ある 事 を 明か に し た 。 


84. 所 調 遇 下 毒 に 関す る アレ ルギー の 
立場 か ら の 再 概 討 
(5) 胃 , 十二指腸 の 運動 並び に 粘膜 
の 炎症 性 変化 に つい て 


群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 
松村 竜 雄 ・ 由 上 修三 ・ 田 所 春海 


Critical examination of so. called ascaris 
toxin from the viewpoint of allergy. 
(5) On movements and infHammatory 

change of gastroduodenal tract. 
TATSUO MATSUMURA, SHUNZO YUGAMI 
HARUOMI TADOKORO 


私 共 の 教室 で は , 所 調 銅 虫 書 に つい て , アレ ルギー の 
立場 か ら 再 検討 を する 目的 で , 我 く の 考案 し た 方 法 に よ 
り , 出生 直後 か ら 寄 生息 感染 を 厳格 に 防い で 飼育 し た 海 
無 , 即ち , 寄生 貝 無 感染 海 手 を 使用 し て 実験 を 進め て い 
る 。 私 共 は , 寄生 虫 無 感染 海 無 に 魚 虫 体腔 液 を 経口 投与 
レ た 際 の , 胃 十 二 指 腸 粘膜 の 炎症 性 変化 と , 胃 十 二 指 腸 
の 運動 に つい て 実験 し た 。 

顕 了 虫 体腔 液 の 胃 十 二 指 腸 粘膜 に 対す る 影響 に つい て 
は , 八木 等 が 所 主 顕 虫 圭 の 毒 作 用 に より 炎症 性 変化 が 超 
きる と 言 つ て いる 。 私 共 は , と の 体腔 液 の 毒 作用 に 疑 を 
いだき , 寄生 虫 無 感染 海 無 に 体腔 液 を 経口 授 近 し た と と 
ろ , 軽度 の 充血 が 少数 例 に 見 られ た の み で あつ た 。 之 に 
より , 粘膜 に 対す る 毒 作用 は 否定 され た も の と 考え る 。 
次 に , 子 め , 豚 昌 仔 虫 名蔵 卵 を 飲ま せ た 海 振 , 即ち , 
顕 虫 感染 海 用 に 経口 投 与 する と , 充血 , 出血 , 浮腫 , 魔 
燃 等 私 木 の 報告 と 似 た 所 見 を 得 た 。 て と の 事実 は , 体腔 液 
を 経口 投与 し た 際 の 胃 十 二 指 腸 粘膜 の 衝 症 性 変化 が 所 主 
毒 作 用 で は な く て アレ ルギー 反応 で ある と と を 示し て い 
る も の と 思う 。 

急 虫 体腔 液 の 骨 の 運動 に 対す る 影響 に つい て は , 野村 
が 静 注 を する と 胃 の 運動 を 抑制 する と 述べ て いる 。 私 共 
は , 開腹 し た 海 狂 に 体腔 液 を 経口 投与 し て , 胃 十 二 指 腸 
の 運動 に 及ぼ ばす 影響 を 自然 に 近い 位置 で 観察 し た 。 寄生 
由 無 感染 海 無 で は , 動 運動 に 変化 が 認め らち れ な か つ 
た 。 し か る に , 顕 虫 感染 海 用 で は , 映 動 元 進 , 逆 央 動 , 
織 縮 が 見 られ , 映 動 の 渡 が 幽門 の 近く に くる と 鳴き 声 を 
出し ,。 も が いて 痛み の ある と と を 思わ せ た 。 と の 様 に , 
体腔 液 は 寄生 虫 無 感染 海 無 の 感 作る ほれ て いな い 胃 了 十 二 指 
腸 に は 特に 作用 を 示さ な い が , 顕 虫 感染 海 無 の 感 作 る れ 
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た 胃 十 二 指 腸 に は アァ レル ギー 反応 に よる 強い 収縮 を 起き 
せ た 。 

次 に , 映 動 元 進 , 巡 の お きた も の に 抗 ア レル ギー 剤 
を 静 注 し た と と ろ , 抗ヒスタミン剤 ( ベ ナ ド リー ル , 塩 
酸 プ ロメ タゲ ン ), 副 交感 神経 麻痺 剤 (アト ロビ ン , ファ 
イナ リン ) が 著 明 は 抑制 効果 を 示し た 。 

以上 , 私 共 は , 動物 に 顕 虫 体腔 液 を 経口 投与 し た 際 に 
起 る 胃 十 二 指 腸 粘膜 の 炎症 性 変化 , 胃 十 二 指 腸 の 運動 の 
変化 が , 何れ も , 所 詩 毒 作用 で は な バア レル ギー 反応 で 
ある と と を 明らか に し た 。 


85. 駆虫 剤 に 関す る 研究 
(1) カイ = ニン 酸 の ピ ペ ラ デ ヂ ン 塩 及 び ピ ペ 
リ ヂ ン 塩 の 圭 性 判定 
(2) カイ ニン 酸 の ピ ペ ラ チン 及び ピ べ り 
チン 塩 に よる 暁 昌 駆除 試験 


山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 
竹下 真子 ・ 古 谷 多 嘉 子 ・ 関 谷 形 
森田 健 規 知 ・ 細 川 修治 


Studies on antihelminthics. 
(1 ) Estimation of LD。。 of Kainic 
acid-piperazine and piperidine. 

( 2 ) Effects of KKainic acid-piperazine and 
Diperidine on mnouSe and hurman DinWorrmnS. 
SADAKO TAKESHITA, TAKAKO FURUTANI 
TOHRU SEKITANI, KENKICHI MORTTA 
SHUJI HOSOKAWA 


本 回 は Piperazine monokainate 及び Piperazine 
dikainate (以下 P.m. 及び P.qd. と 略す ) ( 阪 大 薬学 
部 , 竹本 ・ 醍 醐 : 未 発表 ) の LD。。 判定 試験 並び に 諸 種 
溶媒 に 対す る 藩 解 試験 を 行い , 附帯 的 に マウ ス を 剖検 し 
腸 内 寄生 虫 の 投薬 後 の 状態 を 検 し た 。 更に 人 皮 虫 駆除 試 
験 を 行 つ た の で 報告 する 。 

1。 P. m. 及び P. q. の LDi。 は 一 DD 系 マウ ス | 自 
製 朋 管 使 用 ) 経口 投与 24 時 間 判 定 に よる と 一 夫々 860 
mg/kg 及び 725mg/kg で ある 。 

2。 溶解 試験 の 成績 は , P. m. は pH 8.3 (十二指腸 
液 相当 ) 液 に 最も 良く 溶解 (溶解 度 三 244)、 人 工 胃 液 
( ニ 200), 蒸 光 水 (一 97) に 極め て 易 溶 で ある 。 P.d. 
は 燕 溜 水 に は 溶解 度 266.6 と 極め て 易 溶 な る も , 人 工 骨 
液 に は 20.0 と 策 々 難 溶 で ある (以上 何れ も 室温 ) 

3。 LD。, 試験 の 為 に 用 いた マウ ス に 就 いて 癌 検 を 行 
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い , 既に 寄生 し て いた 腸 内 寄生 虫 の 生死 , 匹 数 を 逐 時 的 
に 観察 し た 。 

P.m. の 場合 : 投薬 後 4 時 間 以 内 に 死亡 し た 9 例 で 死 
虫 を 認 め な い 。 所 が , 2 時 間 45 分 を 経た 1 例 及 び 5 時 
間 以 上 20 時 間 経 過 の 3 例 で は 暁 虫 に 関し て は 生 虫 を 認め 
ず , 全て 死 上 と な つて いる と と 。 更に 70 時 間 以 上 を 経過 
し た 7 例 で は , 条 虫 の み の 濃 厚 感 染 を 受け て いた 1 例 を 
除い て 他 の 全 例 は 時 虫 は 無論 。 条 虫 を も 全く 寄生 せしめ 
て いな いと と で ある 。 

P.d. の 場合 : 本 剤 で は 5 時 間 20 依 まで に 致死 し た 9 
例 で は 未だ 死 昌 を 認め て いな い 。 然し その 後 15 時 間 20 分 
て 16 時 間 の 4 例 で は , 生 虫 を 全く 認め ず 死 虫 と し て 存在 
する と と , そし て 皮 虫 の 存在 数 の 減少 し て いる こと と が 注 
目 さ れる 。 

4。 P. m. に よる 人 暁 虫 駆除 試験 の 成績 は , 40mg~ 
80mg/Body (3 蔵 て 18 歳 ) を 服用 し た 場合 , 約 30 て 50% 
の 卵 陰 転 率 が 期待 出来 る 。 副作用 は , と の 程度 の 薬 量 で 
は 殆ど 認め られ な い 。 

以上 要する に , 供 試 朱 品 は , 共に 暁 虫 駆除 剤 と し て 有 
望 な る も の で ある と と が 知ら れ た 。 


86. 名 虫 の 威 度 環境 調査 (2 ) 
名 古屋 市 に 於 ける 殿 尿 処理 


森山 寄生 忠 病 研究 所 
森 山 知 典 
抄録 な レ 


87. 環 上 中 アレ ルギー に 及ぼ ば す サ ン 
トニ ン の 影響 


東京 素 恵 会 医科 大 学 林内 科 
松本 晋三 ・ 井 岬 邦男 ・ 竿 沢 久 次 郎 
石田 敏和 ・ 佐 藤 辰 美 ・ 大 沢 隆 
Effect of Santonin on the allergy of Ascaris. 
SHINZO MATSUMOTO, KUNIO IMAWARI 
氏 YUJIRO HANZAWA, TOSHIKAZU ISHIDA 
TATSUMI SATO, TAKASHI OSAWA 


駆 昌 剤 た に し て の サン トニ ン が 顕 虫 飼育 液 の 抗原 性 に い 
か な る 影響 を 及ば すか を 皮 内 反応 , 腸管 反応 , 沈降 反応 
等 か ら 検 し , あわ せ て 普通 飼育 液 と サン トニ ン 混 入 飼育 
液 に つい て その 遊離 アミ ノ 酸 を ペー ペー クロ マト グラ フ 
に より 比較 定性 し , 更に 飼育 液 の 主要 抗原 と いわ れ て い 
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る その 含水 炭素 分 入 成 単 糖 天 の 比較 定量 を 試み た 。 実験 
動物 に は 海 無 を 用 い , これ を 2 群 に 分 ち , 第 1 群 は 豚 斑 
虫 一 令 に つき 5 cc の 生食 水 を 加え て 24 時 間 飼 育 し た 普通 
飼育 液 に より , 第 2 群 は 生食 水 に サン ト ゾ ー ル を 1000 倍 
溶液 と な る よう に 加え, 同様 に 飼育 し た サン トニ = ニン 混入 
飼育 液 に より , それ ぞ れ 隔 日 4 回 腹腔 内 感 作 し , 感 作 終 
了 後 2 週間 で 各 実 験 を 行 つ た 。 そ の 結果 皮 内 反応 に お い 
て は 第 1 群 で は 普通 飼育 液 を 抗原 と し た 時 に は 著 明 な 

性 を 示す が サント = ン 飼 育 液 で は 陽性 度 の 低下 を 示し 
た 。 また 第 2 群 で は 第 1 群 に 比 し て その 感 作 能 力 は 

く , 前 者 に 比 し て 陽性 度 は 低下 し て いる 。 腸管 反応 , 沈 
降 反 応 に お いて は サン トニ ン に よ ょ る 反応 抑制 は 幾 み と 
め ら れる が 皮 内 反応 ほど 著 明 な 差異 は 認め らち れ な か つ 
た 。 両 飼育 液 の 遊離 アミ ノ 酸 ペ ベー パー クロ マト グラ フ 
で 展開 し その = ニン ヒド リン 発色 物質 を 検 し た 結果 は 両 
飼育 液 と も に 7 て 8 種類 あり , その うち グリ シン ,。 ロイ 
シン , チロ ジン ,。 シス チン , タウ リン 等 を 認め た が 。 他 
は 不明 の 物質 で 両 飼育 液 間 に 大 き な 差異 は みとめ られ た 
か つた 。 単 糖類 の 比較 定量 は 両 飼育 液 を 硫酸 に て 加水 分 
解 し た の ち , Hagedron 氏 法 で 行 つ た が , 飼育 液 中 の 姜 
含有 量 は 一 定 せ ず , また 両 飼育 液 に つい て の 差 も サン ト 
= ン 混 入 液 の 方 が や ゝ 減少 し て いる よう で ある が 。 あ ま 
り 著 明 な 差異 は みとめ られ な か つた 。 以 上 の 成績 か ら サ 
ント ニン は 玉虫 飼育 液 中 に て 顕 虫 の 代謝 を 抑制 し 。 その 
抗原 性 を 低下 させ る も の と みち られ る 。 


88. 遇 忠 駆除 に 関す る 臨床 前 研究 (3③) 
ED 50 に よる 三種 駆虫 剤 の 等 価 薬 量 及 び 駆 
虫 効果 の 限界 に つい て 
東京 大 学 伝染 病 研 究 所 附属 病院 (臨床 研究 部 ) 


北本 治 ・ 高 原 義 ・ 高 山 久 度 
阿部 定 生 ・ 岡 田 周 子 ・ 田 中 静 司 


田 中 正 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
石 崎 計 


Clinical studies of the extermination 
Of ascaris. (3) 

OSAMU KITAMOTO, TADASHI TAKAHARA 
HISAO TAKAYAMA, SADAO ABE 
KANEKO OKADA, SEIJI TANAKA 

TADASHI TANAKA, TATSUSHI ISHIZAKI 


従来 駆 下 剤 の 効果 に つい て は , 同一 集団 の 同一 時 期 に 
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於 ける 比較 に つい て 検討 が 加え られ て いた 場合 が 多く , 
各 研 究 者 の 成績 は 必ず し も 一 致し た も の で は な い 。 新 る 
駆虫 剤 の 効果 判定 及び 比較 に 関し て , 我々 は 駆虫 剤 を 投 
与 す る 側 の 群 の 条件 を 一 定 に し て 行う と こと に よ つ て 夏 る 
程度 正確 な 判断 が 出来 る の で は な いか と 考え た 。 即ち 我 
々 は ABCDE の 4 群 の 某 企業 団体 従業 員 成 人 男子 (20 
て 40 歳 ) 2522 名 を 検 し 480 名 の 顕 虫 卵 陽 性 者 を 得 た が , 
これ を 厚生 省 の 寄生 息 検 査 指 鉄 針 に 従 つ て 世 。 十 。 十 と 
分 け , 更に 新 る 感染 濃度 の も の が 均等 に な る 様 に , 各 薬 
剤 投与 群 に 配信 し た 。 (一 群 約 30 名 て 20 名 ) 

投与 薬剤 は み サン トニ ン , 0.04X 2 g。 0.06X 2 g。 
0.08X 2 g, 0.1X 2 g, 合成 サン トニ ン 0.02X 2 g。 
0.04X 2 g, 0.06X2。 0.08X 2 g。 0.1X2 g 及 び 
0.12X 2 g。 カイ ニン 酸 は 0.02X 2 g,0.08X 2 g,0。04 
X 2 g,0.05X 2 g。0.06x 2 g 及 び 0.1x 2 g と し , 列 
に 見 掛け の 陰 転 率 を 見 る た め 無 薬剤 投与 群 20 名 を 置い 
た 。 駆虫 剤 投与 後 は 3 週間 後に 検便 し 陰 転 率 を 求め た 。 
検便 方 法 は すべ て 直接 塗 抹 三 枚 法 で ある 。 又 投与 時 調査 
表 を 配布 し て 自覚 的 副作用 を 検査 し た 。 

新 る 検査 実験 より 各 薬 剖 投 与 に よる 陰 転 率 を 見 る 
と , サン トニ ン , 合成 サン トニ ン 及 び カ イニ ン 酸 の 種類 
に 拘 ず 駆虫 効果 の 限界 は 70 多 附近 に あり , 且つ 各 薬 剤 の 
量 に よる 陰 転 率 曲線 を 確率 紙 に と つて みる と 直線 関係 が 
成立 し 果 積 正規 分 布 を な す 事 が わか つた 。 然し 見 掛け の 
陰 転 率 は 5 タ で ある た め , と の 直線 の 最低 有効 量 が ある 
事 が 考え られ る 。 

この 直線 を も と に し て D50 を 計算 する と サン トニ = ニン 
は 0.094 g, 合成 サン トニ ン は 0.08 g カ イニ = ニン 酸 は 0.088 
g 附 近 に ある 事 が 考え られ る 。 騙 副 作用 の 出現 率 曲線 
を 画 い て 見 る と , サン トニ ン は 薬剤 の 量 に 略 々 平行 し て 
副作用 出現 率 も 多く な る が , 合成 サン トニ ン で は , サン 
トニ ン 圧 比 し て 低く 。 カイ ニン 酸 は 極め て 不定 で 。 カイ 
= ニン 酸 の み の 副作用 と し て 受取 る わけ に は ゆか な か つ 
た 。 と れ は お むしろ カイ = ニン 酸 に 関し て は 副作用 が 軽微 で 
あり , 殆 ん ど 少 い 事 が 想像 され る 。 新 る 副作用 出現 率 か 
ら 最 適 な 有効 量 を 想定 すれ ば , サン トニ ン は 0.16 g 合成 
サン トニ ン 0.14 g,。 カイ ニン 酸 0.1g と な る 。 

我 く < の 場合 撰 択 し た 対象 は すべ て 20 歳 て 40 歳 の 成人 男 
子 で , 数 年 間 は 少く と も 駆 虫 を 受け て いな いと 考え られ 
る 群 で ある が , 駆虫 剤 の 効果 限界 至 適 投 与 量 , 特に ED 
50 に 関し て は , 年 齢 , 性 別 及び 感染 濃度 の 相 異 に より , 
可 成 の 相 異 が ある も の と 考え られ , 今後 断る 意味 の 研究 
を 推進 する 積 り で ある 。 




















89. 暁 是 の 予防 対策 に 就 いて 


金沢 大 学 医学 部 渡辺 病理 学 教室 
党 守 康 
金沢 市 中 央 保健 所 
我 恒夫 ・ 誠 畜生 雄 





































Investigation for preventive treatment 
Of pineworrnS. 
MORIYASU TSUJI, TSUNEO SOGA 
YUKIO SOHGEN 

集団 検便 方 法 と し て 我々 は 従来 浮遊 法 の み を 行 つ て 来 
た が , 最近 その 陽性 率 が 低く な つて 来 た の で 今回 は 特に 
暁 虫 に 重点 を お き そ の 実情 を 調査 し た 。 対称 と せる 金沢 
市 立 千坂 小学 校 は 市 中 心 部 より 約 6 km の 地点 に 存 し 農 
を 生業 と せる 家庭 の 児童 302 名 を 収容 する 。 

(1 ) 我々 は 昭和 31 年 11 月 に ス ュ コッ チ テ ー ジ 法 に 依る 
検査 を 行い , 5 月 と 10 月 に 行 つ た 硫 苦 液 浮遊 法 と の 比較 
を し た 。 そ の 結果 , 浮遊 法 ご で は 11.5% し か し 現れ な か つ 
た 了 卵 保有 者 が 暁 虫 政 に 78.3 2 の 高 率 に 迄 増加 し て 居 
る 。 

( 2 ) 次 に 無 作為 抽出 法 に 佐 り 85 名 の 児童 を 選び 各自 
の 爪 5 指 分 を 切り と ら せ た も の を 指針 に 基き 0.25 茜 性 
ンー ダ を 加え 遠 沈 せ る も の を 鏡 検 し た 。 そ の 結果 41 名 即 
ち 48.2 の 児童 が 爪 垢 中 に 暁 虫 卵 を 保有 し て 居り 殊 に 低 
学年 は 62% の 陽性 率 を みた 。 個 人 別 で は 1 人 で 12 個 の 下 
卵 を 保有 せる 者 も あり 平均 1 人 当 を 8.1 個 の 卵 を 保有 し 
て 居 た 。 商 上 虫 卵 を 保有 せる 者 も 1 名 あつ た 。 

( 3 ) 更に 校舎 内 15 個 所 の 塵 括 を 1 g 宛 採取 し 硫 苦 飲 
和 液 に よる 遠心 浮遊 集 卵 法 を 行い 鏡 検 し た 。 そ の 結果 暁 
虫 卵 30 顕 下 卵 11 ダ ニ 卵 15 を 証明 し た の で ある が 各個 所 列 
に みる と 講堂 廊下 等 多 人 数 の 出入 する 場所 に 多く その 反 
面 , 教室 転 員 室 の 如く 比較 的 掃除 の 行き 届い て 居る 場所 
で は て その 検出 率 が 非常 に 低 か つ た 。 

(4 ) 新 く の 如く 高 率 を 示す 鐵 由 保有 者 え の 駆除 対策 
と し て 我々 は ピ ペ ニ ン を 用 いた 。 即ち 陰性 者 も 含め た 全 
校 児 童 に 対し 毎日 正午 学校 に て 1 人 当り 体重 50mg/kg 
の 割 に 6 日 間 の 連続 投与 を 行い 3 週 俊 50 日 後に 後 検便 を 
行 つ た 。 そ の 結果 73.8 の 陽性 者 が 投薬 後 7.?% と 減少 
89.9% の 陰 転 率 強 示 し 更に 虫 に 就 い て も 成虫 排 虫 者 2 
名 卵 陰 転 者 8 名 の 効果 が 認め られ た 。 
以上 の 諸 結 果 を 検索 する に 暁 虫 対策 と し て 我々 は 今後 
検便 方 法 と し て 浮遊 活 の み で な く ス コッ チ テ ー ジ 法 も 俳 
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せ て 行う 事 。 更に 児童 に 対す る 衛生 知識 の 普及 徹底 が 重 
要 で ある と と を 再 確 認 し た 。 又 併せ て 行 つ た 駆虫 に つい 
て も ピ ペ ラ ジン 製剤 が 集団 的 に も 投与 可能 で あり 副作用 
る 無く 且つ その 成績 の 良い 事 も 認め られ た 。 


90. 縮小 條 虫 の 人 体 寄 生 例 


目黒 寄生 虫 館 

亀 谷 了 

信州 大 学 医学 部 
丹 一 成 ・ 坂 部 長 正 


A report on 奄 yze の の ZS の 227272 im man. 
SATORU KAMEGAI, KAZUNARI NIWA 
NAGAMASA SAKABE 


亀谷 は 先 に 縮小 条 虫 の 人 体 寄生 例 4 例 を 報告 し た 。 今 
回 は 1 例 で ある が カマ ラ を 使用 し て 2 条 の 下 体 を 排出 し 
た 例 を 報告 する 。 

症例 : 細 O 〇 O 正 〇 , 6 歳 , 男子 , 目黒 区 在住 。 

現 症 : 学校 の 検便 で 条 和 虫 卵 あ り と 言 つて 来院 し た 。 
腹痛 その 他 の 自覚 症 は 全然 な い , や せる 事 も な い 。 便通 
は 1 日 1 行 で 下痢 も し な い 。 

駆虫 : 12 月 25 日 午後 4 時 , 硫 苦 10g, 夕食 を 抜い て 
午後 10 時 硫 苦 5 g, 翌 早朝 カマ ラ 5 5g を 40 分 間 の 間隔 で 
3 分 服 。 そ れ か ら 2 時 間 後 に 硫 苦 10 g を 与え た 。 午後 排 
便 が あつ て , ほ ゞ 完全 な 虫 体 を 2 条 , 28cm, 27cm) 発見 
し た が , 頭 部 は 発見 出来 な か つた 。 副作用 は 全然 な か つ 
た 。 
考案 : 戦前 に は 縮小 条 虫 の 人 体 寄生 例 は 少 か つた 
が , 戦後 可 な り 多 く 発 見 され る に 到 つ た 。 由 卵 は 大 きく 
て 特長 が ある か ら 居 れ ば 見 逃がす 事 は 殆 ん ど な い と 思 は 
れる か ら , 実際 感染 の 機会 か 多く な つた も の だ ろう 。 
最近 浅田 順一 は 感染 源 と し て 落花 生 に 発生 する コク ヌ 
スト モドキ の 幼虫, 吊 柿 に 見 出さ ある る カキ ノ ヘ へ ヘタ ムシ が 
の 効 虫 を 追加 し て いる が 一 般 に は 昆 類 の 幼虫 が , 中 間 宿 
主 で ある 事 は 知ら れ て お り , 肖 族 に は 極め て 普通 の 了 虫 で 
著者 も 目黒 区 内 で 捕獲 され た 濃 ( ド プ ネズ ミ , イエ ネズ 
ミ ) 76 頭 を 解剖 し て その 10 頭 に 発見 し た 。 (昭和 28 年 10 
月 ) 最も 多 ほ は 1 頭 に 百 数 十条 も 発見 し た 。 


91. 釣 是 貧 面 の 本 衣 に つい て 


鹿児島 大 学 第 一 内 科 
材 屋 富 一 ・ 柴 田 正行 ・ 負 含 正義 












fe 


入信 ] Mk \』i SL 。 < く er age 


Sy ei L ル レル 








の デ 了 ダ 


間 時 も 、 2 。 」 を 
















昭和 32 年 8 月 (1957)] 

Essential feature of the hookworm anernia. 

TOMIICHI MIASUYA, MASAYUKi SHIBATA 
MASAYOSHI NABEKURA 


本 症 損 血 は 低 色 性 。 小 球 性 委 血 で ある 。 双 骨髄 像 に 於 
て は , 赤血球 系 , 白血球 系 共 低 形成 の 所 見 な く , 赤 芽 球 
は むし ろ 22.6 一 63.62 と 増加 し て いる 。 血清 鉄 は 全 例 低 
値 を 示し , 殊 に 女子 に 於 て 少 い 。 鉄 静脈 負荷 試験 で は 。 
下降 が 対照 で は 65 y 2 な る に 比 し 1297y 旬 衝 か に 速 か 
で あり , 血清 の 鉄 飽和 度 は 28 狐 と 低下 を 示す 。 血 清 銅 の 
減少 は 認め られ な い 。 祥 Sideroblast も 全 例 1.5 て 10.0 
% (教室 正常 値 202) と 低 値 を 示す 。 又 駆虫 に 先立つ て 
鉄 を 投与 する と , 網 赤血球 分 利 , 骨 科 像 の 改善 , MCD 
の 増大 , 血清 鉄 上 昇 。 Sideroblast の 増加 が が 見 られ , 
や が て 筆 血 は 避 復 する 。 以 上 の 如く 形態 学 的 に , 生化 学 
的 に , 又 治療 の 成績 より 鉄 久 乏 性 錦 血 で ある 事 は 疑 な く 
Aplasie 7 至 催 貧 血 物質 の 意味 の 中 毒 説 は 信 ば られ な 
い 。 

余 等 は Flink-Watson 法 に ょ り 愚者 糞便 内 の Hb 及 
び 関 連 へ ム 色 素 を 定量 し て 出血 量 を 推定 し , 1 日 当り 少 
く と も 1.5~16cc 以 上 出血 し て いる 事 を 知 つ た 。 か くし 
て 失わ れる 鉄 の 量 は 0.45 て 3.3 mgday と な る 。 年 併 。 
は Hb 量 の 少 い , 即ち 鉄 含量 の 少 い 血液 を 失 つ た 時 の 
挨 算 量 で 損 血 発現 前 に は 少く と も 0.81 8.18mg/day 
以上 の 鉄 を 失う 事 と な り , 1 日 の 吸収 鉄 量 が , Granick 
等 に 従 つ て 3 ~ 4mg/day に 増す と し て も, 鉄 出納 の 破 
綻 を 来 す に 充分 な 鉄 亡失 で ある 。 一 方 本 症 の 多い 田舎 で 
は 栄養 状態 が 悪く 鉄 摂取 量 も 少 い 。 又 若 し Moore が 述 
So か 
あつ て も ゃ も 増 さ ない と すれ ば 商 更 鉄 欠 乏 を 来 し 易い 。 双 還 
内 服 に より 上 江 上昇 先立つ て Seeobiak が 人 
きす る 事 よ り 鉄 の 吸収 障 各 は な く , 双 労 働 不能 で あつ た 
Eisenmangeladynamie の 3 例 で 40mg の 鉄 静 注 1 回 に て 
え を 局 復 せしめ 得 た 事 よ り , 鉄 の 利用 障 万 が 本 症 委 血 の 
主因 を な す と は 考え られ ず , 釣 下 中 着 吸 血 , 邊 出血 に よ 
る 鉄 亡失 が 本 症 貧血 臣 現 の 上 に 重要 な 役割 を 演ずる と 考 


える 。 


92. 釣 忠 感染 時 並 に 駆虫 時 の 血清 鉄 量 
血清 蛋白 分 肩 , 血清 Na. 氏 量 に 
関す る 実験 的 研究 


犬 阪 医 科大 学内 科 
石 志 遅 ・ 好 井 敏昭 ・ 山 中 直之 
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Experimental studies of the protein, iron, 
natriurmn and kalium in the serum in the 
infection of 4zcy め soyzZ Cg22272 and after 
the anthehmintic administration. 
TORU ISHIZUKA, TOSHIAKI YOSHII, 
NAOYUKI YAMANAKA 


我 < は 先 に 油 12 回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 会 に 於 
て , 釣 虫 感染 時 並 に 駆虫 後に 於 ける 犬 の 血清 蛋白 像 並 に 
血清 鉄 量 の 態度 に つい て 報告 し た が 今回 は その 後 引 き 続 
き 行 つ た 実験 成績 に つい て 報告 する 。 

1。 実験 方 法 

a. 血清 看 白 総量 の 測定 は 日 立 屈折 計 に て , 血清 違 白 
分 層 は 濾紙 電気 泳動 装置 に より 分 離し 濾紙 光電 光度 計 で 
定量 。 

b. 血清 鉄 量 の 測定 は ロダ ンカ リ 法 に よる 。 

c. 下 清 Na, K の 定量 に は 和 色 分 折 法 に より 婚 光 光 
度 計 を 用 いた 。 

2. 実験 成績 A) 血清 蛋 白 

イ ) 感染 例 で は Al が 減少 , d, qd。 7-Gl が 軽度 に 増 
加 , GI は 増加 , 総 午 白 量 は 感染 後 策 減 少 す る が 5 日 以 
後 旧 に 復 す 。 

ロ ) 少数 感染 例 で は Al は 感染 直後 大 きく 動揺 し た が 。 
後 は 却 つて 増加 の 傾向 。 ddz-G1 は 殆ど 増減 な し , -GI 
は 感染 後 動揺 し 後 稽 減少 , 7-G1 は 一 時 増加 し 後 旧 に 復 
す , 総 蛋 白 量 は 感染 直後 に 於 て 征 減 少 。 

ハ ) 再 感染 例 に は 感染 直後 に 各 分 層 は 不 規則 に 増減 す 
る が 一 月 位 で 完全 に 最初 の 状態 に 復 す る 
=) テト レン に 依る 駆虫 例 で は Al は 滋 少 後 増加 , 
dz-G1 は 策 増 加 , 8-G1 は 一 旦 大 きく 動揺 し た 後 次 第 に 減 
少 。7-G】 は ゆる や か に 減少 す 。 駆 昌 直 後 の Al 及び 価 
GI の 大 き な か 変動 は テト レン の 影響 に よる も の と 推 祭 さ 
れる 。 

B ) 面 清 鉄 
イィ) 感染 例 で は 2 日 目 よ り 減 少し 始め 2 週間 で 最低 値 
と な り 以 後 軽度 に 増加 する 傾向 を みる 。 

p) 少数 感染 例 で は 3 日 目 よ り 減 少し 始め 2 週間 で 最 
低 値 と な る が 7 週間 で は 旧 に 人 復 す 。 

ハ ) 再 感 染 例 で は 2 日 目 より 減少 し 1 週間 で 最低 値 と 
な る 。 
=) 駆 豆 例 で は 一 月 後に は 増加 を 認め る が , それ ま 
で の 変動 は 不定 で ある 。 

c) 清 Na, 氏 
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イ ) 感染 例 で は 感染 直後 に Na が 減少 , 藤 が 増 加 の 傾 
交 が ある が 大 体 一 週間 で 旧 に 復 し , 駆虫 例 で は 反対 に 駆 
由 直 後に Na が 増加 , 表 が 減 放 の 傾向 が 認め らち れ る が 2 
乃至 3 週間 で 旧 に 復 す る 様 で ある 。 以 後 何れ も 著 明 な る 
変動 の 経過 を 認め な い 。 


93. 四 塩 化 エ チレ ン を 下剤 ぬき で 投 邊 
する 釣 虫 駆除 法 (4) 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
吉 田 幸 雄 


Antheliminthic treatment of hookworm by 
tetrachlorethyjene without purgative. ( 4 ) 
YUKIO YOSHIDA 


四 塩 化 テ エチ レン に よる 釣 虫 駆除 際 し , 下剤 を 使用 し 
な い 方 が 良好 な 結果 を も た ら す 事 を Carr 等 (1954) が 
提唱 し て 以来 , 我国 に 於 て も いろ いろ 検討 が 行わ れ , 著 
者 も 1954 年 以来 と の 問題 に 関し 各 角 度 か ら 実 験 , 携 察 
を 行 つ て きた 。 最 も 問題 と な る 人 体 臓器 へ の 影響 に つい 
て は 既に 本 学会 に 報告 し た の で 省略 し , 今回 は 現在 迄 に 
得 た 駆虫 効果 に 関す る 成績 , 副作用 に 関す る 成績 を ま と 
め て 報告 し, その 他 釣 息 駆 中 に 際 し て の 2 , 3 の 実験 結 
果 を 附 加 し た い 。 

(1 ) 下剤 併用 群 と 下剤 ぬき 投与 群 と の 卵 陰 転 率 の 比 
較 …… 卵 陰 転 率 は 釣 虫 侵 淫 濃度 の 差 た よ つ て 左右 され る 
の で 実験 は 常に 一 地区 の 釣 虫 保有 者 を 2 群 に 分 の 両 投与 
法 を 実施 し , 2 週間 後に 塗 抹 , 浮 渡 , 培養 の 三 法 に より 
卵 除 転 素 を 求め た 。 そ の 結果 4.5g 1 回 投 与 で は 下剤 併 
用 20.0 一 41.6 多 , 下剤 ぬき 26.445.9 欠 , 5.4g 1 回 で 
は 下剤 併用 26.7 一 46.9 史 , 下剤 ぬき 46.7 一 48.8,。4.5g 
2 日 連続 授与 で は 下剤 併用 69.0 て 88.9, 下剤 ぬき 56.8 
ー88.8 で 統合 し て 比較 する と 下剤 併用 52.2。 下剤 ぬ 
き 54.1 多 と な る 。 即ち 下剤 使用 の 有無 に 拘ら ず そ の 駆虫 
効果 は 変わ な いと 云え る 。 

( 2 ) , 自覚 的 副作用 の 比較 ・・・ 上 記 の 如き 各 薬 量 に 
つき 56 名 を 刀 象 と し て 両 投与 法 の 副作用 を 半 合 し て 比 
鞍 す る と すべ て に つい て 下剤 を 用 いな い 方 が 症状 の 訴え 
が 少 い 。 又 下剤 併用 法 に 於 て 意 織 と う 失 を 初め 数 例 の 重 
症 に 遭遇 し た 券 下剤 ぬき 投与 に 於 て は 現在 迄 の 1.000 余 
例 の 投薬 経験 で は 重症 例 に は 一 例 も 遭遇 し て いな い 。 

( 3 ) 次 に 下痢 ( 硫 苦 25 g) の み に よ つて いく ば く か 
の 昌 体 が 排出 され る か 否 か の 問題 に つい て は 観察 が な い 
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様 で , 私 は 22 例 の 釣 虫 保有 者 に つき 前 下剤 に よる 排便 を 
調査 し た が 暁 虫 以外 の 排 中 は な か つた 。 勿論 , 後 の 四 塩 
化 ユ チレ ン 投 与 後に は 総数 275 隻 の 釣 虫 排出 を 見 た 。 

( 4 ) 次 に 四 塩 化 エ チレ ン 下 剤 併用 法 に 於 て 貝 体 排出 
の 時 期 に 関し 小宮 氏 等 の 精細 な 報告 が あり , 投薬 化 8 時 
間 以 内 に 88.5 て 89.5%%, 8 24 時 間 に 61.5 一 10.1 多 , 2 
日 後に 0.4 名 , 3 日 以後 は な し と 云う 成績 ご ある, 私 は 
更に 時 間 を 細分 し て 検査 し た 所 , 投薬 2 時 間 後 の 第 1 回 
排便 中 に 8022, 2 ~ 4 時 間 後 に 10.832, 4 6 時 間 に は 
0, 6 っ 24 時 間 に 9.7, 24ー48 時 間 に は 0 と 云う 結果 
を 示 し た 。 又 下痢 ぬき 投与 法 に 於 ける 排 虫 時 期 は 下痢 が 
な い の で 短 時 間 内 の 排便 は な い が 24 時 間 後 の 翌朝 第 1 回 
目 の 便 中 に 総 排出 虫 体 の 99 が 排出 され て 了 う 様 で あ 
る 。 今後 更に 多数 に つい て 検討 し た い 。 


94. 自衛 際 に 於 ひる 系 炎 虫 症 (3 ) 


長崎 大 学 風土 病 研究 所 臨床 部 
北村 精 一 ・ 片 峰 大 助 
陸上 自衛 際 第 9 混成 団 本 部 
伊集院 武 文 


The incidence of filariasiS in ground 
self-defence force. 
SEIICHI KITAMURA DAISUKE KATAMINE, 
TAKEHUMI IJUIN 


糸状 虫 の 最近 に 於 ける 全国 の 墓 延 状 況 及び 未 記載 の 浸 
淫 地 の 発見 , 併せ て マレ イ 種 の 存否 を 知る 為 全国 の 自衛 
隊 に 於 ける 糸状 虫 検索 を 企図 し ,。 さき に 第 4 管区 内 の 成 
績 を 報告 し た が 今回 第 8 管区 の 検索 を 実施 し た の で その 
結果 を 報告 する 。 

検索 を 行 つ た の は 伊丹 , 出雲 米子 , 福 山 , 水鳥, 善 
通 寺 の 計 6 ケ 駐 と ん 部 隊 総 員 5242 名 で その 中 ME を 発見 
し た の は 7 名 , 陽性 率 0.182 タ で あつ た 。 e 

部 隊 別 に 見 る と 陽性 者 を 得 た の は 伊丹 2 名 0.2%, 水 
島 2 名 0.2 狐 , 善通寺 3 名 0.1% の 3 ヶ 駐 と ん 部 隊 で 出 
雲 , 米子 , 福山 は 何れ も 陰性 で あつ た 。 

年 齢 別に は 19 歳 より 21 歳 まで が 最も 多く 5 名 0.2% で 
あつ た 。 

被 検 者 の 出身 県 は 49 都 県 府県 に 及ぶ が 陽性 者 を 得 た 
は 鹿児島 1 名 1.8, 大 分 1 名 1.8%, 熊本 1 名 4 %%, 
沖縄 1 名 833 で, 九州 出身 者 が 多く 次 いで 四国 の 愛媛 1 
名 0.22, 高知 2 名 0.42% と な り 中 国 地方 , 近畿 地方 出 
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身 者 に は ME 陽 性 者 は 発見 出来 な か つた 。 
総員 5242 名 中 九州 出身 者 は 301 名 中 4 名 1.8%, 四国 
出身 者 1920 名 で 陽性 者 3 名 0.15 多 , 中 国 , 近畿 出身 者 28 
68 名 で 陰性 で あつ た 。 

高知 県 の 2 名 は 長岡 郡 岡 豊 村 と 高岡 郡 仁井田 村 で いづ 
れ も る 太平洋 岸 に あり 18 年 在住 し て いる 。 双 愛媛 の 1 名 は 
上 浮 穴 郡 小 田町 村 出 身 で 20 年 在住 し て 居り , 今 ま で 此 の 
地方 で の 調査 は 行わ れ て いな い が 同 地方 に フイ ラリ ヤ の 
浸 浮 が うか が われ た 。 

市 半 別 に みる と 郡部 7 名 0.22 で 都市 に は 見 られ ず 圧 
倒 的 に 郡部 に 多い 事 が 明らか で ある 。 
職業 別に は 農業 2 名 0.1%, 工業 2 名 0.2%, その 他 
3 名 0.1 タ で あつ た 。 

以上 の 如く 第 3 管区 の 中 国 , 四国 , 近畿 地方 に 所 在 す 
る , 6 ヶ 駐 と ん 部 隊 総 員 5242 名 に つい て 調査 し た 結果 。 
7 名 0.13 の MP 陽 性 者 を 得 た , と の 成績 は 1912 年 当時 
の 陸軍 省 医 務 局 の 調査 に 比 し て 明らか に 低い 。 唯 愛媛 県 
小田 町 村 よ り 陽 性 者 を 得 た 事 は 当地 方 で の 浸 淫 の 存在 を 
うか が わせ る も の ぐ で ぐ 今後 の 調査 に 期待 したい 。 

な お マレ イ 種 の 存否 に つい て は 調査 中 で あり 更に 東 


北 , 関東 , 中 部 地方 の 部 隊 の 調査 を 計画 準備 中 で ある 。 


95. 人 体 肺 吸 下 症 の 外科 的 切除 例 


千葉 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
横川 宗雄 ・ 吉 村 裕 之 
国立 公衆 衛生 院 
大 島 智 夫 ・ 林 治 
村山 サナ トリ ウム 
野村 実 ・ 岩 下 千 一 ・ 諏 訪 信 


On a case of the lobular resection of the 
worm cySt in the ung of the 
ParagonimiasiS patient. 

MOUNEO YOKOGAWA, HIROYUKI YOSHIMURA 
TOMOO OSHIMA, OSAMU HAYASHI 
MINORU NOMURA, TOMOKAZU IWASHTITA 
MAKOTO SUWA 


約 10 年 前 に 静岡 県 沼津 に お いて 感染 し た と 思わ れる 肺 
吸 息 症 患 者 (中 野 勤 28 歳 ) が , 昭和 30 年 10 月 に 肺結核 の 
診断 の 下 に 村山 サナ トリ ウム に 入院 約 6 ヶ月 に 理 り 化学 
療法 を 受け た が , 血 療 消失 せ ず , 又 胸 部 文 線 所 見 に も 変 
化 か ろ ら れ な か つた 。 そ と で 路 療 検査 を な し た 所 , 肺 吸 
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虫 卵 多 数 を 証明 し 肺 吸 昌 症 と 診断 され た 。 直ちに 数 較 
に 理 つ て エメ チン , サル ファ 剤 の 療法 を 繰り 返し た が , 
殆ど 効果 は みとめ られ な か つた の で , 本 年 1 月 8 日 右 - 
肺 の 部 分 切除 を 行 つ た 。 切除 し た の は 2 ケ所 で , 1 ヶ所 
か ら は 10X5X3 画 の 肺 吸虫 1 匹 を 証明 し た が , 他 の 1 
ケ ヶ所 は 灰白色 の 硬い 壊死 物質 に 充 た され て 居り 正体 及び 
昌 卵 は 証明 され な か つた が , Tb 菌 も 陰性 で あつ た 。 

前 記 部 位 よ り 見 出さ れ た 虫 体 の 寄生 息 学 的 検索 及び 虫 
結節 の 組織 学 検索 を 行 つた 。 

その 結果 興味 ある と と は 本 上 虫 体 の 了 虫 卵 及 び 卵 巣 の 構造 
は ウェ ステ ルマン 型 を 呈し て いた が , 皮 鞍 は 単 生 の も の - 
も み ら れ た が 2 本 妃 至 4 本 宛 郡 生 し て いる も の が , 大 部 
分 を 占め 。 む し ろ 大 平 型 に 属す る と 思 は れ た 。 

双 灰白色 の 硬い 壊死 物質 を 友 た し て いた 部 は 大 小 不同 
の 類 結核 様 の 結節 が 8 10 ヶ 集合 し 各 結 節 の 中 心 部 は 壇 
死に お ち 入 つて いる も の 或いは 石灰 化 を 呈 し て いた 。 
又 , その 周辺 部 に は 類 上 皮 細 胞 , 或いは 組織 球 様 細胞 を 
は じ め , 光 巴 球 , 単 核 細胞 , 及び Plasma cell の 浸 酒 
を 伴う 限局 性 の 肉芽 腫 を 形成 し 所 < に ラ 氏 型 巨 細胞 が 認 
め ら れ た が 虫 卵 は 見 出さ れ な か つた し か し な が らち 結核 菌 
も 証明 出来 な か つた の で , と の 結核 結節 様 の 病変 像 は 肺 
吸虫 症 に よ つ て 起 つ た も の と 考え 種々 考案 を 行 つた 。 


96. 石川 騨 柴山 潟 周辺 地区 に な ける 
肝 吸 虫 の 分 布 状 況 (その 1) 


石川 県 山代 保健 所 
甲田 孝 ・ 宮 下 一 度 ・ 北 野 久 太 度 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
佐藤 淳 夫 ・ 杉 原 弘 人 


On the distribution of Cozc7ZS SZ24222S7S iT 
the neighborhood of Schibayama-gata, 
Ishikawa Prefecture (1 ) 
TAKASHI FUKUDA, ICHIRO MITYASHITA 
KYOUTARO KITANO, ATSUO SATO 
HIROTO SUGIHARA 


石川 県 江 沼 郡 紫 山 鴻 周辺 に 於 ける 肝 骸 虫 の 分 布 状況 に 
つい て 協同 研究 者 福田 が 昭和 9 ・10 年 に 行 つ た 末 発 表 の 
検便 成績 が あり 1.873 名 中 487 名 (26 名 ) の 保有 者 を 検 
出し て いる 。 

今回 も 前 記 の も の と 同一 町 村 (7 部 落 ) に つい て アン 
チ ホ ルミ ン ・ エ ー テ ル 法 に よる 検査 を 行い 同時 に 第 一 中 : 
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筒 宿主 , 第 二 中 間 宿 主 の 検索 を 行 つた 。 

(1 ) 検便 成績 1.790 名 中 肝 吸 虫 保有 者 は 5.4% で 
中 島 て 18.6%), 合 河 ( 8.6%) が 多く , 月 津 ( 4.1), 
旧 山 津 〈 4.1%), 潮 津 て 2.7 ), 紫 山 ( 1.7), 額 見 
( 1.5%) の 成績 ご あ る 。 保有 者 を 年 齢 別に 見 る に 20 歳 
以上 で は 6 一 9 少 , 0 一 9 歳 で 2.6, 10~19 歳 で 5.8 
で ある 。 低 年 齢 層 に 於 て も 相当 数 の 感染 者 の お る 事 は 
本 地方 に 新 感染 の 存在 する 事 を 示す も の と 考え られ る 。 
次 保有 者 中 臨床 症状 を 呈す る 者 は 一 例 も な い 。 

( 2 ) 第 一 中 間 宿主 (マメ タニ = ニシ ) の 分 布 

紫 山 濁 南 岸 の 馬渡 川 よ り 向 川 に 到 る 湖岸 , 及び 八日市 
川 , 向 川 , 動橋 川 , 御 橋川 , 馬渡 川 の 湖岸 より 100ー200 
m の 間 に 於 て 相当 濃厚 に 分 布 し , 東 , 北 , 西岸 及び 潮 中 
引 於 て は ほとん ど 採 集 出来 な い 。 

( 3 ) 第 二 中 間 宿 主 の 検索 

81 年 11 月 より 32 年 1 月 の 間 に タ モロ コ , ホン モロ ジコ, 
へ ハエ 。 タナ ご 。 ワ カサ ギ 計 54 匹 に つい て 直接 検 鏡 法 及 人 
工 胃液 消化 法 に よ つ て 検索 し た が 肝 吸 虫 メタ セル カリ ア 
と 考え られ る も の を 事 め な か つた 。 

(4 ) マメ タニ シ の 計測 

採集 し た マメ タニ シ の 螺 項 完全 な る 成 部 せ る も の 64 を 
選び 螺 脈 , 肝 孔 , 殻 口 及び 殻 の 角度 , 殻 長 , 殻 径 に つい 
て 計測 を 行 つ た 。 全 て 体 層 及 次 層 ビ 明瞭 な 螺 脈 を 有 し , 計 
測 値 は 遠賀 , 京都 , 滋賀 , 宮城, 群馬 , 秋田 産 の も の と 略 
ネー 致し た 。 但 し その 殻 径 と 殻 長 と の 比 の 平均 は 0.602 
士 0.008 を 示し 日 本 産 マ メタ ニシ 中 最も 細長 型 で ある 。 
紫 山 洪 周 辺 の 地勢 は 西 ・ 北 ・ 東 岸 は 標高 約 10 て 50m の 
正 陵 が 湖岸 に 人 迫り, 南岸 の み が 平 地 と な つて , と ゝ ヒ 八 
日 市 , 向 , 動橋 , 御 橋 , 馬渡 の 五 川 が 流れ て 居り , 湖 の 
水位 に ょ つて 春 , 夏 の 数 ヶ月 を 除い て は 常時 完 水 し て 低 
湿地 帯 を な し て 居る 。 

前 述 の 肝 吸 昌 保有 状況 並 に 第 一 中 間 宿主 の 分 布 も 略 地 
形 と 一 致し て 南岸 低地 部 に 濃厚 で あり 同一 の 傾向 を 示し 
て いる 。 


97. ラオ ミリア 仔 虫 の 人 体内 分 布 


(Turnus 機 序 の 考 祭 ) 


鹿児島 大 学 第 一 内 科 
枝 屋 富 一 ・ 川 崎 殺 陽 ・ 浜 田 康 治 
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Distribution of microfilaria in the human 
body : Some approach to the 
mechanism of the ilarial 
periodicity. 

TOMIICHI MASUYA, KENYO KAWASAKTI 

KoTT HAMADA 


先 年 余 等 は 本 症 骨 簡 宰 刺 液 中 に 仔 虫 を 証明 之 を 報告 し 
た が , 殆ど 夜間 に 限ら れ , 昼間 陽性 の 2 例 は 同時 に 末 模 
や 陽性 の 例 で あつ た 。 Turnus 機 序 解明 の 前 提 と し て , 
昼夜 に 於 ける 仔 昌 の 分 布 を 次 の 如く 追求 。 スパ トニ = ニン 
誘発 時 の 仔 虫 動態 を も 比較 観察 し た 。 

1. 全身 皮下 毛細 管 血 8 ケ所 に つき 検索 せる に 仔 取 数 
は 本 質 的 な 部 位 別 差 を 示さ きぬ 。 

2. 「 ス ] 誘発 時 の 表 在 動静 脈 , 毛細 管 血 を 比較 する 
に , 耳 条 血 に 常に 造 か に 多く , 動脈 血 中 仔 虫 の 増加 減少 
は 常に 静脈 血 の 夫 れ に 先行 し た 。 

3. 静脈 カテ 法 で は 右 心室 , 肺動脈 , 肝 静 脈 血 で は 昼 
夜 共に 未 槽 仔 限 と 平行 し た 。 右 室 に カテ を 存置 , 「 ス 」 
誘発 を 行う に , 右 室 血 中 仔 虫 は 末 模 に お く れ て 増加 , 且 
っ 後者 より 少し 。 

4. 然るに カテ を 肺動脈 終 未 に Wedge せしめ て 得 た 
鮮 紅 色 の 所 謝 肺 毛細 管 血 に は 昼間 全 例 圧 倒 的 多数 の 仔 虫 
を 証明 し た 。PO に カテ 存置 の ま ゝ ょ , 「 ス 」 誘発 を 行う 
に , 5~30 分 以内 に PO 内 仔 虫 は 急減 し , 同時 に 末 模 に 
は 増加 し た 。 

5. 夜 陽性 , 昼 陰性 の 症例 の 切除 肺 で は , 毛細 管 , 小 
動脈 , 小 静 脈 に , 特に 細 小 静脈 内 に 多数 の 仔 恵 を 証明 レ 

6. 肝 生 検 で は 昼夜 を 問わ ず , 前 夜 未 模 に 多数 (60 
cmm 中 100 匹 以上 ) の 例 で は その 血管 洞 内 に 仔 虫 を 検 
出 。 落 抹 標 本 で は 仔 虫 は 生存 運動 し , 形態 学 的 に 未 模 の 
夫 れ と 異 ら ず 。 但し 肺 切片 内 に 比 し 甚だ 少し 。 商 。 肝 細 
乃 の 大 小 不同 , 原形 質 粗 稿 化 , 膨 化 , 脂肪 変性 。 桜 濃 
縮 , 空 胞 形 成 , 小葉 間 結 合 織 増殖 を 見 る も 仔 虫 自身 の 周 
辺 に は 特別 の 組織 反応 を 見 ず 。 

7。 皮下 組織 及び 開腹 時 虫垂 , 虫垂 問 有 , 大 網 , 胃 , 
肝 等 の 切片 を 検索 する に, 肝 以 外 で は 「 ス 」 誘発 時 の 大 
及び 和 間 脱 血 管 内 に 仔 由 を 証明 る の み 。 

以上 より , 肺 小 血管 は 昼間 仔 虫 の 集中 せる 場所 で あ 
り , 「 ス 」 誘 玩 に より 此 等 血管 を 出 て 左 心 , 動脈 系 を 経 
て 静脈 系 えと 循 舞 する 途 次 皮下 毛細 管 に 停滞 する も の と 
解せ られ る 。 特 に 鮮 紅 色 の PC 血 を 得 て 始 め て 圧倒 的 多 
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数 の 仔 虫 を 見 る 事 は , 酸素 説 を 強く 示唆 する も の で あ 
り , カテ 血 の ガ ス 婦 析 , 有 外 , 覧 に つき 検索 中 で ある 。 


98. グル シュ ン 酸 アン チ モ ン (V 偵 ) ツ 
ー ダ の 毒性 と 紋 山羊 脳 春 髄 系 和 
虫 病 の 予防 治療 試験 


家畜 衛生 試験 場 
石原 忠雄 ・ 上 野 計 
富山 県 庁 
林 和夫 ・ 堀 井 源 ・ 三 橋 一 男 


On the prophylaxis of lumbar paralysis of 
sheep and goats by sodium oxyantimony (V ) 
gluconate and its toxity。 

TADAO ISHIHARA, HAKARI UENO 
KAZUO HAYASHI, GEN HORII 
KAZUO MITUHASHTI 


縮 山羊 脳 奪 髄 糸状 虫 病 所 調 腰 麻痺 の 子 防 治療 に ア ンチ 
モン 製剤 が 利用 され て きた が , 期待 し た ほど の 郊 果 が 得 
られ な い 。 と の 原因 を 石原 は Sb 量 の 不足 と 考え , 理論 
的 に 本 病 の 予防 (殺虫 する 点 で は 治療 も 同じ ) に は per kg 
15~20mg Sb を 投与 し な けれ ば , 脳 ・ 奪 髄 或 は 筋 膜 下 等 
の 指 状 糸状 虫 の 幼虫 が 殺 減 で きず , 予防 効果 が 得 ら れ な 
い ょ 考察 し た 。 し か し 市 販 さ れ て いる Sb 剤 は 毒性 が 強 
, 理論 的 用 量 の 応用 は 不可 能 で あつ た 。 余 ちら は グ ルコ 
ン 酸 アン チ モ ン ソー ダ が 日 本 住 血 吸 虫 症 に 有効 で 。 し か 
も 毒性 の 少 い こと に 注目 し て 本 試験 を 実施 し た 。 

供 試薬 剤 : 供 試 し た 薬剤 は グル コン 酸 アン チ モ ン 
(V 価 ) ソー ダ の 水溶 液 で 1 cc 中 に Sb を 40mg 含 有 し た 
注射 液 で ある 。 

毒性 : マウ ス に 対す る 試験 の 結果 per10 g に 10~15 

で は 全 例 耐 過 し , 20mg で 5 匹 中 1 匹 が 解 死 し , 本 剤 
の LD50 は per kg 450mg Sb 以上 と 考え られ た 。 山 
半 に 対 し て は 20 中 迄 は 毒性 が 少 < 一 部 に 体温 の 上 昇 , 
相対 的 好 中 球 の 増加 が 認め らち れる の み で あつ た 。 per kg 
50mg で は 一 時 的 脈 数 ・ 呼 吸 数 の 増加 並 に 発熱 を 認め , 
気 食 欲 が 成 退 し た も の も あつ た 。 per kg 100mg で は 1 
^ 数 日 間 に 奄 つて 食欲 が 全く な く な つた も の も あつ た が 
全 例 臨床 的 に は 仮 復 し た 。 又 perkg 300mg, 連続 5 日 
間 に 245mg を 注射 し た 例 も 鑑 死 し な か つた 。 庶 下 ・ 筋 
内 注射 共 吸収 は 良好 で あつ た 。 
予防 試験 : 富山 県 の 2 地区 で 縮 山 羊 164 頭 に 本 剤 を 
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約 2 週間 間隔 で 8 ~ 9 月 に 4 回 皮下 注射 し た 。 注射 量 は 
第 1 回 が 15 mg, 次 回 より 20mg ( 細 羊 は 5 mg 減量 ) で 
ある 。 と の 結果 , 9 月 中 旬 数 32 頭 発症 (発病 率 1.222%) 
レ た の み で 本 症 の 発症 が 予防 で きた 。 し か も 了 臨床 的 副 作 
用 は 全 ヾ 認め られ な か つた 。 対照 の スパ トニ ン 注 射 群 の 
発病 率 1.4< 略 々 同 程度 の 予防 効果 を 示し , 全く 無 処 
置 の 2.7 多 と は 推計 学 的 に も 有意 の 差 が 認め られ た 。 レ 
か も ゃ 注射 後発 病 す る 迄 の 日 数 は 10 日 以上 で 一 応 殺 虫 効果 
も 明 上 膝 で あつ た 。 少 数 発生 例 の 原因 の 一 つと し て は 潮 伏 
期 の 短い 例 が 考え られ た 。 

結論 : 本 剤 は 毒性 が 少く , per Kg15 一 20mg Sb を 1 
回 注射 すれ ば , 指 状 糸状 虫 の 幼 昌 を 殺 減 し 本 病 の 予防 治 
療 に 有効 と 定め られ た 。 


99. 肺 吸 下 症 の レン トゲ ン 学 的 所 見 


久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
伊 東 仁 替 
抄録 な し 


100. 肝 吸 下 症 の クロ ロキ ン 療 法 
に つい て 
徳島 大 学 医学 部 第 二 内 科 
宮川 三男 ・ 津 田 洋 ・ 田 中 休 


The treatment of clonorchiasis with 
chloroquine diphosphate. 
MITSUO MIYAKAWA, HIROSHI TSUDA 
SUSUMU TANAKA 


最近 中 国 で 抗 マ テリ ア 剤 の クロ ロキ ン が 肺 , 肝 両 吸 遇 
症 に 対 し て 有効 で ある と 推奨 され て いる 。 著 者 等 は 肺 吸 
虫 症 の 治療 に 関 砲 し て 実験 的 肝 了 吸虫 感染 家 兎 。 及び 人 肺 
吸虫 症 患 者 に 本 剤 を 投与 し て , 其 の 治療 効果 を 検討 レ 

実験 方 法 : 4 匹 の 家 兎 へ 吉野 川下 流 濃厚 感染 地産 モ 
ツ ゴ 16 匹 ずつ 寝食 させ た 。 推定 感染 数 は 400 令 以上 で あ 
る 。 糞便 中 に 虫 卵 排 洪 を 認め て より , 2 匹 に クロ ロキ ン 
(以下 ク .) 単独 療法 。 2 匹 は ク ・ サ ント ニン (以下 サ ) 
併用 療法 を 行 つ た 。 薬 物量 は ク . は 人 体 普通 量 を 家 兎 体 
重 に 換算 し て 内 服 ,。 又は 筋肉 内 注射 で 行 つ た 。 サ 。 は 
0.004g/kg と し て 週 1 回 併用 し た 。 
治療 中 は Stoll 氏 息 卵 算定 法 で 到 . P. G. を 知り , 
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治療 後 剤 検 に ょ り 効 果 を 確 め た 。 人 体 症 例 の 場合 は 十 二 
Sc より , 治療 の 影響 を 判定 し 
実験 成績 : A. 家 兎 , 1) ク . 単独 療法 , No. 1 ( ク 
内 服 ) 105 日 間 連 続投 与 を 行い 死亡 , EE. P. G. は 治 
療 前 14.4X10% 治療 後期 は 2.1X10* と 減少 し た 。 判 検 
時 号 体 数 は 375 隻 で あつ た 。 No. 4 8 注射 ) 120 日 
連続 注射 を 行い 死亡 , E. P. G. は 治療 前 8.0X105 
治療 後期 は 0.7X10* と 減少 し た 。 革 体 数 は 60 人 

で あつ た 。 

2) ク . サ . 併用 療法 , No. 2 . ク . は 内 服 で , 120 
日 連続 投与 後に 層 殺 す 。 EE. P. G. は 治療 前 8.9※ 
10*。 治療 終了 時 1.4X10* と 減少 し た 。 章 検 時 自体 数 は 

205 令 で あつ た 。 

No.3. No. 2 と 同様 に 行い 層 殺 す 。 EE. 〒 G. は 
治療 前 3.6X10*。 治療 終了 時 は 0.8X10* と 減少 し た 。 
神 検 時 東 体 数 118 令 で あつ た 。 

以上 全 例 で 下 卵 数 は 治療 前 半 で は 可 成 り の 減少 を 示す 
が , 後半 で は あま り 減 少 を 見 な か つた 。 

B. 人 体 症例 : 最初 25 日 間 ク . 1 日 0.75 g 以後 11 日 
聞 は 1 日 0.5g と し 連続 86 日 間 総量 24.8 g を 内 服 投 与 し 
た 。 治療 開始 邊 0 日 で 十二指腸 液 及び 糞便 中 の 虫 卵 は 陰 
転化 し た 。 治療 中 止 後 3 ヶ月 間 に 互 り 誘発 試験 も 混 え て 
夫 放 の 本 ポ を ガ つ た が > - 肝 基 投 困 は 移 ち れず 治 往 し た 

の と 思わ れ 

結語 : 1) ク 。 は 人 肝 吸 虫 感 症 の 感染 虫 体 数 の 少な 
い 場 合 は 有効 で ある と 思わ れる が 。 家 兎 の 実験 成績 より 
みて , 多数 感染 例 で は 本 剤 の み で 限 治 する と と は 困難 で 
ある と 思わ れる 。 

2) ク . の 長期 投与 は 望ま ほしい が 
け で は , 牙 る 期間 以後 で は 影響 が : 
と と か ら 単 独 療法 の み に た ょ る と 

を 併用 する こと と が 望ま しい 。 


Le 
いと 思わ れる 。 と の 
なく , 他 の 有効 楽 剤 
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101. 人 に な ける フィ イラ リア 威 染 の 
家族 集積 性 に つい て 
東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 中 研究 部 
林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 基 ・ 田 中 寛 


Studies on the familial aggregation of 


human flariasiS. 
SHIGEO HAYASHI, KoOji SATO 
HIROSHI TANAKA 
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家族 感染 の 有無 また は 程度 を 調べ る と と は , 伝播 機構 
の 特色 を 知る 一 つの 有力 な 方 法 と し て あげ られ る 。 
従来 の フイ ラリ ア 症 の 疫学 的 調査 で, 展 々 報告 され て 
いる 如く , 一 家族 の 中 で 数 人 も 感染 者 が 見 出さ れ た 家 が 
ある と いう と と か ら , フイ ラリ ア 症 に は 家族 感染 が ある 
と いう 結論 を 出さ れ た 場合 が ある が , と れ に は 厳密 な る 
統計 的 検討 を 加え る 必要 が ある も の と 思わ れる 。 

以下 に 演者 等 に よ つ て 得 ら ちら れ た 二 三 の 調査 例 に も と づ 
いて 考察 を 加え る 。 

1. 沖縄 久米 島 具 志 川 村 字 仲 地 の 例 

1955 年 夏 , 佐藤 は 久米 島 に お いて 92 家 族 , 総計 432 名 
の 夜間 検 血 を 行い , その 60 名 (18.9%) に バン クロ フト 
系 状 昌 の ミク ロフ イラ リプ 陽性 者 を 見 出し た 。 Mf は 検 
出 出来 な か つた が 熱発 作 て の 他 の 症状 を 具有 する も の を 
加え る と , 21.8 多 の も の が 槍 患 し て いる と と を 知 つ た 。 
当地 は 東 , 西 , 北 の 三 部 落 に 分 れ て いる が , 容 患 率 は 夫 
々 19.15 多 。 28.45%%, 21.28%% で 部 落 間 に 有意 な 差 は 

とり か 

こ 有 意 な 差 は な か つた 。 し た が つて 当地 の 各 家 族 は 

NeiPee いる も の と 考え て よい も の 
と 思わ れる 。 そ と で 当地 に お ける 調査 資料 か ら 二 項 分 布 
に あて は め て 算出 し た 理論 値 と 鯖 測 値 の ズレ を 〆*- 検 定 
者 量 9 cf 
と を 知 つ た 。 当地 で は フイ ラリ ア 感 染 に 明らか な 家 
族 集積 性 が 6 の と あの 
出す る と , 0.804 の 高い 値 を 示し , また 家族 内 二 次 権 吊 
率 は 0.22, 一 次 患 系 は 0.11 そ の 比 は 2.0 で あつ て 相当 
に 高い 値 を 示し て いる 。 

2。 奄美 大 島 網 野 子 村 に お ける 例 

1956 年 夏 , 田中 は 奄 実 大 島 に て , 74 家 族 総計 295 名 の 
夜間 検 血 を 行い , 53 名 (18.02) に バン クロ フト 系 状 東 
の ミク ロフ イラ リア 陽性 者 を 見 出し た 。 上 記 の 方 法 に よ 
り 感 染 の 家族 集積 性 を 検討 し た と と ろ , 二 項 作 布 で 算出 
し た 理論 値 と 観測 値 は 極め て よく 一 致し て , 集積 性 が み 
と め ら れ な か つた 。 な ほぼ 通常 の 如く 算出 する と , 家族 集 
積 率 0.566, 家族 内 二 次 催 患 率 0.142, 一 次 権 患 率 0.1 
22 で , 二 次 と 一 次 の 開き が 少く , その 比 は 1.16 で i だ 近 
い 値 を 示し て いる 。 

38. 八丈 小島 に お ける マレ ー 系 状 虫 の 例 

1950 年 に 林 が 小鳥 で 調査 し た マレ ー 系 状 虫 症 の 例 で 
は , 全 村 の 27 家 族 合計 87 名 の 検 血 で 34.1% に ミク ロフ イ 
ラリ ア の 陽性 者 を 見 , 具 症 者 も 加え る と 実に 62.12 の 
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第 患者 が か あつ た 。 当地 で は 27 家 族 の 中 宜 患 者 の な い 家 は 
2 家族 し か な く , 略 ん ど 各 家 に 感染 源 と な る 容 患 者 が あ 
り , し か も 各戸 の 天水 タン ク に は 媒介 者 の トウ ゴウ ヤブ 
カ が し く 発 生 し て いた の で , 家族 感染 は 著 明 に 行わ れ 
る も の と 期待 し た が , 事実 は 全く 家族 集積 性 が ある と は 
いえ な い 結 論 を 得 た 。 

も と ゃ も と 伝播 に 中 間 宿 生 が 介在 し , と くに フイ ラリ ア 
症 の 如く , 自由 に 行動 する ー の 中 で 約 2 週間 も 経て か 
ら , は じ め て 次 の 人 に 伝播 し う る 状態 に な る も の で は , 
家族 集積 性 の 見 られ な い 場 合 が む し ろ 普 通 で は な いか と 


思わ れる 。 


102. 宮城 区 の 誤 口 是 (1) 


宮城 県 術 生研 究 所 

湯 田 和 防 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 昌 部 

鈴木 T 司 


On Gnathostoma in Miyagi Prefecture. (1) 
氏 AZURO YUDA, NORIJI SUZUKI 


戦後 , 顕 口 虫 症 が 北九州 方 面 に 発生 し た の を 契機 と し 
て , 本 邦 各 地 で 額 口 虫 の 分 布 が 明らか に され つ ゝ ある 
が , それ は 関東 以 南 に 限ら ち れ て いた 。 

と こと ろ が , 1956 年 9 月 , 宮城 県 黒川 郡 大 和 町 相川 で 行 
つた 25 頭 中 の 猫 の 検便 の 内 か ら 1 頭 に 有 球 吾 口 虫 と 考え 
られ る 下 卵 を 見 出し た 。 さ ら に , 県 内 各地 の イタ チ に つ 
いて 日 本 額 口中 の 寄生 を 認め た の で , 現在 まで の 調査 成 
績 を 報告 する 。 

有 鞍 額 口 虫 : 本 虫 の 自然 終 宿主 で ある 猫 に つい て 1953 
年 以来 。 県 内 22 ケ 所 , 総数 706 頭 を 検便 に よ ょ つて 虫 卵 の 
検索 を 行 つ て いた と と ろ , 上 記 地 区 で 県 下 で は 始め て の 
有 球 額 口 虫 卵 を 発見 し た 。 と の 猫 に つい て は 2 ヶ月 後 , 
解剖 に 附 し た が 食道 及び 胃 に 何ら の 所 見 を 認め る と と は 
出来 な か つた 。 ま た , と の 地区 の テイ ギョ ー 忠 を 含め て 
伊豆 沼 産 18 匹 , 阿武 限 川 産 27 匹 計 46 匹 の ライ ギ ヨ の 筋肉 
を 調査 し た が いずれ も 第 三 期 幼 由 を 認め る と と は 出来 な 


の Oo 


日 本 昭 口 虫 : 本 昌 の 終 宿 主 と 考 えら れる イタ チ に つ 
いて も 県 内 各地 に お いて 解 剤 し, 成虫 を 検索 し た 。 そ の 
結果 , 黒川 郡 大 和 町 産 の 4 頭 中 2 頭 に , 栗原 郡 金 成 町 産 
の 9 頭 中 2 頭 に , 古川 市 産 の 18 頭 中 2 頭 に 成虫 の 寄生 
を 認め , 加美 郡 小 野田 町 産 2 頭 及 び 牡 鹿 郡 稲 井村 産 2 頭 
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に は 見 出す と と が 出来 な か つた 。 結局 , 30 頭 中 6 頭 (20 
名 ) 寄生 を 証明 し た わけ で ある 。 

と れ ら の と と か ら , 宮城 県 に お いて 有 球 昭 口 虫 と 日 
本 額 口中 の いずれ も ゃ 分布 し て いる と いう 可能 性 が 知ら れ 
た 


103. 7ozgscgzzs /eo22222 の 威 村 ライ オ 
ン の 又 虫 試験 


大 阪 府 立 大 学 農 学部 獣医 学 教室 
野田 吉 二 ・ 小 野 忠相 


Some observations on the treatment of 
asScariasiS (7oxgscg7S OZz246) 
in a lion. 
RYOJI NODA, TADASUKE ONO 


1 ライ オン に つき - 7oxgscgZs oz22 の 駆虫 を 不定 期 ・ 
的 に 5 回 行い 駆虫 数 , 駆虫 後 間 便 内 に 再び 虫 卵 が 発現 す 
る 時 期 (飽和 食塩 水 浮遊 法 ), 世 . P. G 検 査 に よる 排卵 
数 の 消長 等 の 検索 を 行い ,。 2, 3 の 知見 を 得 た の で 報告 
する 。 

動物 は 生後 1 年 2 ヶ月 の 牡 で 他 の 1 頭 と 共に 飼育 され 
て いた も の で ある 。 第 1 回 駆虫 は 2 頭 に 対 し Santonin 
各々 0.1g 宛 を 与え 翌日 両者 合計 7. ozzzg 432 隻 , 
$63 令 , 計 105 隻 を 得 た 。32 日 後 の 第 2 回 駆虫 か ら は 前 
記 ラ テイ オン 1 頭 に つい て の み Santonin 剤 で 駆虫 を 行い 
翌日 55 隻 , $11 隻 , 計 66 隻 を 得 た 。77 日 目 に Stoll の 
変 法 に より 忌 . P. G を 検査 し た と と ろ 7,838 を 示し た 
の で , 80 日 目 に Piperazine citrate 14 g に より 第 3 回 
駆 過 を 行い 。 2 日 後 や 512 隻 , 8 128 隻 , 計 640 和 隻 を 得 
た 。 排 虫 5 日 後に 飽和 食塩 水 浮遊 法 及 び Stoll 変 法 に よ 
る 也 . P. G が 何れ も 0 を 示し た 。 陰性 が 9 日 間 続 いた 
の で 検査 を 中 止 し た 。 8 日 後 浮遊 を 行 つ た と と ろ 有 陽性 
で あり 也 .P. G 150 で あつ た 。 そ と で 3 日 後 Pipera- 
zine tartrate 14g( に より 第 4 回 駆 昌 を 行い , 3 日 後 
2 隻 , $ 1 隻 , 計 3 隻 及び 破損 に よる 数 の 不明 な 若干 の 
虫 体 を 得 た 。 次 いで 排 虫 後 3 日 目 に 得 た 糞便 に つき 浮遊 
法 を 行 つ た が 陰性 で あつ た 。 その 後 19 日 目 と 浮遊 法 で 
陽 転 し た 。 陽 転 18 日 後に EE. P. G 950 を 示し た の で 
Piperazine phosphate 14 g に より 第 5 回 駆 点 を 行い , 
翌日 185 隻 , $63 人 和食, 198 隻 , 及び 破損 到 体 1 和食 を 
得 た 。 そ の 翌日 より 浮遊 法 に て 陰性 と な り , それ が 8 日 
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間 続 いた が , 以後 は 極 の 破損 に より 検査 を な し 得 な か つ 
た 。 以 上 の 駆虫 試験 に 於 て 駆虫 剤 投与 に より 排 虫 さ れ て 
か ら 間 も な く 虫 卵 も 陰 転 する が , 排 虫 が 認め られ て か ら 
次 の 排卵 を 開始 する 迄 の 日 数 は 22 日 又は それ 以下 で あつ 
た 。 と の と と は 本 虫 の 発育 蘭 か らし て 腸管 内 の 虫 体 は 概 
わ ね 駆除 され る が 腸 壁 内 仔 虫 は 薬剤 の 影響 を 受け ず に 生存 
レ , 以後 腸管 内 に 出 て 成熟 し 排卵 する 事 を 示す も の で あ 
ろう 。 駆除 され た 雌 虫 数 は EE. P. G の 値 が 高い 場合 程 
多 か つ た が 厳密 に は 正 比 倒 せ ず 前 回 より の 間隔 の 長い 程 
EE. P.G が 高い 。 と れ は 躍 体 数 に 対す る 也 . P. G の 
値 が 虫 信 の 大 きい 程 〈81 日 以下 の 場合 ) 大 きく な る 事 も 
関与 する か ら で あ ろう 。 各回 に 於 ける 虫 体長 に は 大 な る 
変異 の 巾 が 見 られ る 。 と れ は 前 記 の 楽 剤 の 影響 を 受け ず 
に 腸 壁 内 に 生存 し て 以後 腸管 内 で 生長 し た 虫 体 の 他 に 
た な る 感染 が 繰 返 さ れ た 事 を 示す も の で あろ う 。 従 つ て 
完全 駆虫 の 目的 に は 15 日 間隔 で 数 回 の 投薬 が 必要 で あろ 
う 。 


104. クジ ャ ク の 暴 頭 病 治 療 に 
関す る 研究 
家畜 衛生 試験 場 
角 田 清 
抄録 な レ 


105. 集 園 氷上 の 実態 調査 (1 ) 
名 古屋 市 小 中 学校 使用 駆虫 薬 調査 
森山 寄生 虫 病 研究 所 
森 山 和 典 
抄録 た し 


106. 最近 五 ヵ 年 間 に 於 ける 基 小 学校 
学童 釣 虫 威 染 者 の 推移 と その 治療 
南大 阪 病院 第 一 内 科 
訪 本 款 士 ・ 緒 形 一 保 
Investigation and treatment of hookworm 
carrierS in 2 Drirmary School in 
Osaka during five yearSs. 

KEISHI FUKUMOTO, KAZUYASU OGATA 


我々 は 数 年 前 か ら 大 阪 市 立 某 小学 校 の 検便 , 集団 駆虫 
を 行 つ て 来 て いる が , 今回 は 学童 釣 了 卵 陽性 者 の 推移 


(130 ) 
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と , その 釣 虫 感染 者 を 毎年 病院 に 入院 せ し め 各 種 検査 を 
行う と 共に , 之 を 治療 し て 来 た の で その 結果 に つい て 報 
告 する 。 本 校 の 所 在 地 : 本 校 は 大 阪 市 住吉 区 に あり , 
当 院 も その 校 下 に ある 。 当 区 は 大 阪 市 最 南端 に 位置 し , 
南北 は 大 和 川 , 木津 川 に 狭 ま れ , 西 は 直接 大 阪 湾 に 面 し 
た 地形 で あり , 本 校 の 周辺 は 一 面 の 低 湿 地 で , 在学 児童 
の 父兄 も その 70 多 以 上 が 工員 で あり その 環境 も 衛生 思想 
も 極め て 低い 。 検便 方 法 : 18X18mm デ ッ キ グラ ス 3 枚 
の 沙 抹 標本 に つき 検 鏡 し , 後 検便 は 退院 3 週間 後に 同 デ 
ッ キ グラ ス 6 枚 の 沙 抹 標本 並び に 一 部 は 飽和 食塩 水 浮遊 
法 を も 併用 し た 。 本 校 学童 釣 下 感染 者 並び に 大 阪 市 学 音 
釣 虫 感染 者 の 年 度 別 推移 : 昭和 27 年 11 月 に は 本 校 学童 
釣 虫 感染 者 は 検査 人 員 2177 名 中 72 名 。 3.30% で あつ た 
が , 28 年 6 月 に は 1530 名 中 40 名 2.61 多 , 29 年 6 月 に は 15 
29 中 17 名 1.112。 同 11 月 16836 名 中 18 名 1.10%, 30 年 11 月 
1706 名 中 9 名 0.52 多 , 31 年 11 月 , 1887 名 中 2 名 0.11% と 
な つて いる 。 一 方 大 阪 市 学童 釣 虫 感染 者 は 27 年 160719 名 
中 923 名 0.57 狐 , 28 年 189773 名 中 1281 名 0.88%2, 29 年 15 
8097 名 中 1057 名 0.67, 80 年 239808 名 中 477 名 0.27 多 , 
831 年 174684 名 中 292 名 0.14 と 之 赤 年 々 その 感染 率 を 減 
じ て い る 。 入 院 治療 法 : 夏 休 , 冬 休 を 利用 し 年 2 回 行 
い , 期間 は 3 泊 4 日 と し , 第 1 日 目 は 自覚 症 の 調査 診 
祭 , 並び に 各種 臨床 検査 を 実施 し , 駆虫 剤 服用 は 3 日 間 
連続 投与 を 1 クー ル と し, 第 1 日 目 に は 下剤 を 用 いた 。 
駆虫 成績 : 4 一 プロ ムー1 一 ナフトール 1 日 1.5g 3 
日 投与 で は 卵 陰 転 率 38.0%,。 オー ミン 1 g 8 日 60.0 多 , 
8 一 4g3 日 62.5~100 多 , テト レニ ン 年 齢 数 当り 1 球 
61.6-100 狗 ,F2022 1g3 日 28.0 多 , アス カリ ドー 
ル 液 ? 12cc 1 日 16.6 守 で ある 。 、 

以上 の 方 法 に 依り 本 校 の 学童 釣 虫 感染 者 及び 釣 虫 感染 
率 を , 昭和 27 年 11 月 より 381 年 11 月 迄 の 5 ヶ年 間 に 72 名 。 
3.80 多 より 2 名 0.112 に 減少 せ し め た 。 そ の 治療 は 主 と 
レ て オー ミン を 以 つ て し た 。 


107. 埼玉 騒 下 一 農村 ( 越 ヶ 谷町 砂原 ) 


に 於 ける 全部 落 民 の 寄 征 感 
菜 状 況 調査 成績 
埼玉 県 衛生 研究 所 


分 島 整 ・ 小 津 茂 弘 ・ 保 阪 幸男 
中 島忠 夫 ・ 小 杉 敵 
春日 部 保健 所 
川口 金 交 了 ・ 塚 田 京子 







































































明 和 32 年 8 月 (1957)〕 

Survay of the heiminthes on all peoples 
in a village (Koshigaya Sunahara, 
Saitama Prefecture) . 

TADASU WAKESHIMA, SHIGEHIRO OHZU 
YUKIO HOSAKA, TADAO NAKAJIMA 
TAKASHI KOSUGI, KINJIRO KAWAGUCHI 
KYOKO TSUKADA 


緒言 。 私 共 は 埼玉 県 下 の 寄生 貝 感染 の 実態 を 知る 為 に 
県 下 各地 の 綿密 な 調査 を 開始 し て いる が 最近 その 内 の 一 
部 落 の 成績 が ま と ま つ た の で 報告 する 。 

実施 部 落 の 状況 。 砂原 部 落 は 越 ヶ 谷 町 の 西北 方 約 4 
km の 地点 に あり , 水田 44.76 町 歩 , 畑 地 16.98 町 歩 で 農 
業 53 世 帯 , 非 農 家 11 世 帯 計 64 世 帯 488 名 で 家族 は 5 人 以 
上 が 52 世 帯 で 面 も ね 10 人 以上 は 10 世 帯 も ある 。 農家 は 肥料 
と し て 殿 尿 を 2 週間 か ら 1 ヶ月 程 肥料 溜 に 入れ て 腐 熱 使 
用 し , 自家 尿 尿 が 少 い の で その 15 倍 量 は 東京 か ら 搬入 し 
て 使用 ほれ て いる 。 

検査 期間 。 本 調査 は 昭和 31 年 12 月 14 日 より 昭和 32 年 1 
月 28 に わた る 期間 に 実施 し た 。 

検査 対象 。 全 6 世帯 が 調査 に 応じ 若干 の 事故 者 及 乳児 
の 一 部 を 除い た 416 名 に つき 調査 を 行 つた 。 

検査 方 法 。 検 査 実施 前 に 部 落と 行き 部 落 民 に 主旨 , 調 
査 の 方 法 を 説明 , マッ チ 箱 に 一 杯 の 糞便 を 毎回 100 名 宛 
提出 せしめ , 直ちに 自動 車 で その 都度 衛 研 に 運び 氷室 に 
保管 し, 検査 方 法 は 第 25 回 日 本 寄生 虫 学会 発表 の 我 く の 
新法 で 綿密 に 検査 を 行 つ た 。 

検査 成績 。 検査 人 員 416 名 を 乳児 期 ( 0 て 2 歳 ) 幼児 
期 (3 て 6 蔵 ) 就 学期 (7ー18 歳 ) 青 壮年 期 : (19~50 
蔵 ) 老年 期 (51 歳 以上 ) に 分 け て 観察 し た 。 1). 寄生 由 
保有 率 は 乳児 期 43 め , 幼児 期 87, 就学 期 77%, 青 北 年 
期 91, 老年 期 862% で あつ た 。2). 顕 虫 は 幼児 期 78% が 
最高 で 就学 期 以後 は 41 多 位 で 殆ど 同率 で あつ た , 3). 釣 
虫 は 乳児 期 11%, 幼児 期 282, 就学 期 48, 青 壮年 期 74 
2, 老年 期 682 で 映 虫 と は 異 り 駆 虫 の 不 徹底 や 感染 機会 
と な る 田畑 で の 労働 等 が 年 齢 と 共に 感染 者 が 増加 し て く 
る 一 因 と し て 予想 され る 。4). 他 の 寄生 虫 も 大 体 年 齢 と 
共に 増加 し て 居り , 肝 吸 虫 は 就学 期 1 名 , 青 壮年 期 3 名 , 
考 年 期 8 名 に 検出 され た 。.5). 潜血 反応 は 釣 虫 保有 者 は 
38 名 中 ベン チチ ヂ ン 反応 100%, ピラ ミド ン 反 応 77%%,。 グ 
アヤ ッ ク 脂 反応 88 多 の 陽性 を 示し て いた 。 
総括 。 各 年 齢 層 に 依り 寄生 虫 感染 状況 が か な り 異 つて 
いる と と が 判明 し た の で 学校 に 於 ける 集団 検便 の み で 全 
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部 落 民 の 寄生 貝 保有 状態 を 推察 する と と は 極め て 危険 で 
ある 。 

基 後 実施 し た 春日 部 市 上 谷原 部 落 民 315 名 に つい て も 
大 体 同様 の 保有 状況 が 観察 され た 。 商 現在 岩槻 市 慈恩 寺 
部 落 の 調査 を 実施 中 で ある の て 後日 に 報告 する 予定 で あ 
し 


108. 慶應 病院 の 人 間 ド ッ ク に 入院 し 
た 人 々 の 寄生 昌 概 査 並 に 
MGL 法 の 板 討 


慶応 義 藝 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
間 川 始 典 ・ 伊 従 茂 


Parasitological examination of men admitted 
in the human docks in Keio Hospital, with 
an evaluation of MGL method. 
MICHISUKE TOIKAWA, SHIGERU IYORI 


慶応 病院 に 設け られ た 所 調 人 間 ド ッ ク に , 昭和 31 年 4 
月 より 12 月 迄 に 入 つ た 男 162 名 , 女 27 名 , 計 189 名 の 寄 
生 虫 検査 を 行い , 同時 に 各種 集 卵 法 の 比較 , MG 世 法 に 
関す る 一 検討 を 行 つ た 。 と れ 等 の 人 々 の 年 齢 は , 41 歳 
70 歳 が 大 部 分 を 占め , 職業 は 会 社 関係 の 人 が 最も 多 か つ 
た 。 検査 方 活 と し て は , 沙 抹 法 , 矢尾 板 氏 遠心 沈 汰 法 。 
飽和 硫 苦 浮 渡 法 , MGL 法 ( フ オル マリ ン , エー テル 
法 ) を 行 つ た 。 

検査 成績 に つい て 見 る と , 銅 虫 寄生 率 は 7.4 多 で 一 般 
平均 より 可 成り 低く , 釣 虫 は 僅か 1 例 ( 0.5 多 ) 見 ちら れ 
た の み で あつ た 。 東洋 毛 様 線 虫 及び 鞭 虫 は 比較 的 高い 寄 
生 率 を 示し , 夫々 7.9 旬 , 14.8 多 で あつ た 。 肝 吸 虫 は 
1.6 多 , メタ ゴ ニ ム ス は 1.12% と か な り 見 らち れ た 。 原 
類 で は 赤痢 アメ ー バ が 僅か 1 例 , ジテ アル ジア は 0, 大 腸 。 
アメ ー バ , 姜 小 フ メ ー バ は 共に 4.8 多 で 一 般 に 寄生 率 は 
低 か つ た 。 

次 に 各種 検査 法 を 比較 し た 所 , 原虫 類 の 検査 ご で は MG 
工法 が 他 の 方 法 よ り 知 か に 優れ て いる 。 併 し と の 方 法 は 
虫 卵 の 検出 に つい て は , 顕 虫 卵 で は 不 受精 卵 の 検出 が 他 
の 方 法 よ りや ゝ 悪く , 東洋 毛 様 線 虫 卵 で は 浮 渡 法 に 及ば 
す , 鞭 虫 卵 で は 矢尾 板 氏 法 に 及ば な い 。 双 肝 吸 虫 , メタ 
ご ゴ ニ = ニム スス で は 浮 流 法 よ り も 優れ て 居り , 結局 浮 灘 法 矢尾 
板 氏 法 両者 の 中 間 的 成績 を 大 体 示 す と 思わ れる 。 

次 MG 工法 で エー テル 層 と フ オ ル マ リ ン 層 と の 間 に 
質 層 が 出来 る が , と > に と ど ま つ て 沈 溶 に 迄 落ち な い 
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取 久 ,。 チ ステ が ある の で は な いか と 考え , と ゝ を 調べ て 
見 た 。 そ の 結果 , 顕 虫 不 受精 卵 は 芝 質 層 に と ゞ まる も の 
が 非常 多く, 殆 ん どす べ て の 場合 沈 溶 よ り も 質 層 か 
ら , より 多く の 虫 卵 が 検出 され た 。 そ の 為 虫 卵 数 の 少 い 
も の で , 沈 湾 に 由 卵 が 出現 し な いも の が 9 例 中 3 例 あ 
つた 。 受精 卵 で も 相当 に と さま る も の が ある が , その 程 
度 は 不 受精 卵 に 於 ける より も ゃ 少 い 。 鞭 虫 卵 で は 183 例 中 4 
例 に 於 て 溶 に 虫 卵 が 出現 し な か つた が 糞 質 層 に は 少数 
の 虫 卵 が 認め られ た 。 東洋 毛 様 線 虫 卵 は , 4 例 の すべ て 
に 於 て 虫 卵 は 糞 質 層 に は 見 出せ な か つた 。 肝 吸虫 卵 。 メ 
タゴ ニム スス 卵 も 糞 質 層 に は 見 出せ な か つた 。 原虫 の チ ス 
テ で は , 大 腸 ア メー バ は 沈 湾 に 圧倒 的 に 多く , 稀 小 アメ 
ー バ は 1 例 し か 調べ られ な か つた が , 光 の 方 に 約 4 倍 
多 か つ た 。 


109. 静岡 下 の 淡水 魚 に な ける 吸 昌 
頻 被 裏 幼虫 の 寄生 秩 況 に つい て 


静岡 大 学 教育 学部 保健 学 教室 
伊藤 二 取 ・ 森 田 典 昭 ・ 渡 辺 強 三 


On metacercaria in the fresh water fiShes 
in Shizuoka Prefecture. 
TIRO ITO, NORIAKI MORITA 
KYOZO WATANABE 


静岡 県 下 の 淡水 魚の 吸 息 類 彼 裏 幼虫 に 関す る 調査 報告 
は まだ な い 様 で ある 。 そ と で 筆者 等 は 1956 年 6 月 か ら 11 
月 と 理 る 各 時 期 に , 県 下 12 地 区 (静岡 市 内 3 地区 , 沼津 
市 内 9 地区 ) か ら 18 種 126 匹 の 淡水 魚 を 採集 し て , 吸虫 
類 役 要 幼 虫 の 寄生 状況 を 調査 し た 。 
今回 発見 され た 吸虫 類 の 種類 は ル 4Z7ZgozzzzcS ZZ の - 
Zs77, se を ozCZ7S 74970Z, Ce の CeS7zS の 27 の 724S の 3 
種 の み で , 他 の 吸虫 天 , 特に 肝 吸 虫 の 被 組 幼虫 は 発見 さ 
な か つた 。 寄生 せる 魚の 種類 , 寄生 率 及 び 包 開 数 は 表 
1 に 示す 如く で ある 。 更 に 之 を 魚の 寄生 部 位 別 に 見 る と , 
魚の 種類 に よ つ て 多少 の 差 は ある が , ル Me7ZgoZ42772S 
gggs7 で は 鱗 に 寄生 する も の が 387 て 912, 鮨 に 寄生 


する も の が 8~54 め 2, 鯉 蓋 に 寄生 すら も の が 0~16%% 見 
られ , 筋肉 に 寄生 ずる も の は 皆無 で あつ た 。 勿論 。 ドジ 
ヨウ , シマ ドジ ョ ウ の 2 種 の 魚 に は 顕著 な 鱗 が な く , 従 
つて 大 部 分 の 被 細 幼虫 は 鮨 に 寄生 し , 僅か 6 多 の 被 要 幼 
虫 が 鯉 著 に 見 られ た 。 Psezgezozczs 7o ァ の 役 要 幼虫 
の 寄生 部 位 も 略 々 前 者 と 酷 似 し , 鱗 こ に 47ー95, 鮨 に 5 
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ー44 少 , 鉛 蓋 に 0~44 見 られ , 殊 に チチ ブ に お いて は 
筋肉 内 に 0.81 が 発見 され た 。Cez7oces7zcS 977 の 7zcS 
1 3 例 だ け 認め られ , その 寄生 部 位 は 鯉 蓋 に 44 

・ 谷 こ 56 多 発見 され , 鱗 と 筋肉 に は 皆無 で あつ た 。 

に 被 要 幼 虫 の 地理 的 分 布 状 況 を 見 る と , 沼津 市 内 の 
9 地区 は 主として 狩野 川 か ら 採 集 し た も の で , 魚の 種類 
は フナ , チチ ブ , オイ カワ , マハ ゼ , マ ボ ラ の 5 種 で あ 
つた が , それ ら は 何れ も Ac/2goz2224S と sezdgzo7//S 
に 100 多 寄生 され て いた 。 一 方 静岡 市 内 の 3 地区 は 安倍 
川 の 附近 で , 多く の 種類 の 魚 が 採 集 さ きれ た が , 寄生 率 は 
一 般 に 50 多 前 後 で 。 殊 に ヤリ タナ ゴブ , ホン モロ コ , タモ 
ロコ , メダ カ 等 の 被 要 幼虫 に 感染 し て いる も の を 全く 発 
見 出来 な か つた 。 


110. 宮城 双 の 釣 下 分 布 状 況 に つい て 
宮城 県 刈田 病院 
前 川 康 治 


On the hookworm incidence in 
Miyagi Prefecture. 
YASUJI MAEKAWA 

抄録 な し 


111. 広島 騒 玉 山 地区 に 於 ける 購 下 の 
舌 浸 符 に つい て 


広島 県 寄生 虫 病 予防 協会 
松 田 鎖 雄 


On the pinworm incidence in Fukuyarma 
district of Hiroshima Prefecture. 
SIZUO MATUDA 


昭和 381 年 12 月 18, 19, 20 日 の 3 日 間 と 福山 保健 所 管内 
( 深 安 郡 , 福山 市 , 沼隈 郡 ) の 保育 園児 を 対象 に , 検 肛 
(脱脂 綿 洗 拭 法 ) と 検便 ( 塗 抹 法 。 矢尾 板式 法 ) を 実施 
し て 夫々 54.122 (1905 名 中 1081 名 ), 35.25 (1597 名 
中 568 名 ) の 感染 率 を 証明 し た 。 其 の 内 訳 は 前 者 に 関し 
て 暁 虫 54.12, 顕 虫 0.42, 鞭 虫 0.05 多 , 釣 虫 0.05 
の 4 種 を , 後者 に 関し て 鯛 不 24.48 錠 , 鞭 虫 3.68 狐 , 釣 
虫 0.62, 鞭 昌 3.63 狐 , 横川 吸虫 0.12, 稀 小 条 息 0.12 
多 ,。 和 無 小 アメ ー バ 4.94 多 , 激 度 ア メー バ 3.06 多 , ラム ブ 
ル 鞭 毛虫 0.622, 人 Aa 
る 。 従 つて 暁 虫 の 感染 率 は 顕 虫 の 夫 れ を 知 か に 上 廻 つ て 
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いる 。 之 を 山陽 本 線 沿い の 西条 地区 及び 広島 市 の 園児 の 
感染 率 と 比較 する と , 農村 色 の 濃い 西条 地区 (61.42%) 

ょ りゃ 低く , 中 都会 的 な 広島 市 (46.1%) より は 漠 厚 な 
淫 浸 度 を 示し て いる 。 

性 別に 関し て は 男児 54.11%, 女児 53.65% と な つて 
お り , 異同 は 認め られ な い 。 年 齢 別に 関し て は , 3 歳 5 
3.1222, 4 歳 58.10%, 5 歳 53.8322, 6 歳 54.102% を 
示 し, 年 齢 の 増加 に 従い 瀬 増 の 傾向 が ある 。 

次 に 暁 虫 の 単独 感染 児 と 無 虫 卵 児 と の 比較 に 於 て , 体 
型 は 肥満 型 に 傾き , 向 性 は 内 向 型 に 傾き , 知能 指数 の 分 
布 は 低 能 級 の 増加 を 来たす も , 発育 は 異同 を 認め な い 。 
家庭 の 職業 と の 親和 性 も 認め られ な い 。 

之 を 要する に 山陽 本 線 沿い の 地区 に は , 概ね 時 虫 が 濃 
厚 に 淫 浸 し て いる 事 を 知 つ た 。 


112. 宮崎 市 を 中 心 と し た 小 , 中 学校 の 
寄生 量 ( 主 と し て 釣 是 ) 調 査 
宮崎 保健 所 
小 牧 矯 守 


Survey of parasites, especially hookworrms, 
in prirmnary and middle school in Miyazaki 
city and its neighbourhood. 

SUKEO KOMAKT 


昭和 31 年 4 月 より 12 月 の 間 の 宮崎 市 周辺 地区 の 小学 校 
16 校 , 中 学校 8 校 の 寄生 貝 調査 を 実施 , 今回 は その 検便 
と 集団 駆虫 の 成績 に つい て 報告 する 。 

対象 人 員 : 一 小学 校 14028 人 , うち 被 検査 者 11610 
人 (82.82), 中 学校 4074 人 , うち 役 検 査 者 3486 人 (85.6 
22), 検 便 方 法 : 一 すべ て 直接 紗 抹 法 1 枚 と 飽和 食塩 水 浮 
遊 法 1 2 枚 を 併用 。 

検便 成績 : 一 (1) 小学 校 の 寄生 率 一 功 下 22.6 多 ( 最 
高 49.9%, 最低 8.1%), 釣 虫 14.522 (最高 31.3 多 , 

低 5.52), そ の 他 1.1%。 中 学校 の 寄生 素 一 虫 29.0% 
(最高 71.9, 最低 8.8%), 釣 虫 27.7 多 (最高 54.4 
2, 最低 12.0 め ) 顕 虫 , 釣 虫 共 小 学校 より 中 学校 が 高 率 
を 示す 。 沿 学校 に より 40 て 60 多 の 寄生 率 の 大 差 が ある の 
は 注目 に 値する 。 (2 ) 小 , 中 学校 共 玉 虫 , 釣 虫 の 男女 
間 の 寄生 率 に は 大 差 を 認め な い 。 ( 3 ) 小 , 中 学校 共 
虫 と 釣 虫 の 寄生 率 の 相関 性 は 男女 共 認 め ら れ な い 。 但し 
環 虫 の 寄生 率 が 低下 (大 略 15% 以 下 ) する に つれ , 釣 息 
の 寄生 率 は 之 と 同列 又は 優位 の 傾向 に ある の が 小 , 中 学 
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校 共 認め られ る 。 (4) 学年 別に みた 顕 虫 の 寄生 率 は 小 
学校 で は 1 年 が 最高 で 滞 減 の 傾向 を 示し て いる が , 釣 下 
で は 各 学 年 共 略 同率 で ある 。 中 学校 で は 顕 虫 , 釣 息 共 高 
学年 が 高 率 を 示し て いる 。 駆虫 方 法 : 一 前 下剤 , テト レ 
ン 球 , 後 下剤 を 型 の 如く 投 レ し, 後 下剤 後 20 て 24 時 間 の 
全 排便 を 濾 便 し 採 虫 。 

駆虫 成績 ( 1 ) 駆虫 人 員 761 人 , 中 学校 677 人 。 排 虫 
率 は 小学 校 50.6 多 , 中 学校 61.422。 (2 ) 小学 校 の 総 排 
虫 数 2438 隻 (A.q. 908 : N.a. 1526), 中 学校 の 総 排 虫 数 
3219 隻 (A. d. 1849 : 1870) で 何れ も N.a. が 多数 を 示 
・ す 。 (3) 小 , 中 学校 共 A.d. の 単独 排 虫 者 が 最も 多く 
(318 人 ), つ いで RN.a. 単独 ( 272 人 )), 混 合 ( 211 人 ) 
の 順 で ある 。 (4) 小 , 中 学校 共 排 虫 者 の 90% 以 上 が 20 
隻 以下 の 排 虫 数 を 示し , 小数 寄生 を 思 は せる 。 (京都 府 
立 医科 大 学 小林 央 治 郎 講師 及 同 教室 員 各 位 の 御 指導 を 深 
謝 す る ) 


113. 滋賀 懸 葬 琶 湖 地 方 に な ける 肝 吸 
是 及 び 横 川 暖 虫 分 布 状 況 に つい て 


日 本 寄生 虫 予防 会 愛知 県 支部 
加藤 勝也 ・ 武 田 正 義 ・ 水 田 動 


On the distribution Co7C2S S7e2SZS and 
ル 7e7ZgoZ222224S の を og20 の 7 in the lake Biwa 
district, Shiga prefecture. 
KATSUYA KATO, MASAYOSHI TAKEDA, 
ISAO MIZUTA 


葬 琶 湖 周辺 の 半 農 半 漁 地帯 を 主として 肝 吸 虫 , 横川 喫 
昌 其 の 地 の 寄 生 虫 分布 状態 を 長浜 。 牙 田 , 高島 , 近江 和信 
幡 の 各 保 健 所 管内 在住 健康 者 より 採 便 し 調査 し た 。 実施 
期間 は 1956 年 夏 8 月 15 日 か ら 1 週間 で 次 の 如き 結果 を 得 
た の で 報告 する 。 

みか つて 和 琵琶湖 に お ける 吸虫 類 の 研究 で は 1917 年 武藤 
知 博士 が 同 湖 産 の 鯉 , 鯛 か ら 横川 氏 メ タゴ ニム ス を 証明 
され 双 翌 1918 年 に は マメ タニ シ の 発見 を し て お り , 怒 古 
く 明治 81 年 12 月 望月 蛋 一 , 堤 静 介 両氏 は 大 津 附近 肝 ヂ ス 
トマ 概況 を 調査 し 翌 32 年 9 月 発表 し て いる 。 

本 調査 四 地 区 の 検査 人 員 の 総計 は 1885 名 で 全 寄 生 由 保 
有 素 は 76.6 を 示し , 終戦 前 後 の 全 国 的 に 見 られ た 保有 
率 と 同一 で 特に 注目 し た の は 同 湖 治 岸 で も 地域 に ょ つて 
横川 吸虫 と 肝 吸 虫 の 分 布 が は つき り 分 けた 様 に 区 分 され 
て いる と と で , と れ は 宿主 と な つた 魚 が 比 較 的 移動 性 を 
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思わ れる 。 












川 地区 で 検出 し た 8.4 多 , 横川 吸虫 







に 肝 吸 虫 0.9 横 川 吸 虫 は 
4。 9 18 歳 一 18 歳 2.0, 
42%30 歳 40 蔵 , 11.42, 
ne 7.4 の 2, 
むす び 










率 で ある 。 








に 魚の 運動 範囲 , 湖 に 
する と と ゃ 興味 ある 問題 と 考え る 。 












KAORU OKANO 












京都 市 野犬 抑留 所 に 於 て 処理 








く 低 い 。 





失う た め 定 め ら れ た 地区 が 濃厚 感染 する の で 


1) 肝 吸 虫 と 横川 明 昌 の 分 布 が は つき 
2) 吸虫 類 の 感染 状況 を 見 る に 年 齢 の 重なる に 従い 高 


寄生 虫 の 種類 に つい て , 先ず 線 息 類 


は な いか と 


両 吸 虫 の 保有 率 は 次 の 如く で 長浜 地区 検査 人 員 344 名 
中 肝 吸 虫 2.0 久 横川 吸虫 7 堅田 地区 検査 人 員 238 名 中 
肝 吸 虫 8.42% 横 川 吸 虫 は 認め られ ず 高島 地区 検査 人 員 
323 名 中 肝 吸 虫 2.5 ダ 横川 吸虫 1.2 多 近江 八幡 地区 検査 
人 員 430 名 中 肝 吸 虫 14 横 川 吸虫 0.22 の 検出 を 認め 肝 
吸虫 に 於 いて は 近江 八幡 地区 の 14% 横 川 吸 虫 で は 長浜 地 
区 の 27 多 が 最高 率 で あつ た 。 と れ を 隣接 県 で 検出 し た も 
の と 比較 し て 見 る に 肝 吸 虫 で は 1954 年 加藤 , 武田 が 木曽 
で は 1953 年 加藤 の 豊 
川 流域 で の 18.1 タ の も の ょ より 和 佑 か に 高い 。 

次 に 四 地 区 の 両 吸虫 保有 率 を 年 齢 別に みる と 5 蔵 ま で 
2.62 6 蔵 ょ より 12 歳 迄 8.2% 

4.9 狙 19 歳 29 歳 。 5.8 多 
8.841 蔵 て 50 歳 9 多 ,10.7 
8.5 で 壮年 。 老年 層 に 最も 高い 。 


り し て いる 。 


3) 感染 因 と し て は 沿岸 の 住民 が 算 白 質 の 摂取 を 主 と 
レ て 湖 の 淡水 魚 に 求め て いる た め と 想像 され る 。 

商 今 回 の 調査 で は 実施 出来 な か つた が 魚 具 類 の 調査 特 
流れ 込む 河川 の 流域 に つい て 調査 


114. 京都 市 に 於 ける 所 調 野 犬 の 寄生 
昌 に つい て (2) 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 


Helminths of homeless dogs in Kyoto city.(2) 





し た 所 詩 野 犬 に 就 て 内 部 


寄生 虫 を 調査 し 以前 に その 一 部 を 報告 し た が , その 人 後 更 
に 例 数 を 増 し 1956 年 4 月 より 1957 年 3 月 : 
まとめ て 報告 計る 。 
各 寄 生 虫 保有 状況 , 検査 総数 255 頭 中 , 何等 か の 寄生 
東 に 感染 し て いた 犬 は 202 頭 (77.1%) で 佐賀 県 の 91.8 
(岡部 1951) 神戸 の 96.7 (吉川 , 1936) に 比 し 少し 
で は 犬 釣 下 


得 た 成績 を 


( 134 ) 
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最も 多く 52.9 多 , 犬 糸 状 虫 27.8 , 犬 思 虫 15.7 狐 , 犬 
虫 15.8 2, 血色 食道 中 0.8 (2 頭 ) の 順 で あつ 
た 。 次 に 条 虫 類 は 犬 条 虫 34.5, 豆 状 条 虫 4.7, マン 
ン ン 像 頭 条 虫 1.2%, 胞 状 条 虫 0.8% の 順 , 双 吸 貝類 に 
つい て は 横川 吸虫 を 1 頭 認め た の み で , 肺 , 肝 各 255, 
155 を 調査 し た が 肺 吸虫 及び 肝 吸 虫 の 寄生 を 認め な か 
oN 

次 に 犬 釣 虫 に つい て 2.8 の 観察 を 行 つ た 。 永吉 (19 
56) 三浦 (1955) 等 は 腸管 内 に 於 ける 犬 釣 虫 の 分 布 を 調べ 
虫 体 長 の 大 な る も の が 腸管 上 部 に 棲み , 下部 に 行く 程 虫 
体長 が 小 に な る 事 を 報告 し て を り , 著者 も 先ず と の 点 を 
追試 し た 。 即 ち 釣 虫 自然 感染 犬 63 頭 の 小 陽 を 八 等 分 し , 
各部 位 に 棲む 貝 体 数 及び 息 体 長 を 雌雄 別に 分 類 し た 。 先 
ず 虫 体 分 布 は 第 1 部 位 4.5%, 第 2 ,11.8 多 , 第 3, 24.1 
人 第 4, 23.9% 第 5, 19.2% 第 6, 14.6 多 第 7 , 1.4 

の 。 第 8 0.922, で 大 体 中 部 , 上 部 に 多く , 下部 は 非常 
に 少 い 。 次 に 各部 倍 の 中 体 の 体長 平均 を 求め 比較 し た 
所 雌 に 於 て は 第 1 部位 より 18.3, 10.7。 10.2。10.3。 
10.6, 10.2, 8.6, 5.3 (mm) 又 雄 に 於 て は 9.6, 
人 全 本 と 0 EMR. 列 ASS ) 屋 せい 
な り 先 人 報告 の 如く 小腸 上 部 に は 虫 体長 の 大 な る も の が 
棲み 下部 に 到 る 程 わずか づつ 小 と な つて いる 。 と の 私 
体 の 大 小 は 成熟 度 (年 齢 ) に よる も の か 或 は 同一 年 齢 で 
や 発育 の 差 に よる の か は 自然 感染 例 で Mb の 
で , 次 に 実験 的 に 犬 釣 虫 を 感染 せ し め た 。 犬 に 於 て 観察 
レ た 所 , 例 数 わずか 2 頭 で 確実 な 事 は 云え ぬ が や は り 上 
部 に 大 型 虫 体 が 棲み 。 下部 に 行く 程 小 型 で ある 傾向 を 示 
し た 。 之 は 同時 に 感染 せ し め た 故 。 下 体 の 年 齢 は 同一 
あり , 発育 が 異 る も の と 推 祭 され る 。 発育 し た も の が 上 
部 へ 上 る の か , 或 は 上 部 に 棲む も の が よく 発育 する の か 
は , 目下 不明 で ある が 今後 実験 的 に 追及 し た い 。 


115. 中 部 日 本 に 於 ける 肺 骸 虫 の 分 布 
調査 (1953ー1956 年 の 成績 ) 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
吉田 幸雄 ・ 中 西 央 尋 ・ 松 尾 富久 男 
岡野 攻 ・ 藤 田 裕 ・ 増 田 陸 度 
蒲 正 覆 ・ 大 場 昭 男 
豊岡 保健 所 
宮本 正実 ・ 村 井 知也 
福井 療養 所 
谷 川 昭 









し 。 証人 し 


し 二 5 て 
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昭和 32 年 8 月 (1957)〕 
Studies on the distribution of lung fukes 
in the middle part of Japan. 
YUKIO YOSHIDA ge の . 


昭和 28 年 か ら 昭 和 32 年 迄 に 近畿 を 中 心 と し た 中 部 日 本 
に 於 ける 肺 吸虫 の 分 布 に つい て 調査 し た 成績 を 報告 す 
る 。 

(1 ) 中 部 裏 日 本 側 。 先ず 兵庫 県 円 山川 流域 は 肺 吸 息 
の 一 流行 地 で モク ズ ガ = (以下 Eg.j. と 略す ) の 検査 で 
ウ 肺 吸虫 メタ セル カリ ア (以下 ウ .M.c. と 略す ) 寄生 素 
は 12~2022, 患者 も 10 名 確認 し 。 野犬 か ら も 15 多 程度 に 
成虫 を 検出 し て いる 。 又 人 体 か ら の ウ 肺 吸虫 の 摘出 も 行 
つた 。 双 同 地区 は 大 平 肺 吸 虫 の 流行 地 で も あり , クロ ベ 
ン ケ イ よ り 大 平 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 11<23 め に 検出 
し た 。 双 終 宿主 に つい て は 豚 , 家 上 渦 等 を 少数 征 ら 検査 し 
た が 成虫 を 認め て いな い 。 

次 に 矢田 川 流域 は 陰性 で あつ た 〈%:。) 京都 府 に 入り 
由良 川 流域 を し ちら べた 所 どく 低 率 ( 1.7 多 ) に 陽性 で あ 
つた 。 双 網野 地区 は 以前 より 肺 吸 虫 の 存在 が 知ら ち れ , 叫 
者 12 名 の 報告 が あり , EE.j. 中 の ウ .M.c. も 12.5 多 に 検 
出さ れ , 一 流行 地 と 考え られ る 。 次 に 福井 県 三方 地方 の 
E.j. か ら ゃ もみ.M.c. を 9.4 名 に 検出 し た 。 島 根 県 の 隠 
波 島 に 於 て 少数 で ある が E.j. を 検査 し た 所 , ウ .M.c. を 
認め , 又 患 者 1 名 も 存在 し , 今後 の 精細 な 調査 が 期待 さ 
れる 。 次 に 京都 市 内 に 於 て 野犬 255 頭 , イ タチ 2 頭 を 剖 
見 し た が , 肺 吸 息 成 虫 は 検出 され な か つた 。 

( 2 ) 瀬戸 内 海 側 .。 上 述 の 如く 兵庫 県 の 北部 裏 日 本 海 
側 に は 相当 に 肺 吸虫 の 盆 布 し て いる 事 を 認め た が 同 県 の 
瀬戸 内 海 側 は 現在 廷 の 所 陰性 で ある (調査 は 滝野 , 社 , 
加古 川 。 赤穂 等 産 の E.j. 及び サワ ガニ に つい て 行 つ 
た ) 。 次 に 愛媛 県 今治 地方 産 の E.}. を 調査 し た 所 61.1 
2 (7 記 ) に .M. c. を 認め た 。 同 県 南 子 地 方 に は ウ 肺 
吸虫 の 濃厚 に 分 布 す る 事 が 知ら れ て いた が 東予 地方 の 成 
績 は 恐らく 之 が 最初 と 思う 。 

( 3 ) 太平 洋 岸 地区 , 永吉 博士 の 好意 に より 3 年 に 理 
り 宮 崎 県 産 EE.j. の 検査 を する 事 が 出来 た 。 ウ .M.c. 寄 
生 率 は 50 て 62.1 多 の 高 率 で あつ た 。 次 に 高知 県 四万十 川 
流域 産 E.j. 内 寄生 率 は 先 人 の 報告 通り 高 率 で 82 を 示 
し た 。 双 横 川 博士 の 好意 に より 静岡 県 狩野 川 産 の E.j. を 
調査 し た 所 60 多 に ウ .M.c. を 検出 し た 。 
結語 ・…①, 中 部 裏 日 本 側 に 位 す る , 福井 県 , 京都 
府 , 兵庫 県 , 島根 県 隠岐 島 等 に は ウ 肺 吸虫 が 分 布 し て い 
る 。 併 し 兵庫 県 で も 瀬戸 内 海 側 は 稀 薄 らち し く 現 在 迄 の 調 
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査 で は 陰性 で ある 。②⑫, 兵庫 県 円 山川 流域 は 又 大 平 肺 吸 
昌 の 濃厚 な 流行 地 で ある 。③, 福井 県 三方 地方 , 島根 県 
必 岐 島 , 愛媛 県 今治 地方 を ウ 肺 吸虫 の 分 布地 と し て と ゝ 
に 追加 する 。 


116. 埼玉 区 の 一 モ デル 衛生 村 , 静 村 に 
むけ る 皮 虫 威 染 の 疫学 的 調査 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研 究 部 
高田 執 徳 ・ 林 滋 生 


Epidemiological stundies on the enterobiasis 
in one of the sanitary model villages, 
Shizuka Vill., Saitama Pref. 
SHtGEO HAYASHI 層 ATSUNORI TAKADA 


皮 虫 感染 の 疫学 的 調査 は 。 多 人 数 の 肛門 を 検査 する 必 
要 上 , 従来 幼稚 園 また は 小学 校 低 学年 児童 を 対象 と する 
場合 が 多く , 一 般 人 を 調べ た も の が 少な か つた が 。, 演 
者 らち は スコ ツチ テー プ 法 に より , 各自 に テー プ と スラ テイ 
ド を 渡し , 早朝 起床 前 に 自ら 肛門 周明 に あて が つて 貰う 
方 法 に より , 一 農村 で 1 歳 未 満 の も の か ら 79 歳 に いた る 
一 般 人 177 名 に つき 検索 する と と が 出来 た 。 

本 村 で , 1956 年 8 月 26 日 より 30 日 まで の 間 に 177 名 の 
肛門 を 調べ た 結果 46 名 (26.0) に 下 卵 陽性 者 を 見 出し 
た が 。, 勿論 各 人 1 回 の み の 検査 ど あ る か ら , 実際 の 感染 
率 は 更に 高い も の と 思わ れる 。 部 落 別 及 び 男 女 間 に 感 染 
率 の 差異 を 認め な か つた 。 年 齢 的 に 見 る と , 0 一 4 哉 で 
11.8 名 の 陽性 率 が 見 られ , 次 いで 5 一 9 歳 に な る と 51.7 
と 急激 に 増加 し , 以後 次 第 に 減少 する 傾向 が 認め られ 
た 。 本 虫 の 感染 が 大 人 より る 幼児 に 多い と と は , よく 知 
られ た 事実 で ある が , 同じ く 幼 児 で あつ て も , 0 一 4 歳 
で は あま り 高 く な く 4 一 9 蔵 で 急上昇 し て 最高 に 達し て 
いる 点 は 注目 され る 。 4 一 9 歳 台 は 丁度 幼稚 園 , 小学 校 
低 学年 層 に 相当 する が , 幼児 が 互 と 多数 接触 する 機会 の 
多い 生活 様式 に 入 つた 時 期 が , また 本 虫 感染 の 多い 時 期 
に な る 点 , 本 到 の 伝播 様式 の 一 つの あり 方 を 示す 知見 を 
得 た も の と 思わ れる 。 

な お 本 虫 の 伝播 機構 の 特性 を 明らか に する 為 , 本 村 に 
お ける 暁 虫 感染 の 家族 集積 性 を 検討 し た 。 即 ち 本 虫 が , 
密集 し た 小 集団 を 形成 する 家族 と いう も の に と ら わ れ 
ず , 各 人 一 様 に 二 項 分 布 に 従 つ て 感染 する と いう 帰 無 仮 
説 を た て て 理論 値 を 算出 し , 観測 値 を z? 検定 を 行う と 
1 旬 以 下 の 危険 率 で 明らか に 有意 な 差 が 認め られ る 。 即 
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ち 本 虫 の 伝播 は 家族 と いう 集団 生活 と 密接 に 関連 し た も 
の で ある と と が 分 る 。 因みに 家族 集積 率 は 0.891, 家 族 内 
二 次 第 患 率 0.821, 一 次 槍 患 率 は 0.107 と 算定 され 二 
次 と 一 次 と の 比率 は 3.0 で 極め て 高い 値 を 示 し た 。 と の 
値 は 従来 他 種 寄生 虫 感染 の 場合 算出 され た も の の 中 最高 
の も の で , 鐵 虫 が 他 の 峰 虫 に 比 し 最も 家族 内 感染 の 強い 
も の で ある と と が 知ら れ た 。 ど の よう な 家庭 が , 感染 に 
好適 な 条件 を つく つて いる か を 調べ た 結果 , 家 の 職業 , 収 
入 の 多 寒 , 入浴 下着 交換 の 頻度 等 は 全く 無関係 で あり , 寝 
室 の 広 さと 密接 な 関連 が ある と と を 知 つ た 。 即ち 非 感染 
家庭 で は 平均 1 人 当り の 寝室 凡 教 が 2.22 畳 で も つた の に 
対し , 感染 群 で は 1.73 崩 で あつ た 。 な お 母親 と 子供 の 和 
患 に は 相関 が あり , 父親 と 子供 の それ は 全く 無関係 で あ 
つた 。 夫 婦 間 の 相関 は 極め て 著しい と と が 確 め られ , 生 
活 様式 の 上 か ら ゃ も , 本 上 虫 の 伝播 に 個人 間 の 接触 が 極め て 
重要 な 要素 で ある と と を 確認 し た 。 


117. 埼玉 区 の 一 モデ ル 衝 生 村 静 村 に 
むけ る 賭 明 威 要 の 疫学 的 研究 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
林 滋 生 ・ 佐 藤橋 惹 ・ 高 田 執 徳 
若杉 幹太 度 


Epidemiological studies on the helminthic 
infestations in one of the sanitary 
model villages, Shizuka Vill., 
Saitama Pref. 

SHrIGEO HAYASHTI, KOJI SATO 
ATSUNORI TAKADA, MIKITARO WAKASUGI 


本 村 は 埼玉 県 東北 部 に , 利根 川 に 接し て 位置 し , 町 部 
と 純 農村 部 と 中 間 地 帯 か ら な る 複雑 な 構成 を も つて いる 
が , 昭和 80 年 来 モ デル 衛生 村 と し て 指定 され , 環境 衛生 
の 改善 , 駆虫 に 努力 し て 来 た と と ろ で ある の で , 今回 の 
調査 ご で は, 映 虫 寄生 に つい て ,。 モ デル 衛生 村 な る も の の 
現状 を 知る と と も に , 将来 に 対す る 指針 を 得る 為 の 興味 
ある 知見 が 得 ら れ た 。 

1956 年 8 月 に 約 9 分 の 1 の 比率 で 層 別 系 統 抽 出さ れ た 
112 家 族 の 村民 合計 887 名 の 検便 を , 沙 抹 1 枚 法 。 AM 
S 還 法 , 併用 に て 行 つた 結果 , 虫 18.70, 鞭 3.88 
多 釣 虫 19.642, 東洋 毛 様 線 虫 0.262, 肝 吸 虫 8.62% の 
値 を 得 た 。 

全般 的 に 見 て , 映 虫 感染 の 少 い 点 が 注目 され る 。 特 に 
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顕 虫 , 鞭 虫 の それ は 農村 と し て は か な り 低 い 値 と いわ ね 
ば な ら ぬ 。 レ か し な が ら と れ ち ら の 中 で 釣 虫 は 比較 的 高い 
値 を 示し , 肝 吸 虫 も 決し て 低い 値 と は いえ な い 。 当 村 が 
モデ ル 衛 生 村 と し て , 一 般 環境 の 良好 な る と と , 衛生 思 
想 の 善 及 し て いる と と な ど が 原因 し て いる も の と 思わ れ 
る が , 特に 毎月 の よう に サン トニ ン を 主 に し た 駆虫 剤 を 
配布 し て 服用 し て いる と と が , 強く 影響 し て いる も の と 
考え る 。 即 ち サ ント ニン の 効く 映 虫 が 他 に 比 し て 著 明 に 
減少 し て いる わけ で ある 。 

各種 映 虫 感染 に つい て , 性 別 の 間 に 有 意 な 差 が みとめ 
られ ず , また 部 落 間 に つい て も , 顕 虫 , 畔 虫 等 で は 有意 
な 差 を 認め な か つた 。 町 部 (伊坂 部 落 ) で は , 純 農 村 部 
( 間 嫌 高柳 等 ) に 比 し , 農家 比率 が 大 きく , 下 肥 と し て 
糞便 を 直接 畑 に 利用 する 率 も 明らか に 小さ い 値 を 示す に 
や も 拘ら ず , 近接 し た 両 地域 間 で 差 が みち られ な い の は , こ 
の 二 種 の 虫 卵 が 広く 均等 に 搬 布 され て いる 結果 と み ら れ 
る 。 と れ に 反 し で 釣 虫 感染 は 伊坂 で 6.822% に すぎ な いも ゃ 
の が 間 嫌 35.71 名 , 高柳 31.4 を % と いう よう に 純 農 部 で 著 
し く 高 く , 職業 別に 検討 し た 結果 で も 農業 が 他 に 比 し て 
極め て 高い 値 を 示し て , 本 種 が 一 衝 の 職業 病 で ある と と 
を 明らか に 示 し た 。 年 齢 別に 調べ て も , 顕 時 虫 で は 5 
ー 9 歳 台 ま た は 10 歳 如 で すでに 最高 の 感染 率 を 示す の に 
比 し て , 釣 虫 で は 働き ざか り の 壮年 30 歳 台 か ら 50 歳 台 に 
か け て が 最高 の 値 を 示す と と か ら も 作業 と 密接 に 関連 す 
る と と が うか ゞ われ る 。 畑 土 壊 か ら の 幼 息 検 索 と 下 肥 の 
利用 状況 の 調査 か ら , 本 村 に は 感染 の 場所 と し て 桑園 と 
ナス 畑 サ トイ モ 畑 が ある と と を 知 つ た 。 

肝 吸 虫 は 感染 素 が 低い 為 部 落 問 に 有意 な 差 が 見 られ な 
か つた が , 感染 者 の 見 出さ れ た の は 実際 に は 伊坂 と 高柳 
と か ら で あ り , 淡水 産 魚 類 の 摂 食 量 を 調べ た と と ろ と の 
部 落 が 他 の 部 落 よ り も 高い 値 を 示す 点 , 検便 成 債 と よ 
く 一 致す る も の と し て 注目 され る 。 

感染 の 家族 集積 性 を 検討 し た と と ろ , 鞭 虫 , 顕 虫 , 肝 
虫 等 に は 集積 性 か みとめ られ ず , 釣 虫 感染 に , 明らか に 
家族 的 に 和 患 者 が あつ まる 傾向 が ある と と を 知 つ た 。 と 
れ も 各 映 眼 の 感染 機構 か ら 考 えて 妥当 な る 成績 と 思わ れ 
る 。 
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118. 肝 吸 昌 流 行 地 と し て の 長 暑 
諏訪 湖 地 方 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 天 
長野 県 岡谷 保健 所 
志 賀 満雄 
南 信 寄 生 虫 予防 協会 
山 岡 甲 明 


Epidemiological Surveys of clonorchiasis 
in the new focus, the Lake Suwa 
area, Nagano Pref. 

SHIGEO HAYASHI, KOJI SATO 
MITSUO SHIGA, KOMEI YAMAOKA 


本 邦 に お ける 多く の 肝 吸 虫 流行 地 は , 大 き な 湖 や , 大 
き な 川 の 沿岸 等 , 低い 平野 に 限ら れ て いる が , これら と 
ょ く 似 た 景観 を も つ 諏 訪 湖 沿岸 地域 で も , 肝 吸 虫 の 存在 

する 可能 性 が ある も の と 思わ れ て いた と と ろ 。 感染 者 が 
と きど き 見 出さ れる と と を 知 つ た の で , 感染 状況 及び 流 
行 地 と し て の 条件 を 完全 に 備え を て いる も の か どう か 確認 
する 為 , 1956 年 4 月 に 第 1 回 。 また 6 月 か ら 7 月 に か け 
第 2 回 の 調査 を 行 つた 。 

1 、 人 に お ける 寄生 状況 の 予備 調査 , 1956 年 4 月 , 最 
も 感染 者 が 多い と 思わ れる 湊 村 に て , 予備 的 に 74 名 の 検 
便 を 落 抹 2 枚 法 に て 行 つ た と と ろ , 顕 虫 68.8, 鞭 虫 
51.82%, 肝 吸 虫 2.72, 暁 虫 , 艇 小 条 虫 , 釣 虫 各 1.4% 
を 示 し た 。 藩 抹 2 枚 で 2.7% と いう 肝 吸 虫 の 感染 率 は , 
流行 地 と し て 高い 値 で な いか も 知れ な い が , 全国 平均 に 
くら べ て 決し て 低い 値 ご で は な い 。 こ と れ か ちら も 本 地域 が 流 
行 地 らし いと いう 推定 が 出来 た 。 

2. 第 2 中 間 宿 主 の 検索 , 諏訪 湖 に は 淡水 産 魚 類 約 20 
種 を 産 す る が , 1956 年 4 月 に 人 工 胃液 で 慮 理 し て ヒガ イ 
を 検索 し た と と ろ , 肝 吸 虫 被 栓 幼虫 を 見 出す と と が 出来 
た 。 4 月 と 6 一 7 月 に 本 湖水 産 20 種 の 魚類 合計 110 尾 に 
つき 吸虫 類 被 斉 幼 虫 の 検索 を し た 結果 , Coxozc/gs szze- 
2S2S, ルル 7Zgo722224S 0 を Og220 の 7, ル を 7. sp., ル /oc/2s 
0762727S, 万 CZ20C7ZS2276S の 6 が OZ724S, sezzdyozc/2S 
2 の 7 の, 万 の CS の の が 9222S, Cy7oco の の 077227275, 
Cyezoco が 22e spp. 2 種 の 計 10 種 類 を 見 出し た 。 肝 吸 
虫 の 彼 要 幼虫 は , 前 記 ヒ ガイ の 他 に , モツ ゴ プ , オイ カワ 
ゼニ タナ ゴ ご, から も る 見 出さ れ た 。 

3. 第 1 中 間 宿 主 マ メタ ニシ の 存在 , 本 湖水 産 の 3 種 
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の 魚類 に 肝 吸 虫 被 要 幼 虫 を 発見 する と と が 出来 た の で , 
当然 諏訪 湖 に も マメ タニ シ が 存在 し な けれ ば な ら な い 管 
で ある 。 第 2 回 の 6 一 7 月 の 採集 ご で はじめて 上 諏訪 中 門 
川 の 川口 で マメ タニ シ を 1 ケ , 岡谷 下 浜 で 10 ケ (1 ケ は 
YES 人 ST 
<。 いづ れ や ア Z27g/ossg7247kS SZ777276S Var. 7 の の 722C4S 
の IL bC 疫 線 、 必 本 当 の あら の 拉 
主 が 揃い , 流行 地 の 条 件 を 完備 し て る と と が 分 つた 。 

4。 犬 に お ける 寄生 状況 の 調査 , 野犬 を 対 
6 一 7 月 に 肝 明 虫 の 検索 を 行 つ た 。 第 1 に 湖水 を と り ま 
く 岡谷 , 下諏訪 , 上 諏訪 , 湊 の 各地 域 を 歩き , 確実 に 野犬 の 
便 と 思わ れる も の 10 ケ を 沙 抹 2 校 法 , 飽和 食塩 水 浮 洪 法 
で 各種 映 虫 外 の 有無 を 検 し , 中 2 頭 に 肝 吸 虫 卵 ,。 ま た 2 
頭 に 横川 吸虫 卵 を 認め た 。 第 2 に 同じ 時 期 に 岡谷 保健 所 
管内 の 野犬 狩り で 集め られ た 犬 6 頭 を 剤 検 し た と と ろ , 
1 頭 の 肝 よ り 28 隻 の 肝 吸 虫 成虫 を 採取 し , 他 の 1 頭 の 腸 
内 容 か ら 横川 吸 虫 卵 を 検出 し た 。 し た が つて 総計 16 頭 
中 。 肝 吸 昌 , 横川 吸虫 が 夫々 3 頭 18.8% に 寄生 する と と 
を 見 た 。 と の 値 か ら 見 る と 諏訪 湖 沿岸 に は , 肝 吸 虫 が 
か な り に 浸 淫 し て いる も の と みとめ て よい も の と 思わ れ 
る 。 

5. 沿岸 住民 の 魚類 摂 食 状況 に 関す る 調査 , 肝 吸 虫 の 
か な り の 浸 淫 地 に お いて , 人 に お ける 寄生 率 が さほど 高 
く な い 原 因 は , 住民 の 魚類 に つい て の 食 習 償 が 強く 影響 
する と と に ある と 思わ れる 。 月 に 岡谷 保健 所 管内 ( 下 
諏訪 , 長 地 , 岡谷 , 川岸 湊 ) の 中 学校 全 生 徒 に 対 し て 
調査 本 を 配布 し , 各 家 庭 に お ける 。 魚類 の 摂 食 状況 を 調 
べた と と ろ ,。 その 75 多 が 少く も 2 て 3 日 に 1 度 は 魚 を 食 
膳 に 供する の に , その 中 で 淡水 魚の 食 さ れる 割合 は 閉 し 
く 低 いと と が 明らか に な つた 。 ま た 淡水 魚の 中 で 生 , ま 
た は 生 に 近い 状態 で 食 さ れる の は 半数 に みた ず , その 種 
類 も 殆 ん ど コ イ , フナ に 限ら ちら れ て いる と と が 分 つ た 。 従 
つて 海産 魚 が 安価 に 多量 入手 出来 る 現在 で ご は, 人 に お け 
る 寄生 率 が 著 し く 高 く な る と と は な いも の と 考え られ 
る 。 


119. The “Nasal-Leech " 
の zo の の e772 eZ の そ 
By 


Captain Bryce C. Walton 
406th Medical General Laboratory 
Canmp Zama, Japan 
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の zo の 52ez ezo ヶ (Blanchard) is a leech which 
commmonIy invades the throat and nasal passages 


Of man and aninaals, where it rermaains for consi- 
derable periods of time. There are few reports 
in the Hiterature concerning this leech in spite of 
its attacks on man, the serious effects it mmay 
ca4use, nd widespread distribution in the orient. 
It has been reported as occurring in India, Burraa. 
Formosa, Thailand, southeastern China, IMala- 
ya and Borneo (Chin, 1949, ]. Parasit. 35 : 215 : 
Walton, 1955, 本 , Parasit. 41 Supp. : 32), and 
attacking rnan, dogs, horses, cottle, deer, monkeys, 
Engorged SDeci- 
maenS Shown were taken fronma the nasal DasSsa- 


* 


rats and "other wild animals." 


geS of the large water rat (ZZ/7zs zz) at UIu 
Langgat, Malaya, and from the noses of dogs at 
two locaiities on Mt. Kinabalu, North Borneo. 
Immature specinaenS were also found in great 
nunmabers in StrearaS in rermote areaS Seldorm ViSi- 
ted by naan or dommestic animaals indicating that 
計 does not live solely in the vicinity of human 
habitations. These were established in 1aboratory 
ratS and very rapid initial growth was observed. 
All specimens obtained fromm hosts in Borneo and 
Malaya showed only rudimentary reproductive 
Systemas. This agrees with observations made by 
Moore (1927, Fauna of British India), that the 
reproductive system develops only in free-Hiving 
individuals and not in those that becorme DaraSi- 
tic. 


120. A Procedure for Detection 
of Parasitic Contaminants of 
Soils and Vegetables 


By 


L、P. Frick 


(Presented by Shohei Yamaguchi) 
Departmment of Medical Zoology 406th 
Medical General Laboratory 
Canmap Zama, Japan 


In the り . S. Armay 406th Medical General 
Laboratory the technique of recovering parasite 








eggs from soils and vegetables as an index of 
contamination has been studied since 1954. The 
technique has now been standardized for routine 
exanainations of soils and vegetables. Many spe- 
cimenS of soils and vegetables subnaitted by Army 
and Air Force units in Japan and Okinawa are 
being exanmained routinely by the Department of 
Medical Zoology. 

These specimens come from farms of local 
Japanese vegetable growers under contract with 
U. S. Forces for supplying fresh vegetables to 
messeS and commissaries. The contract requires 
that the farms be chemically retilized and that 
soil and vegetable speciraenS be submaitted for 
routine DaraSitic exannination. 

A comaparative Stndy on humaan nightsoil fer- 
tilized soils and vegetables was done in the course 
of standardizing the exanaination technique. Speci- 
mens were collected from Mnutsusawa Village, 
Nakakoma County, Yamanashi Prefectnre. Seve- 
ral modifications of this technique have been tried 
and the best egg recoveries have been maade 
with the standardized technique given beloW. 

SOILS 

1. Remove stones and extraneouS mmateriaS 
before weighing 30 grams of soil samaple. 

2. Place samples in a one quart jar and add 
150 cc. of 30% Clorox solution for 30 mninutes 
with occasional agitation. (Clorox 一 5.25 多 so- 
dium hypochlorite 一 removes albumin coat of 
44scZ72S egg.) 

3. Add rapidly running tap water to jar so 
that the contents are Stirred well. 

4. Let stand for 30 seconds for the heaviest 
portion of soil to settle out, then transfer SuDer- 
natants to one liter graduate glaSS. 

5. Allow to settie for at least one hour. 

6. Decent supernatants and pour sediment 
into 50 cc. test tube. 

7. Centrifuge the sanaple for 3 minutes at 
2500 r.p.mn. 

8. Decant supernatants and add saturated 
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| zinc Sulfate solution (specific gravity 1.45-1.50) 
almost to the top and stir. 

9. Spin the sample down again for 90 seconds 
at 1500 r.p.m. 

10. Place tube in test tube rack and place a 
glass slide across the top tube, leaving crack so 
the ZnSO, solution may be added. 

11. Using a plastic squeeze bottle, and ZnSO。 
soiution carefully through the crack until the 
solution touches the slide. 

12. Let stand 5-10 nainutes and Hft the glass 
siide very carefully and place a cover Sip on 
the solution for exanaination under a TnicroSCODG. 

VEGETABLES 

1. Separate leaf-type vegetables from root- 
tyDe. 

2. Soak leaf sanaples in Triton -100 solution 
for one hour before scrubbing the sample with a 
brush in a pan. (Triton 駐 -100 Polethylene Glycol 
Monoisocty1l Phenol Ether, a surface active agent, 
3 drops to 1000 cc. of water.) 

3. Scrub the samples with Triton solution 
with a brush in a pan. 

4. Pour wash water into one liter pharraa- 
ceutical graduate and allow to settle at least one 
hour. 

The remaining steps are the same as iterns 
6 through 12 in the soil examination procedure. 

es が s. The total nunmaber of samples of che- 
mically fertilized vegetables examined during the 
year 1956 was 3519 and only 14 of them, or 
0.39 多 , exhibited parasitic contamination. On 
the other hand, human nightsoil fertilized vege- 
tables exanained during the same period showed 
69.6 多 positive out of 240 samples. 

On the soil specimens there was a high per- 
centage of contaraination (80.7 ), even on the 
SpecimmenS Submitted by chemically fertilized 
farms. However, maany of the eggs found were 
degenerated and the number of eggs found per 
Sample was very Snaall. 

The nightsoil fertilized soil samples exarnined 
Showed 100 positive on 1200 specirmens exarmin- 





363 


ed, and the nunaber of eggs found per sarnple 
(56) was much higher than that of chemically 
fertilized samples. 


121. Cercarrcidal Effects of 
Molluscicides 


By 


J. EE. Williams 
Department of Medical Zoology, 406th 
Medical General Labaratory 
Camp Zama, Japan 

The prevention of schiStosOrmaiaSiS by mmeanS 
of chemical treatment against the cercariae has 
remained only a theoretical means of control to 
date. Evaluation of chemmicalS by nmaoSt DriOr WOr- 
kers has been based upon LD。。 or MLD for 
cercariae, and the anaounts of chemicals required 
have been too great for practical use. The pre- 
sent experiments indicate that cercariae of ぶ . 
7 の o22C242 lOse their capacity to infect rmice after 
exposure to quantities of some chemicals that are 
far below quantities necessary for cercaria1 MLD. 
Cercariae exposed for 30 minutes to 2-4 ppm 
soiution of the molluscicidal chemicals DN-1 (dini- 
tro-o-cyclohexyl-phenol) and sodium pentachloro- 
phenate corapletely lose their ability to penetrate 
the skin of the final host. 


122. A Field Test with Four 
Molluscicides in a Terraced 
Hillside Habitat 


By 


A. P. Moon 


Department of Medical Zoology, 406th 
Medical General Laboratory 
Camp Zansa, Japan 


抄録 な し 
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4 都市 に な ける 選 尿 処理 の 現況 
公衆 衛生 院 衛生 工学 部 
油 沢 明 
日 本 に お ける 都市 淫 取 展 尿 の 現状 を みる と 農村 恒 元 
で 村 0P す 和 








清掃 地域 に つい て の 調査 結果 で は 第 1 表 の よう に な る 。 
3 
時 人 。 ロ 割合 (%) 
120,735 21.951,000 100.0 
農村 本 元 65,821 11,968,000 51 .8 
合理 的 処理 20,247 3,681 ,000 15.9 
不 衛生 処分 34.667 6,303,000 27 .3 





沿 . 昭和 81 年 4 6 月 に お ける 都市 清掃 協会 加入 の 89 

市 の 現状 は 次 の よう に な る 。 
農村 恒 元 839.022 
消化 処理 7Y.72 
下水 授 入 。 22.8% 
海洋 投 葉 29.02% 
その 他 2.0 

然し 。 最近 は 益々 化学 肥料 の 利用 に ょ り , 農村 量 元 が 
困難 と な つて き て いる 。 い ま 化 学 肥料 の 国内 消費 ( 昭 21 
ー30 年 ) , 農 作 植 物 は 面積 の 状況 及び 参考 と し て 東京 都 
に お ける 農村 恒 元 の 年 に よる 推移 を 示す と 次 図 の よう に 
な り , 全国 の 化学 0 本 
を 1 と すれ ば 昭和 30 年 に は 4。06 倍 に 達し て いる 。 と れ に 
ひき か え , 東京 都 の 淡 取 展 と 尿 は , 昭和 21 年 の 農村 選 元 量 
を 1 と すれ ば 昭和 81 年 に は 0.48 と 減少 し て いる 。 

以上 で も わか る よう に 日 本 の 波 取 尿 尿 の 処分 の 現状 は 
衛生 的 に 甚だ 優 慮 すべ き 状 態 に あり , 諸 都 市 で 合理 的 な 
処理 法 を 計画 し て いる に か ゝ わら ず , その 能力 は まだ 甚 
だ 低い と 言わ ざる を 得 な い 。 

と れ 等 の 処分 方 法 に つい て は 夫々 の 講師 か ら 報 告 さ れ 
る の で , 本 報告 者 は 現在 , 都市 で 最も 関心 を 集め , また 
ーー で vn 4 

若干 の 報告 を し た いと 思う 。 

we0 和 rw : に 多く の 都市 で 建設 され , 欠 , 
運転 され て いる 所 が ある 。 こ と れ 等 の うち , 本 報告 者 が 直 
接 調 査 し , 分 折 し た 結果 二 衝 で の 析 判断 す 
る の と 便利 な BOD 測 定 結果 を 利用 し て 示せ ば 次 の よう 
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に な る 。 

1。 脱 離 液 に つい て 

Nik さ 多 いも の で は 9.000 ppm を 越え , 

な いも ゃ も の で は 1.,500 ppm 以 下 に な つて いる が , 適当 に 

Fee し て いる 所 で は 1,500 て 3,500 ppm の 間 
に こ お さ まる 。 と の 値 は 消化 醒 の 実施 に 当り , 実験 結果 か 
ら 割 出し て 予定 し た 値 . 2,000 ppm に 略 々 一 致す る 。 

2。 放流 水 に つい て 

基本 的 と 一 応 考 えら れる 380"C80 日 前 後 の 処 現場 か ら の 
放流 水 は 大 体 B OD 20 て 60 ppm の 範囲 に お さま る が , 
全 MS 5 の で 妹 縛 生 非常 に 不安 定か 或 は 著しく 量 

3。 人 布 渡 末 の 機能 

放流 水 の B OD そ の も の ゝ み で は 散布 潤 床 の 機能 は 判 
断 し に くい 。 稀 息 水 の 影響 が 加わ る か ら で あ る 。 で , い 
ま 稀釈 水 の 影 響 を 計算 に よ ょ つて 修正 し , 散布 濃 床 が どの 
程度 の 機能 を 発揮 し て いる か を みる と 次 の よう に な る 。 

BOD 除去 率 (2) 


1.80*C30 日 前 後 の も ゃ の 55.8 
2. 消 化 日 数 の 短い も ゃ の (51.3) 
3. 無 加 温 の も の 45.3 


但し , 上 記 BOD 除去 率 は 実測 し た も の ゝ 平均 値 で 
( 2 ) の 消化 日 数 の 短い も の は (一 ) が ある が と れ は す 


人 Note 


・ 上 記 3 類 の バラ つき を みる と (1) の も の は 平均 
了 m 示し , バラ つき も ゃ も 上位 の 方 に 集まり 安 
定 し て いる 。 (2) の も る の は バラ つき の 竹 囲 が 広く , 
(38) の ぉ も の と 共に 結果 の 不安 定 を 示し て いる 。 

4. 寄 生 虫 除去 率 に つい て 
寄生 虫 の 除去 に つい て は 既に 研究 結果 が 発表 せら れ て 
いる 。 そ の 中 , 比較 的 素 の 低い と 言わ れる 逗子 市 消化 処 
RS この 石井 ・ 原 田 氏 の 調査 結果 を 線 合 的 な 立 








場 か ら 検討 し る と 次 の よう に な る 
トコ 

100cc 中 の 残留 発育 

発育 可能 寄 量 比 可能 寄生 際 あ や 

生 昌 虹 号 卵 ( 多 ) の 
生 選 尿 4, 525.7 1 この ーー 
消化 汚泥 3,903.7 0.2 17.41 81.3 
放流 示 9.3 0.8(x8) 1.31 98.7 





* 発育 不能 卵 を 除く 


tae る 所 で も 822 る 前 人 
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化 汚泥 も 自然 界 汚染 の 立場 か ら み る と 生 尿 尿 と は その 意 
義 に お いて 比較 に な ら な い 。 駐 , 消化 汚泥 を 適当 に 処分 
タダ は 堆肥 化 等 に すれ ば , 結局 消化 槽 の 寄生 虫 卵 除去 率 は 
99.8 多 が 期待 出来 る こと に な る 。 


> 尿 温熱 処理 法 


京都 大 学 医学 部 
且 消 如 一 
1. 本 人 時 
家 混 熱処理 法 と は , 尿 を 55 一 60C に 加 温 し て , そ 
Vp すず Pehr さ ag 人 Roy , 淡 取 
民 尿 の 衛生 的 処理 法 と し て 考案 され た も の で ある 。 
回 虫 , 釣 虫 等 の 寄生 虫 卵 が 熱 に 対し て 抵抗 の 弱い と と 
, 30 余 年 前 か ら 明 か に され て いる が , と れ を 殿 尿 処理 
Me 具体 的 方 法 に つい て は 其 後 研究 考案 し た 人 は 
な い 。 筆者 は 昭和 24 年 以降 京都 市 上 鳥羽 下水 処理 場 に 実 
験 消化 槽 2 槽 を つく り , 簡易 層 尿 厨 草 消 化 処理 法 の 研究 
( 果 尿 に 厨 草 を 混 じ て 投入 し , 冬 季 槽 上 に 鹿 草 堆肥 を 積ん 
で 保温 し , 消化 を 促進 する 方 法 ) を 行 つ た が , その 結果 , 
呆 尿 の 温度 が 消化 の 速度 並 に 寄生 虫 卵 殺 滅 上 大 な る 影響 
と こと を 知り , 殿 尿 温熱 処理 法 の 研究 を 志 し , 殿 尿 温 
殺菌 効果 の 関係 を 精 胡 レ , 種々 な 加 慢 方 法 の 


ちあ フ 


度 と 
考案 と その 得失 , 肥料 価 の 問題 等 を 研究 し て 実施 可能 の 
方 法 を 案 出 < すろ ee と が で きた シー 


研究 は 昭和 298 年 の 始め か ら 筆者 の 示 室 で 開始 し た が 
26 年 度 以降 は , 庄司 光 ( 大 阪 市 衛 研 ), 岩井 重 久 ( 京 大 工 
eatyRa か OS 
答 研 究 費 並 に 大 阪 市 の 補助 を うけ て 協同 研究 を 行 つた 。 
2。 尿 尿 中 の 寄生 上 鋳 及び 病原 曽 の 温 失 的 

まず 本 法 の 基礎 的 研究 と し て , 温湯 , ガス 火 , 電極 式 
Ds 上 用 い , 少量 或 は 大 量 の 尿 尿 を 加 温 
し て 寄生 昌 卵 及び 病原 菌 の 温熱 抵抗 力 を 検索 し た 結果 。 
加 選 方 法 普 に 加 慢 時 間 の 如何 に 的 ちず , 苺 は 55O 加 
温 役 10 分 以内 に , 60'C で は 加 温 直後 に 完全 に 死滅 し , 釣 
虫 卵 は 55C で 全滅 する 。 また 赤痢 菌 は 55C で 15 分 , 60'C 
0 , 腸チフス 菌 は や ゝ 抵抗 力 が 強く , 55 で C 
加 温 の 加 温 中 止 後 1 2 時 間 で ほ ぶ ゞ 死滅 し , 60 
ee 財 時 We0cAA 二 ia 

に 死 泌 す る と と を 知 つ た 。 

Me っ 加 温 方 法 の 如何 に 拘ら ず , 殿 尿 を 60'C に 加 温 する 
と 迅速 に 殺 卵 , 殺菌 の 目的 を 達し , 55'C, 20 分 の 加 温 に 
ょ つて も , 上 虫 卵 , 釣 虫 卵 , 赤痢 菌 は 完全 に 殺 滅 され, 
盟 ナチ フス 菌 も 殆ど 死 減 す る 。 な お 尿 尿 中 の 明る も 50 で 以上 
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度 に 種々 な 時 間 尿 尿 を 接触 せしめ , その 結果 を 縦 軸 と 由 
卵 死亡 率 , 横 軸 に 温熱 接触 時 間 の 対数 を と つて 画 く と 
死亡 事 は 各 温 度 共 殆 ん ど 同 一 間隔 て 平行 する 8 状 軸 線 と 
な る 。 面 し て 温度 9 CC) と 死滅 時 間 和 T ( 秒 ) と の 関係 
は 次 式 に 示す 如く , 細菌 に つい て Chick の 見 出し た 関 
係 と 類似 し , 温度 の 低下 に 従い 致死 時 間 は 等 比 級数 的 に 
延長 する と と が わか つた 。 

100 死滅 の 場合 9 一 65.5 一 #.56 log 

Te.」 三 1.66Te 

即ち 60'C ょ り 温 度 が 1 で 低下 する ど と に 死 減 時 間 は 元 
の 1.66 倍 に 延長 する 。 

3。 温熱 処理 尿 尿 の 肥料 価 

尿 尿 温熱 処理 法 の 第 一 の 目的 は , 農 肥 に 用 いる 殿 尿 の 
安全 化 に ある か ら , その 肥 効 性 の 如何 は 重大 問題 で あ 
る 。 研究 の 結果 に ょ る と , 殿 尿 の 温熱 処理 に よ つ て 全 審 
素 及 アン モニ = ニア 性 窒素 , 加里 , 和 酸 の 三 主 要 肥 効 成分 は 
殆ど 損失 な し と 言 つ て よい 。 

但 し 温熱 処理 に よ つ て 殿 尿 中 の 細菌 数 が 激減 する た め 
処理 訂 尿 の 腐 熱 消 1 PaMhpmsso りや ゝ 後 れ , 肥 効 は 遅 
効 性 と な る が , 之 を 野外 に 貯溜 し た 場合 , 十 数 日 後に は 
数 は 応 と ほ ゞ 等 し くだ り 。 人 当る 大 が 
な く な る 。 と と に 土壌 中 に 施肥 され た 場合 は , 細菌 は 土 
壌 中 か ら 十 分 補給 され る か ら 心 配 は な い 。 事実 大 阪 府 農 
業 試験 場 , 塩野 義 製薬 油 日 農場 及び 山本 國 場 等 で 行わ れ 
た , 水稲 , 馬 鈴 費 , 並 に 各種 攻 菜 の 栽培 試験 に よ ょ つて 
も , 温熱 処理 尿 尿 の 肥 効 性 は 普通 尿 尿 及び 化学 肥料 に 
し 和夫 も 劣ら ぬ と と が 立証 され た 。 

4。 温熱 処理 の 方 法 

1) 塵 草 焼 却 熱 利用 法 

尿 尿 温熱 処理 の 実際 方 活 と し て , まず 吾 々 は 最も 安価 
な 熱 承 ど あ る 雇 電 反 替 の 利用 と 着眼 し 。 横型 置 を 作 
つて 実験 の 結果 成 案 を 得 た の で , 昭和 27 年 大 阪 府 豊中 市 
に , 1 日 焼却 能力 2.000 任 の 鹿 草 焼却 炉 と , 殿 尿 15 石 
(2,700 人 分 ) 入 の 殿 尿 加 温 槽 , 及び 末 処 理 並 に 終末 尿 
尿 貯 汐 槽 より 成る テス ト ・ プ ラテ ント を 作り , 凡そ 1 年 学 
に 理 つて 約 80 回 の 加 温 実験 を 行 つ た 。 

之 に ょ る と 15 石 の 殿 尿 を 60'C に 加 温 する の に , 夏 は 2 
ー 5 時 間 , 冬 は 凡 Be 上 要 し た 。 即ち 1 日 約 1,500・ 
貫 の 塵 井 を 用 いて , 夏 は 1 日 45 石 , 冬 は 15 石 の 殿 尿 処理 
が 可能 で ある 。 但し hi に こ は 加 温 効 率 
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が 悪い か ら , 送風 機 に よ つ て 通風 する か , 若干 の 補助 燃 
料 を 用 いる 必要 が ある 。 

本 施設 に ょ る 殺 卵 , 殺菌 効果 は 55*C 以 上 加 温 の 場合 は 
完全 で , 50<55 で 加 温 の 場合 で も 寄生 虫 卵 は 殆ど 完全 に 
殺 減 され る 。 但し 殿 尿 が 濃厚 で 表面 に 厚い スカ ム を 生 ず 

る 場合 に は , その 中 に 少 許 の 生 卵 が 残存 する と と が ある 
か ら , 温度 上 昇 後 携 拝 する 必要 が ある 。 ま た 崩 も 本 処理 
紀 よ つて 全滅 する 。 

本 施設 の 建設 費 は 総計 160 万 円 で ある が , 應 草 焼 序 炉 
は 単独 で 用 い 得 る か ら 之 を 除外 すれ ば , 展 尿 処理 装置 の 
舞 設 費 は 貯溜 槽 た も 29 万 円 で , 1 日 平均 80 石 処理 と すれ 
ぜ ば 1 人 当 施 設 費 は 5 円 ( 之 よ り 大 な る 施設 で は 40 円 以下 ) 
と な る 。 ま た 燃料 費 は 殆ど 無償 , 人 件 費 は 半 人 分 で 足り , 
処理 費 は 極め て 安価 で ある 。 た ゞ 本 法 で は 1 分 の 虹 尿 
処理 に 夏 は 2 人 分 , 冬 は 5.5 和信 分 の 塵 草 を 必要 と し て (1 
人 1 日 排出 恒 を 100 狼 , 民 尿 量 を 17 と し て ) 全市 
民 の 居 尿 を 塵 井 の み で は 処理 し が た く , また 前 記 の よう 
夏 と 冬 と で 処理 可能 量 が 違う こと が 欠点 で ある が , 殿 
硝 処 理 の 有力 な 補助 法 と し て 十分 用 いる と と が で きる 。 

2) 蒸気 注入 法 

本 法 は 波 取 尿 尿 運搬 車 に 直接 高圧 蒸気 を 注入 し て 60'C 

に 加 温 する 方 法 で ある 。 吾 々 は 大 阪 市 木津 川 消 寺 加 工場 
で 本 実験 を 行 つ た が , 5~6 気圧 の 蒸気 を 注入 する と 冬 は 
1.5 時 間 , 夏 は 1 時 間 で トラ テッ ク 1 台 15 石 の 必 尿 が 加 温 
で きる 。 所 要 蒸 気 量 は 人 は 800 kg, 夏 は 200 kg で ある 。 
燕 気 注入 の 際 , 尿 槽 の 周辺 は 低温 で も , 10ー20 分 トラ 
ッ ク を 走ら す と 槽 内 温度 は 均一 と な り , 特に 携 振 を 行 な 
う 必 要 は な い 。 

本 実験 に 用 いた ボイラ テー の 建設 費 は 273 万 円 で , 年 平 
均 1 日 820 石 (6 万 人 分 ) の 殿 尿 を 処理 ご で きる か ら , 1 
人 当 建 設 費 45 円 , 処理 費 は 尿 尿 1 石 に 付 所 要 石 康 3.3 kg 
価格 16.5 円 , 人 件 費 を 含め 1 年 1 人 当 41 円 で ある 。 即ち 
本 法 は 設備 費 も 処理 費 も 比較 的 安価 で , 処理 の た め の 必 
尿 槽 を 要 せ ず , 護 尿 積 か え の 手数 も る なく, 都市 の 殿 尿 処 
理 法 と し て 勝 れ て いる 。 

$) 電極 式 加 温 法 
本 法 は 尿 尿 槽 の 両端 に 炭素 板 の 電極 を 挿入 し , 殿 尿 中 
た 電流 を 通じ て 直接 尿 尿 を 加 温 する 方 法 で ある 。 本 法 に 
よる 殿 尿 処理 施設 案 は 昭和 27 年 に 発表 し た が , 電力 費 が 
高価 に つき 当時 は 実用 の 見 込 が な か つた 。 いま 電力 料金 
が いく ら で あ れ ば 薫 気 注入 法 と 同 二 コス ト で 加 温 で きる 
か を 考え る と , 15*C の 尿 尿 1 石 を 60'C に 加 温 する の に と, 
燕 気 注入 法 で は 石 談 3.8 kg(16.5 円 ) を 要 し , 電極 式 加 温 
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法 で 9.5 キ ロワ ッ ト 時 の 電力 を 要する か ら , 1 キロ ワッ 

ト 時 1 円 75 銭 な れ ば 石 記 と 同 コ スト で ある 。 と と ろ が 近 
時 関西 電力 会 社 で は 午後 10 時 か ら 午 前 6 時 に 至る 深夜 電 
力 に すばらし い 余 剰 が あり , 4~ 9 月 の 豊水 期 に は 1 ギ 
ロワ ッ ト 時 75 銭 肉 外 で 供給 が で きる か ら , 之 を 利用 すれ 
ば 尿 尿 1 石 が 僅か 7 円 で 処理 で きる 。 

最近 大 阪 市 東淀川 区 井 高野 町 に , 関西 電力 が 大 阪 市 と 
協力 し て 殿 尿 30 石 入 (5,500 人 分 ) の コン クリ ー ト 造 温 
熱処理 槽 と 容量 60 石 の 処理 尿 尿 貯溜 槽 2 槽 を 造 つた 。 加 
温 電 力 設備 40 キ ロワ ッ ト で , 夜間 深夜 電力 を 利用 し て を 
を 加 温 し , 60 で に 達する と 自動 制御 器 こ ょ り 電 流 が 衝 断 
され 加 温 が 中 止 さ れる 。 処理 尿 尿 は 翌朝 自然 流下 で 貯 帝 
槽 に 移さ れ , それ より 農地 に 運ば れる 。 

本 施設 の 設備 費 は , 殿 尿 加 温 槽 友 電力 設備 50 万 円 , 崎 
溜 槽 (2 槽 ) 45 万 円 で ある が , 設備 が 大 と な れ ば 之 ょ より 
知 か に 割安 と な る ら 。 井 高野 町 ご は と の 処理 床 尿 で 野菜 を 
栽培 し て いる 。 和 吾 々 は 昨年 9 月 より と の 畑 の 土壌 を 検査 
し て いる が , 処理 尿 尿 使用 の 畑 で は 普通 呆 尿 使用 の 畑 
より ゃ 土壌 中 の 回 虫 卵 及び 大 腸 菌 群 数 は 著しく 少数 で あ 


る 。 


本 法 は 電力 さえ 安価 で 得 ら れれ ば 甚だ 良 法 で , 関西 電 
力 で は 年 間 4 位 キ ロワ ッ ト 時 の 深夜 余剰 電力 が ある か ら 
之 を 温熱 処理 に 利用 すれ ば 毎日 2.000 万 人 分 の 尿 処理 
が 可能 で ある 。 

4) 農村 に 於 ける 簡易 尿 尿 温熱 処理 法 

温熱 処理 法 は 都市 の み で な く , 農村 で も 燃料 の 豊富 な 
所 で は 容易 に 応用 で きる 。 例え ば 滋賀 県 坂田 郡 柏原 村 の 
一 部 落 で 数 年 前 か ら 香 < の 指導 で 行 つ て いる 方 法 は , 各 
家庭 の 便所 の 用 便 口 に 容量 14 立 の 鉄板 製 便器 を 的 下げ て 
之 に 大 便 を 受け , 尿 は 下 に ある 本 来 の 便 寺 に た まる よう 
に 簡単 な 尿 尿 分 離 式 便 所 と し , 尿 は その ま ょ > 肥料 に 用 
い , 便器 内 の 尿 の み を 時 < 集め て ドラ テム 鐘 2 個 よ りな る 
加 温 器 に 入れ , 医 を 用 いて 加 温 する 。 便器 の 製作 費 は 
500 円 , ドラ ょ 紋 2 個 (全部 落 共 用 ) 300 円 で ある 。 

本 部 落 で は 全 村 温熱 処理 尿 尿 の み を 用 いて いる が , そ 
の 実施 後 畑 の 土壌 中 の 回 虫 生 卵 数 は 著 明 に 減少 , 変性 卵 
数 は 著 明 に 増加 し , また と れ ら を 普通 尿 尿 を 用 いる 鐵 村 
と 比較 する と 著 明 な 差 が 見 られ , 本 法 の 効果 が 明か に 認 
め ち られ る 。 和尚 本 部 落 で は 村民 の 寄生 虫 卵 保 有 素 も 激減 し 
寄生 虫 病 予 防 上 著 効 を あげ て いる 。 

5。 結 言 
以上 を 要する に 殿 尿 温熱 処理 法 は どの 方 法 で も 設備 費 
及 処 理 費 が 嫌気 性 消化 法 等 に 比 し 甚だ 安価 で , 短 時 間 に 

























が 近 


すれ 





確実 に 殺菌, 殺 卵 , 殺 明 が で き , 肥料 価 の 損失 も る なく 。 
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昭和 32 年 8 月 


波 取 尿 尿 の 安全 化 と し て 簡易 経済 的 な 方 法 で ある 。 本 法 
は 主として 都市 必 尿 処理 に 適する が , 条件 に よ つ て は 農 
村 に も 適用 で きる 

また 本 法 は 農 肥 に 用 いる 尿 尿 の みな ら ず , 現在 本 邦 各 
地 で 行わ れる 殿 尿 海洋 投棄 の 場合 に も 也 備 処理 法 と し て 
好適 で ある 。 即ち 投棄 に 先立ち 本 法 に よ つ て 殺菌 殺 卵 を 
行え ば , 投棄 に よる 衛生 上 の 危害 は 解消 する 。 


っ 有 殺 卵 剤 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
小 宮 義 孝 


ある 種 の 化学 薬品 等 を 尿 尿 混合 物 に 浜 加 し て その 中 に 
混在 する 寄生 虫 卵 を 殺 滅 する 目的 の た め に , いわ め る 殺 
卵 剤 な る も の が 現在 数 種 に わた つて 登場 し て いる 。 し か 
し それ が 実用 に 供 せ ち れ る た め に は 少く と を 次 の 諸 条 を 
具備 する 必要 が ある 。 すなわち 1) 殺人 卵 効果 が 少く と も 
2 週間 作用 で 薬剤 稀釈 度 1000 こ 2000 倍 以上 で 有効 な る と 
と , 2) 特に 冬 季 低 温 時 に その 奏功 確実 な と と , 3) 価 
低 隊 か つ 量 産 に 適する と と , 4) 中 毒 引 火 そ の 他 の 事 
の きど な 。 5) その 混入 が 殿 尿 の 肥料 価値 を い 
と > る し く 減 損 せ ざる と と , 6) ぞ その 混入 が 農作物 に 披 
を 与え ざる と と , お よび 8) 出 き うべ くん ば 同時 に 殺 
0 

従来 いわ ゆる 殺 剤 と し て し た も の で , 将来 希望 
が 持て そう な も の と し て は 。 2 稼 化 炭 素 (CS。) , D. D 
(CH。Cl+CHCL), 亜 硝酸 ソー ダ (NaNO。), 揮発 性 
電子 油 (CH。=CH-CH。=N=C=S) な ど が ある 。 双 製 
品 化 し た も の で 比較 的 殺 卵 効果 の 認め ち れ た も の と し て 
は ネオ ヂ ク ロン , トリ ゾー ル な ご ど が ある 。 

ec の で KK 
ナレ る その 末次 果 が 一青 し な い 。 と れ は 1 つ に は 
onosedh nA 
も の と も 考え られ る が , 又 1 つ に は 殺 卵 剤 忘 作 用 系 メ 
み の 放 用 議 生 を れ 元 休ま 光る る 不安 定性 と いう 
と も 考え る 必要 が ある 。 

そ と で 私 た ち は 予 研 , 神奈 川 衛 研 , 千 大 公衆 衛生 の 3 
機関 共同 で , いわ ゆる 殺 卵 剤 の 主 な も の , 即ち 2 硫化 炭 
素 , 亜 硝酸 ソー ダ , 草子 油 お よび ネオ ヂ ク ロン の 4 種 に 
つき , 実験 材料 , 実験 条件 , 実験 方 法 を 統一 し て , 償 
尿 ( 亜 硝酸 の 場合 は 酸性 化し た 人 尿 水 ) メデ イ ウ ム 下 に 
お ける それ ら の 殺 卵 効果 の 実験 室内 追試 も 行 つ て みた 。 
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その 結果 に よる と , いづ れ の も の も その 凡 虫 卵 殺 滅 効果 
は その 必要 が 特に 要請 され る 低温 時 に あつ て は , それ が 

いち じ る し く 低 下 し , メデ イ ウ ム 2 週間 浸 潰 で いづ れ も 
250 倍 ー500 倍 以上 の 稀釈 江 度 で は 充分 な 殺 卵 効果 を 区 
揮 し えな いと と が 判明 し た 。 一 方 高温 時 に お いて は , 低 
温 時 に 比 し て , より リ 低 濃度 で 殺 卵 効果 を 発揮 し て いる よ 
うに 見 うけ られ た が , 仔細 に 検討 する と , 酸性 に 保持 レ 
た 展 水 メデ イ ウ ム た る 亜 硝 酸 の 場合 を 除い て , 対照 た る 
尿 尿 混合 メデ イ ウ ム の み の 中 の 虫 卵 自体 が す で と 相当 死 
減 し て レ しま つて いる の で , と の 成績 か ら は , と れ ら の 薬剤 
の 殺 卵 効果 が 高く な つた か どう か は 判定 し が た か つた 。 

以上 私 た ちの 結果 で も , 殺 卵 剤 の 作用 過程 自体 に お け 
る 不安 定性 と 考え る も の が 認め られ , これ は と り わ け 2 
硫化 炭素 お ょ び 草 子 油 の 場合 に いち じ る し いよ ょ う で あつ 
た 。 そ と で その 原因 を 知る た め , 衝 作 用 系 に つい て , 洪 
he 不滅 菌 群 お よび pH 酸性 調整 群 ・ 非 調整 群 と を 作 つ 

, 上 と 同様 に 3 研究 機関 共同 で , 上 記 2 薬剤 に つき そ 
時 介 Meeee その 結果 判明 し た と と 
は , pH を 酸性 に 調整 し か つ 減 菌 操作 を 施行 し た 作用 メ 
デイ ツ ム に あつ て は 。 い づれ の 事例 で も 散 ね 灯 交 果 高 

く か つ そ の 作用 が 安定 し て お り 。 一 方 殿 尿 混合 メデ イ ウ 
ム 。 pH 非 調 整 , 不 小 菌 事例 に あつ て は 和 殺 卵 効果 の 低 
下 , 不安 定性 と も る に いち じ る し か つた 。 

2 硫化 炭素 お よび 草子 油 は 高温 時 に は メデ イ ウ ム 中 の 
大 腸 菌 群 に 対 し て は 可 な り 強 い 殺 菌 作 用 を 示す が , 一 般 
細菌 殺 滅 効果 は 比較 的 弱く , 特に 不滅 菌 , pH 非 調整 尿 
尿 メ デイ ウム に お いて 雑菌 の 増殖 が 甚 し い 。 か よう な 場 
合 に お いて は 殿 尿 中 アン モニ ア 量 は 増大 し 。 pH は か な 
り の アル カリ 性 を 示し て いる 。 

以上 の 事実 か ら 接 ずる に , 殿 尿 混合 メデ イィ ウム , 不滅 
菌 時 に お いて 薬剤 の 殺 卵 力 が 低下 し か つ 不 安定 な 理由 
は , お そら くば は 殿 尿 雑菌 の 増殖 と 共に その 中 の ウレ アー 
ゼ 生 産 菌 の 活動 に より , 尿 中 の 尿素 分 解 が 促進 され , そ 
れ と 共に 上 記 薬 品 の 1 部 が 生成 アン モニ ア と 結合 し て 殺 
卵 力 を 有 せ ざる ヂ チチ オ カル メ バ ミ ン 酸 ア ン モ ン (H,N-CS。 
NH。) お よび チオ シナ ミン (CH。NH (NH,) CS) と な る 
た めで あろ うと 解せ られ る 。 

殺 卵 剤 の 実用 化 徹 底 の た め に は , と り わ け そ の 郊 果 の 
安定 し て いる と と お よび その 操作 が 簡便 で ある と と が 要 
請 さ れる 。 特 に 後者 が 農民 の 生活 感 清 に 充分 適合 し て い 
な けれ ば , その 実行 の 徹底 は 必ず 妨げ られ る 。 いずれ 
も せよ , 現在 の いわ ゆる 殺人 卵 剤 な る る の は , その 広汎 な 
実用 化 の 実現 まで に は , な お 芝 多 の 解決 すべ き 問 題 を 含 
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す の と 云え よう 。 ane し て 将来 る も つと も 希望 の 
問題 , 中 毒 , DA に 関す る 問題 等 が 未 
解決 で ある 。 た だ し 私 た ち が 検 し た と と ろ で は , その 引 
火 性 は それ ほど いち じ る し いも の で は な い 。 こ と れ に よる 
引火 事故 と し て は 郡 馬 県 大 彰 町 基 モ デル 部 落 こ お いて 両 
三 年 前 発生 し た 1 例 が ある 。 
=, 殿 尿 分 離 処 理 と 選 尿 塵 草 高 速 
堆肥 化 処 理 


神奈 川 県 衛生 研究 所 
是 玉 威 


ん で お り , 目下 の と と ろ 未 だ 実験 的 試験 研究 の 段階 に 属 
る も 




































尿 尿 分 離 処理 

肥料 学 的 に 見 た 訂 と 尿 償 量 の 排 港 量 は 年 令 , 男女 , 
食物 , 季節 , 健康 状態 な ど で 異 な る が , わが 国 で は 平均 
1 人 1 日 尿 100 g, 尿 1000g と され て いる 。 と の 値 か ら 
1 日 1 人 が 排 洪 す る 殿 尿 中 の 3 要素 量 (g) は 次 の 通り 








で あ る 。 
チ ーッ ツ リ ン 酸 カ リ 
1.0 0.4 0.3 
尿 5.0 0.5 2.0 





従 つ て 硫 安 1 kg に 相当 する も の を 排出 する に は 床 で は 
200 日 , 尿 で は 40 日 と いう と と に な る 。 ま た 1 人 1 年 間 
に は 約 880 kg の 殿 尿 を 排出 し て いる が , と れ を 我国 農家 
の 平均 家族 数 を 6 人 と し て 1 年 に 換算 する と 約 850 円 
尿 約 1.650 円 , 計 約 2.000 円 の 化学 肥料 換算 値 と な る 
即ち 審 素 量 か ら み て も 多 光 値 か ら み こも 尿 は 尿 の 約 5 倍 
に 当る 。 大 中 の 蜜 素 は 主として 尿素 で 。 こと れ は 微生物 の 
酵素 作用 に よ ょ つて 短 時 日 の 間 に 容 易 に 炭酸 アン モニ ア ヒ に 
変じ 速効 性 の 肥料 と な る が 。 尿 中 の 窒素 は 主として 和 蛋白 
体 で , その 分 解 に は 長 時 日 を 要 し , 従 て 遅 効 性 の 肥料 と 
な る 。 と の 全く 性 質 の 異な る も の ゝ 混合 か ら な る 殿 尿 液 
を 腐 熱 させ る た め に は , 尿 の み の 場 合 に 較べ 人 知 か に 長 時 
日 を 要 し , その 間 ア ン モ ニア の 揮 散 に よる 肥 効 成分 の 損 
失 は 20 一 90 多 に も 人 ぶ 。 よ つて 殿 尿 液 中 の 肥 効 成分 の 80 
多 を 占め る 尿 を 盆 離 し て 使う こと は と の 点 か ら る 合理 的 
で ある 。 電 
衛生 学 的 に 見 た 訂 と 尿 健康 人 の 尿 は 本 来 無菌 で あつ 
て 昭 虫 卵 , 釣 虫 卵 , 赤痢 菌 な ど を 全く 含ん で いな い 。 ま 
た 本 め て 稀 に 見 られ る 腸チフス や パラ チン フス の 保菌 者 の 
場合 で も , 尿 中 で は アン モニ ア が で き て 強 ア ルカ リ 性 と 
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な る た め に 菌 は 比較 的 速 か に 死 減 す る 。 と れ に と 反 し尿 は 
顕 虫 卵 , 釣 由 卵 な ど を 多量 に 含み , また 赤痢 菌 も 尿 中 に 
の み 出 され る 。 従 つ て 硝 は 衛生 的 に 比較 的 安全 で ある 
が , は 甚だ 危険 で ある 。 と の よう な 事実 か ら 尿 尿 を 初 
めか ら 分 け て 溜め , と れ を 別々 に 使う こと が で きれ ば 衛 
生 上 か ら ゃ 農業 経営 上 か ら も 有利 な と と が わか る 

尿 尿 分 離 式 改良 便所 この 其 の 便所 は 当所 で 数 年間 研 
究 の 結果 1950 年 に 公表 され た も の で ある 。 第 1 図 に 示す 
よう に 尿 尿 分 離 式 便器 は 便器 の 後部 か ら 5 分 の 2 の と と 








第 1 図 


ろ に 仕切 を 設け , 尿 は と の 後部 の 落し 穴 か ら 垂直 に 便 溜 
に 落ち , 尿 は 前 部 の 5 分 の 8 の 部 分 に 受け られ て 硝 溜 中 
に 導 か れる 。 男子 の 場合 に は 殿 尿 の 分 離 100 2% で ある 
が , 女子 の 場合 に は 96 用 で あつ て , 男女 平均 98 の 尿 が 
PPE 
式 便所 で あれ ば その ま ょ , 1 容 式 で あれ ば 尿 つ ぼ ば を 1 個 
増設 すれ ば よい 。 条 隊 の 場合 せ さ ン ナ サ ナー ト 舞 較 
便 槽 (第 2 図 ) に すれ ば 衛生 的 に 更に 完全 な も の に な 

必 と 尿 の 処理 法 尿 は 2 て 38 週 に 1 回 , 氷 は 2ー8 ケ 
月 或 は 4 て 5 ヶ月 に 1 回 の 波 取 で あつ て , 殿 の 肖 取 回 数 
の 少 い と と が と の 改良 便所 の 特徴 で ある 。 と の 便所 で 分 
離さ れ た 尿 は その まま 速効 性 の 液肥 と し て 使用 ほれ る 。 
尿 の 方 は 安全 な 場所 C 木 の 根 の 廻り な ど で 2 年 間 位 堀 り 
起す お それ の な いと と ろ ) に 埋没 する か 或 は 堆肥 堆積 の 
際 , 尿 を その 中 央 部 に 混和 すれ ば 寄生 虫 卵 も 腸 内 病原 菌 
も 完全 に 殺 減 され る 。 但し 堆肥 の 作り 方 は 必ず 高温 発酵 
法 に よ つ て 1<2 回 切 返し を 行う べき で ある 。 
改良 便所 の 効果 1950 年 以降 神奈 川 県 厚木 市 近郊 の 睦 
合 村 , 海老 名 町 . 有馬 村 な ど に と 殿 尿 分 離 式 改良 便所 約 
1000 個 を 設置 し 経過 を 観 窒 し た 。 そ の 後 , 改良 地区 の 寄 
生息 卵 保有 率 は 対照 地区 の 2 分 の 1 か ら 3 分 の 1 以下 に 
降り , また 畑 土 中 の 寄生 虫 卵 も 2 年 後に は 激減 し , 野菜 
の 消 泊 培 か で きる よう に な り , 農業 経営 上 に も ブラス 
を 与え て いる 。 

尿 尿 鹿 弁 高速 堆肥 化 処 理 
應 草 処理 の 現況 塵 草 を 収集 し て いる 市 町 村 は 現在 約 
1000 に 近く , その 対象 人 は 約 4 千 万 人 , 処理 する 塵 草 は 
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第 3 


日 量 約 1 万 1 千 ト ン で , それ ら の 卒 草 は 埋立 60, 焼 
却 2822, 堆肥 化 1022, 飼料 化 3 2% と いう 割合 で 処分 され 
て いる と いう 。 鹿 草 の 処理 に つい て は 各 都 市 と も 殿 尿 処 
理 の 窮状 に 較べ れ ば 軽度 の も の で , 曲り な り に も 埋立 , 
焼却 等 の 方 法 で な ん と か 処分 され て き て いる 。 従 て 塵 草 
の 高速 堆肥 化 処理 を 展 尿 処理 の 一 環 と し て 考え る と いう 
と と は わが 国 独 得 の も の と いつ て よい で あろ う 。 

高速 堆肥 化 の 原理 と 装置 塵 草 の 高速 堆肥 化 の 原理 は 
普通 農村 堆肥 選 肥 製作 の それ と 何ら 変り が な い の で ある 
が , 発酵 槽 等 の 器械 装置 の 力 を 借り て 生物 科学 的 に 発酵 
微生物 に 対す る 最適 の 条件 , 即ち 鹿 井 の 選別 , 破砕 , 含 水 
量 の 調節 , 失 拝 , 通気, 生成 堆肥 の 一 部 返送 な ど を 行 つて 


塵 井 の 発酵 を 促進 し , 野外 堆積 で は 数 週間 を 要する 変化 


て 3 日 な いし 4 5 日 の 短 時 間 に 完了 せしめ よう と 
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する も の で ある 。 ま た 連続 操作 式 の 処理 工程 
に ょ つて 衛生 的 能 事 的 に 処理 で きる 方 法 で , 
それ ら の うち 米国 の アー プ , トー マス 式 , デ 
ンマ ー ク の ダ ノ 式 (第 3 図 ) 及び カナ ダ の ク 
レー ン 式 は 最も 代表 的 な 装置 と され て いる 。 
但 し 日 本 の 都市 塵 草 は 有機 質 が 信 弱 , 特に 宣 
素 分 が 少 い の で , 殿 尿 , 消化 汚泥 な ど を 適当 
に 混和 し て 発酵 させ る と と が 有利 で ある 。 人 徐 
酵 槽 中 で は 鹿 弁 の 発酵 熱 に より 60 で 近く の 高 
温か が 少く と も 1 2 日 以上 続き ,。 か つよ く 携 
振 さ れ て 病原 菌 や 寄生 虫 卵 は まん べ ん な く 高 
温 に ば くろ され 完全 に 有 殺 滅 さ れる 。 

現在 神戸 市 に 横型 2 列 3 段 発 酵 槽 を 主体 と 
する 施設 が , 平塚 市 に 横型 回 転 胴 式 発 酵 槽 を 
主体 と する 施設 が 運転 され , その 人 性能 が 検討 
され て いる 。 鹿 草 の 処理 費 は 1 トン 当り 約 千 
円 で 堆肥 の 市 価 ト ン 当 り 1 千 ~ 2 千 円 に 相当 
し , その 肥 効 性 も 普通 堆肥 と 変り が な いと い 
われ て いる 。 

卒 草 堆肥 の 利用 都市 應 草 を 堆肥 に 利用 す 
る と と に つい て は 異論 が な い 段 階 に 達し て い 
る と 思わ れる が , 問題 は な し ろ 施 設 の 建設 費 
維持 費 及 び 生 産物 の 販 略 な どの 経済 的 な 面 に 
ある よう で ある 。 堆肥 の 効果 は 直接 の 肥 効 性 
と いう より も 主として 地力 の 維持 , 有機 質 の 
補給 , 土地 改良 と いつ た 面 が 重視 され て いる 。 
今 も し 日 本 の 全都 市 の 塵 草 を 科学 的 に 高速 堆 
肥 化 処理 すれ ば 単に 都市 欄 境 衛生 の 改善 の 
で な く , 1 日 1 万 5 千 ト ン , 年 間 に は 約 550 


カト ン の 堆肥 の 生産 が 期待 され , 15 万 町 歩 の 畑 に 必要 な 


は 50 て 60: 


堆肥 を 供給 する と と が で きる 。 
尿 尿 塵 井 合 処理 高速 堆肥 化 に 適当 な 原料 の 含水 量 
2 で ある か ら , 含水 量 40 多 前 後 の 魔 井 に 添加 で 


きる 尿 尿 量 (含水 量 95% と し て ) は 約 2 分 の 1 で ある 。 


然るに 鹿 草 の 自然 排出 量 は 1 人 1 日 平均 500 g と し て 殿 
尿 の 2 分 の 1 量 で ある か ら , 尿 の 70 一 80% が 過剰 と な 
る 。 よ つて 殿 尿 を 何ら か の 方 法 に よ ょ つて 大 別 分 離し , 区 
激 部 分 を 添加 する か , また は 殿 尿 消化 槽 か ら 引 出さ きれ た 
消化 汚泥 を 添加 すれ ば ぽ ば 殿 尿 と 鹿 草 を 自然 排出 比 で 弧 合 堆 
肥 化 処理 で きる 。 


言 


押 尿 分 離 処理 は 従来 専ら 農村 を 対象 と し て 研究 され 発 


・ 展 し た が , 都市 の 小 取 尿 尿 に つい て も , も し 経済 的 で 実 
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際 的 な 殿 尿 分 離 方 法 が 確立 され > ば, 合理 的 で 資源 科学 
的 な 殿 尿 鹿 草 統 合 処理 方 式 の 展開 か 期待 され る で あろ 


う 。 


ホ , 改 良 便 所 


横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 躍 学 教室 
松 崎 義 周 


(T) 目的 及び 沿革 

改良 便所 は 大 正 十 四 年 四 月 内 務 省 衛生 局 予 防 課長 高野 
六郎 先生 の 発案 に より, 消化 器 伝染 病 と 寄生 虫 の 撲滅 を 
目的 と し , 荷 玉 県 警察 部 衛生 課 と の 協力 に より, 大 宮 町 
伝染 病 舎 の 一 部 を 借り , 多数 の 所 員 の 7 年 に 渉 る 努力 の 


前 夫人 SA 2 5 槽 4 中 隔 式 の も の が 
理想 と され SH 
の で 分 な る roo が 最良 
で あり A 型 の も Po か Ch 


便所 と 称す る も の は B 型 の も る の を 指す の で ある 

(H) 糞尿 内 の 顕 虫 卵生 存 日 数 

改良 便所 の 容積 換言 すれ ば 糞 尿 貯溜 日 数 を 決定 す : 
は 寄生 上 中 長 殊 と 目 きれ る 畑 下 大 の 生存 日 束 を 知る 用 
要 が ある 。 多数 の 実験 の 結果 上 層 で は 195 ~377 日 , 下 
層 で は 54 一 839 日 , 大 部 分 は 250 日 で 死滅 する 事 が 分 つ 
た 。 且つ 何れ も 夏季 に 至り て 死滅 する 事 が 明白 と な つ 


デー 


( 明 ) 糞尿 内 の 釣 虫 卵生 存 日 数 

釣 虫 卵 は 顕 虫 に 比 し 極め て 弱く , 85~126 日 で 死滅 す 
る 事 が 同一 実験 で 判明 し , 冬期 と 夏期 に 速 か に 死滅 する 
事 が 分 つた 。 

(TV) 殿 尿 の 排 浴 量 

成人 1 日 の 尿 及 び 尿 の 排 浴 量 は 相当 多い も の で ある 
が , 日 を 経る に 従い 尿 は 軟化 , 少量 と な り , 尿 も 長 日 月 

の 間 に 蒸 発し 去る 量 が 相当 多く , 大 宮 町 天沼 部 落 並 に 入 
間 郡 古谷 村 の 民家 に 築造 せる 多数 の 改良 便所 の 小 取 槽 え 
溢 出 する 迄 の 日 数 よぶ り 逆 算 し , 1 日 1 人 約 0.8 て 0.5 立 
な る 事 を 知 つ た 。 

(Y ) 改良 便所 の 形 と 容積 

糞尿 混合 物 は 日 を 経る に 従い , 容積 乏 小 , 軟化 し , 最 
後に 液化 する も る の で ある 。 完全 腐 部 せ る も の は 比重 約 
1.012 1.080 の 間 に あ り , pH8<9, 其 色 は 青 味 が 

か り , 種子 油 の 如く な る (どろ どろ せる 汁粉 状 の も の は 
不 完全 腐 熟 ) 。 従 つ て 第 1 槽 の 上 界面 は 第 2 槽 より 知 か 
に 高く , 50 糧 位 の 差 が な いと 便器 に 触れ る に 至る 。A 型 
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が 失敗 し た の は 此 の 逆 で ある 。 

次 に 大 切な 事 は 第 1 槽 で 完全 に 腐 熱 し , 其 の 下層 が 液 
化し て 居る 事 で ある 。 然 ら ざれ ば ぱ ば, 第 2, 第 8 槽 え の 流 
動 が 円 滑 を 欠き , や が て 故障 の 碁 と な る 

第 2, 第 3 槽 は 完全 に 軟化 せる も の が 流入 し て 行く だ 
け で ある か ら 大 さき は 工事 の 都合 , 農家 の 貯溜 必要 量 に ょ 
り 決定 し て 宜しい 。 

以上 の 諸点 より 第 1 槽 は 出来 る だ け 大 き く 。 第 2 槽 ょ 
り 高 き 事 が 必要 で ある 。 具体 的 に 言え ば 10 人 家族 の 農家 
と し て は 250-300 日 貯溜 を 基準 と すれ ば 1,250 1,500 
立 の 容積 を 有する 第 1 槽 が 必要 と な る 。 附図 T の 第 1 醒 
は 約 1,500 立 , 縦横 1 米 , 深 さ 1.5 米 と すれ ば 約 1,800 
立 の 容積 を 有する が 夏 に 此 の 寸法 で も 充分 で ある 。 

側壁 , 被 蓋 , 中 隔 の 厚 さ は 10 糧 , 充分 に 防水 モル タル 
を 塗り て 漏水 を 絶対 に 防ぐ 様 に すべ き で ある 。 
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附図 1 改良 便所 (10 人 家族 ) 

(W) 使用 上 の 諸 注意 

pi 計る 本 
完全 な ら ば 其 の 水 を 滋 棄て る 事 。 次 に 攻 又 は 薬 製品 を 絶 
対 投 入 を ざる 事 。 水 を 入れ 往事 。 以 上 の 点 が 最も 大切 
な 点 で ある る O 2 

(MI) 改良 便所 の 効果 

改良 便所 設置 に より 新 感染 が な く と も 虫 の 寿命 が ある 
か ら 早 急 に は 絶滅 し な い 。 顕 虫 は 比較 的 速 に 寄生 率 が 下 
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る が , 釣 虫 で は 4 て 5 年 は 絶滅 し な い 。 集団 駆 貝 と 相 ま 
つて 初め て 速 か な る 効果 が 期待 出来 る 。 


( 間 ) (東邦 大 学 ) 森島 保 一郎 
尿 尿 が 腐 熱 後 は 普通 の 水 に 放流 し て 可 な りや 
( 答 ) (神奈 川 衛 研 ) 児 玉 威 


尿 尿 の 量 的 処 急 の 場合 に は 常に 次 の 3 点 を 考え な けれ 
ば な ら な い 。 即ち (1) 伝染 病 , 寄生 和 虫 病 の 伝播 (2) 
産業 に 対す る 影響 (3) 陣 境 汚染 で ある 。 厚生 省 式 3 模 
便所 の 第 8 槽 液 を 考え て みる と , (1 ) は 大 体 満足 で き 
る が , (32 ) の 点 で は 窒素 過剰 に ょ る 農作物 の 被害 , 高 
い B OD に よる 人 魚 躍 類 の 死滅 等 が 推測 され , (3) の 点 
で は 悪臭 の 発生 , 井 水 や 河川 水 の 汚濁 が 考え られ る 。 現 
在 下水 溝 や 河 海 に 放流 の 許さ れ て いる の は 殿 尿 浄化 槽 の 
放流 水 と 尿 尿 の 消化 槽 処理 後 の 放 流水 で ある が , と れ に 
ゃ 基準 が ある 。 厚生 省 式 改良 便所 第 3 槽 液 を 家庭 排水 や 
風呂 水 で 稀釈 し て 地下 た 瀧 江 処 理 ご で きる か どう か は , 地 
質 が 適当 で 井 水 や 河川 水 の 汚濁 の お それ の な いと と ろ で 
は 可能 性 が な いと と ぁ も な い が , わが 国 で は まだ 実際 的 経 
験 が な い の で 不安 で ある 。 

( 問 ) (日 本 寄生 虫 病 研究 所 ) 浅 田 順 

本 学会 の 特別 講演 と し て 公衆 衛生 より 見 た る 釣 虫 問題 
に つき 柳沢 教授 の 有益 な る 御 報告 を 承り , 又 只今 寄生 忠 
予防 対策 上 重要 な る 懸案 で ある 殿 尿 の 処理 問題 に つき 各 
担当 者 の 方 々 が 多年 に 理 り 研究 され た 貴重 な る 御 意見 を 
開き , 吾 々 誠に 得る と と ろ 多大 で あつ た 事 に 対し 敬意 を 
表し ます 。 就き まし て は 私 の 感想 と し て 一 言 申 上 げた い 
事 は , か ゝ る 重要 な 寄生 虫 予防 の 実際 問題 を 診 議 せら 

ゝ と の 様 な 機会 に は 厚生 省 , 文部 省 , 農林 省 の 関係 ある 
人 3 かい 直結 せ し め る 大 切な 事柄 で あり ます 

ら , 次 期 の 学会 等 で と の 様 な 問題 が 取り 上 げ ら れる 場 
合 は 政府 関係 者 の 企画 され る 事 を 望ん で 止み ませ ん 。 会 
員 各 位 も 御 同感 と 存じ ます 。 こ と 点 具 申 致 し ます 。 

( 加 ) 浅田 博士 の 発言 に 追加 

(京都 大 学 ) 三 浦 運 一 

唯 今 の 浅田 博士 の 提案 に 関連 し て , 尚 一 つの 提案 を い 


を と) か 
ン た と い 。 


現在 わが 国 の 尿 尿 処理 を 規制 し て いる 唯一 の 法令 は 昭 
和 29 年 に で きた 「 清 掃法 」 で ある 。 と の 法律 の 主眼 点 は 
都市 の 地域 中 , 市 街 形 態 を な し て いる 地域 を 特別 清掃 地 
域 と し て , と の 地域 内 の 尿 尿 や 塵 草 は 都市 が 責 伴 を も つ 
て 甚 し く 環境 を 汚染 せ ぬ よう 処分 する (衛生 的 処理 で は 
な い ) と と を 規定 し た も の で ある が , 都市 か ら 農村 え 選 
元 する 殿 尿 は 従来 の まま 何等 の 制限 ぉ 加え ず , 都市 は 殺 


0 が 
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菌 殺 卵 等 を 行う 責任 は 全く 無い 。 また 都市 及び 其他 の 季 


節 的 清掃 地域 を 除く 全国 の 町 村 の 殿 尿 に つい て も と の 法 
信 は 全く ノー タツ チ で ある 
た ぶ ゞ 此 法 合 で 果 尿 の 衛生 処理 を 規定 し て いる の は , 僅 
か に 都市 の 特別 清掃 地域 内 に ある 田畑 に 対し , 殿 尿 を 肥 
料 と し て 用 いる 際 に は , 貯溜 法 , 消化 槽 友 浄 化 槽 , 殿 尿 
分 離 法 , 温熱 処理 法 , 堆肥 法 等 の 方 法 に よ つ て 殺菌 殺 卵 
の 上 使用 せわ ね ば な ら ぬ 。 都市 は と の 為 の 設備 を せわ ね ば な 
ら ぬ 。 と 規定 し て いる の みみ で ある が , と の 規定 すら 全国 
何れ の 都市 で も 殆 ん ど 守 られ て いな い 。 之 は 守ら な く て 
ぁ 府 県 当局 か ら ぁ 何処 か ら も 叱 ら れる 事 な ど 全く な い の 
で , 余計 な 金 の か ゝ る 事 は 止め て お と うと 。 何れ の 都市 
も 頓 か むり で すま し て いる 。 和 恐らく 私 の 述べ た 大 阪 市 井 
高野 町 の 温熱 処理 槽 が 全国 で この 処理 施設 の 唯一 の も の 
で あろ う 。 
要する に , 元 の 汚物 掃除 法 を 改正 し て 清掃 法 が で きた 
事 は 確か に 一 進歩 ご で は ある が , と の 清掃 法 も 寄生 躍 病 予 
Mr な いと 云 つ て よい 。 
は 此 際 , 日 本 寄生 虫 学 会 が 厚生 省 当局 に 対し 此 点 を 強 
本 都市 の 応急 的 尿 尿 処分 を 主眼 と し た 清掃 法 に 満足 
せ ず , 寄生 虫 病 子 防 の 根本 対策 と し て の 殿 尿 処理 方 策 を 
全国 的 に 確立 する よう 強力 に 申入れ を な され た いと と を 
要望 する 


シン ボ ポジ ウ ュ 討論 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
3 。 章 


厚生 省 式 改良 便所 は その 指示 の 通り に 厳重 に 使用 する 
な ら ば ぱ ば, 殺 卵 効力 を 充分 発揮 する と と は 疑わ な い が , 実 際 
問題 と し て 農村 で は これ を 指示 通り 使用 し 得 な い 事 情 が 
あつ て 無効 こし て いる と と が 少な く な い 。 即ち 肥料 を 多 
く 〈 要する 時 期 に 於 て は 終末 槽 の 量 だ け で は 足り な いし , 
れ に 滴る の を 待つ と と が 出来 な い の で , 水 を 入れ た 
第 1 槽 , 第 2 槽 か ら 波 み 出 1 る の が 見 られ る 。 
ょ うに 農村 肥料 の 需給 関係 か ら 改良 便所 が 有効 と 使 
れ な い の は , 実情 と し て 無理 の な い 点 が ある 。 先程 
か ら 改 良 便所 設置 に 依り 農村 の 寄生 虫 が 減少 し た と 云う 
お 話 が あつ た が , その 辺 の 関係 が 果して うま < 行っ て い 
る の で し よう か 。 或 は 別に 共同 の 貯溜 槽 で も 設け て 補 つ 
て いる の で し よう か 。 と も か く 肥 料 の 電 給 関係 を 考慮 し 
な い 限 り , 農村 の 改良 便所 の み に 依 存 し て 寄生 東予 防 を 
行う フー こと ( こ は 和 無理 が あ る o 


駐 そ 
り , 
と の 
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( 加 ) 厚生 省 式 改良 便所 に つい て (森下 教授 発言 の 追 
加 ) (京都 大 学 ) 三 浦 運 一 
唯 今 の 森下 教授 の 御 意見 に 全く 養成 で ある 。 昭和 25 年 
に 大 阪 府 寄生 虫 病 予防 対策 委員 会 (委員 長 森下 共 氏 ) 
で 改良 便所 の 問題 を と り 上 げ , 委員 の 小林 央 治 郎 氏 , 細 
川 務 治 氏 並 に 私 な ど が 協同 し て 大 阪 府 下 の 改良 便所 設置 
村 4 箇 村 を 調査 し , 私 は 特に 南河内 郡 千 早 村 の 調査 を 担 
当 し て , 約 100 戸 の 3 槽 式 改良 便所 を 調べ た 。 
その 結果 に よる と , 構造 と 使用 法 の 良い 少数 の 改良 便 
EE 第 3 槽 か ら 殆 ん ど 顕 虫 の 生 卵 を 発見 し な か つた 
*。 大 多数 の も の は 第 3 槽 より 多数 の 生 卵 を 発見 し , 改 
- wwamc 導 TWA 本 Reyfemno 人 ha 
不良 の も の も ある が , 使用 方 法 の 不良 に よる も の が 大 部 
分 を 占め , その 根本 原因 は 改良 便所 新設 時 に , 尿 尿 が 第 3 
槽 に 出 て くる まで の 肥料 対策 が 不 充 分 で あつ た 事 に よる 
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も の が 多 か つ た 。 即ち 新設 当時 尿 尿 が 腐 熱 消化 し て 第 3 
槽 に 出 て 来る 迄 の 期間 が 長く , 之 を 待ち 得 ず し て 第 1 構 

ょ り 流 硝 り , 或 は 用 便 口 か ら 多量 の 水 を 入 し て , 未 熱 
の 殿 尿 を 第 8 槽 に 押し 流し て 使う 習慣 が 最初 か ら つ いて 
し まつ て いる の で ある 。 之 は 府県 の 当局 者 が 建設 の 当 
時 , 便所 の 建設 の み を 指導 し , 第 3 醒 に 溜 る 迄 の 肥料 対 
策 を 考え て や ら な か つた 事 に 重大 原因 が ある 事 を 痛感 し 


テー 
7 この 


吾 の 調査 に よる と , 松崎 教授 の 云わ れる 如く , 第 1 
槽 の 大 きい 程 殺 卵 効果 は 良好 で あつ た が , 余り に 大 き 過 
ぎる と 不正 使用 の 危険 が 増加 する か ら , 第 1 槽 は 100 一 
150 日 貯溜 の 大 き さ で よく , 200 日 以上 の 貯溜 は 考え 物 
で ある と 思わ れ た 。 之 に 反し 第 3 槽 の 小さ いも の は 不可 
で , 500 立 或 は それ 以上 の 大 きい も の が 安全 で ある と 思 


われ た 。 
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鹿児島 市 山下 町 鹿児島 県 立 大 学 医学 部 附属 病院 第 一 内 科 
熊本 県 球磨 郡 球磨 村 

福岡 市 密 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

名 古屋 市 中 区 春日 町 19 

机 幌 市 北 12 西 5 丁目 北海 道 大 学 医学 部 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
群馬 県 高崎 市 北 通 町 24 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
大 阪 府 環 市 宿院 町 東 1 の 29 

鹿児島 市 鹿児島 大 学 農学 部 

長崎 県 諫早 市 長崎 大 学 風土 病 研究 所 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 新宿 区 大 久保 百人 町 資源 科学 研究 所 動物 学部 


東京 都 文京 区 本 郷 1 の 1 順天堂 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
群馬 県 前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
豊中 市 邊 ヶ 池 大 阪 大 学 医学 部 薬学 科 


第 一 薬品 工業 株 式 会 社 試験 室 富山 市 下 奥 井 1 
日 本 製薬 株 式 会 社 大阪 市 東 局 区 内 道修 町 8 の 25 


幸 枝 広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 


郎 


大 阪 府 南河内 郡 河南 町 弘 川 


( 149 ) 


(昭和 32 年 4 月 30 日 現在 ) 





























EE の 
1 生計 
O 江 良 栄 一 
遠 藤 忠 衛 
後 藤 寿 作 
後 藤 千 代 
岐阜 県 立 大 学 医学 部 
析 ん 藤 高 春 
群馬 県 学校 保健 会 
HH の 部 
浜 田 義 雄 
潤 末 世 ニニ 
原 田 女 雄 
原 田 義 道 
原 田 隆 
原 散 人造 
原 光 
原 ー -: 間 
O 原 軍 記 
春 田 才 正 
長谷 川 恩 
長 谷川 信 治 
南風原 助 素 
羽 田 野 邦 和 
島 田 吉 郎 
林 田 正 典 
林 直 敬 
林 滋 生 
〇 林 短 行 
23 全 7 < 
半 沢 久 次 郎 
東 選 弘 
衛 田 憲 夫 郎 
樋 渡 吉 治 
平 野 多 開 
O 平 野 医 院 
C 平 川 光 昭 
人 、 明 
O 平 岡 輝 明 
日 野 真 申 
弘前 大 学 医学 
OH ' 野 和 徳 
北 条 昌 中 
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岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 臨床 部 
新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 病院 内 

名 古屋 市 中 村 区 ニッ 橋 町 4 の 4 公衆 保健 協会 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 整 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
岐阜 県 岐阜 市 岐阜 局 区 内 北野 町 1 

大 阪 府 三島 郡 島本 町 東大 寺 

群馬 県 前 橋 市 群馬 県 庁 教育 委員 会 事務 局内 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 7 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 科大 学 病理 学 教室 

横浜 市 南 区 中 村 町 3 の 185 神奈 川 県 衛生 研究 所 

鳥取 県 米子 市 西町 386 の 1 鳥取 大 学 医学 部 第 2 内 科学 教室 
兵庫 県 出石 郡 出石 町 材木 46 会 立 豊岡 病院 出石 分 院 
群馬 県 前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
千葉 県 習志野 市 藤崎 順天堂 大 学生 物 学 教室 

東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 一 内 科 
山口 県 徳山 市 浦 石 2181 徳山 中 央 病院 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

札幌 市 北 三条 西 6 丁目 道 立 衛生 研究 所 

神戸 市 諾 区 畑 原 町 通 3 の 22 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 7 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
新潟 県 新発田 市 寺町 畠田 病院 

熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 

東京 都 港 区 芝 愛 容 町 2 の 105 東京 慈恵 会 医科 大 学内 科 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 研 究 部 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 貝 病 学 教室 

東京 都 板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 比企 内 科 教室 
東京 都 世田谷 区 玉川 等 々 力 町 8 の 16 

吉 市 大 仙 町 浪速 大 学 農学 部 

久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 病理 学 教室 
鹿児島 市 西田 町 154 

新 更 県 直江 津 市 安国 寺 区 直江 津 保健 所 
山梨 県 甲府 市 敷島 町 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 寄生 虫 室 22 号 
福岡 市 寂 和 販 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
香川 県 三豊 郡 桁 田村 


部 柄 外 科 教 室 弘前 市 本 町 53 


東京 都 大 田 区 田園 調布 3 の 149 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
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東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学内 科 

山形 県 酒田 市 下 中 町 57 

東京 都 千 代田 区 神田 錦町 1 の 6 日 本 基督 教団 診療 所 
金沢 市 仙台 町 金沢 大 学 理学 部 生物 学 教室 

鹿児島 市 際 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

東京 都 武 蔵 野市 境 170 日 本 獣医 畜産 大 学 寄生 虫 学 教室 
東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 都 寄生 虫 病 診療 所 

東京 都 港 区 芝 海 岸 通り 6 東京 水産 大 学 増殖 学科 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 

福岡 市 世 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

福岡 市 馬 出 御所 の 内 町 630 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 室 
徳島 県 蔵 木町 徳島 大 学 医学 部 公 衆 衛生 学 教室 
横浜 市 金沢 区 六浦 横浜 市 立 大 学 

福岡 市 塩原 町 226 福岡 学芸 大 学生 物 学 教室 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
大 阪 市 住吉 区 中 加賀 屋 町 南大 阪 病院 

鹿児島 市 際 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 

大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 

大 阪 市 阿倍 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学 学部 
大 阪 市 東住吉 区 西 鷹 合 町 3 丁目 住宅 協会 アパ ー ト 318 号 
兵庫 県 芦屋 市 東 芦屋 132 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
山形 県 酒田 市 酒田 病院 

京都 市 下京 区 西 七条 上 る 比 輸 田 Y4 藤沢 薬品 工業 株 式 会 社 京都 研究 所 
横浜 市 戸塚 区 原宿 町 252 国立 横浜 病院 内 科 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

東京 都 千代 田 区 飯田 町 3 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 科 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
仙台 市 北 6 番 町 東北 大 学 農学 部 畜産 微生物 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 軸 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 県 立 大 学 医学 部 附属 病院 第 一 内 科 
京都 市 左京 区 近衛 通 京都 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

山口 市 山口 県 衛生 部 

東京 都 新宿 区 百人 町 2 の 90 

Department of Zoology National Taiwan University. Taipeh, Formosa China 
兵庫 県 豊岡 市 立野 公立 豊岡 病院 

東京 都 渋谷 区 宇田 川町 51 


鹿児島 市 山下 町 鹿児島 県 立 大 学 医学 部 第 2 内 科 
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韻 SS 剛 山 県 津山 市 占 下 101 井戸 病院 内 
〇 伊吹 正 化学 工業 株 式 会 社 滋賀 県 愛知 川町 愛知 川 

五 十 履 和 子 千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

出 射 三 郎 大 阪 市 東住吉 区 田辺 東 之 町 7 の 29 
山梨 県 甲府 市 山梨 県 庁 衛生 部 予防 課 

福岡 県 若松 市 天 町 市 立 若松 病院 内 科 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 聞 大 学 医 学部 寄生 躍 学 教室 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 長崎 大 学 風土 病 研究 所 病理 部 
東京 都 北 区 西ヶ原 3 の 1 農業 技術 研究 所 経営 土地 利用 部 生活 環境 研究 室 
奈良 県 高 市 都 届 傍 町 奈良 県 立 医科 大 学 小児 科 
大 阪 市 天王 寺 区 東山 町 22 大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
岐阜 市 岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 貝 学 教室 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 昌 原 虫 学部 
広島 物 療 専門 学校 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 息 学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 

東京 都 世 田谷 ケ 区 上 馬 町 1 の 528 
静岡 県 田方 郡 函 南村 柏谷 62 
東京 都 杉並 区 西 萩 宗 2 の 143 
新潟 市 旭 町 1 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 

剛 山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 病理 学 教室 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 7 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 貝原 了 虫 学部 
東京 都 北 多摩 郡 小 金井 町 東京 学芸 大 学 小金 井 分 校 
宮崎 県 宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農学 部 獣医 学科 
東京 都 練馬 区 南町 1 の 3826 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
大 阪東 局 区 内 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病院 外科 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 平 森 内科 教室 
東京 都 文 京 区 向 ケ 岡 浦 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 病理 学 教室 
静岡 県 浜松 市 中 ノ 町 1217 

山口 県 下関 市 長 府 町 山口 大 学 農学 部 家畜 病理 学 教室 
川崎 市 市 役所 衛生 課 
米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 図書 館 気付 
東京 都 北 多 診 郡 小平 打 農林 省 家 畜 衛 生 試験 場 小平 分 場 
岐阜 県 養老 郡 養 v 老 町 高田 945 の 4 

神奈 川 県 川 崎 市 木 月 法政 大 学 教 状 学 部 生物 学研 究 室 

東京 都 港 区 麻布 我 善 坊 20 
東京 都 北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家畜 衛生 試験 場 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
福岡 市 密 粗 1276 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

横浜 市 鶴見 区 生麦 町 487 
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石 井 淳 福山 市 府中 町 1 
石川 道 雄 名 古屋 市 西区 浄心 町 2 の 11 
石 川 秦 平 名 古屋 市 中 村 区 笹島 町 名 古屋 鉄道 管理 局 衛 生 試験 室 
〇 石川 県 山代 保健 所 石川 県 江 沼 郡山 代 町 
石 崎 達 東京 都 品 川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 由 部 
石 塚 ) 大 阪 府 枚方 市 楠葉 1048 棒 葉 診療 所 
部 福岡 県 大 牟田 市 不知 炎 町 3 の 4 大 誤 田 市 立 病院 小児 科 
紳 熊本 県 人 吉 市 南 泉 田町 5 人 吉保 健 所 
武蔵 野市 境 170 日 本 獣医 畜産 大 学 病理 学 教室 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
千葉 市 神明 町 千葉 県 衛生 研究 所 
神奈 川 県 相模 原市 潮 野 辺 麻布 獣医 科大 学生 物 学 教室 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 太子 堂 町 842 
大 阪 府 堺 市 大 仙 町 浪速 大 字 農 学部 獣医 学科 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
長崎 県 諫早 市 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
東京 都 新宿 区 新 小 川町 3 の 20 欧 川 鞍 
久留 米 市 久留 米 大 学 医学 部 寄生 貝 病 学 教室 
東京 都 北 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経営 土地 利用 部 生活 蘭 境 研究 室 
静岡 市 大 岩 町 3 丁目. 静岡 大 学 教育 学部 保健 学 教室 
鳥取 県 米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 附属 病院 第 二 内 科 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
新 玲 市 旭 町 1 新潟 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 
長野 県 下 伊 郡 郡 千 代 村 
北海 道 帯 広 局 区 内 帯広 畜産 大 学 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 衛生 学 教室 
札幌 市 南 八 条 西 15 丁 目 
東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 2338 
震 手 県 花泉 町 県 立花 泉 病院 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 部 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
愛知 県 知多 郡 横須賀 町 
奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 第 一 内 科 
山口 県 小郡 町 明治 東 区 
大 阪 市 東成 区 大 今 ノ 里 北 之 町 4 丁目 145 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
広島 市 天満 町 178 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 一 病院 内 科 
宮崎 市 清水 町 65 宮崎 県 衛生 研究 所 
長野 県 下高井 郡中 野 町 北信 病院 
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長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 研 究 所 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学内 科学 教室 
京都 府 福知山 市 私 市 

佐賀 県 藤津 郡 嬉 野 町 国立 嬉野 病院 内 科 
鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 大 学 附属 病院 第 2 内 科 

東京 都 目黒 区 下 目黒 3 の 541 亀谷 医院 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 事 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
山口 県 宇部 市 山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 字 高 槻 1.863 

鹿児島 県 薩 訂 郡 宮野 城 保健 所 

久留 米 市 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

広島 県 府中 市 府中 町 60 の 3 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 聞 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 江東 区 深川 藤倉 電線 診療 所 

溢 城 県 勝田 市 日 立 製作 所 日 立 病院 水戸 分 院内 科 
東京 都 文 京 区 湯島 東京 医科 歯科 大 学 医 動物 学 教室 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
佐賀 県 鳥栖 市 鳥栖 保健 所 日 本 住 血 研究 室 
浜松 市 葵 町 34 本 田 技術 工業 氏 表 浜松 診療 所 
長崎 県 諫早 市 長崎 大 学 風土 病 研究 所 

大 阪 市 北 区 堂島 西 7 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 貝原 取 学 部 
滋賀 県 坂田 郡山 東町 近江 長岡 診療 所 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

新潟 市 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 

名 古屋 市 中 村 区 ニッ 橋 町 4 の 4 日 本 寄生 虫 予防 会 支部 
大 阪 市 北 区 常安 町 82 の 3 大 阪 大 学 歯学 部 保存 口腔 治療 学 教室 
名 古屋 市 中 区 桜町 3 の 8 愛知 県 農林 会 館 4 階 

東京 都 大 田 区 雪 ヶ 谷町 396 

東京 都 大 田 区 仲之 郷 8 の 14 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 事 大 学 医学 部 寄生 和 虫 学 教室 
愛知 県 春日 井 保健 所 

長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 第 一 病理 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
東京 都 港 区 麻布 宮村 町 69 都立 城南 高校 生物 教室 
千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 赤木 内 科 

千葉 県 館山 市 北条 1708 川名 医院 

千葉 県 館山 市 北条 1708 川名 医院 

田川 市 大 字 伊田 2745 三井 田川 病院 

長崎 県 長崎 市 大 橋 町 200 長崎 大 学 学芸 学部 保健 科 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 貝 病 研究 所 
群馬 県 前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
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松山 市 朝美 町 松山 精神 病院 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 枯 外 科 教 室 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

横須賀 市 久里 浜 自衛 隊 衛 生 学校 

岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 和 虫 学 教室 
岡山 県 都 密 郡 早島 町 

大 津 市 橋本 町 大 津 市 役所 衛生 課 
山形 県 北村 山 郡 東根 町 東根 赤十字 病院 内 科 
宮崎 市 船 家 町 宮崎 大 学 農学 部 水産 学科 
福岡 市 西 中 洲 西町 885 

岡山 市 津島 岡山 大 学 農学 部 官舎 

東京 都 練馬 区 小竹 町 2852 

山形 県 酒田 市 本 町 5 の 23 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
三重 県 度 会 郡 大 宮 町 野原 

鹿児島 市 鴨池 町 51 鹿児島 県 立 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 第 1 病理 (寄生 躍 部 ) 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 臨床 研究 部 
東京 都 北 区 志茂 町 3 の 1670 日 本 化 薬 到 表 王子 製薬 工場 
長崎 市 坂本 町 98 長崎 大 学 医学 部 皮膚 科 教 室 

犬 阪 市 福島 区 大 阪 大 学 附属 病院 第 二 内 科 

福岡 市 堅 九州 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

大 阪 府 豊中 市 桜塚 本 通 3 の 38 

松山 市 樽 味 町 愛媛 大 学 農学 部 

東京 都 新 宿 区 信濃 町 慶応 義 東大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 

北海 道 加川 市 北門 町 9・ 北 海道 学 芸大 学 旭 川 分 校生 物 学 教室 
岐阜 市 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 

東京 都 文 京 区 本 富士 町 1 番地 東京 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 


福井 県 衛生 研究 所 、 
神奈 川 県 横浜 市 南 区 中 村 町 8$ の 185 神奈 川 県 衛生 研究 所 


福岡 市 濁 州 町 88. 古賀 胃腸 病院 
宮崎 市 広島 通り 3 の 15 医療 法人 同心 会 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 事 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
宮崎 市 権現 町 三 葉 墓 

高知 市 朝倉 高知 大 学 教育 学部 

山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 公 衆 術 生 学 教室 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
長野 県 小 県 郡 長門 町 古町 病院 産婦 人 科 
川崎 市 溝ノ口 357 高津 保健 所 


( 155 ) 










[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 3・4 号 




























久 保 道 雄 東京 都 北 多摩 郡 府中 町 都立 農業 高等 学校 
久 保 田 一 彦 島根 県 浜田 市 朝日 町 97 
間 江 男 熊本 県 荒尾 市 大 島 52 
古 山幸 男 兵庫 県 豊岡 市 新屋 敷 兵庫 県 立 豊岡 保健 所 


山 力 東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
小 竹 恵 美 子 東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 一 医科 内 科 
小 机 弘 之 東京 都 港 区 芝 愛 町 東京 聞 恵 会 医科 大 学 衛生 学 教室 

近 藤 末 男 東京 都 北 多摩 郡 府中 町 東京 農工 大 学 衛生 学 教室 

〇 近 藤 武男 愛知 県 北設楽 郡 東栄 町 三 輸 

近藤 化学 工業 株 式 会 社 福岡 市 下 州 崎 町 57 


工 藤 泰 介 岡山 県 勝山 局 区 内 勝山 保健 所 

態 沢 俊 彦 広島 市 西新 町 91 広島 県 衛生 部 予防 課 

態 田 三 由 東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
〇 熊 谷 睦 長野 県 下伊那 郡 大 下 条 村 御供 

久 米 清 治 東京 都 北 多摩 郡 府中 町 東京 農工 大 学 農学 部 獣医 学 教室 て 
国 井 喜 章 千葉 県 海上 郡 海 上 町 江 ケ 崎 114 関東 東山 農 試 線 虫 分 場 

〇 国 枝 篤 郎 岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 息 学 教室 


〇 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 久留米 市 
栗 林 海 男 大 阪 府 高槻 市 草川 34 日 本 専売 公社 診療 所 
赴 田 道義 東京 都 杉並 区 和泉 町 118 填 田 医院 


胡 川 店 東京 都 千 代田 区 神田 鎌倉 町 8 中 央 診療 所 
栗 本 安 基 東京 都 港 区 芝 赤 羽 町 8 専売 会 社 東京 病院 
楠 正 知 大阪 府 南河内 郡 千早 赤坂 村 東 阪 888 


久 津 見 晴 彦 東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
茶 原 明 長野 県 飯山 市 太田 
九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 福岡 市 堅 柏 


MM の 部 
前 川 康 治 宮城 県 白石 市 桜 小 牙 公立 刈田 病院 内 科 
横 殿 順 広島 県 侍 獲 構 町 84 
禁 哲 夫 弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 外科 学 教室 
真 島 啓 治 鳥取 市 上 段 111 
牧 野 正 兵庫 県 竜 野市 保 町 西 構 
丸 田 喜 . 造 横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 躍 学 教室 
正 垣 幸 男 京都 市 上 京 区 紫野 南部 若草 町 9 
増 田 正 典 京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 附属 病院 胃腸 科 
増 田 陸 郎 兵庫 県 加東 郡 社 町 社保 健 所 
村 屋 富 一 鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科学 教室 
町 田 喜 一 千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 人 衆 衛生 学 教室 
松 林 愉 吉 東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 事 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
区 田 鎮 : 雄 広島 市 深 町 1825 
松 川 弁 一 郎 新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 病院 2 
松 本 人 往 雄 岡山 県 邑久 郡 裳 掛 村 虫 明 6253 国立 療養 所 邑久 光明 園 
松 元 陽 郎 東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 事 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
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前 橋 市 岩神 町 905 群馬 大 学 医学 部 小児 科 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 由 病 学 教室 
大 阪 市 東 区 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病院 研究 科 
山鹿 市 桜町 亀井 様 方 

滋賀 県 高島 郡 朽木 村 字 市 場 

横浜 市 南 区 浦舟 町 2 の 32 横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
和歌 山 衛生 研究 所 

久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
大 分 県 日 出 保健 所 

盛岡 市 内 丸 岩手 医科 大 学 第 三 内 科 教室 

東京 都 世 田 ヶ 谷 区 鳥山 町 883 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 
東京 都 衝 王子 市 散 田 417 

鳥取 市 鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 

愛知 県 西春 日 井 郡 新川 町 大 字 須 ケロ 19 
秋田 市 上 中 城 町 秋田 県 立 中 央 病院 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 貝 研究 部 
福岡 市 今泉 町 2 の 10 山口 方 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科学 教室 

福岡 県 田川 市 東 区 伊田 三井 田川 鉱業 所 病院 
弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 

金沢 市 金沢 大 学 薬学 部 薬物 学 教室 

大 阪 市 東 区 今 椅 3 の 1 

京都 市 京都 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

東京 都 大 田 区 田園 調布 1 の 3 の 10 

徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 内 科学 教室 

東京 都 世 田 ヶ 谷 区 玉川 奥沢 町 1 の 430 
仙台 市 北 材木 町 177 

函館 市 春日 町 の 1 

西宮 市 圭 町 108 

大 阪 市 西区 南 堀 江 通 1 の 40 

千葉 市 作 草 部 町 482 国立 千葉 病院 内 科 
福岡 市 寂 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
鹿児島 市 際 池 町 610 

千葉 市 矢作 町 785 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
大 阪 市 西区 阿波 堀 通 4 の 20 ガラ シア 病院 

静岡 市 静岡 県 衛生 研究 所 

北海 道 札幌 市 北海 道 大 学 農学 部 

鳥取 県 米子 市 西町 86 の 1 鳥取 大 学 医学 部 第 2 内 科 
京都 市 中 京 区 王 王 下溝 町 38 の 2 日 本 新薬 株 式 会 社 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 了 昌 原 虫 学部 
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岐阜 市 司 町 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 貝 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 事 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
島根 県 那賀 郡 江東 村尾 浜 

福岡 市 荒戸 町 238 の 7 

愛媛 県 南宇和 郡 城辺 町 2560 愛媛 県 立 南 宇和 病院 


名 古屋 市 中 村 区 花 車 町 2 の 30 有限 会 社 衛生 科学 サー ビス セン ター 


神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 神戸 披 済 会 病院 内 

千葉 県 市 川 市 鬼 高 町 1283 

福岡 県 大 牟田 市 山 ノ 上 町 7 三井 病院 保健 課 
鳥取 県 米子 市 鳥取 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
高知 市 中 新町 2 の 48 北 街 診療 所 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 

山梨 県 吉田 局 区 内 明 見 町 

兵庫 県 豊岡 市 新屋 敷 兵庫 県 立 豊 岡 保健 所 
富山 市 下 奥 井 私 富山 化学 工業 株 式 会 社 
山口 県 宇部 市 小串 山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 1 の 6 台 糖 フラ ファイザー 株式 会 社 
中 華人 民 共 和 国 南京 中 国 医 学科 学院 南京 寄生 虫 病 研究 所 


米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 人 衆 衛生 学 教室 

大 阪 府 布施 市 基 屋 西 106 の 6 

福島 県 田村 郡 小 野 町 根本 医院 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 部 皮 民 科学 教室 
千葉 県 館山 市 保健 所 

横浜 市 磯子 区 棚田 町 2210 

東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 

東京 都 品川 区 北 品川 6 の 387 財団 法人 長尾 研究 所 

福岡 県 三 源 郡 木佐 木村 八丁 牟田 三 灘 診療 所 
千葉 市 作 草 部 町 482 国立 千葉 病院 内 科 

宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農学 部 

長崎 市 諫早 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 

前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

宮崎 県 串間 市 国民 保険 直営 診療 所 

徳島 市 蔵本 町 2 丁目 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 科 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 和 虫 原虫 学 部 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
富山 県 秦 波 市 三郎 丸 油田 診療 所 

新潟 県 直江 津 市 直江 津 保健 所 

東京 都 台東 区 上 野 東京 都 恩 賜 上 野 動物 園 獣 医 衛生 室 
岐阜 市 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 第 1 内 科学 教室 
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大 阪 市 阿倍 野 区 三 明 町 1 の 40 

大 阪 市 東住吉 区 平野 西脇 町 18 大 日 本 臓器 研究 所 

岐阜 県 郡上 郡 和 泉 村 診 療 所 

門司 市 竜 門 町 2 野 畑 彦 蔵 内 

千葉 県 衛生 民生 部 予防 課 

東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 一 内 科 

大 阪 市 北 区 中 之 島 8 の 3 朝日 新聞 大 阪本 社内 厚生 文化 事業 団 
熊本 市 京町 2 の 173 

大 阪 市 東 区 森町 南 一 丁目 大 阪 府 立 衛 生研 究 所 

東京 都 中 央 区 日 本 橋 卵 町 2 の 12 中 島 病院 

千葉 県 香取 郡 小 見 川町 南原 地 新 田 438 小見川 中 央 病院 
鳥取 市 古市 1 市 立 鳥取 市 民 病院 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
甲府 市 山梨 県 医学 研究 所 地方 病 科 

東京 都 称 島 八 丈 町 大 損 和 郷 

東京 都 港 区 赤坂 新町 1 の 10 


日 本 医大 第 一 病院 内 科 東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 
日 産 化学 工業 株 式 会 社 鏡 工場 熊本 県 衝 代 郡 鏡 町 字 郷 開 1159 
日 本 冷蔵 株 式 会 社 研究 所 東京 都 中 央 区 湊町 $ の 8 食品 研究 課 


千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

東京 都 衝 丈 島 八丈 町 三根 

静岡 市 北 安 東 町 74 

大 阪 市 東 区 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病院 研究 課 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
鹿児島 市 上 荒田 町 鹿児島 大 学 農学 部 

導 市 大 仙 町 浪速 大 学 農学 部 獣医 学科 

大 阪 市 西区 北 堀江 御池 通 2 の 26 

静岡 市 小黒 一 丁目 静岡 県 衛生 研究 所 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 加 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
横須賀 市 野比 国立 久里 浜 病院 


岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 病理 学 教室 

佐賀 県 東 松 浦 郡 相知 町 大 字 平 山上 

栃木 県 足利 市 通 1 の 2697 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 由 部 
福岡 市 密 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 由 学 教室 

久留 米 市 加 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 

大 阪 市 天王 寺 区 大 通 4 の 59 

久留 米 市 加 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 匠 動物 学 教室 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
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島 智 夫 
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前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

中 央 区 日 本 橋 室 町 4 の 2 日 本 新薬 内 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
静岡 県 駿東 郡 清水 村 国立 沼津 病院 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 医局 
広島 市 南 観音 町 3 丁目 県 人 舎 

千葉 県 船橋 市 前 原町 3 の 837 

東京 都 板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 比企 内 科 教 室 
東京 都 文 京 区 音羽 町 5 の 1 

兵庫 県 多紀 郡 篠山 町 兵庫 農 科 大 学 

愛媛 県 今治 市 常盤 町 3 丁目 今治 保健 所 

大 阪 府 大 阪 府立 大 学 農学 部 獣医 学科 

札幌 市 北海 道 大 学 獣医 学部 家畜 寄生 虫 病 学 教室 
東京 都 小谷 区 円 後 町 11 

福岡 市 西新 町 西南 学院 

佐賀 県 伊 万 野 立花 町 4040 の 2 

東京 都 北 多摩 郡 府 中 町 東京 農工 大 学 農学 部 


東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 靖 生 町 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 家畜 内 科学 教室 


東京 都 文 京 区 本 郷 本 富士 東京 大 学 医学 部 姉 沼 内 科 教 室 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
長野 県 下伊那 郡 富 草 村 

東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 赤木 内 科 

東京 都 渋 谷 区 青葉 通 町 22 文通 局 病院 
群馬 県 多野 郡 鬼 石町 町 立 鬼石 町 病院 
群馬 県 前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
福井 市 志 比 口 町 福井 県 衛生 研究 所 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院 微生物 学部 寄生 忠 室 
名 古屋 市 愛知 県 衛生 研究 所 

長崎 県 諫早 市 永昌 町 378 長崎 県 立 農業 試験 場 病 虫 部 
東京 都 文 京 区 湯島 東京 医科 歯科 大 学会 衆 衛生 学 教室 
東京 都 北 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経営 土地 利用 部 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 会 衆 衛生 学 教室 

広島 県 三原 市 木原 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 

大 阪 市 旭 区 大 宮西 之 町 8 の 57 

埼玉 県 態 ヶ 谷 市 石原 熊谷 保健 所 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 3 の 9 モン イ 会 館 富山 化学 工業 株 式 会 社 東京 放 部 


甲府 市 山梨 県 立 医学 研究 所 

東京 都 杉並 区 馬橋 1 の 30 

新潟 市 旭 町 通り 1 新潟 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 
福井 県 武生 市 東 元町 53 

旭川 市 宮下 通 6 丁目 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 人 第 6 巻 ・ 第 3・4 号 











更 由 時 交 甘 馬 叶 渓 革 と ミ 藻 | 


] 立 相模 原 病院 


| 高生 汗 記 是 表 滞 了 敗 性 座 と 二 半 於 凌 貴 后 型 座 遇 妹 洞 渓 


コロ 肌 避 届 召 有 召 避 肌 届 


入 
- 難 尾 剛 攻 還 っ 琴 氏 











横須賀 市 佐野 町 6 の 35 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 貝 病 研究 所 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 由 病 研究 所 
鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 大 学 医学 部 附属 病院 第 2 内 科 

大 阪 市 住吉 区 東 加賀 屋 町 1 の 60 南大 阪 病 院 

久留 米 市 旭 町 67 久留 米 大 学 医学 部 附属 病院 吉住 内 科 

東京 都 品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 学生 物 学 教室 

台湾 台北 市 国立 台湾 大 学 医学 院 寄生 和 虫 学 教室 

台 落 省 峰 東 県 潮州 鎮 台湾 省 閣 疾 研究 所 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原 息 学部 
広島 市 広島 大 学 動物 学 教室 

甲府 市 古 府中 町 830 国立 甲府 病院 

東京 都 世田谷 区 世田谷 1 の 1027 

埼玉 県 大 宮 市 埼玉 県 衛生 研究 所 生活 科学 部 第 2 科 






東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 逆 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
神奈 川 県 相模 原市 上 鶴間 

大 阪 市 東 区 法 円 坂町 6 国立 衛生 試験 所 大 阪 放 所 

堺 市 南 三国 丘 町 1 の 15 

東京 都 品川 区 平塚 6 の 1033 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 事 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
前 橋 市 鳥取 町 832 芳賀 診療 所 

東京 都 品 川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
福岡 県 田川 郡 三菱 方 城 病 院 

岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教室 

高知 県 須崎 市 浦 ノ 内 村 奥 浦西 分 1085 

高知 市 朝食 国立 高知 病院 内 科 

大 阪 市 住吉 区 粉 浜本 町 4 の 51 

仙台 市 舟 ] 3 番地 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 

東京 都 中 央 区 銀座 3 の 1 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
東京 都 品 川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 束 部 
三重 県 員弁 郡 東 藤原 村西 野尻 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 

山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 県 医学 研究 所 

青森 県 下北 郡田 名 部 町 公立 田名部 病院 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
東京 都 新宿 区 信 渡 町 慶応 義 表 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 研 究 部 
栃木 市 條 町 栃木 保健 所 
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奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 内 科学 教室 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

京都 市 南 区 吉祥 院 西 の 庄 門 口 町 日 本 新薬 表 氏 研究 所 
佐世保 市 白 南 風 町 27 千住 博 内 科 
鳥取 市 吉 方 町 鳥取 大 学 農学 部 獣医 学科 内 科学 教室 
佐賀 市 水 ヶ 江 町 根 小 路 16 志田 医院 

福岡 市 堅 向 九州 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
神奈 川 県 逗子 市 沼 間 1470 

兵庫 県 川辺 郡 西 谷村 

久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
千葉 県 市 原 郡 五井 町 5090 

久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 1 の 16 

沖縄 那覇 市 苦 球 政府 経済 局 畜 産 課 
福岡 県 小倉 市 北方 国立 小倉 病院 
山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 県 医学 研究 所 

徳島 県 名 西郡 神山 町 広野 50 の 5 

大 阪 府 淡 木 市 淡 木 1491 

武蔵 野市 吉祥 寺 2214 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
東京 都 江東 区 深川 枝川 1 の 6 

東京 都 江戸 川 区 小岩 町 4 の 1951 

高田 市 大 手 町 新潟 県 高田 保健 所 


と 学術 課 大 阪 市 東 区 道修 町 $ の 12 


中 華人 民 共 和 国 無 鈴 江藤 省 血 吸虫 病 防 治 研究 所 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 貝 研究 部 
福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
台 落 省 高雄 市 立 高雄 医学 院 
松本 市 旭 町 信州 大 学 医学 部 病理 学 教室 内 
奈川 県 足柄 下 郡 箱根 町 木 賀 948 橋本 方 
京都 市 南 区 唐橋 平 垣 町 88 国鉄 アバ パート 504 
京都 市 上 京 区 東堀 川 通 丸 太 町 上 ル 
千葉 県 香取 郡 小見川 町 小見川 中 央 病院 
京都 市 東山 区 三条 通 大 橋 東 8 の 33 
東京 都 品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 大 学 医 動物 学 教室 
山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 県 医学 研究 所 
名 古屋 市 中 区 楼 町 3 の 8 愛知 県 厚生 連名 古屋 診療 所 
静岡 県 沼津 市 錦町 671 
静岡 県 田方 郡 函南 村 仁 田 了 ‥ 南 病院 
東京 都 港 区 芝 愛 容 町 2 の 105 東京 慈恵 会 医科 大 学 衛 生 学 教室 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 微生物 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
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塩釜 市 山 ノ 寺 161 

静岡 県 賀茂 郡 下田 町 相 玉 548 

北海 道 芦 別 市 西 芦 別 町 三井 芦別 鉱業 所 病院 内 科 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
横浜 市 南 区 上 大 岡町 72 

台湾 省 寿 東 県 潮州 鎮 台湾 省 首 疾 研究 所 

東京 都 新宿 区 角 箸 8 の 214 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 邊 学 教室 


長野 県 下伊那 郡 素 牌 村 南 診療 所 

千葉 県 香取 郡 東 庄 町 笹川 5630 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 獣 疫 部 
東京 都 新宿 区 柳町 20 新井 方 

広島 市 西 引 堂 町 14 

大 阪 市 天王 寺 区 東上 町 22 大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 
東京 都 千代 田 区 神田 駿台 2 の 2 杏 雲 堂 病院 

前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 病院 

東京 都 品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 大 学 医 動物 学 教室 
豊中 市 息 ヶ 池 大 阪 大 学 医学 部 薬学 科 生 薬学 教室 

山口 県 宇部 市 東 区 東 見 初 東 見 初 病院 

栃木 県 大 田原 市 滝沢 355 

仙台 市 北 4 番 ] 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 

小倉 市 真鶴 町 74 九州 歯科 大 学 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 信 衆 衛生 院 衛生 微生物 学部 寄生 虫 室 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 臨床 研究 部 
仙台 市 北 4 丁 目 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 


東京 都 中 央 区 銀座 4 の 2 聖書 館内 

長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 第 一 病理 
豊中 市 和 ヶ 池 大 阪 大 学 薬学 科 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 胃腸 科学 教室 
岡山 市 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 

名 古屋 市 中 区 州 崎 町 36 公衆 保健 協会 中 部 日 本 寄生 息 予 防 協会 
長野 県 下伊那 郡 泰 阜 村 北 診療 所 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
福岡 市 刻 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

下関 市 後田 町 国立 下関 病院 

広島 市 段原 末広 町 218 広島 市 西 保健 所 予防 課 
茨城 県 水戸 市 茨城 県 庁 衛生 部 保健 予防 課 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 毅 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

大 阪 市 旭 区 大 宮 町 丁目 城北 市 民 病院 内 科 
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CO 寺 師 宗 夫 宮崎 県 宮崎 市 中 村 町 4 丁目 78 
東北 寄生 虫 研究 所 仙台 市 北 6 番 54 
田 村 三太郎 茨城 県 衛生 部 予防 課 









田 那 村 至 千葉 市 富士 見 町 118 
〇 O 玉 井 吉 郎 東京 都 世田谷 区 下馬 3 丁目 日 本 大 学 農 獣 医学 部 衛生 学 教室 
玉 井 太 郎 山形 県 東根 町 東根 赤十字 病院 
〇 O 玉 山 長 悦 岩手 県 北上 市 済生会 黒沢 尻 病院 
田 崎 光 東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 事 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
田 辺 浩 大阪 府 高槻 市 大 阪 医 科大 学 病理 学 教室 
田 辺 薫 広島 県 佐伯 郡 平 良 村 廿 日 市 町 廿日市 病院 
田 中 英 雄 大阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 


田辺 製薬 表 学術 部 守屋 尚 二 大阪 市 東 局 区 内 道修 町 8 丁目 

中 東京 都 文京 区 湯島 3 の 1 東京 医科 歯科 大 学 公衆 衛生 学 教室 
中 雅 埼玉 県 川口 市 本 町 4 の 218 川口 市 民 病 院 

中 愛媛 県 新居 浜 市 若水 町 505 健康 生活 協同 組合 診療 所 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
大 阪 府 高槻 市 古 曽部 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
熊本 市 城内 2 の 丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 貝 病 学 教室 
神戸 市 長田 区 蓮 宮 通 2 の 2 

京都 市 中 京 区 千本 松原 日 本 新薬 株 式 会 社 

世 田 ヶ 谷 区 下馬 3 丁目 日 本 大 学 農 獣 医学 部 獣医 学科 
千葉 市 支 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 

千葉 県 安房 郡 長 狭 町 松尾 寺 吉 尾 病院 内 
東京 都 新宿 区 信濃 町 . 慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 日 本 海員 披 済 会 神戸 病院 
郡 馬 県 高崎 市 下 豊岡 町 142 

東京 都 文 京 区 東京 大 学 農学 部 獣医 学科 家畜 内 科 教室 
大 阪 府 壮 市 大 仙 町 浪速 大 学 農学 部 獣医 学科 教室 
福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
寄生 貝 予防 協会 東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 

名 古屋 市 千種 区 覚王山 通 1 の 2 名 古屋 市 立 城東 病院 
愛知 県 一 宮 市 一 宮 保健 所 

米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

大 阪 市 大 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 科 教 室 
徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 科 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 農林 省 家畜 衛生 試験 場 寄生 虫 部 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 石川 内 科 
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大 阪 府 三島 郡山 田村 大 阪 市 立 約 済 院 附属 病院 
熊本 市 西 外 坪 井町 53 
東京 都 豊島 区 目白 町 2 の 1164 


松坂 市 京町 116 蔵本 内 科 診 療 所 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 

中 央 区 京橋 2 の 1 東京 寄生 貝 予防 協会 

岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

徳島 市 蔵 森町 徳島 大 学 医学 部 第 1 病理 学 教室 
茨城 県 行方 郡 潮来 村 潮来 保健 所 

東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 商 生 町 東京 大 学 農 学部 獣医 学科 病理 学 教室 
京都 市 右京 区 竜 安 寺 凌 の 下町 2 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


之 内 製薬 株 式 会 社 学術 課 東京 都 中 央 区 日 本 橋 小 舟町 


岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 

札幌 市 北海 道 大 学 獣医 学部 家畜 寄生 虫 病 学 教室 
山口 県 宇部 市 山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 
宮崎 県 串間 市 福島 町 市 立 病院 

千葉 県 東 葛飾 郡 南 行徳 町 相之川 1267 

川崎 市 登戸 病院 

東京 都 中 野 区 西町 6 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 聞 大 学 医 学部 寄生 虫 学 教室 
岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 和 虫 学 教室 

甲府 市 錦町 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

埼玉 県 所 沢 市 大 字 所 沢 576 

高槻 市 奈 佐原 943 大 阪 阿武 山 赤十字 病院 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 学 教室 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 忠 部 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 8 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医大 第 1 医院 内 科 
愛知 県 幡豆 郡 吉良 町 大 字 上 横須賀 字 池間 82 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 部 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 由 部 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 部 
富山 市 北新 町 9 番地 の 1 日 本 新薬 株 式 会 社 富山 出張 所 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

横浜 市 港北 区 日 吉本 町 1790 

東京 都 港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 会 医科 大 学 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 

京都 市 上 京 区 河原 町 広 小 牙 京都 府立 医科 大 学 川井 内 科 
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長崎 県 諫早 市 船津 名 205 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 

仙台 市 覚 性 院 丁 16 宮城 県 衛生 研究 所 

東京 都 板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 比企 内 科 

大 阪 府 豊能 郡 笑 面 町 桜井 70 の 2 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 

大 阪 市 住吉 区 帝塚山 東 3 丁 目 府立 大 阪 女 子 大 学生 活 科学 科 
広島 県 賀茂 郡 西 条 町 広島 農業 短期 大 学 家畜 衛生 学 教室 
弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 

大 津 市 神 出 小関 町 105 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 会 衆 衛生 学 教室 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 聞 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

大 阪 市 福島 区 上 福島 北 8 の 14 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
久留 米 市 竹原 町 健康 保険 第 一 病院 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科 

Institute of 革 ygine, University of the Philippines, Aerran Street, Manila。 
Philippines 


東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 農林 省 家 畜 衛 生 試験 場 

中 華人 民 共 和 国 上 海 上 海 市 衛生 局 

福岡 市 牙 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 534 

淡 城 県 勝田 市 東 石川 社宅 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 

福岡 市 九州 大 学 医学 部 放射 線 学 教室 

大 垣 市 鹿児島 町 二ノ ー 大垣 保健 所 

東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 靖 生 町 東京 大 学 農 学部 獣医 学科 
東京 都 目黒 区 駒場 町 780 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
宇部 市 中 宇部 山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 
宮城 県 本 吉 郡 階 上 村 2 移 川 病院 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
東京 都 新 宿 区 信濃 町 慶応 義 逆 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 科 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 貝 研究 部 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 渋谷 区 竹下 町 8 東京 酵素 医学 研究 所 
埼玉 県 大 宮 市 大 宮 3535 埼玉 県 衛生 研究 所 
熊本 市 城内 二の丸 熊 本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 
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Department of Parasitology, School of Tropical and Preventive Medicine, 


渡 辺 弘 夫 横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
渡 辺 昇 蔵 東京 都 北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家畜 衛生 試験 場 
渡 辺 浩 見 久留 米 市 旭 町 69 久留 米 大 学 医学 部 附属 病院 吉住 内 科 
〇 渡 辺 強 三 静岡 市 大 岩 町 3 丁目 静岡 大 学 教育 学部 
Wagner, E. D. 

Loma Linda, California, U り . S. AA. 
William 神奈 川 県 相模 原市 406 医 学研 究 所 


R,2 の 部 
〇 季 玉 葉 
林 松 生 
陸上 自衛 隊 三 宿 駐 と ん 部 隊 東京 都 目黒 区 上 目黒 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
神奈 川相 模 原 市 406 医 学研 究 所 


慈恵 会 医大 古閑 内 科 教 室 東京 都 港 区 芝 愛 容 町 2 の 105 東京 慈恵 会 医科 大 学 東京 病院 南 病棟 


財 津 吉 憲 


門司 市 大 里 御所 町 4 丁目 財 津 医院 
慈恵 会 医大 林内 科 教 室 東京 都 港 区 芝 愛 容 町 2 の 105 





侍 也 変更 

伊集院 武 文 青森 市 浪 館 革 上 自衛 際 第 9 混成 団 本 部 衛生 
課 

中 塚 銀 太 岡山 県 浅口 郡 金 光 町 同仁 会 金光 病院 

平野 多 開 新潟 県 新潟 県 術 生 部 予防 課 


新入 会 

近野 誠二 札幌 市 北 入 条 西 五目 北大 獣医 学部 家畜 寄 
生 虫 病 学 教室 

窪田 久子 東京 都 品 川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研 
究 所 寄生 虫 部 

小島 邦子 東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国 克 予 防衛 生研 
究 所 寄生 虫 部 

会 記 





第 26 回 総会 の 決定 に 従い , 6 巻 2 号 より 隔月 刊行 (2. 
4. 6. 8. 10. 12 月 刊行 ) と な り ま し た の で 従来 より 早 
く 掲載 が 出来 る と 存じ ます . 現在 (7 月 25 日 に 於 いて ) 
投稿 中 の 論文 数 は 30 篇 で 7 巻 1 号 まで 一 杯 と な つて お 
り ま す 。 

また , 特別 掲載 の 制度 が 出来 まし た の で , その 旨 編 集 
係 宛 御 多 ら せ 頂 けれ ば 可能 な 限り 早い 号 に 掲載 いた し ま 
す . 現在 の 状態 で は , 編集 か ら 製 本 まで に 約 3 ヵ月 を 要 
し ます の で 9 月 1 日 まで に 御 投稿 願 えれ ば 12 月 1 日 発 
行 の 6 巻 6 号 に , 12 月 1 日 まで に 御 投稿 願え れ ば 来年 2 
月 1 日 発行 の 7 巻 1 号 に 特別 掲載 が 可能 で す . 特別 掲載 
に 要する 費用 は 著者 実費 負担 で 一 印刷 頁 辺 り 1042 円 ( 図 
版 , 写真 人 氏 は 別 ) で す . 


( 167 ) 


次 に 御 投稿 の 際 の 文献 の 引用 形式 で す が , 文中 で は 氏 
名 (年 号 ) で 右 肩 に 数 字 を つけ る 所 調 上 つき は 遠 刻 し て 
頂い て お り ま す . 文 未 の 文献 も 一 番号 ) 氏名 (年 呈 ): 
論文 名 , 雑誌 名 , 巻 ( 号 ), 頁 一 頁 . の 形式 で ュ ン マ を 
主として 用 い , これ を ABC 順 に 配列 する こと に な つて 
お り ま す . 

例 , 

一 1 ) 柳沢 利 喜雄 (1957) : 公 衆 衛生 より 見 た る 釣 虫 問 

題 , 寄生 虫 学 雑誌 , 6 (3・4), 237 一 256 

ー2 ) Chitwood, B. G 鐘 M. B. Chitwood (1950) : 

An introduction to nematology, Section 1, Anato- 

my, lsSt ed., Monurmaental Printing Company, Balti- 

T4OTG. 
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